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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

第百八条

・各教きよう導どう院いんは同一領土内に存在する場合、該当領土を治める勢力の支配下にあるものとする。
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「何？　一体、どういう事になったのさ」

　結局、木の上にずっといたなあ、と海うん野のは思った。昨夜ゆうべから、見ているだけ、聞いているだけでもいろいろな事があり、考えがまとまるまでは下に降りないでいようか、と、そんな感傷的な事を思ってもいたのだが、

「何でアンタ達、寄ってくるのさ」

　見れば、朝日を背中に浴びるこちらの周囲には、森の中から首を上げた地竜達がいる。彼らはそれぞれ顔を見合わせ、

『……聞きました皆さん？　海野さんったら、自分が世界の中心のつもりですのよ？』

『あらヤダ！　寄ってくる、とか言っちゃって。真さな田だの森は私達の住すみ処かなのにぃー』

『さっきから吐息して木の上に居っぱなしで、アレ、センチメンタリズム入ってるのよ？』

　鉄扇を投げつけると、わあ、と皆が身を潜める。が、自分の眼下からは、

『海野様、朝食をお持ちしました。割とガッツリ系です。あと、着替えと、着替える際に身を隠すストールなども』

「望もち月づき、……別に樹上生活するつもりじゃないから食うものだけくれるかい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と吊つり棚だなに入った食事を下から渡される。焼いた握り飯に、炙あぶった鶏肉や蒸した野菜、竹ボトルは味噌汁か。だとすれば瓶は、

「酒？　東西の真田が合流した祝い？」

『いえ、浅あさ野の様が優秀な成績を修めたと聞きましたので、教え子の熟達祝いです』

　と、下にいる望月が、まとめている髪を一度ほどいて払った。爆砕術式を仕込んでいる髪に櫛くしを通し、二、三本を抜いてからまとめ直す。彼女はその上で、

『──位相空間の多重展開による保管術式と、罠わなを仕掛けるタイミング。それを砲撃戦における砲撃管制と砲弾の配送、備蓄に転用するとは、やはり若い感性は違いますね』

「ほら、自動人形も自己アップデートしないと」

『Ｔｅｓ．、今回の報告などを受け、自分の術式や戦術を真田の環境だけではなく、外部や別環境に該当出来ないかと、そんな随時検索を今後掛けようと思っております』

「冗談が通じないというか……、復帰する気？」

『──学びに来るものは浅野様だけではないでしょうから』

　そうだね、と己は頷うなずく。

　浅野については、最新の航空戦艦である大和やまとの砲撃管制を扱う前に、安あ土づちでの管制能力の高さを評価されている。その事はP.A.Odaから連絡が来ており、望月経由で知らされていたが、

「真田が、各国の航空戦術を担当する役職者の、オリエンテーション施設になるかねえ」

『私程度の技術であれば、真田所属の者の多くが行えます。──ただ、他、野外での生存術などを修める為にも、ここに来る価値はあるかと判断出来ます。また、この時分、そのような事に人を割く事が出来ないとしても、真さな田だには実績が生まれたのです』

　だろうなあ、と己は応じる。

「無い無い尽くしの真田でも、少しは他国に交渉材料となるものが出来た、ってか」

『若様と兄若様の合流の件など、政治的に難しい問題はありますが、ここ真田の土地本体でもそういうものが得られたのはいい事でしょう』

　頷うなずいた。そして、真田の事から少し視点をズラすと、こっちもこっちで話題がある。

「清きよ正まさが、武蔵むさし側と合流するんだって？」

『正確には羽は柴しば勢と武蔵勢が合流する、という事になります』

「どうなると思う？」

『どうなるも、まず、お互いの摺すり合わせでしょう。正直、多難です』

「確かになー」

　清正が武蔵にいる英国王女と第一特務の娘だというのは、正直、驚きだった。何か訳ありとは思っていたが、

　……想像の範はん疇ちゆう超えてるだろ。

　まあ、そういったものだから仕方ない。そして、そういったものだから背負わされるものを背負っているのだろうが、これもまた仕方ない。と、そんな事はこちらにも解わかる。

「英国王女かー……」

『……第一特務を仕留めようという時、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドで思い切りやられた記憶があります』

「ああ、あのホームランな。斜面の上で派手に伐採したもんだから、こっちも結構足場が崩されて偉い目にあった」

　武蔵勢とはあれ以来会っていないが、相変わらずでやっているのだろう。

　そうとも、と言うのは、地竜達とは別にこちらの傍そばにやってきていた虎とら秀ひでだ。彼は、木々の間へと器用に全身を流して、

『俺おれ達が教えた機竜の御嬢ちゃんも、よく頑張っただろう』

「兄若様の護衛としては、よく頑張ったどころじゃないよ。戦闘初心者で、どう動くか解ってないけど出力だけはある天竜皇。その護衛を機竜でやろうってんだから」

　北ほう条じようの機竜に止められたが、それが無ければ信のぶ繁しげの護衛だけではなく、武蔵に直接の攻撃を仕掛けていただろう。

　だが止められた。そして昨夜ゆうべ、南の空を突き抜けて行った武蔵と大和やまとは、この星を一周し、瀬せ戸と内ない海かいに戻ってきたのだという。

　……ホント、勢いだけの連中だ。

　躊躇ためらいが無い。

　失う事を恐れながら、諦あきらめなかった。

　その差が、自分達と彼らだろうか。そして、

「……まあいい」

　朝飯を食う気になった。
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　握り飯を喉のどに通し、海うん野のは、昨夜ゆうべ以来、初めて息をした気分になった。

　塩味の味覚を得た口から、肺に朝の涼気が入る。

　……動くねえ。

　世界を変える奴やつらが居て、それがどうも、本当に変えてしまいそうなのだ。

　自分はそうではないし、そうなれなかったのだが、

「望もち月づき」

『？　何でしょうか、海野様』

「──近隣の国や教きよう導どう院いんの態勢とかを探りに入るか。P.A.Oda系列は生徒会が担当するだろうけど、ちょっと足を伸ばす必要があるところは、あたし達が名前出して訪ねていった方が早いような気がする」

　言うと、望月が身動きせずにこう言った。

『海野様、復帰するおつもりですか』

「馬鹿、忍者としてのカンが鈍ってるのは、すぐに戻せるもんじゃないさ。──真さな田だの一員、それなりに名前がある者として、出来る事をやっておこうというだけだよ」

　海野様、と望月が言った。

『外へと足を向け直す。つまり復また外へと帰る事。──それを復帰と言うのです』

　周囲、地竜達が起き上がる。彼らはひそひそとデカい声で、

『まあ、海野さんったら、青春もう一回……！』

『結局はじっとしていられないのよ。暴れん坊だから！』

『でもジャージ以外の服無いんじゃないかしら』

　最後のが特に気になったので鉄扇を投げつけておく。
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　うわあ、ジャージしか無いわさあ、というのが鍋なべ島しまの焦りだった。

　昨夜、大和やまとと武蔵むさしの戦闘中、北ほう条じようの機竜に突っかけられ、降下したのだ。

　場所は房ぼう総そう半島の丘の上。里さと見みの市街を見下ろす事の出来る場だったから、ちょっと面倒な事になった。

「いやあ、昨夜から監視、すまないわ……」

　言う視線の先、紫色の武神の肩上に、里見の副会長がいる。

　自分よりも一年上。実力的には里さと見み生徒会長と同等という評価を聞いているので、一戦すればお互い無事では済むまい。

　そんな相手が、座った武神の肩から足を揺らして、

「……北ほう条じようは委員会まで全て解散してるわ。さっき印イン度ド諸国連合に連絡を取ったけど、そこのヴリトラについては管轄外だって」

　副会長が一息を吐く。彼女はちらりとこちらを見下ろし、

「……確かに里見には、この前の慶けい長ちようの役えきで失われた北条勢の墓地もあるけどね。

　流石さすがにその大物を置いておく事は出来ないわ」

「無理かー」

「海底に沈んでたのよね？　廃棄するにも補修するにも、うちの規模では無理よ。うちが武神戦力に頼ってるのは、比較的小型で汎はん用よう性が利くから、という事。──機竜クラスになると収められる格納庫も無いし、雨ざらしでは腐食によって土地が荒れるわ」

「あー、じゃあどうしたもんだわ……」

「そちらで回収しなさいよ」

　里見副会長が言った。

「ヴリトラの持ち主はこの丘に眠っているわ。だったらそこに、ヴリトラを連れて来ただけでも充分。もしも何か思うなら、起動システムか主砲の一部でも墓石代わりに置いていけばいいわ。──後は知らない」

「いいのかい？」

「いいも何も、うちではどうしようもないのよ」

　と、里見副会長の顔横に表示枠サインフレームが一枚出た。彼女は半目でそれを読み、

「馬鹿……！」

　いきなり左の張り手で叩たたき割る。砕ける流体光の欠片かけらを見上げ、己は何事かと思うが、里見副会長は張り手の左手を額に当て、

「私、浮かれてる馬鹿が嫌いなのよね」

「私はどーですわ」

「落ち込んでたように見えるわ」

　過去形だわ、と思う。背後の大気不足から窺うかがっている龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうに〝多分大丈夫〟と手て捌さばきで伝え、

「落ち込むも何も、昨夜ゆうべから、何かよく解わからん事ばかりだわ」

「上から機竜が二機落っこちてきて一晩監視するハメになった事より、よく解らない事ってあると思う？」

　里見副会長が苦笑した。そして、冗談でトバす事ではないと思ったのだろうか、彼女がこちらに視線を向けて、

「何が、よく解わからないの？」

　問われたので、素直に聞いてみる。昨夜ゆうべから、解らない事。それは、

「……何故なぜ、この黒い機竜は、あの戦場に飛び込んできたんだわ？」

「貴様、……器が小さいわね」

「大器には不足と、そう言われてるわ。歴史再現の方で」

　そう、と相手が頷うなずいた。そして彼女が言った。

「その機竜は、主人と共に守ったものを、再び守ったのよ。──それだけ」

　でも、

「それだけの事をするために、何年も何代も、掛かったの」

　言われた意味が、やはりよく解らなかった。漠然とした感想を述べるならば、

　……責任とか意地とか？

　という事になるのだろうが、器が小さい自分の思った事だ。違うのだろう。ならば、

「その意味が、大きくて、私には解らんわ、という事は解るわ」

「上出来ね」

　相手が言った。口くちの端はに笑みと見える角度をつけ、

「一時的に支配下にされて服従していたとはいえ、敵だった貴様達だし、迂う闊かつな事を語るなら一字一句、私の思う事と同じでなければ許さなかったところよ。──部外者、そして何も知らずに支配をしていた者として、〝解らない〟というのはいい物言いだわ」

「そうなんだわ？」

「──支配とは踏みつける事よ。そして踏み固めてしまえるかどうか、という事。そこに融和なんてありはしないと、私は思うの。支配者ならば、踏み固めて潰つぶす覚悟でいなさい、と。だからこちらを理解する必要なんて無いわ」

　ただ、と彼女が言った。

「……貴様達の上役と、武蔵むさし勢が手を取り合うというなら、考えないとね」

「そうなると思う？」

「勝敗がついたのよ。普通は、勝者の方に敗者は降くだる事になるから、これは貴様達が私達を支配下においたのと同じ事が生じるだけ。そういう事よ。……でも両者の関係には問題があって、そこの部分で、普通なら有り得ない〝理解〟が生じるのでは、と、そんな風にも思うわね」

「だとすれば──」

「Ｔｅｓテスタメント．、勝敗による支配ではなく、合流。この場合、私も貴様達も、勝者も敗者も、松まつ平だいらの天下の懐に入る事になるわ。──穏便にこの先が進めば、ね」

　そこまで言って、里さと見み副会長が顎あごを南に振った。里見の市街を示し、

「あの動かない機竜の手配は、こちらでやっておくわ。まだ瀬せ戸と内ない海かいの方では、武蔵勢と羽は柴しば勢の講和が始まってもいないけど、結果としてどうあるべきかは見えているのだから。

　だから、手間になるものを先に済ませておく方がいいでしょう。

　それに貴様も、すぐに瀬せ戸と内ない海かいに戻らないと駄目なんじゃない？」

　言われてみるとその通りだ。現状、遭難までは行かないが、離脱状態になっている。

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの方に視線を向けると、ＯＫサインが返ってきた。

「御嬢！　補給拠点で佐さ久く間ま艦が無いから地上になるけど、それ以外は何とかなる！」

　そっか、と己は思う。

　……今からだと午後半ばには瀬戸内海に入れるわ。

　向こうは浅あさ野のに可か児にに、忠ただ興おきもいるのか。途中、三み河かわ近辺で池いけ田だとすれ違うだろうか。

「──じゃあ、行くべきだわな、瀬戸内海。羽は柴しば勢として戻りに」
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『てるるるるるる。れんれんらくらくきてるるるるるてるるるるるあてにてるるるる』

「何言ってるのか解わかるようになった俺おれ、もう駄目かな……」

　しみじみ思うが、池田としてもいろいろ大忙しだ。

　羽柴から三河を出て白しら鷺さぎ城じようの補修に向かうよう、正式な通達が来たのだ。

　……ようやくか！

　ただ、三河コーチンの繁殖が思った以上に上手うまく行ってしまい、これについてはとりあえず自分の麾き下かとして、副収入源扱いとしていいとの事になった。年間売上を考えるとこの年齢としては無茶苦茶な収入額になるが、航空艦の補修や設計を〝事業〟として始めた場合、金などは湯水のように使われるものだとも理解が出来ている。

　自分についての可能性が多く得られたという事と、切ろうと思っていたスタートが早く切れた、という事だろうか。

　ともあれ飼育班と補修班を、かねてからの予定通りに分けてすぐ動こうと思ったが、

「池田様──！　ボス鳥のミチコが補修班の土と肥い君を気に入ってるから、土肥君は池田様と一緒にそっち行くの駄目です！」

「あれ？　ボス鳥ってオスだったよね？　あのトサカあるヤツの」

「ヒヨコの頃ころは区別つかなくてメスだと思ってたんですよ！」

　区別つかないならミチコってつけんなよ、と静かに思ったが、自分以外は誰だれもが先輩という年齢や学年なので黙っておいた。ともあれメンバーの再選別なども終わったところで、

　……何か、随分と削れたなあ。

　事業が上手く行くと、予想以上に人員が必要になるという事だろう。よく考えたら補修班としての人材が居たからこそ三河コーチンの牧場をすぐに建てて繁殖開始まで持って行けたのだから、

「……実は先輩達、補修仕事に明け暮れてた日々を捨てて、次の人生に行ってない？」

『てるるるるる、ふかふかふかくかんがえすぎぎぎぎぎ』

　言われる通りだとも思う。だが、

　……否、言われた通りじゃないぞ……！

　言語慣れし過ぎだ。人払いの完全に終わった怪異溢あふれる三み河かわで、三河コーチンとＯＳと自動人形と年齢の違う先輩達という、濃い環境に居過ぎた。先輩達はコーチンの顔も全部見覚えていて出荷する時は涙するくらいだが、自分はそこまでいけませんでした。いかなくていい。

　出来れば人の文明に触れたい、と昨今は思うものだが、前に山やま崎ざきの戦いの前に安あ土づちや武蔵むさしが頭上を一周したり、昨夜ゆうべは大和やまとと武蔵が空を突っ走っていった時にはこう思ったのだ。

「俺おれ、今、無人島に漂着した遭難者が、遠くに船を見つけて無視されてる状況だよね」

　そしてこちらには問題が一つ残っている。それは先程も計上したように、

「──自動人形、まだ寝たまま？」

『ねてるるるてるてる』

　インタビューというか、聴取をした自動人形が、武蔵の復活と共にまた目を閉じたのだ。

　機能を止めてしまったのかと思えば、そうではない。純粋にスリープ状態に入ったとの事で、同期を一度とった刑部おさかべ姫ひめが言うには、

『かきかきかきかえかえかえ』

「自己アップデートか」

　武蔵が復活した、という事を基準に、これまでの自分の判断や記憶の一部を書き替えに入ったのだ。

　それは、これまでの彼女は元もと信のぶ公の麾き下かの自動人形であったが、次に目覚めた時は、

　……この新しい環境へ対応した判断を持っている、という事か。

　技術系の先輩達の話に拠よれば、彼女は今、三河に残った通つう神しん系に接続し、各所から情報を取り寄せている状態だという。これはどういう事かと言えば、

「元信公がフォロー出来たのは、もしも武蔵が破壊された際、そこに預けた娘がその復活を望むかも、というところまでです。その時世界がどうなっているかまでは、予測が出来ていなかった。だからこの自動人形は、自己アップデートさせているのでしょう」

「じゃあ、今の世は、もう、誰だれの予想の範囲にも無いという事？」

「羽は柴しば様の創世計画ルートまでは、元信公の予想範囲ではあったと思います。──ただ、武蔵がそれを上回った以上、もはや世界は誰にも読めない状態です」

　何だか大丈夫かなあ、というのが本音だが、先輩達はちゃんとやるだろう。

　こっちはこっちで、文明の領域に戻りたいところだ。

　夢としては、白しら鷺さぎ城じようが欲しい。

　こういう未開地域……、ではないか、廃はい墟きよと人外に浸れる魔境ではなく、そこから人の世界に堂々と戻っていける船が欲しい。ならば、

『てるるるるるる、おさかべひめひめひめ、なおなおなおす？』

「ようやくという感じだけどな」

　朝日も既に高く昇った。寝ている自動人形はこちらに置いていく事になるだろうと、そんな事を思っていると、

「池いけ田だ様！　北ほう条じようの機竜の回収を願いたいと、里さと見みから鍋なべ島しま様の連絡が！」

　人外祭の中に、今度は北条の機竜かー。
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　思った以上に人外祭ですね……、というのが、平ひら野のの感想第一だった。

　武蔵むさしの事だ。

　今、自分達は、外交港である村むら山やまの外甲板に降り、武蔵側の出迎えを受けていた。

　正面にいるのは、役職者達を初めとした主力の面々だった。

　そこには父もいて、母もいて、昔から話に聞いていた者達がいて、映像や資料だけではなく、何もかもが本物で、失われておらず、

　……そうですね。

　母の胸の主張が集団の中でもトップクラスな辺り、過去に得ていた証言の意味が解わかって、意味もなく誇らしくなるが、

「平野」

　糟かす屋やが手を上げてこちらに来る。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウや、彼女の母と別れて合流してきた身は、人狼ルウガルウの姿を一部残している。

　派手にやり合ったのだろう。

　自分も満足だ。他、十じつ本ぽん槍やりの多くが同じだろう。

　正面。朝日を背景に武蔵勢がいる。

　充分だったと、己は思う。
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　昨夜ゆうべから未明に掛けての戦闘で、自分達は幾つかの答えを得て、思いを修正した。

　母も父達も、失われておらず、そうなる気もなく、そしてまた、

　……私達を、大事に思ってくれてるんですね。

　自分と母の場合、最後に向こうから来た一発がスッポ抜け状態だったが、まあアレは昔にもあった。まだ未熟なこの時代の母ならば仕方ない。なくない。ただ、セーフじゃないけど、結果としては、母の意思はこちらに通じたのだ。

　やり直せる。

　自分達がいる事が、運命との戦闘で有利になるとは思えない。何故なぜなら運命にはマークされているのだ。逆に自分達がいる事で危機となるかもしれない。しかし、

「よう」

　父が逆光の中で軽く手を上げた。

　全裸であった。

　……素敵……。

　明らかに存在自体が世界に迷惑を掛けていて、誰だれかがフォローするか世界が馴なれるしかないという素敵な二択で生きている。そんな父に対し、

「ほら、糟かす屋や、何を視線逸そらしてるんです。直視しましょうよ」

「……いえ、私、まだ現実を抱え切れませんの……」

　見れば皆からちょっと遅れている影が二つある。小こ六ろくちゃんは小動物系なのでこういう時は仕方ないとして、

「片かた桐ぎり君！　ほら、御父さんですよ！」

「い、いえ、僕、母がいれば充分なので……」

「何を単性生物みたいな事言ってるんですか！　大体仕込みはまだですよ！」

　向こうで母が糟屋の母と共に視線を逸らしたが、母の大家が父に後ろから蹴けりを打ち込んだ。

　ゆっくりと父が膝ひざをつき、前に倒れたが、一番困っているのは誰だろうか。

　ややあってから、三みつ成なりが、眼前で動かなくなった父を見て叫んだ。

「だ、誰かあ──!!」

　多分、よくある。
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　昼過ぎから、浅あさ間ま神社に設けた会議場で講和に入る。

　その事を、正まさ純ずみは羽は柴しば勢に告げた。そして、

「羽柴勢、ここで私達は勝者として君達を組み込むが、そこで君達は判断をしてくれ」

「……判断？　何をですか」

「どういうレベルでの〝合流〟を、私達に望むか、また、否定するかと言う事だ」

　いいか、と正純は言葉を重ねた。

「私達はお互いのわだかまりを払ふつ拭しよくし、同じ方向が向けると解わかった。だが、だからといって、国レベル、勢力レベルでの合流は必須ではない。独自勢力として麾き下かにいる事も可能だ。

　だから考えてくれ。そして講和で、諸処問題と共に、話し合おう。

　羽柴勢が、M.H.R.R.神聖ローマ帝国やP.A.Odaとの関係を見直し、武蔵むさしという勢力に入り、武蔵勢として〝合流〟するのかどうかを、だ」
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　武蔵むさし勢との合流の是非を、諸処問題と一緒に会議する。

　そのために竹たけ中なか達が案内されたのは、浅あさ間ま神社だった。

　村むら山やまの外交港上で武蔵勢の代表と顔合わせをし、そこで簡易な入艦の検査や手続きを終えたところ、今度は武蔵の輸送艦に乗るように促されたのだ。

　何処どこへ行くのかと言えば、武蔵代表委員長がこう言った。

「浅間神社や。多摩のP.A.Oda外交館はまだ整備も終わっとらんしな。せやから既に起動している浅間神社。あの場所が一番、お互いにとって安全や」

「通つう神しん環境や身の安全、自由の確保は出来てますかね？」

「衣食住の心配せんのか？」

　そう来ましたかー、と頭を搔かくと、清きよ正まさが咳せき払ばらいを一つした。そして彼女が、

「浅間神社には、私達の宿舎となる場所がありますか？」

「先夜から宮舞台など建てとったし、その改修はしとるで。あまり豪勢なもんを期待されても困るけど、表層部の一等級と同等なのは用意したるさかい、ちょっと待っとってくれんか」

「待つ？」

「建てたり改修する間、禊祓みそぎとかして貰もらったり、講和会議もあるからな？　盛りだくさんや」

　との事で、輸送艦から下りた先は武蔵の中央後艦。浅間神社の吹き抜けの脇わきだった。

　そして浮上していく輸送艦の潮風の下。周囲に人工の森を置き、眼下にはコンパクトにまとまった二階堂式の神社を見た時、

「……！」

　いきなり、吹き抜けの手て摺すりを越えて神社へと飛び降りた者がいた。

　平ひら野のだった。

　……え？

　突然何を、と思った時には、既に二つの影が動いていた。糟かす屋やと嘉よし明あきだ。

　糟屋は飛び降りるよりも早く、身を壁に立てるようにして壁面を真下に瞬発する。そして嘉明も翼を広げ、一気に羽ばたいて下へと加速した。

　気付いたのは、武蔵の代表委員長だった。正式な入口となる階段口。そこへと身を向けていた彼女は、

「は!?　何や!?」

　代表委員長が表示枠サインフレームを急いだ動きで展開する。警告や警報、それに準じたものだというのは解わかったので、こちらとしては止めようと思う。

　飛び降りた平野には、何か理由があるのだ。

「ええと、これは──」

「悪い事にはならないと思うよ。こっちとしてはね」

　脇わき坂さかが代表委員長にそう言った。

「平ひら野のは何か思うところがあったんだと思うけど、キメちゃんもタケも、平野を止められない訳じゃない。何か不始末あったらアンジー達の責任者としてタケ子をシメていいから、キメちゃん達は赦ゆるしてやって」

「あれあれ何か私、損な役回りですよ!?」

　えろっていいだろうか。駄目だろうか。

　だが武蔵むさしの代表委員長は一息を吐き、眼下へと視線を向けた。

「まあええわ。何かあっても浅あさ間ま神社の敷地さかいな。──今、この空域だと赤穂あこうの土地神が張り切っとる筈はずやし」

「赤穂の土地神が張り切ると、何があるんです？」

　そやなあ、と振り返った武蔵の代表委員長が、朝日を浴びた真顔で言った。

「罪を犯すと尻しりから赤穂の粗塩が出るんと違ちやうか」





●






　あれ？　というのが、そこにいる人々の反応だった。

　浅間神社の境けい内だいに宿泊用の建物を急ぎ建てている学生や職人達。そして手伝いに来た梅組の面々の中では、アデーレがそれに気付いた。

　平野・長なが泰やすだ。

　浅間と総長の娘。別に千五百一回の結果ではないし、毛が頑張った方の御子孫だが、要件としては充分に娘だろう。

　そんな彼女が、いつの間にか、境内に立っていたのだ。

　……あれ？

　羽は柴しば勢が来る、という話は聞いていた。

　だけど彼女は単独で、代表委員長が先導もしていない。更には、

「────」

　何となく血の気を失ったような顔は、まるで迷い込んでしまったようだ。

　……一体──。

　気付けば、周囲が身構えている。

　誰だれも彼も、とりあえず今の武蔵で学生をやっていれば、現場は経験している。一般に身を置いていても、それなりの身の置き場は解わかっているのだ。

　平野を中心に、空気が緊張する。その上で、右う舷げん側の壁を駆けてくる影が言った。

「待って下さいな！　──敵意はありませんのよ!?」

　第五特務と総長の娘だ。その横を、同じように第三特務か第四特務のどっちかの娘が降りてきている。

　……そっか。講和とか、さっきの、合流云うん々ぬんとかに何か思った訳じゃなくて……。

　何となく自分は事態を理解した。だけどそれは、自分が彼女達の親に近く、親子対決の趨すう勢せいや意味も間近で知らされて来たからだろう。

　現場慣れしているとはいえ、ここにいる誰だれもが自分と同じ理解をしている訳ではない。

　ゆえに自分は前に出た。玉たま砂じや利りに足音をつけて、

「平ひら野のさん。──ですよね？」
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　アデーレは、平野に近づいた。

　背が高い。浅あさ間まに似ている、と感じたのは、顔や胸よりも彼女の視線の高さだ。こちらとの距離というか、間合いが浅間と同じだ。

　すると平野が振り向いた。目の焦点がこちらに合い、そこで彼女は、自分が何をしたのか、どうしてここに立っているのか、今更気付いたらしい。

　声には上げずとも、思わず、という呼吸を飲み、

「ええと、すみません。……ここ、浅間神社ですよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──何処どこか見たいところありますか？　案内しますよ？」

　送った言葉に、平野が一瞬躊躇ためらった。しまった誘いの仕方をミスりましたかね、と思ったが、しかし次のタイミングで彼女が言った。

　平野が、後ろにやってきた糟かす屋やと加か藤とう・嘉よし明あきに肩から振り向き、

「──糟屋、来ます？」

「……いえ、私達はちょっと、境けい内だいで待ってますの」

　来ない。ならば何で二人は降りてきたのだろう、とは思わない。

　平野の事が心配だったのだ。そして平野の反応が、心配しなくてもよいものだったから、ついて行かなくて大丈夫と、そう判断をしたのだ。

　自分にも、彼女達の思いは解わかる。

　ここは浅間神社だ。浅間の実家である。

　だが、ここが浅間の〝実家〟となるには、二つの条件がある。

　……総長が三み河かわで失われず、浅間さんが本舗に行かないと駄目ですよね。

　総長が三河で失われない場合、自分達が経てきたような頭のおかし……、いや違う、奇行……、もまた違う。そうじゃない。ともあれいろいろあって、浅間は本舗に移ったのだ。

　しかし平野が生きていた未来の世界では、そうではなかった。

　総長は失われ、浅間は後に彼の遺髪ともいえるものから、平野を産む事となる。

　ならばここ、浅間神社は、平野にとってどういう意味を持つか。

「こっちです」

　自分は案内する。浅あさ間ま神社の拝殿に向かって左側。右う舷げんの方に、家屋がある。

　浅間が、父と共に住んでいた実家。母おも屋やだ。
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　平ひら野のは、胸の底の辺りから、何かが上がってくるのを感じていた。

　……うわあ。

　前を歩いているのは貧従士さんだ。母達からよく話を聞いていたし、幼少時代には会った事もあるようなのだが、憶おぼえがない。

　確か胸の薄さを人生で最も深い悩みとして捉とらえていて、母達との別れがあるまでに、その悩みの答えは……、否、ここで言うまい。プライベートな問題なんですよ、うん。

　これまで映像や資料で武蔵むさし勢についてはよく見てきた。実際に遠間から確認した事や、戦闘で視認もしている。

　ただ実際会って、共に行動すると、気付く事ばかりだ。

　視線の高さの差や、間合い。先程声を掛けられた時、自然に受け入れてしまったが、あれはきっと母の持つ〝距離感〟が自分と似ているからだろう。向こうからしてみれば、友人や知人の親族、というものでしかない。

　……こちらからしてみると、何もかも奇跡ですけどね。

　だがそんな人に連れられていくのは、母屋だ。自分の生家である。

「──あ、こっちです、こっち」

　という誘導で通り過ぎる手水ちようず台も参道も拝殿も、確かに見覚えのあるものだった。

　特に拝殿の二階堂は特殊なシルエットなので記憶に強い。そして、

「あれ？」

　母屋の入口に行かない。

　貧従士は横を通り過ぎるように歩を進め、その行き先を見た自分は気付いた。

　彼女は、母と自分が過ごした部屋に、外から直接導くつもりなのだと。

　そして己はふと思った。母は今、ここにいないようだが、どうしているのだろうかと。
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・銀　狼：『智とも！　智！　何を部屋の中に閉じこもってますの!?　荷物を置いたら浅間神社に集合って話でしたわよね……!?』

・ホラ子：『あいやミトツダイラ様、これは浅間様の事ですから、リアル合体のための念入りな準備に入られたという事ではないでしょうか』

・賢姉様：『──あら浅間！　一度振り切ったらそのままレッドゾーン全開なのね!?　全くこのエロ巫女みこは蓋ふたを開けるより底を抜いた方が正解ってヤツね……！』

・あさま：『ち・が・い・ま・す・よ……！　本舗の設定が何故なぜか全て実況オッケー状態になっているんで、逐一探し出して修正してるんですって……！』

・ホラ子：『誰だれのせいでしょうねえ』

・俺　　：『あの、オメエ、そこは俺おれの方を見るところ？　どうなの？』

・●　画：『待って浅あさ間ま！　その設定を変えると悪い事が起きるわ！　──私の進しん捗ちよく状況に』

・副会長：『お前ら早くこっち来いよ……!!』
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　平ひら野のとしては、思い切りが必要だった。

　そこは自分と母が住んでいた場所で、憶おぼえはあるのだ。

　薄暗い天井。簞たん笥す。衝つい立たてがあり、確かケースに入れた楽器もあった筈はず。楽器は何度か鳴らそうとして、指の力が足りなくて上手うまく出来なかった。〝花園アヴアロン〟に持ち込みたかったが、母がそれをしなかった。そこに自分は残念を感じたが、それが伝わらないように振る舞ったものだ。

　……どうなんです？

　何が〝どう〟なのか自分でも解わからぬまま、貧従士に連れられる。そして軒下から、開いている掃き出し窓が見えた時。ふと足を止めそうになってしまった。

　だが、既に内側は少し覗のぞけている。貧従士も先に行くならば、自分は、高くなりつつある朝日が拝殿越しに差し込むそこへと、

「…………」

　行った。見た。そして気付いた。

「ああ」

　記憶にある通りの場所が、そこにある。
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　同じだった。

　布ふ団とんを二枚ぎりぎり並べられるような部屋の広さも、髪に櫛くしを入れた姿を映す化粧台も。どことなく特別な場所に繫つながっているように感じていた廊下への襖ふすまも。

　同じだ。楽器もケースに入れて置いてあり、

「あ」

　簞笥が一個足りない、と、そう思った。

　外から見て、大簞笥の陰にある筈の小簞笥が無い。だがその理由は解る。多分それは、自分用のものだったのだ。母が、自分が生まれてから追加したものだろう。

　まだここには、自分はいないのだ。

　だとすると母が言っていた父の思い出話には、解釈の訂正が必要だ。

「父さんは、着替えを簞たん笥すの裏とかに隠していたって……」

　そんなに大変なところに、と思ったものだが、今の形を見れば解わかる。母の簞笥だけならば、やや長いために壁に密着出来ていない部分もあろう。

　つまり父はよく母のところにやってきて、気軽に迷惑掛けていたのだ。

　その父が居なくなり、自分の簞笥が、隙すき間まを塞ふさいだというならば、

「私も、出来たもんじゃありませんか……」

　だって、

「父さんが居なくなっても母さんは寂しくなかったと、そう言えますよ、私は」

　呟つぶやいた瞬間。軒の陰から人の両腕が目の前に落下した。
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　浅あさ間ま神社の陰から響いてきた平ひら野のの長い悲鳴に、清きよ正まさは身構えた。

　前を歩く武蔵むさし代表委員長が、無言で両の耳を手で押さえるのを無視して、

「武蔵代表委員長！　今のは何です！」

「──は？　何やねん、何も聞こえなかったで？」

「み、耳を塞いで言い逃れしようとしても無駄です！　今、平野様の悲鳴が下から！」

　というこちらの言葉に竹たけ中なかが前に出る。交渉役として、眉まゆを立てた彼女が確認をしたのは、

「──何かの神罰ですか？」

「いや、浅間神社での狼ろう藉ぜきやったら、悲鳴出させる暇も与えんのと違ちやうか？」

「平野様！　平野様──！」
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　ミトツダイラは、浅間が疲れ切った様子で店舗の入口から出てくるのを見て、手を上げた。

　本舗組は王も含めて外に出ており、出しゆつ立たつ準備ＯＫだ。後は浅間神社へ行くだけだが、

「……ホライゾン、両腕は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅間神社の方ではいろいろと要り用だろうと、先に出しております」

「フフ、確かに両腕だったら細かいところの確認とかも的確よねえ」

　確かに、と浅間が呟いて身を起こす。彼女は一息を入れ、

「うちや教きよう導どう院いん周辺は、先行して組み込みが終わってますけど、その分、他からの負荷の代だい替たいが一気に来ますからね。気をつけたいところです」
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　糟かす屋やが瞬発加速で現場に飛び込んだ時、既に平野は部屋の中で布ふ団とんに寝かされていた。

　誰だれかが居るのか、奥の襖ふすまが自然に閉まったのが見えたが、手前側、軒下にいるのは、

「貧従士の方ですのね？　平ひら野のは──」

「あ、ちょっと手伝いに来ていた存在が驚かせたようで、すみません」

　存在？　と後ろから追いついてきた嘉よし明あきが呟つぶやくが、ここは武蔵むさしだ。何があってもおかしくはないと思う。ただ、

　……あら。

　敷き布ぶ団とんだけだが、そこに寝かされている平野と、その部屋を見て、己は思った。

　……憶おぼえがありますの。

　嘉明と視線を合わせると、彼女が首を下に振った。

「昔、来た事があるわね。平野の母親が、御菓子を出してくれて、頂いた記憶があるわ」

　確かにそうだ。憶えがある。そこには自分の母もよく居たのだ。そして皆は昔語りをしたり、今のいろいろな事を親同士で話し合い、自分達はよく遊んだ。

　……あ。

「本殿の裏に、プールのようなもの、ありますのよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅あさ間ま神社の泉ですね。ちょっとした温水浴場ですけど」

　ならば当たりだ。急激に記憶が蘇よみがえるというか、答え合わせが為なされる事で、心の中にあった漠然としたものが形を貰もらっていく。

　忘れかけたものが、存在するための理由を得ると、そういうべきだろうか。
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・金マル：『何かさっき、ちょっと浅あさ間ま神社から悲鳴聞こえたけど、何一体』

・貧従士：『えっとお……』

・副会長：『ともあれ会議前にどうする？　こっちの用意もある訳だけど』

・あさま：『あ、入艦管理がまだ完全に終わってる訳じゃないですから、臨時の禊祓みそぎや氏うじ子この調整などして貰いましょうか。武蔵内の行き来とかインフラの扱いとか、敵対関係のままだと処置が面倒ですから。──と、そっち着きました。母屋に報告行きますね』
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　平野が目覚めると、そこには見知った天井があった。

　薄暗い合がつ掌しよう造り。外からの光は全開で足元に差していて、

　……母さん。

　いつも起きるのが遅い自分より、母は先に起きていて、こちらを無理に起こすのではなく、窓を開けて日差しと外気を呼び込むのだった。

　それが、〝花園アヴアロン〟に入る前には毎日あった事だ。そして今、同じ事があり、

「……っ」

　一瞬。当時と今を錯覚した。実はこれまで、ずっと見てきたものは夢であり、起きたならば母が傍そばに居るのではないかと、そんな事を思ったのだ。だから、

　……あ。

　起きると、身体からだが動いた。

　着ているものは制服だった。身体は子供といえるものではなく、そして傍らには、

「あら、起きましたね？」

　……え？

　母だ、と一瞬思った。

　だが違う。母に似ているが、目の色が左右とも同じだ。茶色。

　極東の制服に似た構造の私服。それを着込んだ女性が、寝ていた自分の枕元に御茶の入った湯飲みと盆を置いている。

　知らない人だ。母に似ていると言う事は、親しん戚せきか誰だれかだろうか。

　盆を置いて立ち去ろうとした女性に、己は声を掛けていた。

「あの、うちの母は──」

　来るのだろうか。否、ここで会議となれば来る筈はずだ。だとすればいつなのか。

　その事を問おうとして、気付いた。自分は母に、何かを期待しているのだと。

　だが母は、自分とのここでの生活を何も知らない。だから、己がこの薄暗い場所で得ている郷愁や心細さの様なものは、母と共有出来ないし、もう幼いとは言えない自分が、年齢としては一つしか違わない母に何を求めようとしても、無駄だろう。

　ここは〝違う〟のだ。一方的な感情はやめないといけない。

　……そうですね。

　糟かす屋やや嘉よし明あき、脇わき坂さかや福ふく島しま、そして清きよ正まさ達と違って、自分はあまり母との別れについて強い心残りを得ていなかった。

　だから武蔵むさし勢との相あい対たいにおいても、己はどちらかと言えば〝薄め〟であったと思う。

　そのつもりだったのだ。

　だが違った。

　この場所に来て、薄暗い部屋に佇たたずむと〝来る〟。

　自分の軋きしみは、母との別れではなく、その前。ここで過ごした大事な時間だったのだと。

　どうしたものか。

〝花園アヴアロン〟の中では、母から色々な事を教えて貰もらって、受け継ぎ、充実していた。

　そんな密度の高い時間よりも、ただ遊んで、守られていただけのここの生活の方が、軋みとして胸の奥を鳴らすとは。しかし、

「あ、すみません……。何でもありません……」

　目の前にいる、母に似た人にこれを言っても仕方ない。

　そしてまた、これを、母に言っても通じない。

　届かない事だ。何しろそれは、彼女達には起きていないのだから。

　参る。

　参った。

　糟かす屋や達が自分達の軋きしみを相あい対たいによってある程度押さえてしまったのに、自分は〝ここ〟だ。

　どうしたものでしょう、と、そう思っていると、

「──大丈夫」

　母に似た人が、腰を落とし、こちらの頭を撫なでてくれた。

　不思議な事に、それをされるにおいて、抵抗しようとか、避けようとか、身構えようとか、一切思う事がなかった。ただされるがままに従って、

　……まさか……。

　気付いた。この、母に似ている人は誰だれかといえば、

「────」

　表が賑にぎやかになった。誰かが来たのか、それとも騒ぎか。

　自分が、はっとしたのは、目の前の人の事を口にして、音に作る事を躊躇ためらったからだ。

　巫女みこの言葉は、そのものの正体を明らかにする。定義の響きが自分と相手にだけ聞こえるならばいいが、〝外〟に聞こえるのは避けたい。

[image: ]

　そんな躊ちゆう躇ちよを気付いたのだろうか。相手が笑みを深くした。

　彼女はこちらに来て、ずっと微笑だったのだと、今更ながらに理解する。

　そして彼女がこっちの頭から手を離し、視線を外に向けた。

　促されていると思って、自分も外へと目を向けた。

　直後。己は目を覚ましていた。

　眠っていたのだ。
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　あら、と浅あさ間まは思った。表側、羽は柴しば勢が拝殿前や母屋の近くをうろうろしているので、余り刺激しないように外から回って入ってきたのだ。

　実家には、それなりに用があった。母おも屋やは掃除も父任せの状態だし、何より今の事態に対し、私的倉庫になっている自室から持ち出したいものもある。

　だから皆とは別で、何やら呼びに来た両腕のナビゲートもつけて来てみたのだが、

　……どういう事か解わからないですけど、疲れたんでしょうかね……。

　平ひら野のが、寝かされていた。

　両腕がナビゲートしてきたのは彼女がいるからだろうか。左右の腕がこちらに平伏しているのは、任せると言う事か。頷うなずいてみせると、両腕は頭をもう一度下げて廊下へと出て行った。

　両腕の気配が消えたのと、平野が目を開けたのはほぼ同時だ。

　彼女は数呼吸、ここがどこだか解っていないようで、だけどすぐに目の焦点を定め、

「あ」

　身体からだを起こした。

　長い髪。見れば色は自分のものに近いが、確かに髪質は彼や喜き美みに似ている。巨乳なのはこちらの血だろうか、彼の方の血だろうか。ともあれ起きた彼女は、こちらを見上げ、

「あれ……？」

「どうかしましたか？」

　いえ、と彼女が一息を吐く。そこに戸惑いが見えるが、ならばこういう事だろうか。

「何か夢でも見てました？」

「……はい」

　平野が、視線を落として言う。

「母さんに似た人が、頭を撫なでてくれて……」

　ああ、と自分は思った。

　母だ。

　ここや境けい内だいにいる時、たまに彼が、ふと何かに気付いて頭を下げたり、視線を向けたりする事がある。だけど自分がそちらに振り向いた時には何もいない。

　彼の言げんでは、昔に亡くなった母が居たように見えたと、そういう事らしい。

　対し平ひら野のは、祖母となるこちらの母の事など知らない。だが、夢の中で見たというなら、そういう事だ。

　神しん道とうでは、神界や黄泉よみもあるが、亡くなった者はその土地の地霊や、守護の霊として活動する事も許される。

　母は多分、そういう事をしているのだ。きっと今も、孫の顔を見に来たか、

　……孫の不安を和らげに来たんでしょうね。

　そうですね、と思い、自分は口を開いた。己の子の頭を撫なで、こう言ったのだ。

「大丈夫ですよ」
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　昔、自分も同じだった。子供の頃ころ、悪夢を見た時、それが現実かどうか区別が曖あい昧まいになってしまい、泣く事があった。その時母はこう諭してくれたのだ。

「大丈夫です。起きたから、もう、無いですよ」

「それは──」

「起きる方を選んだからです。でも不安があったら、泣いても大丈夫ですよ。──それは安全だと解わかったから出る涙ですからね」

「別に泣いたりは──」

　はいはい、と己は娘の頭を軽く押すように二度叩たたく。すると下向きになった彼女の顔から、布ふ団とんの上に滴が落ちた。

　……あ。

　泣かせてしまった。ふと気付いて後ろを見ると、開いた襖ふすまの陰からホライゾンとミトツダイラと喜き美みがこちらを見ている。

　……い、いつの間に……！

　両腕が姿勢を低くして、セーフ！　セーフ！　の動きをしているが、どういう意味だろうか。あとついでにナルゼが魔術陣マギノフイグーアにスケッチしながら皆の後ろにやってきて、

・●　画：『大丈夫よ……。解ってるから……。大丈夫よ……？』

・あさま：『な、何がですか!?　というか何を描く気ですか!?』

・ホラ子：『……というかオカン属性の高かった浅あさ間ま様が真オカンにクラスチェンジとは、なかなか無い事かと』

　……普通は無い事なんですよ……！

　何かステップを二、三段吹っ飛ばしているのは確かだが、それは皆も同じだろう。

　思う事は多いが、それは向こうも同じらしい。見れば開いた掃き出し窓の縁からは、ボリュームある黒の髪がちらちら覗のぞいているし、先程は金色の羽毛が風に散って行った。

　娘の仲間が、彼女の事を気に掛けているのだ。

　だとすれば、親未満とも言える存在としては、仲間の元に送り出すべきだろう。

「ほら」

　と声を掛け、肩を両横から叩たたいて姿勢を正す。すると、

　……うわあ。

　涙を零こぼしていた顔が正面に見えて、こちらの鼓動を打った。

　よく考えたら、彼と自分の子なのだ。己を見ているようで、また彼を見ているようなところもあって、その事に気付くと急に感情移入が増してくる。

　これはきっと、彼女の方も同じなのだろう。

　自分の中にあるいろいろなものの内、半分を削り落とした存在が親なのだ。そんな存在との遣り取りや別れを経ていたならば、こちらへの思いも複雑だろう。

　今更ながらに、お互いの関係を理解する。

　……ミトや二ふた代よ達みたいに、ガツガツ当たってなかったですからね……。

　でも大丈夫。これからの時間があるのだ。だから、という訳ではないが、

「私の事、母さん呼びでも構いませんから」

　言っておく。彼女としてもその方がやりやすかろう、と。





●






・ホラ子：『つまりホライゾンもオリオトライ先生からカーチャンと呼ばれるルールがここに適用された訳ですね！　今、ホライゾンのワールドカーストがまた一段上に……！』

・金マル：『何か、想像すると〝面白い〟ってのが先に立つのはどうなのかな』

・●　画：『あっ、でもちょっと、戦闘中にあっちから聞こえてきていたナルゼママとかナイトママとか、生で正面から言われたら、私どっちかって言うと即死するかもしれないわ』

・賢姉様：『フフ、でもミトツダイラの場合はママン呼びよね！　ネイトママン！　来たわね遂に！　ネイトママンの子だからネイトママン子！　やだ！　発禁！』

・銀　狼：『み、未来の私は〝御母様〟呼びで徹底してたようですのよ──!?』

・あさま：『それ多分、未来の喜き美みが今のネタをやらかした結果じゃあ……』

・貧従士：『あ、でも、あっちの片かた桐ぎりさんでしたっけか？　鈴すずさんの事を〝お母さん〟呼びなんかしようものなら、三時間後には武蔵むさし上で人権失ってる可能性ありますよ！』

・未熟者：『フ、経験上言わせて貰もらうと、三十分もあれば充分じゃないかな？』
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　平ひら野のは、母の言葉に頷うなずいた。

　きっとこの人は、自分にとって、数少ない〝絶対に勝てない人〟の一人であろう。そしてまた、多分、今後の生活の中では、この人と、自分が知る母とのズレなども見えて、またそこに色々と寂しさや笑いを得る事もあるのだろう。

　だから己は言った。顔を上げ、久し振りの瞳ひとみの色を見上げ、

「私の名前ですけど、……解わかります？」

　通じる筈はずもない事を言ってみた。何しろこの母は、自分を産む未来をまだ得ていないのだ。

　だが彼女は言った。

「一文字ですよね、多分」

　その通りだ。何故なぜ解るの、と思うまでもない。母が言葉を続けた。

「私の母も一文字で、私も一文字だから、それを受け継ぐ形でしょう」

　言って、母がこちらの目を見る。軽く右手を挙げて告げられた言葉は、

「……そちらの襲名に、ちょっと掛かってますか？」
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・副会長：『は？　どういう事だ？』

・貧従士：『平ひら野の・長なが泰やすの何が、……本名に掛かるんです？』

・不退転：『というか、普通に考えたらどういう命名になるかしら、一文字の場合』

・ホラ子：『トーリ様だけの子供なら〝毛〟と名付ける処ところですが、浅あさ間ま様の御子孫なので、胸とか弓とか入れねばなりますまい……』

・ウキー：『それは未開部族の勇者の命名法か何かではないか』

・傷有り：『──というか、平野様の襲名とは？』

・ホラ子：『ネシンバラ様──！』

・未熟者：『は!?　平野・長泰は、幼少時代は長なが勝かつという名で、後には豊とよ臣とみの姓を貰もらって豊臣・長泰を名乗っていたけど、それが何か関係あるのかい？』

・賢姉様：『フフ、じゃあ決まりね。──答えは見えてるわ、その中で』
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「豊ゆたか」

　浅間は思った言葉を口にした。

　平野については、相あい対たいの理由が解った時、その襲名元となった人物の事をそれなりに調べたのだ。

　正直、自分と彼の子が、何故なぜ〝平野・長泰〟なのか、という事が解らなかった。

　平野・長泰は勇将だ。たびたびの戦功をあげ、それなりの領地なども得ている。

　関せきヶ原はらでは東軍につくが、後に家いえ康やす麾き下かで豊臣家の存続について奔ほん走そうし、それゆえに大おお坂さかの役えきでは不参加を命じられた。

　恥であろう。

　だが平ひら野の・長なが泰やすは、処罰もされず、家いえ康やすの後代にも重用され、長生きをしている。

　政治的な判断として甘いかもしれないが、罰するには惜しい。そういう位置にいたのだろう。

　しかしそんな人を、何故なぜ、自分と彼の後継が選んだのか。

　無論、十じつ本ぽん槍やりの名を襲名する時、何となく、というものはあろう。

　……でも私が育てたなら、他の人よりも〝名前〟に拘こだわると思うんですよね……。

　そして気付いたのが、平野・長泰の姓名だ。

　長泰は、豊とよ臣とみ麾き下かにいる時代、その働きによって豊臣の姓を貰もらうのだ。

　その事実を見て思い出したのは、ちょっとした言葉遊びだ。小等部の頃ころなどに、何となくでやってしまう名前の遊びで、こういうものがあった。

「誰だれそれが結婚して子供が生まれたら、名前はどうするんだろう」

　お互いの名前から、文字を取るだろう。そういうアナグラムで、まだ見ぬ将来を遊んで囃はやし立てる訳だが、

「私の〝智とも〟と、〝トーリ〟君は、〝ト〟の字がまず、合ってるんです」

　子供の遊びは単純だ。

　トの下に続く字。自分はマ行で、彼はラ行だ。〝間〟はヤ行。

　トの下にヤ行をつけると、トヤ・トユ・トヨしかない。

　どれもちょっと名前にするのは難しい。トヨは有りそうだが、音だけで名前とするならば、言葉に拘る自分らしくもないと思う。

　だけど、逆に、文字として拘ると、トヨには良い一字が有る。

　……豊。

　豊潤、豊作、豊納、巫女みことしては良い言葉だろう。

　失われる世界の中、その回復を担う加護として、これはベストだ。

　ただ、トヨだと自分の名前のトモと被かぶる。発音も似ている。だから呼ぶならば、

「豊ゆたか」

　更に、これには駄目押しとも言える理由が有る。

　ゆたか、という音を当てられる漢字は幾つかあるが、平野はそれを持っている。

「長泰の泰も、ゆたか、と読む場合がありますね。人の名の場合ですが」

　二つの〝ゆたか〟を持つのには、巫女ならば意味があろう。そう思って向けた視線の先、平野がこちらを見ていた。

　彼女が口を開き、言葉を作った。

「母さん」

「何です？」

　問うと、平ひら野のが肩から力を抜く。そして、

「アサマホって呼ばれてた時期があったので、ちょっと嫌いな名前でしたけど、今のでまあいいか、ってそう思えました」

　何か未来の自分はやらかした気がする。
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・●　画：『アチャー』

・金マル：『自分という前例をあまり顧みないよねアサマチ』

・あさま：『じ、自分の子供の名前を当てた人だけ揶や揄ゆして下さい……！』

・銀　狼：『というか私の方も、結構大変そうですわね』

・ホラ子：『未来のミトツダイラ様の場合、トーリ様が毛なので、そういったルールを適用出来ないのが難ですねえ』

・賢姉様：『フフ、でも、鈴すずの時もそうだったけど、〝名前を当てる〟、というのは一つの理解よね。──羽は柴しば勢との講和において、重要なものになるかしら』
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　重要かどうかといえば、重要だろうな、と正まさ純ずみは思った。

　今、羽柴勢は平野の事が気になるのか、拝殿の左側、母おも屋や寄りの通路周辺に集まっている。

　自分達はといえば、一昨夜に葵あおい姉が舞った宮舞台の前に集まっている。とはいえ本舗組などの一部は母屋に入り込んでいるが、

「……親子問題が絡む政治問題か」

「正純は、親子問題の方、どう捉とらえているので御座る？」

　と、軽く周囲を確認して戻ってきた二ふた代よの言葉に、己は視線を母屋に向ける。

　そこには福ふく島しま・正まさ則のりもいた。辺りを、懐かしいのか、別の感慨があるのか、ちらほらと見渡している辺り、非戦闘時にやる事が無くなった二代と同じ雰囲気がある。

　……変なところで似るもんだなあ。

　ふとこちらに気付かれ、かなり全開で頭を下げられた。

　同じように、彼女の隣にいた加か藤とう・清きよ正まさも頭を下げる。コンビだっけか、と思っていると、宮舞台に座って表示枠サインフレームで何か計算を行っていたオーゲザヴァラーが言った。

「──あっち、福島と清正の方の加藤は、結婚前提で付き合ってるんだって。あ、この情報は合流サービスの一環ね。待遇プリーズ」

　そりゃサービスじゃないだろう、と思った瞬間。

「まあ！」

　こちらに控えていたメアリから花が爆発した。
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・傷有り：『点てん蔵ぞう様！　うちの子が、私達が結婚してないのに相手を見つけて結婚を……！』

・十ＺＯ：『あ、ああ、うん、Ｊｕｄジヤツジ．、そのように御座るなあ……』

・傷有り：『点蔵様！　しかも御相手は二ふた代よ様の御子様ですか!?　いつの間に！』

・十ＺＯ：『ああ、うん、……いつの間にで御座ろうなあ……』

・金マル：『……スゲー勢いでメーやん全開してるよ』

・あさま：『あの、メアリ？　点蔵君が〝現実とは何か〟を考え込みそうなので、ちょっと抑え気味にした方が』
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　母が炸さく裂れつしたのを清きよ正まさは見ていた。

　……盛大な……！

　何故なぜか〝お祭り〟という言葉を連想してしまうが、昔から良い事があると流体的に隠せぬ母ではあった。

　自分もそのケがあるが、あの分だと相当。ただ気になるのは、

「一体、何があったのでしょう……」

「キヨ殿、──武蔵むさしがこのように復帰して、元通りになっていく今、母達にとっては戦勝という事もあり、何もかもが幸いで御座りましょう」

　確かに、と己は頷うなずいた。母達にもいろいろな思いがあり、こちらには解わからない事もあるというのは、未明の相あい対たいで心に刻んだ事だ。

　ただ幸いであるならば、それが一番だと思う。

　……そうですね。

　と、奥の方で動きが見えた。平ひら野のが起きて、表に出ようとしているのだ。

　そちらに寄せていく自分達の中、己は福ふく島しまに振り返り、

「──まだ、いろいろな行き交いがあるのですね」

　行きましょう、と彼女の手を取ると、頷うなずかれ、握り返される。

　直後。母の花がまた炸裂したように感じたのは、気のせいだろうか。
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・傷有り：『有りです……！』

・副会長：『……というか、さっきの方に話を戻すけど、メアリもクロスユナイトも、たとえば加か藤とう・清正の本名を問われたらどう答える？』

・十ＺＯ：『？　──メアリ殿が襲名＝本名のように、向こうの加藤・清正殿も、ジェームズの名が本名となっているのでは御座らぬかな？』
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　確かに、と誾ぎんは思った。

　……向こうには、英国の次期指導者がいる、という事ですね。

　これは、後に行われる講和において、どういう扱いとなるだろうか。重要性が高い事は確かだと思うが、他国の事であり、親がこちらにいるとなると難しい問題だ。

「単純に、羽は柴しば勢と武蔵むさし勢の合流とはいかないと、そういう事ですか」

　言葉を作ると、喉のどの震えが新鮮だ。宗むね茂しげに断たれた首は神経系が術式によって修復されたが、それは回復とは違い、〝新造〟に近い部分がある。

　生まれ変わったような断面は無む垢くで、鼓動や言葉をよく感じる。馴なれるまではしばらく過敏だと聞くが、昔に首を刎はねた小等部の教員もこんな感覚を得ていたのだろう。

　告白が癖くせになりそうだ。

　ともあれ治療術式の御陰で首の据わりもよく幸い。微かすかに感じる熱は誇りというものだ。

　先程、羽柴勢の輸送艦に父の回収も無事済んだと報告があり、一息を入れていたが、

「本ほん多だ・二ふた代よ、……貴女あなたの方は、どうなのです？」

「？　何がで御座るか？　誾殿」

　首を傾かしげられて、微妙な不安を感じたが、問うてみた。

「……あの福ふく島しま・正まさ則のり、本名の見当はついているのですか」

　疑問を投げた先、何故なぜか本多・二代より向こうにいる者達が視線を逸そらした。

　だがそんな事は気にせず、本多・二代が言う。

「福島殿の名前は正則で御座るよ？　誾殿、知らなかったので御座るか？」

　血圧が急に上がったために首の治療術式が警告の表示枠サインフレームを出してきましたが、これは私の性格的欠陥ではないと思いたいです。
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「そっちはどうなんだ？」

　という正まさ純ずみの問いを受けたのは、ナイトだった。

　ナルゼは現在、母おも屋やで浅あさ間まの父から茶を貰もらいながらラフを切っている。こっちは宮舞台の屋根上で、一応の監視をしながら、

「まあこっちはいろいろヒントというか、解わかった事がここ最近多かったから」

　子供達の名は、正直、よく解らんというのが本音だ。だって未来に生きてないし。

　ただ、子供二人に問われた場合、こう答えよう、というのは出来ていると思う。だから、

「ま、何か必要な事があったら言ってくれれば大丈夫。──だと思う」

・貧従士：『あの、副会長は、講和が面倒なものになると、そう考えているんですか』

　アデーレが問う。その意味は、こちらにも何となく解わかる。

　自分達は昨夜ゆうべ、武蔵むさしと大和やまとの優劣をつける形で決着し、世界各国にその結果を見せたのだ。これは武蔵及び武蔵の完全復活を知らしめた事になるが、

・金マル：『よく考えると一勝一敗だとも言えるし、創世計画に対抗出来る手段をこっちは見つけてないんだよね。──理屈に対して力でねじ伏せた感じ？』

・副会長：『そういう事だ。講和と言っても、こちらは〝勝った〟以外に何があるのか。そういう事も含みの内容となるし、他にも気がかりとなる事がある』

・ベ　ル：『気がかり……？』

・副会長：『関せきヶ原はらの戦いについて、だ。いろいろ方針を考えて動いているけどな』

・金マル：『方針？　関ヶ原の？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、上手うまく行くかどうかは謎なぞだが、関ヶ原についてはどちらにしろやらねばならない事でもある。──あ、戦争したい訳じゃないぞ？』

・俺　　：『おい、……無茶すんな……』

・ホラ子：『御安心下さいトーリ様、正まさ純ずみ様の交渉は何も起きないところに戦争が発生する魔法の交渉。無理なく持ち込む事が可能でしょう』

・副会長：『く、くそ！　意地でも平和裏にしてやるからな……！』

　何が何だか、というところだが、羽は柴しば勢との交渉には一ひと味あじが加わる、という事だろう。

　戦争沙ざ汰たとなり得る何かを、ここで解決する。羽柴勢が相手である事は変わりないならば、先程話題にあった名前の話などで、自分やナルゼが呼び出される事もあるかもしれない。

　……戻ってきたら、一気に忙しくなったなあ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の寒村で、猿を相手に狙そ撃げき戦やっていたのは遙かな過去だ。

「じゃあセージュン、こっちはどうすんのかな？」

「とりあえず、講和にあたって、こっちの必要な素材を確定しよう。向こうも同じような事を考えているだろうから、その時間が必要だな」

・副会長：『──浅あさ間ま、そっちはどうだ？』

　何だろう、と思っていると、返答の言葉が来た。

・あさま：『あ、はい。──こちら用意ありました。人数分、向こうに渡しておきます』
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　平ひら野のは、母が部屋の中で押し入れの物色を始めたのを背に、外に出た。

　脱がされていた靴は揃そろえて置いてある。これは母がしたのか、他の誰だれかがしたのか。そんな事を疑問に思いつつ履き直していると、

「──どうしたんです、皆」

　十じつ本ぽん槍やりの面々が、母おも屋やと拝殿の間、影の中にいた。

　まず糟かす屋やが何かを言おうとしたようだが、先に脇わき坂さかがこう言った。

「アサマホ──」

「脇坂の呼び方はマホ子だった筈はずですよ？」

　応じると、糟屋が笑みを見せた。

「……通じましたのね？」

「うちは糟屋のところや、他の皆程激しくないので」

　いやいや、と小こ六ろくが手を左右に振るが、そういうものだろうか。

　そして、拝殿の方を興味深げに見ていた三みつ成なりが、こちらに数歩、前に出た。彼女は頭を下げ、

「おめでとう御座います」

「いや、そう言われるようなものでは……」

「そう言われるようなものですのよ？　今の状況では」

　糟屋の言葉に己は現状を理解した。

　……負けたから、ですね。
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　母や父達との理解をお互いに得る。

　これは自分達が負けたから有り得る事だと、平ひら野のは思った。

　何故なら勝っていた場合、父や母達に対しては、武蔵むさし復活以前の状況を続けるだけなのだ。

　今回のように、こちらが負けて講和があり、合流する。それを前提として考えた場合だけ、相互理解の意味で、自分達が母達と仲を深められる。無論これは義務ではないが、

　……そうですね。

　皆の大半は、先夜の戦闘と相あい対たいで、既に理解と納得の大部分を終えている。

　それを得に行ったのだと考えるならば、自分達は、負けたかったのかもしれない。

　だがそれは、理解と納得が得られなければ完全決裂になっていた、という事だ。

　お互い、決裂か和解か、その二択を掲げて戦闘したのが、昨夜ゆうべの一戦だろう。

　ならば、と己は思った。

「どう振る舞います？」

　周囲には武蔵勢もいて、代表委員長も母屋の入口側でこちらを待っている。が、そのような事は解わかった上で、己は三成に問うた。

「敗者として、理解を求めず抵抗をしますか」
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　三成としては、判断をつけるのが難しいところだった。

　平ひら野のはこう言っているのだ。

・８４８：『──ええと、〝負け〟をもう完全に認めて、私達がフツーにそれを口にしていいかどうか、という事ですよね!?』

・ＡｎＧ：『あー、やっぱそうか。さっきから皆、誰だれも〝アハハ負けたね──！〟とか言わないのは、武蔵むさし側に言げん質ちとられないためだよね』

・巨　正：『……その辺り、打ち合わせせずに来たから危険を感じてました……』

・しとお：『いや、羽は柴しば様から正式な宣言が出て御座らぬから、もし拙せつ者しや達がフライングしたとしても大丈夫では御座りませんか』

　いやまあ、と自分は前置きした。竹たけ中なかに視線を向け、

「竹中様、ちょっとそこらへん、コンセンサスとりましょう！」

「あー、おねーさんもちょっと気がかりがあるので、賛成です。Ｔｅｓテス．、Ｔｅｓテス．って感じで」

　という彼女が掲げているのは、〝大和やまと〟から送られてくる周囲の情報の束だ。流石さすがに三千世界を展開はしないが、膨大な量の文字列を彼女が吸収しているのが解わかる。それは、

「やっぱ、事態が一気に動きましたね。──武蔵副会長も、それ前提で動いているフシがあります。布石が向こうから一つ、飛び込んで来てますし」

「布石？」

　問うと、竹中が表示枠レルネンフイグーアを開いた。頷うなずきを一つ見せ、

「最も上がみ総長、最上・義よし光あきが──」

　と、そこまで彼女が言った時だった。軽い、乾いた音と共に、平野が出てきた部屋から外に極東式のサンダルが置かれた。

　継いだ動きで、浅あさ間ま神社代表が、部屋から外に出て来る。

　見れば彼女は両の手に中身の詰まった麻布のバッグを提げていた。同じように、部屋からあの両腕が、追加のバッグを一つ掲げてくる。

　それは何か、と自分が皆と視線を向けると、浅間神社代表が笑みを見せた。

「ええと、そっちの皆さん、ひょっとしたら憶おぼえてるような事かもしれませんが、──ちょっとうちの泉で禊祓みそぎを御願いします」

「あ！　アンジー憶えてる！　温水プール！」

　脇わき坂さかの挙手に押された清きよ正まさに背を押され、自分は半歩前に出た。ここはある意味敵地だが、

「禊祓？」

「はい。一息つく必要もあると思いますし、さっき正まさ純ずみが言った合流云うん々ぬんや諸処問題、そっちの皆で話し合う必要ありますよね？　だから宿泊施設が一つ用意出来るまで、ここの泉や外の施療室を会議場として使って下さい。──こちら水着と、警備関係の術式や加護です。

　うちが神しん道とう関係者として中立保護を承りますから、問題あったら教えて下さいね？」

　はい、と出されたバッグを平野が振り返って受け取る。

「ええと、母さん、これは……、制服？」

「アタッチメントをM.H.R.R.神聖ローマ帝国式にした小こ袖そでと極東制服です。着替えとして良ければ。

　水着はサイズ合わせが解わからなかったけど、大体はハードポイント側で調整が利くと思うから、この制御術式を奏塡インストールするか、豊ゆたかの方で管理御願いします」

　あ、という声や反応を、何人かがした。

　二人の言葉遣いから、平ひら野のと浅あさ間ま神社代表の関係がどうなったか、理解したのだ。

　……成程。

　講和というものに向け、状況は自然と方向性を持ち始めている。その事をどうするか、未熟な指導者として考えないと、と己は思う。だから、

「──では案内を御願いします。浅間神社代表」

「はい。──これからたびたび利用する事になると思うので、憶おぼえて行って下さいね」

　彼女が躊躇ためらいなく背を向け、平野が続く。自分達も続く。

　ぽつりと嘉よし明あきが言葉を作った。

「……こちらの事を、敵とは思ってないわね」

「粗塩だろ」

　蜂はち須す賀かの言葉に、皆が静かに頷うなずいた。今更ながらにちょっと緊張する。
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「──で、リアルに合流とか、結局、どうしたもんさね」

　と、直なお政まさは宮舞台に座って一息をつきながら、正まさ純ずみに問うた。

　羽は柴しば勢が浅あさ間ま神社の泉に入って禊祓みそぎタイム。

　こっちは境けい内だいの上に組んでいる宿泊施設のフレーム固めが終わり、床を入れる作業まで進んでいる。ここからは専門業務でなくても構わないので、自分も手が空く時間帯だ。

「──Ｊｕｄジヤツジ．、時間稼ぎという訳ではないけど、羽柴勢の禊祓が入ったから、少し、情報の整理をする余裕が出てきたな」

　と言う正純は、二度目の朝食タイムだ。

　自分のところにも来ているが、朝、多た摩まの甲板で貰もらった握り飯などとは別で、笹ささを固めた箱に入った一食分がある。

　赤飯。細切りの煮野菜。蒸した白身魚に素揚げした鶏と、煮卵。煮豆もついているから、恐らくは地上武蔵むさし側で非常用に備えていた糧食を調理したものなのだろう。今朝けさの騒ぎで各所の港が使えなくなっているから、魚だけは補償としての地元買い上げかもしれない。

　添え付けの紙折に入った塩を赤飯に振って口にしていると、

　……お。

　戦後タイムに入った自覚はあったが、日常感がようやく身体からだにやってきた。

　浮いていた気分や全身が、重みをもった感覚だ。これはつまり、

「……いつものリズムか」

　呟つぶやくと、周囲でも同じような感を得ていたのだろう。ノリキが表示枠サインフレームを開いて家族との話を行いながら、周囲の建築や空の輸送艦を指差し、

「こうなると、もう、いつもとあまり変わらないな！」

　確かにそうだ。

　気付けば各所で槌つちの音や自動ドライバーを動かし、硬化木材を削ったり切る音が響いていた。

　今、武蔵には、四し国こくへと退避していた基本船殻部が組み込み直されているのだ。

　家の買い換えや廃棄もある。それらを新規で入れ替えたり、作り直したり。

　武蔵上では、恐らく空前の建築熱気だ。

　……よく考えたら、有あり明あけでも改修作業をしたし、馴なれてはいるんさね。

　更には、地上武蔵の組み上げで、多くの者達が基礎的な建築知識と技術を持った。

　誰だれもが動くという、そんな流れの示しとして、音が生まれている。

　やがて空を行く輸送艦は増え、通りを行く荷車や人々の影も増えるだろう。

　武蔵は、放っておいても大丈夫だ。三み河かわの時のように、すぐに機関部の整備班がかり出されるような事も少なくなって行くだろう。

　そこに、何となくの寂しさを感じるが、武蔵むさしがこの艦体を得てからたかだか三十年。内部のあり方は変わっていくのだ。

　ならば、と思って、己は正まさ純ずみに問い直した。

「──あの御ご霊りよう平へい庵あんも組み込みしてると思うけど、見に行くさね？」

　と、両腕を泉に派遣しているホライゾンが振り向いた。

「ホライゾンが一発唄うたう時に正純様があそこに行けば、それで不思議世界のゲートが開かれると言う事なのでしょうか。──やってみますか」

「うーん、よく考えるとそれ以外の時間帯でも入れた気がするけど、まあ、後でやってみようか。今はちょっと講和の事もだが──」

　何？　と皆が顔を上げる先、正純が言った。

「羽は柴しば勢との合流をする事について、何か問題があると思う者、いるか？　ぶっちゃけ、向こうは敗戦国で、他国にはこれまで羽柴の威光で創世計画を推してきた件もある。

　それが負けたとなると、風当たりも強いだろう。そんな勢力と合流するよりも、別働隊くらいにしておいた方が良いという見方もある。──どうする？」

　皆、お互いの顔を見合わせる。が、異論は出ない。ただホライゾンが手を上げた。

「何が不利か、正直、こちらからは解わからないところも多いです。講和会議で羽柴勢から話して頂き、リアルに詰めた方がいいかと。しかし、──ホライゾンとしては合流希望です。それも、協働とかではなく、羽柴勢が武蔵の中に来るという、完全合流です」

「何故なぜさね、ホライゾン」

「面白そうだからです」

　即答に、皆が俯うつむき、しかし本舗組と正純だけが笑った。

「だよなあ。──一緒に世界一周兼宇宙旅行までやったし、俺おれ達の子供までいるんだ。一緒になったら、多分、すげえ面白え」

「その事は私も否定しない。出来る事の幅は大きく広がるだろう。──ならば、不利点と利点を突き詰め、どうするかを、講和の中で話すべきだな」

　あと、と正純が手を上げた。

「……全員、手当たり次第でいいから、今自分達が構えているという問題を挙げていってくれ。正直、このところでいろいろな事があり過ぎて、私が見ているもの以外にもあるだろ。

　──そういうもののリスト化がいる」
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「何かあるか──？」

　とこちらが呼びかけた声に、バルフェットが手を上げた。何か、と思って視線で促すと、彼女は一つ頷うなずき、

「東あずまさんの妄想彼女の件ですが、あれ、どうします？」

　妄想……、とミトツダイラが視線を逸そらしながら呟つぶやいたが、まあ似たようなものだと思う。

　当人である東は、今、ここにいない。自分の居住区画の組み込みが行われているため、立ち会いをしているのだ。

　ひょっとすると、そこで、ミリアムという彼女の形跡が新しく見つかるかもしれない。

　そうでなくても、あの半透明の少女。彼女の居場所の確保は大事な仕事だ。

「東は、……新大陸の塔で、私達と共に過去の事実を見ているのだったな」

　だとすれば自分達に出来る事は、大体見えている。

「武蔵むさし側に、ミリアムが存在したという記録を出させよう。前に〝奥おく多た摩ま〟が一度それをしたが、ミリアムの事を認知させて、〝空いた人員〟分を逆算だ。武蔵の皆に存在を認知させて、関係を復活させよう。それと、あの大フアナの方にも資料請求だな。どのくらい残っているか解わからないが、その辺りの手配、やっておく意味はあるだろう。──これも外に預けるか」
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「御嬢様！　このスーパー忙しい最中に副会長から東とう宮ぐう様の非実在彼女の件で！」

「あー、まあ東宮様の案件やったら、まあ、うん、こっちでもしゃあないなあ……」
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「他、何かあるか？」

　というこちらの問いに、正座していたメアリが手を上げる。気付けば英国制服から極東制服に着替えている辺り、多た摩まの居住区画は復帰したという事か。

　彼女がやや眉まゆを立て、こう言った。

「う、うちの子の認知はどうしましょうか！」

　来ると思っていた、というか、これは必ず来る問題だ。だが、

「……ぶっちゃけ、その辺り、かなり講和の駆け引きになると思う」

「じゃあ、認知が駄目な時もあると、そういう事でしょうか」

　うん、と言うと、酷ひどくショックを受けるだろうな、とは思った。

　……でも〝駆け引き〟だから、有り得るんだよなー。

　大体、向こうが嫌だと言ったら、更に拗こじれる事になろうし、その可能性を考えると今ここで自分が答えを確約出来るものでもないというか、

「メアリ殿、その辺りはなかなか難しく、しかし大事な話で御座るな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね、一体、どのようになっていくのかと……」

「Ｊｕｄ．、では正まさ純ずみ殿、今のメアリ殿の質問は、リストに入れて下され。ただ、答えを求められると精査も必要、そういう時間帯に御座るかな？　正まさ純ずみ殿」

　クロスユナイトの向こうで、直なお政まさがＯＫＯＫと左手でサインを送ってくる。

　上手うまくメアリの行き過ぎを吸収してくれた。ゆえにこちらとしても、

「十じつ本ぽん槍やりの面々との親族関係化。そこから来るいろいろな問題が〝有る〟という事はこちらも理解しているつもりだ。ただ、それぞれの方でも違いや差があるだろうから。一律に答えを出す事は難しいな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。……私達の方では、英国が関わります」

・十ＺＯ：『ぶっちゃけ、御家族案件なので、何がどうなるやら、という部分が大きいで御座るよなー……』

・●　画：『アンタに似てないし、王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフもあるから、アッサリと英国側は認知をしてくれそうにも思うけどね』

　言われてみるとそんな気もする。

　ともあれこれは英国にも通しておくべき問題。だとすると、

　……大おお久く保ぼか……。
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「御嬢様！　この言語を絶して忙しい最中に副会長から加か藤とう・清きよ正まさと英国の件で！」

「…………」
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「他、気になる事があるヤツいるかー？」

　ホライゾンが振り向いた。彼女は空をやや見上げ、思案してから、

「──浅あさ間ま様とミトツダイラ様に先行されてしまったので、トーリ様と千八百七十三回の合体をしなければなりませんが、時間をいつ捻出しましょうか」

　ミトツダイラが飲んでいた茶を吹いた。
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・俺　　：『あれあれ？　二で割らないの？　元数で行くの？』

・不退転：『国家の体裁を保つために必要な労働と考えるべきかしら』

・ホラ子：『一国の首長たるべきもの、何らかの点で国民のリーダーとならねばなりますまい。そういう意味では手て頃ごろでケアも充実！　神の加護も得られるという特典付きです。これ以上の方法は御座いますまい』

・貧従士：『いやでも、合体系が国事となるとか、何処どこのＲ元服ゲームです、か……』

・現役娘：『ええ、そうですわね。──エロい事で国の動静が左右されるとか、そんなふしだらな事に国を任せるのは危険ですわよ？』

・銀　狼：『どの口で言ってますのうちの親──！』

・ホラ子：『──ともあれ大国六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでもエロパワーが国防に関わっているという事が立証されています。国の教譜がアングラ路線の神しん道とうである極東は避けられますまい……』

・●　画：『上手うまくシメに来たけど、確かにM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの印刷関係だって、結構な割合でうち系列だったりするのよねー……』

・金マル：『実況率は現在百パーセントだから、ある意味、国民の娯楽？』

・あさま：『あ、あれは事故ですし身内限定で済んでますって……！』

・賢姉様：『フフ、でも、たとえばメアリと点てん蔵ぞうなんかは、今後、次期英国王を産む必要があったりするけど、それも広義のＲ元服行為よねえ。ついでにいうと、うちの主社は現状ここ浅あさ間ま神社だったりするけど、神様的なつながりとして、強化されたのかしら？』
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　浅間は、羽は柴しば勢の皆を泉に誘導した。各所機能や加護、水着の着方や、今着ているものの内、着替えが必要ならばそれを届ける旨むねを知らせ、手配をし、

「……いろいろやる事ありますが、まあ、ええ」

　喜き美みの言う事が気になったので、問うてみる。
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・あさま：『サクヤ先生！　今回の件で、浅間神社が武蔵むさしに対して加護を強化するとか、そういう変化ってありますか!?』

・鉄火女：『誰だれが先生だ。──というかツーカーで話せてるだけで充分だろうが。あとなあ、これ、多分、啓示経路が最適化されて変に太くなってるから、加護の変な強化とか気をつけろよ？　それと少しはこっち敬え』

・あさま：『あー、何かいろいろすみません……』
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　正まさ純ずみは、浅間からの言葉を見た。

・あさま：『大体まあ、いつも通りで大丈夫っぽいですよ？』

　雑だ……、とナイトが呟つぶやくが、いつも通りならばそれで問題はないとしよう。

　ただ気になるのは、こっちとしても判断がつきにくい葵あおい関連の事だ。

・副会長：『葵の、東とう照しよう大だい権ごん現げんだっけ？　あっちの件はどうなるんだ？』

・あさま：『あ、その辺り、今度ちょっと詰めましょう。御近所への挨あい拶さつ回りなんかも出てきてしまいますから』

　意外に気楽な気がする。だが区画整理とか、情報の管理とか必要だろう。そういう時は誰だれに頼むべきか。やはり大おお久く保ぼか。
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「御嬢様！　この異次元レベルで忙しい最中に副会長から浅あさ間ま神社関連の件で！」

「……これ以上仕事増やすなああああああああああああああああああああああああ！」

「おお！　良い感じです御嬢様！　一時間に一回は仕事と副会長へのヘイトを！　それが健康の秘ひ訣けつです御嬢様！」
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「あー、新大陸の大フアナの方にも挨あい拶さつ必要だよな。大久保に頼んでおくか」

　正まさ純ずみは表示枠サインフレームを出して、今の話をツキノワに代筆させる。ツキノワ自体も馴なれたもので、今までの通神文メールなどを参考にかなり精度の高い文面を書くようになった。

　……昔は平仮名ばかりだったんだがなあ。

　可愛かわいいところを見たくて、ついつい通神文を多く書かせてしまう。

「各委員会は大忙しですわねえ」

　ミトツダイラの言葉には頷うなずくしかない。

　……だがまあ、必要な事だからな。

　これからの講和のために、準備は揃そろえるだけ揃えたいし、後こう顧この憂いが無いようにしたい。

　と、気構えを自分の中に入れ直し、大久保に通神文を送ろうとしていると、立たち花ばな嫁がこちらに手を上げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、副会長、宜しければその際、三征西班牙トレス・エスパニア生徒会、総長連合にも一報を御願いいたします。新大陸へのルートなど、フアナ様の手配あっての事なので」

　あ、と声を上げたのは、ミトツダイラだ。彼女は手も上げ、

「──乗り込んで来ていた島しま・左さ近こんと可か児に・才さい蔵ぞう、彼女達を倒した二人については？」
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　ミトツダイラの問いに、正純は幾つか届いている報告を思い出した。

　島・左近と、可児・才蔵。この二人は、昨夜ゆうべの戦闘中に武蔵むさしへと上陸を掛けていて、しかしそれぞれが何者かによって倒されている。

　恐らくは、義よし経つねと、ルドルフ二世だ。

　義経の方は、可児の証言では誰だれか名乗られなかったとの事だが、高たか尾おの艦橋前に土産みやげの信しん玄げん餅もちが置かれていた事で、そうではないかと推測された。

　一方のルドルフ二世は、島の証言が有り、ミトツダイラの追認もある。ただ、

「──本人が名乗り出ていないならば、下手へたに捜索はしないつもりだ」

〝武蔵むさし〟と浅あさ間まの捜索では、二人とも見つからないらしい。新武蔵に乗り込む時、いろいろ甘かったから、未いまだにいる可能性もあるが、悪い事にはならないだろう、とは思う。

　彼らが、必要を感じた時、表に出てくると、そう思って保留。

　一方の島しまも可か児にも戦力としては危険視すべきだが、

・あさま：『浅間神社うちの仮氏うじ子こ術式を設定しておけば、まさかの狼ろう藉ぜきの際には神罰が入るから大丈夫ですよ？』

「えらく安心な話だ……。ともあれ、あとはまあ、義よし経つねとルドルフ二世については、捜索を保留としつつも、こっちとしては受け入れとか対応の準備が必要だな」

「二人とも、各国の総長クラス。一応は総長連合で警備も警護も必要で御座ろう。政治的なものとは別で、拙せつ者しやからも頼むで御座る、正まさ純ずみ」

「──じゃあその辺りの手配も、大おお久く保ぼに一いつ括かつで頼むか」
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「御嬢様！　副会長から追加で仕事と〝この依頼は私発じゃないぞ〟と不規則言動が！」

「こっちに送ってきてるのは貴様やあああああああああああああああああああああ！」

「御嬢様！　御嬢様！　やはりここは謀む反ほんを行いましょう！　歴史再現ではない自発的なセルフ謀反！　これからは謀反もセルフの時代です、御嬢様！」
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　何か、思った以上に大久保に投げてしまった。彼女はまた、謀反だ何だと加か納のうに煽あおられている気もするが、そうであるならば三週間ぶりという事になるのだろうか。

　武蔵は平常運転になっているなあ、と思うが、

「とりあえず、気になった事とか、こんな辺りか」

　あ、とホライゾンが手を上げた。

「大罪武装ロイズモイ・オプロが何か最大出力で撃てなくなったんですが、アレ何でですかね」

「持ち主に言われてもなー……」

　とはいえ気になる案件であるのは確かだろう。





・東あずまの非実在彼女[image: ]彼女の関係の復活と、過去の手配。

・私の御ご霊りよう平へい庵あん訪問[image: ]時間が空いた時に

・千八百七十三回[image: ]適時

・十じつ本ぽん槍やりの認知問題[image: ]講和にて要確

・義経やルドルフ二世の事[image: ]感謝しつつ出待ち

・大罪武装の不調[image: ]気にはしておく



「まあこんなもんかな。東あずまの事や、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロなど、すぐには解わからない用件もある。ヴェストファーレンや、それ以後も、というくらいで考えておこう」

　と、己はそれをツキノワに保管させておき、一息を入れる。

　すると伊達だて家副長が問うて来た。

「講和の内容は、どのようなものになると思っているの？」

「先程の通り、単に合流、というのを考えている訳ではなさそうですね、副会長」

　立たち花ばな夫の言葉に、こちらは頷うなずいた。

「正直言えば、完全な合流がしたい。──そこから先を見据えた動きをとるために、な」

「ここから先？　──ヴェストファーレンの事？」

「いい指摘だ、ナルゼ。──そのヴェストファーレンに行く前にしておく事があるんだ」

　言っている間に、空に影が来た。羽は柴しば勢を運んできた輸送艦と入れ替わるように、別の輸送艦が空を渡り、奥おく多た摩まに来たのだ。艦首側に展開している大型表示枠サインフレームの紋章は、

「──最も上がみ勢が来たか。これでいろいろな事が、極東側から動かせるぞ」

　武蔵むさし復活の場まで自分達を届けてくれた最上勢が、今、新型武蔵に乗り込んでくる。

　どういう事？　と首を傾かしげる皆に、己は眉まゆを立てた笑みを見せた。

「……講和の後の事だ。羽柴勢にも大いに関わって貰もらう。出来れば世界に対し、今後の見本となるような事を、な」
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　清きよ正まさとしては、浅あさ間ま神社の泉に入るのはひどく久し振りの事だった。

「昔、〝花園アヴアロン〟に入る前、……浅間神社は、遊び場所の一つでしたね」

「そうね。武蔵は、何処どこかに着底したままで、飛ばなくなっていた。……IZUMOか、その下か、意見割れるところよね、いつも」

「武蔵が何艦残っていたかも、意見が割れるところで御座りますな」

　と、嘉よし明あきと福ふく島しまが言う言葉に、己は頷く。すると奥の角場で、疲労が抜けているのか、放心状態の竹たけ中なかが軽く沈みかけながら言う。

「その辺り、皆さんの記憶があやふやなのか、それとも抽出時に混乱が入ったのか、または皆さんがそれぞれビミョーに違う未来の先から来たのか、とか、割れますよねー」

「最後の、ズレによる差異、というものは、諸元の確定によって否定をされています」

　と、こちらは湯船に入ろうとしない三みつ成なりが、しかし足湯状態で縁に座って言う。

　彼女は表示枠レルネンフイグーアで〝大和やまと〟からの情報を受け取りながら、

「おそらく、皆さんが武蔵で生活しているという自覚をもった時期と、武蔵が運命との戦闘に用いられ、艦を幾つか失った時期がいつか、という事による……、というのが、こちら側の見解です」

「でも、運命に敵かなわなかったのは、この武蔵むさしじゃないよねー。大和やまともあるし、実際、やってみたらどーなるのかな」

　と、脇わき坂さかが主翼だけを真上に掲げた状態で手を上げた。

「さっき武蔵副会長に言われた合流問題。どう捉とらえていくべき？」

「創世計画」

　小こ六ろくが指摘して、湯船で顔を洗う。自分が言った台詞せりふを洗い流すようだ、と思ったが、やはりこれは誰だれかが指摘しておくべきだろう。

　何となく、小六に言わせてしまった感もある。だからここは自分が、

「──武蔵勢は、創世計画に対抗出来るものを打ち出せていないのですよね。それで合流をすると、創世計画を抑制されて終わってしまうのでは？」

「でも私達は負けましたのよ？　合流は是ではありませんの？」

　と、表示枠レルネンフイグーアで母と遣り取りしている平ひら野のが手を上げた。彼女は三みつ成なりとは逆位置に座って、

「──勿もち論ろん、一勝一敗です。だからこそ、創世計画と、それ以外の方法という事で、私達と武蔵勢は対等に協調していけると思いますし、協働も出来ると思います。合流については、先に結論ありきでいくのでなければ、創世計画に限らず、広い視点で見た方がいいと思います。

　──糟かす屋や、合流の利点は？」

「私達も、御母様達がどのような手段を発明、もしくは発見するのか、手伝えるならば手伝う。──と、合流後は、末世に対して、そういう密な連携が取れるようになりますの」

「負けたのだから、それも有りで御座りましょう。拙せつ者しやはそう思うで御座ります」

　福ふく島しまが言う。

「一勝一敗。──その意味では、平野殿の言う通り、対等になったので御座ります。

　ただ、〝決着〟としては、敗北したので御座りますから」

　その意見には、己も賛同する。

「解決の手段が複数有り、選択出来るならば、それがベストだと思います。そしてベストを作る事を手伝えるなら、合流もいいのでは、と思います」

　投げた言葉に、皆が思案し、ややあってからそれぞれ頷うなずいていく。

　羽は柴しばも竹たけ中なかも、

「解決法が幾つもある、というのはいいですね。最悪の状況は脱せるので」

「新しい方法のために、過去の方法を潰つぶさないよう気をつける必要はありますねー。でもそれが出来るなら、一番だと思います」

　と、皆が、上役の言葉に肩の力を抜いた時、差し入れが来た。

　見れば、脱衣場で両腕が片手を上げ、盆と、竹ボトルを置いていく。

　盆は弁当だ。ボトルだけ引き寄せてみれば、流石さすがに酒ではない。ただ皆が顔を見合わせ、

「昔を思い出すで御座りますな」

「──湯船の中で食べようとしたら、おにぎりを落としてしまって[image: ]しかられましたっけ」

「湯気で御米が崩れてしまいますのよね、アレ。子供だから解わかりませんでしたの」

　と言って、

「────」

　まあいいか、という空気が辺りを満たす。

　ここにきて、湯船に浸つかっていても、それなりに皆、緊張していた。平ひら野のは大体心を許しているようだが、しかし〝久し振りの場所〟という事に変わりはない。

　それが今、ここであった過去を共有した事で、不意に崩れた。

　これから先の事も大事だが、ある筈はずのない郷愁感は否定出来ない。

　だとすれば、思うがままを優先して良いのだろう。ならばここは自分が前に出る意味で、

「頂きます」

　と、額の汗を拭ぬぐって、竹ボトルを手に取った。水分補給として、中のものを喉のどに呷あおる。

　抹まつ茶ちやプリンであった。
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　何となく記憶にこういう事があった、と、警戒して竹ボトルの中を先に確認していた平野は、正面で清きよ正まさが動きを止めたのを見た。

　清正が、喉を天に向けるように竹ボトルを呷ったまま、動かない。

　自分は三秒程それを見てから、

「あの、清正？」

　清正が、フリーの左手の平を、こちらに立ててみせた。

　ややあってから、清正の喉がいきなり鳴った。そして彼女が口元を指で拭いながら、竹ボトルを湯船の縁に勢いよく立て、

「か、完食しました!!」

　ああ、ありましたねやはりコレ、と昔の記憶を思い返していると、脱衣場の方で動く気配がある。何かと振り向けば、黒い両腕が、タオルなどの追加を持ってきていて、いそいそと籠かごに置いている。

　小こ六ろくが静かな口調で、

「……あれは記憶にないぞ」

「母大家というか、ホライゾン・アリアダストが存命なので追加されたものでしょう」

　こちらに気付いた両腕が、手の平を見せ、そして去って行く。どういう動きか読み取れないが、挨あい拶さつのような気がしたので頭を下げておく。

「平野、……何を言ってるか解りますの!?」

「いえ、単に挨拶のタイミングだったように思えたので」

「じゃあ平ひら野のが交渉担当ね」

　何故なぜ勝手に決まるんですか、と思ったが、この場所での遣り取りならば、自分の方が確かに適任な気もする。

　通つう神しんで、ちょっと聞いてみよう。

・ゆたか：『母さん、何か追加で出てきたりします？　あ、ＨＮ変えました』

・あさま：『あ、はい、登録変更は自動で処理してますから大丈夫です。──湯船の上で頂くとして、焼き鳥とか手羽煮とか鶏とり燻くんとかアイスなんかありますよ』

　飲みのアテが充実している気がするのは気のせいだろうか。とりあえず幾つか注文をしておいて、そして皆に振り向いた。

　皆、先程の清きよ正まさの一件で、張っていた気を緩めている。

　記憶通りであるし、そうではないものも、単純に〝違う〟のではなく、〝追加〟をされている感が強い。これはつまり、

「武蔵むさし上でのあれこれは、記憶の誤差範囲、という感覚でいけそうですね」

「父や姫が生きているのですから、幸いの誤差と言えますの」

「……不注意以外の敵意は無いって感じ？　タケ子はどう思う？」

　あー。と、竹たけ中なかが湯船で顔を洗う。眼鏡めがねを掛けていないので、ここにいる全員が捉とらえにくいのだろう、目を細め、しかし、

「まあ、何ですか。一番、気を張ってなければいけないの、おねーさんなんですけどね。それがまあ、こう思ってますよ。──今はそういうもんじゃなくていいかな、って」
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　竹中は思った。随分と気を遣わせているでしょーねー、と。

　羽は柴しば勢と武蔵勢は争っていて、未明に決着がついたように見えて、だがまだ、やはり勝者としては一勝一敗だったり、創世計画に対する策を向こうが打ち出せていなかったりと、勝敗が覆るような要因は数多いのだ。

　そして自分は、羽柴勢を勝たせるための軍師だ。

　だから今、十じつ本ぽん槍やりの内、未来から抽出された皆は、こちらの事を警戒している。

　自分がまた、ここで武蔵への合流を否定して、抵抗を呼びかけないか、と。

　彼女達の親との齟そ齬ごや、未来への不安は、未明の戦いで大部分払ふつ拭しよくされたのだ。皆にとっては、もう、争うよりも、和解と、前向きな未来を見たいところだろう。

　何しろ、ずっと、暗い未来をどうしようかと、そんなストレスの下にいたのだ。

　それを抜け出していいと、許可が出たのが未明の戦いだったように思う。

　……だけど、というところなんですよねー……。

　羽柴勢は、山やま崎ざきの戦いの後、各国を相手に創世計画を進めてきた。

　昨夜ゆうべからの戦闘でも、個人の納得はあれ、大和やまとは健在で、完全決着という訳ではない。

　十じつ本ぽん槍やりの皆がよくても、P.A.Odaとして、また、世界を相手にした場合、彼女達の都合が通じる部分は少ないだろう。

　こちらはそれが解わかっている。

　ゆえに皆は、警戒する。

　昨夜からの納得や、ストレスからの解放、親と呼べる存在との和解が、世界に対する建前や、国の都合として潰つぶされるのではないかと、危き惧ぐをするのだ。

「ん──」

　思案する。

　ここで、合流を否定するどころか、全てを引っ繰り返すのは簡単だ。

　まだ何も終わっていませんよ、と、一言を言えば良い。

　だが、それでいいのか。

　しかしその一方で、自分は軍師だ。まだ戦闘が完全に決着していないなら、〝勝ち〟の価値を皆にもう一度見直させ、戦闘の続行に導くのが正しいのではないか。

　……でも──。

　どんな選択をしても、何か、自分に対して意固地になっているようにも思える。

　どうなのだろう。
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　竹たけ中なかは、軍師であるがゆえに、思案する。ここでの判断によって、〝これまで〟の全部が切り替わり、〝これから〟になってしまう事を懸念する。

　そうなって、いいのか。

　そうなったら、危険ではないのか。

　そうなったならば、多くの事が変わる。だから、

「出来れば、思案したいところではありますねー……」

　羽は柴しば勢が負けた場合のシミュレートは、ある程度出来ていた。だが、こちらが納得しながら負けて、更にはほぼ完全に存続出来ているという想像は適用していなかった。

　この場合、世界はどうなるのか。

　ここで自分が迎合を促す事によって、大きな不備が生まれるのではないか。

　三千世界を展開し、思索すべきであろう。

　だが、今、講和の時間も近づいている。世界の分岐点から先、膨大にある何もかもをここでシミュレートする事は不可能だ。

　どうすればいい。

　皆は、武蔵むさし勢との和解を望んでいる。

　自分はどうだ。

　軍師として十じつ本ぽん槍やりに入っておきながら、だからこそ今、一番役に立てなくなっている。

　……どーしたもんですかねー……。

　と、思った時だ。不意の鈍い音が脱衣場の方から響いた。

「は？」

　それは明らかに、木材へと何かぶつけた音。では何が、と思った時だ。

「アイタ──。と、全員、揃そろってますですかよう」

「補佐関係、合流です！」

　左さ近こんと可か児にだ。二人とも自分達と同じような水着姿で、泉の洗い場へと入ってくる。
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　片かた桐ぎりは、湯船の中で力を抜いていた。

　……うわあ、記憶の通りだなあ。

　浅あさ間ま神社には、確かに幼少の時に来た憶おぼえがある。ただ、記憶の中では、母の湯屋とこの泉が入り交じっていて、

「あれ？　湯屋の方で、露天ってなかったでしたっけ……」

　という勘違いもあり、これまでは何となく話をするのが憚はばかられていたのだ。

　しかし今、記憶は正しく整えられた。

　露天は浅間神社。屋内で広いのは湯屋の方。

　今はここの湯にしか入っていないが、後に機会があれば母の勤める湯屋の方にも行こうと思う。そっちは毎日行っていた憶えがあるから、今よりも強く記憶は整う事になろうと、そんな事を思いつつ、湯船に身体からだを横たえるようにする。

　浮力任せで、半ば浮く。

　空を見上げる。

　すると左近と目が合った。

「…………」

　しばらく、お互いが視線を合わせ、ややあってから、

「うあああああ！　片桐先輩が覗のぞいてますよ──う！」

「逆ですよ……！」

　抗議をした瞬間。声が来た。脱衣場の方から、

『覗きだと！　破は廉れん恥ち千せん万ばん！　片桐、そこに直れ!!』

　振り向くと、三頭身状態の大おお谷たにに掲げられた機動殻の頭部装甲がある。

　……保護者が来た……。

　暗あん鬱うつな気分が一気に来る。それに応じてか、左近が下がった壁上に魔女テクノヘクセンが二人、肘ひじをついて覗のぞき込むようにして、

「カッキー、水着だから覗いても残念だねえ」

「そうね。でも保護者はそこらへん気にせず怒るから言い訳を頑張るのよ」

「い、いらない応援が来ましたよ……！」
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　男湯の方で、鬼おに武たけ丸まるの声がやたら響いて賑にぎやかになってきたのを、左さ近こんは足湯として湯船を使いながら聞いていた。

　足湯と言っても、深さはあまり無いので膝ひざが立つ。座った状態でも、視線は皆の立った高さに近いのが自分の身体からだだ。だが、膝を抱えるのも、皆を見回すのも馴なれたものとして、

「──ええと、すみません、そっち、どうだったんですよう」

　問うた先、皆が竹たけ中なかと三みつ成なりを見た。

　三成が竹中に視線をパスし、それを受けた竹中が、しかし、

「あのですね？　羽は柴しば君？」

　一度だけ息を吐き、竹中が三成に言った。

「すみません、私だと軍師の考えになるので、そちら見解、御願い出来ます？」

　という問いパスに、ああ、と己は気付いた。自分が今問うた事は、曖あい昧まいな、挨あい拶さつ代わりのものだったが、皆は多分、真剣にいろいろ話していたのだろう、と。

　そして今、三成でなければ決断出来ない事が生じた。だから竹中クラスでも、三成へと促しを送ったのだ。

　ちょっと間を割ってしまう気もするが、問う先は身近だ。左側、そこにいる小柄な影に、

「三成様、どんな感じですよう」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、ええと──」

　三成が言った。

「──私達は、武蔵むさし側と、完全に合流しようと、そう思っています。国籍も何も、全てです」

「何故なぜです？」

「皆さんが、そのためにここまで来たと、今の結果はそう見た方がいいからです」

　即答だった。
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　ああ、と竹中は思った。

　……最初から、三成君に問えば良かったかなー。

　答えが即出るとは想定外だった。何しろ三成は、指導者としては経験が足りない。彼女自身としても、個性の面で、どちらかというと裏方に下がりたがるようなフシがある。

　それが今、自分の見解を述べた。

　この辺り、左さ近こんだから良かったのかもしれない。自分は三みつ成なりに問われる側の役だが、左近は鬼おに武たけ丸まる共々、唯ゆい一いつ三成の直属として問える立場だからだ。

　気兼ねない、と、そういう事だろう。

　そして三成が答えた。即答だったのは、多分、迷っていたからこそだろう。

　争うべきか止めるべきか、一瞬で判断をすべきとなった時、彼女として〝得〟な方を選んだ。

　完全合流だ。

　軍師は、指導者が迷っていたら助言し、指導者が間違っていたら諫かん言げんする。

　だが指導者が迷わず、間違ってもいないならば、

「──おねーさんも、同意しますね」

　推す。その言葉に、皆が視線を改めて向けてきたから、これが正解。

　自分は軍師だ。三成が望んだ事ならば、その達成に尽くす。そしてまた、

「きっと、講和の中で、武蔵むさし勢からいろいろ聞かれると思います。

　合流する事の利点と不利点。こちらとして、合流する事で何が得られるのか、ちょっと確認した方がいいですね」







[image: 第三章『左右の会議人』]
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　さて、と竹たけ中なかは湯船の中で表示枠レルネンフイグーアを開いた。

　実況通神チヤツトを、ここにいる皆の限定状態として、

「私達、羽は柴しば勢の方針は、武蔵むさし勢との合流に決まりました。とはいえ、軍師としてつけ加えさせて貰もらうなら、ベタ入りするソフトな合流と、いろいろ権利を主張して武蔵の中での待遇を上げて行くハードな合流があると思います。

　──羽柴君としては、どちらの合流を望みますか？」

「え？　いや、そこまでは決めてないと言いますか……」

　でしょうねー、と、何となく安心する。

　ここで、総体としての決定をされなくて良かった。その理由は、皆にも解わかっているだろう。

「──個別案件、多いんですよね、うちの方からだと」

　言いつつ、己は思う。十じつ本ぽん槍やりの内、自分と羽柴以外の八人は、未来からの抽出者だ、と。

　彼女達には〝親〟や〝親族〟とも言える存在があるが、

「厳しい言い方になりますが、皆さんが〝子〟や〝親族〟として認められるかどうかは、向こうに決定の権利があります。こっちは押し掛けに近いものなので」

　皆が沈黙し、こちらに顔を向けてくるが、眼鏡めがねを掛けていないので視線は解らない。ゆえに、えろするプレッシャーもなく、己は言葉を作る。

「──一方で、相手との関わり方は皆さんそれぞれに違います。〝この部分を認めて貰えれば充分〟という方もいれば、〝公的な認知の有無が世界的な問題となる〟方もいます。

　つまり、ソフトに合流するか、ハードに合流するかは人それぞれとなり、総体としてまとめる事は出来ません。

　なので、ここ、武蔵側が一まとめにしようとしてきたら、おねーさんは突っぱねます」

　その上で、言っておく。

「皆さんはそれぞれの思いをもってやってきた訳ですから、その決着を優先とすべきです。

　ひょっとしたら駆け引きや懐柔なんかもあって、皆さんの方が〝ひとまとめでもいい〟という状況になるかもしれませんが、その場合、おねーさんが拒否します。

　ハイダメージが何か、と問われると難しいですが、ハイリターンはこれです。

　皆さんが望んでいた位置に納まる事。

　これを目標として、合流についての問題、ありますかね」





●






　はい、と手を上げたのは糟かす屋やだった。

　自分は結構、ソフトな合流をする方だという自覚がある。現に、母とのわだかまりはほぼ解消されているし、母の母の憶おぼえもいい。だがそういった事とは別で、

「──武蔵むさしと合流した場合、私の身分って、他国的にどうなりますの？」

「あー、人狼女王レーネ・デ・ガルウの家系とか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずくと、周囲の皆が視線を向けてきた。嘉よし明あきが首を傾かしげ、

「どういう事？　人狼女王や、母親からの認知のようなものはあったのよね？」

「それだからこそ、ですの」

　懸念は、こうだ。

「──私は、人狼女王の後継者として、今、母の母が有している権利の多くを、母の次の代に継承出来る権利を得ていますの。でもこれはつまり、……母にも関わる問題ですけど、私も母も、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの一部を継承する権利を持っていると、そういう事なんですの」

「土地関係とかは、六護式仏蘭西が押さえてるんじゃないの？」

　いえ、と手を上げたのは清きよ正まさだ。

「人狼ルウガルウは精霊的な手段や力をもって、その土地を支配します。だとすると、単純な法律的権利とは別で、精霊的、土地の地脈的な権利はそこに住まう人狼が所有します」

「強制的な相続放棄」

　という小こ六ろくの言葉に、自分は視線を返した。

「それによって生じるのは、人狼女王が治めた広大な土地の精霊達が、支配と制御を失い、急速な荒廃を得るという事ですの。逆に、それによって他国に人狼女王が渡れば、そこについてくる精霊達によって、所属国の森林資源は豊かになり、国力は増強されますわ」

「何だか凄すごいですね!!」

　という可か児にの向こうで、早速竹たけ中なかが頭を抱えていた。
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「とりあえず、講和時の議題や、合流時の疑問、問題としてリスト入りですねー……」

　と、竹中は、湯船にえろったら色々終わりますねー、と思いつつ、前を見る。すると、

「──あ、では次、私の方から、です」

　清正が手を上げる。こちらは大体解わかっているもので、

「次期英国王の問題ですかねー」

「あ、Ｔｅｓ．、それもありますけれど──」

　何ですかね、と思った視線の先で、淡いシルエットの清正がこう言った。

「合流時、私達の応答はＪｕｄジヤツジ．に変えるのでしょうか。……またはその場合のタイミングは？」
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　流石さすがはキヨ殿、というのが、福ふく島しまの感想だった。

　自分はどちらかというとソフトな合流派。一方で清きよ正まさは出しゆつ自じ故にハードな合流になる可能性が高い派だ。その辺り、自分としては関与出来ない部分でもあるため、支えるにしても解わかったような事は言わずにいたものだが、

　……一方で、拙せつ者しや達にも関わるものを捉とらえて御座りましたか。

　確かに応答の変化は、武蔵むさしへの合流を〝極東勢への合流〟と考える事になる。これまではM.H.R.R.神聖ローマ帝国暫定支配下におり、M.H.R.R.側の配慮としてＴｅｓテスタメント．という応答の了解を得ていたのだが、

「……先程、国籍も完全合流と言われて御座りますが、だとすると、現状のM.H.R.R.での権利や資材はどうするので御座りますか？　それらも武蔵のものになるので御座りますか？」

『P.A.Odaの意向も関わってくるのではないか!?　どうなのだ！』

「お、鬼おに武たけ丸まるさん、何を女湯の方に聞き耳立ててるんですかよう……！」

『馬鹿者！　片かた桐ぎりの方から実況通神チヤツト化された言葉が送られてきているのだ！』

　今、素で会話出来て御座りませぬか、と思ったが、元将軍様の言げんだ。逆らわないものとする。ただ脇わき坂さかが半目になり、

・ＡｎＧ：『カッキー、さっきから覗のぞいたりでエローい』

・きめえ：『仕方ないわ。母に目覚めた後、そこから異性に目覚めるものなのよ……』

・□□凸：『な、何か勝手に定義されてますよ……！』

　まあいつも通りといえば、いつも通りだ。だが、この応答の問題や、所属国家の問題など、どうするかといえば、

「資材や権利を自分達の物に出来るかどうか、この辺りは三みつ成なり君と話し合いですねー」

「そうなのですか？　P.A.Odaに帰属してしまうのではありませんか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、羽は柴しば勢自体が、P.A.Odaを出てM.H.R.R.旧派カトリツク側に入っていましたから、P.A.Oda直の麾き下か、とは言い切れない……、と言い張る事も出来ます。実際、信のぶ長ながさんはいなくなり、柴しば田た勢も攻略したので、羽柴勢として単独勢力の独立も出来ますから」

　信長さん、と言う辺り、竹たけ中なかの、P.A.Oda側との今の距離感を思う。直下ではないが、しかし親しみは持っている、というところだろうか。

　こういう事を、己も思うようになった。これはこのところの大きな変化だろう。

　そして平ひら野のが、手を上げた。

「通つう神しん関係や流体関係は、これから母さんと先行して話しておきます。三成の決定に合わせられるよう、パターンを組んで調整しておきますので」

　有り難いですねー、と竹中が空を仰った。

「財や権利は、やっぱり、皆の所属や去就が問題となりますね。取り合い、みたいな事がこっちと向こうの間で起きると思うので、その辺りは理解しておいて下さい」

　皆が頷うなずく。と、そこでまた手が上がった。蜂はち須す賀かだ。

「──玄げん武ぶ」

　彼女が静かに言う。

「どうするんだ、あれ」
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「ショーロク、亀は寿命長いけど、飼い主は最後まで自分で面倒みようよ……」

　安あん治じとしては、ペットの飼い捨てはよくないと思う。だが小六は半目となり、

「そうじゃない。純粋な疑問。四し聖せいが揃そろった事について」

　確かにそうだ。四聖の武神は、青せい竜りゆう、白びやつ虎こ、玄武、朱雀すざくと、四体が揃っている。

　だがそれが何の意味を持つのかと、己は思案して、

　……あ。そっか、コレ、合流の問題でもあるんだ。

　気付いた。小六はつまり、こう言いたいのだ。

「──私達のいた世界だと、玄武が揃ってない？」
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　安治は思った。世界のズレが生じているんだ、と。

「四聖か──」

　青竜は伊達だて家所属だ。政まさ宗むねが所有している。

　白虎は三征西班牙トレス・エスパニア所属で、江え良ら・房フサ栄エが所有している。

　朱雀は武蔵むさし所属で、小六の姉が所有している。

　ここまでは、自分達のいた未来でも同様だ。だが、今の世界では違う。

　小六が、玄武を所有しているのだ。

「私達のいた未来だと、玄武は誰だれが所有してたのかな」

「流れとして、旧十じつ本ぽん槍やりのどなたか、であったと思います」

　ちょっと聞いてみましょう、と清きよ正まさが表示枠レルネンフイグーアを開く。
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　海うん野のは、木の上で表示枠サインフレームを開いていた。

　画面の向こう、世界ではいろいろな事が起きていて、それを思ったところでどうしようもないのだが、しかし思うという行為は止めてどうなるものでもない。

　実際、武蔵むさしには真さな田だの代表である信のぶ繁しげも信のぶ之ゆきもいるし、佐さ助すけ達もいる。自分が何か憂慮しなくても、現場の皆ならば対処も判断も出来るだろう。

　だが、今朝けさからの自分は、止めどなく世界を思っている。

　自分がいるこの世界がどうなっていくのかを、山深い真田の中で、更に高い木の上で思う。朝食の味は舌に乗るがあまり解わからない。そんな食後で、

『──ほら、海うん野のさん、何か思いに耽ふけってますのよ』

『あらやだ、あれは中等部時代の初恋を思い出している顔……！』

『ジャージで鉄扇振り回す大人おとなになるとは思ってなかったでしょうねえ』

　ジャージ姿なので鉄扇を投げつけると、地竜達が、わああ、と逃げていく。

　全くどうして、物思いも出来ない土地か、と、そんな事を思っていると、傍らに表示枠サインフレームが来た。そこに表示されているのは、

「清きよ正まさ？」

　清正からの通神文メールだ。最近こっちでも流行はやり出した実況通神チヤツトでもいいんだが、と思うが、よく考えたらＨＮとか教えてなかった。

　読む。

　文面はしっかりした挨あい拶さつから始まり、時候の云うん々ぬんまでついてきている。人間の性格というか、質というのは差があるものだな、と思わされるが、そこから先の、

「四し聖せいか……」

　指を鳴らす。すると眼下の枝から、

『お呼びでしょうか、海野様。──午前から深酒は避けた方がいいと判断出来ますが、まあ目立った仕事も無いだろうと判断出来たので追加を持ってきました』

「お前、その、一言余計に言うためにこっちの願い叶かなえようとしてない？」

　ともあれ酒を受け取る。細い竹ボトルだ。適量。果実酒。甘いと言うより口をサッパリさせるタイプだ。そして、

「あたし達がP.A.Odaに居た時、四聖を預かる予定って、あったっけ？」

『存じておりません。もしそうであったならば、伊い佐さ様が適任かと思われるので、適応訓練などがあった筈はずです』

「それが無かったのは、どういう事だと思う？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と望もち月づきが応じた。

『──十じつ本ぽん槍やりの面々がこちらの世界に抽出される以前はどうであったか解りません。が、その後は、御お館やかた様、もしくは元もと信のぶ公の指示により、四聖の預け先が決まっていた、という事だと判断出来ます』

　つまり、

『清正様達がこちらに抽出された事で世界が変化した。その一つだと判断出来ますね』

「望月、流石さすがだわ」

『何がですか？』

「いや、清正も完全に忘れ切ってると思うけど、武蔵むさし側には兄若様や若様に、佐さ助すけ達もいるんだよね。──でも、今の望月みたいにサラっと答えられそうなの、向こうに一人もいない」

『……私、あちらに行った方がいいのでしょうか』

「お？　何？　復帰すんの？　すんの？』

　ええ!?　と周囲から地竜が何人か立ち上がった。こちらを指差し、

『望もち月づきさんいないと真さな田だの細かい運営が疎おろそかになりますう──』

『誰だれかさんと違って食事から掃除からちゃんとされますしい──』

『あとやっぱり山深い忍びの里にいるんだったら、朝から酒飲んでる女よりクール美人がいいかなあ、とかー』

　鉄扇を投げつけて、神社の掃除くらいはしとこうか、と考える。
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　解わかった？　という、海うん野のの通神文メールの末尾に、清きよ正まさは頷うなずいた。

　湯船の中、浴槽の縁に背をついて皆を見渡し、

「私達の知る未来と、現在のズレが、意外とあるというか、検証しようにも私達の記憶頼りなところがあって難しい、というところですね。……この件、竹たけ中なか様や羽は柴しば様は？」

「いやいや、おねーさん、皆さんが抽出されてからそっちの担当になる事決まったような人ですから。ええ」

「私の方も、ロールアウトは最近ですから、何も知らないです」

　だとすると、こちらとしても解らない事がある。それは、

「……私達がこちらに来てから、こちらにどれだけの変化があったのか、私達では把握出来ていない、という事です」

「拙せつ者しや達が十じつ本ぽん槍やりの地位を奪取してからは対内として自覚的、そして表に出た水み戸と戦以後は対外として自覚的と、そう思って御座りましたが」

「──実際は元もと信のぶ公を初めとした上役の動きもあるから、そっちは記録でしか追えないわね」

　と、嘉よし明あきが男湯の方をからかうのをやめ、湯船に降りてくる。

　彼女は解いた髪を桶おけに収めながら、

「……でも、その当時をちゃんと把握している人が、P.A.Odaにどれだけいるかしら。

　柴しば田た先輩はいなくなってしまったというか、私達が退けてしまったのよね」

　だとすると、と糟かす屋やが言った。

「未来の事は、もう完全に〝可能性の世界〟ですのね。──昨夜ゆうべで、将来の何もかもは、私達がここにいる以外、私達の体験と記憶だけという事になりましたの」

　それはどういう事か。糟屋の言葉を受け、己は言う。

「合流した際、現状の私達は、未来についてのアドバイザーにはなれても、確定としてそれを話せなくなった。もしくは、証拠が無ければ確定出来なくなった、という事ですね。これ、他国に対して創世計画の話などをする際、気をつけねばいけません。何故なぜなら今後は、全て可能性の話でしかなくなってしまいましたから」
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　糟かす屋やは、左さ近こんと挟むようにして三みつ成なりが唸うなるのを見ていた。

　この辺りの情けなさというかキャラは、羽は柴しばと似ているようでやはり違う。羽柴の方は自分の決断を迷う唸りが多かったが、三成の場合は、

　……途方に暮れる、という感じですの。

　そういう意味では、やはり二代目羽柴だが、三成なのだろう。

「三成様、──何か難しい事、ありましたですかよう」

「いやあ……。何か、うちの有利点がガツガツ削られているというか……。未来から来た、何でも知ってる勝ち組が、一晩で、可能性が高い一例を掲げただけの負け犬ですよね……」

　と目を伏せたまま首を左に傾かしげた三成が、そのまま吐息をこぼし、

「──御お館やかた様というか、羽柴様もですが、元もと信のぶ公を含め、昔の人や先せん達だつの方達って……」

　一息。

「明らかに、こっちのこういう事考えずに、好き放題やってましたよねー……」

「ま、まあ、向こうは向こうで立場や状況があったと思いますの」

・ゆたか：『糟屋、これは〝まあそういうものですのよね〟で流していい愚痴ですよ』

　しまったですの。

　だが反応としては大枠を外したものではなかったようだ。

　三成がまた吐息して、半目になる。そして、

「私、何となく気付いたんですけど、……神かみ代よの時代の石いし田だ・三成は、羽柴様の威光を守ろうとして、杓しやく子し定規にいろいろやったり文系重視にしたりで嫌われたとか、そういう話あったりしますよね。でも、石田・三成って、内政は結構上手うまくやっていたりで、まあちょっとその辺り矛む盾じゆんしてないかな、とか、そういうのもあったんですが、あれってつまり……」

「何ですの？」

　問うた先、三成が呆ぼう然ぜんと言う。

「先の人達が好き放題やっていて去って行って、でもその状況の継続は無理だと、内政力の高さからそう悟ったがゆえに締めようとしたら逆らわれた、ってやつでは」

　だとすると、

「……私がこの襲名をするために作られたのって、本気でこの襲名、大損の塊で、他にやる人いなさそうだからなんじゃないかなって気が……」

・ＡｎＧ：『気のせいじゃないけど、言わない方がいいかなアサマホ』

・ゆたか：『言ってもいいけど後は知りませんよ。──三成はうちの代表ですから』

・６　　：『やめとけ』

　そうしてもらえると有り難い。

　だが、こちらとしても、少し思う事がある。

「私達は、私達の体験した未来を〝前もった答え〟ではなく〝可能性〟として捉とらえる。

　そのためにも、〝今〟の情報を広く得て、これまでの事を見直す必要がありますのね」
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〝大和やまと〟は多忙だった。

　何が忙しいかと言えば全て忙しい。

　これまでも大和本体の管理や制御については、全ての手順の最適化を行い、処理を簡便にしてきている。

　だが、この星を一周し、宇宙にまで出て、更に主砲撃の遣り取りまでした上で、

　……対抗出来る新型武蔵むさしの存在まで生じるとは……！

　何もかもの基準が、一晩で変わってしまった。

　よって、多くの部分で、内部の処理を作り替えねばいけない。大部分は特別処理の扱いだが、そこに至る段階的な処理は確実に現状との地続きだ。

　手が抜けない。

　こうなると、既存の手順をどれだけ残して時短出来るか考える必要があるが、その思考時間もまた時短の対象なのだ。考え過ぎで時間を食っては元も子もない。

　だから今の自分が危急として判断したのは、

「……とりあえず特別処理を、突っ込められる容量で突っ込んで、置き換えられるものは置き換え、〝繫つながって動く〟レベルの状態にする事です。──以上」

　自動人形のやっていい仕事ではないと思い、思わず半目になってしまうが、正式な組み替えはこれから先の状況が見極められてからでいいだろう。

　ゆえに自分は、全体が視覚から確認出来る中央前艦の艦橋上にいる。そこで、各艦からあがってくる処理状況の決済を行い、作業の是非の判断を済ませていく。

　そして今、出力系の判断を済ませた時だった。

・ゆたか：『〝大和〟？　──P.A.Odaの記録にアクセス出来ますか？』

・大　和：『？　P.A.Odaの記録関係に対し、私のアクセス権限はあまり高くありません。羽は柴しば様の麾き下かですので。──以上』

・黒　竹：『あ、構いません。私達の情報の引っ越しのようなものです』

　成程、と己は思った。羽柴達が何をしようとしているかは解わかる。

　……M.H.R.R.神聖ローマ帝国やP.A.Odaから、足場を武蔵に移すのですね。

・大　和：『Ｔｅｓテスタメント．、私の権限範囲で宜しいのですね？　──以上』

・８４８：『ええと、私の方の権限を使えばいける場合は、そのようにして下さい。今、情報開示請求の証明書を送りました』

　傍らに表示枠レルネンフイグーアが来る。

　つまりは仕事の追加だ。だがこれこそ講和の準備として自分が手伝えるものに思う。

・大　和：『Ｔｅｓテスタメント．、──急ぎ精査を行い、結果をお渡しします。──以上』
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　おい、と鬼おに武たけ丸まるが声を作るのに対し、大おお谷たには振り向いた。

　洗い場の椅い子すに置かれた頭部装甲が、幾つもの表示枠を開いていた。

『おい、大谷』

『何でしょうか、将軍様』

　対する自分は今、禊祓みそぎの湯を桶おけに入れて一ひと風ふ呂ろ浸つかっている。

　禊祓であるがため、情報体である己を削りもする湯だが、湯の内部で最適化を同時に行うと、不備な部分が選別されて消えていくために効率がいい。

　この辺り、内部側に防護を掛けて外に余分なブロックを回せばいいと気付いたのは、安あ芸きの事だった。が、あの海では幾度か死にかけた。

　やはり病原ウイルスとは言え死ぬ時は死ぬ。気をつけねば、と思いつつ、

『将軍様、──何か良い発案が？』

・鬼武丸：『P.A.Odaの情報関係は、どのような管理になっているのだ？』

　問われ、自分は思案した。

　羽は柴しば付きではあるが、いろいろな参照のためにP.A.Odaの情報書庫データベースには訪問をしている。その経験から言うと、

『P.A.Odaの情報書庫ですが、支配側となっていた織お田だ家のものとムラサイ勢力のものは、基本的に別扱いで並列。しかし政治、商業、司法など、国の運営に関わる部分は双方、オープンに共同化され、お互いの良いところをとる使い方をしています』

『ならばP.A.Odaから織田側代表の私達が抜けると、片翼が無くなった状態になる訳だな。

　……どこまでをP.A.Odaが許すか、気をつけておいた方がよかろう』

「鬼武丸さーん。ぶつぶつ言ってないで聞いてみた方がいいですよーう」

『男湯の方を盗み聞きするとは、女子として何事だ小姫……！』

「こ、声が無駄にデカいんですよう……！　鬼武丸さんは!!」

　向こうも相当な気がする。

　だが、鬼武丸の懸念は向こうに届いたらしい。

・きめえ：『織田家をこれから任されるのは、五ご大だい頂ちようの誰だれかなのかしら』

・巨　正：『……柴しば田た先輩と明あけ智ち先輩は去られました。あと、佐さつ々さ先輩は引退に近い状態と、そう聞いています』

・ＡｎＧ：『そうなると命名のセンスが死んでる前まえ田だ先輩か、無理が良い感じの丹に羽わ先輩？』

・小　姫：『大おお谷たにさん、丹羽先輩にババア呼ばわりしてたから挨あい拶さつしてきたらどうですよう』

・超正義：『さ、左さ近こん君こそ思い切り戦闘してましたよね……!?』

　と、表示枠レルネンフイグーアを開いて設定開始しようとした時、湯船の方にいた片かた桐ぎりが手を上げた。

「将軍様は、P.A.Odaに対して、何か警戒感がありますか？」

　片桐の疑問に、鬼おに武たけ丸まるが即答した。

『創世計画を作り上げる中では、それを止める方法もP.A.Odaでは思案されただろう。

　今は羽は柴しば一強ではないのだ。そういったものをこちらが押さえていないというのは、合流する武蔵むさしだけではなく、対外的にも不安材料となろう。出来れば回収、確認したい情報だ』

　いいか、と鬼武丸が言った。

『情報を集め、P.A.Odaに対しても警戒をしろ。合流を望むならば、もはや私達が委ゆだねていいのは、自分達と共になる武蔵勢のみなのだ。情報管制を私は進言する』
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・小　姫：『おおう。流石さすが、元将軍の鬼武丸さんが言うと、説得力違いますよう』

・鬼武丸：『そうとも、これでも現役時には極東中の流れの掌握に気を遣ったのだ！　その経験が活いきているのだぞ、小姫！』

・小　姫：『Ｔｅｓテスタメント．、そうですよう鬼武丸さん、気を遣っておいて結局鬼武丸さんが興した幕府滅びましたから、その経験が活きますよう……！』

・鬼武丸：『貴様、人の話を……!!』
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　木板の壁越しに、左近と鬼武丸がぎゃあぎゃあやってるのを福ふく島しまは見ていた。

　外から来た補佐役、という事で、可か児に共々に大戦力であろう。ただまあ、可児に対してもだが、自分があまり関われなかった間、随分と彼女達も馴な染じんでいたようだ。

　そんな光景を見つつ、己は今、彼らの語るような事とは別の事を考えていた。

　羽柴勢と世界の関係もだが、自分達の変化を、実感していたのだ。

　……拙せつ者しや達も、賑にぎやかになっていたので御座るなあ。

　未明の、母との戦闘で、視野が広がった気がする。

　負けた事を認め、しかし安あん堵どしたのが大きいのだろう。

　負けて悔しさを得て、勝てるように伸びていこうとするのもいい。

　だが、安心して負けられて、共に伸びていこうとするのも、また、いいのだ。

　……本当に。

　あの速度域の相あい対たいに、まだ先があると知らされた事は脅威だった。

　そこに至るには、もはや自分と母だけでは無理だろう。

　そしてあの先に、母は何を求めているのか。

　戦って得る勝敗ではなく、もっと、異質なものを、母があの先に見ている気がする。それも、母自身、何だか解わかっていないようなものを、だ。

　自分はまだ、同じ視線になれていない。

　だからそれ以上、解らない。

　だがあの時、母はこちらを大和やまとに放り投げて帰しながら笑った。自分には仲間達がいて、一人ではないのだと、その事を信用してくれと。

　あの意味は、今なら解る。

　目の前で皆が賑にぎやかにやって、騒いでいる〝これ〟を、己も信用していいのだ。
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　福ふく島しまは、妙な客観を自分に感じながら、しかしそれを否定しなかった。

　今、自分も、〝これ〟の中にいるのだ。

「──あ！　両腕さんが飲み物の追加オーダーに来ました！　皆さん、何かありますか！」

「あー、カニ玉──、じゃあこっちジンジャー二つ」

　などとやっている皆は、もう、外を受け入れ、繫つながっている。

　清きよ正まさは真さな田だの重鎮と友人となっているようだし、糟かす屋やや平ひら野のは既に武蔵むさし側にいる親族や、人狼女王レーネ・デ・ガルウとの付き合いを持っている。

　……皆、知らぬ間に……。

　否、驚くまでもない。

　ここまでいろいろあったのだ。

　ただ自分が、周囲を見えていなかっただけだろう。

　その一方で、自分の事はちょっと反省。何故なぜなら己については、最近何かあったかと言えば、清正との親密度が上がったのが特筆という程度だからだ。

　今の皆の賑やかさを前にすると、出遅れ感がある。

　微妙な焦りのようなものを感じもする。が、他に孤高系は多いのだ。たとえば、

「……蜂はち須す賀か殿は、外の付き合いなど、持ってるで御座りますか？」

「ゲーセン」

　……しまったで御座ります……！

　夜な夜なゲームで他流試合をしている蜂須賀は、よく考えたら十じつ本ぽん槍やり最大のコミュ強。流石さすが、実年齢的には自分達の中で最年長というだけあって御見事に御座ります。

　だがそうなると残りは、

・しとお：『片かた桐ぎり殿は、昨今、外の人との交流は御座りますか？』

・□□凸：『──え？　いや、ハハ、傷心を超えた僕が、そう安い出会いを求めると思ってますか？　そんな男じゃないですよ、僕は』

・きめえ：『片かた桐ぎり、立派よ。──キモいけど』

・ＡｎＧ：『キメちゃん、あまりハッキリ指摘すると空気が悪くなるけどキモいよね』

・□□凸：『あ、貴女あなた達はどうしてそう物事をハッキリ言うんです……！』

　触れない方がいい気がしてきたで御座ります。

　ともあれ皆、それなりに変化をしている訳だ。だとすれば、ひょっとして母達が再起しなくても、やがて自分達はこういうものと直面したように思う。

　……関係、に御座りますか。

　それが増えていた。そういう事だ。自分達にとっては断ち切るだけのものだと、そうする事が正義だと思っていたものが、いつの間にか繫つながりを深くし、広がっていた。

　今はまだ、気付かない事もあろう。きっと恐らく、ふと思い出して、関係が生じていた事に驚いたり嬉うれしくなったり、それが切れていた事に落ち込んだりするのだろう。

　だが、そうしていいのだ。

　否、そう出来る事に、気付いていなかったのだ。

　……これは──。

　強い成長なのだろうか。甘えた退化なのだろうか。そう思った時だ。傍らの清きよ正まさが、ふと振り向いて問うて来た。

「福ふく島しま様は、何か、外の繫がりを持たれました？」

　……ダイレクトで御座りますな……！

　口調から、福島様は絶対大丈夫、というような謎なぞの安心感があって戦せん慄りつする。拙せつ者しや、ぶっちゃけ友人関係ゼロ系の人間で御座りますよ？　可か児に殿も、何かいつの間にか糟かす屋や殿や嘉よし明あき殿や脇わき坂さか殿の方が親しいようになって御座りますしい──。

　だが清正の、ちょっと首を傾かしげた顔を見ていると、答えねばならない気がした。

「外の繫がりで御座りますか……」

　考える。すると、いた。

　……あの御ご仁じん……!!
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　よう、鹿しかだ。

　俺おれは今、広大な水の溜まり場を見ている。

　皆とは別で俺達のヘヴン、ナラと呼ばれる場所に行ったのだが、あそこは駄目だ。あそこでは礼をするだけで人が食い物を寄越すという決まり事があるようなのだが、あれはお互いクールじゃあない。あれは鹿の生き方じゃあないんだ。

　これではダルい生き物になってしまうと、俺おれは止めるリーダー達を振り払うようにヘヴンを出る事にした。何故なぜか。俺が野生の鹿しかだからだ。

　そうとも。野を行き、森を行き、山を越えてただ食いたくなったら食い、眠くなったら眠る。だがヘヴンではそうではなかった。それだけの事さ。

　先程、この広い水の溜まりを飲んだら塩の味がした。

　全く世界は広い。そういえば、以前会って北の方に届けた人間。あいつはどうしているだろうか。俺がここに居てお前を思っているなど、気付きはすまい。

　今、日の沈む方に巨大な雲のようなものが二つ浮いているが、あれは何だ。否、解わからなくても問題はない。鹿だからな。
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「──拙せつ者しやも、外との繫つながりを持っているで御座りますよ？」

「まあ、そうなのですか。それは一体──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じた。

「戦場までの同道をこなした御ご仁じんに御座ります。既に別れはあったので御座りますが、また何処どこかで会えるかと」

　噓うそは言っていないで御座ります。

　あの鹿殿、今いま頃ごろは奈な良らとかその周辺で平和に過ごして御座りましょうなあ。
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〝大和やまと〟は、いろいろな情報の精査を行いながら、ソレに気付いた。

　……堺さかいの周辺で鹿害が深刻化、ですか……。

　そういえば、さっき見た情報では、旧派カトリツク領の寒村に狙そ撃げきババアと呼ばれる腕の立つ兼業猟師がいたそうだから、派遣の仲介でもしておくべきだろうか。どうだろうか。
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　……うわー、おねーさんの方までコミュ強者の話題がこなくてよかったです……！

　竹たけ中なかとしては、〝外の付き合いあるかどうかチェック〟はなかなか恐怖だ。元々、人付き合いは薄い上に、十じつ本ぽん槍やりという謎なぞ組織の軍師などやっているせいもある。P.A.Oda内でもM.H.R.R.神聖ローマ帝国内でも一いち目もくおかれるとともに周囲から距離をとられてしまうのだ。

　週刊の情報草そう紙しや通つう神しんで、自分がスクープされている事がたびたびある。

　ちょっと気になって、見てみた事があるが、

「あれ、この格かつ好こいいの、誰だれですかね一体……」

　明らかに画像を盛ってないか。というかこのミステリアスの方にスライダーを振ったような写真、中の人からすると学食で〝何を食ったら午後のえろに差し支えないか〟を考えている時のものでは。

　しかし見出しは『十じつ本ぽん槍やりの軍師、その視線の見るものは……!?』なのだから恐れ入る。えろですよえろ!!　人生えろえろ！　それ以外に何が！

　というか、他人ひとづきあいがあったら、前の主家である斎さい藤とう家でやらかしたような疑似内乱とかしませんけどねフツー。

　誰だれも止める者がいなかったのだ。思い出してチョイ哀かなしくなるが、そういう意味では、

「うーん……」

　実は今こそ、人生で最も人付き合いを持っている期間ではないだろうか。

　横の小こ六ろくの半目が、明らかにこちらの内心を見透かしているが、気にしない。

　まあ、それが気楽ではないかどうかというと、圧倒的に楽だ。

　だが己としては、言っておく事がある。

　十本槍の皆には、欠けているものがあるのだ。

「向こうの教員、オリオトライ先生の事はどうします？」







[image: 第四章『湯元の手探り娘達』]
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　皆がこちらに視線を集めるのを、糟かす屋やは感じた。

「ど、どうして私ですの？」

「いやまあ、このところでいうと、タケが最新じゃないかな？　遭遇したのは」

　確かに、山やま崎ざきの戦いの際、オリオトライとは遭遇している。

「……御母様との相あい対たいの中、割って入ってきましたのよね」

　その事は皆に話しているし、言葉を交わした限りでは、こちらの事を忘れていないようだ。更には、

「糟屋殿と母君との相対に割って入れるとなると、母上と同等クラスで御座ろうか」

「？　その人、教員なんです？　どのくらい強いんですかよう？」

「私達の担当教員がムキになる程度には」

　左さ近こんは石いし川かわの事をよく知らないと思うが、噂うわさくらいは聞いているだろう。そんな教員が、他の教員に対して敵意を持つという事に、

「へえ、凄すごい人もいるもんですよう」

「お人好しなので、ちょっと危なっかしいところもあるけどね」

「でも、教えた人が凄すさまじいので、相当ですよねー……」

　平ひら野のの言う通りだ。今は自分達よりも七、八歳は年上であり、その期間にまた修練を積んでいれば、実力が更に上がりもしよう。

　とはいえ、

「……会ったとして、何か話す事って、ありますの？」

「上手うまくやりゃあがって、とか、言ってみる？」

　どうだろう。

　ただ、昔〝花園アヴアロン〟では共に生活をしたのだ。母達がいなくなった後、過去に降りられるかもしれないという、そんな方法が見つかった際、実験台上等として踏み込んだのは彼女だった。

　それはしかし、自分達とは違う思いだった。

「──彼女は、御母様達の事を、信じていたんですのよね」
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〝差〟ですの、と糟屋は思う。

　母達を信じていなかった自分達と、信じていたオリオトライとの差だ。

　これを思うと、こちらが今、母達との合流を行おうとしているのは、卑ひ怯きようなようにも思う。何故なぜなら、

　……信じていなかった自分を、認められたからといって、改める訳ですのよね。

　自分達の都合がいいようにしていると、そう思いもする。

　この辺り、オリオトライ自身の思いはどうなのだろうか。

　母達との合流を前に、一度、話をしておいた方がいいようにも思うが、

「その辺りも、講和の際に機会があれば、というところですのね？」

「あー、ハイ、ちょっとチェックをしておきます」

　Ｔｅｓテスタメント．、と三みつ成なりが頷うなずいた。そして彼女が手を上げ、

「そろそろ皆さん、合流において発生する問題について、大体出せましたか？」

　どうだろう、と皆が顔を見合わせる。

　だが、少なくとも今、これだ、という意見は誰だれからも出てこないようだ。皆、それなりに言う事は言ったし、他の誰かが言ってくれている。ならば、

「ここで気付いていない事については、致し方あるまいと、そういう事に御座りましょう。この話し合い自体が〝可能な限り、今後の問題を見つけるもの〟で御座りましょうし」

「そーですね。ここで全部洗い出せ、というのは無理だと、おねーさんも思います」

　じゃあ、と三成が皆と視線を合わせた。

「──いろいろな問題が皆さんにはあると思います。ですが、考えておいて下さい。

　私達が合流する際、最も大変な問題は、合流出来たとして、その後です」

「？　合流する際の最大の問題が、合流の後に？」

　脇わき坂さかの疑問の答え。そこに何があるのか。皆、漠然とは知っているが、

　……どうですの？

　自分達が口に出していいものか、判断を尽きかねる。その事が解わかっているのだろう、三成が言葉を皆の中央に置くように、こう言った。

「ヴェストファーレン会議です」
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　……これが、かなりの難問となりましたねー。

　竹たけ中なかが今から見据えているのは、ヴェストファーレン会議だ。

　三十年戦争の講和会議で、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領、ヴェストファーレンで行われるものだ。正確には二回に分かれて執り行われたというが、実際はどうなるかは今後次第だろう。

　欧州全域を巻き込んだ三十年戦争の講和会議であるため、世界初の国際会議とも言われるもので、聖連諸国にとっては久し振りの公会議の場ともなる。

　三み河かわ争乱の際、武蔵むさし勢は、武蔵の存在の是非をそこで問う事となっていた。しかし、

「……私達も、ヴェストファーレン会議で、その存在の是非を問われるでしょうね」

　でしょうね、と言っているが、ほぼ確定だ。

「個人的な思おも惑わくとしては、そこを創世計画推進を決定する場、としたかったです。

　以後、世界の全てを創世計画に向ける。そのための会議の場、と」

「武蔵むさし勢が対抗策を打ち出せねば、そうなるのではありませんか？」

　清きよ正まさの言葉に、己は首を横に振る。

「私達は敗北し、世界は別の希望を持ってしまいました。──各国は、もしも今後、創世計画しかない、としても、その導入に条件を持ち込んでくるでしょう」

「それってありなんですか!?」

　可か児にの疑問は尤もつともだ。

「放っておけば世界が終わりますよね。消えてしまいます。だからそれを防ぐために世界の関係を一度全て断ち切って白紙にするんです。

　それなのに、なぜその導入に駆け引きや権益を持ち込むのか、と」

「──私達が負けてしまったからね」

　嘉よし明あきが一息と共に言った。湯船に対して俯うつぶせになり、背の翼を湯面から上げ、

「人類や、世界全体としてみたら、創世計画は〝存続〟のために必要な事。

　でも、国としてみたら、終わってしまうのよね」

「私達が負けていなければ、圧倒的な強さを持つ勢力の支配下での〝下か令れい〟という事になりますけど、そうではない今、同等の扱いとなる勢力からの〝進言〟ですよね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そういう事です。──どの国も、実際の処ところ、末世さえなければ創世計画など行いたくない。これは当然の事でしょう。

　しかし末世は来てしまい、他の有効手段を打ち出せる勢力もいない。

　それなのに、私達に対抗する武蔵勢が、勝ってしまった訳です」

　これによって、何が起きるか。

「創世計画を認める大たい義ぎ名めい分ぶん。──〝支配者である羽は柴しば勢の言う事だから仕方がない〟が崩れてしまったんですよね──……」

「そうなると、どうなるんですよう？」

　左さ近こんが上から首を傾かしげた。

「そうなったところで、末世は来るんですよう？　武蔵勢だって、対抗策を出せるとは限らないんですよう？　それなのに創世計画の導入を渋るんですかよう？」

・鬼武丸：『プライドだ、小姫。──そして、絶望をしていなければ希望を持つものだ、人というのは。それが無知によるものだとしても、な』

　鬼おに武たけ丸まるの言う通りだ。己は左近を見上げ、言葉を作った。

「国という組織は、上下構造を持っています。私達はその首長もしくはトップグループに対し、創世計画を持ちかけて、推進してきました。彼らの多くは現状を理解しており、この世界を存続するには創世計画しかないという事が、よく解わかっています」

「だったら──」

「しかし、下の人達に、それが正しく伝わるとは限りません。また、伝わったところで、他に何か方法があるかもしれないと、まだ迷う人が出るのです」

　何しろ、

「世界が消えるという末世ですからね。それを信じたくないがあまりに〝ひょっとしたら上手うまくクリア出来るのでは〟という考えを捨て切れない人は多いでしょう」

　たとえば、

「大病をして、手術や人体の置き換えなどが必要なのに、それに踏み込めず、病状を悪化させてしまう人とか、いますよね」

　あー、と左さ近こんが眉まゆ尻じりを下げて言った。

「私そういう病気にかからないのと、負傷の時も面倒だったらスパアンって切ると修復されるので、それちょっと解わからないですよう」

　……そうでした!!
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・鬼武丸：『小姫！　貴様はどうして話の腰を折る……！　真ま面じ目めに聞かぬか！』

・小　姫：『い、いやこういう時、噓うそで相あい槌づちしてアーハイハイソウデスヨーとか言うのって、不誠実じゃないですかよう』

・鬼武丸：『いいか小姫！　大事なのは空気を読む事だ！　全体の流れを円滑にするためならば、貴様が抜けた顔でアーハイハイソウデスヨーと言うのも赦ゆるされるのだ！』

・小　姫：『アーハイハイソウデスヨー』

・鬼武丸：『貴様……！　人の話を誠実に聞け……！』

・小　姫：『う、うちの将軍様、矛む盾じゆんしまくってますよう……！』

・６　　：『どこのうちだ』





●






　とはいえ、全体の流れというものが問題になるのだと、清きよ正まさは思う。

「国のトップは、下の者達や国民に創世計画を推しますが、〝関係〟が失われる意味を理解した時、そういった人々の多くは不安から反抗心や疑問を抱くのですね」

「失われると言う事がどういう事か、解ってない人は多いのかしら。──否、私達も〝解ってる〟というのは傲ごう慢まんでしょうけど」

　嘉よし明あきが翼を立てたまま言葉を作る。と、応じる動きで平ひら野のが手を上げた。

「多くの人の場合、やはり人生経験で家族の喪失はありますよ。ただ、失っても、周囲には、他の人々や仕事などの社会があります。たとえば教譜は互助性をもって助け合いますから。

　つまり失われる事に対しての緩和、ケアの手段が、自分達の外にも存在しています。

　一方、私達の場合、私達しかいませんでしたからね。私達はちょっとその辺り強めです」

「そういう意味では、食らい方が悪かったんだねー、アンジー達」

　脇わき坂さかの言葉に、ふと、皆、言葉を止めた。

　……あら。

　沈黙だ。だがこれは、過去を思い出して浸るための沈黙ではない。
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・ＡｎＧ：『ふと思ったので、言うけど、うちのママ達って、ホントにこの辺りの緩和とかケアの考えがないってか下手へたというかだったよね……！』

・きめえ：『アンジー、下手とか言っちゃだめよ。──そういう考えが無いのだから』

・黒　狼：『まあ、その辺りの考えがあるなら、子供との確執の解決に、話し合いより激突選んで獣変調＋未確認飛来アーティファクトの一撃！　までやりませんのよね』

・ゆたか：『でも糟かす屋や、ちょっとそういうの喜んでますよね？　全力で構って貰もらえて』

・しとお：『皆、その辺りが派手で良いで御座りますなあ』

・巨　正：『あの、福ふく島しま様も大概だと思うのですが……』

・６　　：『根は同類か』

・カニ玉：『テンションで生きるって大事ですよね！』





●






　脇坂が手を上げたのを三みつ成なりは気付いた。会釈で促すと、

「──結論を言うと、親がテンションだけで生きてると子供は大変だよね」

「反動でダウナー系になってないのはいい事だと思います」

　ハイ、と三成がまとめるように、手を軽く打った。

「貴重な前例を参考にしましても、テンションで世界は動きやすいのです。

　創世計画を一番に押す事が難しくなった現状、尚なお更さらに、先程話のあった〝まだ見ぬ武蔵むさし勢の手段〟を共に研究していく必要を感じますね」

　ただ、

「皆さんの親も、やはり創世計画以外の方法を考えた、とは思います。

　それでも末世は来ました。そして創世計画が起きました。それが皆さんのいた未来です。

　だから私達は創世計画を推した訳ですが──」

「それは今後見直しにするとして……、そこに何か問題がありますかよう、三成様」

「Ｔｅｓテスタメント．、これも先程からちらちらと見えている通りです。

　私達がこれまで各国に創世計画をプッシュしていた事、これが今後、私達、及び武蔵勢の足を引っ張る可能性があります。──これが、合流後に出る、合流の際の問題です」
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「これまでの大たい義ぎ名めい分ぶんが、裏目に出る訳ですね」

　と、片かた桐ぎりは竹たけ中なか宛あての資料をまとめながら湯船の中で呟つぶやいた。

　ほう、と鬼おに武たけ丸まるが声を作る。

『支配には力も必要だ。そして私達には大和やまとがあり、武蔵むさしは沈んでいたのだ。──その〝力〟は、誰だれもが納得の落としどころに使うには問題がないものだったろう』

『将軍様も、そのような力を振るった事がありますか』

『ある。……と言いたいところだが、どうであろうな』

　鬼武丸が、動けぬ身ながら、こちらではない何処どこかへと向けるように言葉を放った。

『従えと言って、従わせられるくらいの力があれば、もっと盤石であったろうよ』

・小　姫：『へえ、鬼武丸さん、自分の力量とか、ちゃんと見てるんですよう』

・鬼武丸：『過去を正しく顧みる事が出来ねば人の上には立てぬ。解わかったか小姫』

・小　姫：『Ｔｅｓテスタメント．、だから鬼武丸さん、死後デビューの今はテンションアゲまくりになっちゃってるんですよう』

・鬼武丸：『俺おれは昔からこういう性格だ……！』

　血圧高かったんだろうなあ、とは思う。

　ただ、鬼武丸の言う通り、自分達は、持ちうる力を大義名分として扱った。

　だが武蔵に敗れた今、どうなるか。

・黒　竹：『大義名分としての私達の力が消失しますけど、その反動で、多くの国がこっちに反抗的になる訳ですねー』

・鬼武丸：『世界はこれから武蔵の味方で、我らの敵か』

・□□凸：『ヴェストファーレン会議ではM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクが敗戦国筆頭です。

　敵対国である六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを初めとした各国、それらと繫つながりのある武蔵が勝利した今。僕達M.H.R.R.旧派は、会議ではいいようにされる可能性があります』

　更には、と己は言葉を作った。

・□□凸：『合流したとしても、あまりに他国からの攻撃がキツい場合、──最悪、僕達は武蔵勢から解体、放逐され、創世計画も失われるかもしれません』
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　参ったー、というのが、竹中の感想だ。

　武蔵勢を押さえ込み、そのまま創世計画でゴールイン。そのつもりが、武蔵は復活するし、地球一周はするし、敗北はするしで、完全に予定外だ。

　……流体マテリアル供給というのは、元もと信のぶ公も考えたもんです。

　先の解わからない生徒には、教材として復活券〝当たりもう一回〟を与える。

「元もと信のぶ公は、公平でしたねー……」

　ともあれ自分達は負けた。

　武蔵むさし勢は、自分達でも解っていないだろうが、こちらと同じステージに立った。

　だがそのステージの上がり方は、元信公ですら推測出来ていない。

　不確かな未来が、確実な未来に勝ってしまった。

　そんな事から解るのは、

「……ヴェストファーレンに対し、私達が不安定である一方、武蔵勢もまた、勝ちはしたけど、まだまだ不安定なんですね」

　だとすると、結論は、こうだ。

「やはり合流です。お互いから生じる不安定を無くし、対策を講じるべきです」
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　ともあれ、と竹たけ中なかは表示枠レルネンフイグーアを出した。

「この湯船会議で出てきた問題点を、並べてみると、大体、こんなところですかー」


・自分達の去就問題。何処どこの国に準ずるのか。

・Ｊｕｄジヤツジ．にすべきかＴｅｓテスタメント．にすべきか。

・未来が確定ではなく、解らなくなった。

・オリオトライとの関係をどうするか。

・ヴェストファーレン対策も含めての、合流。



「……意外とありますね。これ、話し合いでケリがつくのかな……」

「でもまあ、時間もありません。これを問うて答えが出るならば、それがいいと思います」

　清きよ正まさの言葉に、糟かす屋やが、髪を絞るように抱きながら言った。

「最後が大事ですの。──合流前提。武蔵勢と私達の不確かを、それで解消したいですの」
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「……まあそういう事だ。私達武蔵勢も、実のところ相当に不確かだ。ある意味、世界全体の流れとして考えたら、ここで私達が勝った事で何もかもが混乱状態になっていると言える」

　と、正まさ純ずみは宮舞台上での食事を終え、何となく座を囲んでいる皆にそう言った。

「……ホントは、数日掛けるくらいのつもりでやりたいんだが」

「時間を掛けると、他国からの干渉がありますよね？」

「その辺りの対策は考えているし、寧むしろ他国が姿勢を決めてくれると、やりやすい」

「ヴェストファーレン会議ですのね？」

　ミトツダイラの問いかけに、自分は頷うなずいた。

「羽は柴しば勢と私達は合流する。講和して、末世に対して同じ方向を見る、とかではなく、一個の国、一個の勢力として合流する。──私はそれが、一番有利な方法だと思う」

　その言葉に、ここにいる皆が頷うなずいた。対する自分は、しかし首をすくめ、

「まあ、向こうがそこまで深い合流をするつもりかどうか、この講和で確認だな。独自に行こう、と言われたら仕方ないし、その利点も何となく解わかる」

　だが、

「どちらにしろ、講和が行われれば、敗戦国である羽柴勢に、私達は与くみする事となるんだ。これまで、対M.H.R.R.神聖ローマ帝国、対P.A.Odaに対して成果を上げてきた武蔵に対し、各国はどのような権益を求められるか思案していたと思うが、その構図はここでひっくり返る。

　──ヴェストファーレン会議では、何もかもが敵になりかねない」

「じゃあ、どうするんですか、副会長」

「羽柴に、武蔵むさし勢になれと、そう言ってみる。その上でヴェストファーレンに向けて──」

　さて、

「──政治って、何するか、知ってるか？」

　何？　という皆の首の傾かしげに、己は応じた。

「口くち八はつ丁ちようどころか、口だけで世界を動かすんだ」







[image: 第五章『始まりの飛躍者』]
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　講和会議の場として充あてられたのは、浅あさ間ま神社の境けい内だいに設けられた宿泊施設の二階だった。

　十二畳程の空間だ。

　三みつ成なりは、会議の場としては手狭と判断したが、

　……武蔵むさし内でこのスペースを用意し、更には防犯なども気をつけると、充分でしょう。

　そこに入るのは、十じつ本ぽん槍やりの面々と、武蔵の生徒会、総長連合と、他数名。それ以外の人員は一階部分や屋上で中継を見聞きするか警備につく、という流れだった。

　武蔵勢と羽は柴しば勢はここでようやく向き合い、まず会議の開始のため、両者ともに契約を交わす事となった。

　会議を放棄せず、完遂するという契約である。

　羽柴側は羽柴本人が出て、武蔵側はホライゾンが出た。

　両者共に議場に置かれた机の前に立ち、手に契約の術式表示枠サインフレームを展開。

　握手をもって術式を発動。交換する。

　大きな内容となる講和の開始を告げるものであった。

　始まった、と、そのような空気が皆に行き渡る中。一つの動きが生まれていた。

　ホライゾンが、握手を離さないのだ。

「え？」

　と羽柴が疑問を上げる先、ホライゾンが眉まゆをひそめ、

「……外れませんか？」

「何がです？」

　問うた直後。握手をしていたホライゾンの右腕が床に落下した。

「─────────」

　皆が言葉を失う。そんな中、右腕が羽柴の手を摑つかんだまま、辺りを窺うかがう。

　その動作に頷うなずきを一つ送り、ホライゾンが羽柴にゆっくりと言った。

「──出来ませんか。ならばホライゾンの一勝です」





●






・ＡｎＧ：『おおお初しよ手てから喧けん嘩か売ってきたよ！　ほらナリナリ！　こっちも外そうよ！　向こうに勝つには首とかいきなり外してやろうよ！』

・きめえ：『待ってアンジー、だったら羽柴よりも左さ近こんの方が適任じゃないかしら？　何かあっても首を飛ばせば勝ちになるのよね？』

・小　姫：『講和会議って、どういうルールなんですよう？』

・鬼武丸：『まあ確かに敗れた側の首がよく飛ぶのは確かだな』

・ゆたか：『でも左さ近こんの首の価値ってどのくらいなんでしょうね……』

・黒　狼：『いえ、私達は馴なれてしまってますけど、一般の武将や人々にとって、首が飛ぶシーンは驚きに満ちたものだと思いますの』

・超正義：『あ、馴れてる自覚あったのですね。その自覚があったからと言ってどういったものでもないと思いますが、少々感慨深いです』

・カニ玉：『え!?　じゃあ私達の勝ちなんですか!?』

・□□凸：『な、何か違う方向に話が行ってますよ！　清きよ正まささん、話を戻して下さい！』

・巨　正：『あ、Ｔｅｓテスタメント．、──三みつ成なり様、相手が右腕を外したのに、こちらが首を切るのは、ちょっとこちらのコストが高過ぎるのではないでしょうか』

・８４８：『えっ、何処どこか外すの前提なんですか……!?』

・しとお：『清正殿、生で見て衝撃だったかと思うので御座りますが、もっと戻した方が』

・６　　：『クイックセーブのミスか』

・□□凸：『というか誰だれか話を────！』
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・副会長：『おい！　いきなり敵対するな……！』

・金マル：『解わかる解る。合流したいとか言って、後で敵対するつもりだったんだよね』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、正まさ純ずみ様の交渉は火の無いところからも戦争が生じる魔法の交渉。講和会議からもう一戦となってもおかしく御座いますまい』

・不退転：『徹底的にやるつもりね』

・傷有り：『待って下さい！　あちらにはうちの子もいるのです！　折角の講和となったのに、もう一度刃やいばを交えるなど、点てん蔵ぞう様も望んでいません！』

・約全員：『…………』

・傷有り：『──あっ、皆様、拍手をどうも有り難う御座います！　有り難う御座います！　これからも精進して参りますので、うちの子の事も含め宜しく御願いいたします……！』

・銀　狼：『でもまあ、ホライゾンとしては、もう一人の自分みたいな存在ですものね、羽は柴しばにしろ信のぶ長ながにしろ』

・あさま：『ええと、じゃあ、さっきのはちょっとホライゾンがお姉ねえちゃんムーブを見せたと言う事で……』

・賢姉様：『フフ、いいわねホライゾン、お姉ちゃんぶって！　ほらホライゾン！　言ってご覧なさい、お姉ちゃんぶって！　ぶって！　言ったわね!?　じゃあ撫なでてあげる……！

　じゃあ愚弟！　言ってご覧なさいお姉ちゃんぶって、って！　言ったわね!?　じゃあ尻しり出しなさい、ホラ！　今すぐ！』

・副会長：『出すなあ──!!』
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　いきなり起立して脱ごうとした父を見て、平ひら野のは胸の高鳴りを得たが、これは母に由来する性癖だと知っていたので表向きは我慢した。
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　まずい、と正まさ純ずみは思った。

　……思った以上に実況通神チヤツトが捗はかどっている……！

　よく考えたら戦勝な上に寝てないし飯食った直後で一部の者については御子孫との御対面だ。ナイトとナルゼも戻ってきているし、これは詰ん……、盛り上がらない筈はずがない。

　大事な講和なのに、話がまとまらない可能性がある。

・副会長：『おい！　お前ら！　飯食ってちょっと経たつから、そろそろ眠くなってきたりするよな!?　だったら会議中でも寝て良いぞ！　寧むしろそうしろ！』

・俺　　：『大丈夫だよセージュン！　俺おれ達はオメエの味方で、援護する役だから、こっち気にせずやってろよ！』

・副会長：『不安を煽あおるな……！』

・あさま：『あ、すみません正純、さっき皆に、不眠用の術式渡しちゃいました。──正純はテンション高いようですけど、要ります？』

　何て事を、と思ったが、自分の分は受け取っておいた。

　ともあれ背後から撃たれるのは確実だ。

　だがよく考えろ。それはいつも通りなのだと。

　前向きになるべきだ。

　そう、何か言えば返ってくる。これはいい事じゃあないか。

　結果として自分が追い詰まったり勝手なやらかしで準備していたものが消えたり謎なぞの妄想で話の行き先が何処どこか解わからなくなったとしても、

　……いや駄目だろソレは……！

　敵が両面にいて、片方は味方であると、そのくらい適当な考えの方が安全な気がする。

　よくやってるなあ私、と、ふと思った。

　今日は帰りに本を買って帰ろう。そのためにも表層部の復旧は急がせておこう。





●






「御嬢様！　副会長から〝表層部を早く戻しておけよ〟とコメントが！」

「整備課に言えやああああああ！　第六特務そっちにおんねんやろ……!!」

「御嬢様！　御嬢様！　今こそ突撃型のダイナミック謀む反ほんを行いましょう！」
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　さてまあ、とツキノワが開いていた表示枠サインフレームを閉じるのを見て、正まさ純ずみは手を上げた。

　羽は柴しば勢の皆が顔を向けてくる。それを確認して、まず言っておく。

「こちら、──副会長の私が基本的に議事を司つかさどる。そちらは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、私です」

　と、竹たけ中なかが手を上げた。

　……順当だなあ。

　羽柴が代表であろうが、中身は石いし田だ・三みつ成なりだ。まだ未熟な彼女に任せていては、知識、判断に不備が生じる場合もあるし、もしも竹中がミスった場合、上役がそれを搔かき消せる、という構図は大事だろう。

　対し、うちは似ているようで違う。

　……馬鹿にしろホライゾンにしろ、任せると危険だ。

　これは一定のルールであろう。

　馬鹿はそもそも何も判断出来ないからこっちに投げているのであって、前に出せない。出すと何をするか解わからないので危険だ。

　ホライゾンはホライゾンルールがあるので危険だ。ある意味、頼もしいが、交渉の場で無双すると相手に恨まれる可能性もあるのだ。

　だとすると、うちは、自分がしくじった場合、フォローの上役がいない事になる。

　ミスってはならない、と思うが、まあそれもいつもの事だ。

　だから追加で言っておく。

「──今回の講和について、そちらから、こうしたいという提案はあるか？」

　そうですね、と竹中が応じた。

　そして彼女は、こちらの全体を見据えてから、こう言った。

「私達は、そちらとの合流をすべきだという判断を持っています」

　しかし、

「私達は、そちらに完敗をした訳ではないと、そういう判断も持っています」
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・●　画：『え？　何？　マジでもう一回負かしてやるって事？』

・銀　狼：『でもよく考えたら一勝一敗なんでしたわね』

・ホラ子：『正純様！　正純様！　このホライゾン、ネタ七割くらいでもう一戦とか思っていましたが、まさか本当に向こうから挑発来るとは！　正純様の時代が来ましたよ！』

・副会長：『どういう時代だ……！　というか落ち着け皆！』
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・ＡｎＧ：『え!?　どういう事タケ子！　合流じゃなく、もう一戦やる気!?』

・８４８：『竹たけ中なか様！　竹中様！　まさか本気でもう一戦とか、どう考えても向こうの副会長のワールドに引きずり込まれてますよ！』

・黒　竹：『どういうワールドですか一体。──というか落ち着いて下さい。ええと、こっち、急ぎの作戦会議とかしたいんですが──』

・黒　狼：『ええと、体面としては、一勝一敗の事実を無視したら駄目ですのよね？』
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　浅あさ間まは、豊ゆたかが手を上げたのを見た。何かと思えば、

「ちょっと内々で議論する時があるので、そういう時は臨時で音声関係の結界など張っていいですか」

　応じたのは正まさ純ずみだ。彼女は頷うなずき、

「問題ない。武装、術式の制限はこちらで共有させてくれ。いいな？」

「あ、はい。オープンで行こうと思います」

　こちらで設定共有以外、何かする事はあったろうか。

　……えーと。

「読どく唇しんモザイク掛けます？」

・賢姉様：『口元モザイク!?　やだ浅間、想像力を働かさせる気ね!?』

　やかましい。アルト尺しやく八はちとか出さなくていい。

　ともあれ術式を渡して認可する。同じ神しん道とう下なので、割り当ても楽だ。さっきから二人で通つう神しん関係の共通化の遣り取りしているが、向こうの術式の設定など、組み方を見てみると、

　……あ、確かに私と同じ癖がありますね……。

　基本、入れ子型で組んで行くが、大ブロックを並列と言うより縦割りの重層にしているのがコツだ。関連づけ出来るものは上から下に、基礎となるものは下から上に組む事で、全体の流れを構築出来ている。

　ちゃんと受け継いでいるんですね、と思いながら、加護関係の上掛け順番を見て、警備系と探査系や、幾つかの優先順位が自分と違う事をまた喜びもする。

　自分なりの考えと、周囲を大事に過ごしているらしい。
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　……凄すごい……。

　豊としては、母の手並を久し振りに見た事となる。

　大体、昔は、母が作っていた浅あさ間ま神社の管理形態など、全体を把握出来るものでもなかった。今の自分は、当時のアドバイスや憶おぼえから設定関係を作り出しているが、その作りは、母側の設定構築と大体同じようだ。

　自分の手並が正しかった事に、安あん堵どとテンション上げを得る。が、その一方で母の方の設定が、何となくイメージと違う。

　母の教え方がそのまま通るなら、どちらかと言えば自分の方が正しいように思うのだ。

　……私のは、基本、十じつ本ぽん槍やりの皆を加護する事が含まれる一方で、剱つるぎ神社代表として為なすべき事を優先としている作りな訳ですよね……。

　母の方は、トップ近くに私的な設定関係が集中しているが、何故なぜかここを自動化せず、自分の判断を下す配分にしている。

　何ででしょうね、としばらく思案して、

「あ」

「──どうしましたの豊ゆたか」

　呼び名が浸透してきているのは、少し気分的にくすぐったいとして、己は気付いた。

　……これ、父さん達への対応ですね……!?

　専門用語では本舗組と言うらしい。父と大家をトップにおいて、自分達の加護関係や、有事の際の対処などが組まれていて、ぶっちゃけ詳細を見てみたいがそこまで権限がない。

　ただ、母の設定類がこうなっているのは父達が存命だからだろう。その一方で、父はリアルタイムにどんだけ迷惑掛けてるんですかね……、と思いもして、母を内心で拝んでおく。

　……全く。

　こういう事を知らずに、自分達はいろいろ悩んでしまっていたのだ。
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　豊は思う。先程竹たけ中なかが言った、自分達は武蔵むさしに完敗していない、という意味をだ。

　……確かに、一勝一敗なんです。

　だがそれは、強がりではないし、再戦を望むものではない。

　事実なのだ。

　自分達は、母達と相あい対たいし、多くの部分で理解を共に得たと思う。しかし、それによって事実が捻ねじ曲げられるのは、間違っている。

　だから自分は、母の設定関係を見ながら、こう思った。

　……対等です。負けはして、情勢的に不利ですが、お互いとしては対等です。

　ゆえに己は口を開く。巫女みこはものごとを言葉で定義する役目があるのだ。

　自分達は対等だと、その事を伝える。そう思った瞬間だった。

・黒　狼：『あ、豊、ちゃんと手を上げた方がいいですの』

・ゆたか：『え？　あ、ハイ』

　言った。

「──母さん、父さん達の加護設定とか、後で下さい」
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・約全員：『…………』
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　……ん？　あれ？

　左手側。口をやや横に開き気味にして、味わい深い表情をした糟かす屋やが居る。

　正面を見ると、母が赤面顔をこちらに向けていて、その後ろで父の姉が仰のけ反ぞって笑いを堪こらえていた。

　……ええと。

　何かしくじりましたかね……。

　否、ちゃんと、心に対して素直な事を言った。万全だった筈はずだ。しかし、

　……あれ？

　言おうとした瞬間。糟屋に言われて手を上げ、心の中にあった言葉がそれによって押し出された気がする。

　何となくだが、曖あい昧まいな記憶としては、結果、口で言おうとしていた選び抜いた厳選の言葉は何処どこかに消えてしまい、

「──あっ」

　自分が今、何を言ったか気付いた己は、一つの声を作った。

「──今のは有りですが無しで！」
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・賢姉様：『ククク浅あさ間ま、アンタどうすんの？　愚弟の五十六人分設定とか、娘に見せて大丈夫？　それとも言って聞かせる？　あ、でも、私達のも見られちゃうのかしら？』

・ホラ子：『フ、──浅間様、ホライゾンの方は大丈夫です。潔白ですので』

・●　画：『潔白って、そういう意味じゃない気もするけど、この面子メンツだと正しい気がするから困りものね……』

・金マル：『でも、娘に対してヨゴレかどうかで今更思い返してみると、三み方かたヶ原はらの戦いの際、ホライゾンもソーチョーも、自分の娘にアレ預けたよね』

・ホラ子：『ああ、広義のウンーコですか。アデーレ様が犬のを預けて人類の未体験ゾーンに吹っ飛んだと言うアレ』

・貧従士：『広義の意味がありませんし、自分、あの時は人のを出してますよ！』

・不退転：『キヨナリ、三み方かたヶ原はらの戦いで貴方あなた達、何したの』

・ウキー：『あれもまた今に繫つながる事に必要だと考えると、──嫌な話だな』

・副会長：『でもあれを経過しないと真さな田だ行きとか出来ないんだよなー……』

・○べ屋：『というか私とシロ君がうどん神になり損なう伏線がその頃ころから……！』

・ホラ子：『ともあれうちの娘は感慨深かったでしょう。箱を預けられた時、ああ、私、今、両親や友人達の親のウンーコを抱えているんだ、と……』

・銀　狼：『ホライゾン、どういう口調で語っても良い話にはなりませんわよ？』





●






　正まさ純ずみが前を見ると、竹たけ中なかが俯うつむき気味に手を上げていた。

　まあ今のチョイとやらかしたのもあるが、大体言いたい事は解わかる。なので促しに、

「何かあるか？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、──私達はこう考えてます。羽は柴しば勢と武蔵むさし勢は一勝一敗。完敗もしてません。

　実力的には対等です」

　しかし、

「世界は、末世に対する不安と、創世計画に対する恐れから、武蔵勢を優先とするでしょう。

　これは世界全体において、損であると私は判断しています。何故なぜなら──」

「大和やまとは武蔵と同等の戦力。だが各国がそこに優劣を決め、大和が押さえ込まれれば、末世に対して有効な戦力である大和をベストな状態で使えなくなる。──そういう事だな？」

　Ｔｅｓ．、と竹中が応じるのを見て、自分は内心で安あん堵どの息をついた。

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　解ってはいたつもりだったが、やはりこう、正面から言われると気分が違う。

　羽柴勢は、こちらと共に末世を解決する事を望んでいるのだ。
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　……どうしたものですかねー。

　武蔵副会長の雰囲気が変わった事に、竹中は気付いていた。

　先程の自分の台詞せりふによって、こちらの意図は彼女に通じたらしい。

　自分達、羽柴勢は合流を望んでいて、現状の目的は末世の解決にある事。

　しかし、創世計画は有りだとして、それ以外の方法も視野に入れる事が、昨夜ゆうべの戦いで決まった結論だ。

　羽柴勢も武蔵勢も、完かん璧ぺきではない。

　だからお互い、創世計画以外の方法も模索する必要がある。

　そういう事だ。

　ゆえに武蔵むさし勢は、創世計画以外の方法を担当し、これからいろいろ試していくのだろう。

　そして対運命の戦闘に出撃となれば、戦力が必要だ。

　そのためにも武蔵勢と羽は柴しば勢が合流した方が良い。

　ハッキリいえば、武蔵と大和やまとが揃そろっていれば万全だ。

　何故なぜか。

「──十じつ本ぽん槍やりの内、未来から抽出された皆の記憶には、大和が存在していません。

　武蔵と大和、二艦が揃って運用出来れば、対運命の戦闘で第二の月に向かう際、比較的安全性が高いと言えるでしょう」

「……その情報は、ここで言っていいものか？」

「予測で成り立つ情報ですから、交渉材料としては弱いですよ」

　言いつつ、思う。これは厄介な交渉ですね、と。何故なら、

「私達は、今朝けさ、そちらに敗北した事で、他国の信用を失ったと、そう見ています」

「不当な話だと思うか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる。だからこそ先程、勝敗の話をしたのだ。

「創世計画の有用性は生きていて、何ら変わるものではありません。

　そして私達の実力はそちらと匹敵しています」

「しかし他国は、末世を恐れ、創世計画にて何もかもを失う事から目をそらしたくて、私達を持ち上げ、──君達を下にする。そういう事だな」

「そういう事ですね。合流した際、最大の不利点となるのがそれです」

　乗ってきましたね、と思った上で、言葉を送る。

「私達は私達の持つものを譲る気はありません。羽柴勢、十本槍、これが一つの塊です。

　しかし世界は私達を恐れるがあまり、打ちに来ます」

「そうか？」

「ヴェストファーレン会議がありますんで」

　だから、と己は言葉を繫つなげた。

「さて、──私達、どんな感じで合流します？」
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「──御嬢様？」

　という加か納のうの言葉を、大おお久く保ぼは教きよう導どう院いんで受けていた。

　今、構内を酒さか井いとヨシナオが、〝武蔵〟と共に回っている。各委員は新築状態となった施設が稼働するのかチェックをしており、自分はそのまとめ役として生徒会居室にいる。

　先程、酒井が顔を覗のぞかせたが、まだ生徒会居室は不備ばかりだ。

　畳は入っておらず、あれだけあった不要な備品も吹っ飛んでしまったままだ。戻ってくるものでもない以上、何も無い部屋に見える。

　総長が軽食を作るために用意されたキッチンが入っているが、これは元々なかったものなので、ここから先、残しておくかどうか。

　そんな事を考えながら、持ってきた椅い子すで仕事をしていると、やはり気になる事がある。浅あさ間ま神社での会議の行方ゆくえだ。

「上手うまいわな」

「何がですか、御嬢様」

　キッチンで茶の用意をしながら加か納のうが問うて来る。その疑問に己は応じる。

「竹たけ中なかや」

「先程の遣り取りですか？」

「せや。──まず、十じつ本ぽん槍やりの未来では大和やまとが無かったと、そんな情報を開示したわな」

　その上で、彼女はこう言った。

「──自分達を迎え入れるには世界各国の不当な扱いが邪魔になる、と」

　羽は柴しば勢との合流は、こちらにとってリスクの塊だ。何しろヴェストファーレン会議では敗戦国となるM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに属している。

「各国としては、今の武蔵むさしには難癖以外の文句をつけがたい。羽柴の一強体制を破り、創世計画以外の未来を望んでもいいようにした訳やからな。

　しかしそのままにしておけば、今度は武蔵の一強態勢になるだけや。結局、各国は武蔵の地位を落としたくなる訳やけんど、そこに羽柴勢との合流が来れば話は変わる。

　ヴェストファーレンの敗戦国であり、武蔵にも敗北した羽柴勢はどうとでも叩たたいて良い。

　それが武蔵勢と合流したならば、武蔵を咎とがめる事も自在や。

　──各国は、うちらと羽柴勢の合流を望んどるやろうな」

　だから竹中は、先に重大な情報をアッサリと流した。

「十本槍の未来には、大和があらへんのやな。そして武蔵だけの私達は、創世計画に失敗した、そういう事になっとる。

　対運命。幸運を纏まとった最善の敵群に対し、戦力の増強は必要や。

　大和があれば単純に二倍。──その事を理解させるために、竹中は先の情報を開示した」

　その理由は、

「竹中はこう言っとるんや。最大の戦力の提供と引き替えに、武蔵勢は私達を保護しろと。

　──各国の敵対や攻撃を凌しのぎ、立場を一切失わない手て筈はずを見せろと、な」
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　厄介な事だ、と正まさ純ずみは思った。

　……もうちょっと後で、この話になるかと思ったが。

　自分としては、先に親子の認知問題が来ると思っていたのだ。

　十じつ本ぽん槍やりの一人ずつ、個別の合流を確かめた上で、全体の合流関係。そういう順番かと思えば、まず全体の問題を問うて来た。

　先に羽は柴しば勢全ての受け入れ問題をやっておけば、個別の問題も消化しやすい、という判断だろう。もしもここで全体の受け入れが否定されても、個別の受け入れを議論した後では状況が変わる可能性もある。そこでもう一度再考する機会も考えるとすると、

　……全体の受け入れについて、やはり羽柴側でも至難と見ているか。

　先程、竹たけ中なかが駆け引きを持ち込んできた通りだ。

　プラスになる部分を当然として見せなければ、受け入れの不備を認められないと、彼女はそう思っている。こちらも受け入れ状態ではあるので、無意味にも見えるが、

「ハイダメージ・ハイリターンか」

「私達の受け入れと、大和やまとの受け入れは、そういう関係になるでしょうね」

「だとすると、少し、物言いをつけたい」

「何をですか？」

　竹中の問いかけに答えず、自分は手を軽く上に振った。

〝出ろ〟、という合図だ。

　すると馬鹿が辺りを窺うかがいながら席を立とうとしたので右腕が襟えり奥おくを摑つかんで座り直させた。対面側で平ひら野のが「きゃ……」と小さな声をあげたが、何かあったろうか。まあいい。

　代わりというように、ネシンバラがポーズをつけながら立ち上がった。

「〝出る〟のは僕かい？」

「立っておいて確認とるなよ」

「フ、僕でなければ駄目なようだね」

　頷うなずいてもいないのに、対面からの視線を冷たく感じるのは何故なぜだろうか。
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・ゆたか：『何か出てきましたよ竹中』

・ＡｎＧ：『あ、すっごく理論飛躍するんだよ、確か。タケ子以外、何言ってるか解わからないレベルっていうか』

・黒　狼：『まあ、竹中、高度なレベルの会話が出来る相手がいて、良かったですのね』

・黒　竹：『い、いや、そうじゃないですよ！　ホント大変なんですよ!?』
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　ネシンバラは、一応、軍師を自覚している。

　書記なのだ。だが広報や総務などは委員会があるので任せておけばいい。だとすれば、戦場における文系のすべきは軍師だろう。

　……格かつ好こ良いよね！

　格好良さは何よりも優先される。

　だが、軍師として見た場合、今まで伝え聞く〝未来の事〟には矛む盾じゆんがあると思った。

「一つ聞こう」

　問う。

「君達は、未来から来た。そこでは運命との最終決戦が行われ、人類は敗れたと言う。

　その内容については非常に興味深いものだ。一体どのような戦乱があったのか」

「あ、それは──」

「まだだよ。疑問はそこじゃない」

　気が早いね、と、そう思いながら問いを続ける。

「──運命が敵に回る！　それは凄すさまじいものだ。幸運が全て向こうにつき、こちらはしかしいつも通りで戦わねばならない！　敵はもう一人の自分達！　自分達が幸いなままであったらどうなっていたのか。そんな強力な敵を相手とする事になるとは。どういう事か！」

「あ、それは──」

「いや、違う。疑問はそこじゃない」

　何故なぜそう急ぐ、と、そう思いながら問いを続ける。が、ヅカの方の本ほん多だが、

「──おい、ネシンバラ」

「何だいヅカ本多君」

「いつ、問いが始まる？」

　彼女の疑問に、己は眼鏡めがねを上げ直して答えた。

「もう始まっているよ？　解わからないのかい？」
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・不退転：『遠回しに言うけど、総長連合に対するシビリアンコントロールの排除が必要じゃないかしら』

・ウキー：『じゃあ拙せつ僧そうが裁判権を持つので、点てん蔵ぞう、任せた』

・●　画：『待って！　そこのオタクに貸してる印刷代がまだ戻ってきてないのよ！』

・○べ屋：『ハイハイハイ！　こっちもコピー羊皮紙の代金がまだだよ！』

・あさま：『あ、うちも徹夜用の加護関係をツケ払いになってますね……』

・礼賛者：『ネシンバラ君、君ちょっと最低ではありませんかね』

・未熟者：『待て！　何故僕をそう責める！　僕が何をしたって言うんだ！』

・貧従士：『あの、まずは皆さんの話を聞かないのをやめた方が』
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　せっかちな話だ、とネシンバラは思う。大事なのはまず全体状況の把握。そこから細かい問いかけに行く事で、皆のコンセンサスが通るというのに。

　……まあいい。解わかる者だけで解る問いになるが、言おう。

「未来にあったという、最終戦争の事だ」

　疑問がある。

「そこで僕達は敗れた。だが、当時の創世計画、大罪武装ロイズモイ・オプロを使ったものが失敗したのだと言う。──これは、大和やまとが戦力として必要である、との見方と矛む盾じゆんをするよね」

　え？　という派と、あ、という派と、そうね、という派が分かれた。

　三番目であるミトツダイラに、自分は視線を向けた。

「どう思う？　ミトツダイラ君」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その話を聞いて解る事は一つ。──未来の私達は、運命に届き、大罪武装を撃ち込んでいるんですわ。それは結果的に失敗しましたけど、でも届いたのは確かですの」

　つまり、

「大和が無くても、武蔵むさしだけで運命には到達可能。そういう事ですのよね」
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「最後の最後で宗むね茂しげ砲が当たった……！」

　その事実に武蔵勢がざわめくのを、糟かす屋やは見ていた。

　……確かに、届いたとなると話は違いますものね。

　だが、ちょっと言いたい事がある。

「あの、いいですの？　御母様達」

「は？　何か追補が？」

　という武蔵副会長に頷うなずき、自分は口を開いた。言うか言うまいか迷ったが、

「……その事でしたら、既に気付いていたと思いましたけど、違いましたの？」

　問うと、武蔵勢が皆振り向いた。誰だれもが真顔で、三拍程の間をもってから、

「──えっ？」
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・賢姉様：『ククク、どいつもこいつも馬鹿決定ね！　ハイ、お・ば・か・さあ～ん。あらあらどうしたの浅あさ間まその顔。私？　私は賢いから解ってたわ！　ええ、解ってないって事が解ってたの！　まあ何て賢いの私！　ジーニアス！　痔じにアスホール！　さあ出しなさいアデーレ！　蟯ぎよう虫ちゆう検査の時間よ!!　ケツペッタン！　ペッタン！』

・貧従士：『今回そっちネタが古いし長い気がするんですけど何でですか──！』

・労働者：『持ちネタがあると話題になっていいな！』

・○べ屋：『皆こっち見るなあ──！』
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「あー、ちょっとギモンギモン」

　と、ナイトはぎゃあぎゃあ始まった共食いを横に、前のめりで問うてみた。

「何となく答えは見えてるけど、──ホライゾンいないのに、誰だれが大罪武装ロイズモイ・オプロ撃ったの？」

「マルゴット、そこはやはり、──毛よ」

「ふむ。──世せ話わ子こ様という方が、ファインプレーだったという事でしょうか」

「宗むね茂しげ様、確定情報ではないのでサイトには書き込まない方がいいかと」

　何やら皆の予想大会が始まる中、羽は柴しばがつと手を上げた。

　彼女が、こちらと視線を合わせ、言葉を作る。それは、

「かつての未来においては、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟で全ての大罪武装の出力を繫つなげ、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟もしくは砲撃系の武装から運命を殺すための一撃を発射した、と考えられています」

「ええと……、それってどういう事？」

　問いかける。すると羽柴が、こう……、と両手で空中を摑つかむようにして、

「大罪武装、〝焦がれの全域〟は他大罪武装の統御ＯＳです。ホライゾン・アリアダストが不在の場合、それは大罪武装の出力系、起動系などを統御するものとなっていたようなんです」

　羽柴の声にホライゾンが皆を見渡した。一度手を下にして、さん・はい、と上げ、一斉に、

「……ここに来て、まさかのホライゾン不要説！」

　そーなるかー。
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「いや、ちょっと待って下さい。感情がないと最大出力の突破が出来ないんですよね、大罪武装って」

　浅あさ間まは急いでフォローに回った。するとホライゾンが、

「いやでも撃てるなら撃てるで構わないので、ホライゾン、つまり大罪武装を預けたら本舗で寝ながら菓子食ってゲームして解決を待つというのは、駄目でしょうか」

「あの、ホライゾン？　〝焦がれの全域〟は〝刑アンダミオ・デラ場・エジエクシオン〟で抽出しないと駄目でしたから、つまり大罪武装が外に揃そろったらホライゾンは存在出来ませんのよ？」

　その通りだ。だとすれば、

「外に抽出された場合、本来ならホライゾンが感情のリミッターで解除していたものが、別で必要になりますよね？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じたのは羽は柴しばだ。

「……そこで行われたのが解析と、別の加圧用出力を用意する事です。つまり──」

　何を出力の強化に使ったかは解わかる。既にそれは、最終決戦で必要となっているのだ。

「武蔵むさしですか」

「Ｔｅｓ．、──第二の月まで届き、大罪武装ロイズモイ・オプロに外からの出力を与えるだけの燃料を搭載出来る艦。それは武蔵しかありません。恐らくは加圧に地脈炉型のシステムを用いたでしょう」

　彼女の言葉から、自分のようなものであっても、いろいろな事が見えてくる。

「……射撃したのは誰だれですか？」

「Ｔｅｓ．、──ホライゾン・アリアダストの身体からだは、事故によって修復がなっても生活の復帰が難しいとされつつ、保存されていました。そこに魂はありませんでしたが、記憶と、大罪武装から逆算された擬似的な感情を合わせ、砲撃用に一つの情報体が作られました」

　それは、

「──かつての未来に、信のぶ長なが様と、私の情報体システムを合わせたものが作られていた、という事だと思います」







[image: 第六章『平和の不審者』]
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　羽は柴しば、または信のぶ長ながが、何を考えていたのか。

　三みつ成なりとしては、こればかりは解わからない事だった。

　だが、ホライゾン・アリアダスト不在の未来において、解ることが一つある。大罪武装ロイズモイ・オプロの射撃システムを万全とするには、彼女の代わりがいなければならないのだ。

　ゆえにかつての未来では、彼女の記憶と、逆算の感情をリンクさせた情報体が作成された。

「ホライゾン・アリアダストの身体からだ自体は保存状態のまま。記憶へのアクセスは、武神などの技術を転用すればよいもので、あとは武蔵むさしの内部に疑似感情の情報体が保存されていれば済む事です。

　大罪武装射撃専用の、情報体型ホライゾン・アリアダスト。

　役目としては私、……または羽柴様というところでしょう。つまり私も羽柴様も、この未来の情報を元に作られたものなんですね」

　成程、とホライゾン・アリアダストが頷うなずいた。

　未来の世界にも彼女の代用がいたのだと、そういう事だ。

　その事実を今、知った彼女は、一息を吐く。そして口を開き、こう言った。

「うちの極ごく道どう親父おやじ。偉そうな事言って、自分は未来をカンニングしてやがりましたか」
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・礼賛者：『またアリアダスト君が元もと信のぶ公に対して厳しい物言いをズバっと』

・あさま：『うーん、元信公にとっては未来の情報が教員向けの教材であった的な……？』

・●　画：『それを先にバラしておけば……、と思ったけど、二に境きよう紋もんあったんだっけ。大丈夫、自己完結したわ』

・銀　狼：『何をネーム切ってますの？』

・あずま：『ちょっと！　ちょっとナルゼ君！　ミリアム描いてるのは何で？』

・ウキー：『そうか、東あずまもとうとうこちらの住人になったか……』
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　……つまり武蔵は、未来の世界でも第二の月に到達はしていたんだな。

　正まさ純ずみは納得の思いを得て、軽く腕を組む。足も組む。少しラフに身構える形で、これからの話し合いに向かいたいと、そう考えたのだ。

　思った以上に、未来は複雑だ。

「──未来の情報に不確定なものが多いのは、その持ち帰りに不備があったせいか？」

「〝花園アヴアロン〟にはそれまでの人類史なども全て保管されていたと聞きます」

　と言ったのは平ひら野のだった。彼女は自分の首元、そこにあるハードポイントパーツに触れ、

「当時までの大部分の情報は、文字情報にしてここに収められていました。これはそちら、皆さんも同じだと思います。権利、購入が必要ではない公共的な情報の大部分はここに収められている訳ですから。ただ──」

　ただ、

「抽出の際、たとえばこちらの蜂はち須す賀かが幼く見積もられたように、情報密度が比較的薄い場合は抽出情報の最適化が行われ、〝正しい、とされる形〟に変容している場合がありました。

　抽出基準が人間一個をベースとしているせいですが、ハードポイントパーツなどの付随物は、余程、情報密度や残念などが強くない限り、未来からは運び出せていません」

「つまり基本、マッパか……！」

　馬鹿の言葉に、平野が一瞬動きを止めた。そして、

「やっ」

　赤面して、椅い子すに落ちるように着席した。
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・あさま：『トーリ君、向こう、年とし頃ごろなんですから、ちょっと』

・賢姉様：『オカン！　出たわね浅あさ間まのオカンムーヴ！　さあ、ホライゾンも今度先生に会ったらオパイ揉もんでオカンムーヴよ！』

・ホラ子：『ふと思ったんですが、娘の方が母よりデカい気が』

・銀　狼：『父親似！　父親似ですわホライゾン！』

・俺　　：『というか俺おれ、実は今回、三者面談が多数生じてる状況？』

・傷有り：『た、確かに、二年生の二学期となると、進路の事を考える時期ですね……！』

・金マル：『コレどういう意味の講和会議なのかなセージュン』

・副会長：『私に聞くべき問題だが、私に聞いてもどうしようもないと思うぞ』
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　では、と立ち上がった影がある。

　ネシンバラだ。

　これまでの羽は柴しば勢の話を聞いていて、解わかった事がある。

　……つまり未来についての詳細な情報は、存在していないという事か。

「持ち帰る事が出来た一部の情報、または、君達の記憶をベースに、元もと信のぶ公達は未来を読み、対策を練ったという事だね？」

「そうですね。二に境きよう紋もんは出ましたが、基本、それを〝外に広める〟または〝知る〟時に出る傾向が高く、自分の手元での研究などは比較的安全に進められました」

　だとすれば、先程の情報は確定として良い訳だ。

「──未来の僕達は、第二の月まで到達出来ていた。そういう事になるね」

「Ｔｅｓテスタメント．、それに何か問題がありますか？」

　竹たけ中なかの問いに、ああ、と己は応じた。

「必ずしも、僕達に大和やまとが必要ではないという事だよ」

「では」

　と竹中が言った。こちらを指差し、

「その戦いで自分が死んだ事について、どうフォローしますか」
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　そうだ、と小こ六ろくは頷うなずいた。

　最終決戦において、自分は姉と共に朱雀すざくで出場している。抽出時の最適化によってこんな身体からだになっているが、当時の記憶は、幼かった他の皆よりも強く残っているのだ。

「死ぬぞ」

　あまり言いたくない台詞せりふだが、これは自分が告げるべきだろう。

「──半分以上が失われるんだ」
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「つまり、攻撃戦力としてよりも、防御のために大和が必要、という事ですね」

　誾ぎんは相手が持っている交渉への自信について、納得した。

　武蔵むさしに住んでいる自分としては、やはり大和は主砲が目立つ。だが、

「大和があれば、生存率も高まります。運命に辿たどり着くまでに半分が失われたという戦場、武蔵がもう一艦あったならばどうなるか。……そういう事ですね？」

　そうか、という空気が皆の中に漂う。

　そんな納得を聞きつつ、己は思う。自分は、羽は柴しば勢の中に子孫がいない派だと。

　だが、未来において何が大事かという、その事は解わかる。

　彼女達は、両親や他が、失われないために活動してきたのだ。もしもここで合流しても、最終決戦において失われるような選択をされるのは、本意ではないだろう。

　すると、

「待って」

　伊達だて家副長が手を上げた。

「死んだ連中は、前線に出さなければいいだけじゃないの？」

　そう来ましたか。
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　待て、と正まさ純ずみは思った。

　……そういう単純な話なのか？

　大体、誰だれが失われたか、明確には解わからない。

　それに、該当者は、当然、前線に出ていたならば、それだけの力量があったのだ。そうではない者を前線に出しても、誰が失われるかが変わるだけのように思う。

　ならば、伊達だて家副長の物言いは、無意味なアイデアに思えるが、

・銀　狼：『結果はどうあれ、あやふやな事を議題にしてしまっているのは確かな事ですわ。成なる実みの台詞せりふ、そういう意味ですわね』

・貧従士：『確かに。……油断は禁物ですけど、結果を知った上だったら、また対処も変わってきますからね』

・○べ屋：『そういう意味では、失われた云うん々ぬんで即座に反応せず、ちゃんと政治的なカードとして扱うようにって話だよね。クールに行こうって事だよセージュン』

・ホラ子：『成実様、単純な指摘で見事な示し唆さですね。ホライゾン、そういう格かつ好こいい物言いを真似まねてみたくなります』

・不退転：『いや、──単にツッコミとして言っただけよ』

・ウキー：『正直でいいぞ成実……！』
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　まあ結果はどうあれ、だ。

　正純は、皆のアイデアに同意した。たとえ未来において、多くのものが失われるとしても、だからといって何の思案も無しに向こうの言う通りになる必要は無い。

　大和やまとを受け入れるという事は、利益を得ると言う事だ。

　その分の権益を、相手に払う必要がある。

　だが、大和がどのくらい有用なのか。また、未来の損失に対して有効なのか定かではない。

　……成程なあ。

　値付けだ。

　羽は柴しば勢と自分達は合流する。これはもう、お互いが望んでいる事だろう。とはいえ、対外的な事を考えると、合流の際にお互いのメンツが関わってくる。

　羽柴勢としては、自分達の価値を落とせば、合流後に他国からそこをつけ込まれると解っている。

　一方のこちらとしても、羽柴勢を何の負担なく受け入れれば、単純な増強であり、各国からは警戒をされる事となるだろう。

　つまり、羽は柴しば勢は、恨まれる危険性をちゃんと知らせつつ、しかし、合流したい。

　ジレンマというものだな、と己は思う。

　羽柴勢を、こちらの足を引っ張らないように合流させたいが、各国はそれを赦ゆるさない。

　一方で羽柴勢は、自分達の価値を落とさぬまま合流したいと考えているし、こちらとしても親子問題がある以上、下手へたに上下をつけての合流は避けたいのだ。

　こうして、問題を並べてみると、現状が解わかる。

・副会長：『私達と羽柴勢の望みは、親子のような関係差を持ちつつも、大体同じなのに対し、各国の方はそれを逆張りとしてくるのか』

・十ＺＯ：『そういう意味では、羽柴勢がこちらに大和やまとの価値などをグイグイきてるのは、ちょっと警戒心の現れで御座ろうなあ……』

　確かに、と感想する。

　……こっちは、これまで、羽柴勢が敵対していた国と仲良くしてたんだよなー……。

　何となく、どうしたものかと不ふ明めい瞭りようだった部分が、晴れた気がした。

　講和会議として、何をすれば良いか理屈では解っていた。だが、自分には十じつ本ぽん槍やり側に御親族がいない事も含め、少し親身になれていなかったのだろう。

　……話し合いを詰める前に、敵ではない事を示す必要がある、か。
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・副会長：『そうだよな。うちの連中が自分達の未来子供と相あい対たいして理解とか得て、ハッピーセット状態になってるから、失念してた。──半日前まで敵だったんだよな』

・長安定：『言っておくけど、まだ講和中やから一応は敵同士やで？』

・貧従士：『え？　どういう事なんです？　敵同士云うん々ぬんって』

・ホラ子：『──遂に、その時が来たのですね正まさ純ずみ様……！』

・副会長：『やらないよ……！　そんな皆、再戦したいのか!?』

・金マル：『──ノヴゴロド以降から今までのセージュンに、今のセージュン見せたらビックリするんじゃないかなあ……』

・●　画：『本人が本人の解釈違いってのも、凄すごい話ね』

・銀　狼：『ええと、話戻しますけど、──でも、正純？　そうして考えてみると、交渉役として竹たけ中なかが出てきているのは、多分、意味のある事ですのよ？』

・立花夫：『あちらの中で、交渉力があり、なおかつ、親子問題を得ていない人員、という事ですね？　彼女ならば客観的に〝価値〟の話が出来るのですから』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、──他国と親しい私達は、羽柴勢に対し、個人では認めていても、政治的には認められない部分が生じる可能性もありますわ。だから、そういう事態が生まれた際の交渉材料として、竹たけ中なかは自分達の価値を高く売り込む。そういう事でもありますの』

・○べ屋：『でも、そうだとしたらどーすんのセージュン。相手の提示してくる価値をそのまま受け入れる？　それとも価値を削って受け入れる？』
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　先程の伊達だて家副長の指摘が、実際の処ところだな、と正まさ純ずみは思った。

　未来は曖あい昧まいなのだ。

　だからこそ、かつて、十じつ本ぽん槍やりの皆はそれを安全な方へ確定させようとして、最低限の確保が絶対出来る創世計画を選んだ。

　不安なのだ。

　そして今、十本槍の面々が自分達のわだかまりを親相手に果たしたとしても、現実としての問題は相変わらず付きまとう。

　末世は来るのだ。

　さらに合流すべき武蔵むさし勢は、自分達を保護する一方で、これまで敵だった他国とも親しい。だが他国は、創世計画を全面で是としている訳ではない。ならば羽は柴しば側はこうも思う筈はずだ。

　……武蔵は他国との付き合いを重視し、創世計画を損なうのではないか、と。

　更には、

　……保護した羽柴勢を不当な目に遭わせるのではないかと、そういう不安か。

　これは十本槍の内、ハッピーセット状態になった面々では考えづらい。

　不安を捨てる訳にはいかない、というのが、竹中の役目だろう。

　辛つらい役目だなあ、とは思う。

　このように頑かたくなに、相手の事を疑い、自分達の保身を第一とするのは、結果として良くても、経過として恨まれる事にもなろう。

　味方からも恨まれるが、それでもやるべき事をやる。そんな者が自分の身内にもいたならば、こちらの仕事もやりやすかろうにな、とは思う。
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「御嬢様！　御嬢様！　副会長から〝ふと聞いてみたくなったけど、恨みのある相手っているか〟と午後の御茶会のように戯たわけた疑問が！」

「貴様の事やあああああああああああああああああああああああああ!!」
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　まあいい、と正純は思った。

　ここは向こうの不安を解除すべきだろう。

　自分は交渉役だ。そういう役目も持っている。ゆえに己は言った。ガードを解く意味で両腕を広げ、笑顔を見せて、

「──まあ、何だ。いろいろあるが、安心して欲しい」
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　三みつ成なりは見た。いきなり武蔵むさしの副会長が笑顔になって、こう言い出したのだ。

「──そちらはこちらを不安に思っているようだが、安心して欲しい！

　こちらは何も君達を悪いようにはしない。これまで敵同士で長い間いろいろやりあったが、その辺りは不問としようじゃないか。約束しよう。既に君達の方も、こちらへの合流の準備は出来ているのだろう。ならばその気持ちに素直になって、こちらへ来るといい。

　私達は平和を愛する集団だ。君達を安全に保護する事を約束しよう……！」
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・ＡｎＧ：『……これ信用したらダメなヤツ？』

・きめえ：『違うわアンジー、信用したヤツが馬鹿なヤツよ』

・ゆたか：『……何か裏に策がありそうですよね』

・巨　正：『いえ、あの、ちょっとは信用してみてもいいのではないでしょうか』

・しとお：『竹たけ中なか様、信用するとどうなるので御座りますか』

・黒　竹：『あのね？　おねーさん、武蔵副会長については、安心とか平和とか言った直後に戦争が始まったケースしか知らないんですが……』

・黒　狼：『あの、では今、何が始まりましたの？』
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　正まさ純ずみは、両腕を広げたまま、前を見た。

　羽は柴しば勢が皆、こちらに片手の平を一度見せてから、浅あさ間ま許可の結界を張り、ひそひそと相談を始めている。

　自分はと言えば、笑顔のままで、左右の並びが視線を向けてくるのを感じながら、

　……あれ？

　説得力が足りなかっただろうか。
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・副会長：『どういう事だ一体！　向こうの疑ぎ心しん暗あん鬼きの壁は、私の平和と保護の訴えでも崩せぬ程に堅いものだという事か？』

・俺　　：『セージュン、オメエ、実は解わかってやってねえ？』

・ホラ子：『ハイではホライゾンが正まさ純ずみ様の役をやります。そして〝副会長　平和を説いて　甘引かれ〟と上の句を詠みますので下の句を用意して下さい。

　──ハイ、ナルゼ様早かった』

・副会長：『勝手に大おお喜ぎ利りするな……！』

・銀　狼：『というか向こうが更に警戒しましたけど、どうしますのコレ』

・あさま：『正純よりも平和を訴えて信用度の高い人が言ってみたらどうでしょうか』

・金マル：『誰だれでも良いって事？』

・立花嫁：『本ほん多だ・二ふた代よ、立ち上がろうとしなくて良いです。座りなさい』

・十ＺＯ：『うーん、ちょっとメアリ殿、どうで御座ろうか』

・傷有り：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　相手の警戒心を解けばいいのですね？』
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　清きよ正まさは、自分の母が手を合わせた笑顔で口を開くのを見た。彼女は満面の笑みで、

「皆様！　いろいろ不安はあると思います。でも正純様については不安に思う事はありませんから御安心下さい。確かに正純様は平和や安全を謳うたいますが、その後戦争になったりもします。でも最終的に勝利するのは正純様です。こちらへの合流を考えている場合、あまり不安になってもいい事はありませんので、ならばスッキリした気分で素直になってみてはどうでしょうか。正純様の仰おつしやる通り、私達は平和を愛する集団ですので、まずは正純様の事を信じてみてはどうかと思います」
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・黒　竹：『……清正さん、お母さんの方、何か人質でもとられてますかねコレ』

・６　　：『何だこの取り繕ってる感』

・黒　狼：『向こうも必死なのはよく伝わってきましたの』

・□□凸：『一回、向こうの身辺を洗ってみませんか？　その方が安全なような』

・巨　正：『えっとお……』
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・傷有り：『──どうでしたか点てん蔵ぞう様！　役目は果たせたでしょうか！』

・十ＺＯ：『Ｊｕ、Ｊｕｄ．！　警戒心を解いたとは、思うで御座るよ？』

・不退転：『警戒心は解いたけど二つくらい上にレベルアップされたわね』

・貧従士：『一体何が悪かったんですかね……。あ、素養は無しで』

・ホラ子：『強いて言うなら順番ですかねえ。初めにメアリ様が出ていれば正純様が後から戦争にしても相手は騙だまされたままだった気がします』

・副会長：『騙だましちゃ駄目だろ……！』
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　どうしたものか、とお互いが沈黙状態になった事に、三みつ成なりは気付いた。

　……コレ、話が進展しない気が……。

　こちらは万が一を考えて、警戒を解く訳には行かない。

　向こうも、しかし、他国との付き合いや、これまでの事を否定して受け入れる事は不可能だ。

　だとすると、両者を結びつけるものは何だろうか。
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・○べ屋：『実利だよ実利！　もう、いろいろ面倒くさいから、金で解決しようよ！　合流が最優先で、何かあったら金！　それでいいよ！　それでいこう！』

・ホラ子：『流石さすがハイディ様、先日まで何事もうどんで解決していた身は、こういう時に真理を突きますな』

・蜻蛉切：『じゃあ、うどんで解決するというのでいいので御座るな？』

・立花嫁：『いいので御座るな、じゃありません本ほん多だ・二ふた代よ……！』

・副会長：『うーん、流石に金で解決は無いが、他、実利で納得、ってのはあるか？』

・銀　狼：『やはり大和やまとではありませんの？　あれがとりあえず、お互いに必要で、そこに上下も何も無い、というのであれば、共通利益として架け橋になりますわ』

・立花夫：『いろいろな問題はあるが、お互いが合流するのは当然である、と、そのような象徴として、〝大和を受け入れる〟のは有りですね。大和を受け入れるならば、羽は柴しば勢も合流せざるを得ませんし、私達も羽柴勢を受け入れるしかなくなります』

・未熟者：『だけど大和には、対運命用としての、曖あい昧まいな付加価値がついてくるんだよ。

　でも、その価値の裁定は、未来が不確定だから出来ないんだ。

　誰だれか、大和が必要な価値を最低限でも確定出来ると違うんだけど』

・ベ　ル：『あ、あの、それ、ちょっと、……いい？』
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　三成は、片かた桐ぎりの母が手を上げるのを見た。

　武蔵むさし総艦長代理。それだけの地位有る人だ。彼女が何を言うのか聞いてみる必要を判断し、己は手で言葉を促した。すると武蔵総艦長代理は、

「あの、質問、いい？」

「何でしょう？」

「そっち、生いく緒おちゃん？」

「あ、は、はい！　何です!?」

　片かた桐ぎりに、母が問うた。

「前に聞いたように思うけど、……もしも、運命？　それと戦ったら、そっち、皆の、幸運な形も出てくるの？」

　ああ、と十じつ本ぽん槍やりの皆が頷うなずいた。そのまま視線を片桐に向けると、彼は会釈し、

「はい。……僕達は運命に目をつけられていますから、当然、そのようになります」

「じゃあ、生いく緒おちゃん達の見た未来より、〝これから〟は、悪い方にも、変わる？」

「そういう可能性もあります。……警告役としてこっちに来て、ここの部分ではすみませんが」

　と片桐が言っている間に、己は気付いた。

　向こうでも、第一特務や、第五特務が、同じように眉まゆを上げた。

　気付いたのだ。それはつまり、

「じゃあ、大和やまとの、〝幸運な形〟も、出るんだね」
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「確かに、その予想は成り立ちます。──以上」

〝大和〟は、大和の橋状艦橋の上で、対面するように並んでいる武蔵むさしの艦上を見た。

　遠く、中央後艦の艦尾側。そこにある教きよう導どう院いんの入口から、三つの影が出てきたのだ。

　大和本体の視覚素子で望遠を掛ければ、その内の一人が見える。

〝武蔵〟だ。

「──皆様の未来の中、敵として〝武蔵の幸運〟が出現したかどうかについて、これは推測や予想の範囲にありましたが、現状では確定して良いと判断出来ます。

　何故なぜなら、皆様の未来の記憶の中、武蔵は欠損しておりました。

　が、このところの相あい対たいなどを鑑かんがみますに、武蔵を欠損状態まで持ち込むには、やはり同クラス艦の存在があったと考えて然しかるべしです」

　つまり、と己は結論を述べた。

「ここに〝大和〟が存在しており、大和本体が存在している以上、〝大和の幸運〟もこれから先の未来に出現するものと判断出来ます。──以上」
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　じゃあ、と正まさ純ずみは言った。

「大和は絶対必要だな。流石さすがに武蔵一艦で、武蔵と大和の二艦を相手にするのは無理だ。

　これは以前、安あ土づち─大和と連戦して保もたなかった事からも確定だと思う」

　だから、

「そちらが価値をどれだけ釣り上げようと、正直、意味は無い。

　必須なのだからな。だからそのつもりでこちらは大和やまとを受け入れよう」

「だとすれば、武蔵むさし勢の対外的な判断は──」

　竹たけ中なかの言葉に、己は右の手を軽く上げて告つげた。

「全て受け入れるしかあるまい。大体、大和という大戦力が合流した時点で、各国は私達を牽けん制せいに掛かるだろう。そういう覚悟の上で、末世を解決するのだ」

　言った。

「最大の部分で利害は一致した。私達は合流せねばならず、その理由も明確だ。信用や他国云うん々ぬんではない。──創世計画にしろ何にしろ、武蔵と大和という戦力が必須なのだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──情とか駆け引きではなく、その実利ならばこちらも解わかり易やすいです」

　竹中が頷うなずき、自分達は襟えりを正した。

　この場にいる全員が、視線を見合わせ、馬鹿がこちらに問うた。

「これからどーすんだ？　セージュン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、合流は確定だ。後はその深度と、個別問題を可能な限り解決する。だが──」

　と言った時だ。扉を開け、二つの影が入ってきた。

　デカい。その表現の通りの二人。初めに入ってきたのは極東制服姿の、

「呼ばれて来たぞえ？　武蔵の子らよ。親子合流など、とりあえずのスタートは切れたと、そのように見ていいのだえ？」

　最も上がみ総長だ。そして彼女の後ろにやってくるのは、

「大御母様!?　何故なぜ……？」

　糟かす屋やの言う通り、人狼女王レーネ・デ・ガルウがそこにいる。

　疑問された内容に対し、狼おおかみの最大手が唇に指を当て、言葉を作った。

「ちょっとしたチェッカー役ですのよ？　貴方あなた達の、とりあえずは合流についての、ね」
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　どういう事か。大精霊クラスの二人が、自分達を眺めるような上座に座るのを見て、竹中は思案した。

　だが、答えはすぐそこにある。彼女達を呼んだのは、武蔵副会長以外にいないのだ。

　そして今、件くだんの二人はこちらよりも上に座り、人狼女王は自分達をチェッカーと呼んだ。ならばこれは、

「私達の合流について、チェックが入ると言う事ですかね？」

「今は非公式ですけど、私、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ代表ですの」

「私の方は、まあ、極東勢力代表と、そういう事よな」

　だとすれば、チェックの意味は解わかる。

「私達の合流を、他国に対して問題が無いかどうか、見て行くという事で……」

　何のためにそれを行うのか。ここから先を考えれば、流石さすがに解わかる。視線を送った先、三みつ成なりが顔を上げ、武蔵むさし副会長に告げた。

「これから先、私達が、他国からこの合流を咎とがめられないようにするんですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まだ仕込みはあるが、今日の分は出来ればそこまでを詰めたい。

　つまり、とりあえず合流を完遂する。だが、そこにおける問題をクリアするまで、私達は他の歴史再現などには触れず、対外的な行動も、定型分しか行わないようにしたい」

「そうよのう」

　最も上がみ総長が小さく笑って言った。

「武蔵と羽柴が合流するのだえ？　勢力として見た場合、大和やまとと武蔵が揃そろうだけでも脅威。副長クラス、特務クラスの数が倍となり、定住の場所を持たなかった武蔵はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクという定住地を得るのかもしれぬ。

　これは他国にとって恐ろしい事ぞ。ゆえに他国は、この合流について瑕か疵しを見つけようとし、そこに咎めを入れねばならぬと、躍起になるであろう」

「でも私達が、ちょっと貴方あなた達にとって有利過ぎる場所や、都合の良過ぎるところなどを〝チェックしておいた〟ならば、少なくとも小国レベルでは物言いがつけられませんわよね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。が、気になる事がある。それは、

「武蔵副会長。──そのようにして、合流を盤ばん石じやくとする意味は何ですかね……？」

「今後の行動を安定、安全化するためだ、というのではいけないか？」

「ならば私達は、合流の上で、一つ、やらねばならない歴史再現がありますよね？」

　それは、

「──関せきヶ原はらの戦いです」





●






　竹たけ中なかは、武蔵副会長の意図を悟った。

「神かみ代よの時代において、羽柴の死後、羽柴勢は分裂し、多くは松まつ平だいら側に流れました。

　その状態でぶつかり合ったのが関ヶ原の戦い。この戦闘の後、まだ羽柴側につくものもいましたが、大半は松平側に合流します」

　つまり、

「他国から見た場合、関ヶ原の戦いは、私達羽柴勢を解体するには最良の口実です。

　ゆえにこれまでの戦いにおいて、P.A.Odaも私達も、関ヶ原の戦いや、それ以後の前倒し再現を適用してきませんでした。

　しかしこの合流において、関ヶ原の戦いを適用しようと言うのですか、武蔵副会長」

「正式には、合流を関ヶ原の戦いとするのではなく、合流直後にそれを行いたい」

　武蔵副会長が、静かに告げた。何故なぜなら、と彼女は前置きし、

「──関せきヶ原はらの戦いにおいて羽は柴しば勢が解体されるというならば、そこでやはり私達の間には敵対関係に似たものが生じる。

　合流前にそんな状態になれば、やはり合流をしないという選択肢も生まれかねない。

　つまり──、合流を確定した後、武蔵むさし上にて関ヶ原を終えてしまいたい」

「談合と解釈ですか？」

「合流後ならば〝国内の歴史再現〟だ」

　それは如何いかなる事を示すのか。武蔵副会長が告げた。

「関ヶ原の戦いを、私達の談合と解釈を中心として〝無血〟にて終える。──その前準備として、個々の合流や問題を、大国のチェック下で完了させる。それが今の目標だ」

　どうだ。

「ヴェストファーレンで、戦勝国どもに下手へたな介入をさせない。

　協力してくれ、羽柴勢」
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　これだ、と正まさ純ずみは思った。会議前に皆に告げた〝気掛かり〟がこれだ。

「羽柴勢の合流を考えた時、損失を避けたい。ゆえに、他国も納得出来る内容で、しかし無血の、損失がない関ヶ原を思案し、出来ればいいと、そう思っている」

　どうだろうか。
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「一つ、質問があります」

　三みつ成なりは手を上げ、問うた。

「関ヶ原の戦いまでを、ここで終える。その事は解わかりました。しかし、関ヶ原の後、私達には東西の決着である大おお坂さかの役えきもあります。それも二回、です。

　これをここで終えないのは、何故なぜですか」

「餌えさだ」

　武蔵副会長が即答した。

「関ヶ原を終え、その後の大坂の役の二戦まで内々の談合と解釈で済ませた場合、各国は私達に対して敵意と警戒心を抱くだろう。何しろ、何にも干渉する事が出来なくなるからだ。

　だがそれは、ヴェストファーレンで私達をどのようにしてもいい、という事になる。

　それでは駄目だ。だから──」

「ヴェストファーレンに大坂の役を持ち込み、私達を〝攻撃させる餌〟とするんですね？」

　武蔵副会長の目指す事は解る。

　……関ヶ原の戦いで、まず、私達の合流の解釈と、基盤を確定させます。

　その上で、ヴェストファーレンにおいて大おお坂さかの役えきを各国にオープンな状態で行うが、

「大坂の役ならば、こちらに主導権があり、何をすれば良いかもわかっています。

　ダメージコントロールも可能ですね」

「ヴェストファーレン会議を大坂の役の再現と重ねられるなら、実質、会議の流れは私達が制御する事となる。各国主導の会議をやられるよりも、その方が私達にとっては有利な状況を作れると、そう考えている」

「──無茶苦茶です、武蔵むさし副会長」

　しかし、と己は竹たけ中なかを見た。

　軍師が、口を弧にした笑みを作っている。

　解わかる。武蔵副会長の言っている事は、こちら向きなのだ。

「ハイダメージ・ハイリターンですか」

「ハイダメージにしたいなら、関せきヶ原はらもヴェストファーレンに投げようか？」

「いえいえ、それは下準備として必要です」

　成程成程、と言いながら、竹中が両の手を合わせた。彼女にしてはひどく明るい声で、

「じゃあ、関ヶ原前に、お互いの〝準備〟を済ませちゃいましょーか」

　何の準備ですか、とは流石さすがに聞く気になりませんが、これは私の器の小ささゆえでしょうか。
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「今日は多分、個別問題済ませて、合流までやなあ……」

　生徒会居室にいる大おお久く保ぼとしては、浅あさ間ま神社の方に詰めていなくて正解やったな、というのが本音だった。

　向こうにいたら、気になってしょうがない。

　距離をとって、実況通神チヤツトと報告が来る状態にしているので、仕事が捌さばける。

　……しかし推移が気になるわな。

　始まりで手間取ったようだが、これは仕方のない事だろう。寧むしろ、出だしでお互いが警戒心と周辺状況に気付き、それまで議論を深くしなかったのは良い勘だ。

　あれが、〝何となく〟で議論を進め、後になってからいろいろな齟そ齬ごに気付いたならば、全てがやり直しになりかねない。

　その上で、自分が望むのは、

「今日中に、関せきヶ原はらの準備くらいまで行ってくれればな……」

　だが既に午後も半ばとなっている。

　……関ヶ原まで行くと、議論が保もたんか。

　そう思い、少し量の落ち着いた書類関係の表示枠サインフレームを見ていると、吐息が出る。

「御嬢様、少し、休まれてもいい時間では？」

「あっちの会議が終わるまでは無理や」

「……とはいえ御嬢様、今日中には、進行の限界もあると思いますが」

「合流の完遂までは行って貰もらわんといかん。これは、副会長も、向こうの竹たけ中なかも同じやろ」

　何故なぜなら、

「未明に、この星を一周して決着した羽は柴しば勢と武蔵むさし勢が、その日の内に合流をする。

　──他の国は、合流までにどちらかに付け入ろうとしていたろうにな。

　察しの良い国ならば、武蔵と羽柴の合流も視野に入れてると思うねんけど、そうでない国は、こちらが先手や」

「御嬢様も随分とお人が悪い」

「今の私達は、保身優先やろ。やれる事はやっとかんと」

　と、己は次の表示枠を出した。食糧供給のルートを、左右一番艦の艦内で広げたいという要望に、こちらとしては許可を与え、生活委員に決済を任せておく。

　……艦内も、まだ完全ではないわなあ。

　実のところ、まだ艦内の全ての場所に人が立ち入った訳ではない。自動人形による情報的精査や、浅間神社からの流体経路を通じた精査は済ませてあるが、海中に長くあった事から、艦内の深い部分では海水が残っていたり、真空状態の場があるのでは、と懸念されている。

　これが、通路や部屋ならばまだいいが、壁の間や隙すき間まともなると立ち入り程度ではお手上げだ。その探索範囲は、各部の確認と補修、点検と共に広がっていくが、食糧供給とそれに伴うインフラの整備は、武蔵むさしを正しく元の姿に戻していくものだと、己は思う。

　重力航行が出来て、戦闘が出来るより、やはり貿易艦として、また、都市艦としての機能が万全でなければ駄目だろう。

　……まあ、表層部から、元の生活に戻っていかせんとなあ。

　と、そんな事を考えた時だ。廊下の方からこちらを覗のぞき込む姿があった。

「オリオトライ先生」
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　三さん要ようもいる。

　大おお久く保ぼにとっては、二人とも、上級生の担任だ。

　彼女達は表示枠サインフレームに書かれた項目を幾つかチェックしながら、

「あら大久保に加か納のう、こっちで作業？　酒さか井い学長はもう来た？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒井学長なら、さっき、ヨシナオ教頭達と確認して行かれました」

　加納が応対する。次のタイミングで自分が、

「オリオトライ先生は、会議の方、出なくてええんですか」

「あー、まあ、今回は話をまとめるためのものだからね。実働と違うし」

　難しい立場やなあ、とは思う。担当する学生が〝親〟なのだから、何も思わぬ訳ではあるまい。ただオリオトライは、こちらの背後にある窓を見た。

　午後半ばを迎える空。北の方角を向く武蔵は、しかしこの中央後艦の艦尾側からでは各艦上の風景ばかりが見えてくる。

　浅あさ間ま神社。

　そちらに視線を向けたオリオトライが、肩をすくめる。

「まあ、上手うまくやってるんでしょ」

「Ｊｕｄ．、先程、講和とは別で、向こうからの質疑案件が出されましたけど、見ます？」

「さっき見たわ、正まさ純ずみから送られてきたから。これでしょ？」

　と、オリオトライが表示枠に文字の列を見せる。





・自分達の去就問題。何処どこの国に準ずるのか。

・Ｊｕｄ．にすべきかＴｅｓテスタメント．にすべきか。

・未来が確定ではなく、解わからなくなった。

・オリオトライとの関係をどうするか。

・ヴェストファーレン対策も含めての、合流。



「先生の事についても触れられてますけど、どうします？」

「どうしますも何も、空いてる時間に話をするしかないんじゃないかしら」

　と、三さん要ようが言葉を挟んできた。

「先輩、大丈夫ですか？　向こうの人達と、見解が違ってこっち来た訳ですよね」

「見解が違っても、同じものを望める結果になったんじゃないかしら。私はそう思ってるから、あとは向こう次第だけど──」

　オリオトライが表示枠サインフレームを閉じる。やや眉まゆを立てた笑みで言う。

「──向こうに参加したら、先生、どっちの味方にもなっちゃって、場が乱れるわね」
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　……こいつら、結構考えてきてるなー。

　というのが、羽は柴しば側から提示された相談案件に対する正まさ純ずみの、素直な感想だった。

　こっちもこっちで、会議前にいろいろ議題を上げていたが、それは講和とは別の、これまでにあった未解決なものを含んだネタばかりだ。

　ツキノワにメモを出させてみると、


・東あずまの非実在彼女[image: ]彼女の関係の復活と、過去の手配。

・私の御ご霊りよう平へい庵あん訪問[image: ]時間が空いた時に

・千八百七十三回[image: ]適時

・十じつ本ぽん槍やりの認知問題[image: ]講和にて要確

・義よし経つねやルドルフ二世の事[image: ]感謝しつつ出待ち

・大罪武装ロイズモイ・オプロの不調[image: ]気にはしておく



　……いきなり非実在彼女か……！

　向こうからしてみれば、何ソレ案件だろう。

　講和が終わった後でこれらを調査だなあ、と思いつつ、つまりまずは講和だ。

　羽柴勢が出してきた案件もだが、先に決める事がある。それは、

「──では本題だ」

　言う。

「後に関せきヶ原はらの戦いを行うため、本日未明の地球一周レースについては、あれを小こ牧まき長なが久く手ての戦いとして扱いたい」





●






　竹たけ中なかとしては、異の無い話だった。

「一昨夜の段階で、こちらの方もP.A.Odaの五ご大だい頂ちよう、佐さつ々さ・成なり政まさが前まえ田だ・利とし家いえを相手に小牧長久手の戦いを歴史再現として行いました。まだ足りない部分はあると思いますが、大枠、昨夜ゆうべの中で収められると思いますね」

「だったら──」

　それで行こうか、と繫つながる武蔵むさし副会長の言葉に、横から挟まれる一言があった。

「ちょっと、宜しいですの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は頰ほお杖づえをつき、

「──神かみ代よの時代の小こ牧まき長なが久く手ては、講和で終わりましたけど、戦闘としては松まつ平だいら勢が勝利。しかし織お田だ家を含め、他国が羽は柴しば側に改めてつく事を決めたために、松平は政治的な敗北をしますの。その構図が今、成り立ってますの？」
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　人狼女王は、これはテストですわね、と思いつつ、言葉を続けた。

「でも現状、武蔵勢は羽柴勢に勝利してますわ。そして羽柴勢は、他国からの支持を失いつつある状況ですの。これらをもって、小牧長久手の戦いというのは、無理がありませんの？」

　問うた直後。右手側の席から手が上がった。竹たけ中なかだ。彼女はこちらを見て、

「これは解釈の範はん疇ちゆうの話になりますが、羽柴勢はこれから武蔵勢と合流します。合流先の武蔵勢が他国からの支持を得ているならば、合流した私達も含みで支持をされている訳ですから、問題はないと考えています」

「あら、随分と寛大な話ですわね」

　ただ、己は頷うなずきを見せ、このように返した。

「──ともあれ、解釈が立つならば構いませんわ。責任はそれぞれ持つという事で」
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・貧従士：『──あれ？　いきなり引くとか、どういう事なんです？』

・あさま：『確かに、アッサリと認めてくれましたね』

・ホラ子：『珍しくネシンバラ様──!!』

・未熟者：『ああ、呼んだね!?　これは簡単さ！　解釈が出来るなら、無理筋だって良いと、とりあえずそういう事だ！　さあ、無理を押していこう！』

・貧従士：『いやそれは解わかってるんですけど──』

・俺　　：『俺おれ──！』

・銀　狼：『わ、我が王が前に出るなら私が担当しますわ！』

・●　画：『……いろいろ解りにくいムーヴの仕方ね……』

・金マル：『ともあれテュレやんが、何で〝解釈で済むならそれでいい〟と、そんな緩い基準をここで見せたのかな？　って事だよね？　アデーレの疑問って』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　まず六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしては、羽柴と武蔵の間に生じる事については、解釈が為なされていればとりあえず認めると、そういう事ですの。対外的に、〝表に出していいかどうか〟の基準を、まず〝解釈があるかどうか〟にした訳ですのね』

・賢姉様：『フフ、じゃあ〝責任はそれぞれ持つ〟というのはどういう事かしら？』

・副会長：『……解釈があれば、この場で六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは認める。しかし、後において発表した時、他国から攻撃されても弁護はしないと、そういう事か』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　つまりうちの母の基準をクリアしても、安心するなと、そういう事になりますわ』
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、六護式仏蘭西の代表として来ている。

　その事を理解の上で、横に並ぶ義よし光あきはこう思った。

　……六護式仏蘭西は、ヴェストファーレン会議で、仕切るつもりかえ。

　ここに来て、武蔵むさしと羽は柴しばに対して上座にいるという事からも、彼らより上にいると、そういう自覚があるのだ。

　武蔵と羽柴がこれから取り得る選択肢を確認し、行き過ぎならば制限する。

　そのようにして、合流する武蔵と羽柴の〝親〟であろうとする。

　ここに、〝親〟であり〝親の親〟でありつつ、最大戦力でもある人狼女王を派遣してきたのは、そのためだろう。

　この場にいるのが、毛もう利り・輝てる元もとであるならば、そこに六護式仏蘭西の全権の半分が乗るリスクがつく。年齢的にも近いため、お互いが意識し合い、場合によっては輝元が負けるという状況も生じよう。

　更に、輝元の場合、武力としては弱いため、ここで刃にん傷じよう沙ざ汰たが起きた時、護衛か何かがついていなければならない。

　だが人狼女王なら、これらの問題をクリア出来る。

　副長権限ではあるが、決定権は高く、しかしミスを犯しても、本国に上役がいる。

　有利な状況、この上ない。狼おおかみのくせに小ずるいのう、と、しかし少し感心する。力があって、判断もあって、その上で策を講じるからこその大国なのだと。

「人狼女王よ。貴様、確かな思おも惑わくあってここに来たのかえ」

　と向けた視線の先、会議を聞いている人狼女王が、先程から表示枠シーニヤカドルを何枚も出してはまとめている。

　本国からの指示や、議論の要点をメモしているのだろうか。

　ふと見た目に見えたのは、

「おい、人狼女王。……何を貴様、武蔵上の料理店や宿のパンフを集めておるのかえ」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、疑問する狐きつねに振り向いた。何でそんな事を問うのかと思いつつ、

「新武蔵むさしになって、表層部など再配置となりますわよね。当然、各店や施設が、客足を取り戻そうと割引サービスやクーポンとか、籤くじなど出しますのよ？

　先着必須のものもありますけど、今、優先的に武蔵に入れてるならば外交ダッシュで回収していくのは当然ではありませんの？」

　ほら、

「こちらの御宿、武蔵の夜景を眺められるロイヤルスイートが、何と期間中七割引！

　こっちの家族温泉ハチミツセットと一緒に満喫出来ますのよ!?」
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・ＡｎＧ：『滅茶苦茶こっちに聞こえてるんだけど、有りだと思う？』

・黒　狼：『ま、まあ、大御母様なら、有りだと思いますのよ？』

・６　　：『多た摩まのゲーセンのコインサービスは回収した』

・□□凸：『蜂はち須す賀かさん、もうちょっと別のところ行く気はないんです、か……？』
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　うちの母は、とミトツダイラはしみじみ思ったが、自分も行きつけの肉屋や本舗に納入する業者の〝再開サービス！　四し国こくで仕入れた豚共を丸投げ！〟というクーポンは貰もらっている。

　……ですけど、まあ、そんな事をしつつ、仕事はやる母ですわね。

　そう信じたい。

　大体、馬鹿をやっていても、母の立場やその有利点が変わる訳ではない。ならば、

「──正まさ純ずみ、先夜の戦いを小こ牧まき長なが久く手ての扱いとする事に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは問題ないようですわ。だったらそこから先、進めた方が良いのではありませんの？」

「いや、まだ小牧長久手の戦いとして、完全に認められた訳ではないだろう」

　と、正純が上座に視線を向ける。すると義よし光あきがこちら、武蔵側を眺めるように見ていた。

「──そうよの。今の人狼女王の応答は、羽は柴しば側のチェック。では私が問おうか武蔵勢。

　貴様ら、政治的に羽柴勢に負けておかねばならんのだが、その用意はあるかえ？」
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　アデーレは、皆に対して手を上げ、こう言った。

「言いにくい事ですが、皆さんが、他勢力に対して確実に負けてる要素が一つあります。

　それを使用しませんか」

「フフフ、何よアデーレ！　何か私達が負けてるところがあるっていうの!?　何それは！　ホラ、言ってみなさい愚弟！　早く言わないとアデーレの胸揉もむわよ！　何処どこ……!?」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　WHEREは酷ひどくね!?　というかアデーレ！　何が俺おれ達、他の国と比べて負けてんの!?　ちょっと俺、頭いいから解わからねえな！」

「そうです喜き美み様、WHEREではなくHOWが正解ではないでしょうか。ノットホエア！　イッツハウ！　さてアデーレ様、一体、何が他国に比べて劣っていると言うのでしょうか」

「副会長ぉ────!!」

　副会長が最も上がみ総長に向かってこう言った。

「この程度で見逃しておかないと、そっちにも累が及ぶぞ」
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　義よし光あきは考えた。しばらく考え、更に考え、ついでにもう少し、よく考えて、

「あのな」

　言ってみる。武蔵むさし副会長に視線を向け、

「羽は柴しば勢より、貴様ら、〝馬鹿だから〟でいいのかえ？」

　問うた先。武蔵副会長が半目で後ろを指差す。と、そこにいる馬鹿が、話しかけて欲しそうに目を輝かせていた。自分を仰ぐようにしてカモンカモンとムーヴまでつけている。

　無視した。こちらは半目を武蔵副会長に向け、

「……ヴェストファーレン会議で、他の国にツッコまれたらどうなるかえ？」

「ひどい事になる」

　即答された。更につけ加えて、

「私の方は、〝誠に遺憾である〟の言い方を複数考えておく必要があるだろうな……」

「……じゃあ、まあ、良いと言うべきであろうかなあ」

　何となく、これでいいのか、とは思うが、まあ議論の円滑化だと思う事にした。だが、

「小こ牧まき長なが久く手ての勝敗の解釈について、もうちょっと、何かないかえ？」

　自分でも、この要求はどうかと思いながら、そう言ってみた。
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　竹たけ中なかは、武蔵副会長が、やや考えてからこちらに手を上げたのに気付いた。

「？　何です？」

「そちら、〝大和やまと〟をここに呼ぶ事は可能だろうか」

「輸送艦の入艦規制が撤廃されてるなら、すぐに来られるかと思いますよ？」

　向こうが〝武蔵〟を相手にその辺りの許可を取り、すぐに対応が叶かなった。こちらとしては、何やら意味が解わからぬままだが、とりあえず〝大和やまと〟を呼んでみる。
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〝大和〟としては、突然の呼び出しに半目となる状況だった。

　何しろ忙しいのだ。恐らく、己がロールアウトして、その初日以来の忙しさだと思う。ここで現場の最前線を抜ければ、大和の調整などは十分単位での遅れが生じていくだろうに。

　だが、それでも、輸送艦を手配して武蔵むさしに乗り込んで来たのは、雑事ならば早めに終えた方が良いと言う事もだが、

　……同型艦！

〝安あ土づち〟の時も、未明の戦闘でも、自分が武蔵に乗艦する事はなかった。それが今、いきなりではあるが、乗艦要請が来たのだ。

　素敵な事だと判断する。

　何しろ己の本体と同じ作りをしながら、別目的として作られた艦だ。己の別の可能性を見ているのと同義で、構造や出力など、思考を巡らせるだけで自分が二倍になったような錯覚を人工の頭脳に受ける。

　輸送艦が接近し、止まり、浅間神社の脇わきに降下。略式乗艦処理を済ませつつ、タラップを降りて武蔵の表層部に足をつける。警護隊の者が気をつけるように言うが、

　……あ。

　足裏から伝わる感触と、床下に僅わずかながらに入った震動を読み取り、艦の組成を感じた。

　ソフトだ。

　大和が戦闘艦として各所を硬く作っているのに対し、武蔵は表層部に自然区画も多くあり、居住区も存在する。また、輸送艦としての耐衝撃ブロックも有しているのだろう。響いた音がすぐに消え、奥底が見えなかった。

　海のようです、と思い、自分が陸上生活をしていれば森のようだと思うのかと、そう思った。ともあれ気を遣わねば深しん淵えんに落ちていきそうな足音の響きとスキャンを重ねながら、己は導かれて浅間神社の境けい内だいに上がり、会議の場へと入っていく。

「Ｔｅｓテスタメント．、〝大和〟参上しました。──以上」

　と、正面を見ると、会議場の中央に机が一つ置かれ、向こうに武蔵総艦長代理がいた。

　この構図は、何だろうか。
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〝大和〟としては、呼ばれた意味を知っておきたかった。なので竹たけ中なかを認めると、

「竹中様、今度はどういう事でしょうか。──以上」

「いや、〝今度は〟って、前に何かした憶おぼえはないんですけどねー……」

　自覚がない人類は手間の掛かる生物だと判断する。ともあれ、やや高めの机の向こうでは武蔵むさし総艦長代理がこちらに顔を向けており、

「ええと、その」

「Ｔｅｓテスタメント．、一体、どういう事なのでしょうか」

　と言った時だ。不意に横に人影が来た。武蔵総長の姉だ。

　いつの間に、と思うより先に、彼女が拡声器を胸の間から取り出して声を上げる。

「淑女とか紳士の連中──!!　ではこれより武蔵勢と羽は柴しば勢の決着を行うわよ──！」

　彼女が、言いつつこちらの右袖そでをあっさり捲まくり上げる。

　固定。そして対する武蔵総艦長代理も、右の袖を捲った。

　武蔵総長の姉の誘導通り、目の前の机にお互いが肘ひじを乗せると、

「では勝負──!!」

　腕相撲ずもうと来ましたか。





●






　三みつ成なりは、こちらに背を向けている〝大和やまと〟の声を聞いた。

「羽柴様。……何故なぜこうなったのか、後でしっかり聞きますので。──以上」

「いえ、あの、私、これを提案した憶おぼえはないんですが……」

「──以上」

　……あっ、無茶苦茶怒ってますねコレ……！。

　どうしたものか。横の竹たけ中なかが視線をこちらから逸そらしているのが問題な気もする。

・巨　正：『でも、体格差から見ても、〝大和〟様が有利ですね』

・きめえ：『出力的に見ても〝大和〟が有利よ。自動人形の駆動系として、人工筋肉とワイヤーシリンダーの兼用だもの』

・黒　狼：『──逆に、武蔵総艦長代理の方、大丈夫ですの？』
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　武蔵側の方は、綿密な打ち合わせに入っていた。

　正まさ純ずみは、既に構えている向むか井いに対し、声を送る。小こ牧まき長なが久く手ての要件として必要なのは、

・副会長：『向井、負けるのが目的だからな？　あまり無茶して、怪我けがをしないでくれよ？』

・ベ　ル：『う、うん、適度に負ける？　だっけ？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、ここで鈴すず様が華麗に敗北する事で、鈴様の株がまた爆上がり決定。ホライゾン以下武蔵の面々はその配当で今後も安全に生活出来ると言う訳です』

・労働者：『ビミョーに否定出来んな!!』

・銀　狼：『でも鈴、手を抜いたら駄目ですのよ？　力を抜いてると、向こうが勢い任せに来た時抵抗出来ず、肘ひじや肩を痛める原因になりますわ』

・ベ　ル：『う、うん、気をつける、ね』

　いろいろアドバイスなども飛んだが、向むか井いならば大丈夫だろう。

・副会長：『──よし、では向井、上手うまく負けてくれ！　頼むぞ！』
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〝大和やまと〟は思った。これはなかなか難儀なミッションです、と。

　武蔵むさし総艦長代理を、上手く負かさなくてはいけない。が、勢いで行けば、彼女の腕を痛めてしまうかもしれない。この辺り、加減を入れたいところだが、手を抜いていては〝勝った〟ように見えないだろう。下手へたをすれば勝負が無効になりかねない。

　……あと、これは、よく考えたら相あい対たいですね。

　しっかりせねば。記録にだって残るのだ。

　ゆえに自分は、武蔵総艦長代理より先に構え、手を広げた。

　すると向こうが、応じるように手を広げ、

「じゃ、じゃあ、御願いします」

「Ｔｅｓテスタメント．、こちらこそ御願いします。──以上」

　手を握り合う。意外に握力が強いですね、と思った瞬間。武蔵総長の姉が声を上げた。

「両者構えた処ところから──！　八はつ卦けグッドで勝負スタート──!!」
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〝大和〟は動いた。武蔵総艦長代理に、恥を搔かかせる訳にもいかなければ、負傷をさせる訳にもいかない。

　こういう仕込みの相対ならば、形式的な対応が出来る自分の役目だ。ゆえに、

「……！」

　と、スムーズに腕と上半身に力を込め、押し込んだ。

　直後。

「え？　──以上」

　天井が見え、気付くと後頭部から床に激突していた。

　打音が響き、衝撃に一瞬視界が揺らぐ。

　負けたのだ。
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「……あれ？」

　アデーレは、首を傾かしげた。

　何かがおかしい。今、目の前に見えているのは鈴すずの背だが、身体からだを前に倒し切ったその姿の向こうに〝大和やまと〟がいない。

　否、腕は見えている。机の向こうに落ちていく肘ひじから上は、どういう事かと言えば、

「勝利者、鈴──!!」

　喜き美みが鈴の空いている腕を持ち上げているが、これでいいのだろうか。





●






　鈴は、何かよく解わかっていなかった。

「え？　え？　どういう、事？」

「いや、あの、鈴さんってそんなゴリラパワーでしたっけ？」

　浅あさ間まの問いかけに合わせ、自分は首を横に振る。そしてミトツダイラが顔を上げて言った。

「私程ではありませんけど、瞬発力ですわね」

「確かに腕相撲ずもうは瞬発力が勝負です」

　と誾ぎんが、ミトツダイラの言葉を補足した。

「しかし、……総艦長代理が、瞬発力を鍛えるような訓練をされていたでしょうか」

　そこらへん、自分も良く解らない。訓練と言えば体育の授業くらいしか思いつかないからだ。

　……あ、一応、朝のランニングとかに付き合う事はあるかな……？

　もっと持久力をつけよう、というのは、昨夜ゆうべ、真さな田だ・信のぶ繁しげの対応をしていて思った事だが、それは瞬発力とは違うし、腕力などとも違うものだろう。

　ならば何が、と思った時。アデーレが手を上げた。

「湯屋です！」

　……うち？

　何で湯屋が？　と思う間に、彼女が言葉を重ねる。

「湯屋の掃除で、毎日モップ掛けとかしてるじゃないですか。アレですよ！」
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　アデーレは知っている。目が見えない鈴は、基本、清掃の内、汚れを取る事については白しろ藻もの獣などに任せ、自分は洗浄の方を担当しているが、

　……それでもブラシとかモップを使わない訳じゃありません！

　日常動作の延長だが、それを十年以上、ほぼ毎日続けていれば、それなりのものとなる。

・武蔵野：『当艦の運航中、ずっと鈴様は艦の模造や周辺の造形と操作をされている訳で、そのテキパキ振りの基礎は何かと思っておりましたが、謎なぞが解けました。──以上』

・武　蔵：『確かに、即座の反応は出来ても、即座の手て捌さばきが出来るかどうかは、それなりの鍛錬が必要ですね。こちらとしても謎が解けました。──以上』

　そういう事だ。つまり、

「手を出すような動作だったならば、鈴すずさん、一般人としては相当なものだと思いますよ」

「それ、今の状況に対してはよくないんじゃないさね？」

　……そう言われてみるとそうですね！

　成程なあ、と副会長が腕を組んで言う。

「誰だれだ一体、腕相撲ずもうでケリつけようとか発案したのは」

「お前だよ……！」

　と皆でツッコむと、副会長が一歩狼狽うろたえながら抵抗する。

「私は提案しただけだぞ！　採用したのは総意の多数決だから、これは民主主義として遺憾な手の平返しである……！」

「じゃあ今、多数決でセージュンの責任にするから被かぶってくれる？」

　会計補佐もなかなか鬼だ。だが、そうやっている間に、向こうから〝大和やまと〟が起き上がった。彼女は半目で一つ頷うなずき、

「大丈夫です皆様。──今のは予行演習です。──以上」

　言うわね……、と伊達だて家副長が小さく呟つぶやいて、同意はするが頷かない事とする。

　そして〝大和〟が低く身構え、鈴に言った。

「武蔵総艦長代理！　これが本番です！　──以上！」
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　竹たけ中なかは、総艦長クラスの自動人形が腕相撲で一回転するというレアな光景を、本日二度目のものとして見た。

　一回目の時よりも派手に後頭部を打った音が響き、パンツも見えたがまあしょうがない。

・きめえ：『最初から関節外しておいた方がよかったんじゃない？』

・カニ玉：『でも勢いは良かったですよね！　最初も後も！』

・巨　正：『しかし、武蔵むさし側が勝ってしまいましたけど、コレ、大丈夫なのでしょうか』

・ＡｎＧ：『大丈夫か大丈夫じゃないかで言えば、〝大和〟の一人負けじゃないかな？』

　皆、なかなか手厳しい。
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　……これは厳しい結果ですね……。

　浅あさ間まは、鈴の湯屋の手伝いに何度か行った事がある。湯屋の脱衣場を使っての女子会議やお泊まり会、空詠みカラオケ大会などあった時は、率先して皆、湯屋を手伝うのだ。

　浴場の清掃の際、鈴は基本、水みず撒まきをして、自分達が床面の汚れをブラシなどで排除する。が、それはつまり、普段は鈴がそういった作業をしていると言う事で、

　……鈴すずさん、裁縫などもしますから、手て捌さばきとか、かなりしっかりしてる方ですよ。

　とはいえ、よもやここまで、というのが本音ではある。

・銀　狼：『腕相撲ずもうでは、腕力よりも上半身の押し込みと下半身の強さですものね……。

　鈴の腕力がなくても、体重分のアタックが一瞬で掛かれば、吹っ飛びますわ』

・十ＺＯ：『鈴殿、たまにフライング気味な事をする事があったで御座るが、やはり日常が鍛錬となって御座ったか』

・銀　狼：『でもまあ、瞬発加速を出来なかった三み河かわでの私が、鈴の〝市民としての敗北〟を上回って動けましたもの。戦闘系には劣る、一般人のクラスでしょう』

・不退転：『戦艦の総艦長クラスでも、フィジカルは別という事ね』

・あさま：『で、どうするんです？』

　と言った浅あさ間まは、何故なぜか皆が自分に視線を向けている事に気付いた。

　……え？

「何です？　皆」

「いえ、浅間様、こういう苦しい時は、浅間様が自分を犠牲にしたギャグで切り抜けるものと大体は見込まれてますので」

　ホライゾンが、後ろ手に〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を渡そうとしているが、それを使えという事だろうか。というかいつの間にそんな役目を。

　ただ、口を横に開いて「どうしよう……」と二勝目の感想を呟つぶやいている鈴を見ると、救わねばいけないとも思う。

　ゆえに己は腰を上げ、皆に対して、努めて笑顔でこう言った。

「これは、……アレですよ！　アレ！」

「アレ!?　アレですの!?　まさか、大きくて両側に大きな玉がついた硬い棒の……！」

「ミトのお母さん、それは鉄アレイです、違います」

「──まあ、何で解わかりましたの!?　第二ヒントで〝手で包むように握って上下しますの〟まで考えていましたのに！」

　何か喜ばれました。

　だが保護者のいい反応が得られたなら、こっちとしては話のスムーズを感じる。

　だから持論を進めようと思った時、ミトツダイラの母が笑顔で言った。

「でも、〝それは〟鉄アレイという事は、鉄アレイ以外の〝それは〟もありますのよね？

〝違います〟と言いましたし。──では一体何が前提でしたの？」
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　母が赤面で俯うつむいて使えなくなったのは母のピンク臓器がフル回転した結果だと思うが、豊ゆたかとしては母の言動に思うところがあった。

　こういう時、上手うまく言いくるめ……、というか視点の違う言葉を持ち込み、全体を納得させるのも巫女みこの仕事であり、母の得手だったのだ。ならば、

「つまり、こういう事です」

　己は、母をサポートするため、手を上げて皆に言った。

「──父さんのはそのくらいじゃ済まないという事です」

　告げた。

　そして、己は、皆が黙っているのを見渡し、ふと気付いた。

「あっ」
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・黒　狼：『何言ってますの──!?』

・ゆたか：『あ、いや、何となく母さんを内心でリスペクトしていたら、この世界では父さんもいる訳ですから、両者をリスペクトした方がいいかと思って……』

・６　　：『思っても言うな』

・きめえ：『というか、もう、そういう関係なの？』

・ＡｎＧ：『何か総長が死んで生き返らせるのにあの世で合体とか、そんなトンチキやったって報告がさっきあって〝また冗談を〟って笑った憶おぼえがあったけど？』
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・ホラ子：『確かに調子に乗るとアレですが、先端を畳でシュっとやると刺激が強過ぎて動けなくなったりするので、鉄アレイくらいじゃ済まない、は些いささか誇大広告ではないでしょうか』

・金マル：『お？　お？　ホライゾン、ちょっと前出るねえ、いいねえ』

・俺　　：『あ、でも、俺おれ、鉄アレイと違って、皆に供給してるパワー分、出せるぜ……！』

・あさま：『トーリ君、鉄アレイ振ってて出たら事件性が高過ぎでしょう。神しん道とうだったらそこから神が産まれると思いますけど』

・銀　狼：『智とも！　智！　話について行ったら駄目ですのよ!?』
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　何やらビミョーに場がホットになって、豊ゆたかは、しくじって良かったと思った。

　……いや良くないですよ！

　ただ、父や母、母大家達が仲良くしているのは見ていて安心出来る。自分にとって、ずっと母が置いてきてしまったものを、目の前に見ているのだから。

　しかし、先程の話は続いている。ゆえに己は、保護者組にこう言った。

「これはつまりアレです。──負けるが勝ち。そういうじゃあありませんか」

　それに、と言葉を繫つなげる。

「実際の小こ牧まき長なが久く手ての戦いも、羽は柴しば勢はある意味、負ける部分があった事で松まつ平だいら勢や他の大だい名みよう、武将達を納得させられたのだと思います。これは松平勢も同じで、もしも羽柴側が優勢になっていたならば、松平を滅ぼすしかなく、それは極東全体を巻き込む戦争に発展したのではないか、と思います」

「何故なぜ、そう言えるのかえ？」

　……え？

　今の自分の台詞せりふは、聖譜に示された内容からの推測だ。

　状況としてみた時、小牧長久手の戦いは、羽柴が織お田だを飲み込み、他家の支持をとりつけたところで終了となるが、これは松平側が講和に乗ったからだと言える。

　その判断の基準となったのは、

「松平側が、羽柴側に抵抗する力を見せ、対抗勢力としての存在感を誇示出来た事。

　そして、羽柴側も、これ以上の戦争を行えば、松平側に表だってつく者が出てくるかも、と、そんな事を考えたからではないでしょうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、なかなか正しいのう」

　と、義よし光あきが小さく笑った。が、更に彼女はこう言った。

「羽柴が、負けるが勝ち、を選んだ理由。もう少し突っ込めるのはおるかえ？」

　……もう少し？

　正直、ここから先はよく解わからない。聖譜に書いてある事から察する以上となると、他の戦争や、政治などの知識がいるだろう。だとすればお手上げで、自分はここまで引っ張れた事を良しとしよう。

　対面。父が母大家と共に、こっちに親指を上げていて嬉うれしくなる。母も会釈を送ってくれて、敵ではないのだと、改めて、何度目かの安あん堵どを得る。

　向き合っているが、もはや現在、保護者枠を相手に説得の共同作業中なのだ。

　そして不意に声がした。糟かす屋やの母の母だ。彼女が小さく手を上げ、こちらの方を見て、

「ハイっ、ほらっ、うちの子の子！　手を上げて！　答えられますわよね!?」

　まさか、参観日の保護者ムーヴがここで見られるとは。
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　糟屋としては、この流れはすこし戸惑うものだった。

　対面、母は何もかもから視線を逸そらしていて、逆に母の母の方は超乗り気だ。ただこちらも御指名となると考えなければいけないものだし、

　……それに……。

　さっきから、匂においが凄すごい。

　父の匂においだ。母の匂いは過去で憶おぼえがあるものだが、父のは至近だとこれがほぼ初となる。

　こんな密閉された空間で、自分に連なる匂いのベースが正面にあるのは、結構来る。何が来るかというと、安あん堵どというべきか、帰巣というべきか、帰属というものかもしれない。

　自分の生まれた根源の半分が、そこにあるのだ。

　更には自分の匂いがあって、豊ゆたかや片かた桐ぎりからもそれは来る。

　しかもその上で、母の匂いがあり、その元としての母の母の匂いもある。

　会議場ではあるが、自分にとっては、完全に自分に連なる匂いの博覧会だ。

　……何ですのコレ……！

　たまらん。ここには間違いなく自分の敵はいない。家族まみれというか何と言うか。ここで寝てしまうと、恐らく人生最良の安眠が出来るのではないだろうかと、そんな事を思う。

　まだ自分は子供ですのねー、としみじみ考えつつ、

「お答えしますの」

　何故なぜ、羽は柴しばにとって、負けるが勝ちだったのか。それは、

「当時の松まつ平だいらが、駿河するが、江え戸ど方面への影響力を高めていた事に由来しますの」

「どういう事かえ？」

　自分達も慶けい長ちようの役えきで江戸方面に出たから、この辺りは解わかっている。

「羽は柴しばは、天下を治めるために、関東、奥おう羽う、そう言った場所に検地を行い、支配をしていかねばなりませんでしたの。しかし関東や奥羽に対しては松平の方が影響力が高いんですの。

　そんな状況でこのまま争いを続ければ、関東、奥羽の大だい名みよう、諸家が松平につきますし、そうなったならば、真さな田だや、また織お田だの一部も敵に回る可能性がありますの。つまり──」

　己は最も上がみ・義よし光あきを見た。

「極東の東側と西側。その雌し雄ゆうを決する事を、羽柴は恐れたんですの。

　ゆえに関せきヶ原はらの戦いでは〝東軍・西軍〟と東西で呼ばれますけど、この小こ牧まき長なが久く手てでは羽柴勢と松平勢という二派程度の言い方で分けられますのよね」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　と最上・義光が椅い子すに浅く座った。足を組み、楽にして、

「羽柴は最上の恨みを買っておるし、伊達だても反乱を起こす素振りを何度も見せておった。

　武たけ田だは滅びた後に大部分が松平に合流しておるし、北ほう条じようも同様。

　そのような関東以東に対し、羽柴は勢力差を見せつける事でしか支配の正当性を教える事は出来なかったのだえ。それに比べ──」

　一息。

「防衛や侵攻のためもあるとはいえ、関東や奥羽を繫つなぎ、開こうとした、またはそれだけの力のある松平には、私達も荷担もしたくなるもの。

　羽柴が負ける事で勝ちを得ようとしたのは、そういった構図の表面化に繫がる可能性も避けた、という事よの。そしてまた、松まつ平だいら側も、当時の状態で東西戦いになったら、勝ったところで消耗が激しく後の治世に繫つなげられぬ。

　両者の思おも惑わくが、未来も含めて手元で合致したのが小こ牧まき長なが久く手ての戦い。私などはそう見ておるが、まあ、ちと、浅ましいかのう」

「……何が、浅ましいんですの？」

　豊ゆたかがこちらを見たけど貴女あなたの事じゃありませんのよ？

　ただ、最も上がみ・義よし光あきが一息を入れてこう言った。

「羽は柴しばは我らを恐れていた筈はず、と、そのような影響があったかどうかは定かではないが、しかし実際、──どうだえ？」

　ココ、と狐きつねが笑う。

「酷ひどく、邪魔であったろう」

　その声に応じたのは、自分ではなかった。

　竹たけ中なかだ。彼女は肩を落とし、嘆息付きで、

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵むさしを関東に封じてからの援助、そして慶けい長ちようの役えきでの加勢や、各所での援護など、面倒だったのは確かですね」

「伊達だてが、メジャー過ぎて逆に身軽な動きが取れなくなってる部分があるからのう。……そこの伊達・成なる実みが奥おう州しゆう勢として武蔵勢の〝中〟で存在感を発揮しているならば、〝外〟でも発揮する分が必要。これは私と義よし姫ひめとの繫がりも含めての事ぞ」

　しかし、

「……竹中、今の言葉、こちらには良い報償ぞ。駒こま姫ひめが聞いたら、慌ててフォローの贈り物でもしなければと、そう言うであろうの」

「では──」

「こちらの私的なプライドも理解しているようならば、文句はないぞえ。

　──小牧長久手の戦い。文句をつけるものがあれば、関東以東、諸家含みでそれを返そう」
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・巨　正：『──これで、小牧長久手の歴史再現としては終了ですか』

・大　和：『あの、私、倒れてから〝何かいい話〟が始まってしまいまして。自動人形なりに空気読んで倒れたままなのですが、御指示ありますでしょうか。──以上』

・６　　：『何を言えと……』

・□□凸：『同情してるのか突き放してるのか解わからないですよ蜂はち須す賀かさん……！』

・８４８：『ええと、あの、じゃあタイミングを見計らって退場と言う事で……』

・きめえ：『でもこれ、後でまたすぐ呼ばれそうなパターンよね』

・黒　狼：『ま、まあそれはそれとして、じゃあ、次は私からですの？』
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　しずしずと腰を屈かがめて出て行く〝大和やまと〟を見つつ、糟かす屋やとしては、少し緊張を伴うところだった。何しろ自分達から提示した案件のトップが、


・自分達の去就問題。何処どこの国に準ずるのか。



　こういう内容だ。

　この現場には問題の当事者となる母も、母の母もいる。

　そして竹たけ中なかと武蔵むさし副会長が、手元の表示枠レルネンフイグーアに先程の案件の羅列をエントリーした。

　……始まりますのね。

　と、思った時だ。武蔵副会長が手を上げた。

「糟屋・武たけ則のりに質問したい。──これが一番大事だと思うんだが、君は一体、何処の国に所属をしたい？」

「え？　それは、その、──武蔵むさしですの」

　周囲の皆も頷うなずくが、これは当然と言えば当然だろう。羽は柴しば勢は武蔵に合流するのだ。

　だが、母の母が、横からこう言った。

「たとえばネイトは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ所属で、武蔵へは派遣騎士として入ってますの。

　よってネイトの場合、完全に武蔵の住人という訳ではありませんのよ？」







[image: 第八章『煽り場の煽り人』]
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「二重国籍？」

　という蜂はち須す賀かの言葉に、豊ゆたかは首を横に振った。

「神しん道とうの、氏うじ子こ制度ですね？　母さん」

「ええ、その応用ですね、ミトの方に掛かっているのは」

　と、母が表示枠を展開する。そして彼女は、糟屋の母の母に対して視線を向け、

「神道は氏子制度と産土うぶすな制度という教譜的な住民サービスを持っていて、これは武蔵むさしや各国の持つ市民としての法によって作られる戸籍や国籍とは別の、教譜的なものです。

　武蔵は各国からの亡命者など多くて、国籍関係の処理が複雑な事や、書類式の登録では違法も行われやすいので、神道の氏子制度と産土制度を前に立て、術式、加護的な保証を行い、法的な籍による徴収などを連動させていると、そう言う訳ですね」

「その場合、うちの子はどうなりますの？」

「氏子の権利が連動しているので、武蔵内で氏子として活動出来る範囲の行為は、許可が為なされます。また、氏子としては別に、市籍の権利も行使出来ますが、武蔵はその自治権限において、氏子の権利をかなり高めに設定されています。

　氏子ならば、市籍側と連動して、たとえば産土や本籍が他国でも、被選挙権があります」

　……うわあ、勉強になります……！

　母との設定関係の差異は、そういう部分があるのだろう。

　母は間違っていなかった。

　だが、今の母の説明だと、一つの懸念が生じるだろう。それを糟かす屋やの母の母が言った。

「だとしたら、他国のちょっと出来る人材を武蔵に送り込んで氏子にして、そこで生徒会などに立候補させ、間接支配が出来てしまいませんの？」

　あ、と己は手を上げた。その疑問には神道関係者として答えられる。

「氏子登録している以上、その土地に対して不利益な事をしようとしたら、神罰が下ります。生徒会などに立候補する場合、特にその辺り、キツくされると思います」

　向こうの会計と補佐が、軽く腰を浮かせたのは何故なぜだろうか。
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・●　画：『つまり武蔵はうどんに守られていたのね……』

・あさま：『いや別に、うどん限定じゃないですよ……！』

・ホラ子：『先日ちょっと興味本位で調べたら、賭かけ事で違法を働いた者でニョドーから流体六面ダイスが多量に出るというのがありましたねえ』

・あさま：『ああそれ、比較的新しい判例ですね』

・金マル：『うどん限定の方が人に優しくないかな？』

・現役娘：『ちょっと！　ちょっとネイト！　何ですのソレ！　新しいプレイですの!?』

・銀　狼：『私は関係ありませんのよ──!?』





●






　つまり、と豊ゆたかは言った。

「武蔵むさし上では、成文法とは別で、教譜の法によって管理が為なされてます。

　これはTsirhcツアーク系でもありますが、Tsirhcの場合、政教の対立が長く続き、国家の権力が強くなったため、そちらの法が強くなってしまいました。教譜側に多くの権利を委ゆだねる事が出来ないので、成文法優先となり、国籍などの縛りが厳しいですね」

　人治か、人と神で治めるか、という差だ。

　前者は教譜の力を人の下に置くため、その加護や術式を生産品として扱い、自由に出来るが、一方で〝神頼み〟のような事が出来ず、人が何もかもやる事となる。

　後者の方は、神が人の上にいるため、いろいろな事に許可を取ったり機嫌伺いも必要になるが、神様任せにしておける部分が大きくなる。

　国が固まっていて、隣国と地続きで即座の対応が必要な欧州では、小回りが利く人治が有利。

　国が閉じながらも複雑な構成の武蔵では、人と神が治めて多種の問題に取り組んだ方が有利と、そういう事だ。

　暫定支配下において、各国が極東側を〝融通〟のために使うのはそのせいだ。

　小回りのために巫女みこがいて、武蔵では行政とも連動している。

　この辺り、Tsirhcや他教譜に対し、各国がどのようなアレンジをして関わっているのか、今更ながらに調べてみたくもなるが、これは母から継いだ教譜オタクの血のせいだろう。

　ともあれ今は話題が違う。己は、糟かす屋やへと視線を向け、

「糟屋、貴女あなたが武蔵へ行く場合、基本として国籍を気にする事はありません。武蔵に来て神しん道とうを教譜とすれば、術式や加護の違いはあれ、権利的には今まで通り生活出来ます。

　無論、国籍を武蔵にした方が、サービスは多く受けられるし減税もありますけどね」

　言った先、糟屋がこちらに目を向けている。異母姉妹、望む事は大体同じだ。獣変調の尻尾しつぽは収まっているが、帰属先を求めてもいい頃ころだろう。

「糟屋は今、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に所属していますが、武蔵をメインの住まう場所としますか？」
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「お待ちなさいな」

　と、母が言葉を作るのを、ミトツダイラは聞いた。母は、机の上で指を絡め、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、人狼ルウガルウ王家の土地があります。広大な森で、精霊が多く住み、水源も豊かで私の実家があり、そこで私はうちの人と出会って想おもいを育はぐくんでちょっと手助けあって杭くいを突っ込んで貰もらったりで二十四日間を──」

「御母様！　何か要らん昔話になってますのよ!?」

「ネイト、大事な事です。貴女あなたの発生に──、直接関係したのは後の事ですが、まあ相性問題の解決と準備運動と言う事で。それで──」

　それで、

「──何の話だったか言ってみなさいネイト」

「む、昔の事に意識飛ばして肝心の問題をド忘れしましたわね……？」

「何言ってますのネイト、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにあるうちの土地をどう扱うかという話ですのよ？　さあ言ってみなさいネイト」

・金マル：『──テュレやん、トバし方が超スゲーんだけど、何コレ一体』

・ホラ子：『自己回収した上で振ってくると言うのは新しいですね。流石さすがはミトツダイラ様のカーチャン様……！　さあ、ミトツダイラ様の返しが大変です』

・あさま：『ミト！　何かあっても私に回すとさっきみたいになる事は理解しておいて下さいね!?　絶対ですよ!?』

　どうしたら。

　とはいえこちらには、皆の視線が向いている。しかしその一方で、

　……これ、私が答える事ですの？

　糟かす屋やの問題では、と思いつつ、一応、聞いてみる。

「御母様、ちょっと聞いておきたい事がありますの」

「何ですの、ネイト」

「曾ひ孫まごを抱く気はありますの？」

「ネイト、物事は正しく表現をなさい」

「……子の子の子を抱く気はありますの？」

　全力で付き合ってみた、とは思う。すると母は、

「子の子の子の子くらいまで、長生きするつもりがありますのよ？」

　じゃあ、と己は言った。

「その時決めればいいんではありませんの？」

　ネイト、と母が言った。嘆息つきで言葉を作った。

「それじゃ面白くないじゃありませんの」

「ほ、本音が出ましたわね!?　単に引っかき回したいだけですのね!?」

「ネイト、誤解がありますわ。良いですの？」

　母が、己の胸に両手を当てて言う。

「貴女、この母が人狼ルウガルウの女王で、強くて格かつ好こ良くて美しくて戦艦の砲撃食らっても死なないからといって、不死の何かと思ってませんの？」

「試しで聞きますけど、死にますの？」

「銀の杭くいを心臓に打ち込まれると死にますわよ？」

「本当ですの？」

　ええ、と母は頷うなずいた。そして天井を見上げ、

「でも今、御父さんといろいろ共有してるから、駄目かもしれませんわね」

「それはつまり御父様が先に死に掛けるパターンですのよ……！」

　自分と王の場合はどうだろうか。だがこちらは比率的にあまり酷ひどい事にはなってないと思う。多分。セーフ。

　だが母は、もう一度自分の胸に手を当てて言った。

「でもネイト、解わかりますの？　今の話は、御父さんが亡くなったら私も儚はかなく散って行くという、そういう事ですのよ？」

「……行き所のない欲求が爆発四散しますものね」

「ネイト、貴女あなた、母をエロ風船か何かと思ってませんの？　まあ否定しませんけど」

　スゲー……、とマルゴットが小さく呟つぶやいたが、聞こえなかった事とする。

　ともあれこちらとしては、気になる部分だ。

「御父様が、つまり、基準ですの？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と母が頷いた。そして、静かな瞳ひとみをこちらに向け、

「いずれは私も後代に全てを受け継がせる。そういう事ですわ」

　待った、と手を上げたのは正まさ純ずみだ。彼女はこちらとアイコンタクトを一瞬取り、話に加わる意思を告げた上で、

「──人狼女王レーネ・デ・ガルウ。つまり貴女は、ミトツダイラや糟かす屋や・武たけ則のりに、自分の領地を譲るという事なのか？」
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　流石さすがですわね、と人狼女王は思った。

「──譲る訳ではありませんわ。受け継いで貰もらう。そういう事ですの」
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　日が夕刻の色を帯びつつあった。

　武蔵むさしを東側に置き、その西側に、南へと艦首を向けて浮上している大和やまとは、全艦の整備を急ぎ済ませていく。

　先程、武蔵内の講和会議の場から、未明の戦闘を小こ牧まき長なが久く手ての戦いの歴史再現とするという、そんな決定が下されたばかりだ。

　物理的な補修や点検で忙しい大和やまと上だが、その決定によって、政治的にもまた多忙な時間が生まれ始めていた。

　羽は柴しば麾き下かの各委員長。大おお坂さか城じようを教きよう導どう院いんとして存在する大坂城生徒会は、麾下の長なが浜はまなどを基礎に他国との情報交換を開始。羽柴勢が早期に武蔵むさし側と合流するという含みを交渉カードに、敗戦の弱みを逆手にとった駆け引きに入っていたのだ。

　その一角、臨時で大坂城の会計を補佐している小こ西にしに、一つの相談が来ていた。

　武蔵、浅あさ間ま神社からだ。

・コニ子：『何や、どーしたん、一体。金の話？』

・８４８：『あ、いえ、どっちかっていうと土地の話です！』

・コニ子：『また面倒な……。どういう事？』

・８４８：『譲るのと受け継ぐのって、どう違いますか？』

　ああ、と己は思い至った。よくは解わからないが、国家間での勝敗か何かで、土地の遣り取りになっているのだろう、と。ならば、

・コニ子：『譲るのは割譲。つまり、相手に領土の一部を与えるってヤツや』

・８４８：『Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ、受け継いで貰もらう場合は──』

・コニ子：『相手に権利がないと駄目やな。その場合、大体は相手の国の住人にならんとアカンで？　相続の法律とかいろいろ国ごとにあるけど、それ以前に、〝その国の住人〟になっとかんと無理やな』
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　成程、と糟かす屋やは思った。

　今の三みつ成なりと小西の遣り取りと、母の母の言葉を考えるに、人狼ルウガルウの森を受け継ぐには、自分か母が、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの国籍を持っていなければいけないという訳だ。そして、

　……御母様は、六護式仏蘭西の国籍持ちですのよね。

　だとすれば、

「御母様は、受け継ぎが可能ですのね？」

「そういう事になりますわね。ネイト、どうしますの？」

「御母様に、一応、問うておきますわ」

　と、母が、母の母に疑問した。

「私が受け継いだ場合、その後は私の自由にして良いと、そういう事に出来ますわね？」

　母の言っている意味は解る。

・きめえ：『糟屋、貴女あなたの事よ』

　そうだ。母はこう言っている。母の母が、受け継ぐという方法を指定しているならば、母はこちらの代に継がせる場合、違う方法で行おうとしているのだ。

　……私が、M.H.R.R.神聖ローマ帝国所属だからですのね？

　M.H.R.R.所属ではなくなったとしても、恐らくは武蔵むさし所属だ。自分が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ所属になると言う事はない。だから母は、こちらに対しては相続ではなく、譲る方法をとろうとしているのだ。それは、横にいる最も上がみ・義よし光あきに言わせると、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウの土地が、別国住人の土地になるという事ぞえ？　実質上の割譲もしくは独立よのう。……無論、六護式仏蘭西は、それを許さぬであろうよ」

　その通りだ。

　六護式仏蘭西にとって、人狼女王の森は幾つもの意味を持つ。

　一つは資源であり、一つはM.H.R.R.との自然国境としての意味だ。そしてもう一つ、対M.H.R.R.として見た場合、人狼女王が住まうという事で国境の防衛ラインという意味も持つ。

　それが自分に譲られる事になり、M.H.R.R.のものとなったらどうなるのか。

　……無理ですわね。

　実質上の割譲だ。それも戦勝国である六護式仏蘭西が、敗戦国であるM.H.R.R.旧派カトリツクに国境の自然資源となる森を渡す事になる。

　許可は出まい。

　しかし、手が上がった。武蔵の会計だ。彼はすぐに腕を組み、

「──その辺りは、借用地や支配代行という手もあるだろう。幾つもの国が関わる部分で、一元的な管理は不可能だ」
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　そうだな、と正まさ純ずみは同意する。

「現在も、たとえば阿蘭陀オランダを西班牙スペインが間接支配していたり、露西亜ロシアの初期のように外から別の王を招いて政治を担当させていたとか、そういう多重支配の構図は無い訳ではない。

　土地と租税の権利としては六護式仏蘭西が有し、そこでの自治は所有者に任せる、というような方法も可能な筈はずだ」

「だがそれでも、六護式仏蘭西にとっては、国境を隣国に明け渡すのと同義ぞえ？

　そこの糟かす屋やは、国籍は別としても、六護式仏蘭西へと所属を変えるかえ？」

　と、そこで手を上げたのは竹たけ中なかだ。

「糟屋さんがそれを望むならば有りでしょうけど、望んでいない場合、土地の所有権のために所属を変える、というのは認められないところですねー」

　そして、と彼女が言う。

「どうせ六護式仏蘭西も、人狼女王の土地には戦力を置く事が出来ないのだから、そこは中立地にしてしまうのも有りですよ。土地の権利なんかは六護式仏蘭西のものでいいんで」
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　竹たけ中なかの言葉を実況通神チヤツト経由で見ていた大おお久く保ぼは、小さく笑った。

　加か納のうが気付き、窓際の掃除をしながら、

「どうかしましたか？　御嬢様」

「羽は柴しばの竹中は、相変わらず手回しのいい交渉をするもんやなあ、と、そう思ったんや」

　何故なぜなら、

「糟かす屋やに対し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに所属を変えないよう、暗に頼みながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウには中立地として彼女の森を扱うように進言する。

　だが中立地になった場合、国境での紛争中、人狼女王は森の中への誘い込みが出来なくなる。戦術の束縛やな。しかも糟屋の代では中立地としての管理者が糟屋になる。

　──M.H.R.R.神聖ローマ帝国にとって得過ぎるだろう」

「ではこの話は──」

「流れる事になるやろうな」

　と、結論した瞬間だった。実況通神に、人狼女王の言葉が流れた。

「あらあら、それは困りますわね。──でもネイト、貴女あなたの方の裁量で、六護式仏蘭西に不利益にならないようにする、という確約があるならば、それでも構いませんのよ？」

　人狼女王が、認めたのだ。
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・カニ玉：『良かったですね糟屋先輩！　有りですよ！』

・小　姫：『ああ、いいなあ、噂うわさで聞いた事のある御菓子の家の別荘ですよう？』

・鬼武丸：『待て。──どういう事だ？　竹中！　解わかるか!?』

・黒　竹：『あ、はい。一応は整合性があると思いますけど、ちょっと引っかかりますね。

　──どうして人狼女王が、己の土地を後代に譲るのか、と』

・しとお：『……何が疑問なので御座ります？　六護式仏蘭西が不利益にならないならば、それで良いのでは？』

・巨　正：『──いえ、国籍も構わない、となると、疑問が生じます。それはやはり、他国の管理下になってしまうので、〝不利益ではなくても、利用はされてしまう〟のですね』

・６　　：『制限が無いのか』

・鬼武丸：『娘達には自由にさせてやりたい、というのは、親心としてあるだろう。

　だが政治が関わる場合、親心によって失ってしまうものがあってはいかん。特に今回の場合、六護式仏蘭西とM.H.R.R.の境界上だ。六護式仏蘭西は〝不利益を受けない〟だけではなく〝M.H.R.R.にとって利益となる行為を制限する〟必要がある。だがそこへの言及が無いのだ』

・きめえ：『でも、それをしたら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国所属の糟かす屋やがそこで休養する事も〝利益行為〟と見なされてアウトじゃないかしら』

・黒　狼：『いえ、私の場合、女王を継いでいれば、その存在自体が土地の活性化の要因となるので、私については大丈夫だと思いますの。──ただ、現状では無制限ですのよね？』
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　糟屋の視線の先、武蔵むさしの会計補佐が手を上げた。

「不利益にならないなら何でもオッケーって言うなら、M.H.R.R.が入ってきて、休養して行くってのは有りなの？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの不利益には直接ならないけど、M.H.R.R.としては保養所あって便利とか、そういう事になって、M.H.R.R.が国力をつける遠因になるよね」

「あらあら、その辺り見落としですわね。──では他国の利益にならないよう、制限を掛けましょうか。どうせなら〝武蔵以外の〟とつけてもいいですわ」

　……後追いで承知ですの？

　先の不利益問題を出す時に、この制限案件を考えていなかった、という事だ。

　だとすれば、母の母の思おも惑わくは、どこにあるのだろうか。

・ＡｎＧ：『──まさかホントに、娘達に土地を譲るだけとか、じゃないよね？』

　と、脇わき坂さかが問うたなり、母が手を上げた。

「御母様。ちょっと聞きたいですの」

　何ですの、と興味を持って視線を向けた先。母が静かにこう言った。

「私が、あの森を受け継いだ後、武蔵に亡命したとしても、同じ扱いになりますの？」
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　ミトツダイラは、母が笑みで告げたのを見た。

「──当然ですわ。その場合、貴女あなたが六護式仏蘭西から得られる権限は消えますが、あの森を扱うにおいては、六護式仏蘭西の権利の上で管理を行い、不利益かつ他国の利益を生まぬよう、気をつけて頂く必要がありますわね」

　それはつまり、何はともあれこちらに領地を明け渡す、という事だ。

　何故なぜ、と己は思った。

「何故、……そこまで、こちらに融通しますの？」

「んー、じゃあ、ヒントを与えますわ」

　母は、頰ほおに片手を当てて、微笑付きでこう言った。

「私、うちの人と共に、ちょっと自由になりたいんですの」
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　既に凄すごい自由では……、と豊ゆたかは思ったが、気付いた。

「糟かす屋や」

　一つだけ、糟屋に由来する事がある。それは、彼女の母の母が自由になった場合、何を得る事が出来るか、という事だ。そして、

「……昨夜ゆうべ、貴女あなたはそれを見ましたよ？　その御陰で、決着したんです」

「ええ。今、大御母様に言われて解わかりましたの。──要するに、こういう事ですのよね？」

　糟屋が、彼女の母の母に対し、言葉を作った。

「外界、──本来の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがある欧州。そこに広がる大森林を、大御母様は自分の新しい森として、この極東の森を私達に預けるつもりですのね？」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、自分の子の追求と、そこから答えを導いた子の子の推理に小さく笑った。

「六護式仏蘭西は、外界の開拓事業を進めてますの。──その際、未開の地において、やはり大戦力となるのは物量では人間、しかし実力では異族、そして完全無欠なのは私ですわ」

　これは言い切れるものだ。何故なぜなら、

「欧州の森も人狼ルウガルウの女王に屈しますものね」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　己の子の子が、小さく頷うなずいた。

「昨夜、月の門を開いた時、その助力と実働をしたのは、私の、人狼女王としての呼びかけに応じた外界の欧州の精霊達ですの。……私があのように出来たならば、大御母様ならば、もっと派手な服従と広域支配が出来ると思いますのよ」

「でもまあ、そんな事していたら、こっちの領地は流石さすがに疎おろそかになりますわね」

　さあ、と母の母が言った。

「──どうしますの？　二人とも。外界は未開拓で、正に時代は墾こん田でん永年私財法。人狼の勢力を広げる事は可能ですのよ？　極東で私の留る守すを預かるだけでいいんですの？」
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「御母様」

　と、母が半目で手を上げるのを糟屋は見た。彼女は口を横に広げ、

「言っておきますけど、人狼種族は斜陽ですのよ？　領土ばかり広げてどうしますの？」

　その問いに、母の母が、んー？　と首を傾かしげた。頰ほおに人差し指を当て、

「ネイト？　何言ってますの？　もしも末世が解決されたなら、一人産んで満足と、そう出来ますの？　貴女あなた」

　不意打ちに母が吹いた。
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・ホラ子：『そうでした！　このホライゾン、迂う闊かつな事に、ホライゾンや皆様も子供は将来一人ずつなどと、そのように考えていました。よく考えたらあっちの未来は毛によるアタック回数制限が掛かっていて、そもそも天井があったのでしたね！』

・あさま：『あの、ホライゾン、その通りですけど、もうちょっと言葉を』

・●　画：『まあコップ一杯分くらい出る訳だから、作画が派手になっていいけど、暴発とかミスショット多そうよねえ』

・銀　狼：『さっきから何描いてますの──!?』
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　……これは、思ったよりも先を考えられてますね。

　と、浅あさ間まはミトツダイラの母の言葉に感想した。

　彼女は、将来も見据えてこう言っているのだ。

「そちら、糟かす屋や・武たけ則のりさんと、これから生まれるミトの子供、……二人の相続権についても、今の言葉に収めてしまう訳ですよね？」

「基本、先着順でいいと思いますわ。外界の方も、今の領地の方も」

　その言葉に、皆が息を軽く詰める。

　自分やミトツダイラ、ナイトやナルゼ、鈴すずもそうだ。ホライゾンも、

「……ホライゾン？」

　問うと、ホライゾンが、こちらに顔を寄せ、耳に手を立ててこう囁ささやく。

「？　どういう事なのでしょう浅間様、そこらに詳しい感じで一言を、他にバレぬように御願い致します……！」

　無茶苦茶バレてる気もするが、とりあえず言っておく。

「向こう、十じつ本ぽん槍やりの面々は、私達の子供である事は確かです。──しかし、私達が実際にトーリ君との子供を得た場合、私達の権利や財の相続をどうするか、という問題が生じる訳です」

　成程、と頷うなずいたホライゾンが、身を戻す。そして自分の胸を一つ叩たたき、

「大丈夫。ホライゾンは解わかっておりますとも」

「え!?　マジ!?　じゃあホライゾン、俺おれに教えて……！」

「下した手てに出るような男に教える気はありませんな……！」

　結局皆がこちらを見た。なので己は、ミトツダイラの母の方に視線を向け、

「ええと、相続のルールには時代とか政治とか国ごととかでも違うので、必要ならそっち参照となると思いますが、まあ大体は長子相続なんで、私とトーリ君の間に子供が生まれた場合でも、拘こだわりがないなら、そっちの豊ゆたかが長女となって、私とトーリ君の子は第二子、という扱いになるのがスムーズかな、とも思います」

「えっ」

　と声を上げたのは、対面の豊だ。彼女は慌てた動きで腰を上げ、

「……母さん、それでいいんですか？」

　そうですねー、と少し考えた己は、ホライゾンに問うてみる。

「ホライゾンはどう思います？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンとトーリ様の場合、既に年上の子供が一人いる事になりますが、まあそれもありでしょう。扶養義務がどうのこうの、と言われると難しいですが」

「──まあ先生は既に裳も着ぎ年齢過ぎてますから」

　他の皆もそうだろう。直なお政まさの妹だけが年齢的には足りないが、

「リアルな話をすると、既に元服や裳着の年齢を過ぎている人ばかりなので、こちらは義務的負担が薄いんです。そしてまた、生物的に見ても私達の子供ですし、そうなると、〝産んでから記憶を失った〟という状況とさほど変わらないんですよね……」

・貧従士：『いや、実際にはまだ産んでませんよね？　ね？』

・傷有り：『い、いえ、そういう未来を思い描いていた事は事実です……！』

・●　画：『……ホント、武蔵むさしに戻ってきて良かったわ。……満たされる、満たされていくのよ、寒村でネームばっか切ってた心が……』

・十ＺＯ：『結局寒村でもネーム切ってたので御座るな？』

・金マル：『まあいろいろあるけど、超特殊案件だよね』

　そう。これは特殊な案件だ。

　自分は、豊に視線を向ける。

「──これから、いずれ生まれるかもしれない私の子供について、貴女あなたの事をちゃんと認知しておかないと、生まれた子は誰だれなんだろう、というのが付きまとうと思うんですね。

　それは貴女と、生まれた子の存在を揺るがしてしまう。だったら、現行の法律や加護関係などでも処理しやすくまとめた方がいいかな、と思ってるんです」

「私が、長子で？」

「ええ。二人、三人と生まれる場合もあるので、末子としてしまうと、それがいつ打ち止……、終わるか解わからない場合もありますし、権利の移動がまた厄介です。

　だから長子として扱った方が、お互い無理が無いと思うんですよね」

　ただ、と母が前置きした。こちらに苦笑を見せて、

「……生まれた場合、こっちは手がかかりっきりになったりするから、〝お母さんを取られた事案〟が生じるかとも思うんですが……」

　アー、と向こうの脇わき坂さかが声を上げた。

「アサマホ、真ま面じ目めなようでいてカーチャン好きのカーチャン子だったから」
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　……い、要らない情報を！

　というか、外から見た自分はそういうものだったろうか、と豊ゆたかは思った。

　だが、今の母の懸念については、答えられる。

「あの、私、……もしも母さんの子育てが手伝えるなら、手伝いたいです」

「……え？」

　意外、という顔をされる。それは記憶にある通りのもので、こうなった場合、母にはちゃんと説明をする必要がある。だから、

「……その子は、私にはならないと思うんですけど、でも、その子が幸せになる手助けを出来たならば、私は、もう、〝ああいう事〟は絶対起きないと、私と母さん達に言えるから」

　言う。すると母が黙って、首を下に振った。

　それで良かったのだ。ゆえに安心し、椅い子すに座ろうとした時だ。母大家が手を上げた。

「あの、ソーリイ、チョイと今の理論だと心配になる事がありまして」

「何でしょう」

「……このホライゾン、生まれた子供をオリオトライ先生に預けねばならないと、そういう事でしょうか」

　アチャー、と向こうの第三特務が仰のけ反ぞる。そして伊達だて家副長が、

「……皆、先生が何かを大事にしている光景って、見た事あるかしら」

「破壊してるのはよく見ますよ？」

　あ、と片かた桐ぎりの母が手を上げた。彼女は笑顔で、

「うちの近くの飲み屋で、大事に酒瓶抱いて寝てる、よ」

「酒瓶か──」

　脇坂の声に、己は微妙な汗を感じつつ、手を上げ直す。

「……その辺り、問題を感じたら持ち回りというかシェアリングで」

「ついでに、こっちからも提案というか、注釈的な事を言わせて」

　嘉よし明あきが、右に頰ほお杖づえ、左手を上げる、という動きで発言した。

「私達の相続関係は、親の方からの任意相続で発生すると、そうした方がいいと思うの」
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　嘉明は、懸念を伝える。

「たとえば私とアンジーには双姫ツヴアイ・フユルステイン二型があるわ。で、うちのママ達には双嬢ツヴアイフローレン三型があるの。

　で、私達が長子として認められ、これから二人に子供が生まれた後、二人がもしも不慮の事故で亡くなったら、どうなるのかしら」

「キメちゃん、そういう話はちと早くない？」

「今の内に一回は言っておいた方がいい事よ」

　こういうのは自分の役目ね、と思いながら言葉を作る。頰ほお杖づえから身体からだを起こしながら、

「その場合、長子相続だと、私達のところに双嬢ツヴアイフローレン三型が来てしまうわ。私達が、ママ達の子にそれを譲れば良い訳だけど、気分や、世界の情勢によっては戦力として双嬢三型を欲しくなってしまうかもしれない。

　私達はママ達の子だけれど、押し掛けである事も確かなの。そして既に未来のママ達から受け継いでるものがあるわ。だから基本的な権利は、これから生まれるこっちの世界の私達に預けて、余録があるならこちらに回して貰もらう、というのが安全だと思うのよね」

「二人とも」

　さっきから魔術陣マギノフイグーアに何かを書き続けているナルゼママが、画面に目を向けたままこう言った。

「魔女テクノヘクセンが慎ましやかに振る舞ってると、損するわよ。──欲しい物あったら言いなさい」

「あ、じゃあ、アンジー、黒嬢シユヴアルツフローレン三型乗ってみたい」

　それは譲渡とかじゃなくて単なる希望じゃないかしら、と思うが、興味はある。

　するとナイトの方のママが小さく笑った。

「ナイちゃん達もそっちの乗ってみたいなあ。──あ、配送の皆にも顔合わせないと駄目だね。武蔵むさし上を飛ぶなら航路情報と位置発信の登録しないと危険だし」

「宜しく御願いね」

　言って、己は思った。

　……フツーに会話出来たわね……！
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　母達と普通に会話をする。

　嘉よし明あきとしては、これが最も難題な課題であった。何しろこれまでのいろいろと元からのキャラもあって、全体の中で〝花園アヴアロン〟の〝使用前・使用後〟のキャラ違いが一番大きいのは自分だろうと、そういう自覚もあるからだ。

　……周りが育ちの良いのばかりだから、私くらいはしっかりしないと、と、そんな事を心掛けてきたものね。

　蜂はち須す賀かもかなりしっかりしているが、これは言葉が少ない事も影響していよう。出しゆつ自じ的に、あまり外に触れたがっていないせいもある。

　一方の自分は、昔、明るくないアンジーのようなもので、どっちかというとダウナー系。それが今は、まあダウナー系からちょっとクール系になっているが、これは両親と話すには距離の空き過ぎたキャラだと思う。

　話したくない訳でもなければ、距離を取りたい訳でもない。

　両親に対しては、口調が合わなくなっている、というのが己の自覚だ。

　だがいけた。

　正直、変な反抗心が出てタメ口とか、逆に敬語になったらどうしようかと思っていた。

　アンジーがいつも通りで、こっちも場に流されるような事なく済んだのだろう。だが、

・ゆたか：『嘉よし明あきも、御両親相手には口調が変わるんですね……』

・きめえ：『……そうかしら？　というか、そうだった？』

・ゆたか：『私も、母さん相手だとビミョーに変わりますけど、そんな感じで』

・黒　狼：『私なんかは全くその辺り気にしませんけど、いろいろありますのね……』

・ＡｎＧ：『タケとかは下手へたに変えるとカーチャンや大カーチャンと区別つかなくなって大変なんじゃないかなあ』

・□□凸：『……それ、誰だれが大変なのか聞かない方がいいですか』

　ともあれこちらとしては懸念は伝えた。

「ママ達の子供は、ある意味、もう一人の私達だから、その子達が最大限の有利や幸いを得るのに、私は疑問しないわ。──将来の事になるけど、まずは手元第一で考えて」

　少なくとも、自分と安治アンジーの方で、母達の手を煩わずらわせる事は無いだろう。

　そう思っていると、糟かす屋やの母が一つ首を下に振った。

「……そういう事ですのね？　御母様」

　視線の向く先、そこにいる人狼女王レーネ・デ・ガルウ相手に、彼女が言う。

「もし、相続問題などでモメても、外界に行けばそれ以上のものがある。──御母様は、そういうつもりでさっきの話を私達に導かせましたのね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……よく解わかりましたわね、ネイト」

　人狼ルウガルウの長が言う。

「でも本音としては、こっちが企たくらんでる事を警戒してアタフタ話し合ってる貴女あなた達を見るのが非常に面白いのでフっただけですわ」

「最悪ですわ──!!」

　これはかなり同意する。
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　この女は……、と真横にいるボリューム感の塊を半目で見つつ、義よし光あきは思った。

　……しかし、外界に行けば、確かに相続関係の多くは片付くかもしれんのう。

「相続の財を、金か何かに一いつ時とき置き換え、その分の土地を外界に与える、というのも有りか」

「新天地で気分一新というのも有りですわねえ。──だから極東が狭いようでしたら、こっちに来るといいですわ」

「御母様、外界にそうポンポンと行ける訳では……」

　あら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが首を傾かしげた。

「今の武蔵むさしや大和やまとなら、外界の欧州くらい、最速二時間もあれば到着しますわよね？」

　そう言われてみればそうだが、無茶苦茶な艦ではある。ただ、

「毎日便が出るとか、そういう訳でもなかろうよ」

「でも既にその技術が存在してるなら、今後はそれが基準になりますのよ？」

　楽観的よのう、とは思う。

　ただ、武蔵は、三征西班牙トレス・エスパニアとの提携で、東回りから新大陸に行く予定があったのだったか。この辺り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを構うとなると西回りに変える必要があり、

　……人狼女王も解わかった上でやっておろうが、ヴェストファーレン会議が大変そうよのう。

　その〝大変〟も、この連中ならまた自分達のいいようにするだろうと、少し期待している自分がいるのはどうしたものか。

　全く、と小さく笑っていると、あ、という声と共に手が上がった。

「豊ゆたか、ちょっと聞きたい事があります」

「え？　何です母さん。──剣状矢は剱つるぎ神社系列じゃないと流石さすがに卸せませんよ？」

「いえ別に剣は撃ち勝てるのが証明出来たので……、というか、その剱神社ですけど、そっち、代表権限とかどうなるんです？」

　あ、と娘が母のように声を上げた。そして彼女は羽は柴しばを見て、

「三みつ成なり、──武蔵に合流した場合、そこらの権限、どうなります？」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵は浅あさ間ま神社の権限下なので、こちらが剱神社の分社を置かせて貰もらうか、分ぶん祀しするように政治的なところから持ちかけましょうか？　ただ、P.A.Oda的に言えば、平ひら野のさんが武蔵に住まう場合、代表権限は無くなると思います」

「あー、じゃあ無くなりますね」

　早っ、という声が方々から上がるが、母と違って決断は早いタイプか。まあ蓋ふたの有無は解わからぬが、と言葉は置いておく。

　すると浅間神社代表が告げた。

「じゃあ豊、浅間神社の代表、やりませんか」





●






「……浅間様！　トーリ様の面倒を見るのが面倒になったのですか!?　その場合でもホライゾンの方の面倒関係の処理を御願いします。──で、実際どうなんでしょう」

　というホライゾンの言葉を聞きつつ、己は両の手の平を立てて彼女に見せる。

「ええと、私も浅あさ間ま神社の代表を引き続きやっていきますけど、ほら、トーリ君が東とう照しよう大だい権ごん現げんの扱いになるので、武蔵むさし内に東とう照しよう宮ぐうを設けないといけないんです。それも駿河するがのものと日につ光こうのものとで、ここらへん、付け替えか何かで済ませますけど、二回。

　そういったいろいろをやりつつ、私は東照宮代表をメインとしてトーリ君を奉って、今後はそっちを主として浅間神社側と兼用で皆の加護とか処理をしていく、……という事になるんですね？」

「だとすると、ホライゾンの日々の生活の楽さを支えるのは……」

「あ、その辺りは私の方で相変わらずです」

　ホライゾンが両の手の平を立ててみせたので、低めのハイタッチ。

　そしてホライゾンが皆に言った。

「皆様、──ホライゾンとしては浅間様の判断を尊重いたします」

「あの、俺おれの事一切無かったけどそれでいいの？　ねえ？」

「いや別にトーリ様が洗濯や掃除や環境の整理をして下さる訳じゃないので。ちなみに本舗でのカーストは一位が喜き美み様で次が日常の浅間様と警備のミトツダイラ様で五つくらい下が196mlのトーリ様です。解げ脱だつ、頑張りましょうトーリ様。５[image: ]くらい出せば行けるかと」

　神しん道とうじゃないのか、という声が聞こえてきたが気にしない。

　ともあれ、と己は言葉を繫つなげる。

「そういった色々をやっていると忙しいのと、やっぱりメインが東照宮側となると、浅間神社の方が少し疎おろそかになります。うちの父さんもいますけど、やはり専属で一人いると浅間神社の運用が安定するので、人材が欲しいんですよね」

「フフ、でも浅間、その場合、浅間神社の加護とか、特殊なものが欲しくなったらどうするの？　父ちゃんに頼む訳？」

「いえ、東照宮の基本設定は聖連やIZUMOと話しつつ、こっち主導で行えるので、大事なものは移すというより複写していこうと思います。ただ権能として直接なものは、私の方でサクヤと繫がりあったりするので、そちらか、やっぱり浅間神社側に依頼ですね」

　つまり、という言葉の先を、対面側の豊ゆたかが言った。彼女は胸に手を当て、

「つまり、母さん達が駄目な父さんを奮い立たせて私達を生むのに必要な術式は、私の頑張り次第という事ですね……！」

　その言葉に、皆が沈黙し、しかしこちらを見て、

「似たもの親子……」

　とか言ってるんですが、どうしたものですかコレ。
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・●　画：『エロ術式を娘から融通して貰もらう母親って、どういうジャンル？』

・金マル：『えーと、ナイちゃん達は違うんだけど、ミトっつぁん処ところと、ホライゾンの処と、あと、ベルりんの処が該当？』

・ベ　ル：『い、いや、別に私、ちょっと条件いろいろ違うから、その』

・ホラ子：『ホライゾンは必要ない、と言いたいところですが、トーリ様が受け止めミスや受け身失敗で立てなくなる可能性を考えると、必要でしょうねえ』

・あさま：『というかそこらへんの基礎的なものだったら東とう照しよう宮ぐうも武家の御宮なので、子孫や一族繁栄ありますから、持って行けるかなー、とか、そう思うんですが』

・銀　狼：『いえ、あの、じゃあそれ以上に何が浅あさ間ま神社には隠されてますの？　ねえ』
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　糟かす屋やとしては、大体の処が見えてきたという、そんな処だった。

　皆が何となくざわめいているが、それに乗るつもりで手を上げ、言ってみる。

「私達は武蔵むさしと合流して、基本、武蔵に住まう事になると思いますの。大和やまとは戦艦で、居住区画はあっても、そこで〝住む〟は、やはり限界がありますもの」

　それで、

「国籍については自由。しかし他国籍で武蔵で生活するには、神しん道とうを選択する必要があると、そういう事ですのね？」

「──ええと、一応、ちょっと不便有りますが、〝隠し〟設定で旧派カトリツクなどを構えておく事も出来ます。そちら、メアリやアデーレがそうしてるタイプですね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたのは、自分ではなく清きよ正まさだ。母と同じ方法を選択するのか解わからないが、武蔵に住まうと、そういう思いがあるのだろう。

　ならば自分はどうしましょう、と思いつつ、先程の話をまとめていく。

「私達は長子扱い。私の場合、人狼女王レーネ・デ・ガルウ家系として受け継ぐものは、まず御母様の方で受け継ぎ、そして将来の子に行き、任意でこちらに預ける物があればそうする、という流れになりますのね」

「ではネイト、私が実家の領地を貴女あなたに預けた場合、どうするか解りますわね？」

　母の母が、母に問う。対する母は、首を下に振り、

「その場合、私は国籍が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズですから、武蔵が敵対していない限りはそのまま領地管理を行いますわ。敵対していたならば、そうですわね、──そこに立ち入らない事をもって中立とするか、六護式仏蘭西側との外交の場として、そこを解放しますわ。

　それで良いのでしょう？　御母様」

「違います」

　と、母の母が言った。え？　という皆の視線の先、彼女は拳こぶしを握って、

「森の奥の一軒家で女が男と隠れて過ごすならウエハース案件ですわ！　前に不発でヘタレをカマした分、そちらの副王や浅あさ間ま神社代表共々しっかりなさい！　いいですわね！」
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　酷ひどい三者面談というか、家族会議だな……、と正まさ純ずみは思った。

　だが、今の糟かす屋やで、十じつ本ぽん槍やり受け入れの基本形が出来たとは思う。


・教譜は自由。しかし神しん道とうは神奏した方がいい。

・国籍は自由だが、武蔵むさし有利で、神道側からの管理によって生活をする事となる。

・長子扱いとなる。しかし相続は親側の任意。

・いろいろ困ったら外界への道もある。



　……えらくアバウトだが、まあ大枠こんなもんかなあ。

　詳細を詰めるのはこの場でする事ではないだろうし、これをベースとして国か組織か個人で話し合いをすればいい事だ。

　既に何人かはここで大体の見通しも立てているし、合流後を考えると有り難い。

　だが糟屋やミトツダイラなどとは別で、向こうにも難しい案件が一人分有る。それは、

「加か藤とう・清きよ正まさ。──ジェームズ一世の方が、英国も含みで厄介な案件だな」







[image: 第九章『眼下の両人』]
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　点てん蔵ぞうは、正まさ純ずみの呼びかけに軽く姿勢を正した。

　……遂に来たで御座るなあ。

　自分達の娘の事だ。

　歴史再現が為なされるならば、ジェームズ一世の襲名として、彼女が次期英国王となる。

　しかし、ジェームズ一世には少々、扱いづらいところがあるのだ。

　妖精女王エリザベスの元、英国はその繁栄を大きくし、その後を継ぐ事となったジェームズ一世は、基本、エリザベス体制を継ぎ、二代目となる幕僚達とともにイングランドを治めていく。その中で最も大きな成果は、イングランドとスコットランドの統一だろう。

　他、様々な事を仕遂げては行くが、そこには反感もあり、最終的には英国の王権終了の始まりを見る事となる。そして、その後を継いだ次男チャールズ一世は、議会と対立して内戦を起こし、王として議会に処刑されるのだ。

　……多くを為すが、失って行くので御座るな。

　そんな事を自分達の子に押しつけていいものか、という思いはある。

　だが、何故なぜこうなったのかは明確だ。

　メアリを救うためだ。英国側の譲歩を取り付ける理由として、正純が提案したのが、メアリを生かす事だった。

　流石さすがに今思うと、あれはぎりぎりの交渉だったと思う。御家族の前で、姉の胸揉もんで全世界に性癖暴露だ。直後に王賜剣二型ＥＸ．カリバーンで消去されていても全く問題なかったと思う。

　が、それによって多くを得た。

　その一方で、これは〝保留〟だ。英国に対しては、何もかもの判断をジェームズ一世が生まれるまでは待てと、そういう事だったのだ。

　しかし、当分先だと思っていたが、未来から御本人がやってきていた。

　英国で幸いを取りこぼさなかったツケか、それともアフターケアと言うべきか。

　どうしたものかと思案していると、右の手に力が来た。

　メアリだ。彼女はこちらの手を握り、

「点蔵様、──大丈夫です」

　全く確証ない筈はずだが、メアリに言われるとその気になってしまう自分はどうかして御座ろう。ただまあ、こうも思うのだ。自分達の娘として、先取りの彼女がいるが、

　……自分に似なくて良かったで御座るなあ……。

　違う。違わない。まあいい。ともあれ似ていたら帽子被かぶってマフラー付きのモブが一人向こうにいる訳で、それが次期英国王かも、となると御家族に殺されかねない。自分が。

　しかし彼女はどう思っているか。まず問うべきは、正純からの、

「英国の件だ。──君がメアリとクロスユナイトの子を名乗った場合、君と周辺は、英国が抱える問題に直結する事となる」

「Ｔｅｓテスタメント．、──英国の次期国王を継承するかどうか、という問題ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あの妖精女王の次となると色々大変であろう事は確かだ」

　だが、と正まさ純ずみが言った。

「ルールとして、君はメアリとクロスユナイトの長子となるが、相続は任意だ。

　そこの二人が君に王位継承権を相続させない限り、君はジェームズ一世にはならない。

　その事をまず注意してくれ」
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・ＡｎＧ：『あ、そっか。さっき決まった長子云うん々ぬんと、キメちゃんが言った任意相続のルールだと、キヨキヨ、英国王にならなくていい可能性も生じるんだ』

・きめえ：『あら？　余計な事を言ってしまったかしら？』

・ゆたか：『いえ、御両親の判断による選択の余地が出来た、という事になりますね』
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　清きよ正まさとしては、不意に自分の前提が崩れた感を得た。

　自分が次期英国王となる事については、かつての世界で、母に言われていた事だった。

　だが、それが、無くても大丈夫だという事になると、

「ええと、どういう事になるのです？　……御母様に聞くのも間違いかと思いますが、私、こちらに来る前の未来では、御母様から、私が次期英国王になるという事を聞いていました。それがこの度、そうではなくなる可能性も出るというのは──」

「相続権の分化と、襲名タイミングから発生する権利の〝譲渡〟という事だ」

　武蔵むさしの第二特務が、静かに長い排気をしながら言う。

「かつての世界では貴様しかメアリの子はいなかった。そしてメアリも、英国との約束を守るために貴様が生まれたならば襲名をさせていただろう。──だがこちらでは事情が少々違う」

「清正さんは、まだ、ジェームズ一世を襲名していないし、英国王女とそちらの第一特務の間にも、子供が生まれていない、という事ですね？」

　竹たけ中なかの言葉に、武蔵の第二特務が頷うなずく。

「原因から言うとそうなるな」

　いいか、と彼が、母達の方を見て告げた。

「貴様達には、ジェームズ一世の襲名先が誰だれなのかを決める権利がある。

　これは英国を出る時に英国・武蔵間で決まったもので、英国側も覆くつがえす事が出来ない。無効とするならば両国の判断が必要となるだろう。

　だがここに、実質上、貴様らの子供が来ている。よって彼女がジェームズ一世となる……、という事が、恐らく点てん蔵ぞうのおっ死ちんだ未来ではあったのだ。

　つまり彼女は、あちらの世界では既にジェームズ一世だ」

　あれ？　と首を傾かしげたのは、武蔵むさしの従士だ。彼女は手を上げ、

「──こちらの現在の権利と、あちらの未来の権利が混同されていませんか？

　だって、あっちで襲名を認めたとしても、それはまだこちらでは未遂の未来ですよね。

　まだこちらでやってない事を、未来から来たという理由で〝やった事〟にされるなら、今あるこちらの権利が奪われる事となります」

「待って」

　とこちらに顔を向けて手を上げた者がいる。嘉よし明あきだ。彼女は軽く眉まゆを上げ、

「でもあっちの未来でやった事が、〝やった事〟にならないなら、私達の〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟はどうなるの？　私達は〝双姫〟を手放す事になる訳？」

　……あっ。

　嘉明の台詞せりふに、今更気付いた事がある。それは、

「よく考えたら、私の王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフもそうですね」

「私の銀釘アルジヨント・クルウもそうですのよ？　未来で手に入れたものですもの」

　という糟かす屋やの声に、竹たけ中なかが手を上げた。彼女は糟屋の母の母の方をちらりと見て、

「懸念を述べます。彼女達が未来にて得ていたものの権利ですが、現状の権利態勢では、少なくとも装備においては権利を固定しない限り、その装備の開発国が〝正当な所有権〟を主張した段階で装備解除をされる事となります」

　これは由々しき問題だ。

　単に、自分達の装備が解除され、使えなくなるというだけではない。

「権利を主張した国が、これらの装備を所有し、扱う事になります。無論、使い手を選ぶ装備もありますが、それでも武蔵側の戦力を削る事には変わりありません」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵副会長が頷うなずいた。

「思い浮かぶだけでも、そちらの加か藤とう・清きよ正まさが使う王賜剣エクスカリバーの派手なヤツと、糟屋・武たけ則のりの使う十字架っぽい派手なヤツと、魔女テクノヘクセン二人の使う派手なヤツがそうなるという事か」
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・労働者：『段々と語ご彙いが無くなっていくな！』

・●　画：『つーか私とマルゴットの娘については〝魔女二人〟でまとめたわね？』

・副会長：『認識が合ってればいいんだよ！　会議中なんだからいいだろ!?』

・未熟者：『フ、駄目だなあヅカ本ほん多だ君、僕みたいに全ての神格武装や聖譜顕装テスタメンタ・アルマを原語で言えるくらいじゃないと』

・俺　　：『でもオメエ、カタカナで全部書こうとすんなよ。この前の同人誌、戦闘描写の半分以上が武器名で埋まってて新作パスタの品評会みたいになってたじゃねえか』

・金マル：『〝くらえ！　我がハイパーバイオレットシュトルムブリンガーエクストロワのナチュラルブレードを！〟って、途中で恥を感じなかったのかな？』

・未熟者：『待て！　それは半年前の作品だ！　今と比較しないでくれ！』

・不退転：『今はもっと酷ひどい訳？』
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　まあ語ご彙いは別としてだ、と正まさ純ずみは問題の解決を考える。

　……装備と襲名などの権利を分けるか？

　否、項目ごとにこれを区別すると、彼女達が持つ全ての所有物や権利が該当して、煩雑になるだけだ。ならば、

「私達が持つ権利から、君達の持つ権利に繫つながるものは暫定化。そうではないものや、私達以後に発生したものは君達のもの、という事ではどうだろうか」

「私達以後という、その期間は何処どこからスタートですか」

　竹たけ中なかの言葉にホライゾンが即答した。

「期間としては、ホライゾンが脱毛した時以後、ではどうでしょうか」

「毛か」

「毛です」

　向かい側の何人かが味わい深い顔をしているが、とりあえず気にしない事とする。だがホライゾンの言いたい事は何かと言うと、

「世界の流れの変化が生じた時を、今と未来の権利が分かれた基準にする、という事か」

「その基準の前後で、権利の質が変わったと見なす。という訳ですね」

「流石さすが誾ぎん殿、上手うまくまとめるで御座るな」

「貴女あなたにも関わる問題ですよ本ほん多だ・二ふた代よ……！」

　自分はそこらへんが無いから楽だなあ、と思いつつ、しかし考える。

「では、三み河かわ争乱以前と以後、という基準にするか？」

「世界の変化が確定したとするならば、三河争乱より、葵あおい・オリオトライが抽出された時が基準になるのではありませんかね」

　と竹中が訂正に来る。すると最も上がみ総長が、首を傾かしげた。

「意味があるのかえ？　──貴様らが持つ装備で、貴様らが自分のものとして権利を持つ品。それが作られたのは、見る限りでは最終決戦以後であろう。

　前に前にと遡そ及きゆうしたところで意味は無いと思うが、……何か仕込みがあるのかえ？」

「あるわ」

　言ったのは、葵あおい姉あねだった。

「先生だって、いろいろ、持っているのよ？　だから基準は、アンタ達の世界との明確な決別となる三み河かわじゃなく、先生が抽出された時にしとくといいわね」

　笑いながら葵姉が言った。その台詞せりふに皆は言葉を止めたが、一人、手を上げた者がいる。

「同意しよう。──ヴェストファーレンを視野に入れた場合、経済側からもその方針を押す」

　ベルトーニだ。
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　シロジロは思った。政治とは別で、経済でしか出来ない部分というものがある、と。

「──だが、今回はいつもと逆だ。経済側の面から、政治的なものを懸念する。

　つまり貿易関係の権利や主張において、ヴェストファーレンで他国と争う場合、だ」

「言ってみろ、ベルトーニ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみに頷うなずき、己は言う。

「ヴェストファーレン会議は、三河争乱をスタートとするものだ。

　ゆえに、十じつ本ぽん槍やりとその装備の権利が三河争乱を基準に武蔵むさしのものとなるならば、他国はこれを一緒くたに攻撃材料とする可能性がある」

「……三河争乱は、将来の合流のための、武蔵と羽は柴しばの仕込みではないかと、そう疑われるかもしれない、という事か」

「Ｊｕｄ．、ならば未来から持ち込んだ装備や諸もろ々もろの権利は、その発生が三河以前だと有り難い。既に存在している権利ならば、三河争乱と絡められる危険性はなくなるからな」

　そして、と己はつけ加えておく。

「羽柴側にも要求したい。羽柴はこちらと合流するが、その際、P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、どちらからも、自分達のものとして権利を主張出来るものは、ありとあらゆるものをありとあらゆる手段で武蔵に持ち込め。

　それを私達が保護しよう。

　ヴェストファーレンで勝てば武蔵の銀行制度や貿易艦としての名誉は比類なくなる。そのために邪魔な要因は、可能な限り無くしたいというのが、会計と麾き下かの戦術だ」
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　成程、と清きよ正まさは思った。

　自分の権利関係の話をしていたものだったが、そこから羽柴勢と武蔵、そしてヴェストファーレン会議までを見据えたものとなるとは。

　だが、自分達の権利について根本的なものは、今の武蔵会計の遣り取りで確定したのだ。

「私達の権利について、武蔵側が今持つものから、私達の持つ権利に繫つながるものは暫定化。

　そうではない、私達のために発生したものは私達のもの。

　そしてその期間は、葵あおい・オリオトライの抽出を起点とする。……という事ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、それで少なくとも、皆さんが抽出されてからこれまで、皆さんが独自で持つものについては、武蔵むさし側で守って貰もらう事が出来ますね」

　これは武蔵の国内における〝決まり〟となる。

　王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフを初めとした武装が三み河かわよりも前からの発生となれば、他国は、この合流を羽は柴しばと武蔵の癒ゆ着ちやくとは出来ず、三河争乱を足がかりにした言いがかりをつけづらくなるだろう。

「つまり皆さんの所有物や権利も、護まもられる事となった訳ですねー」

　竹たけ中なかの言う通りだ。

　そして思うのは、これで自分達が、その所有物を含めて権利的に武蔵の保護下に入る事が決まったと言う事で、

「私についての問題を言うと、まず、王賜剣三型は私の所有物となります。

　そして、襲名については、加か藤とう・清きよ正まさの襲名はこちらに来て以後のものなので私の権利。

　ジェームズ一世のものについては、武蔵側で発生して私の権利に繫つながっているので暫定化。

　そういう事ですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その部分は英国も関わる問題なので、君の事は〝新しい要素〟となり、改めて話し合わなければならない案件となる。下手へたに私達だけで決めない方がいいだろう」

　では、と己は言った。武蔵副会長に向け、

「私がジェームズ一世の襲名を主張していた方がいいのかどうか、ヴェストファーレン会議までに武蔵副会長は決めておいて下さい。私は、その判断に従います」

　自分の暫定的な部分は政治的な結論に任せると、そういう事だ。

　両親の方を見ると、二人も首を下に振った。母が笑みで、

「いろいろと、大事な事が関わる案件です。──武蔵が守ってくれるなら、その判断を前提とした方がいいですね」

　だとすれば、この件についてはヴェストファーレンまで保留。

　しかし他は確定したのだ。そして糟かす屋やも胸に手を当て、

「私や嘉よし明あき、脇わき坂さかも、同様の処理と言う事になりますのね」

　そうだ。未来からの所有物持ち込み組も、その安全が武蔵上に認められた事となる。

　これはどういう事かといえば、

「私達の身柄と持ち物が、私達より先に武蔵との合流を認められた、という事ですね」

「やれやれ、というところですよー」

　竹中が苦笑しつつ、天井を見上げた。

「ようやく〝引っ越し〟のラインを越えた、ってところですね」
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　竹たけ中なかと共に、内心で安あん堵どの息を吐いたものがいる。

　メアリだ。

　彼女が、こちらと握り合った手から力を抜いたのに、点てん蔵ぞうは気付いた。

　……メアリ殿も、英国・武蔵むさし間でいろいろあった当人故、気を遣うで御座るよな。

　その意図を悟って、己は告げる。

「大丈夫で御座るよメアリ殿。──メアリ殿だけでもなければ、自分達だけでもなく、武蔵勢だけでもなく、羽は柴しば勢もいるので御座る。

　英国の夜に、雄志で抵抗したのとは、もう状況は違うので御座るな」

　しかし、と己は言った。

「やはり身内は、気遣うもので御座るな、メアリ殿」

　自分も手から力を抜くと、軽く握り返された。

　見ればメアリが微笑を見せている。それが答えだろう。

　ならば己は、

「次、──議題は何で御座るかな？」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは右手を上げた。

　逆の手で掲げている表示枠シーニヤカドルにあるのは、議題として提示された箇条書きだ。


・自分達の去就問題。何処どこの国に準ずるのか。

・Ｊｕｄジヤツジ．にすべきかＴｅｓテスタメント．にすべきか。

・未来が確定ではなく、解らなくなった。

・オリオトライとの関係をどうするか。

・ヴェストファーレン対策も含めての、合流。



　これらの内、一番初めのものを解決する流れで、幾つかのものも指針が出たように思う。

「まず、うちの子の子達の家系去就問題ですが、コレは今、大部分をクリアしましたわね。重ねて、英国王女を初め、他の子達の去就も、多くの部分が定かになったと思いますの」

「おい、人狼女王」

　横の狐きつねが、半目で話しかけてきた。

「貴様、本国にとって重要な情報だからと言って、ここで確定を急ぐのは無しだぞえ？

　まだ十じつ本ぽん槍やりの去就関係は、決まっていない部分があるぞえ？」

「あら、私は先程の話の補足をしているだけですの。

　それに羽は柴しば勢が、各種権益を持ち込んで武蔵むさしに来る、という事は決まってますわ。

　ただ、決まっていないのは、ここですわね。

　先程の話で、武蔵会計の言げんにありましたけど、──羽柴勢が武蔵に合流する際は、P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、どちらからも最大限に持ち込むべきですのよね？」

　ただ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが羽柴勢を見た。

「武蔵と合流する場合、貴女あなた達は何処どこの国を捨てますの？」

　これは、こういう事だ。

　つまり、羽柴勢が合流する時、

「P.A.Odaに属したまま、極東国籍として武蔵に合流しますの？

　もしくは、M.H.R.R.旧派国籍として武蔵に合流しますの？

　それとも、P.A.OdaもM.H.R.R.旧派も捨て、独自極東勢力として武蔵に合流しますの？」







[image: 第十章『左右の思案娘』]
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　ホライゾンは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉に首を傾かしげた。

「極東国籍だろうと、M.H.R.R.神聖ローマ帝国国籍だろうと、両方捨てようと、武蔵むさしに来たら神しん道とうの元で氏うじ子こになって神罰管理でうどんになるのですから、変わりはないのでは？」

　否、と即答が、しかし右手側から生まれた。

　正まさ純ずみだ。彼女は眉まゆをひそめ、

「うどんは横に置くとして、今羽は柴しばはP.A.Odaの代表でもある。

　P.A.Odaはムラサイと織お田だ家の協働国家だが、羽柴は元々、その織田家の重臣だ。

　武蔵合流のため、羽柴が極東国籍を望んだ場合、身柄はP.A.Odaに戻る必要がある。

　この場合、羽柴はP.A.Oda側に帰属し、M.H.R.R.旧派カトリツクでの権利を失う事になるんだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、インフラなどの助力のためにM.H.R.R.旧派との協働をしていたのが、私達羽柴勢です。皇帝や生徒会などの権限によって、M.H.R.R.での活動権利を得ていましたが、極東勢力である事を主張した場合、その縁が切れます。

　極東国籍として武蔵に合流する場合、P.A.Oda所属という状態に戻るので、M.H.R.R.旧派としての権益は一度捨てる必要があるでしょう」

　いろいろと面倒な、とホライゾンは思った。なので、

「全部捨ててこっちに亡命したらどうなります？」

「ええと、手持ちの戦力として、大和やまとや私達は合流出来ますが、私達の権益などは全てM.H.R.R.とP.A.Odaに持って行かれる事となるので、それ以外の資財やら何やらの所有権云うん々ぬんの問題が改めて生じる事となります。聖連も、襲名関係の見直しなど迫ってくるでしょう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。そして半目で羽柴を見据え、

「何でM.H.R.R.旧派と協働とか、こんな面倒な事したのですか、羽柴様」

「えーと……、多分、創世計画など有利に進めるため、極東の支配を急ぐには……、これが効率良かったんじゃないかと……」

「あ、あの、今の羽柴君、当時の羽柴君と違って追い詰まると弱い三みつ成なり君なので、そこらへんで！　そこらへんで御願いします！」

　向こうの長耳眼鏡めがね様のフォローが身も蓋ふたもなかったので、認める事とします。

　だが、今の話を聞く限りだと、

「極東側として合流されると、M.H.R.R.旧派としての旨うま味みが消えますね」

　旨味……、と呟つぶやく声が聞こえるが、気にしない事とする。

　……大事なのは味がある事です。

　美味うまいかどうかは知らん。なのでその観点から聞いてみる。

「M.H.R.R.の羽柴様として合流した場合、どうなります？」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と竹たけ中なかは応じた。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国の羽は柴しば勢として合流する場合、M.H.R.R.で得ていた権益のうち、羽柴勢として得ていたものは持ち込む事が出来ますね。

　しかしこの際、所属を一度M.H.R.R.旧派カトリツクにする事となりますが、当然、羽柴勢がM.H.R.R.にいるなんて歴史再現ではあり得ないので、これまでの協働から、その暫定支配下に入る、という事になります」

「それはそれで、何か違いはあるの？　極東勢力は各国の暫定支配下よね。もう一度ソレを改めると何かあるの？」

「権限が見直されます。つまり、融通利かせていたところが、縮小されるんですよ」

　元々が、極東居留地を治めるための暫定支配だ。

「武蔵むさしは貿易の手段として各国に認められ、独立領土となっています。

　が、武蔵以外の暫定支配下の居留地は、襲名している大だい名みようクラスでも暫定支配国家による制限を受けます。それを利用して、暫定支配国家は居留地の極東系襲名権や襲名者を取り込み、極東上での歴史再現を行い、二重の国家戦略を行っていた訳ですね。

　羽柴勢のM.H.R.R.旧派入りも、そのシステムを利用しています。

　そうする事によって、極東側のインフラなどを利用も出来、互助が出来ている訳です」

　という言葉に、三みつ成なりが手を上げた。

「M.H.R.R.旧派では、極東側の仕様を多く含める事で、他国よりも通つう神しんや交通の安全などを強化しています。

　旧派をベースとしつつ、神しん道とうを使う場合も即座に立ち上げられる、という作りです。

　旧派や神道だけで固めてしまうと、敵国などの侵攻や、緊急事態への対応が難しい場合があるからです。

　これは改派プロテスタント側にも提案をしており、M.H.R.R.全体でそういう箇所が存在しています。

　なので現在、M.H.R.R.旧派は極東と暫定支配という二重状態の存在ですが、これをもって〝羽柴勢としてのM.H.R.R.旧派〟という事になってます」

「神道主体で他教譜も認めている武蔵と、比率が逆という感じですね。インフラからの設定干渉で立ち上げる、というイメージで捉とらえて大丈夫ですか」

　浅あさ間ま神社代表の言葉に、Ｔｅｓ．と三成と平ひら野のが頷うなずく。しかし、

「ここで協働を切り、改めてM.H.R.R.旧派の暫定支配下に入れば、融通の利いていた権利関係は見直されます。そしてM.H.R.R.旧派が私達羽柴勢の教導権を主張するでしょう。

　これを出された場合、武蔵は極東の独立領土として、私達との合流は歴史再現である、と主張し、合流の正当性を訴える必要が生じます」

「ちょっと待って」

　と伊達だて家副長が首を傾かしげた。

「……その場合、羽は柴しばはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを出る事になる訳？　それでは旨うま味みが無いわ」

「──場合による、と私は見ています」

「場合？」

「武蔵むさしが、他国の暫定支配下の極東勢力を自分に組み込む、という事は今までありませんでしたし、重じゆう奏そう統合争乱以後、校則法でもこれは想定されていなかった事です。

　校則法の制定時、武蔵は存在していませんでしたし、独立領土ではあっても、各国の暫定支配は盤ばん石じやくである、とされていましたから。今回の場合においては、特例です。

　M.H.R.R.旧派として武蔵に合流する場合、私達の立場をどうするか。

　これについては、次のパターンが考えられるでしょう。


１：M.H.R.R.旧派と武蔵が、羽柴勢を共同支配する。

２：M.H.R.R.旧派から、武蔵が、M.H.R.R.旧派としての羽柴勢の支配権を獲得する。

３：M.H.R.R.旧派から、それを捨てて羽柴勢が離脱する。



　──大体こんなところですか」

　うわあ、と武蔵の会計補佐が両手を挙げた。

「さっきこっちは、合流する時になるべくM.H.R.R.旧派とP.A.Odaの権利を持ってこい、って言ったけど、これ、場合によって結構変わっちゃうね」

「その通りですねー。たとえば１の場合はM.H.R.R.旧派において今まで通りの権益を武蔵に持ち込めるでしょうけど、２ではM.H.R.R.旧派側に帰順するものは返却を要求されるでしょうし、３においてはほぼ論外となります」

　ですけど、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑みで手を上げた。興味本位ありありで、

「そうした場合、どんな利点が武蔵に得られますの？」

　答えは解わかっているんでしょうねー、と思うが、会議の場だ。言葉にする事で定義され、後に違う事をすれば咎とがめられる。証文を喋しやべっているようなものですね、と己は思いながら、

「１と２は、私達がM.H.R.R.の権限を所有したままなので、武蔵はM.H.R.R.旧派の権限を持つ事となります。つまりヴェストファーレン会議の参加権を得ます。

　３は、極東勢として私達を迎え入れるので、P.A.Oda側から離脱して武蔵に入るのと同じです。面倒な事はありませんが、利点は戦力と国力の増強だけですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、１と２の違いは、もう文字通りそのままですわね。どちらにしろ、M.H.R.R.旧派との交渉が待っている、というところですわ。

　ただ結果として、武蔵は羽柴を通して、M.H.R.R.旧派を中に取り込む事になりますの。

　１の場合は、M.H.R.R.旧派を、羽柴を通して共同統治。

　２の場合は、M.H.R.R.旧派を、羽柴を通して分割統治。

　そんなところですわ。

　ともあれ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから合流する場合、これらの選択肢がありますのね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己が頷うなずいた時だった。伊達だて家副長が手を上げた。

「可能性を探る意味で念のために訊きいておきたい事があるわ。

　先程、P.A.Oda側から羽は柴しば勢が合流する話を聞いたけど、そこには今見せて貰もらった選択肢はなく、ムラサイ勢力を離脱する、という一択しかなかったわね。

　P.A.Oda、ムラサイ勢力の羽柴勢としてこちらに合流する、という事は出来ないの？」

「──P.A.Odaでは、織お田だ家がムラサイ勢力と完全協働だったんです。

　暫定支配を、勢力的な下げ克こく上じようで覆くつがえしていたんですね」

　だから、

「どちらが支配、被支配、という関係でもなかったので、P.A.Oda内ではムラサイも極東勢力もイーブン。でもそれゆえに、私達羽柴勢がP.A.Odaから武蔵むさし勢と合流する場合、ムラサイを連れて行く事は出来ず極東羽柴勢単独として外に出ます」

「それって、羽柴がどう抜けても、P.A.Oda内の極東勢力は弱体化しちゃうって訳だ……」

「この会議、ひょっとしてP.A.Odaの首根っこ摑つかんでる？」

　という武蔵第三、第四特務の言葉に、伊達家副長が首を下に振る。彼女はこちらに視線を送り、軽く手を上げ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、大体理解出来たわ。──方法は二つなのね。

　M.H.R.R.旧派として合流するか。

　ムラサイを捨て極東勢力として合流するか」

「Ｔｅｓ．、ただどちらも、国籍や、国家の動きとして見ると、複雑ですわね。

　武蔵も複雑な立場であるのと共に、羽柴の形態もまた複雑。

　その両者が合流しようというのだから。更に複雑さが増しますわ」

　しかし、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが言った。

「M.H.R.R.旧派から羽柴勢が抜けた場合、極東勢力が弱体化したP.A.Odaは、自動的に解体して、ムラサイによる暫定支配体制に戻りますの？

　だとすれば、世界を相手にする、と考えた場合、M.H.R.R.旧派経由で羽柴勢が合流した方が、P.A.Oda解体を経るため、欧州ウケもよく、武蔵には得じゃありませんの？」
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「結果、M.H.R.R.旧派経由が、私には得と見えるんですけど、どうなんですの？」

　と、人狼女王は言ってみた。

　一応、何となくの答えは見えている。が、それを聞いてみたいとは思う。

　そしてこちらの視界の中。武蔵勢がしばらくの思案に入った。

　どういう事かを考えている。

　……いいですわね。

　三み河かわ争乱で、松まつ平だいら・元もと信のぶが言っていたのだ。危機に対しては、考え続けるべきだと。

　そんな望みに応こたえているのか、または自然とそうせざるを得なかったのか、自分の子達は、考え続けてきたのだ。

　……否。

　夏休みの初期。武蔵むさしに入って気付いた事がある。

　この子達の担任は、授業で、考えて言葉にする事を義務づけていた。御高説というものだ。あれは処刑と表裏一体の内容だったが、暗記ではなく、思考を一番としていた。

　屋根上を走った模擬戦のような訓練が印象深かったが、それ以外の部分でも、この子達の担任は、世界の危機に対する事が出来るよう、仕込んでいたのだ。

「……今更気付くとは、私もまだまだですわね」

　輸送艦で艦橋を殴ってしまっていた事が懐かしい。自分もまた、あの担任の思おも惑わくにのって、娘達を鍛えていた事となるのだ。

　考え、動く。

　間違っても、負けても、動く。

　……そうですわね。

　良いところに、娘は入ったのだろう。そして娘の王も、姫も、救われた事で、何もかもが合致した。

　良い環境だ。

　今も同じだ。目の前に答えを知る竹たけ中なかがいても、それなりの思案に入る。

　しかし竹中が手を上げる。止めようかとも思ったが、今は授業の時間ではないのだ。少し勿もつ体たいないけど、

「──答えを聞けますの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、私達が武蔵と合流したらP.A.Odaは解体になるのでは、というそちらの意見。

　これに対しては否定が出来ます」

「聞かせて頂きたいですわ」

　Ｔｅｓ．、と竹中が頷うなずく。彼女は表示枠レルネンフイグーアを出し、画面下側に〝M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク〟という文字と、〝P.A.Oda〟という文字を並べた。

　彼女は、P.A.Odaの上に〝極東勢力〟という文字を重ね、

「P.A.Odaはムラサイ勢力と極東勢力の合成ですね。しかし──」

　M.H.R.R.の上に、竹中が〝羽は柴しば勢〟という言葉を置いた。

「P.A.Odaの極東勢力のうち、織お田だ家は羽柴が内に収めました。しかし私達羽柴勢の本体はP.A.Oda国内ではなく、M.H.R.R.旧派側にいるんです。

　だからP.A.Oda内のムラサイ勢力は、私達がM.H.R.R.神聖ローマ帝国経由で武蔵むさしに入る時、私達との縁を切り、P.A.Odaに残存する極東勢力を保護し、被害を最小限にするでしょう。

　そしてP.A.OdaはM.H.R.R.旧派カトリツクとの協働が無い、本来の形に戻るんですね」

　これはどういう事か。竹たけ中なかが、一回右の手指を振って言う。

「──だからまあ、私達がM.H.R.R.経由で抜けてもP.A.Odaは存続します。

　場合によっては、改めて、武蔵に協働を持ちかけてくるかもしれません」

　そして、

「私達がP.A.Odaから抜けた場合でも、P.A.Odaは〝存続する〟と思いますね」

「何故なぜですの？」

「私達が抜けて、戦力と人員、資財の穴が開くのは大損害です。だからと言って、そこでムラサイ勢力と極東勢力が分かれて解体したら、混乱まで生じます。大損害だけで済むならば、解体は、少なくともヴェストファーレンより後に回すという判断を下しますよ」

　だとすると、と己は思案した。指を一つ立て、問うてみる。

「一番〝得〟な選択は、どれなんですの？」
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　正まさ純ずみは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの問いかけに考えた。

　……何が得か、か。

「〝得〟の基準が難しいな。国力増強という要素もあれば、他国から警戒されないかどうかとか、時間的、手間的という、現実的な部分での得もあるのだから」

　だが、起きる事と言えば、こういう事か。

「先程、竹中が上げたM.H.R.R.旧派からの合流三案。これに加えて、P.A.Odaからの離脱を考えるならば、


１：M.H.R.R.旧派と武蔵が、羽柴勢を共同支配する。

２：M.H.R.R.旧派から、武蔵が、M.H.R.R.旧派としての羽柴勢の支配権を獲得する。

３：M.H.R.R.旧派から、それを捨てて羽柴勢が離脱する。

４：P.A.Odaから、大損害を与えて羽柴勢が離脱する。



　という事だな。──なお、どれを選択しても、羽柴が抜ける為に、P.A.Odaは弱体化をする」

　この内、どれが一番、得か、という事になる。

　どれだろうか、と思った時だ。

「待て」

　と、横の最も上がみ総長が声を掛けてきた。

「この内、最も多くを、または強者を敵に回すのはどれだえ？」

「……得ではなく、損を考えるという事か、最も上がみ総長」

「Ｔｅｓテスタメント．、何しろ、この先にはヴェストファーレン会議があるのだえ？　そこでは各国が自国の権益を求めて動く。ならばここの判断では、敵を増やさぬ事も必要であろうよ」

　その場合はどうなるか。単純に見比べてみると、

「一番損がないのは、１か」
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「？　どういう事、セージュン」

　ナイトの問いに、己は応じた。

「ああ、羽は柴しばがこちらに合流すると、P.A.Odaからは羽柴勢が抜ける事となる。

　だからまず、何をやってもP.A.Odaからは恨まれる。コレで損１だ」

　ならば後は、簡単だ。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから恨まれないのはどの選択だ？

　２と３は、M.H.R.R.旧派から羽柴勢がいなくなる、もしくは支配権がこっちに来るので、M.H.R.R.旧派からは恨まれる。損１が追加で、損２だ。

　──しかし１は、そうではない。共同支配だから、恨まれる事はなく、M.H.R.R.旧派は私達武蔵むさしとの関係が得られて得になる。両者が得の関係だ」

　つまり、

「得だけに、この見解をとくと見よ、というところかな」

　己は皆を見渡した。ナイトが動かなくなっているのを確認し、そのまま羽柴勢に向け、

「──どうした。笑って良いぞ。ここまでギャグが無くて緊張しただろう」
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・ホラ子：『やりおった！　やりおりましたね正まさ純ずみ様……！』

・副会長：『おいおいそんなに褒めるなよ。ここから先、しばらく笑える機会が無いだろうから、今の内だぞ？　んン？』

・●　画：『マルゴット！　マルゴット！　直撃したけど大丈夫!?』

・金マル：『いやあ、世話になった村の事もあるから、ちょっとM.H.R.R.旧派が気になるなー、と思ってたら偉い目に遭ったよ……』
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　大丈夫ですの？　と思うミトツダイラの視界の中、動く者がいた。

　羽柴だ。彼女は、一息を入れ、右手を低く挙げ、

「武蔵副会長の案に同意します。──その理由のため、説明をさせて下さい」

　羽は柴しばが表示枠レルネンフイグーアを開いた。そこにはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク支配地域の概要図が出る。大おお坂さか湾わん西側から、沿岸地域を通ってK.P.A.Italiaまで届くものだ。

・立花嫁：『よく考えたら、M.H.R.R.旧派の実質的な支配者に解説を頂いていると、そういう事になるのですね』

・貧従士：『実はコレ、広義の〝ラスボスに直接聞く〟になってる気が……』

・銀　狼：『む、武蔵むさし上ですし、御高説の別バージョンくらいで考えませんの？』

　などと言ってる間に、羽柴が画像の位置を整えた。そして彼女が画面を軽く叩たたき、

「現状、M.H.R.R.旧派は、二派に分かれています」

　一息。

「一派は、私達羽柴勢の統治を引き続き望む人達で、M.H.R.R.側と、私達の権益を活いかしていきたい極東友好派の人々です。旧派主体ですが、神しん道とう側でも存在しています」

　と、ナルゼがペンの尻しりで頭を搔かきつつ、問うた。

「私達が匿かくまわれた村のように、神道主体にしている中立地みたいな場所は結構あると、そういう事かしら」

「Ｔｅｓテスタメント．、情報を見る限り、御二人がいた村も、そういう箇所の一つですね。辺境地域だと、難事への対応手段が豊富な方が良いので、旧派はベースとして、神道主体にしています」

「──じゃあナイちゃんさっきの流れで聞くけど、もう一派は？」

　Ｔｅｓ．、と羽柴が応じた。

「暫定支配の権益を守りたい人々です。つまり暫定支配派。彼らは皇帝と共にK.P.A.Italiaに逃れ、そちらで自分達の権益を保持し続けています」

「──あらあら、だとすると、先程の１を選ばない限り、ヴェストファーレンでは、彼らと対決になってしまいますわね」

「そうなんですの？　御母様」

　解わからない事がある。

「M.H.R.R.旧派は敗戦国ですのよね？　１を選べば、M.H.R.R.旧派は武蔵とは協働する身内になるので、当然対決は無いと解りますわ。──ですけど、４は論外として、２と３を選ぶならば、協働はしていないとはいえ、こちらにもM.H.R.R.旧派の勢力が入った事で、同じ敗戦国、同じM.H.R.R.旧派の要素を持ちますの。それが、私達と対決する事になりますの？」

　あらあら、と母が応じた。

「M.H.R.R.旧派は、現在、三十年戦争の後を考えて行動中ですのよ？　そして、M.H.R.R.旧派は、羽柴勢よりも実は強い権力を持ってますの」
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　いいですの？　と人狼女王レーネ・デ・ガルウは言った。

「あの傀かい儡らい皇帝の権限は総長兼生徒会長。これは解わかりますわね？

　そして現在、副長は不在で会計は引退同然。更には書記がM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの代表ですわね」

　権限の割り振りとして見ると、構図は明確だ。

「羽は柴しばが副会長でM.H.R.R.旧派カトリツクの実権を握っていても、周囲は敵ばかりで味方はおらず、皇帝の方が〝皇帝〟という名目の他、実質上の総長と生徒会長の二大権力を有してますの。

　皇帝はきっと、K.P.A.Italiaと組む事で最大の安定を得られると思ってるでしょうし、K.P.A.Italia側もいい傀儡が来たと、そう思ってますわ」

　つまり、

「M.H.R.R.旧派は、武蔵むさしが身内にならない限り、失った羽柴勢の分、確実に取り返しに来ますわ。それも、K.P.A.Italiaの力も借りて、ね」

「何故なぜです？」

　武蔵の従士が問うて来た。

「今更、というところですけど、何故、M.H.R.R.の皇帝は、K.P.A.Italiaと密接になったんですか？　K.P.A.Italiaも落ち目ですよね？　それが合流して、三十年戦争に対して何か得になるような事って、ありますか？」
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・俺　　：『おいアデーレ、そろそろギャグ入れねえと、うちららしくねえぞ。大丈夫か』

・貧従士：『ええと、すみません、無視していいですか!?』

・ホラ子：『じゃあ入艦の検疫として、皆様の御子様に検便検査でも一つしてみましょうか。ウンーコネタは松まつ平だいら勢にとって大事ですからね』

・銀　狼：『ホライゾン！　ホライゾン！　茶ちや碗わん持って何する気ですの!?』

・賢姉様：『ほらアデーレ！　見本で良いとこ見せるチャンスよ！』

・貧従士：『何か一周回ってこっちに届いてきましたよ……!!』
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　何やら表示枠サインフレームを眺めたり書き込んだりしている娘達が、ちょっとホットになっているようだが、何だろうか。

　ともあれ人狼女王レーネ・デ・ガルウとしては、先程の従士の問いに答えておこうと思う。この問題を共有出来るであろう羽柴に、一度目配せをして、

「──M.H.R.R.旧派、皇帝派は、つまり漁夫の利を狙ねらってますの」

　これはどういう事か。

「K.P.A.Italiaは、大航海時代以降、中東経由での中間貿易の利が失われて一気に没落しましたわ。結果、K.P.A.Italia内部では小国が分裂した状態となり、そのおかげで北部の一部地域を除いては、三十年戦争への荷担が出来なくなりますの」

　ただ、と言葉を間に挟む必要がある。

「他国が三十年戦争に気を取られている間、ローマはその教皇領を拡大していきますの。衰退、没落はしていても、同じように周囲がヘコんでいるならば、教皇の神意と力は絶大ですわ。

　ゆえにK.P.A.Italiaでは、前教皇ウルバヌス八世の時代に、最大領土を得て、存在感を確定した上で現教皇に繫つないだ訳ですのね」

「──そしてこの、三十年戦争末期まで、K.P.A.Italiaは、戦争は三征西班牙トレス・エスパニアなどに任せ、本土とも言える教皇領は力を保った訳だな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と武蔵むさし副会長には頷うなずいておく。

　これは、羽は柴しばが出した概要図を見ても明らかだ。

　K.P.A.ItaliaにM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクが侵攻した時、驚きをもって各国が警戒したのは、歴史再現ではこの時代の不可侵とされる場所に羽柴が手をつけたからだ。

　これは極東側の歴史再現をベースとしているという、そんな大たい義ぎ名めい分ぶんもあったが、

　……欧州からしてみれば、Tsirhcツアーク系として最後の拠より所どころとなる場所に、手をつけられたとか、そういうイメージですわね。

　それだけ、そこに手を触れるのは禁忌だったのだ。

　インノケンティウス十世も、その事を理解の上で振る舞っていた。
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・蜻蛉切：『あ、今更で御座るが、酒さか井い学長が教皇総長に喧けん嘩か売って勝ったのがえらい重要視されてる一方、あまり話題にならず隠されてるのは、そういう事で御座るかな？』

・立花嫁：『今更過ぎます本ほん多だ・二ふた代よ……！』

・副会長：『というか、他国の重要人物が酒井学長を手助けしたのって、不可侵の教皇領が拡大するのを止めるためだろうけど、当時の教皇総長も手加減知らなかったんだろうなあ……』
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　さて、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは言った。

「三十年戦争において、K.P.A.Italiaは積極的な参戦を行ってませんの。これは以前からの戦争によって疲弊している事と、K.P.A.Italia自体が領邦国家でこの時期には明確な統一がなされておらず、北部は三征西班牙と組むところも有れば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと組んだり、寝返ったりと様々で、さっき言った通り、ちょっとした分裂状態ですの。

　そしてウルバヌス八世や、次の教皇となったインノケンティウス十世ともども、教皇権の拡大をすると、どうなりますの？」

「他国から、恨まれるんですか？」

　従士の答えは、酒さか井い学長の事があるからだろうか、ちょっと惜しい。

「恨まれても、歴史再現によって守られているのが当時のローマですわ。まあ、そっちの学長先生の事などありますけど、基本的には、教皇の膝ひざ元もとは安全地帯となりますの」

　ならば、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの皇帝は、どうしたか。ええ、答えは簡単ですわ」

　ええ、と己は頷うなずいた。そして言う。

「捨ててきたM.H.R.R.神聖ローマ帝国本国に対し、──広義の放置プレイを開始したんですのよ」
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・金マル：『……ミトっつぁん、向こうから振ってきたよ？』

・銀　狼：『無視一択！　無視一択ですわ……！』

・賢姉様：『フフ、こうぎ！　こうぎの放置プレイよ！　そうよね浅あさ間ま！』

・●　画：『あの実況の印象強過ぎて、前半が顔漫画みたいになっちゃってるのよね……』

・あさま：『だからこっちに振らなくていいですよ……！』
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　義よし光あきは、欧州情勢にはあまり詳しくない、という自覚がある。

　総長兼生徒会長ではあるが、そもそも奥おう羽うに対し、欧州側からの関与は乏しいのだ。なので情勢としては、小お田だ原わら征せい伐ばつで縁を持った六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、伊達だてから来る三征葡萄牙トレス・ポルトガルを相手に、経緯いきさつと理由を知る程度に収めているが、

「三十年戦争が、各地での入り乱れや寝返りなどを重ね、混迷としておるのは解わかっておる。

　その中で、M.H.R.R.旧派の皇帝派は、K.P.A.Italiaと合流する事でM.H.R.R.旧派の敗戦処理を羽は柴しばに任せ、しかしヴェストファーレン会議ではM.H.R.R.旧派を〝羽柴から取り返す〟ように振る舞うのかえ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが頷いた。

「M.H.R.R.旧派は羽柴に乗っ取られていた！　自分は傀かい儡らいだった！　そのようにして、M.H.R.R.旧派を〝取り返す〟。漁夫の利ですわ。

　政治的な賛同においてはK.P.A.Italiaがまとめて引き受ければ、会議の後でM.H.R.R.旧派が他国に奪われるものは少なく済みますの。──さあ、この場合、どうなりますの？」

　結論を、武蔵副会長が言った。

「もしもM.H.R.R.旧派として羽柴と合流したならば、K.P.A.Italiaと結びついたM.H.R.R.旧派の皇帝派が、他国を前にこちらを簒さん奪だつ者として対決してくる、という事だ」
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　成程なあ、と正まさ純ずみは思った。

　各国のこれまでの動きの内、傀かい儡らいとされていたM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、皇帝と、それに連なる派の動きは今までよく読めていなかったが、

「最大の保身だな。三十年戦争の抵抗のため、羽は柴しばを招き入れ、国内の増強なども行わせた上で、ヴェストファーレン会議でそれを敵にして追い出す訳だ」

　……理りには適かなっている、か。

　被害を少なく、最大の保身を考えた末の判断だろう。

　傀儡にしか出来ない事だ。

　他人を頼り、保護していたものを裏切って、だが生き延びる。

　傀儡である己を、堂々とそのままに扱っている。

・立花嫁：『これもまた見事なあり方と、……今の私はそう思います』

・ホラ子：『ええ、見事です。見事！　他人を頼って生きる！　楽して生きたい！　素晴らしい！　他人任せで人生悠々、最高ではありませんか！　ホライゾン、他人任せの人生を主張していきたいところです！　そうですね、浅あさ間ま様！　ミトツダイラ様！』

・あさま：『ええと、はい、まあ、……本舗戻ったら着替えの整理とかしますんで、ちょっと部屋の方見させて下さいね？』

・金マル：『これ傀儡じゃなくて別の新しい何かじゃないかな？』

　私もそう思う。

　だが、皇帝はよく割り切ったものだ。

「ヴェストファーレン会議を抜けてしまえば、そこには強化された国土と、無傷の人員が残っている。講和で多くのものを奪われても、それを取り戻す手段は無事なのだ。

　そして力を失っていたK.P.A.Italiaは、以後、M.H.R.R.旧派の保護も得られる、か」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と立たち花ばな夫が言葉を作った。

「三み河かわ争乱が無ければ、K.P.A.Italiaと同盟していた三征西班牙トレス・エスパニアはアルマダ海戦以後、疲弊をした筈はずです。〝その後〟を考え、M.H.R.R.旧派と結びついておくというのは、いい選択かと」

　そういう事だ。

　……対する羽柴勢としては、創世計画があるから、ヴェストファーレン会議は乗り切れると思っていただろうしなあ。

　だとすると、やはり自分達の存在が何もかも狂わせているのだ。

「厄介者、か」

　いろいろ、繫つながった。とはいえ実際はまだ、繫がっていない、見えていない事も多いのだろう。そういう部分に関しては危険も感じるが、

　……しかし、こうなってくると、何が得な選択か、損な選択か、が難しいな。

「さっきの１を選んで、羽は柴しばを共同支配しようとしたら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクはどうすると思う？」

「ヴェストファーレンを、羽柴に押しつけてクリアするつもりなら、１は何か理由をつけて拒否するんじゃありませんの？」

　ミトツダイラの言う通りだろう。だけどまあ、そうなると、

「こういうのはどうだろうか」

　言った。

「本音を言えば、やはり、M.H.R.R.旧派の権益が武蔵むさしに欲しい。

　だから、──M.H.R.R.旧派本国、皇帝派に捨てられた領土を、羽柴はそのまま自分の支配下にして、武蔵と合流する。つまり第五の選択だ」
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　義よし光あきは見た。武蔵副会長が告げた言葉に、羽柴が手を上げるのを、だ。

　……まあ、止めるのが普通であろうのう。

　その通りの判断を羽柴が作る。彼女はまず第一声に、

「──不利です。私達が武蔵に敗北した事も含め、これまでの各国との関わり方から、ヴェストファーレンでは戦勝国から相当厳しい講和条件を出されます。M.H.R.R.皇帝派も、私達を追い出すために攻撃を仕掛けてくるでしょう」

「だが、極東勢としての私達が、無条件でヴェストファーレン会議に参加出来るというのは利点だ」

「──あの、武蔵副会長？　貴女あなた、マクデブルクでアンヌ達と会議した結果、ヴェストファーレンで武蔵の参加を認めて応援するかどうかは、羽柴を倒せたか否か、で決めると、そうなっていたのではありませんでしたの？」

　横の人狼女王レーネ・デ・ガルウも言葉を作ったところで、己も注釈感覚で問いかける。

　真意が知りたいのう、と思いながら、

「私の方も、流れやいきさつとしてそう聞いておるぞえ？　それに貴様、三み河かわで教皇総長に啖たん呵かを切ったであろう。ヴェストファーレン会議で決着すると、──ならば、その約束通り、貴様らはヴェストファーレン会議に参加出来る。違うか？」

「だがその教皇総長は行方ゆくえ不明となり、今は義妹のオリンピアが襲名している。……ヴェストファーレン会議に私達を参加させる根本的な理由が、失われているんだ」

　即答だった。

　武蔵副会長が、握った手を宙に放つように広げて言う。

「マクデブルクの会議で決まった内容が保険にはなるが、スレイマンは民間に下げ野やしたので、私達は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントに頼る事になろう。

　だが、両国とも戦勝国で三十年戦争の代表勢力とも言える。

　羽は柴しばを抱えたこちらに手加減は出来ない上に、参加の事で貸しを作ったとなると、もはや武蔵むさし側は最初から攻め切られた状態だろう」

　肩に力を入れ、彼女が告げた。

「敗戦国である不利と、参加すらが可能かどうか解わからず、更には出来たところで戦勝国に対してハンデがある不利と、どちらが〝良いマイナス〟だろうか、と思うのだ。

　ならば解り易やすく歴史再現でまとまった〝敗戦国の不利〟の方が相手をしやすいのでは、と、私はそう思っている」

　……成程のう。

　己はやれやれと頭を搔かいた。

「良いマイナスの選択かえ」

　武蔵副会長の言う事は、何となく解る。

　奥おう羽うの極寒地を拠点とする最も上がみも、その立地特性ゆえ、歴史再現においては〝どちらがよいマイナスか〟を問われる事がたびたびあるからだ。

　その際の基準の一つは、解り易いかどうか、だ。

　マイナス分が少なくても、手順や理屈が複雑な場合、どこかの制御が間違えば一気に負債が増加する事がある。

　逆に、マイナス分が多くても、手順や理屈が単純な場合、準備を整えて早期にそれを処理してしまい、補ほ塡てんなどを行う事も出来る。

　どちらが良いか、というと、実質的にはどちらもどちらなのだろうが、後者の方が不安も無く、テンションも上げられる。

「なかなか難しい裁定だが、解らぬものでもないのう」

　と言って、ふと気付いた。

　羽柴が、机の上に平伏している。
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・ＡｎＧ：『アー、よく考えたら教皇と一緒に厳いつく島しまを大和やまとでぶっ飛ばしたのって羽柴だっけ』

・ゆたか：『あれやんなきゃ、今の状況、ないですよね』

・きめえ：『──謝って済む問題だったら良かったわね』

・８４８：『か、過去形で言いましたね!?　そうですね!?』

・小　姫：『いやいや、皆さん、三みつ成なり様を責めちゃ駄目ですよう。厳島が落ちた事で、安あ芸きには名物と絶景が出来た訳ですからよう』

・□□凸：『厳島は浮いてても名物と絶景ですよ……！』
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　絶景と言うより壮観だな、と義よし康やすは思った。

　武蔵むさしの武神格納庫に、八やつ房ふさがいる。否、いるのは前からいたのだ。だが自分の登場する機体として、メインハンガーに格納されていると、己の中で思うところが違う。

　一応、〝義ぎ〟も、完全ではないが修復出来ている。機体は破壊されて、武蔵の地球一周旅行の加速ゆえに回収も出来なかったが、記憶槽のバックアップはとってあった。

　なので一日遅れくらいの内容として、メインフレームと、とりあえず作業が出来る程度の五体を、スペアパーツで組んでいる。

　正直、八房に乗るのは〝勿もつ体たいない〟という、自分でもよく解わからない感覚があるのだが、それを告げたら整備課全員が無言で八房をメイン側のハンガーに収めたので、つまり自分は貧乏性という事なのだろう。

　ともあれ、八房が来て、さっきはマニュアルを本体から表示枠サインフレームに落とし直し、諸処の確認をしていた。マニュアル自体は以前から落としていたが、搭乗登録者となるとその内容が変わるのではないかと、そんな予測があったからだ。

　だが違った。

　マニュアルは、以前に保存したものとページ数も同じで、比較検索をしたところで変わりはない。

　だとすれば、

　……本当に、私の心持ち次第だったのだな。

　まだ八房がここにある事に不慣れだが、いずれ馴なれるのだろうかと、そんな事を思っていると、泰たい造ぞうがやってきた。

「義康さん、これから〝大気不足〟の受け入れだが、こんな処ところにいて、いいのかい」

「浅あさ間ま神社での会議か？　私は外と様ざまだし、義よし光あきがいるならば、いいだろう」

　そうかい、と呟つぶやいた上で、彼が問うて来た。

「武蔵に羽は柴しば勢が合流して、──大丈夫かい」

　言われ、考えた。

　羽柴勢に対しては、いろいろと恨みもあった。無いという事は出来ない。

　だが、里さと見みは取り返したのだ。それも夏休み前だ。里見に居続けたならば、住人達の要求や鎮魂やらで羽柴への思いも膨れあがったかもしれないが、

　……時とき貞さだがそれの対応をしてくれているしなあ。

　自分は武蔵にいて、慌ただしい一方、暢のん気きでもあるような生活をしている。

　特に武蔵が撃沈された後は、地上武蔵に住すみ処かを移したものだったが、瀬せ戸と内ない海かいに近い町は漁業を始めていた。これは里見の原風景を思い出すもので、

「……思った以上に、恨みがないというか、向こうの出してきた偽八やつ房ふさについても、八房がこちらにあり、撃破した以上、コピー以外の何物でもない。逆にスペアとして欲しいくらいだ」

　何と言うか。

「必要なものは手元にあり、残っているのだと、そう思えるようになったのだろうな」

「……義よし康やすさん、前々から思ってたが、もう少し子供っぽくてもいいんじゃねえのか」

「欲の話など聞くと、確かにそう思う。だが、昔から、〝あれが欲しい〟とか言うと、姉がキャアキャア喜んでそれを買ってこようとしたり、一緒に買いに行こうとか言い出すから、過保護感覚が酷ひどくてな……」

「善意の悪循環か」

「今思うと、付き合っておけば良かったと……」

　狭い里さと見みだ。すぐニュースになって、あちらこちらで「まあ！」とか言われるようになる。

　とにかく近所づきあい感覚の強い土地なのだ。

　姉もバラすから尚なお更さら加速する。

　下手へたに姉と外出したと知られたら、すれ違う女房衆が一人ずつ菓子をくれかねない。

「──やはり駄目だな」

「そこらへんがいけねえんじゃねえか」

　そんな気もする。が、その辺りが割り切れないというのは、

「……実は私は、子供っぽいのではないだろうか」

「えらい逆説を拝聴したぜ」

　褒められてはないが、まあそういうものだと思う事にする。ただ、上の方、浅あさ間ま神社での会議についてだが、

「……武蔵むさし側への合流となると、いろいろ立場とかが難しかろうなあ」
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　……まあこの辺りは難しいよなあ。

　と、正まさ純ずみは羽は柴しばに顔を上げるように手で指示しながら思う。

　ヴェストファーレン会議は、まだ先の事だ。三週間以上の間がある。とはいえ、

「合流の際、何を捨てるべきか。それをここで決定すると、損が発生する。が、決めないと合流は出来ない、か」

「──先程決めた通り、合流は揺るがないです」

　何かぐったりしている羽柴を横に、竹たけ中なかが言う。彼女は表示枠レルネンフイグーアを開き、

「こりゃあ、いろいろ覚悟を決めた方がいい、って事ですかね」

　そうするべきだろうか、と思った。だから自分は、羽柴に対して言葉を作る。

「──どちらにしろ決断が必要だ。

　羽は柴しば勢、私は、君達がM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとして合流した方が利点が多く、安全だと思う。

　その方法については──」

　と、そこまで言った時だ。ふと、自分は一つの解決に気付いた。

「ちょっと提案いいか？」

　何？　と皆が振り向く。

　首を傾かしげるような視線の群に対し、己は言った。

　閃ひらめいたのだ。

　……これは、いけるんじゃないか？

「この部分、羽柴勢は合流をするとして、じゃあM.H.R.R.とP.A.Odaに対しては、身の振り方を決めず、曖あい昧まい決着にしておかないか？」

　つまり、表向きは半合流のような状態として、

「両国に対し、所属や決別を決めず、振り回してやるんだ」







[image: 第十一章『真相の抗議主』]
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「身の振り方を曖あい昧まいにして、振り回すんですの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、武蔵むさし副会長の提案がどういう意味か思案した。

　だが、考えるよりも問うた方が早い。故に己は唇に人差し指を当て、首を傾かしげる。

「羽は柴しば勢を合流させつつ、所属を曖昧とする。──その方法と利点は？」

　ああ、と武蔵副会長が頷うなずいた。

「方法は簡単だ。羽柴勢はこれから〝合流〟し、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク本国とP.A.Odaにある自分達の資財を武蔵へと持ち込めばいい。そして両国に咎とがめられたら〝これは一時的な預かりである。所属はまだ両国から外れていない〟と返せばいい」

　そして、

「それで終わりだ」
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「……は？」

　人狼女王は、一瞬、武蔵副会長の言っている言葉が理解出来なかった。

「……羽柴勢の所属と国籍を明確にしなくていいんですの？」

　というこちらの問いに、笑う声があった。最も上がみ総長だ。

「ココ……、確かに、確かにそれで通用するのう。──人狼女王、羽柴勢も、よく考えれば解わかるであろうよ。M.H.R.R.皇帝派は羽柴を失えば敗戦処理が出来ず、本国の者達も支えを失う。P.A.Odaも、羽柴勢を失えば国がガタガタになるのだえ。

　つまり両国、本心では羽柴勢にはいて欲しいのだえ」

「そうだ。ゆえに武蔵への合流をする事は、両国に、それぞれ伝え、知っている状態にする。

　そうすれば、M.H.R.R.旧派もP.A.Odaも、自分のところから去られるのを避け、羽柴勢に強気で出る事は出来なくなるだろう。

　場合によっては、両国のどちらか、または両方が、残留のためにいい条件を持ってくるかもしれんぞ？」

　つまり、

「真ま面じ目めにやるのが損ならば、開き直って、曖昧に、しかしやりたいように振る舞おう。

　羽柴勢は合流出来る。そして身の振りをどうするか、好きな時に決められる。

　これが利点だ。

　まあ、ヴェストファーレンまでには決めておいた方がいいと思うが、逆に敗戦処理をやれる方法が見つかったならば、曖昧なまま行ってもM.H.R.R.旧派に恩を売れるな。

　なるべく、ヴェストファーレンの参加権を無くさない方針で頼む」

「それは、曖あい昧まいなままか、最終的にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国本国を支配しろという話ですよね!?」

「まあそうだ。ヴェストファーレンへの参加権については、まだ他にも手があるから、そちらも考慮するが、身内で確定出来るならそれが一番だと思う」

　成程、と己は小さく笑った。

「どちらにしろ、武蔵むさし自体がヴェストファーレンでは測られる側。いくらかの不備が前提としてあるならば、ここで各国に合わせて、それを確定しなくてもいいという事ですのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だから羽は柴しば勢、ベルトーニの言った通り、資財などは勝手に持ち込んでこい。両国のどちらかに所属するか決めた時、相手国の資財も自国のものとなるのだから、両国にとっては羽柴勢を保護する理由にもなる。とりあえずは航空艦に、物資を積めるだけ積んで、だな」

「──何処どこまで通じるんですかねー……」

「曖昧である事をハッキリ明言する必要も無い。そしてまた、バレても、これが決定したのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと極東勢力代表のいる講和会議だ。──他の国が口を出すのは難しかろう」

　言われ、己は最も上がみ総長を見た。すると彼女が笑みを返し、

「こういう連中ぞ」

「うちの子達が逞たくましくなる訳ですわ」

　そして武蔵副会長が、子の王達の方を見た。

「どうだ？　一番、広範な答えだと思うが」

「オメエ、被害の拡大を楽しんでねえか？」

　言う王様が、しかし笑っている。何故なぜなら、

「──俺おれやホライゾンみてえなやり方で来たな、セージュン」

「そうだ。これはお前の真似まねだぞ？　綿密にしっかり真ま面じ目めにやるよりも、テキトーに、周囲を振り回し、しかもやりたいように振る舞って行くんだ。──気に入ったか？」

「Ｊｕｄ．、──どうだよホライゾン」

「自分の手柄でもないものを自分のように振る舞う男は誰だれですかトーリ様」

　しかし、と姫が武蔵副会長に頭を下げた。

「──正まさ純ずみ様、三み河かわでは救われた身ですが、ヴェストファーレンでは前に行く身。

　そのような道を頂き、あガッ」

　嚙かんだ。浅あさ間ま神社代表とうちの子達が慣れた動きでフォローに入るが、いつもの通りだ。

　そして第一特務が手を上げた。

「全員、とりあえずM.H.R.R.やP.A.Odaを抜けたかは明確にせず、しかし合流。──と、第三者にその情報を流させる、というので良いので御座るな？」

「Ｊｕｄ．、そうだな。言げん質ちは取られないよう、誤魔化して、第三者の情報として流せ。

　情報を広め、そして折を見て両国以外にも漏らせば、武蔵は注目を浴びる。

　そうなれば、もう両国はこちらに手を出せず、他国も両国の動きなどを恐れ、羽柴勢の事をとやかく言えなくなっていく。──情報戦を、今から開始してくれ」

　では、と己は首を下に振った。段々と武蔵むさし勢のいつもらしさが出てきたと思う。ならば自分は、ちょっと薪まきをくべるつもりで、

「だったら、もうちょっと両国を振り回すと面白いですわね。

　良い方法、ありますわよ？」

「何だ？　情報戦の助けになるものがあるか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じ、着ている極東制服の胸帯を軽く摘まんで持ち上げた。

「制服ですの。──羽は柴しば勢が極東式の制服を着て、武蔵勢がM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制服を着る。

　そんな光景が画像として外に出回れば、両国も他国も、振り回されますわよ？」

「武蔵制服──！」

　いきなり脇わき坂さかが両手を挙げて叫んだ。彼女は羽柴勢を見て、

「ママ達とお揃そろい、着てみたいよね！」
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　糟かす屋やは、母を見た。

　入らない。

　そして、母の母を見た。

　入り過ぎる。

　……ちゅ、中間サイズはありますのよね？　ね？

「ええと、いいと思いますの。──有りですのよ？」

・きめえ：『今、何か、視線が左右に振られたのは──』

・黒　狼：『あ、あまり深くツッコむ処ところじゃありませんのよ！』

・巨　正：『確かに、制服を変えるのは、他国にとってインパクトありますね』

・しとお：『動きやすいように改造するのは有りで御座りますか？』

・黒　竹：『ありでしょう。──清きよ正まささんと同じ理由で、おねーさんも有りだと思います』

・□□凸：『男子制服は、極東のものと結構似てるので、僕も問題ないです』

・６　　：『広報は通せ』

　蜂はち須す賀かの言う通りだ。これを行い、他国へのブラフとするならば、羽柴勢の戦士団や学生、住人達にも支給する事となる。広報を通して皆に知らせる必要がある。

　そして武蔵会計補佐が手を上げた。

「あ、制服だけど、武蔵で購入してくれると有り難いかなー」

「そちらの会計を通すという事ですか」

　竹たけ中なかの問いに、補佐が一瞬動きを止めた。だが彼女は、浅く腰を上げ、下ろして、

「ええと、今回は長い目で見よう！　うん！　チョロっと幻痛ならぬ幻出が来たけど、それはそれとして、K.K.K.で購入して貰もらえる？　そうすると、武蔵むさし内の一企業とかじゃなく、教きよう導どう院いん経由で商工団全体に分配されるから。

　そうすると、商工団の構成員の誰だれに対しても、これを貸しに出来るからね。

　教導院の購入なら、記録が聖連にも渡るから騙だましやすくなるよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹たけ中なかが頷うなずいた。

「まあ、そのまま極東に鞍くら替がえするなら、衣料品の投資は前払いという感覚ですね。

　それでなくても入艦の敷金代わりというか、保護のための費用として計上しましょう」

　と契約用の仮書類を、表示枠サインフレームとして武蔵副会長に投げる。

　相手が受け取れば、

「では私達の国籍はヴェストファーレンまで決めず、しかし合流作業は進めておく。

　そういう事ですのね？」
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　だとすれば、と片かた桐ぎりは言葉を継いだ。

「議題の〝Ｊｕｄジヤツジ．にすべきかＴｅｓ．にすべきか〟は、僕達の場合Ｊｕｄ．が良さそうですね」

　極東式の応答は、皆の想定にあっただろう、と何となく思う。極東系の襲名をしている事もだが、親の真似まねはイメージするものだからだ。

　席に並ぶ皆が、ちらりとこちらを見て居住まいを正す。

　問題ない、という合図のようなものだ。ならば、

「この会議の終了から、交渉記録なども全てＪｕｄ．に変更します」

　と前を見ると、武蔵勢がスクラムを組んでいた。何事、と思うと、総長の、

「よーし、じゃあ解散ー」

　という声でスクラムが解かれ、中央に人影が一つ残った。

　母だった。彼女が胸に手を当て、こちらを向いてこう言った。

「──Ｊｕｄ．。宜しく、ね」

　死にかけた。
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・□□凸：『駄目……、勝てない……』

・黒　狼：『──片桐の御母様、記憶にある以上の破壊力ですのね……』

・きめえ：『記憶にあるのより若いものね。いろいろと浄化されるわ……』

・大　和：『でも退出しつつ敢あえて言いますが、その方に、安あ土づちの頃ころから私、相当にやられた憶おぼえがあるのですが。──以上』

・ＡｎＧ：『ウヒョー、〝大和やまと〟が嫉しつ妬としてるよ！』
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・礼賛者：『で、今の向むか井い君のアタック、何か意味があったんですか？』

・貧従士：『何言ってるんですか御お広ひろ敷しきさん！　鈴すずさんのアタックは敵艦の挙動乱したり艦橋狙ねらいの攻撃を逸そらしたりするくらいの技ですよ！』

・ホラ子：『それを正面から食らった相手は轟ごう沈ちん！　当たらないナンタラ武装よりも評価は上となりますね……！』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、サイト内の武蔵むさしの装備番付コーナーに総艦長代理を加えるのは、些いささか失礼かと思います』
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　……今の向井の挨あい拶さつや、向こうの受け方を見ていても、両者問題はなさそうだな。

　合流の機運は揃そろったと、正まさ純ずみは判断した。

　それは向こうの竹たけ中なかも同じらしい。こちらと視線を合わせてお互いが頷うなずくと、上座の義よし光あきも小さく笑った。

「──さて、どうするかえ？」

　言われて考えるが、羽は柴しば勢からの議題は残り二つだ。ツキノワに表示枠サインフレームで出させると、


・未来が確定ではなく、解わからなくなった。

・オリオトライとの関係をどうするか。



　この二つだ。だが今の、合流を是とした空気感で言うならば、

「先の、先生との関係については、そちらでそれぞれ話でもすればいいのでは？」

「あー、オリ子、年上になっちゃってんだよね。まあ昔もチョイ上だったけど」

　そうなのか、と気付かされる横で、ホライゾンが腕を組んで言った。

「ダブル毛の頑張りで、すくすく育ったのでしょう。よく伸びる……！」

「フフ、シングル毛の子達も無毛の子達もいい育ち方してるけど、まあちょっと考え方の違いとか、そういうのもあったみたいだものね。何か良い時間があれば、とは思うわ」

「じゃあ夕食は、外で焼き肉でもしますわね」

　と、ミトツダイラが表示枠サインフレームを開いて業者関係の予約を始める。何となく楽しそうな狼おおかみの雰囲気を見て、己は思った。

　……そういえば、よく考えたら戦勝の祭とかも予定を入れてなかったなあ。
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「御嬢様！　御嬢様！　副会長から〝戦勝祭やんの？〟と不ぶ躾しつけな通神文メールが！」
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　返答代わりの企画書が大おお久く保ぼから返ってきたので、許可の印判をツキノワに押させて送る。

　今日の内は、武蔵むさしの基本船殻部や各機能を復帰させながら、部署ごとの慰労会。明日からは表層部の重要施設や通りを中心に祭の準備を行い、夕方から戦勝祭。そこには各国の外交館も入艦許可とする。そんな旨むね、要件が並んでいるのを確認しつつ、

「この中で、コミュニケーションはいろいろとれるだろう。──残り一件、未来が確定ではなくなったとの事だが、これはまず、どういう事か、説明して貰もらいたい」

　Ｔｅｓテスタメント．、と向こうの席で、軽く椅い子すを引いていた蜂はち須す賀かが手を上げた。

「未来が変わってる。気付いたのは、玄げん武ぶの事だ。あれは、私の知る未来では、誰だれも乗っていなかったが、今は私が乗ってる。そして──」

　問われる。

「四し聖せいが揃そろうと何が起きる？」

　……四聖武神か。

　それぞれが強力な機体だ、という事は解わかっている。術式じみた力をも使う。

　しかしそれならば四聖を模した意味は何かあるのか。

　向こう、加か藤とう・清きよ正まさが手を上げる。

「Ｔｅｓ．、四聖武神には元々欧州由来の技術が含まれているものですが、元もと信のぶ公が手を加えたとなると、やはり創世計画に関するのではないでしょうか」

　確かに、と思ってしまうくらいには、新大陸で過去を見た。当時の彼らの決意や性急さも理解したのだ。

　……ならば何かあるかもしれないと、油断せず考えておくのが吉か。

　調査をさせようと、大久保に指示を送ろうとした時だ。

「それについては、揃えてみないと解らんさね。──真さな田だに行くかい？」

　直なお政まさの返答が早かった。そして蜂須賀も、

「行こうか」

　こっちも即答だった。
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・ＡｎＧ：『お姉ねえちゃんと旅行！　お姉ちゃんと旅行だよショーロク！　良かったね！』

・６　　：『ウザい』

・巨　正：『ふふ、でも四聖について、武蔵でも情報が無いとなると、何処どこかの機会で四体が揃うといいのですけど』

・しとお：『揃うと壮観で御座りましょう。蜂須賀殿も見てみたく思わぬで御座りませぬか』

・６　　：『……少しは』

・ＡｎＧ：『何かショーロク、こっちと対応違くない!?　可愛かわいげプリーズだよ！』

・超正義：『要求するから駄目なんですよ脇わき坂さか様……！』
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　……蜂はち須す賀かさんが丸い態度を見せるのは珍しいですねー……。

　やはり羽は柴しば勢の枠の中だけでは〝狭い〟のだろう、と竹たけ中なかは痛感する。そういう意味では、ミックスアップによって、皆、これからがどうなるか、という期待がある。

　和んでばかりもいられないのだ。

　それゆえに議題は進めておくが、

「……とまあ、そういう意味で、十じつ本ぽん槍やりの皆が見てきた未来に対し、現在は、既にその流れが各所で変化して行っているんですね。それは恐らく、先夜の戦闘で決定的になったろう、と」

　こちらの説明の後、横の三みつ成なりが、頭を下げる。

「ゆえにこれから先に起きる事については、可能性の範囲内の話で済ませておくのが安全だろうというのが、私達の判断です。そして──」

　そして、

「だからこそ、武蔵むさしが創世計画以外の手段を探すならば、私達も手伝いたいと考えています。私達の知る未来がズレているなら、違う結果を求めるのも有りだろうと考えるので」

　おお、という空気が、武蔵勢から上がる。そして武蔵副会長が手を上げ、

「──だとすれば、まずは私達の方でも思案しつつ、先人が創世計画の他に別の手段を講じていなかったか。その調査をしたい。……が、問題は、何処どこから手をつけていくか、だな」

「何処から、とは？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、新大陸は、大フアナ達が健在というか団体がしっかり運営出来てるようだし、興業を見せる人は限られてるようだけど、私達なら問題は無いと思う。

　だけどあそこにあるのは、彼らの動機で、技術としては既にもう表に出たか、古いものだ。少なくとも、君らがこちらに抽出される以前のものだろう」

　そして、

「真さな田だは多くのものが遺跡として崩壊していて、そこにあるのは、見つかったとしても四し聖せいや、抽出系の技術だ。創世計画の本論やそれ以外の手段には突っ込めないと思う」

　だとすれば、と、今度はこっちがその言葉を使う。

「三み河かわでのサルベージは、自動人形を確保出来たんですが、それもどうやら新しん名な古ご屋や城じようでの作業範囲内の事しか知らないようでしたねー」

「じゃあ、創世計画や、別手段の有無を探るなら、やはりP.A.Odaか」

「本ほん能のう寺じに持ち込まれていたらアウトですねー」

　その確率が酷ひどく高いから困る。だが、やるだけはやってみようと、そうも思う。

「P.A.Odaに探りを入れるとしたら、さっきの制服の話、今のところ〝表向き〟でも極東にしておくのは有りかもしれませんね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この後でも、衣装を見立てに行くか。──だが、P.A.Odaには誰だれが探りに行く」

「ええと、私ですか？」

　三みつ成なりが自分を指差す。が、違う。

「三成君の権限では、情報書庫データベースの中を完全に検けん分ぶん出来ません」

『だったら私の出番ですね！』

　そう叫んで、机の上に立ち上がった光がある。

　大おお谷たに・吉よし継つぐだ。
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　大谷は、名誉を回復する時だと判断した。

　……昨夜ゆうべの戦いに、参加しませんでしたからね……！

　待機はしていた。だが、出場の指示も無く、自らも志願しなかった。

　借りがあったからだ。

『山やま崎ざきの戦いで拾われた命です。──昨夜、出場をしなかった意味も含め、ここでその恩などを返そうと思います』

　そうだ。自分は、山崎の戦いで散るつもりだった。

　だが救われた。三成の希望もあったが、武蔵むさし側の判断によって永らえたのだ。

　ゆえに昨夜は、武蔵に手を出す事を禁じた。

　この事を気付かぬ三成ではない。彼女は作戦関係からこちらの事を外し、しかしこの合流の場には呼んだのだ。

　ならばここで、己の力を使って貰もらうべきだろう。

　……私の力なら、P.A.Odaのセキュリティも抜けますからね！

　だから己は、自分の胸を叩たたいて言う。

『任せて頂ければ、早期にP.A.Odaから情報を引き抜いてきましょう！』

「大谷君」

　三成がこちらに振り向いた。見れば右の手を前後に振っている。

　ちょっと、という表現だ。それが何の意味か、問うてみれば、

『何ですか三成君』

「いえ、あの、この講和会議の後、関せきヶ原はらの戦いの歴史再現があるんですよ」

　一息。

「普通に歴史再現したら、大谷君、そこで死ぬ事になるんです」
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・ＡｎＧ：『ウワー、この世界からツギーが奏塡解除アンインストール──』

・きめえ：『そうね、この病原ウイルス、お試し期間が終わって有償期間になったから、ここで奏塡インストール解除しておこうと、そういう事なのね』

・黒　狼：『でも、ソレって、再奏塡しようとしたら有償になるパターンですの』

・ゆたか：『来年の春になったら次のメジャーバージョンアップ版が来るから、それまで待つ、という流れでしょうかね』

・小　姫：『あの、皆さん、大おお谷たにさんの事、何か制御情報プログラムか何かのように扱ってませんかよう、と思いましたけど、大谷さん、制御情報でしたからこれでいいんです？』

・カニ玉：『大丈夫ですよ大谷さん！　多分！』

・超正義：『大体酷ひどいですけど、最高に無責任なのは可か児に様ですからね!?』
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　あー、と正まさ純ずみは半目で手を上げた。

「そこらへん、とりあえず関せきヶ原はらを無血で終わらせよう、というのがうちの方針だから、それが上手うまく行ってからにしないか」

『あ、Ｔｅｓテスタメント．！　上手くやって頂けると助かります！』

　大谷・吉よし継つぐとは、以前に敵として向かい合った事があった。

　……あの頃ころに比べて、腰が低くなったなあ。

　小さくなったからだろうか。否、この姿はこの場を選んでの事だろう。ならば、

　……やはりこういう人工の制御情報は、自動人形などもそうだけど、学習するのか。

　何を学習したのかは知りたくないが、まあ向こうも共食いがあるのだろう。それに、

「？　正純様！　ホライゾンの方を見て何か疑問が!?」

「いや、お前も、昔に比べて学習したり、機能増えたりがあったよな、と」

　と言った時だった。あ、と声を上げて、羽は柴しばが手を上げた。

「ちょっと確認したい事があります！」

「？　Ｊｕｄジヤツジ．、──何だ？」

「そちら、創世計画に対抗出来る方法が、見当はついていますか？

　それがあるか無いかで、ここから先の他国との交渉とか、大きく変化しますし」

　羽柴が、両の手を軽く広げ、言葉を続けた。

「──昨夜ゆうべの戦いですが、流れとしてその辺りを確認せずに始めてしまいました。

　ちょっと聞いたところでは、その方法はまだ無いという事でしたけど、でも、方法は、ハッキリしてなくても構わないんです。見当や、方向性が見つかっていれば、他国との交渉には使えますから。──そういった目星のようなものは、ある程度あるんですよね？　そうでなければ私達に抵抗する意味が解わかりませんし」
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　羽は柴しばは、武蔵むさし副会長が向かって右に視線を飛ばすのを見た。

　彼女の視線を受けた副長が同じ方向を向き、書記が同じ方向を向き、総長が同じ方向を向き、姫、浅あさ間ま神社代表、総長の姉、第五特務、第三、第四、第一、英国王女、と続いて行き、やがて全員が同じ方を見た。

　すると、一番端の立たち花ばな・誾ぎんの横には誰だれもいなかった。

　ゆえに、という動きで、彼女が逆方向に振り向く。

　視線が返される。

　やがてまた、戻ってきた視線が武蔵副会長に届いた。

　そして彼女がこちらを向き、

「すまん。──念のため、もう一回言ってみてくれ」

「あ、ハイ、Ｔｅｓテスタメント．、ええと」

　何か意味もなく緊張してきたが、向こうの要望なので言ってみる。

「創世計画に対抗する方法、今は明確に無くても、──目星くらいはついてますよね？」

　問うた先、武蔵副会長が目を閉じ、右の手で顔を覆っていた。左の手の平を、彼女はこちらに向けて、

「……違う観点から質問してくれないか？」

「たとえば」

「大事なのはやる気だから、その気はあったんですよね、とか。──それだと、我々も明確な回答をする事を辞さぬ所存である」

　自分は思った。この羽柴の身体からだを得てからの事だが、

　……冷静さがウリとされる自動人形の身体でも、狼狽うろたえって、来るんですね。

　ただ、ちょっと何か、言葉に出来ないものが臨界点を超えそうになっているのは解る。

「あの」

「何だ？」

「私、今、冷静さを欠きつつあるんですが、自動人形としておかしいでしょうか」

「おやおや羽柴様、自動人形なのに冷静ではないとは、チョイとおかしいですね。チビホラとして、この大人おとなホラを見習ってみては如何いかがでしょうか」

　一気に来た。

　なので自分は前を無表情に見たまま、

「あの、平ひら野のさん、音声ステルスの結界を頂けますか」

「あ、はい、いいですよ」

　と、平ひら野のが手元に表示枠サインフレームを出した。彼女は母の方に会釈でコンタクトを送り、術式表示枠を軽く叩たたいてオンにする。
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　羽は柴しばは後ろを向いて叫んだ。音声ステルスの結界の中で、

「ウワァ────!!　考え無しの馬鹿に負けて講和してますゥ────!!」

　吠ほえた。大きく声を長く伸ばして叫びとした。

　己の人生にして、ここまでの吠はい声せいはないと、そう言えるものであった。

　……ふう。

　一息を入れる。少し、気が楽になった。やはり自分に響く程の大声だと、己に言い聞かせるような事になり、現実を直視出来る。

　そう、相手がどれだけ馬鹿でも、敗北の事実は覆くつがえらない。それが現実だ。

　……い、嫌な現実です……！

　だが愚痴は叫んだ。これから現実スタート。そのつもりで武蔵むさし勢に振り返る。すると平野が、軽く手を上げてきた。

「あの、三みつ成なり」

「何です？」

　ええ、と平野が言った。

「音声ステルス結界は、この部屋に掛けるんじゃなかったんですか」

「あ、いえ、私の周辺限定で」

「そうだったんですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだったんです……」

　と、過去形になっている事から、己はゆっくりと武蔵勢を見た。

　全員が、表示枠サインフレームを全開していた。
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・俺　　：『おい！　馬鹿は誰だれだ!?　アデーレ！　オメエか!?』

・貧従士：『言い出しっぺの法則ってありますよね!?　ね!?』

・●　画：『アー！　よく考えたらこっちいるだけで、私、馬鹿の一員じゃない！　ちょっと席を移していい!?』

・ウキー：『しかし羽柴勢め、拙せつ僧そうらが何か思案を用意しているかなどと、何を甘えた期待を抱いておるのだ……』

・不退転：『開き直りもそこまでくると清すが々すがしいわね』

・副会長：『よく考えたら、信のぶ長なが・羽は柴しば・三みつ成なりと、三人に渡って、ゼロ回答でビックリさせた事になるんだなあ』

・立花嫁：『……何故なぜ、この勢力に三征西班牙トレス・エスパニアが負けたのか、非常に疑問に思います』

・金マル：『馬鹿だけど戦争に持ち込むと強いからじゃないかな？』
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　あ、そうか、と安あん治じは思った。目の前でぎゃあぎゃあやってる親達から視線を横に、三成の方を見て、

「馬鹿だけど戦争だけは上手うまい勢力って、ちょっと凄すごいよね」

「それがトップになられてもどーしようもないと言いますか……」

　だけどまあ、と己は呟つぶやいた。

「それでもここまで届いてきたし、覆くつがえし続けてきたんだから、どうにかしようよ」

　何となく、解わかってきた事がある。

　……ママ達は、ホント、ノリとテンションだけでやってきてるところもあるけど。

　総合力があり、突破力がある。

　言い換えるなら、実行力の塊だ。砲弾みたいな、という形容を思う。

　しかしそうであるならば、

　……装塡や照準は誰だれが決めるんだろう。

　恐らくは、ここまでも、他国の導きがあったのだ。

　自分達も憶おぼえている里さと見みの事や、ノヴゴロド、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの近くでやってたネルトリンゲン戦もそうだ。

　照準は、世界が決め、教え、導いてきたのだ。

「成程なー」

　これは敵かなわない訳だ、と今更思う。

　世界をどうにかしようとして、羽柴勢が頑張っても。

　世界の方からどうにかしてくれと言われ、そこに乗り出す武蔵むさし勢とでは。

　……砲弾を撃ち出す炸さく薬やくや術式量が違うね。

「ナリナリ」

　言ってみる。

「──創世計画以外に方法があるか、羽柴勢でも考えられる訳だよね」

「まあ、そうするしかないでしょうね……。でもまさか完全にゼロベースとは」

　三成が肩を落とす。まあしょうがない。アンジー達は創世計画が大事で、それを止められないように頑張ってきたのだ。相手にも少しは期待した、というところだろう。

　だから、と思い、だけど、とも思う。

「創世計画の代わりになるカード。何となく、あると思うよ？　だってママ達のネジは巻かれていて、あとはアンジー達が手伝えばいいだけだもんね」

　言葉に、皆が振り向く。

　正直、注目されるのはビミョーに苦手だ。こういうキャラで、テンション上がってる時は皆に振り向いて欲しくもあるけど、今はちょっと真ま面じ目めだ。

　真面目な言げんは、外すと寂しいから、あまり注目されないと嬉うれしい。

　だけど言う。

「もう、武蔵むさし勢と合流するんだからさ、こっちも覚悟して行こうよ。次の展開に」

「アンジー」

　嘉よし明あきが、正面の親達を見ながら静かに言った。

「創世計画は、一大事業よ。多くの用意が必要で、それを途切れさせてはいけない。年末のその時まで、もしもそれ以外の最善の手があると解わかった時にだけ、手をとめていいの。

　つまり羽は柴しば勢は、創世計画のために集中している必要があるの」

　だけど、

「──まあそういう面倒な事は三みつ成なりがちゃんとやるでしょう」

「な、何で嘉明様は最後にこっちの味方をやめるんですか！」

　三成が声を上げるが、そういうものだ。

　そして音が響いた。

　手を三度叩たたく。その高鳴りを生んだのは、

「ほれほれ、そろそろ気が緩んで集中出来なくなってきておる頃ころよのう」

　最も上がみ総長だ。彼女は自ら腰を上げ、小さく笑う。

「外は夕暮れ。話し合いとしては、羽柴勢の議題が全て消化出来ているのであろう？　だったら今日はここでやめ、食事や休憩をしつつ、個々での話し合いや解決の時間を持つとええ。

　それに──」

　彼女が、武蔵副会長に視線を向けた。

「──関せきヶ原はらの戦い。無血で行うならば用意も必要よな？　さて、どのようになるか、ちと期待をしておるぞえ？」
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「──では、講和会議はここで終了としよう。

　お互い、合流するという意思は確認された。これから実作業に入るが、契約関係などは別として、入れる者は武蔵への入艦を認めよう」

　正まさ純ずみが立ち上がりながら言うと、羽柴がそれに応じた。

「大和やまとの方も、同じように作業を進めます。それぞれ問題や事案はありますが、定期的に会議を持つ事と──」

　手を上げたのは豊ゆたかだった。彼女が表示枠サインフレームを開き、目で急ぎの確認をしつつ、

「通つう神しん関係の防護プロテクト設定です。許可の後、導入して頂ければ、羽は柴しば勢と武蔵むさし側の通神が制限なく行えるようになります」

　マジ!?　とハイディ達が声を上げるのとは別で、浅あさ間まがそれを受け取った。

　この術式と設定を重ねると、お互いを遮る壁は無くなる。

　そうすべきかどうか、最後の確認として浅間が正まさ純ずみを窺うかがうと、副会長としての頷うなずきが返った。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と了解の意を述べ、正純が言葉を作った。

「──通神関係は、とりあえず必要な連中からスタートして、演習や交流を重ねるごとに開いていく、というのでいいだろう」

　では、と羽柴が前に出て、手を伸ばした。

　契約だ。

　術式をもって認知とする。その相手は、

「──では副王権限として、右腕が」
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　三みつ成なりは、これでいいのかな、と思いながら、起き上がって身を高くした右腕に手を伸ばした。

　武蔵の姫が見つめる中、己は右腕と握手をし、術式が成立した。

　合流が認められたのだ。

　……うん。

　不思議な事に、安あん堵どと言えるものが、人工の思考の中に生まれた。

　自分は、創世計画を進める側であり、敗北をしたというのに。それが講和会議で安堵するというのは、ちょっとズレていないだろうか。

　ただ、これは合流を望むものであり。

　武蔵も、創世計画を認めつつ、別の方策を探すのだ。

　自分達のしていた事は、否定されていない。

　寧むしろ、武蔵勢が共にいる事で、今後は安全になる事もあろう。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウや、最も上がみ総長がいるのも、そういう事だ。大国や、関東以東の大勢力がこちらを認めに来た。

　ならばこれは、講和であり、

　……合流ですね。

　元の、有るべき流れではないが、そういうものがここから生まれるのだろう。

　己の安堵は、きっと、そこに由来する。つまりは、

「武蔵勢、──私達との争いは、無駄だったと、そう思いますか」

「……全ては経過で、たまに結果が出るだけだ」

　武蔵むさし副会長が、こう言った。

「結果が出ても、そこから先は次の経過。

　もしこれが止まるならば、諦あきらめた時だけだが──」

　しかし、

「無駄となるのは、諦めた時だけだ。私達はそうしない。──合流を喜ぼう、羽は柴しば勢。未来にて、私達も君達も、諦めていなかったから、全てはここに繫つながったのだから」

　己は頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　迷わずそう言った。そしてここから先は、制服の新調をして、

「他人の金で焼き肉ですわ──!!」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの素直な響きに、義よし光あきが半目を向ける。
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　ふむ、と一息をついた義光は、不意の懐かしさを感じた。

　今、武蔵勢と羽柴勢がそれぞれ立ち上がり、感想を述べ、伸びをしたりと力を抜いている。

　声も動きも生まれ、誰だれも彼もが、ここまでの会議が噓うそのような賑にぎわいだ。

[image: ]

　……まあ、会議中も、ろくな事を言っておらんかったがのう。

　だがこういう賑にぎわいは、自分の手元でもかつてあったものだ。

　最も上がみは発展を続けており、生徒会も総長連合も健在だ。ただ、

　……駒こま姫ひめか。

　今、その名を思い出す程度に、娘の立ち去りを受け入れている。

　失ったと思っていたものが、手元にあるからだろう。

　そしてそれを、懐かしいと、そのように受け止めているからだろう。

　失っていないのに懐かしい。

　不ふ思し議ぎな矛む盾じゆんだ。だが、これが本当ならば、

「────」

　駒姫がいなくなった事で、己は強くなったのか。それとも、単に複雑になっただけなのだろうか。

　解わからない。

　しかし今、目の前にいる子供達も同じだろう。

　未来で失ったものをここで取り返した。

　未来で失うものをここで守ろうとした。

　お互いが相反するように、だが同じ結果を求めて動き、ここまで来たのだ。そして得たものとして、この賑わいがある。

　自分は教きよう導どう院いんでの〝学生生活〟を過ごしていない。学生の場ではなく、政治の場としてそれを扱ってきたからだ。

　だが、授業が終わった後の時間や、終業の時、どのような空気になるかは知っている。

　……これよのう。

　一日が終わったとは思わない。

　授業が終わったのだ。

　これから放課後。学生にとってはもう一つの本番だ。そんな時間に対し、

「行くかえ？　人狼女王レーネ・デ・ガルウ」

　と振り向くと、相手は表示枠シーニヤカドルを複数枚広げていた。

　こちらに気付いていない。

「おい」

　呼びかけると、人狼女王が肩を震わせて振り向く。彼女は、周囲そっちのけで表示枠を見ていた事を悪びれもせず、

「あら、何ですの？」

「……貴様、その表示枠サインフレームは……」

「ええ、これから行く店のお品書きですわ！　食べ放題とは別で一品も注文出来ますから、その確認ですの」

　賑にぎわいの方、第五特務と糟かす屋やが同じタイミングで表示枠サインフレームを隠したから、まあそういうキャラづけなのだと思う事とする。





●






　武蔵むさしと羽は柴しばが合流ですか、というのは、今、多くの人が思っている事だろう。

　……世界が動きますねえ。

　と、そんな事を、高い位置で思う影があった。

　丹に羽わ・長なが秀ひでだ。

　空の上からは眼下の風景が夕ゆう闇やみに沈みつつある。

　夕暮れを右手、西に見る山さん渓けい。南には、やはり山を挟んで琵び琶わ湖この水面が見えている。

　そんな高さを支えるのは、舞台を甲板上に展開した大型の劇場艦だ。

〝佐さ和わ山やま城じよう〟、という刻印の為なされた艦上、丹羽は遠く、南を見据えていた。

　午後の練習を終えた戦楽部隊メフテルの選抜隊が、艦中央部の客席兼広場から休憩に入る間、己は艦首側で風を浴びつつ、〝戦後〟の空気を聞いている。

　瀬せ戸と内ない海かいや、大おお坂さか湾わんのある方角。

　そちらは地球の丸みゆえ、山の連なりによって見通せない。

　だが、言葉は通じる。

　自分は、手元に表示枠インシヤ・コトブを出して、上位権限でP.A.Oda麾き下かを検索。そして、

・に　う：『不ふ破わさん、そっち、どう？』

・ふわあ：『は？　どなたです？』

・に　う：『いや、私だけど、私、ほら、丹羽・長秀』

・ふわあ：『フハ、──丹羽先輩が実況通神チヤツトとか、してる訳ないでしょ。馬鹿』

　切られた。

　……私、そんなに文明に疎うといキャラですかね……。

　思っていると、表示枠が展開した。

・ふわあ：『す、すみませんすみません！　丹羽先輩！　さっき何か、うちに間違い通つう神しんか何かしました!?』

・に　う：『あれー……、私、何で実況通神とかしてるんでしょうね……』

・ふわあ：『あー、何かそっち、要り用なもの、あります？　こっち、赤穂あこうなんで塩とか送れますけど、ハイ！』

・に　う：『いや、どういう事なんです？』

・ふわあ：『いやあ、流石さすがに丹羽先輩のキャリアで今更実況通神で若い連中と交流してみたいとか、ついでにまさかＨＮが〝にう〟とか、どんだけ振ったんだとか……。丹羽先輩、ひょっとして部屋に縫いぐるみとか置きまくるタイプですか』

・に　う：『そういう事じゃなくて』

　置いてる。

・に　う：『そっち、武蔵むさしと羽は柴しばの合流については、どう？』

・ふわあ：『あー。中の情報、こっちには入ってきてないですよ？　〝羽柴勢〟という括くくりで情報の制限と統括されてるんで』

　その辺りは、流石さすがは羽柴本人にいろいろ教育を受けた三みつ成なりというところか。剱つるぎ神社の代表も揃そろえているから、設定は万全だろう。

　ただ、不ふ破わ辺りなら、解わかる事だと思うので、聞いてみる。

・に　う：『羽柴は、通つう神しん設定を武蔵と共同化してる？　解ります？』

・ふわあ：『そっち、五ご大だい頂ちようクラスなら羽柴に直接アクセス出来るんでは？』

・お前田：『直接アクセスしたら、足がつくよ、ミッチー』

・に　う：『あれ？　前まえ田だ君、暇？』

・お前田：『いえ、まっちゃんとゲームやってます。日が暮れたら赤穂あこうの観光出ます』

・に　う：『何かリハビリ期間に突入ねえ』

・お前田：『正直、カレー食って成仏してみるのはどうか、とも思いましたけど、この辺りだとシーフードカレーしかなかったもので。ちょっと』

・に　う：『あー、ヘビーな話はパスね。でも、どう？　さっきの話』

・お前田：『ＨＮが〝にう〟なのは行き過ぎじゃないでしょうかと、僕も思います』

　やかましい。

・ふわあ：『とりあえずこっち、赤穂の神社関係から経由で探ってみます？　というかそっち、出来ないんですか？』

・お前田：『五大頂は織お田だ家主社の剱神社を通神関係のメインに据えてるから、平ひら野の君には通神履歴が伝わる可能性があるんだよ。平野君も大代表という訳ではないから、今は羽柴勢としての剱神社代表として動いているだろうけどね』

・に　う：『あと、羽柴君というか、三成君が武蔵勢と合流した場合、P.A.Odaとしてもいろいろ動きが出るかもしれないじゃない？　こっち、本拠からとりあえず佐さ和わ山やま城じよう出してるの。

　これつまり、いつでも動けるようにしておかないと、いきなり他国から〝今の情勢でお前がそこにいるのはおかしい〟とか、変な横よこ槍やりくるかもしれないから』

　あー、と不破が声を文字として送ってきた。

・ふわあ：『コイツらどうしましょう』

・に　う：『前田君と佐さつ々さ君？　佐々君はどう？』

・ふわあ：『あー、寝てます寝てます。寝てるとおとなしいので楽ですね』

　いろいろ思い詰めてたところもあるのだろうなあ、と、そんな事を思いもする。

　ともあれ佐さつ々さの方は、襲名解除が視野に入るだろうし、そうなると不ふ破わも一緒に襲名解除してしまいそうな気もする。

　……出来れば事務系有能な不破さんは、武蔵むさしに張り付いてて欲しいなー。

　その辺りもあって、仕事を与えておきたい。

「お」

　西の日が随分と沈んだ。

　眼下では夜景とも言える光の連なりが、各地での集落の形を見せている。自分が夕日を浴びていられるのは高い位置にいるからで、これは瀬せ戸と内ない海かいの大和やまとも武蔵も同じだろう。

　……じゃあそろそろ、会議を終えて夜の会食か、その用意ってところですね。

　と、そんな事を考えた時だった。

・ふわあ：『あ、丹に羽わ先輩、──羽は柴しばのところですけど、やっぱり通つう神しん関係、共同化しているみたいですね』

・に　う：『あ、Shaja、有り難う』

・お前田：『何か解わかるんですか、それで』

・に　う：『単純に言って、羽柴勢がM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクもしくはP.A.Odaから離脱する可能性が高いって事ですね。どっちかなー……、ハッキリしないかなー……』

　当然の流れのように思えるが、確定の度合いが上がったというのは、政治的な判断をする際に大きい。

　解ったところで他国に対し一日、二日のアドバンテージだろうが、それを有用出来るかどうかは自分達の問題だ。

　それに、と己は思う。

・に　う：『通神の共同化を行ったと言う事は、既に武蔵も大和も協働運航、作業が可能で、つまり今、世界は二大航空艦を向こうに回してるって事なんですよね』
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　あ、そうか、と不破は東の大おお坂さか湾わん上に浮上している大和と武蔵を見た。

　自分がいるのは赤穂あこうの港町。そこにある教きよう導どう院いん付きの医療施設だ。入院用の部屋が幾つか空いていたから、一つを佐々用として、隣を保護者扱いで借りている。

　佐々は寝ており、窓からのテラスは息抜きの場として今日何度も往復している。

　平和だなあ、と思うが、この二艦上では一晩中戦争をしていた訳だし、

「……下手へたすると、これが敵になるんだ……」

　羽柴と武蔵はもはや身内だ。内部は、P.A.Odaの重臣クラスが知る機密や創世計画と共に、今後の世界をどうするかを思案する時間帯に入るだろう。

　一方で、世界各国は、この〝二艦〟をどうするか、今更考えねばならないのだ。

　……うわあ。

・ふわあ：『P.A.Odaは、羽は柴しばに頭下げて〝サーセン！　捨てないで下さい！〟って頼んでみるの、どうですか』

・に　う：『うーん、ぶっちゃけ、P.A.Odaの形も解体されるかどうか、ってのがあるから、ちょっと〝出来るかどうか〟の判断は、ここだと難しいかなあ』

・ふわあ：『いやいやいや、ちょっと、声を掛けるだけでも、さあ』

　と言っていると、前まえ田だが言葉を送ってきた。

・お前田：『──丹に羽わ先輩、心しん中ちゆうお察しします』

　何が？　と思った時だった。前田が言った。

・お前田：『五ご大だい頂ちようの中でも、また、織お田だ家重臣の中でも、丹羽先輩が今、トップです。

　つまり暫定的にではありますけど、丹羽先輩が、P.A.Odaの内、織田家筆頭。

　P.A.Odaの極東勢力代表となった訳ですから、──ええ、これからの御多忙やら何やら、心中お察しします』
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　……この前田──!!

　丹羽は、自分の身体からだから雷らい獣じゆうと土ど竜りゆうと炎鳥フエニツクスの精徒マウスが慌てて離脱する勢いで、表示枠インシヤ・コトブを一度叩たたき割った。

　後ろ、広場の方から吹奏の連中がツッコミ気味のホルンを吹いてくる。

　……あーハイハイ、ちょっと感情任せにやりました。

　だが皆は鋭い。

『丹羽様！　この前、校内新聞ですごく小さく出したＨＮが馬鹿にされましたか!?』

『丹羽様！　〝にう〟ってのは滝たき川がわ様との友情ですよね！　可愛かわいげじゃないですよね!?』

『丹羽様！　ちょっと無理してるくらいがいいんですよ！　イタいくらいが！』

　最後言ったヤツ後でちょっと前に出なさい。

　ともあれまあ、大体覚悟は出来ていたが、

・に　う：『前田君！　コラ！　逃げる気!?』

・お前田：『いえ、僕はもう会計やってますし、適材適所ですよ。ええ。面倒くさい事は丸投げしたいとか、そんな事はありません。──あ、今の言げん質ちです』

・に　う：『適材適所？　じゃあ前田君、会計から副会長にならない？　中間管理職、凄すごい好きだからね君』

・お前田：『伝聞じゃなくて決めつけの断定はよくないですよ……！』

・ふわあ：『……何ですか、この、トップレベルの雑な駆け引き』

・お前田：『じゃあミッチー会計やろうよ！　ナっちゃん養う金が必要だよね？』

・ふわあ：『ああああああああああああああああ何言ってんの前まえ田だ!!』

・に　う：『あらあらホントにそういう流れなの？　へえ、おめでとう』

・ふわあ：『へえ、って何ですかソレ！　というかこっち巻き込まない!!』

　まあこれで副会長と会計はゲットかな、と、少しセーフティゾーンを心に確保する。

　……人材、必要よねえ。

　創世計画を当てにし過ぎたというか、元もと信のぶ公から由来する流れが砕かれたのがいけない。

　人材が足りなくなるとしたら、創世計画を公開して以後だ、というのがP.A.Oda内、重臣達の共通見解だったのだ。

　この場合、世は羽は柴しばのものとなっている筈はずなので、P.A.Odaとしては他国と協調の上、各国が有する優秀な人材にP.A.Odaの襲名権を与え、国家間を超えた共同襲名とするつもりだった。

　囲い込む。

　それによって、他国は創世計画に深く関われるようになるし、P.A.Odaとしても創世計画を安定させていく事が出来る。

　ゆえに、P.A.Oda側の襲名者。特に、羽柴の歴史再現が終了する頃ころには有名無実化しているような人材は、〝空き〟となった。

「信のぶ長ながの子息関係とか、そんなの特に多いですけど」

　しかし、P.A.Oda解体とか、羽柴離脱となると、この〝空き〟はダメージと変わる。

　P.A.Odaのムラサイ勢力側も、事態を重く見るだろうから、これまでは商業中心に動いていたものが、政治に関与してくるだろう。それはそれで問題意識を共有出来て良いと思うが、無用な口出しは避けて欲しいとも思う。

　……どうなりますかねえ。

　本当に、武蔵むさしが、予定外という言葉そのものだ。歴史再現という世界のルールでいえば、羽柴が治めた状態で創世計画に持ち込める筈だったのに。

「まあいいですか」

　背後、トランペットの音が鳴った。こちらを呼んでいるのかと思ったが、時報代わりだと気付く。

　六時を過ぎているのだ。

　見れば足元までが影の色だった。日が殆ほとんど沈み、劇場艦も客席や舞台までが闇やみに沈んでいる。夕日を浴びているのは艦橋などの高い処ところと自分だけだと思い、

「────」

　己は一息吐いて、艦首側の甲板から下に降りる階段へと振り向いた。

　闇の中へ。しかしよく知る場所へと降りていく。

「──夕食後から、忙しくなりそうね」







[image: 第十二章『色直しの繫がり手』]
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　夕食前から忙しくなりましたのね、というのが、糟かす屋やの感想だった。

　内心の全ては、母の母が会議場を出る時にＹポーズで言った。

「ふふ、家族で焼き肉ですの！　制服を新調したら現場に来なさいな！」

　に集約されていると思うが、よく考えると一族で焼き肉な気もしないではない。ちなみに母の母はこの時会議場を出ようとしていて、振り上げた両手が入口の枠を破壊したが、母達は何事もなく会話して外に出て行った。この反応の薄さは多分、

「左さ近こんが死ぬのと同じで、慣れですのね」

「うーん、痛いのは馴なれないですけど、確かに死ぬ方も馴れてますですよ？」

　言いつつ、境けい内だいで母達と合流し、制服の新調に向かう事となった。

　そして移動しようとした時。まだお互いが集団に分かれていた時だった。それぞれが、それぞれをどうしようかと、ちょっと距離を取りかねているタイミングで、向こう、母大家の姫が手を上げてこう言ったのだ。

「──とりあえずそちら、来らい賓ひん感覚ですね。では、これからチョイと極東制服をあつらえてみる訳ですが、今日の処ところは仮で、後で正式に鈴すず様に仕立てて頂く事となります」

　え？　と片かた桐ぎりが息をのむのとは逆面で、彼の母が頷うなずいた。

「あ、うん、大丈夫。──寸法頂戴ね？　皆」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と母大家も首を下に振る。

「鈴様は、実質、武蔵むさしの最高権力者の一角です。ホライゾンどもも鈴様の決定には逆らう事が出来ぬ程です。その方が皆様の制服を夜鍋で裁縫されて風ふ呂ろの用意もする。何なら風呂の後の卓球も辞さぬ勢い。ゆめゆめ、感謝と敬意をされますように」

「ホ、ホライゾン、それ、プレッシャー」

「これは失敬……！」

　などという流れがあって、つまり父が手を上げてこう言ったのだ。

「多た摩まに外交用の制服とか売ってる店あるから、そこ行こうぜ。金なくても、俺おれ以外の名前出しゃあツケて貰もらえるから」

　その言葉に、豊ゆたかが頰ほおに手を当てて「素敵……」とか言うの大丈夫ですの？
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　ともあれ、案内されたのは多摩にあるK.K.K.の外交用店舗だった。

　店内には急ぎで確保された極東制服や、英国、M.H.R.R.神聖ローマ帝国制服を中心とした各国の制服が吊つるされ始めており、武蔵内ではこれからの各国との外交を最優先で重要視しているというのが伝わってくる。

　糟かす屋やは店内に入りながら、

「こちらですわよ」

　母と、豊ゆたかの母や、母大家達が先に導く。

　そして豊に肩を叩たたかれて前に出て、意外と天井の高い店内で母達に追いついた。

　あとは、それぞれが、家族単位でグループを作るだけ。

　……確かにまあ、その方が気楽ですの。

　自分は父や豊の母も含んだグループ。いきなり親とサシでとなると、緊張どころではないから、その意味では気楽だが、

　……お、御父様がいますのね!?

　母とは相あい対たいもして、その中でガンガンやりあった事もあり、知己感がある。かつての未来でも、一緒の時間が多かったのだ。

　ただ父については別だ。そして母大家である姫についても、

「では御子様の皆様。親父おやじがこちらですが、嫁の大家であるホライゾン・アリアダストと申します。こちらの事は、御ご母ぼ堂どうから何か聞いてらっしゃいますか？」

「あ、はい、──ギャグに厳しい人だったと」

　……豊、何言ってますの……！

　だが大家が確かに頷うなずいた。

「見事な見解です。それが武蔵むさしの方針にもなっていますからね。

　ではこちらの事は、どう呼んで頂こうかという話ですが──」

「オメエ、自称だと大家呼びなんだけど……」

「大家母様という呼び方は有りかもしれませんね。まああまり複雑だとホライゾンが呼ばれても気付かない可能性が高いので、ホラ母様とかホ母様とか」

「ホ母様って、オメエ、何かちょっと、響きがズルくね……？」

「浅あさ間ま母様の韻いんの踏み方もなかなかと思いますが、ともあれ、自分の母親以外の母を呼ぶ時は、名前や名みよう字じをつけて母様もしくはそれに準ずる呼び方をすると、混乱が少ないかと思いますね。では、ホライゾンの場合を、──さあどうぞ」

「ホ母様」

　呼んでみる。するとホ母様が顎あごに手を当て、しばし思案の後、

「ふむ」

　いきなりこちらの胸を揉もんできた。

　え？　と疑問するが、その間に、ホ母様が豊の方の胸も揉む。

　豊も、何事かと思っているようだったが、やがてホ母様が一息を吐いてその手を離し、

「──うちでは、娘の胸を親が揉んでおくというルールがあります」

　嘉よし明あき達、こっち横目で見てなくていいですのよ？

　だがホ母様が、静かに言った。

「──貴女あなた達は、うちの子です」
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　ホライゾンは言う。

　こちらに鈴すずと、その子が歩いてくるのを見ながら、

「とりあえずホライゾン達は本舗にて生活しております。皆様の迎え入れが出来ればベストですが、将来的に二階屋にする事も想定はしましょう。ただ現状では、近くに住まいを用意出来るようにしますので、必要ならばそちらへお越し下さい」

　オリオトライは今、ここにいないが、もし何か気を遣っているならば、それはないようにと、そう言うべきだろう。

　……何ともまあ。

「急に賑にぎやかになる訳ですが、まあ、時間次第だったとも言えますね」

「時間？」

　鈴の言葉に、己は応じた。

「トーリ様が毎度196ml出していれば、時間の問題です」
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・●　画：『何か直接的な暗あん喩ゆが出た？』

・あさま：『いや、言っておきますけど、一応、〝つけかえ〟とか出来ますから……！』

・鉄火女：『おいおい、あんまし空打ちすると、無駄にすんなよって事で逆に軽めの神罰入れる事になんぞ？　今は黄泉よみ帰りと条件違うんだから』

・銀　狼：『え？　レギュレーションが変更されてますの？』

・ゆたか：『えっ？　えっ？　神様と会話？　してます？』
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　豊ゆたかの乱入に、皆が顔を見合わせた。その中で片かた桐ぎりが豊を見て、

「──通つう神しん、共同化してるんでしたっけ」

「あ、そうですね。今、どういったものか、自分でやってみて気付きました」

　だとすると、と皆が表示枠サインフレームを広げた。
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・金マル：『イエー！』

・●　画：『よっしゃあ！』

・ＡｎＧ：『いちばんのり──!!』

・ホラ子：『ＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！』

・俺　　：『負けたあ──!!』

・６　　：『入った』

・煙草女：『入ったさね』

・銀　狼：『あらホント、繫つながりますわね』

・きめえ：『アンジー、負けてるわよ』

・□□凸：『──どうしてそう急ぐんですか』

・賢姉様：『ククク、阿あ呆ほの子達が多くていいわね……！』

・巨　正：『では、御母様、御父様、皆様、宜しく御願いいたします』

・傷有り：『はい。こちらこそ宜しく御願いいたします』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、宜しく御願いするで御座るよ』

・しとお：『おお、キヨ殿、良かったで御座るな』

・ベ　ル：『何か、たくさん、増えた、ね……』

・あさま：『ええと、関連づけの整理をしないと駄目ですねコレ……』

・ゆたか：『あ、母さん、手伝います……！』

・蜻蛉切：『一番乗り……!!』

・副会長：『表示枠サインフレーム、すぐ出せるようにしといた方がいいぞ二ふた代よ』
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　何とも不思議な、と片かた桐ぎりは思った。

　父である人がそこにいる。母である人や、他の皆、その母達と一緒にいる。

　豊ゆたかや糟かす屋やの母とは、一方的に面識はあるが、父や、ホ母とはない。だが父とは、血のつながりがあるし、ホ母はこの世界では母の友人として存在している。

　……上手うまく言いにくいけど……。

　未来で自分達が願った事。この世界への干渉というのは、思った以上に単純なものではなかったと、そういう事だろう。

　己はただ、母達を失いたくないと思っていたが、まだ〝遠かった〟。

　近くにこうして見ていると、母達は全く見た事もない表情を見せもするし、危なっかしいところもしばしばある。特に父に対しては警戒心がなく、今も父と、極東制服の流行について意見を交換している。それを他の母達も聞いていたりするが、そこに違和感を得ず、

「あの」

　問うてみた。これは聞いては駄目な事かと、そうも思いつつ、

「──何で僕達を、受け入れてくれるんですか。この前まで敵で。実は子供で。一応は昨夜ゆうべ、いろいろな事に理屈や感情で納得もしましたけど、でも──」

　距離が近い。それなのに、

「何で、ハイそうですか、と、受け入れ態勢になっていられるんですか」
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　安あん治じの視界の中、そうねえ、とナルゼママが制服の吊つるしに手を掛けながら言った。

　手の中、触れる極東制服にも幾つかの種類がある。女子は素材や裏地の当てから始まり、袂たもとの有無や、スカート裾すそのタイト、フレアと意外に豊富だ。だが、

「アンタ達がやってきたのって、ホント、いきなりで、準備も無しよね」

　それで、

「気付いたら大体の躾しつけも完了してるみたいで、まあコレは楽と言えるかもしれないけど、今の私達が育てたのではない、というのは解わかるわ。アンタ達の見ている〝母〟も、これから先の、私達の知らない未来の期間における私達の事よね。

　だから、血は同じでも、他人なんだ、と、そういう事だって出来ると思うの。

　それに、これから私達の子供が出来たらどうしようって、さっき議題に上がったけど、ホントにその時にならないと解らない事だってあるわよね」

　……うわあ。

　子供は、親の事について、どうなるだろうかと怯おびえや期待もしつつ、認められると浮かれてはしまう。だが親の方はリアルだ。

　こちらが物事を〝良い方〟に考えても、向こうは自分の〝今〟があるので、まずは〝悪い方〟から考えると、そういう事だろうか。

　……難しいなあ。

　実のところどうなんだろう、とは思う。さっきの議論の中で認めて貰もらって、今、こうしているけど、これは建前としてのものか、または義務のようなものかもしれない。ついでに言うと、これから先に、お互いの悪い部分に気付いて、関係がおかしくなってしまうかもしれない。

「でもね」

　ナルゼママが告げた。

「こうして、どの制服が似合うかしら、と話しているのは楽しいし、もしもこの子達が、危機にあって〝助けて〟って言ったら、私、マルゴットと一緒に飛んでいくのよ。他の子供達よりも、感情的にはこの子達を優先として、ね」

　だから、と彼女が余裕のある微笑でこちらに振り向いた。

「文句があるとしたら、もっと早く来なさいよ、って事。──そうすれば、こういう楽しい時間、私は、アンタ達と、これから生まれる子で、二度出来るんだから」
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　……ガっちゃんスゲエ──。

　理屈に見えて理屈じゃない何かを連打で叩たたき込まれた気がする。

　確かにまあ、いろいろ問題はこれからも生じるだろう。子供が出来たらどうするのか、どうなるのか、という不安もある。

　だけど確かに、こういう制服選びや、他の世話など、施したり頼られたり、いろいろが、

「二重か──」

「楽しそうでしょう？」

　彼女が笑う。

「建前や義務だろうと、それによって得られるイメージがあるわ。私は、今回の件、それは凄すごく楽しそうだと思ったの」

「楽しそうだったら、そのための苦労は厭いとわない？」

「それは苦労じゃなくて、楽しい事の準備よ、マルゴット。イベントのために原稿描くのと同じ。もしも準備が楽しいなら幸いね」

　……流石さすがだなあ。

　趣味と実益、という言葉を思う。だとすれば、ナルゼの中では、もうずっと昔から受け入れの割り切りはついていたのだ。自分が気を遣うところなど、何も無い。

「他の人達では味わえない事を、ナイちゃん達の子達は持ってきた、ってところかな」

「そうね。──逆に、こっちがウザい親にならないか気を遣いたいくらいね」

「そんな事ナイヨ──」

　脇わき坂さかが、言ってナルゼに抱きついて行った。自分の相方はちょっと笑って、手に取った制服をハンガーごと娘の背に上手うまく回して抱きしめる。

　泣かれた。

　なのでこっちも手を伸ばして、嘉よし明あきの肩を引き寄せる。

「ちょっと」

　声で抵抗されるが、構わない。これは大事な事なのだ。寄せて、抱えて、

「まあ、何ていうか、さ」

　これだけは言っておこう。彼女達が来る事は、自分達には〝出来なかった事〟なのだ。当然だ。だが彼女達はそれを為なしてやってきたのだから、

「──よく頑張ったよね」
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　参った、と嘉明は思った。

〝良かった〟と、この三週間程、ずっと思っていた。

　武蔵むさしが沈み、母達を撃墜したが、これによって二人は失われずに済むのだと。

　だから〝良かった〟。

　その方法が何であれ、だからこそこれは〝良かった〟のだと、そう信じて自分を納得させようとしてきたのだ。

　そして武蔵が復活する時、母達も再起した。

〝良かった〟と、そう思った。生きていてくれて〝良かった〟と。

　しかし再戦の空にて一度叩たたき落として尚なお、母達はこちらの予想通りに追いついてきた。

　あの時の勝負は、よく憶おぼえていない。

　撃墜時の戦いよりも短かったが、感情が複雑になっていたせいだ。

　勝ちたいと思ったし、勝たねばと思った一方、何を見せてくれるのかと期待した。

　結果、敗北して、だが合流をする事となって、

　……〝良かった〟。

　そう思った。ここから先、どういう結論になろうと、母達が自分達を認めてくれ、共に抗あらがっていこうと、そうなったのだ。

　だから〝良かった〟と、自分の内で納得した。しかし、

「褒めるよ」

　母が言った。こっちを抱き寄せて言った。

「自分達の子供は、──一番に親が褒めていいんだよね」
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　泣き出した金色の毛玉のような存在を抱きしめ、体温高いなあ、とか、意外と背があるなあ、とか思いつつ、ナイトは考えた。そして言葉を作った。

「二人の名前って、多分、マルガレータとマルグレートだよね」

　推理だが、確信に近いものがある。何故なぜなら、

「ナイちゃんとガっちゃんが子供を作るとしたら、お互いのわだかまりが完全に解消されてないと駄目って思う筈はずで、きっと、あの狙そ撃げきババアのいる村に行ったと思うのね」

「マルゴット、……うちの村はそんなパワーワード無かったわ」

「あ、御免。でまあ、その時、三型になるアレを入手したと思うんだけど、アレはやっぱりナイちゃん達のものであって、子供には受け継がせられないっしょ？」

　だとすると、という言葉が内心に浮かぶ。

「代わりに子供に継がせようとするのは、何かな？　……名前だよね？」

　ナルゼの母はマルガレータ。自分の母はマルグレート。

　踏ん切りをつけに行った村で、その名前を知ったら、そうするだろう。

　……多分、男の子が生まれてたら、父さんの方の名前かなあ。

　それは今後に期待だ。〝次〟も女の子だったらバリエーションどうしようと思うが。

　ただ、懐の中で娘が言った。

「それは、真ま名なとしておいて」

　泣いているのか、笑っているのか。

「嘉よし明あきという名も、結構、気に入ってるの」

「あー、アンジーも」

　そう、とナルゼが言って、改めて相手を抱き直した。

「じゃあ、都合の良い時だけ、真名で呼んであげる」
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　ふむ、とホライゾンは腕を組んで頷うなずいた。

　ナイトとナルゼの方は、子供達との付き合い方を決めたようだ。

「感動的な光景でした。多分、冬の同人誌になるのでしょう」

「オメエ、何で一つの台詞せりふで良かった事と台無しを一緒にすんの？」

　まあまあ、と己はトーリに手の平を立て、ミトツダイラ、浅あさ間ま、鈴すずの三親子に視線を向ける。

「皆様も、どんな感じで？」

「うちは母も喜んでいますし、総出で受け入れ態勢ですわ。──小こ牧まき長なが久く手ての戦い？　それと山やま崎ざきの戦いで、伝え合う前振りは終えましたし」

　そうですね、と浅間が頷く。彼女は胸に手を当て、

「うちは、浅間神社自体が出産とかいろいろ扱っているので、気分的には、手順とか心構えの準備はあったという感じで……。あと、うちも父さんがノリノリなので」

・浅間父：『娘とイッコ違いの孫娘で、更にうちを手伝ってくれそうとか、最高案件だよ智とも！　トーリ君に、早く幼い頃ころの姿を見せるよう頑張っ』

　浅間がビンタで表示枠サインフレームを割った。なかなか賑にぎやかなようで、という感想を抱きつつ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、では鈴様の方は──」

「あ、うちは、父さんと母さんが、多分、慌てると思う」

　その言葉に、己は動きを止めた。やや考えてから、皆に対して、

・ホラ子：『鈴様の御家庭の反応が普通なのだと気付きましたが、どう思います？』

・副会長：『武蔵むさしは極東以外の人も受け入れるから、ここらへんは慣れの問題かと思ったが、やはりそういうものじゃないのか』

・金マル：『アー、うちらとかニダやんとかみたいに両親不在とかだとハードルは自分達で決められるけど、そうじゃないと御家族の理解が必要じゃないかな』

・不退転：『既に焼き肉屋でスタンバイしてるけど、英国方面とか、そこらどうなのかしら』

・傷有り：『う、うちの事には妹であっても口出しはさせません……！』

・●　画：『いいわ……、自我の目覚めね……』

・十ＺＯ：『泣いてる子供を抱きしめながらネーム描くのはどうかと思うで御座るよ？』

　ともあれ、と己は手を上げる。ミトツダイラと浅あさ間まに視線を向け、

「では母親の皆様、先程の儀式として、娘の胸を揉もんで下さい」

「えっ」

「まあ験げん担かつぎです。今後、喜き美み様が先生の胸揉んだ日を制定日として、本舗の定期儀式としてもいいですな」

「フフ、とりあえず今日はサービスデイね！　さあ、揉みなさい！　いいわよ！　アー！　下から真上に押し上げて胸囲の運動──!!　イィッチニィイサンーシィ！　ハイ！」

「喜美のを揉んでも意味が無いんですよ……！」

　鈴すずに同行しているアデーレが自胸の前でエア掲げをやっている。それに対し、

「アデーレ様、そこに実品はありません。情けをもって言いはしませんが」

「言ってますよ！　必要なのは信じる心です！」

「では御二人とも、どうぞ」

　はあ、という空気で、浅間とミトツダイラが自分の娘の胸を揉む。

　ややあってから、お互いが礼をかわし、己はそれを見て右手を挙げる。

「見事なお手並みでした。儀礼とは言え、心がこもってないといけませんな」

「あのさ、俺おれの方はどーすんの」

　ビンタをブチ込んだ。

「トーリ様、実の娘に対し、父親が揉むのは犯罪です。母親が揉むのは愛情です」

「い、いや、オメエ、今さっき、儀式とか儀礼とか言ってなかった!?」

「トーリ様、こっちの儀礼は清いのです、そっちは駄目です」

　と、己は鈴の子供の肩を叩たたいた。

「ではトーリ様、娘のオパイを揉む代わりに、こちらにいる息子むすこさんのチンーコを揉むというのは如何いかがでしょうか」

「如何でしょうかって、それ、儀礼じゃねえよな!?」

「──細かい事を気にする男ですね全く」

「というか、僕も御免ですよ！」

「だよな！　そうだよな！　女性のオッパイに男のチンコが匹敵するとか、間違ってるぞ！　女性のオッパイは男のチンコよりも上だ！　何故なぜなら男のチンコは自分で揉めるが女性のオッパイを揉むのは土下座しても難しいからな！」

　一応全部聞いたのでビンタをブチ込んだ。

「人称が乱れるのはおやめ下さいトーリ様」

「え!?　そこ!?　ツッコミそこなの!?」

「あと別に浅あさ間ま様辺りは頼めば揉もませてくれる気がするので、判定甘めです」

　浅間が一回横に吹いて、慌てて否定に来る。左右に手を振って、

「いやいやいや、そんな事ないですよ。いくら何でも」

「え？　駄目なの？」

　いやまあ、と浅間がトーリに対して一回考え、眉まゆと右の人差し指を立てる。

「……本舗組の場合で、どうしてもという場合は、まあ、場合によっては」

・●　画：『こりゃ実質、総長に対してフリープレイだわ……』

・ゆたか：『母さん、駄目父さんにチョロくて可愛かわいい……』

・金マル：『じゃあミトっつぁんは、場合によってはスキンシップって事で』

・銀　狼：『何でこっちを巻き込みますの──!?』

　あら、とミトツダイラの娘が、極東制服の見本を身体からだに当てながら言った。

「母さん言ってましたのよ？　──王に、もっと甘えておけば良かったって」
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・○べ屋：『これ、証言集めて売りに出すべきだと思うんだよね！』

・副会長：『待て、ヴェストファーレンが終わるまで、うちの弱みと個人情報を外に晒さらすのはやめてくれ。その後だったら知らん』

・銀　狼：『保護者として検閲しますわ──！』

・現役娘：『その保護者として規制緩和を要求しますのよ──！』
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　向こうでは、本舗組とその身内が、食後にどうするかを話している。というかどっちかというと小規模な共食いが起きて御座るなあ、と点てん蔵ぞうは思った。

　だがこちらはこちらで、メアリが清きよ正まさに、

「儀式ですね……！」

　と、いきなりその胸を揉もむ処ところから始まった。そしてメアリが赤面の笑みをこちらに向け、

「ごーうかぁーく……！　ですよね点蔵様！」

　娘の方がこちらに半目を向けているので、説明した方がいいで御座るよ？

　だがメアリの場合、更に先に行ってしまいそうなので、とりあえず自ら言っておく。

「ええと、自分とメアリ殿の馴なれ初そめについて、知って御座るかな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、かつての未来で御母様から聞いた話では、──御父様が御母様に、全世界に対して恐れを知らぬ告白をして下さったと、そう言っていました」

「まあ」

　メアリが赤面するが、よく考えると、かつてのメアリは肝心な事を言っていないので、清きよ正まさの期待を相当に煽あおったような気もする。そしてメアリが、

「──でもこちらの方で、英国の顚てん末まつは見ていたのでしょう？」

　……平然と踏み込むで御座るなメアリ殿……！

　そして清正が、笑みの顔で言った。

「はい。御母様と御父様の出会いから告白まで、情報を追って見ていました」

「どうでした？」

「予想を超えていました」

　無感情な声であった。しかしメアリは気付かず、

「──全世界に対して、本当に恐れを知らなくて、御父さんは」

「はい。──全世界に対して、本当に恐れを知らなくて、御父様は」

　……ウワア、超怒って御座るよ……。

　数時間前に、相互理解を得たような気がしていたが、地雷はそこかしこにあるので御座るな、と思いもする。

・煙草女：『お前、英国で何やったんさ』

・十ＺＯ：『いや、有り得るべき流れとして当然の事をしただけに御座るよ!?』

・労働者：『ツケが回って来たな!!』

　随分ロングレンジからのツケで御座るなあ、とは思う。

　だが、母と娘の仲がいいというのは、それだけでも充分で御座るよな、とも考える。

　そしてメアリが、不意に言った。

「清正？　──恐らく向こうの私は、ジェームズの略称の一つとして、ジェイミーと呼んでたと思いますが」
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「……Ｊｕｄジヤツジ．、そうです」

　清正は、いきなりの核心に声を詰めた。

　流石さすが、と思ったのは、かつての未来においても、母が突然、このように〝真実〟を取り出してみせる事があったからだ。それは頻繁ではなく、だからこそ印象が強かった。

　普段は人の良い、温かみの広がりのような人だったが、諭す時やものごとを決める時などは、今のような切れ味を見せるのだった。

　そして母が言った。

「──結婚前提で付き合ってる方がいらっしゃるのですね？」

「────」

　向こう。武蔵むさし副長と、制服につける装備について話し合っていた福ふく島しまが動きを止めた。

　一瞬だけ彼女がこちらを見るが、己も視線で返答する。

　……大丈夫。

　無用な反応や動きは要らない。そのつもりでお互いが息を合わせると、母が小さく言葉を重ねて来た。

「それなりに私も調べたので、大体は解わかっています。大体、私と御父さんの子供である貴女あなたが、人を誤って見る事は無いと、解っています。だけど──」

　否定をされるのか。

　わずかな緊張が来た時、母が口を開いた。

「──でももう少し、御母さんさせて下さいな……！」







[image: 第十三章『閲覧場の決断人』]
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　あ、と点てん蔵ぞうは内心で声を上げた。

　……メアリ殿の御願いムーブで御座るな？

　メアリは育ちも躾しつけも良かった上で、歴史再現によって幽閉されたり制限されたりが続いたためか、他人に対して我わが儘ままを言ったりせがむのが不得意だ。というか下手へたの領域に入る。

　無論、ちゃんとした依頼や要望をする時は、真っ当だ。真っ正面から正しく願ってきて、恐らく断れる存在は人類史上いないだろうと己は判断している。

　だが、我が儘は苦手だ。

　本人の中で、自分の正しい依頼や要望は、フォーマルなものであるべきだと、〝公人〟としての感覚を持っているのだろう。

　しかし私人としての、それも自分勝手な願いを言う時、いつもの依頼や要望の方法は使ってはいけないと、そんな矜きよう持じが、多分ある。

　……なので、我が儘言う時は、突っ走るので御座るよなー。

　今までたびたびあったが、そういう時は常に〝我が儘〟だ。願いを是非とも通したいという事と、自分の事を浅ましいと思っているのか、かなり〝押す〟。

　今もそうだ。

　両の手を握って、身体からだを前に折って、

「折角！　折角！　うちの子が目の前にいるのですから、もう少し、一緒の時間があってもいいではありませんか！　現れて、来て、そしてまた何処どこかへと行かれても、お母さんの方では納得が出来ません！」

「それは──」

　清きよ正まさが何か言おうとするので、己はメアリの背後から、手を左右に振った。

　何か言い訳をすれば、もう〝それ〟が決定となってしまうのだ。

　我が儘に対して、現実の決定はキツいカウンターでしかない。

・十ＺＯ：『すれ違いによる決裂は避けたいで御座るよなあ』

・俺　　：『エロゲに例えるとどんな感じよ？』

・十ＺＯ：『いい金髪巨乳のヒロインゲーを出した制作組合ギルドがあり、しかし幾ら待っても次の金髪巨乳ゲーが出ないのでアンケートに書いたら〝もう出す予定はありません〟と返答が来てしまったような、そういうところで御座ろうか』

・ウキー：『貴様、それは二年前に出た〝春日かすがのつぼ姉ねえ〟の次を待つ拙せつ僧そうへの嫌味か』

　……地雷がここにもまた一つ……！

　だが、清正がこちらの意図に気付いた。

　彼女は、一息吐いて反応を待つターンになったメアリに、こう言ったのだ。

「御母様、今度、一緒に買い物など行きましょう。武蔵むさしの上を案内御願いします」

　その言葉に、しばらく動きを止めていたメアリだった。が、こちらの視界の中、彼女は髪からちらほらと流体光の花を落とし、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──そうですね」

　ゆっくりと言いながら、姿勢が直った。

　ならば大丈夫。そしてメアリが、一度落ち着いた息をつき、言葉を作る。

「──関せきヶ原はらの戦いが過ぎた辺りで、予定をとりあえず立てましょうか。

　要り用なものなど、これまでとは違うと思いますし、これでも御母さんも御父さんも、それなりに外食などして、武蔵上には詳しいですからね」

・立花嫁：『第一特務が詳しくなければ危険ではありますが、まあ、そういう意味ではないのでしょうね。──ツッコむ無粋はやめておきましょう』

・十ＺＯ：『お、思い切りツッコんでるで御座るよ！』

　ただ、また制服の検けん分ぶんを始めた二人の内、娘の方がこちらに視線を向けた。何事か、と顔を向けると、

「────」

　軽く頭を下げられたのだから、とりあえず一進一退というか一退一進だろう。

　ともあれ皆、それぞれの間合いのようなものを見つけている、とは思う。





●






　……間合いか……。

　そんな事を考えながら、直なお政まさは、自分の妹の制服を見立てていた。

「おい、夕ゆう。これがいいか」

　制服は中等部用だ。高等部用に比べるとかなり簡略化された形だが、昔はこれでも着ていて誇らしかったものだ。

　ハンガーで差し出すと、妹はそれを受け取り、首を下に振る。

「うん」

「いいのか」

「うん」

「こっちはどうだ」

「うん」

　受け取って、さっきのは適当な箇所に掛ける。それを見て、己は、

「何でもいいんさね？」

「うん」

　何でもいいらしい。

　……じゃあいいか。

　何でもいいと言う事は、何でもいいのだろう。

　何でも良くない事に対して、ちゃんとものが言えれば良いのだ。そういう意味では、

　……間合いの割り切りは冷めてた妹だったさね──。

　無論、地元は貧しい地域だ。ものが潤沢にあって選択の自由があれば違ったろうが、そうではなかった。与えれば、受け取るしかない。そんな感覚が──。

「あ」

「──何」

「何でもない」

　と返しつつ、己は気付いた。

　今の妹は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク所属だったのだ。羽は柴しば勢。十じつ本ぽん槍やりの一人でもある。そうなると、地元とは違い、潤沢にものがあり、自分なりに使える金だってあろう。

　それなのにこちらの差し出すものを「何でもいい」というならば、

「────」

　自分は、これまで妹が排除してきた制服のハンガーを手に取った。と言っても二種類程だが、妹の手にあるものも含めてこれで三つ。

「全部、買っていくのがいいさ。金はあたしが払うし」

「──何故なぜ」

　微妙に焦りを憶おぼえた声が来た。こっちの機嫌を損ねたとでも思ったのだろうか。

　違う。

　嬉うれしいのだ。

　妹が、自分と同じ過去を思い出している。だから、

「昔に、こうしてやれなかったからさ」

　妹が眉まゆを上げた。その上で僅わずかに俯うつむき、こちらが手にした二枚を摑つかんだ。

「じゃあ、──全部御願い」

　そして、不意に彼女がこう告げた。

「──朱雀すざくを見たい」
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　小こ六ろくには、武蔵むさしに来たら言おうと思っていた事があった。

　朱雀の事だ。

　あの中には、かつての自分がいる。

　当時の事を思い出すならば、それは夢を見ている時間帯のようだった。

　姉がいて、自分は見知らぬ航空艦のドックにおり、仕事をしているのだ。仕事内容はよく解わからなかったが、大体は姉の指示の通りにやっていればよかったし、簡単な作業なら身体からだが勝手にやってくれた。

　転機が訪れたのは、三征西班牙トレス・エスパニアとの戦闘だった。白びやつ虎このＯＳによって朱雀すざくのＯＳも起動し、そこで意識が明確になった。

　オンとオフが分かれた、という感覚だ。

　初めの内はよく解わからなかったが、自分の身体が欠けているのは理解が出来た。

　朱雀が、自分と合一しているのだと、その事実を知ったのも、その時だ。それまでは、現実感が薄く、システムとしてそうなっている事を理解出来なかった。

　身体が満足に動かせなかったのも、やがて出来るようになっていくが、

「……意識はある」

「────」

「ただそれが常時ではない」

　だから、と己は言った。

「──常時化する方法を知っている」

　そうだ。

　自分が、かつて〝花園アヴアロン〟で十じつ本ぽん槍やりの皆と生活出来ていたのは、意識が常時化していたからだ。

　その話題はしかし、なかなか言えず、この制服販売の店でピークを迎えていた。

　懐かしかったのだ。

　今、姉が、過去を繫つなげた上で、己の相手をしている。

　朱雀が目覚めるならば、姉と自分の間に、朱雀が入る事となる。

　かつて目覚めた時、自分がどれだけ子供だったか、憶おぼえていない己ではない。

　もう一人の自分がいる事など、飲み込めないだろう。

　ここで己が懐かしさを感じているように、朱雀の中にいる自分も、またそうなのだ。

　そしてまた、どちらが〝正しい存在〟かと言えば、向こうだ。

　実際の処ところ、朱雀と姉の間に、自分が入り込んでいるだけなのだ。

　だが今、懐かしさを感じても黙っていた自分に、姉が呼応した。

　通じたのだ。

　だからだ。だから、

　……ここまでだ。

　これ以上は、自分の望んでいい分ぶんを超える。だから、

「それで──」

　それで終わりだと、そう言おうとした時だ。

「──何？　直なお政まさんところ、妹、戻せんの？」

　武蔵むさし総長が、両腕に襟えり首くびを摑つかまれながら振り向いた。
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　あー、と武蔵むさし総長が呟つぶやくのを、引率で来ている三みつ成なりは聞いた。

　さっきから、周辺では難しそうな話が聞こえているが、自分にはどうとも出来ない事だ。

　それが解わかっているからだろうか、竹たけ中なかも自分の制服を選んだら、後は武蔵副会長と焼き肉会場について席順などの思案を交換し、皆の好みの食材やら何やらの情報を三千世界から伝えている。

　一方の自分は、やはり何も言えず、ただ自分の制服を選んでいるが、

「どうしたですよう？」

　天井が高い店内は、種族も雑多な武蔵らしい空間だが、左さ近こんにはまだ少し低い。ちょっと首を傾かしげた彼女がこちらを見て、さっきまで向けていた視線の軌道を追った。

「蜂はち須す賀か先輩ですかよう」

　そうだ。

　十じつ本ぽん槍やりの、未来組の中で、唯一、親子関係ではない存在。

　もう一人の自分がこちらにいるのが蜂須賀だ。

　その去就は、単純に決められるものではない。

　……私は、人間の感情の機微など、よく解りませんが……。

　朝、合流の時、蜂須賀が皆から少し距離を取っていたのは、解っている。彼女には、自分は皆とは違うという自覚があるのだ。

　ゆえに蜂須賀が物言いを始めた場合は、フォローに入ろうと思っていた。己では何を言っていいか解らないが、だとすれば竹中や、他の皆を頼る。そのつもりだった。

　だがそこに、武蔵総長が来た。

「──直政のところのチビっ子は、中等部かよ。御お広ひろ敷しきの範囲内じゃなくて良かったな」

「気味悪い事言うなさね」

・礼賛者：『そうです。その辺り、厳密ですよ、小生は』

　言ってる意味がよく解らないが、穢けがらわしいのはよく解った。

　すると武蔵総長が言った。蜂須賀の頭に手を置いて、

「妹が増えるとか、なかなかねえなあ」
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　直政は、言われて思った。

　……まあ、確かに。

「他の処ところは親子だから、うちが唯一さね」

　じゃあ、とトーリが応じた。彼は笑って、

「そのままいけるじゃねえか」

　言われた。その後で、意味を一瞬考えた。

　……そうさねえ。

　他の連中は親子だ。いずれ、親の方に、子が生まれる。

　この時、子供は二人になる。

　だが、その時、ようやく、先に来ていた子供の方は〝誰だれなのか〟が確定するともいえる。

　一方うちは妹だ。既に彼女は二人になっている。が、既に彼女は〝誰なのか〟が確定しているという事だ。

　その事を、この馬鹿は言っているのだ。だから己は、妹に対し、

「夕ゆう」

「いいの？」

　妹でいいのかと、妹が問うている。ゆえに己は頷うなずき、

「うちの妹は、二人に〝なった〟のさ。──そしてこれから違っていく。否、こっちに来てから、お互いが、お互いから違って行ったのさ」

　どちらが正解というものではない。

「どちらも正解ではないし、でも、どちらも間違ってないさ」

「そうか」

　妹が頷いた。制服を抱いて頷いた。しかし、

「だけど、朱雀すざくの私が、私を拒否したら、どうする。……向こうにとってみたら、姉ねえさんが、自分を見ず、新参の私に取られたような気になるだろう」

「馬鹿かオメエ」

　トーリが言った。

「そこは直なお政まさがどうにかするところだろ。オメエが気にしてどうすんだ。信頼しとけって」

　一息。それに、と馬鹿は言葉を続けて、

「直政が駄目でも、武蔵むさし上だったら心配すんな。逃げ場も愚痴聞かせるところもストレス解消するところもあるし、俺おれらも便乗すっからよ。横町三つくらい吹っ飛ばしても文句言われねえだろ。大体、直政もザッパなところあっからな。──な!?」

　義腕でノーモーションから殴り倒した。
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　すっ転がって二、三転した馬鹿が、右腕と左腕に引きずられて回収されていったのを、蜂はち須す賀かは見届けていた。その上で、

「何今の」

「無考えに良い事言おうとするとああなる、という見本さね」

　それは大体解わかる。だが、

　……そうだな。

　朱雀すざくの中にいた時、姉に気遣わせていた事もあり、どうにも自分は、己を障害とか邪魔とかそういう扱いに含める部分がある。だが、

「会ってみて、そこから、か」

　まだ、朱雀の中の自分に会っていない。朱雀と近くで顔を合わせた事も無いのだ。

　だから己は言う。

「朱雀の中の、──夕ゆうを目覚めさせる作業は、私がする」

「泰たい造ぞう爺じいさんに申請しとかなきゃいかんさねえ」

「元気なの」

「ピンピンしてるさ」

　そう、と己は頷うなずいた。向こう、清きよ正まさ達の方に馬鹿が行って、露骨に煙たがられているが、

　……ああいうのが、いていい場所か。

　逃げ場も何でもあると聞いたし、付き合ってくれる馬鹿もいるらしい。煙たがられても、何処どこかに居場所があるならば、姉は不動なのだし、まあいいかと思った。

　ならば恐れず、言おう。姉ならば知っているだろう。

「──作業着も、買っておきたい」
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「──子供達が、着付けを終えてこっち来るようですわよ？」

　と人狼女王レーネ・デ・ガルウが言うのを、義よし光あきは夜の下で聞いていた。

　村むら山やまの外そと舷げん側、外交用の港の脇わきに、展望型の食事処どころがある。空を挟んだ対岸として大和やまとの夜景が見える場所は、急ぎで持ち込まれたテーブルなど全て焼き肉用で、

「貴様、さっきから、えらい勢いでメニューを連打しておらんか？」

「あら、先に一気に頼んでおいた方が、店の方としても諦あきらめがつきますのよ？」

「諦めかえ」

　と、そこでようやく苦笑が出た。

　明かりは港からの照明が主だ。既に空は暗く、しかし今でも上空を輸送艦が行き来する。

　そしてフロアに人の声がやってきた。子供達かと思えば、

「皆も呼ばれておったかえ」

　山やま形がた城じようの乗員達だ。誰だれも彼も、一度淡あわ路じに退避していたものだが、武蔵むさしから正式に呼ばれ、参席となったのだろう。皆、一階下のテラスに向かうが、

「──武蔵は、最も上がみに恩を感じているという事ですわね」

「山形城の代わりが貰もらえんかのう」

　冗談めかして言ってみるが、武蔵むさしもしくは武蔵麾き下かの輸送艦が定期的に奥おう州しゆうを訪れるならば、それで充分だとも思う。

　……歴史再現においては、当分、奥おう羽うは安泰だからのう。

　関せきヶ原はらの戦いを終え、大おお坂さかの役えきを過ぎれば、極東の戦国時代は終わる。

　欧州では三十年戦争の後も戦乱が続くが、これもシベリア方面には届いてくるものではない。

　奥州は、その土地の隔離性によって、平穏を得るのだ。ここから先は自然環境との戦いと、

「──うちも、外界に出られると思うかえ？」

「日帰りで行けるようになりますわよ？」

　確かにそういう時代になりつつあるのだと思う。いろいろ変えていかねばならんなあ、と感想し、問うてみる。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、どれだけ仕込んでおるのかえ？」

「外界への開拓ですの？」

「しらばっくれんでええ。──関ヶ原の戦いやヴェストファーレンについてだぞえ」

「可能な範囲での介入を行いますわ」

　即答された。人狼の女王は、メニューの表示枠シーニヤカドルを指先で回しながら、笑みで言う。

「先程も話がありましたけど、今、各国は急いで自勢力や関係勢力の内、極東側の襲名を確保し、今後の武蔵に対して動けるように構えていますの。そしてまた──」

「各国側も、三十年戦争の決着をどうするか、思案に入ったか」

「Ｔｅｓテスタメント．、だって、本来だったら決着のために使う筈はずだった夏休み直後の時間を、羽は柴しば勢の提唱した創世計画の交渉と準備で失ってしまいましたものね」

「……確かに夏休み中、各国は自国内の歴史再現を進め、国力増強を行った。そしてヴェストファーレンに向けて決着していく筈が、羽柴の圧倒的な力に屈した……、か」

「Ｔｅｓ．、──しかし羽柴が敗れ、武蔵が羽柴を囲うと言うならば、各国の矛先は武蔵に向かうしかありませんわね」

　だから、と彼女が言った。

「貴女あなたがここにいるのでしょう、最も上がみ総長。欧州各国にとって、東とう国ごくであり、極東勢力の方が力を強く持つ関かん東とう以東は、視界に入らない一方で存在を否定出来ませんわ。

　もしもそれらの勢力が欧州側に乗り込んで来たり、存在感を誇示するならば、ヴェストファーレンや、以後の状況でも世界の不安定化の原因となりますの。つまり──」

　つまり、

「貴女は、世界の不安の予感として、ここにいますのね、最上総長。──流石さすがは九きゆう尾びの狐きつね」
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　言いおる、と義よし光あきは思った。

「貴様こそ、人類の恐怖の具現。それが関東解放に乗り込んで己の存在を大展開した辺り、明らかに欧州覇は王おうの関東における牽けん制せいであろうよ」

「その前に、北ほう条じようで引き分けになってしまってますものね」

　異次元卓球か。あれはちょっとムキになり過ぎた。

「──次はボウリング辺りでやるかえ」

「あら、バッティングセンターでホームラン勝負でもいいんですのよ？」

「酒の飲み合いでもええぞえ」

「食の勝負ですと、カレーで一つの基準が出来てますから、ちょっと避けたいですわね。

　だとすると、ボウリングかバッティングセンターで……」

　言って、人狼女王レーネ・デ・ガルウが表示枠シーニヤカドルを開いた。

「──ちょっと？　ネイト、聞きたい事がありますの」
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・現役娘：『ちょっと国家が関わる事なので隠語で言いますけど、黒光りする玉を手で摑つかんで振って、白いのがたくさんカウントされると勝ちの競技場と、長くて硬い棒を両手で握ってよく振って、白いのを遠くに打ち出すと勝ちになる施設って、武蔵むさしにありますの？』

・銀　狼：『智とも──！　サクヤ案件にしか見えませんわ──！』

・あさま：『あ、サクヤに直接聞きましたけど、ミトのお母さんはタイトルホルダーなので、二時間休憩二万円でハイパースイートルームが使えるそうです』

・現役娘：『まあ！　何て浄じよう財ざい上じよう手ずな神社ですの……！』
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　義よし光あきは、人狼女王が満面の笑みで振り向くのを見た。

「うちの人と合わせで、二十五回分の回数券を買ってしまいましたわ……！」

「何がだ一体……！」

　ともあれ、自分達がこうして言葉を交わしているのは、武蔵にとってはいい事なのだろう。

　欧州と奥州、世界各国と極東側の個人大戦力が、武蔵上で〝敵ではない〟のだ。

　この事を鑑かんがみると、人狼女王がここにいる事を許している六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、

「──武蔵の、率先した敵ではないと、そういう事かえ」

「私がいれば、大概はおとなしくなりますものね。一方で、私達がこうして話しているだけで、三十年戦争の戦勝国の内、やんちゃな連中もあまり大声を出せませんわ」

　そうよのう、と言いつつ、己には気がかりがある。

「──関東の押さえとして、極東側にもう一勢力欲しいところよの」

「里さと見みと、松まつ平だいらが、関東勢力そのものではありませんの？」

「武蔵むさしは移動するであろう。一方の里さと見みは、江え戸ど湾わん東側、東端の押さえとしては機能するが、関東中央は諸家の勢力が強いのだえ」

　そうですの、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは顎あごに指を当てて上を見た。やや考えて、

「うちの子の領地も、ちょっと北東気味ですわね。──Ｔｅｓテスタメント．、それで武蔵の会計が関東入りして、諸家達をまとめつつ、貴女あなたと繫つながりを持つようにしてましたのね？」

「伊達だてと繫がりを持った方が得であろうが、伊達はまだ歴史再現が余っておるからのう。

　力はあるけど暇があり、また、何でもやりかねんうちに来るのが得策ぞえ」

「だとすれば、確かにちょっと、押さえが欲しくなりますわね。──生存確認された義よし経つね公が、良いタイミングで出てくると幸いですの」

　と、人狼女王が言った時だ。入口側が賑にぎやかになった。

　誰だれが来たのかは解わかる。武蔵勢が、羽は柴しば勢と共にやってきたのだ。

「ほう」

　羽柴勢が、極東制服に着替えている。まずは極東合わせということか。それを見て人狼女王が目を細めた。

「この光景を各国に流すだけで、世界は今夜、完徹になりますわよ」







[image: 第十四章『会場のダッシャー』]
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　クリスティーナは、後れをとった己を後悔していた。

　村むら山やまの外交港に、極東の輸送艦で降りる。そして武蔵むさしに乗艦する。これは間違いが無い。今の自分の身分はクリスティーナではあるが〝明あけ智ち・玉たま〟なのだ。

　……とはいえ、完全に出遅れたであります！

　四し国こくで、出発をミスったのだ。

　原因は明確だ。輸送艦に乗り込み、そして離陸直前に、ある事に気付いたのだ。

　……学長室の伝讃筐体ＰＣに、忠ただ興おき様の写真を入れっぱなしでありますよ!?

　表示枠サインフレームのトップに〝隠し撮り癒いやし画像〟と〝隠し撮り卑し画像〟の情報封フオルダがある。当晩だけだったのでセキュリティの暗号は掛けていない。

　無言でダッシュを掛けた。

　総長なので加速術式は完かん璧ぺきであります。学長室に駆け込んで、では代理で仕事をしようと椅い子すに座った〝青梅おうめ〟を、そのまま椅子ごと押して窓際までスライドさせ、

「あー！　危ない危ない！　セキュリティを掛けていたので、自分以外が触れると尻しりからバナナが出る処ところでありましたよ！」

「あの、クリスティーナ様、別にそれ、セキュリティは──」

「ハイハイハイハイ！　今解除するでありますからね!?」

　自分の情報封に転送しようとした。すると、

　……えっ、転送終了まで四時間かかるとか、何でありますかコレ。

　流石さすが忠興様！　自分の日々激務とプレッシャーに対するにはこれだけの量が！

　とりあえずコレは駄目だ。転送不許可。情報封の名前を〝瑞典スウエーデン重要機密１〟〝瑞典重要機密２〟として今度はちゃんとロックを掛ける。

　あとは窓際で椅子に座って背を向けている〝青梅〟に、

「危なかったでありますね！」

「お済みですか。──以上」

「いえ、後で回収しに来るでありますので！」

　よく考えたらセキュリティじゃないって自白してるでありますねコレ。

　ともあれ出遅れた。そう思って、案内される通りにテラスの方を見下ろしつつ、入口へと誘導されていくと、

「──忠興様！」

　夫がいた。久し振り、と思うのは、彼が武蔵に乗って地球一周をしてきたからだろう。通神文メールや何やらの行き来で、距離は感じていたのだ。だが、

　……あれ。

　こちらに手を上げる彼が、何かおかしいと気付き、すぐにその答えに気付いた。

　極東制服の冬服を、ちゃんと着込んでいるのだ。

　初見であった。
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・自爆娘：『あ──！　あっ、あっ、ああっ、あ──、ああぅ、あうっ、ああああああ！』

・ふあな：『大丈夫！　大丈夫です！　感情が伝わってきます！　大丈夫ですよ！』

・ＢＡ３：『……何か怪しいセミナーみたいになってませんかね、と』
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　内心の上ずりがかなり酷ひどい事になっているのだが、何とか耐えた。

　そして問うべきは、

「待っていてくれたのでありますか？」

「え？　あー、一人だと面倒くせえ部分があってな」

　面倒？　と首を傾かしげると、手をとられた。引っ張られる。

　……うわあ。

　極東男子制服に焼き肉屋で手を引かれるとは、こんな人生初めてであります。当たり前か。

　だが、受付や案内の自動人形の会釈や一礼を通り過ぎて、会場の中へ入った自分は、忠ただ興おきの言っている事を何となく理解した。

　同世代がいるのだ。それも、元M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの忠興にとって、既知の仲間が、だ。
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　……久し振りに既知が集まると、まあ賑にぎやかだわー。

　鍋なべ島しまはメニューの表示枠レルネンフイグーアを目の前に置き、一息吐いた。

　里さと見みを出て、一度P.A.Odaの東端となる元滝たき川がわ領地の補給拠点を経由し、武蔵むさしに着艦した。そのままの身で、ここに参加しているのだ。

　隣のテーブルでは龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが五人いるが、一人だけの通路席に誰だれがなるかを殴り合いで決めつつある一方、こちらでは浅あさ野のが羽は柴しばから貰もらった小こ牧まき長なが久く手て功労賞の表示枠を掲げている。

　久し振りの可か児にもいて、これで池いけ田だがいれば大体整うのだが、池田は仕事で多分無理。

　そういう訳で、可児が、

「オッキー君呼びましょう！　オッキー君！」

「……あいつが武蔵に行った理由とか憶おぼえてる？　可児」

「Ｔｅテ……、じゃなくてＪｕｄジヤツジ．！　知ってます！　──気分です！」

　可児が、意外にも海産物系の焼き物を注文で連打しながら言う。

「人間の行動を選ぶのは意思ですが、決めるのは気分です！」

「あーまーそういーう言い方もあーるけどーね」

　浅あさ野のは相変わらずだが、一番に功労賞の証書を見せて開きっぱなしにしている辺り、以前とはちょっと変わった気がする。と、そんな風に思う自分もまた、

　……そうだわなあ。

　里さと見みから戻ってきて、というより、里見に落下する辺りから、何か変わった気がする。

　多分、可か児には、今までと言うか、旧来通りからの自分ＭＡＸで行くのだろう。己の全力が何処どこまで出せるかを、ただただ突き詰めていく気がする。

　一方の自分は、何となく、考えてしまった。

　あの黒の機竜。いきなり飛び込んで来て、こちらを止めただけだというのに、何故なぜ、こんなところでも思い出す程、印象がついているのだろうか。

　あれが慶けい長ちようの役えきに参戦した北ほう条じよう勢の機竜だというのは解わかっている。

　が、あの黒い機竜は、乗員も無しに、自律判断のみで行動したのだ。

　……何故だわ。

　この引っかかりを、己は、どうも〝面白い〟と思っているようだ。不可解で、興味深いのだが、そこに惹ひかれている。

　ひょっとしたら、自分は随分と感傷的なのかもしれない。

　だがその一方で、こう思うのだ。

　……私は、〝あれ〟に憧あこがれているんだろうなあ。

〝あれ〟が何だか解らない。

　でも、何となく通じるものがかつてあったと、解ってる。

　……あれだわ。

　かつて、龍りゆう造ぞう寺じに転校し、そこで機竜の技術を学んだ時の事だ。転校の期間が終わり、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に戻る事が出来るようになったが、己はしかし、龍造寺にいる事を選んだ。

　あの時の選択。何故、そうしたのか。

　それを思った時、己は至った。可児が言っていた言葉が〝合った〟のだ。つまり、

「……気分だわ」
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　曖あい昧まいな言葉だ。いいようにも悪いようにも使える。そんな一語だ。だが、

「気分だわな」

　あの黒の機竜が何故武蔵むさしに荷担したのか。

　そうだ。自分があの機竜だったら、多分、同じようにしていただろう。それは理屈や言葉でも、突き詰めれば説明が出来るのだろうが、もっと簡単に、気楽に言える。

　……気分だわ。

　そうしたかったのだ。

　だからあの時、解わからなかったが、通じていた。

　自分であったならば、という共通項を己は感じ取っていたに違いない。

　あそこで参戦しても、自分には意味のない事。

　相手を救うために、自分の本来の役目とは違うものを望む事。

　そして成果を出す事。

　……そうだわな。

　黒の機竜は成果を出し、そこで満足して去った。

　どうなのだろう。

　慶けい長ちようの役えきで敗北して悔しがり、山やま崎ざきの戦いでまた惜敗して悔しがった。

　あの現場における熱は確かに自分のものだ。

　だが、小こ牧まき長なが久く手ての戦いで強制排除されて得たものも、自分のものだ。

　これはしかし、熱というには、酷ひどく冷めた憧あこがれだと思う。

　熱いのか、冷めているのか。

　どちらの自分が正しいのだろうか。まだ若いと、決めるべきではないのだろうか。

　ただ、目の前にいる可か児にはただただ熱いように思う。

　一方の浅あさ野のは、功労賞の表示枠レルネンフイグーアを気がつくと眺めている辺り、以前に何となくあった焦りのような熱より、落ち着いた冷めを持っているように思う。

　自分はどうなのだろう。

　この辺り、池いけ田だがいるとまた違う気がするが、あの男はどっちかっていうと何も決めずに流れまくってる感があるから、熱量はない方だと思う。

　ひょっとすると、熱があり、保てている者の方が少ないのかもな、とも考えていると、

「どうしたんですナベさん！　まだお通ししか来てませんよ！」

「どういう意味だわ」

　考え過ぎだわ、と反省する。戦闘で得た答えは、戦闘でなければ解らない。戦闘のあとから出る答えは辻つじ褄つま合わせの納得だ。

　今は〝気分〟でいい。心にとめておけば、やがて解る時もくるだろうか。

　そう思い、軽く肩から力を抜いていると、忠ただ興おきがやってきた。それも、

「それか」

　瑞典スウエーデン総長を、連れてきているのだ。
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　クリスティーナは、一杯一杯だった。

　とにかく周囲が若い。ほとんどの者達は、これまでのどこか、例えば会議の場や集会などで同じ時間と場所を共有した事がある筈はずだが、忠ただ興おき以外は記憶に無い。なので面識ゼロとなると、これはかなりのプレッシャーだ。

　何しろ聴いてる音楽も違えば読んでる本も違うし、ファッション草そう紙しも違う。ああ、昔読んでた〝桃色〟とかもう無いでありますか。でも〝東海密偵小娘共〟は当時から無くなると思ってたであります。ええ。ちなみに〝AunAun〟などは通じるのでセーフ。

　そんな感じで、これまでの自分が得てきた情報を総動員して十四コ下に合わせるという難行を行っているが、コレ間違いなく自分史上最難関のミッションでありますよ？

　一方で、また忠興が素晴らしい。

　可か児にが通路席に行ってくれたおかげで、彼と並んで座れるようになったのだが、こっちが席を立ちやすいように奥の方へと入ってくれる。更には給仕の自動人形が皿を運んできたり、持っていく時には、

「あ、有り難うサンです」

　と言うし、皿が空くと重ねていきもする。この辺りは可児達も同じなので、この集団の親とかがよく教えていたものだろう。

　……合格……！

　己の要らん知識で言えば、給仕に対する態度は、老後の配偶者に対するものと同じだという、そんな説がある。

　そうなると、老後の自分と忠興においては、こちらが料理などを出すと、彼の方は礼を言ってくれたりする訳で。
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・自爆娘：『あ────！　もう！　あーもう！　ああああああもう!!　フヒヒッ』

・ふあな：『あああああ羨うらやましい────!!　凄すごく羨ましいいいいいいいい!!』

・犠打男：『おい、副会長が危険だぞ』
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　ともあれどうしたものか。緊張とテンションで食ってるものの味などほとんどしないし、話していて、

「あれ、そうでしたっけ!?」

　とスーパーストレートな元気で言われるたびにキッツイ汗が出もするが、何もかも素晴らしい。特に他の皆が、

「長なが岡おか、やっぱ相変わらず、猟に出て、獣の骨とかで細工もの作ってたりするんだわ？」

「あー、今、やってねえ。意外と襲名者忙しいじゃねえか」

　とか言うの初耳なんでありますよ？　で、じっと見ていると浅あさ野の様が、

「嫁ーさん、そうーいうの貰もらっーてないーんですか」

「あ、いえ、はい」

「長なが岡おか君ー。ちょっと気ーを遣おうーよ」

　……ナイスシュート！

　アシストどころではないゴールネット直撃弾なのが有り難いというか、明らかに気を遣われているでありますねコレ。

　とはいえこちらは大人おとな。年上として、ちゃんと規律をもって、皆の見本になるようにしていかねばならないであります。特に色恋沙ざ汰たとなると昨今はオフサイド案件もありまくりで、ちょっと規制が緩いでありますからね。無論、そこらもちゃんとして、安易な誘惑には走らない！　そういう所存であります！

「で、ぶっちゃけ聞いてみますけど、……長岡とはどんな付き合いしてるんですわ？」

　安易な誘惑には走らない。それをどう表現するか一瞬で決めて、己は言った。

「は、はい！　──結婚の用意は常にしてるであります！」
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　何かヘビーなのいきなり来たけど、聞き間違いだといいな、と浅野は、手をつけてなかったジョッキの生しよう姜がエールを、思い切り喉のどに流し込みながら思った。

　正面。忠ただ興おきが動きを止めている。

　瑞典スウエーデン総長は、ためになる事を言った、という顔で両手を握っている。いやまあ、うん、ためになる事を言ったと思うけど、聞き間違いだといいなあ、うん。

　そして可か児には、

「!?」

　何の事か案あんの定じよう、理解出来ていない。

　自分はジョッキを呷あおった。つまりこれは、こういう事だ。周囲からジョッキで顔を隠し、

　……ナベさん、任せた……!!

　横目で見る鍋なべ島しまが、虚空を見つめているのは解わかったが、先にこういうムーブを取った方が勝ちだ。自分の言葉に極大カウンターを食らった鍋島ではどうしようもあるまい。

　でも、大丈夫だよナベさん。これは聞き間違いだから。だから、

　……どう聞き間違えたのか、教えてくれるといいなあ。

　そう思っていると、

「────」

　時間が経過した。

　周囲。焼き肉を進行させている他のグループの音や動き、匂においが漂ってくる。

　鍋なべ島しまはまだ何も言わない。ただ、向こうのテーブルから、武蔵むさし総長の〝そこでな!?　セージュンが『待て！』とか格かつ好こつけてよ！　ネシンバラがアップしてな！〟とか盛り上がってるのがとても遠い国の事のようだ。そして、

　……おい。

　こっちも、ジョッキを傾けているのには限界がある。どんだけちびちび飲んでいても、そろそろ無理だ。というか、まさか、

　……時間切れで、こっちに任せる気……!?

　テーブルの下で、蹴けってやろうかと、そう思った時だ。俯うつむいた鍋島が、こう言った。

「──け、欠損の用意は、確かに大事だわな！」
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「そうですね！　いつも戦闘に対する準備として、重傷を負った際にどうするかを決めておく事は大事ですよね！　流石さすがは瑞典スウエーデン総長様です！」

　と可か児にが反応したので、浅あさ野のはジョッキを下ろした。

「欠ー損へのー対処は、うん、大切ーだーよねー」

　言っている先、瑞典総長が首を傾かしげた。

「いや、自分は、けっこ……」

「結構あるけど、肉もうちょっと頼むか！　魚介多いぞ畜生！　畜生の肉だ！」

　……ナイス長なが岡おか。

　思った視線の先、瑞典総長が笑みで彼を見る。注文用の表示枠サインフレームを開いて、

「忠ただ興おき様、ジビエ系もいけるのでありますね」

「あるんですか!?」

　と可児が言うと、受付の方で武蔵の会計補佐が両手を振りあげた。

「大体は無差別に仕入れてあるよー！　爬は虫ちゆう類るいは種類少ないけど！」

　少なくていい。ただ、二人で注文を確認している長岡と瑞典総長を見ていると、

　……そっかー。

　この後輩が、自分達との付き合いを切ってまで守ろうとしたものが、何となく解わかる。

　当時。長岡の判断に対して、自分達は〝恋愛とか、中等部にとっては大事件だもんなー〟くらいに思っていたが、そうではない。

　今のような、要らんハプニングが、発生しなくなるところだったのだ。

　この人、一人を守る事で、それ以外のいろいろな可能性も全て失う。そんな事を思うのは、慶けい長ちようの役えき以後、いろいろな人と付き合いを持ち、場を動かすようになって、視野が広がったからだろうか。それとも、

　……これかな。

　功労賞だ。大きいとも小さいとも言えない、しかし仕事の成果証明によって、自分自身の矜きよう持じが保てるようになったからだろうか。

　すると自動人形が来た。

　こちらに生しよう姜がエールのジョッキを差し出してくる。注文はしていないが、

「あ、換えが必要だと思ったので頼んでおいたものでありますよ。──不要なら、こっちで頂きますゆえ」

　と、瑞典スウエーデン総長が、笑みで自動人形に礼を言ってジョッキを受け取った。それをこちらに仲介する彼女に「どーも」と会釈で返し、己はこう思った。ジョッキを掲げながら、

　……やるじゃん。

　とりあえず、言っておく。

「長なが岡おか、──嫁取ーり、乾ー杯──」





●






　ナルゼは、甘酒の入ったグラスを掲げながら、静かにこう言った。

「……196mlね」

「ガっちゃんそこは〝乾杯〟って言おうよ」

　まあいいじゃない、と口にしたテーブルの向かい側、焼かれる肉を挟んだ娘達は、まだ何の事か解わかっていない。いずれ解る。間違いなく冬の絶倫では解る。

　……あっ、売り子が二人、ゲット確定出来たって事かしら……。

　飛べるから本の回収も頼めるわね。素敵。今の内に〝異文化〟に馴なれさせておくのがいいかしらどうかしら。それともコレは教育の矯正というやつかしら。

「何か上機嫌？　ガっちゃん」

　そうね、と頷うなずく横。マルゴットも同じだろう。彼女がこちらの機嫌などを口にするのは、多分、娘達にこっちのキャラを伝えているのだ。

　かつての未来、自分達がどうであったかなどは解らないが、今の自分達は、どういう風に見えていたらどういう本心でいるのか、齟そ齬ごがないようにしたい。それは付き合いが長くなるという事と、お互いの関係を守りたいという事もだが、

「戦場で、任せられる空域が生じた、というのは、お互いにとってもいい事ね」

　まだここから先、戦闘が生じない訳ではない。

　敵は自分達ではなく、世界各国となったのだ。運命もいるし、もしもそれを乗り越えても、今度は外界の開拓に関わるのか、という問いかけも生じる。

　この前まで、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の寒村で警備をやっていた身とは思えない。

　視線の先、二人が皿の位置や調味料の受け渡しなどをやっているが、服を汚さないようにする気遣いや、翼を邪魔にしない座り方など、自分達とほぼ同じだ。

　何となく、手を動かして、

「ガっちゃん？」

　マルゴットの疑問に、己は小さく笑って呟つぶやいた。娘達のワンシーンを彼女にだけ見せて、

「──同人誌にしてるわよ」

　さて、と己は表示枠サインフレームを開いた。注文しつつ、その行き先を別のテーブルにして、

「あっちもあっちで、まだいろいろあるでしょうけどね」
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　糟かす屋やは、嘉よし明あき達のテーブルから注文されてきたものを、自動人形から受け取った。

　人数分。グラスに入っているのは、

「……甘酒？　どういう事ですのコレ？」

　見た先、母達は視線を逸そらしているし、ホ母様は既に飲み切っているし、父はといえばソレを眼前に見据えて、

「これか……」

　などと言っている。自分には意味が解わからないが、豊ゆたかを見ると、顔を赤くした笑みでやはり父のように掲げて、父や母達を交互に見ており、

「豊？　……何ですの、これ」

[image: ]

「〝奇跡〟のオマージュだと思います！」

「オマージュ？」

「あ、私達は飲まない方がいいんじゃないかと思いますよ？　多分ですけど」

「そういう作法ですの？」

　問うと、豊ゆたかが頰ほおに片手を当て、こちらにそれを掲げて言う。

「馬鹿で駄目だけど、量だけはたくさん出せる父さんというのは、かつての未来の母さん達でも知らなかったファクターですよね」

「……あ、流体供給術式の事ですのね」

　豊がこっちの肩をバシバシ叩たたいて来るが、コレ何か酔っ払ってませんの？

　ただ正面、母達もじっと甘酒を見ているが、何か符号でもあったのだろうか。だが、

「ミトツダイラ様、──こちら、糟かす屋や様の名前は解わかったのでしょうか」
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　……い、いきなりダイレクトに行きますね！

　浅あさ間まはホライゾンの直球持ちかけ振りに戦せん慄りつした。

　自分と豊の場合は、豊の襲名した名前などがヒントとなった。だがミトツダイラの娘の場合、恐らくは極東の名前ではなく、洋風の名前だろう。

　だとすればノーヒントだ。難度が高い。しかしホライゾンは、右の人差し指を頭に当て、

「実は既に正解が解っております。ホライゾン、聡そう明めいなので」

「ホントですかホライゾン」

　胸を揉もまれた。何かと思っていると、

「──娘様もなかなかかと思えば、やはり発生源には敵かなわないですね。──そこの自動人形様、こちらの浅間様に甘酒もう一杯。ああ、気にせずに。誰だれかのオゴリです」

　ともあれ、とホライゾンがミトツダイラの娘に視線を向けた。そして、

「──黒くろ子こ」

「えっ」

　相手が、何の事か解らないという顔をする。と、ホライゾンが頷うなずき、

「今のは試運転です」

「あ、はい。じゃあ、何ですの」

「──トメ子……！」

「……あの、ホライゾン、即答じゃなくて少しタメて考えませんか」

「浅間様、大事なのは切れ味と速度です」

　また揉まれた。とりあえずアクセントらしい、と思っていると、ホライゾンがミトツダイラの方に顔を向けた。

「──ではミトツダイラ様、ホライゾンが時間を稼いでおきましたので、正解を」

「……えっ？」
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・不退転：『あの切れ味が味方に向かう傾向なのは、何故なぜかしら』

・ウキー：『ククク、羽は柴しば勢よ、これから合流する先がギャグについて修しゆ羅らの世界だとはまだまだ知らぬようだな……！』

・貧従士：『というか、副王と第五特務は連携してたんですか？』

・銀　狼：『私今、良い焼き加減に育ててただけですのよ──！』
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　まあいいですわ、とミトツダイラは言った。

　焼き育てた肉は皿に取って王に献上するが、通路挟んだテーブルで、母が真顔でこちらに皿を構えてるのは何ですの一体。そっち、山のようにあった御肉が、掘削作業で切り通し出来て丘レベルに減ってるのもどういう事ですの一体。

　……でもまあ。

　と、己は口元をナプキンで拭ぬぐって前を見る。

「見当は、大体ついてますのよ？」

「あらあら、本当ですの？」

　母が通路向こうから寄越してくる言葉は、挑発だ。故に自分は言う。

「酷ひどい目に遭いますわよ」

「あら、どういう事ですの？」

　答えず、己は、娘の方を見た。視界の端では、王が肉を切りながらこちらを見ている。浅あさ間まも、ホライゾンも、喜き美みも、向かい側にいる浅間の娘も同様だ。

「私が由来ですのよね」

　と、前置きして言うのは、まず己の名前の由来だ。

「ネイト。私の名前は実は男性形。極東の語感で言うと女性っぽく聞こえるものですけど、一応、私の生まれや襲名や派遣の状況など考え、欧州側から目をつけられたり、探られた時に違和を与える事を狙ねらったと、そうされてますわね」

　それも事実の一つであろう。だが、この名には別の意味もある。

「ネイトという名前は、ネイサンと言う名の別形。そしてネイサンは、元々がナサニエルという名前の別形。そしてこのナサニエルは、ヘブライ語を語源としますの」

「ミトツダイラ様、──では、その意味は？」

「神に与えられたもの、ですわ」

　言う。

「ナサニエル。NATHAN＋IELですけど、ヘブライ語ではNATANが〝与える〟で、ELが〝神〟ですの。それが私の名前の語源ですわ」

　ならば、と己は言った。

「我が子は、我が王によって与えられたもの。ヘブライ語で王はMEREKでメレクですから、NATAN+MEREK、ナサメレク、となると、そのままか、私に合わせて短縮の別形ではネイメ、ネイク、と、その辺りではないかと思っていますけど、どうですの？」

　言った先。己の娘が息を詰めていた。

　ややあってから、隣に座っている浅あさ間まの娘が、こちらに左手の平を立ててみせた。そして彼女は、近くにあった196mlのグラスを手にして、

「──ハイ」

　こちらの娘の口に当てると、一気に呷あおらせた。

　飲む。一息だ。こちらの横、浅間が、

「やはりミトの娘さんなら、一息で飲めますよね……」

　などとしみじみ言ってるけどどういう意味ですの。ただ、また浅間の娘が手の平を立てて〝失敬〟と位置を戻す。すると、その横で空のグラスを抱えた娘が一息を吐いた。

　彼女は、酔いなのか何なのか、頰ほおを赤くした顔で、こう言った。

「N・A・T・M・E・R・E・K。──ネイメアと、そう呼ばれてましたの」

「……ちょっと外してしまいましたわね」

「いえ、発想が同じだったので、構いませんし、こちらの方が変形読みですもの」

　娘が言った。驚きの目で言った。

「嬉うれしいのもですけど、ちょっと、驚きですの」

　そうでしょうね、と己は言った。横のテーブルに、聞こえるように、

「子供時代、誰だれだって、自分の名前を調べ、そこに意味を見つけて誇りに思うものですわ。

　王から頂いた子に、私がそのような名をつけない筈はずありませんもの」
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　直後。母がこちらの娘の隣に、飛び込むように席を詰めて来たのをミトツダイラは見た。

　浅間の娘が察知して上手うまく奥に詰めるが、娘は押された形となり、

「──大御母様!?　そっちの分量では収まりつきませんの？」

「ふふ、いい事があったから便乗にやってきましたのよ」

　言った母が、こちらに片目を閉じた笑みを向ける。

「ネイト、──お母さんと御父さんが、どれだけ貴女あなたの事を思っていたか、ようやく気付きましたのね？　──でも神の贈り物と言うより御父さんとお母さんの努力の賜たま物ものですけど」

「す、少しは感動話にしようと思ったら、そのノリで来ましたわね……！」

　いやあ、と浅あさ間まが言った。感心した口調で、

「トーリ君の賜たま物ものなので、ネイトーリとか名付けていたらどうしようかと思いましたよ。

　あ、姓名判断とか、うちでもやってますので必要でしたら是非」

「……私、そんな単純って思われてますの？」

　いや、とホライゾンが言った。両腕には表示枠サインフレームで翻訳サイトを展開させていて、

「ヘブライ語で毛はセアルというので、ネイセアとか、語感だけは良いけど〝毛の子〟みたいな事になっていたらどうしようかと。大体その場合、ホライゾンの毛が混入していた場合でも区別がつきませんからね。もっとトーリ様の主張をしないといけませんな」

　とホライゾンが王の頭を一回叩たたくと、王が皿を出してきた。

　見れば先程献上した肉が、カットされて載っている。断面を上向きにして、渦を描くように淡く丸められていた。その上面は、ややレアな色が見えているが、

「何ですのコレ」

「良いから食ってみ」

　言われ、自分、娘、母で箸はしを使ってつまみ、口にする。

　皿に載っている割には熱い、と思うのと、歯で嚙かむのは同時。直後に、

　……！

　下の歯に、香ばしさの塊を削って囓かじる感触が来た。それは塩の脂を溢あふれ、染み出させるものだったが、上の歯は違った。こちらはしかし、肉の弾力へと染みるように突き刺さったのだ。

　焼きのメリハリで上は柔らかく、下は硬く。そんな食感が歯で切られ、砕けて口の中で遊ばれる。

　香ばしさと肉の削そぎ加減と、どっちが良いかと問われているようで、

「うちの子達が話してる間、余熱の効いたところで、逆の断面部分だけを炙あぶりましたのね？」

「カリカリになってるの、美味うめえけど、ネイトも娘もカーチャンも、食うの早いからなー」

　王が言った。

「表の良さと、見えないところの仕込みのバランスだよな」

「誰だれの事を言ってますの？」

　ホライゾンが椅い子すに浅く座って、両腕に手で大きく扇あおがせ始めましたけど、今回確かにスタートライン切りましたから、有りだと思いますの。
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　ただ、とミトツダイラは思った。

　横のテーブル。最も上がみ総長が途中だった肉の皿を片手に載せながらこちらに振り向いている。

　細い顎あごで、彼女が示すものに、己は気付いていた。

　母がいた席だ。

　そこ、母の陰になっていた空間に、淡い光が散っている。

　表示枠サインフレームを消した名残なごりだ。

　自分が、娘に名前の話をしていた時、母は誰だれと応答していたのか。

　父とだろう。

　こちらが、自分の名をどう思っているか、母は父と物語ったのだ。きっと後で、また二人、こっちには見せないような事を語り合うのだろう。

　……何とも、不思議ですわね。

　母は昔、自分にとっての万能者で、英雄のような存在だった。甘えれば返してくれたし、困っていれば何処どこにいても救いに来てくれた。無償、無限の愛情を注いで貰もらったと思うが、ある行き違いで、それを拒絶され、裏切られたとそう思い、しかし──、

　……今になって思えば、あれは立場によるもので、裏切りではありませんわよね。

　世界や国、状況というもので態度が変わるかもしれないが、母と子としては、きっと、この人は従来通りなのだ。ヒネているのは自分の方だろう。それに己も、母の事は、その実力も含みで認めているのだ。そして今、隣で、

「他人のお金だったら、これ頼むの許されますか、母さん」

「──いやこのくらいはフツーに行きましょう。安い方が駄目です」

　などと言っている酒飲み母子のように、気楽に付き合った方がいいのかもしれない。

　こういう場は良い機会だ。

「御母様」

　ちょっと私の方、やり直しを、と言いかけた正面。

　母が、王を真似まねて肉の束を渦に丸めて焼き始めていた。母は、はっとしてこちらに気付き、

「──あら！　仕込みに時間が掛かりますのよコレ。欲しかったらちゃんと言わないと駄目ですけど、こっちのネイメアの方には普通にあげますから安心しなさいね？」

「い、いいですわ！　自分で焼きますから！」

　などと返しつつ、ふと思い出した。

　昔、食卓で、母がサンドイッチなどを作り出すと、自分も真似まねしてそれをやって、母よりも大きなものを作って褒められ、

　……でも、食べ切れなかったりしましたのよねー……。

　加減を知らない子供ではなくなったが、

「ミトツダイラ様、負けてはなりません」

　ホライゾンが、右腕にカットさせた肉をこちらに寄越してくる。己もそれを渦にして、

「御母様のより綺き麗れいですわ」

　言った先、母が笑った。そして、

「よく出来ましたわね」

　……何言ってますの。

　と、刃向かい掛け、ふと気付いた。母が、昔と同じ笑みだという事を、だ。

　……そうですわね。

　ここは楽しい席。そこで何故なぜ、抵抗するような否定を放つ必要があるのか。

　母とはもう、どちらが上か下かなど、本気の場で相あい対たいでもしない限り、決める必要は無い。

「ネイト」

　王が言った。上機嫌の娘に、焼き方と作り方を説明しながら言った。

「オメエ、綺き麗れいに出来てんぞ」

　……ええ、そうですわ。

　解わかっている。

　誰だれかと競うためにそうしたのではない。

　この場を楽しむために、そうしたのだ。

　だから、同じようにしている母に気付き、娘に気付き、

「────」

　自分も、笑った。仕方なく、という体裁は、だがすぐに消えて、

「ふふ」

　無邪気なあの頃ころと、母の中間辺りは、どのくらいだろうか。
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　あら、とメアリは思った。こちら、先程に福ふく島しま・正まさ則のりの方からやたら緊張に満ちた挨あい拶さつを頂いたものだが、一方でミトツダイラ達の方は盛り上がっている。

　自然と言うには、少し辿たど々たどしい感もあるが、慣れが全てを解決するだろう。

　……ミトツダイラ様と、御母様が、笑って。

　二人とは、かつてIZUMOからの追走劇を経て、少なからず時間を共にした事がある。

　彼女達の因縁を、知らない自分ではない。そしてまた、母の方が、娘に対してそれなりの諦てい観かんというか、仕方なさを感じているのも解っていた。

　裏切った訳ではない。

　だけど、〝された〟側にとっては、そう思えてもしょうがない。

　人狼ルウガルウの女王であり、大国の副長であり、そして毅き然ぜんとする事が、派遣騎士であるミトツダイラの事を守る事にも繫つながるのだ。

　自分が、幽閉され、処刑までの時間を過ごす時、自然の営みがあるだけで尊いと思い、そして救いの手を有り難いと思ったように。

　狼おおかみの母にとっては、娘との距離が縮み、言葉を交わせるだけでも意味があったろう。

　狼は群を大事にする生き物だ。

　娘の王を通し、嫌われてはいないと解わかっただけでも御の字だったろう。

　とにかく、からかうのは得意だけれども付き合うのは不器用な人というイメージだったが、ミトツダイラも拒絶はしなかったから、通じてはいた筈はずだ。

　それが今、形になり、

　……いい空気を生んでいますね。

　失ったものを取り返すのは、子供達だけではないのかもしれない。

　彼女達が来た事でまた関係が変わり、何かを得ていくならば、これまでのものが様変わりしていく事だって、希まれではなかろう。ならば、

「────」

　己は、自分の両親の事を思った。新大陸の狂女王の塔で、世界をどうにかするために頑張りながら、充実した日々を過ごしていた母達を、己は既に失っているが、

　……そうですね。

　彼女達が繫つないだ自分の処ところに、未来の自分達が繫いだ娘達が来ている。

　失ったと思ったものが、新しい関係を繫いでいたのだ。
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「──と」

　軽く。最も上がみ総長が、座席の間を埋める鉢木を踏んで、奥のスペースに入ってくる。

　ミトツダイラは、母や娘達と調味料の話をしていて、

　……当然の事かと思っていたけど、好みが違って、新鮮ですわね！

　母については、幼少時代に頂いた果物ソースのイメージが強かったが、実は当時から果物と言ってもワインベースやナッツのバターによる濃厚さの追加などが好きで、娘の方はM.H.R.R.神聖ローマ帝国系かと思えば「醬しよう油ゆベースとか、酢、味み醂りんとかの合わせが好きですの」との事だった。

　塩と胡こ椒しように多種ソースの自分とは、やはり違う。

　しかしそれでも、お互いのものが嫌いかと言えばそうではなく、

「結局、肉だったら何でもいいのでは疑惑が」

　というホライゾンの言げんは、多分正解な気もする。

　が、そんなこちらの奥。浅あさ間まの娘の横に最上総長が入った。彼女は、母が放置していた肉の皿を掲げており、

「ちと行儀悪いが、この追加分で赦ゆるされよ」

「フフ、大家族用でも、こっちは充分キツくなってるし、そっちは狼おおかみ二人で結構なスペースねえ。──匂におい消しの用意は充分かしら？」

「大丈夫です。加護もありますから」

　と、表示枠サインフレームを開いていた浅間の娘が、給仕の自動人形に手を上げる。この母子は容赦なく酒を注文するというのがさっきから確信になりつつあるが、うちは親子三代で容赦なく肉を頼む家系なので、そういうものかもしれない。

　隣の大家族席からは、何故なぜか二ふた代よ・メアリ組に巻き込まれた正まさ純ずみが、半目で問うて来る。

「おい、そっち、誰だれか野菜とか頼まないのか」

「あの、御母様、大御母様、草を頼みますの？」

「──ネイメア」

　娘の名を呼んでみる。そして言った。

「ラム肉は焼き肉界の草ですのよ？　　また、一般には〝大だい豆ずは畑の肉〟と言うように、その逆は真なりとして、〝肉は畑の大豆〟ですの。お肉を頂く事に何の問題はありませんわ」

「──うちの教えって、そのままですのね……！」

　感心された。

　ともあれ、と己は浅あさ間まとホライゾン達の方を見る。

「そっち、草、頼みませんの？　──智ともは？」

「ミト、こっち、ちゃんと野菜は頂いてますよ？」

「あれ？　注文したんですか、母さん」

　ええ、と浅間が頷うなずいた。

「極東の御酒は御米が原材料です。御米は水田で栽培される植物で、私達はその実を御酒として頂いている訳です。つまり既に、野菜の加工品を頂いているんですね」

「母さん、それ、もっと早く教えて欲しかったです……！」

・金マル：『さっきからそっち、狂人率高くない？』

・労働者：『あんま調子に乗るなよ!?』

　どういう意味ですのソレ。

　ただ、奥の席で表示枠サインフレームの音楽番組をネタに盛り上がってる喜き美みと最も上がみ総長は上手うまくやってる気がするし、二人がいつの間にか、焼いた肉に湯がいた白はく菜さいで合わせて頂いているのは何かちょっとやられた気分を感じもする。一方で、給仕役の〝多た摩ま〟が、

「ご注文の品、お持ちしました。──以上」

「……というかまだ最中ですのに十二サンチ砲弾パフェを人数分頼んだのは誰ですのー!?」

　首を傾かしげるホライゾンの向こうで、両腕が手を上げているのは一体どっちですの。
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　……ああ、よく考えたらあっちの席は高熱量消費組か……。

　と、それに比べると充分に一般人である事を自覚して、正純は目の前を見た。

　大家族用。十人席と呼ばれる場所だ。

　二代から「何かチョイと緊張するので頼むで御座るよ」と、酷ひどく珍しい事を言われたので同席したが、

　……何だこの席は。

　こちら、二ふた代よと福ふく島しま・正まさ則のりがいて、向こうはメアリとクロスユナイトと加か藤とう・清きよ正まさがいる。

　基本、福島と加藤について、保護者からの紹介があり、お互いが雑談とも言えない雑談を静かに行っているのだが、

　……メアリが意外と容赦なく肉を焼くなあ……。

　というか調理に入っている。

　何しろ、主しゆ賓ひん？　ともいえる加藤と福島が、えらく緊張して、

「先夜の地球一周で御座りますが……」

「あ、はい、大和やまと上からの眺めは大変よろしゅう御座いました……」

　などと無難な遣り取りをしているのだ。中央にいる彼女達がそんな塩あん梅ばいなので、当然、その間の鉄板部分は封じられ、普通のテーブル状態となっている。

　なので通路側に座るメアリの方が、やってきた肉や野菜を引き受け、通路側のテーブルの鉄板で焼いて調理をする。味付けは、テーブルにある塩と胡こ椒しように醬しよう油ゆ、タレしかないが、流石さすがは味付けの薄い英国出身。そこからバリエーションを叩たたき出してくるのでなかなか侮れない。

　こっちは若い二人を挟んで奥側にいるが、

「はい、どうぞ。──あ、そちら点てん蔵ぞう様達も」

　と、野菜炒いためが来たかと思えば、茄子なす焼きで肉を挟んだものや、焼いた握り飯が来たりする。焼いた握り飯は静かに好評で、加藤と福島も手をつけたため、それなりのバリエーションがやってきた。今は魚介を焼いている時間帯だが、

・副会長：『よく考えたら、私、メアリの手料理食ってる事になるのか』

・不退転：『鉄板焼きは手料理って言うのかしら』

・●　画：『ハア!?　ちょっと画像撮っておいて！　資料！』

　自分で来いよ、と言ったらホントに来たのが凄すごい。しかし御お代だいの代わりなのか、ナルゼが、

「ほら点蔵！　アンタに甘酒よ！　196ml！　アハハ!!」

「何で自分に寄越すで御座るかなあ!?」

　などとやっていて大丈夫かお前ら。

　だがその一方、若い二人が手をつけなかったものや、ちょっと作り過ぎたものを担当する二代が大変だ。メアリの対面、通路側に座る彼女は意味も無く緊張しているというか、

　……ああ、明らかに何して良いか解わかってないなコレは。

　確かにキャラとして場違いなところなので、逆に、好きに肉焼いて食ってればいいと思うのだが、育ちの良さが災いしている。辺りをちらちら窺うかがったり、加藤と福島の話に意味も無く相あい槌づちを打っているが、それはどっちかっていうと二人にとってはプレッシャーな気が。

　だが、何となく思うのは、

　……子供達の恋愛かー。

　自分ら世代でも満足にそこら行ってなかったりする年齢だが、そこに飛び込みで子供までやってくると、ちょっと凄すごい。何か語ご彙いが無くなってしまうが、盛り過ぎだろう人生。

　しかし、恋愛系の話の筈はずが、嫁の胸揉もんで全世界に性癖暴露とか、エロ不注意で世界征服する事になったり、はたまたプロレスとか千五百一回とか、ああ、他にもチンコ黒くされたり諏す訪わで打撃練習したのとか、青竜倒してきたのもいるな。

　恋愛はフリースタイルか、としみじみ思うが、

「正まさ純ずみ殿、さっきから何か考えて御座るか」

「ああ、うん、……もはや何でもありだな、って」

　こうなってくると、三み河かわで襲名狙ねらって男性化手術しようとしたのは、あれもまたフリースタイルなのだろうか、それとも真ま面じ目め過ぎたのだろうか。

　そしてまた、こんな事を今更に思うのも、

「状況が、変わったんだな」

　空を見上げて思う。

「──三河を出て、未いまだヴェストファーレン会議は生じていない。しかし、英国で試され、IZUMOとマクデブルクで各国から依頼を受けた」

　羽は柴しばを抑制しろと言われたのだ。無論それは、羽柴のみならず織お田だも抑える事になるもので、その時には少なからぬ犠牲を得もしたのだ。

　そこから再起し、遣り合いながら、また潰つぶされ、しかし更なる再起を懸け、

「マクデブルクからの一連の流れが終わり、ヴェストファーレンが目の前か」

「その前に、関せきヶ原はらをどうするかが残って御座るよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。やる事は多いな、と。

　だがクロスユナイトが、こちらの気分を察したのか、言葉を続けた。

「──しかしまあ、確かに、自分らの前に存在していた羽柴、織田という存在が、ここで合流する事となり、その意味では、状況が変わったので御座るな」
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　確かに変わったで御座るなあ、と点てん蔵ぞうは思った。

　……この、戦勝の祭とは違う慰労会で御座るが、確かにこういう時間は必要に御座るな。

　これまでも、戦後の祭は幾度かあったが、今回のものはちょっと違う。

　区分けだ。

　前と次、という区分けではない。

　上手うまく言えないが、違わないものと、違うものという、そんな区分を感じる。

　ここまでは、基本、外からの力の導入や、同盟などはあっても、武蔵むさし勢は武蔵勢だった。それがここからは、羽は柴しば勢を身内に加え、

「あ、成程」

「どうしたクロスユナイト」

「Ｊｕｄジヤツジ．、マクデブルクからの一連がここで終わったので御座るな？　それはつまり、ヴェストファーレンへの準備がほぼ出来上がったという事で御座るが、勢力としては羽柴勢が合流した事で、ある結果を得たので御座る」

　外からの力の導入や、同盟ではない。

「武蔵むさしが、国家としての体裁を持ち始めたので御座るよ」







[image: 第十五章『集合場所の再会者』]
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　武蔵むさしが国家となりつつある。と、そう告げられた言葉によって、ふと、幾らかの気配が、こちらに視線を向けている事を正まさ純ずみは悟った。だが、それらの目を、今は気にせず、

「〝領域〟と〝人民〟。それを持った上で、──国の主権として必要な能力は三つ」

　言う。

「〝対外主権〟〝対内主権〟〝最高決定力〟だ」

　三み河かわからここまで来たそれらの中に、羽は柴しば勢も加わっていく。その意味は何かと言えば、

「一つの国家を形成していた羽柴勢が合流すれば、もはや私達も、能力的には、航空都市艦という枠を越え、国家としての扱いを受けていくだろう」

　ならば、とクロスユナイトが言葉を繫つなげた。

「ここから先は、自分らが極東の支配権を主張出来るので御座るな？」

「羽柴が合流したというのが、各国からどう取られるかにはよるが、な」

　そうね、とジョッキを手に、伊達だて家副長がこちらのテーブルの脇わきに立った。

「関せきヶ原はらの戦いを終えたら、私達は、極東覇は者しやである事を主張出来るのよ」

「──だとすれば、明日にでも関ヶ原を無血で終了させる事で、そのカードは更に効くな。

　羽柴勢を完全に合流させるには関ヶ原と大おお坂さかの役えきを終える必要がある。しかしその最大である関ヶ原を終えてしまえば、大部分は合流出来るし、あとは大坂の役だけなんだから」

「しかし、大坂の役では、もはや引く事など出来ぬで御座るよ？　──各国が、武蔵の支配権を認めるか、認めさせるかの、戦争になるで御座ろう」

　それは解わかっている。だが、だからこそ、

「大坂の役をどうするか、という事が、防波堤兼交渉カードとして有用になる。

　大坂の役をどう終えるかによって、この極東の支配構図が決着するんだ」

　言っていて、何か筋道が出来ていく。

「大坂の役は、ヴェストファーレンで行う。各国への餌えさだ。これはさっき言った通りだが」

　上手うまく行くかどうかは解らない。しかし、

　……これだ。

　これを行えば、世界が変わる。その条件を、己は口にした。

「大坂の役を餌に、創世計画も、何もかもを餌にして、全世界をヴェストファーレンに参加させるんだ。本来ならば出場出来ない国や、勢力も、だ。

　そこで世界に武蔵の支配権を認めさせれば、──世界を征服出来るぞ」
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　スゲエ、とナイトは思った。

・金マル：『焼き肉の宴会の場で言う事かな？』

・ＡｎＧ：『今日は衝撃の展開が多いんだけど、ママ達はいつもこんな感じで戦争やるって決めてんの？』

・貧従士：『肉食ってると気が大きくなりますから、今回はちょっと別だと思いますよ？　副会長、いつも粗食ですし』

・□□凸：『いつもの粗食だと国家間戦争で、宴会だと世界大戦争なんです、か……』

・８４８：『あっ、だったら、いつもえろって胃の中に何も無いのに戦争を決断出来る竹たけ中なか様が一番凄すごいですよ！』

・黒　竹：『あの、すみません、決断したからえろるんですけどね……！』





●






　正まさ純ずみは、隣のテーブルとなる高出力組の方に振り向いた。鉢木の奥に、再び両腕に襟えり首くびを摑つかまれている馬鹿がいるが、

「──おい、世界征服のお膳ぜん立だてが整ったぞ、馬鹿」

「あ、あれ!?　俺おれのこの状況、何か疑問に思わねえの!?」

　まあいつもの事だろう。平ひら野のが素敵ムーブに入っていて、浅あさ間まが両腕に対してフォローに入っているが、

「──三み河かわで長文宣言した事が、ヴェストファーレンで出来るんだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまり正純様、──胴元になるのが一番いい、という事ですね」

「何処どこでそんな物言い憶おぼえたか解わからないが、まあそういう事だ。──各国は、大おお坂さかの役えきに参加する手立てを講じ、そして滅びる羽は柴しばに介入する事で、こっちの支配権を制限しようとしてくるだろう。つまり全ての国や勢力が、そこに参加し、こちらはそれを迎撃し、仲間に引き入れる事が出来るならば、そうする。基本は会議の場だ。派手な会戦は生じないが──」

「会議の中で、相あい対たい戦が生じる事もあるので御座るな？　正純」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずき振り向くと、二ふた代よと福ふく島しま、そして加か藤とうも襟を正していた。

　副会長と副長が、決めたのだ。あとは、

「おい馬鹿。遂に世界征服だ。相当、派手になりそうだが」

「ああ、有り難うよ、セージュン。俺が噓うそつきにならないようにしてくれて」

　いつの間にか、平野と糟かす屋やの間に両腕が座り込んでいる構図の中、馬鹿がホライゾンに振り向いた。

「これはアレだぜ、ホライゾン。──〝外に出ようぜ〟って、アレだ。世界を殴りに」

「いえ、武蔵むさしは各国に移動しますし、結果、世界を征服したら世界全体が武蔵みたいなもんですからねえ。ホライゾンはテキトーな方が」

「じゃあ」

　と馬鹿が言った。

「俺おれ達のテキトー振りを、全世界に教えてやろうぜ」

　それはメーワクでは、とバルフェットが呟つぶやいたが、確かにそう思う。

　だが、ホライゾンが口を開く。

「ホライゾンはいていいのだと、テキトーでいいのだと、全世界にそう伝わるのならば──」

　言った。

「かつて真さな田だで得た、ホライゾンの夢の基礎。──何もかもと共にいたい、という事の、最低条件が確定しますね。

　ホライゾンは失われる存在ではない。それゆえ、何もかもと共にいられると、そういう事になる訳ですから」





●






・立花嫁：『焼き肉の宴会でコレが出るのがうちの強みですね』

・ゆたか：『ホ母様も、生き方のメリハリが極端に強くて素敵……』

・ベ　ル：『ど、どっちがメリで、どっちがハリか、な？』

・十ＺＯ：『鈴すず殿がツッコむの珍しいで御座るが、聞いてもあまり意味がない気がするで御座るよ？』
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　竹たけ中なかは、一息をついた。

　こっちの卓は三みつ成なりと左さ近こんと大おお谷たにの四人だ。通路側、大谷のスペースを向かいから伸びる左近の足が食っているが、今の大谷も二頭身で注文役兼ムードメーカーなので気にしていない。自分は、とにかく左近がよく食うのを、面白く見ていたが、

　……成程──。

　武蔵むさしの意思決定システムというか、会議とは別の構造を見た気がした。

　王と姫だ。

　彼と彼女の存在が、全体の行動指針になっている。

　片や強力なバッテリーだが、それ以外は無く。

　片や大罪武装ロイズモイ・オプロを持つのだが、それ以外は無い。

　それで充分、と言えないのが今の世の中だが、この二人には、別のものがある。

　……子供のような正論ですね。

　まさかこんなところで〝何もかもと共にいたい〟などと、そんな台詞せりふが聞けるとは。

　己は長寿族だ。この種族としては若い方だが、これまでに、自分よりも先に〝降りた〟者達を、それでも何人も見て、また、見届けてきている。

　何もかもと共にいる、などという事は、出来ない。

　それは正しくない。正しい大人おとなならば、そういう事を乗り越え、耐えて、時間によって和らぐ事を知っていくべきだと、そう思う。

　だけど、違う。そうではないのだ。

　正しさを先に翳かざすのではない。

　正しさは、少なくとも、その前にあった感情への言い訳だ。

　言い訳であると、解わかって尚なお、それを認めるのが大人だと、己は思う。

　言い訳を、本当の事だと信じたら、そこにいるのは大人でも何でもない、無感情の塊だ。

「だとすれば──」

　周囲、？　という疑問の雰囲気に平手を立ててみせ、己は腰を上げた。ジョッキの中は炭酸水だ。無味の刺激を口に入れ、洗ってから武蔵むさしの王と姫を見た。

「ちょっと」

　呼びかける。振り返られる。そして視線が当たった時点で頷うなずき、自分は問い掛ける。

「何もかもと共にいる、という事が、叶かなうと思いますか？」
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　酷な質問ですねー、と竹たけ中なかは思った。

　だがこれは、羽は柴しば勢としての、自分の仕事だ。外から来る異分子代表。そして、

　……もしも──。

　もしもコレに返る言葉があるならば、羽柴勢は、武蔵勢の意思決定システムに乗る事になる。何しろ、武蔵の代表者の意思、その根幹に納得するという事なのだから。

　だから、敢あえて問う。

「それは流石さすがに、無理じゃないですかねー」

　寿命があるから、とか、そういう逃げ場は作らない。ただ〝論〟の話をする。すると、

「何故なぜですか」

　見れば、武蔵の姫が、肉を食おうとしていた。

　話を一つ終えて、さあ肉食再開というところで、こちらが声を掛けてしまったらしい。

「……何故、『皆大好きファミリーハラミ』というのを、〝これはあまり良い肉でなくても食っただけで得な気分になるからＧＯ！〟と食っている時に、それを聞くのですか」

「……すみません。カルビの時に言うべきでした、か」

「解ればいいのです。──では、何故ですか」

　改めて言われた。

　……何故ですか、か。

　その問い返しを、逃げ場への誘導かと己は思った。寿命や、離別などをこちらに言わせて、対応する答えを返すようにするのかと。だが、

　……そうじゃないですって。

　言葉遊びではないのだ。だから己は言う。

「だってそれは、無理ですよ」

　告げて、思った。ここでもう一度〝何故なぜですか〟と言われたら、この話はやめにしよう、と。相手は綺き麗れい事ごととして言葉を作っていて、それは穢けがされる事を前提としていないのだ、と。

　ゆえに何か答えがあるといい。綺麗事の逃げ場は何処どこにでもある。

　ただ一つ、言っておく。これは羽は柴しば勢にも武蔵むさし勢にも伝わるだろうとして、言っておく。

「私達の前からも、いろんな人が、いなくなりましたよ」

　失われた、とは言わない。言葉の定義が違うと言って、ツッコまれるかもしれないからだ。だが意味は皆にも解わかるだろう。

　自分達は失う事を是としてきた。

　多くのものを失わせ、失ってきた。恨まれもしているのだ。ならば、

　……そういったものを、その綺麗事で、どのように背負うんですか。

　思った視線の先で、答えが来た。

　武蔵の姫ではない。王の方だ。

　彼が言った。

「その時オメエ、後悔したか」

「え？」

　ああ悪い、と武蔵の王が言った。

「──オメエが誰だれかを失った時、オメエはそれを後悔したか、って、そういう事」
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　トーリは言う。己を思い出しながら言う。頭の後ろで腕を組み、

「ああしておけばよかった。ああするべきだった。何であんな事やっちまったんだろうって、ンな事を、些さ細さいな事だろうと、俺おれ達ゃ後悔として抱え、長くやっていく訳だ。

　まあ、誰だってこれはあるよな」

　と言って、己はふと、横を見た。

　ホライゾンが肉を食っている。

　流石さすがだ……、と思うが、ふと、聞いてみた。

「そういやホライゾン、……後悔って、あんの？」

「──あ、カーチャン様、こっちの〝大人おとなタン・厚切り〟を八名分！　──で、何でしょうか、トーリ様」

「ああ悪い、──でまあ、何と言うか、俺が今、格かつ好こ良い事を先を考えずに言ってんだけど、オメエが違ったらいきなりソレが崩壊するっていうか」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。そして彼女は、

「後悔など、ドバドバありますとも」

「たとえば？」

「そうですねえ……。ああ、ありましたありました。ええ、二週間程前、うどん王国で〝ここの小麦はコシがいいのでパンには最適！　一つ技を見せましょう！〟と店長様の前でやって、ああ、そこで調子に乗らなければ、トーリ様が翌朝食で苦しむ事もなかったろうけどまあそれはそれで皆様にホットなネタが提供出来たのでいいか、と、さっきまで忘れてました」

「後悔してねえよソレ……!!」

　まあまあ、とホライゾンが右手に制止をさせてきた。

「ホライゾンが面白いのは皆様に伝わったと思うので、話の続きを」

「な、何か悔しいけどまあいいか」

　向こうでネシンバラが右手を回して〝巻け！　巻け！〟とやっているが、おいおいこれから良いところなんだよオメエ。

　だけどまあ、言う事は簡単だ。

「後悔したって事は、それは、その相手が、大事な存在だったって事だよな」

　そして、

「その後悔は、どうやったら納得出来ると思う？」

　問いかけに、相手の長耳眼鏡めがねが口を開いた。

「言葉遊びに持ち込もうとしてませんか？」

「そんな高度な事が出来ると思ってんのか」

　周囲が一様に頷くのが何か悔しい。だがそれで安心したのか、長耳眼鏡が言った。

「失われた相手が、己を全うしていたならば、もしくは自分が代わりにそれを果たしたならば、……自分の後悔は、単に己の甘えや不備でしかないと、そう思いますね」

　じゃあ、と己は言った。

「それが本当なら、それが出来たなら、そいつは何にも失われてねえよ」
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　そうですね、とホライゾンは応じた。

　……全く、回りくどい話を。

　半目でトーリの言げんを思うが、今のはこちらの言いたい事の裏打ちだ。

「皆が自分の望みを果たし、ありたいようにある事。それを全うしていける事」

　一息。

「これが果たされた時、その結果は、己を使い切った上で受け継がれ、後にも残り、この世界そのものとしてあり続けます」

　これは、どういう事か。

「己の終わりがどうあろうと関係ありません。普段はテキトーでもいい。ただ己を諦あきらめずにいてくれと、そういう事なのだと、今は思っております」
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　ホライゾンは思った。かつて三み河かわで、己はこれが解わかっていなかった、と。

　……ホライゾンはかつて、諦めました。

　言い訳を信じて、己が死ぬべきものだと諦めた。

　しかし、そこから救われて知った事がある。そんなのは誰だれが決めたものでもない、と。

　ただ自分が、己をそう決め込んでいただけなのだと。

　そして今、己は自由だ。だが三河争乱を世界が認めていないというならば、

「ヴェストファーレンでは、己が自由を証明する時」

　その上で、自分はこう考える。

「この世界の誰もが、正しくあれよと、間違えるなと言っても、ホライゾンは自由に、己の思うべきをダラけながらカッ飛ばし続けます。世界も全てそうであればいい。誰も彼もが夢を抱いだき、その通りに生き、尽くして去り、継がせていければいい。そんな世界ならば、ホライゾンは安心出来るのです。──かつての自分のような諦めは、もう生じないのだと」

　それゆえ、と己は竹たけ中なかを見た。

「何もかもと共にいたいと、そう思うのです」
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　無茶な、と竹中は感じた。

　だけど、と、そんな言葉がすぐに被かぶって来た。

　……これは、夢なんですね。

　理念だ、と思う。恐らくは、国を考えた場合、法や権力などよりも上にあるもの。それが今、王と姫が世界を見聞きし、体験していく中で作られているのだ。

　そういうものなのだと、そう感じた時だ。

「竹中様？　……どう思います？」

　ああ、と己は頷うなずき、気付いた。

　理念とか、そんな言葉を思った時点で、己の負けだ。

　……だってその言葉は、私が信じる〝大人おとな〟の言い訳ですよ。

　彼らの言葉に、己は、納得しようと思ってしまった。

　じゃあ決まりだ。

　彼らが子供ならば、自分は大人おとなの言い訳でそれを守るべきなのだ。

　……全く。

　かつて自分は、主君の不備を咎とがめるため、その城を制圧して諫いさめた事がある。それは歴史再現でもあったが、家内の談合や打ち合わせ無しに行ったため、やはり恨まれた。自分としては、小国でもある事から、下手へたな歴史再現は他国から睨にらまれるだろうという判断だったが、

「頭、硬いのは駄目ですねー」

　あの後、多くの者が、例えば引退し、去って行った。

　結局自分も、歴史再現だから、という言い訳で織お田だ家に下っていったのだが、それでも納得出来ない思いはあった。

　多分、諦あきらめていた自分に、気付きたくなかったのだろう。

　それなりに、居心地のいい場所ではあったのだ。

　今に不満がある訳でもなく、そこから羽は柴しばへと繫つながった事で、あれは無駄な事ではなかったと納得しているが、今ならば思う。頼れないなら、新しく見つければ良かった。ただ自分で決めず、皆で被害も分け合えば良かったし、そこで駄目で御破算になるなら、皆で合わず、だからこそ失敗したのだし、そういう手打ちで良かったのだ、と。

　問う。

「……失敗しても、いいんですかね」

「ホライゾンの逸話を忘れましたか。──パンを焼いてれば、そんなの日常茶さ飯はん事じですよ」

　そっか、と小さく笑いが漏れる。

　大きな失敗も、取り返しのつかない事も、パン焼きのミスと同じ。笑ってネタにしたり、受け止めるセイフティがあるという事だ。

　そうなる世界があるのならば、望みたくもなる。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　己は応じた。頭を下げ、腰を落としながら、

「──明日の関せきヶ原はら、ちゃっちゃと終えて、ヴェストファーレンへの仕込みに入りたいですね」
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　竹たけ中なかの言葉に、わあ、と皆が声を上げる中。

　浅あさ間まは一つの雰囲気が会場に入ってきた事に気付いた。入場管理の設定系が教えてくれたものだが、入口の方からやってくるのは、

「あの、ホライゾン、トーリ君」

　呼びかけた意味はすぐに通じるだろう。こちらに来た人影は、

「──先生」

　オリオトライだ。それも、ジャージではなく、黒と赤基調の極東服だった。
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　同じく、自分と共に来た三さん要ように対し、オリオトライは手を上げて制する。己だけが母達のいるテーブルに歩み寄って、

「タダ酒飲みに来たわよ」

　言うと、豊ゆたかが振り向いた。ネイメアも振り向く。そして二人が、

「────」

　何か言おうとするのを、己はやはり手で制した。

　今、ここで言うべきは、自分の方なのだ。

　……そうよねえ。

　皆がやろうとしていた事を、己が潰つぶしたのだ。己は父や母達を信じていて、皆と協働出来ないと解わかっていたから、試験を利用して先に〝来た〟。

　本心を明かして言い争った事など無いが、皆も、こちらの言いたい事は解っていたろう。

　道は違たがえた。

　しかし結果として、皆は幸いとなった。自分もだ。

　皆は、最終的に、こちらの思いに便乗したとも言える。

　だから、だ。

　だからここで、自分から言わなければならない。口くちの端はを上げて、歯を見せて、

「──参ったか」
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　オリオトライの言葉に、福ふく島しまは立ち上がった。

　椅い子すが邪魔である。ゆえに通路に出て、距離はあるものの、頭を下げた。

「感謝に御座ります」

「いいのよ」

　オリオトライが言った。

「三み河かわだけじゃなく、この先を考えたら、皆の強化は必要だし、十じつ本ぽん槍やりのそっちだって、石いし川かわ先生が行った事で強化された部分も強いでしょ？　──私は三河を超えるのが第一だったけど、その後については、そちらがあってこそ、の部分も大きいわ」

　だから、とオリオトライが頭を下げた。

「私も感謝するわ。──うちの連中の相手をやって、お互い、高めてくれて」
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　そうだな、と夕ゆうは思った。姉と、機関部の部長と、あとやたら馴なれ馴なれしい姉の後輩とテーブルを囲んでいるが、

「三み河かわで終わっていたら、こうはならなかった」

「そうさねえ」

　姉が食う。思った以上に食う。糟かす屋や程ではないが、という訂正はつけるが、結構食う。そんな勢いを保ちつつ、彼女が言った。

「少なくとも、関東解放以後のうちじゃないと、この状態になってない。──そっちも恐らく中途半端で、もし講和しても、なあなあだった筈はずさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この武蔵むさしが引っ張り出せたかも怪しいもんだ」

　まあ、何ていうか、な、と、部長が静かに言った。

「──間に合ったんだ。何もかもが、何もかもに、ぎりぎりで、繫つないだんだ」





●






　そうですね、と片かた桐ぎりも思った。今、自分は父の近くの四人テーブルで、母と、その友人の従士と肉や野菜を焼いているが、

　……あ！　このテーブル、焼く係の人しかいないのでは……！

「はい、いいよ、どうぞ」

「あ。いえいえ、自分は後でいいんで！」

　という流れで、結局こっちに来るのが酷ひどく心苦しい。一回つい「あ、美味うまいですね」と言ったら、母が喜んで、

「じゃあ、メニューの、ここからここまで」

　という雑な頼み方をしたので担当が自分になった。なお、従士が、

「え？　ここからこっちまで行って大丈夫じゃないですか」

「それはミトツダイラさんの八分の一くらいだから、キツイと思うの」

　って基本設定がどのくらいかは恐ろしくて聞けない。

　だけど、と己は思う。

　ここに来て、こんな時間を得るには、やはり色々な人達や、自分達の祖父母の世代や、それ以上が恐らく繫げてきて、

「辿たどり着いた、という事なんですね」

　お互いが、今の形でなければ、駄目だった。結果論かもしれないが、

　……講和ってのは、そういう意味の言葉かな。

　交渉役として、己はそう思った。皆が、ここまでの何もかもが尽くした結果なのだと。
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　夜風がある。

　食事の匂においが染みた風には、歓談の声や音もついていた。

　武蔵むさしの左さ舷げん二番艦。外そと舷げん側のテラスで生じた宴会が、勢いを増しているのだ。

　その風や匂いを遠く、浴び、眺める姿があった。

　中央後艦。艦尾側の教きよう導どう院いん前だ。校庭を渡る陸橋の欄らん干かんに肘ひじをつき、左舷の空をぼんやりと見ているのは、女性だった。

　男性もののスーツを着ていた。が、着込んではいない。

　シャツの肩に上着を羽織り、空いた手では鞘さやに納まった長剣を杖つえのようにしている。

　そんな彼女に、校舎の側から声が掛かった。

「酒さか井い様なら、本日は自宅にお戻りになられましたが？　石いし川かわ様。──以上」

「〝武蔵〟ですか。貴女あなたは？」

「酒井様の御帰宅は、本日中にまとめなければいけない仕事の残務のためなので、〝奥おく多た摩ま〟と共に手伝いに行こうかと。──以上」

　そうですか、と石川が答えた。すると〝武蔵〟が、風の中で言葉を作った。

「──村むら山やまには行かないのですか。──以上」
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　そうですねえ、と石川は応じた。

「私、行った方がいいですか」

「石川先生は、襲名される前から石川先生でしたので。──以上」

「ああ、確かに石川・数かず正まさを襲名した理由の一つは、その呼び名が変わらないからでした。でもそうだとしたら──」

　言っておく。

「石川・数正は、一六〇九年に没するのですよ。──関せきヶ原はらの後です」

「武蔵は羽は柴しば勢と明日それを終えるつもりですが？　──以上」

「じゃあ九年後に私も合流しましょうか」

「こちらには酒井様もおられますが？　──以上」

　だから、と己は、〝武蔵〟の気遣いを感じつつ言う。振り返って、

「──誰だれかが大和やまとにいなければ、これは全て〝良い話〟ですよ」

「成程。──以上」

　そう。それでいい、と己は思った。

「少しはプライドもあります。十じつ本ぽん槍やりの面々、少なからず私が鍛え、今の形に届くようにしてやったと。ですが──」

　ですが、

「教員というのは、生徒の踏み台だと、そう思いますか、〝武蔵〟」

「生徒が踏んだと思った時と、生徒に踏まれたと思った時、両方が成立したならば、それが認められると判断出来ます。しかし──」

　と、〝武蔵むさし〟がこちらの横に来た。そして彼女は村むら山やまの方を見て、

「ここであの場所に行くのは、石いし川かわ先生として、負けという事でしょうか。──以上」

「私は駄目な女なので」

　先夜の戦闘は、身体からだよりも心よりも、記憶に残っている。

〝戦闘〟というものにおいて、現状の自分では届かないものがある。

　きっとそれを、あの宴会の中にいる者達は知っている。

　しかし、オリオトライが知っていたとは思えない。ただ彼女のやり方が、あの中からそれを伸ばしたのは確かな事だろう。ならば、

「私も、それを知ったのです」

　言う。

「群れて咲く花もあれば、そうではない花もあるでしょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、了解いたしました。今後しばらくは大和やまとにいらっしゃると、そういう事でしょうか。──以上」

「教導艦で出ている可能性もありますが、大和に言こと伝づてすれば、確かに伝わりますので」

　その言葉を、〝武蔵〟が頷うなずきで消化し、表示枠サインフレームを出した。大和の住所や宛あて先さき関係の確認だ。外からだとまずは艦内の渉外委員に届くのですね、と今更知るが、流石さすがに個人アドレスを教える気にはならない。武蔵の人々は他人を構うのが好きなのだ。

　よって二人でとりあえずの連絡先を交換し、一息つく。

「救われました。〝武蔵〟」

「よく解わかりませんが、どう致しまして。──以上」

　しかし、と彼女が言った。

「あちらの皆様や、酒さか井い様にも挨あい拶さつされずに戻られますか。──以上」

「会おうとすれば、私の生徒達にはいつでも会えますし、武蔵とも、今後は艦間交流の枷かせがなくなるので、私は〝勝者の地を踏まない〟意固地な教員となるだけですよ。

　それにどうせ、戻ろうとすればいつでも戻れるのでしょうし」

　言う。すると不意に、〝武蔵〟が動きを止め、頭を下げてきた。何かと思えば、

「失敬しました。──以上」

「何がですか？」

「〝戻る〟先が、石川先生にとっては当艦だったという事です。戸籍上、意識上の物言いだったという事を懸念せず、先程の物言いをしました。──以上」

　言われてみて、己でも気付く。否、元から解っていた事だ。

　自分のホームはこちらで、ただ負けたから、向こうに行っていたのだ。

　真実を知って、悔しくて、こちらの方が上だと、己を追い出したのは失敗だったと見せてやりたかったが、

　……既に、状況は宴会ムードです。

　自分がいたからだ、と思える程度の事はしてきたならば、あの中に加わって感謝されるのもいいのだろうが、

「感謝されるために外に出たのではないのです」

「負けたからですか。──以上」

「はい」

　これは確かな事だ。その後に色々くっついてきたが、己のスタートはそこなのだ。

　……そうですね。

　スタートだ。やり直しでも、寸断でも何でもない。

　先夜負けたのは何故なぜかと思った時、結局、そこに行き着く事になるのだ。それまでの環境を変え、強くなろうとした筈はずだが、

　……スタートから、空回りしていたのでしょう。

　これは自うぬ惚ぼれだろうとも思う。自分の才覚を過信している、と。しかし、やはりそう思うが故にこう言ってしまうのだ。

「──私は、再スタートしたのに、負けを払ふつ拭しよく出来なかったのです。まだ戻れませんよ」
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　己は思った。ならば後は簡単な事だ、と。

「酒さか井い学長は、出て行く私に言いました。──全力を出せと、それで駄目だったら帰ってきなよ、と」

　それはきっと、あの宴会の中にいる子達にも、告げられた言葉だろう。

「残念ですが、──私はまだ、自分が全力を出したとも思ってないのです」

「では逃げて帰ってくる訳にはいきませんね。──以上」

「そういう事です」

　と、軽く手を上げる。待つ。すると〝武蔵むさし〟が手を上げ、ハイタッチ。

　意外にいい音がして、彼女が失敬、と礼をする。そして、

「考え事の最中に、御相手させたようで、失礼いたしました。──以上」

「いえいえ、いいですよ、別に」

　だって、と己は笑みで告げた。

「──共に、酒井学長の追っかけではありませんか」

　凄すごい表情をされましたけど、一体いつそんな芸を。
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　宴会の中では、立ち話の席が設けられる事となった。

　それはオリオトライを中央に、十じつ本ぽん槍やりの面々が囲んで昔話やあれこれの苦労を遣り取りしたり、お互いの今を伝えるもので、究極的には、

「やっぱ体力よね！」

　という雑な話になったのだが、三み河かわで結構走らされた面々としては、確かにその通りとして頷うなずくしかなかったのであった。

　積もる話はいろいろある仲だ。そして正式に再会を喜ぶ流れの中、母のテーブルから離れて輪に加わった片かた桐ぎりが、オリオトライに挨あい拶さつして、戸惑った。

　やはり昔、自分達の当時と同様に幼いイメージがあったが、久し振りに再会すると大人おとなだ。

　意外、というか、見知っているようで違う存在となっている事に対し、つい照れ隠しのつもりなのか、

「──極東制服、あまり似合ってないですね！」

　結果として生じた事を、ホライゾンとトーリが茶を飲みながら呟つぶやいた。

「只ただ今いまの記録──。片桐様、三十七メートル」

「おおっと、計測のネシンバラ、両手を振っている。これは有効です」

「右斜め上の回転が掛かりながらですからね。ドライブが利きましたよコレは」

「ホ母様も駄目父さんも、格が違う……！」

　それでいいのかと、皆の視線の先で浅あさ間まとミトツダイラがフォローに入りながら、やがて宴は騒ぎの場を移動しながら、終わりに向かっていったのである。

　ただその終わり際、皆が、ある方角を見た。

　西北だ。

　大和やまとの夜景の向こう。瀬せ戸と内ない海かいの夜がある。

　これまでうどん王国から北に望んでいた瀬戸内海だったが、この東の空から見ても、大体の位置関係は解わかる。

　何処どこの辺りが、何処の国か。

　武蔵上で生活しているならば、夜であっても、地上構造の地理的距離を読み測る訓練を受けているのだ。

　そして解るのは、

「……各国が、寝ようとしないな」

　うどん王国にいた頃ころよりも、瀬戸内海の北岸が明るく、また、見晴らす限りの欧州が明るいのだ。

　地球の丸みによって隠れる陰の位置も、夜空や浮かぶ雲が下から照らされている。

「そうだな」

　と、正まさ純ずみが、現状を告げた。

「世界が、私達を、敵にするか味方にするか、考え始めたんだ」

　彼女の指差す先。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがある。未いまだ席に残り、デザートの西瓜すいかパフェを頂いていた人狼女王レーネ・デ・ガルウが小さく笑うのに合わせ、正純が眉まゆに力を入れ、言う。

「関せきヶ原はらの戦いでは、毛もう利り・輝てる元もとが西軍大将。……人狼女王を通して、これから反応があるだろう。これから忙しくなるぞ」
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「御嬢様！　御嬢様！　宴会の終わりに間に合うだろうと思っていたら〝毛利の情報くれ〟と副会長から！」

「あー！　くそ！　里さと見み生徒会長！　何かこっち付き合わせてすまんわあ──!!」

　いや、と一緒に行くかと誘いに来たら書類整理に巻き込まれた義よし康やすは首を傾かしげた。

「……八やつ房ふさが来ても、私、何にも変化が無いというか、前より悪い気が……」







[image: 第十六章『寝床の親子』]
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　静かな空間だった。

　朝の光は入ってこない。が、天井から、外の光を伝導して通す発光板がある。

　小さい範囲だけ発光適用された板は、早朝の陽光を漏らすように下へと送る。

　板張りの広い部屋が、そこにあった。

　浴場に続く脱衣場だ。

　寝ているのは女子衆で、数は多い。殆ほとんど鮨すし詰づめ状態の中で、一人が起きた。

　豊ゆたかだ。彼女はしばらくぼうっとしていたが、やがて表示枠サインフレームを開く。

　直後に浅あさ間まが起きた。髪を払って身を起こし、

「あ、豊」

「え、あー」

「あ、無理しなくていいですよ。うちいつもこんな感じなんで」

　言われた豊が首を横に振る。表示枠にあるのは術式だ。彼女がそれを発動させると、髪が淡く立つように身が震え、

「──と、お早う御座います、母さん」

「お早う御座います」

　お互いが頭を下げる。そして豊が、

「無理じゃなくて、私、いつもこういう感じで」

「ああ、じゃあ、トーリ君に似たんですね」

「父さんに？」

「これからは、こういう時、私が起こしましょうか」

　あー、と豊が迷った。ややあってから、寝ているように見えた隣のネイメアが、毛布の下で彼女の尻しりを軽く叩たたく。

　その〝押し〟に頷うなずき、豊が言う。

「手間じゃなければ、御願いします」

「はい。じゃあまあ、こういう状況があったら、という事で」
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・●　画：『実は寝起き警察が起きてるんだけど、何で総長の寝起きがちょっと弱めとかアンタが知ってるのか、ちょっと情事を聞かせて欲しいわね』

・金マル：『ガっちゃん、情事じゃなくて事情』

・あさま：『そ、そこ！　というか起きてるなら場を空けるのにも動きましょうよ……！』
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　無理だなあ、とナイトは思った。

　昨夜ゆうべ、羽は柴しば勢は浅あさ間ま神社の宿泊施設に泊まる流れだったのだが、アンジーの、

「三み河かわの話聞きたい！」

　というのがあったので、公的扱いの宿泊施設でそれをやるよりも、宴会延長戦という事で鈴すずの湯屋に世話になったのだ。

　それで夜通し、当人のホライゾンも含みでかなり盛り上がって、変な方向に話が飛びまくったりもしたのだが、

　……家族総出でザコ寝とか、ちょっと凄すごいなあ。

　オリオトライとソーチョーがいないのが何だが、見事に詰まっている。

　サコーンが一番端で長い辺を作る事が決まり、そこから横向き寝で大面積を取る自分ら一家のスペースが決定された訳だが、

「うん」

　ナルゼと二人で、嘉よし明あきとアンジーを挟んで寝るのは、ちょっとやり過ぎ感もあるけど、こういう場なら構わないだろう。

　ただ、思った以上に凄い。

　子供達、と言っても、究極的な処ところでは、やはり立場的なものや、自分達との共通点を探して納得とか、そんな事になるだろうと思っていた。

　違った。

　寝ている二人から伝わってくる体温や、何よりも羽毛の毛脂の匂においが、〝それ〟だ。

　カーチャンの物言いじゃないけど、自分とナルゼの匂いが混じってる。何か、二人で口移しに食事したらこんな匂いになる気がする。

　否応なしに、自分達の事を、こちらにだけ主張してくる存在。

　……うわ──……。

　これは参った。下手へたな理屈よりも、感覚に来る。しかも無防備に寝ているというのがまたいけない。

「ガっちゃん……」

「解わかるわ……」

　うん、と己は頷うなずいた。

「ムラっと来るよね……」

「来るわね……」

　二人とも、語尾に〝……〟がつく程のタメと実感を入れてしまうが、

　……未来の自分、よくやったもんだなあ。

　ぶっちゃけ、この二人を産んだ理由が無い。

　否、自分達においても、ナルゼとのゴールインを考えた場合、これは〝あってもいい事〟の一つにはなろう。

　だが、末世がある時期に、本舗組とほぼ同様の措置となる事を行ったのは何故なぜか。

　……まあ、深く考えるまでもないか。

　未来の自分達がどうであったかは解わからないが、武蔵むさし勢ならば、総長達の矜きよう持じとは別で、一つの事を望む筈はずなのだ。

「いつも通りである事、かな」

　失わせない、という事にも繫つながる、普遍的な望みだ。

　国を追われたり、居場所がなくなった者が辿たどりつくのが武蔵という場だ。そこで安定したいつもの日常を望むのは当然だし、それを守る事が今の武蔵に繫がっている。

　ならば未来の自分達も、そうだったのだろうか。

　……うーん。

　参った、というのが本音だ。

　昨夜ゆうべ、制服選びをやりつつ、この子達の親の気分になったもんだったが、あれはまだ序の口だった。今多分、関せき脇わけくらいのものが来てる。

　ここから先、どうなるだろうかと、そんな事を感じもするが、

　……ホント、未来のナイちゃんたち、よくやったもんだね……。

　見事な判断だ、と、色々なところで自分達を褒める。すると、

「マルゴット」

「ああ、うん……」

　かつての未来、という言い方の先にいたであろう自分達は、どうだったのか。

　その事を思案しようとした自分は、ナルゼの台詞せりふを聞いた。

「幸いだったのよ」
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　感覚的に、いきなり切り込んでくるから、この相方は凄すごい。

　こっちが、それを仮定して、答えありきの推論を用意してしまおうかと、そんな事を思うよりも、感覚による断言を先に飛ばしてくる。

　ナルゼは、未来の自分達がそうであった事を、疑っていないだろう。

　……凄いなあ。

　そして、聞く。するとナルゼが、言葉を続けた。

「……きっと、勝つつもりだったのよ。だから、この子達を、私達の〝いつも〟の流れの延長として得る事を恐れなかったの」

「でも負けたよ？」

「だからこの子達を遺のこしたの」

　ロジックになってないよガっちゃん、と思う。が、相方がこう言った。

「この子達が生きている限り、私達の〝いつも〟は繫つながるのだから」

「じゃあ、ここで繫がった、って事？」

「違うわ」

　え？　と思った時、言葉が来た。ナルゼが、自分の子達の髪と翼へとそれぞれ手を伸ばし、撫なでながら、

「──この子達が生まれた時に繫がっていたし、私達がいた時点でも繫がっていたし、私達の両親が結婚式挙げた時にも繫がっていたわ」

　それはどういう事か。

「生じた時から全て繫がっているのよ。失われない限り。──それが運命であり、関係であると、そういう事になるんじゃないかしら」
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　感覚で喋しやべってるわね、とナルゼは思った。

　でも理屈づけはマルゴットがしてくれる筈はず。だから物もの怖おじせずに言う。

「先は見えないけど、振り向けば全て、生じた時からこうなる運命だったと、そう言える形になっていると思うの。あとはそこに、どう意味づけするかというだけで」

　たとえば、と思う。

　自分が絵を描くのは、マルゴットとつながる事とは無関係に思う。

　だがそんな自分だったからこそ、彼女を選んだり、また、そうなる事に逡しゆん巡じゆんして、逆に募ったのかもしれない。

　だとすれば、その基礎、前提として最も大きいものは何か。

「私は生まれたから、マルゴットに出会ったのよ」

「言葉としては無茶苦茶だね」

「大丈夫よ」

　だって、

「最新のネームじゃ、もっと言葉になってない事を千五百一回中に言わせてるから」

　向こうで、明らかに寝た振りのミトツダイラが微動して、娘と外に出て行こうとした浅あさ間まが振り返ったが気にしない。

　ただ、そういう事だと思うのだ。

「生まれなければ、生じない。当たり前の事だけど、凄すごい大事な前提なのね」

　この子達が来てくれなければ、気付かなかった。

　そして、既に生じていた自分達として、大事な事がある。それは、

「生じたものを、失わせない事よね……」

　己は、ホライゾンの事を思った。

　いろいろな事を経験して、思って、ハードなツッコミを繰り返した上で、二次創作にとっては厳しい課題を提供してきた同級生だが、彼女が望んでいるのは、それだ。

「失わせない、か」

　今更リスペクトだ。

　生じたものを守る自分達の処ところに、生じたものがやってきた。

　もしも、ホライゾンが、違う事を望んでいたら、今、自分達はこうなっていないだろう。

　敵と味方で終わっていたかもしれない。

　無論、羽は柴しば勢が勝ったとしても、創世計画で自分達は残るのだが、

「その時は、失わせていないようで、〝生じた処〟まで戻っちゃうのね」

「受け継ぐとか、繫つなぐものが全部、これまでのもの含めて無くなっちゃう……、とは思う」

　それも有りだが、キツイ。そういう争いだったのだと、戦後の今になって実感するのは、流石さすがは答えを持たずに現場に行く武蔵むさし勢らしい。

　ただ、今の結果としては良かったのだ。

　酷ひどく、大人おとなになった錯覚を得る。

　自分達の子供の髪と翼を撫なで、

「もうちょっと小ちゃかったらホントにヤバいと思ったわ。多分、ずっと抱きかかえて、あったかーい！　とか、クンクンしてるだけで楽しめるもの」

「具体的で素敵だよガッちゃん！」

　まあそういうものよね、と己は小さく笑った。

　二人が起きるまではこうしていようと思うが、周囲、そろそろとそのような動きが生じつつある。

　朝食の時間なのだ。
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　縦町の空間は、厳重な警備を受けていた。

　鈴すずも、皆より先に起きて気付いたのだが、入口や各所に武蔵の戦士団と羽柴の戦士団が合同で構えている。

　湯屋の周辺は女性中心の部隊で固められており、自分が出て行こうとしたら、まず二ふた代よ麾き下かの副隊長に軽く止められた。そして彼女が外に向かって、

「──こら！　動き止めるな！　羽柴側見習え！」

　などとやっている辺り、うちはやはり自由なのだと思う。

　ただ、ボイラーの方で温めておいた皆の朝食の準備を、浅あさ間まと彼女の娘が手伝いに来る頃ころ、縦町の中央広場は女性スタッフ中心にステルス結界で固められ、とりあえず寝間着でも外に出られる場所が確保された。

　今回の人数では、流石さすがに脱衣場でも狭い。

　これからは浴場との境となる壁を外して、浴場側でも寝られるオプションを講じるべきだろうか。だけど予算はどうしよう。

「──その手の予算なら、正まさ純ずみから出るんじゃないですか」

「正確に言えば私が許可して会計からだな」

　という正純も、昨夜ゆうべは何やらずっと表示枠サインフレームを何枚も展開し、こちらは宿泊所の方に下がっていた竹たけ中なか辺りと連絡を取り合っていたのだ。

　連日の寝不足の筈はずだが、いつもより元気に感じる辺りがちょっと凄すごい。

　正純については、無茶はしないように、と思うが、今が大事だというのも解わかる。そんな彼女は、ステルス空間化された広場で一人、伸びをして、

「この辺り、いつもなら縦町閉じて貸し切りにしてしまえば楽だけど、警備が合同となると、逆に気を遣う事になるなあ」

「やはり初期の頃はそういうもので御座ろうなあ」

　二ふた代よも出てきた。ミトツダイラと、その娘も、だ。

　男湯の方からも、トーリを初めとして、点てん蔵ぞう達が出てくるが、向こうからこちらは知覚出来ていない。しかしメアリが寝間着姿のまま、

「あ、点蔵様」

　と、うっかり結界を出てしまい、戦士団男子勢の振り返りを呼ぶまでが１ターン。
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・●　画：『何で私が何もしてないのに、点蔵の情報端スレツドが三桁けた行ってんの？』

・十ＺＯ：『それ設置したで御座るよな!?　そうで御座ったよな!?』

・金マル：『あー、生じた時から大事って、こういう事だ多分』
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　ともあれまあ、周囲を騒がせたり、自分達としても気にならない程度に着替えたり、上着を羽織ったり、という事で、結局は結界を解いて食事となった。

　賑にぎやかな、しかし落ち着いた時間だと、正純は思った。

　……一方で、まだ、艦内の環境は完全に回復していない、か。

　報告としてあったのは、武蔵の改修状況の確認だった。

　武蔵が、この新武蔵に再構築された際、艦内の設備は修復された一方、出来なかったものも当然ある。

　置き換えられたパーツや区画は当然復元不能だが、撃沈前に外に運び出す事が出来なかったものも、やはり大体が回収不能だ。

　位相空間ドックの中では、艦体の改修を優先とされたため、艦に付随する外部的なものはほぼ無視されたのだ。

　つまり、持ち出し出来なかった備品や備蓄は、今も海の底だろう。

　これが結構、あるらしい。

　らしいというのも、当然、商工団の連中が密輸などで隠していたものが多かったせいだ。それらは当然、運び出しをする時も検査が掛かるので、外に出す事など出来ず、武蔵むさしの中に置き去りにされていたようなのだが、

　……サルベージ出来るのかなあ。

　サルベージしたら、誰だれのものか解わかって、商工団としては良くない事になるのだろうか。
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「ノブタン！　ノブタン！　以前、これは売れるだろうと思ってうちで仕入れて大量在庫になっていた〝息子むすこと羊は羊が上〟の御神体関係が、全部海の底だそうですぞ！」

「やったな小こ西にし！　あれは聖連諸国で〝羊が性的過ぎる〟と放送禁止になって、下手へたをするとこちらへの攻撃材料になるところだったのだ！　それが一気に海の底か！」

「ええ、ついでにこれも御禁制となってしまった〝万能者ダヴィンチの金粉ショー・３シーズン〟のボックスも全部海の底です！」

「流石さすがは万能者、何でも出来ると思っていたら宗教改革のために〝金を無駄遣いするな〟と来るとは、駄目なルネ倫め……！　だがこれで我々も身軽だな！　武蔵の撃沈、結果的に我々はツイているぞ……！」
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　父達の権益も沈んだのかなあ、でも悪いものが出るならサルベージしない方が良いかな、と、自分もなかなか政治系の思考になってきた、と正まさ純ずみは思う。

　だが問題なのは、表層部。特に食糧関係だ。

　各所が刷新され、出力系なども〝よくなった〟とアバウトな報告を浅あさ間まから聞いている。

　ただ、現状では艦内の食糧備蓄がゼロに等しい。

　よって各艦、修復状況を見ながら地下中層の食糧施設を起こしてはいるものの、

　……ちょっと間に合わないぞ、コレ。

　なので解決方法は、外に頼る事となる。

　浅あさ間ま神社の方にいる竹たけ中なかを呼び出すと、すぐに通じた。昨夜ゆうべ、こっちと遣り取りをしていたものだが、反応がちょっと遅いのは、同じようにあまり寝ていないのだろう。

　何となく、信用出来ると思った己はワーカーホリックだろうか。ともあれ、

・副会長：『既に話が行ってると思うが、食糧関係、やはり融通頼みたい』

・黒　竹：『あー、手配してますしてます。ええと、そっち、朝食は？』

・副会長：『小規模な分や、直接指示出来るところは大丈夫だ。全体、というところかな。昨日きのうは改修作業員用に持ち込みでどうにか出来たが、多分、昼辺りから怪しくなると、下の方から報告があった』

・黒　竹：『Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．、こっちの備蓄を出しますんで、安心して下さい』

・副会長：『すまんな。というか、大丈夫なのか？』

　大和やまとの現状だ。

　頼んでおいて何だが、羽は柴しば勢の所属が武蔵むさしに切り替わった現在、その処遇はP.A.Oda、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクともに揉もめている筈はずだ。

　羽柴が移る、となると、資材も資財も、大きく動く事になる。

　所属国家としては、その持ち出しを制限したいのは当然だろう。それについて竹たけ中なかは、

・黒　竹：『両国とも、自領の羽柴系資産を凍結や差し押さえしようとしてますね』

・副会長：『対抗策は？』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、じゃないやＪｕｄ．、って感じで。いやまあ、昨夜ゆうべの内に、資金の大半を武蔵に移し替えたんですけど、それが警戒を呼んだようで。不動産関係は残しておいたんですけど、それは逆に〝そっちの国に戻るかもよ〟って餌えさのつもりです。

　今は流動出来るものを輸送艦に積んで、しらばっくれてこっちに来るよう、昨夜から手配を進めてますね。役所手続きより先に動くから見逃してね、と、根回しもしてまして』

・８４８：『いやあ、竹中様が早い早い……』

　確かに、見ていて先へ先へと進んでいく速度がある。

　……これがハイダメージ・ハイリターンか。

　即決と即断のための、言い訳がハイダメージで、目標がハイリターンなのだろうか。

・副会長：『とりあえずこちらは地上武蔵を地上拠点として使えるから、武蔵と大和に持ち込めないものはそちらに頼む。こちらからM.H.R.R.旧派とP.A.Odaに交渉が要るか？』

・黒　竹：『M.H.R.R.は三みつ成なり君がこっちにいるから、動きがかなり遅いです。様子見かなー。

　P.A.Odaの方ですが、織お田だ家陣営というか、極東陣営は、丹に羽わさんと前まえ田ださんを生徒会側のトップに据えるようなので。総長誰だれかなー』

　そして、と竹中が言った。

・黒　竹：『昨日の会議や、昨夜、この辺りをあまり話にしなかったのは、大和の補給関係は前田さんに頼んでいた部分もありまして。

　──で、先夜の戦闘前、瀬せ戸と内ない海かいに出た前田さん、その前に、こっちに補給入れてくれてたんですね。それが思った以上の量、ありまして』

・副会長：『前まえ田だ・利とし家いえとしては、君達がこうなる事を想定していたと、そう思うか？』

・黒　竹：『ヴェストファーレンで会えたら、聞いてみたいところですねー……。ただまあ、P.A.Odaに対しては、この事で〝貸し借りがあった〟と交渉するフックが出来たようなものなので、その辺りは前田さんの手て筈はず、と言っていいかもしれません』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、竹たけ中なかから来た食糧補充の概要を大おお久く保ぼに転送しておく。

　大和やまとからの補給があるという事は、公にした方が良いだろう。それも、武蔵むさし内だけではなく、外に広めた方が良い。

　この強大な二艦が共にあるのだと、知らせる意味は大きい。

　……煽あおるなあ、私。

　世界を挑発している気がするが、間違いじゃないだろう。

　羽は柴しば勢の合流は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとP.A.Odaのどちらに付くかを明言せずに進める。ゆえにこの二国から欧州へと、武蔵勢と羽柴勢の動きは伝わっていく筈はずだ。

「……やはり、私達は世界を振り回す方が性に合ってるな」

　そこかしこ、十じつ本ぽん槍やりの面々が新調の極東制服に着替えて朝食の場に出ている。

　この光景も、これから表層部に出れば、他国に通じる事となるのだ。

「煽りっぱなしだ」

　思わず呟つぶやいてしまうが、そういうものだろう。

　これから関せきヶ原はら。その後はヴェストファーレンで世界を敵とするのだ。

　今から覚悟を決めておくのも悪くないと、己は思い、皆に手を上げた。

　整列させる必要は無い。ここにいない者達には既に連絡を送ってある。なのでとりあえず通達として言っておく。

「本日。これから、武蔵勢総体として、関ヶ原の戦いの歴史再現を執り行う」

「ここでやるので御座るか？　正まさ純ずみ」

「否、場所は別に用意してある」

　それは、

「教きよう導どう院いんだ。──相あい対たい戦が必要な可能性もあるならば、あの場所が一番だろう」
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「それで副会長達は、全員でこちらに向かってきてると、そういう事か？」

　青い空の下。教導院前の橋上にて、その階段を椅い子す代わりに腰掛けながら、大おお久く保ぼは横に座っている里さと見み生徒会長の言葉を聞いた。

「既に各国は動き出していると思うが、介入より先に始めないのか？」

「人数多いから調整もあるんやけど、途中、確かめたい事があるんやて」

「確かめたい事？」

「ほら、アレや」

　と、大おお久く保ぼは背後を指差した。

　振り返る視線の先にあるのは、教きよう導どう院いんの時計だ。

　今、それが六時を指そうとしている。

「早朝になると、何が起きるか知っとるか？」

「──朝食か」

「アンタ、連中に結構似てきたな……」

　そうか？　と首を傾かしげる里さと見み生徒会長を半目で見つつ、己は言う。

「武蔵むさし副王の歌や。自分の最適化のためのもの。それに合わせて、変な会議の場所が開くかもとか、そんなトンチキの調査があるんやて」

　ほら、と己は今度、眼下を指差した。

　表層部としては初期に再構築された浅あさ間ま神社から教導院への区画。後悔通りと呼ばれた道上を、集団が歩いて来るのが見えていた。

「これから、その調査をした上で、関せきヶ原はらやな」







[image: 第十七章『過去の調査人』]
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　歌が聞こえる。

　通し道どう歌かだ。

　ずっと昔から伝わってきたものだが、この武蔵むさしでは朝と昼、そして夕に聞く事が出来る。

　武蔵の姫、ホライゾン・アリアダストが日課として歌うからだ。

「初めいきなり聞こえてきた時は、何か発表会の練習か、とか、何処どこぞのトンチキが何か思い立って始めたのか、とか、そんな言われ方をしていたもんだけど」

　と、武蔵の第三特務が言うのを、ネイメアは聞いていた。

　場所は後悔通りだ。自分が母と決着した場所に、武蔵の第三特務と、豊ゆたかの母と、他、清きよ正まさの母達と共にいる。十じつ本ぽん槍やりも、清正や福ふく島しまがいて、

「……特別、変わったような事はありませんね」

　と、清正が持ち込み許可の出た王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフを宙に浮かせ、検けん分ぶんしている。

　出力の大きい王賜剣三型ならば、この人工の土地の〝相〟からも異常を察知するものかと思っていたが、どうも違ったようだ。

　母達はこの奥おく多た摩ま艦首側の墓地にて、姫の歌を検分し、周囲に流体的な異変が起きていないかを探っているようだが、

・あさま：『豊、そっち、変動あります？』

・ゆたか：『いえ、母さんの方からは何も来てないです。そちらは？』

・あさま：『こっちも、歌が本来生じさせる整調性以外は確認出来ないですね……』

　との事だった。それはつまり、

「ここで、何か起きる訳ではありませんの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、正まさ純ずみがだな？　この奥にある廃はい墟きよが、現役で稼働していた時代に入り込んだ事があると、頭のおかしい発言をしておってな」

「まあ疲れてんだよね、セージュンも。あの頃ころ、エロゲの箱持ってうろうろしてたと思うし。──渡したのナイちゃんだけど」

　などと、武藏の第二特務と第三特務が好き勝手を言い始める。

　……ああ、このノリですのね。

　と、昔に母から聞いていた〝共食い〟というのを実感する。これまでも遠くや、実況通神チヤツトで見ていたが、中に入ってみるとまた気分が違う。

　巻き込まれたら危険だが、参加するのは面白そうだと少し思ってしまう辺り、自分もケッコー駄目な気が。

　だが、唄うたが終わる。元々が短い唄だ。響いて来る声が伸び、

「────」

　空に風が来た。

　武蔵むさしの第四特務に率いられた嘉よし明あきと安あん治じだ。二人とも、武蔵上の案内を兼ねて墓地からここまで、唄うたの届く範囲を母とも共に検知して来た筈はずだが、

「駄目ね。上からだと流体検知もいつも通りじゃないかしら、これ」

「あー、アンジーの方も、チョイと旧派カトリツク関係の術式とか追ってみたけど、無いね」

「私の方では空中心に見たけど、これも、恐らく特異な変動はないと思うわ」

　と、第四特務が上げた手に、二人が魔術陣マギノフイグーアをトスする。

　それらを、降りてくるまでに第四特務がまとめ、情報封フオルダを開いて圧縮。

「浅あさ間ま」

　投げる先には、豊ゆたかの母がいる。彼女は受け取り、それを走狗マウスに分析させつつ、眉まゆをひそめた。すぐに幾枚かの表示枠サインフレームを取り出し、

「──新武蔵になってから、流体経路などが最適化されたのと、今はまだ余分な出力が発生しない状態なので、尚なお更さら綺き麗れいに全体が読めるんですが、……でも今の唄に合わせてだと、何も無い気がしますね」

・ホラ子：『──つまりホライゾンが今、心を込めて放った一曲は無駄ですか浅間様』

・俺　　：『つーかオメエ、フツーに毎日三回歌ってんじゃねえの？　自分の最適化で』

・貧従士：『あれ？　そうでしたっけ？　何かここのところで違ったような』

・ホラ子：『歌うと気分スッキリしますが、一日三回はちとやり過ぎか、と思ったので、サぼったりする事もしばしばですねえ』

・ゆたか：『ホ母様の駄目っぷりも素敵……』

・十ＺＯ：『……何か、今回の前提がいきなり崩れていくような気がするで御座るよ？』

　大丈夫だろうか。というか豊がナチュラルに混ざってるのがちょっと羨うらやましいので、こっちも頑張って参加してみる。

・黒　狼：『大丈夫ですの？　御母様』

　一瞬。間があった。

　何ですの？　と思った直後、

・賢姉様：『ククク！　御母様あ────────ン[image: ]』

・金マル：『御母様──────!!』

　いきなり捕まってしまいましたの。しかし、

・銀　狼：『大丈夫ですわよ、ネイメア。──外野は静かにして下さいましね？　ホライゾンの唄の余波もありますのよ？』

　良かったようだ。安心。豊の母が、こちらを見て頷うなずき、

「ミトも、あれで結構喜んでるから、話しかけると良いですよ」

　と言ってくれるが、本当だろうか。だが、

「……あー、くそ」

　左さ舷げんの林から、武蔵むさし副会長が手に本を持って出てきた。

　枝を押し上げ、草を踏んでやってくる彼女は、一息を吐き、こちらに対してこう言った。

「駄目だ。何も変化が無い」
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　ナルゼは、子供達と空中補給用の携帯食の話などしていたが、やってきた正まさ純ずみの言葉に首を傾かしげた。

「……何？　結局妄想？」

　ああ、と正純が頷うなずいた。

「もう、そうだと言われてもしょうがないな」
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・ＡｎＧ：『えっ、ちょっとちょっとちょっとちょっと早い早い早い早いいきなり!?』

・カニ玉：『あ！　解わかりました！　今の、解りました！』

・●　画：『つーか何？　今の私が悪いの？　そうなの？』

・副会長：『おいおい、笑いを取る事が悪とか言うな、ユーモアは大事だぞ』

・○べ屋：『──ユーモアは大事だけど別の何かを失った気がするね!!』
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　後悔通り。それももう昔の呼び名だな、と思いつつ、正純は皆を見た。

　羽は柴しば勢がいるが、極東制服なのでかなり違和がない。そもそも、色違いキャラみたいなのもいるので馴な染じんでいるというか、

　……ああ、大おお久く保ぼ達が合流した時のような、あんな雰ふん囲い気きだコレ。

　竹たけ中なか辺りがいると話しやすいのかもしれないが、向こうは実際こっちより遙かに年長な筈はずで。それを昨日きのうからタメ口で話していられるのだから、交渉役同士の〝機能〟重視感覚というのは通じているのかもしれない。

　円滑なのは良い事だ。
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・黒　竹：『あー、三みつ成なり君？　おねーさん、昨日から思いっ切り武蔵副会長にタメ口食らってたの今更思い出して落ち込んでるんですけど、おねーさん、そんなに年上としての威厳とか無いですかねー……』

・８４８：『いや、ええと、親しみやすいという事だと思いますよ？　私なんか羽柴様の後継いで大罪武装ロイズモイ・オプロも撃てるのに子供扱いされますからね！　あと、ほら、脇わき坂さか様辺りだと、平等にタメ口じゃないですか！　ああいうもんですよ！』

・□□凸：『あの、もっと酷ひどい事になってるような気がするんですが』
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　日が昇りつつある。

　正まさ純ずみはツキノワに表示枠サインフレームを出させ、時刻を確認した。

　……やっぱり、朝の六時は過ぎた訳だ。

　時報もとりあえず、鳴ったのだ。関せきヶ原はらは八時半から始める事として、

「これ、朝が駄目なら、夕刻が狙ねらい時となるのかなあ……」

「今まではいつが旬しゆんだったの？」

「夕方かな。ホライゾンの唄うたが大体聞こえてた憶おぼえがある」

「でも副王がサボってた時があるなら、唄は必須じゃないかもしれませんね」

　そうだなあ、と首を傾かしげていると、ナルゼが首を傾げた。

「やっぱりアンタの記憶違いか何かじゃないの」

「記憶違いか……」

　ギャグにしにくい言葉を選んできたな。

　だが条件を合わせてみても駄目となると、これは少々難しい。メアリが顎あごに手を当て、

「……夕刻にもう一度、とするべきでしょうか」

「それでも無理な場合、やはり正純宛あての怪異だった可能性もありますね」

「だった、というのは？」

　問いかけに、浅あさ間まが頷うなずき、こう言った。

「武蔵むさしは三み方かたヶ原はらの戦いの後、武蔵改になりましたが、あの時に内部の流体経路などがかなり変動していますし、可変もしていました。

　怪異は淀よどみを中心として発生するので、その淀みが消えた可能性があります」

「それは、この新武蔵においても、同じ事が適用されるよな？」

　はい、と浅間が首を下に振った。

「新武蔵は、外見は武蔵でも、内部がケッコー変わってます。浅間神社組み込めたのも、接合関係がIZUMO式のユニバーサルデザインだったからオッケーだったものですが、そこから先の調整が時間掛かってしまったのは、やはり差異があったからですね」

　それに、と浅間が指を一つ立てた。

「これは可能性の話ですが、三み河かわでは運命からの介入を避けるために、故意に地脈炉の出力余波を外に流し、怪異を発生させていたのではないか、という懸念が出てきました。

　この誘発によって、三河出身の正純の見た怪異が発生したのかもしれません」

「その余波が、後々まで続いた、と？」

「〝型〟が生じたのですね」

　と言ったのは、清きよ正まさだ。彼女は、あ、と自分の思わぬ発言に気付き、しかしメアリの会釈によって言葉を続ける。

「発生した怪異と、それを誘発する素質のあった人、……こういったものの絡みによって、弱い怪異が〝型〟を得て存続する事はあります」

「それはしかし、やがて薄れていったか、武蔵むさしの改修などで消えていった、と？　……でも、そうだとすると、私が見たものは──」

「怪異はそれを見るためのシステムで、見たものは、恐らく、この武蔵が建造される時、ここにあの会議場を組み込んでいた時の光景か、その前後のものじゃないでしょうか」

　浅あさ間まに言われて、どうだったろう、と思う。

　……あの会議場の床面が、新大陸のあの実験場から運び込まれたんだよな。

　その外にある公園は機能していた。そうなると、つまり、

「武蔵が建造され、稼働して、しばらくの時期の再生、というところか」

「きっと正まさ純ずみ殿の御ご母ぼ堂どうも、その建造に関わっていたのでは御座らぬか？」

　あり得ない話ではないと思う。

・ゆたか：『というか、私のお祖母ばあさんにあたる人とか、お祖父じいさんも、当然のようにそれに関わってますよね？　武蔵の事ですから』

・浅間父：『──御ご霊りよう平へい庵あんなら、確かに関わったよ！　それが何だい!?』

　気軽に返ってきた言葉に、浅間が額に手を当てた。

「うーん……、身近に解決のヒントがあるとは……」

「い、いや、別に、武蔵建造中か、その後の事だったら、あまり大した事は無いと、そう思うぞ？　新大陸でいろいろ見たからな」

　己はとりあえずのフォローをして、呼びかける。

「ネシンバラ、飛躍で良いからまとめてみてくれ。──どういう事だったんだ」
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　ああ、と集団から離れた位置にいたネシンバラは眼鏡めがねに手を当てた。

　こういう事件は、烏う合ごうの衆しゆうになっていては解けない。だから距離を取り、観察をしている事が大事だ。

　……とはいえ、この自然区画には何も無いと思うけどね！

　だが正純からの要請だ。今回は下級生も多くいる。

　ポーズをキメて、己は表示枠サインフレームを大量に展開した。数が多い程いい。中身は瓦かわら版ばん関係を出しているだけだが、何か役に立つかもしれない。どうせ向こうからは見えないのだ。

　その上で、己は言った。三秒タメて言った。

「──ヅカ本ほん多だ君の母親が関与していたならば、恐らくは運命が関係してるんじゃないかと、僕はそう見るね」

　二に境きよう紋もんだ、と己は思う。

「そう、二境紋。僕達の中でも、それが後ろに展開した人達がいるけど、誰だれも彼も皆、三十年前の〝何処どこにもない学校〟の生徒が親だった。

　だとすると、ヅカ本多君が見た過去の御ご霊りよう平へい庵あんも、似たものじゃないだろうか」

「──二境紋ではなく、運命が私に母達の過去を見せた、と？」

「運命ではなくても、怪異が、そのようにした。何故なぜだろうね」

「飛躍しろってさっき言ったぞ」

　じゃあこうだ。

　自分は、表示枠サインフレームを縦に整列させる。これでもう画面が見えないが、格かつ好こ良いから良い。

　そこから一度身を回し、キメた上で言う。

「……御霊平庵の中にある実験場のフレームは、まだ運命と密接だったんだ。関係者との記憶のようなものを〝型〟として持っていた。

　そして三み河かわの余波か何かがあった上で、三河出身のヅカ本多君が来た時、その〝型〟は反応した。新大陸の事を知らない君には、しかし見せられるものは武蔵むさし上の事だけだ。共通し、呼応出来る〝型〟が君にはそれしか無い訳だからね。

　──つまり御霊平庵がここに設置されて、君の母親がいた期間だけの事しか、再生が為なされなかった」

「根拠はあるか？」

「ミリアム・ポークウだ」

　己は即答する。

　多分コレは、というか、ここまでが相当な飛躍なんだが、繫つなげられはする。

「御霊平庵に残っている最大の〝型〟は、ミリアム・ポークウだ。

　彼女は恐らく、地脈より生まれた東あずま君が、武蔵に来る事に反応して現出した。正式にはいつか、東君も昔からたびたび来ていたから解わからないけどね。

　──だから前言撤回しよう」

　言う。

「ヅカ本多君、君が御霊平庵の過去を見たのは、ミリアム・ポークウが現出したからだ。

　その余波によって、御霊平庵の〝型〟は活性化し、君に過去を見せた。そういう事だ」
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「待って」

　と、声があがるのを嘉よし明あきは見た。

　……あれは──。

　東とう宮ぐうだ。元、とつけてもいいかもしれない。

　知っている。母が描いてる同人誌で、何度かモブにえらい事されてるのを見た事があるからだ。

　……思い切り声が出るのよね……。

　ホントかどうかは知らぬ。知らぬとはいえ、娘の同人誌も作る母であった。綺き麗れいに描いて貰もらえた分には良かった。よくない。でも三冊買った。

　そして東宮が、己の胸に手を当てた。林の方を一度ちらりと見て、

「余よの元からミリアムが消えたのは、うどん王国を出る前だよ？　ここの調査は、うどん王国にいた時にやったよね？　時系列がおかしくない？」

　アチャー、とナルゼママが言った。

「下手へたな調査したから運命がミリアム隠しちゃったんだわ──」





●






・俺　　：『セージュン、オメエ、何やったのよその時……』

・ホラ子：『やはりホライゾン達がついてないと、正まさ純ずみ様も安心出来ませんねえ』

・副会長：『く、くそ、否定したいけど証拠が無い……！』

・□□凸：『あの、いつもこんなんなんですか』

・労働者：『馴なれると楽しいぞ！　小こ僧ぞう！』
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　まあそこは置いておけ、と正純は皆に対して両の手の平を見せた。

「おいネシンバラ」

「ああ、説明は出来るよ！」

　言わせておく。するとネシンバラが、東あずまを指差した。

「ミリアムは、東君が来た事によって現出したが、それだけでは〝駄目〟だ。何故なぜならミリアムの〝型〟は御ご霊りよう平へい庵あんにあり、よくても武蔵むさしについたままだからね。

　だけどミリアムが東君と生活すると、どうなる」

　御お広ひろ敷しきが手を上げた。

　何となく予期出来たが、半目を向ける。すると御広敷がこう言った。

「幼女が追加されます」

「ああ、そうだね。これは何故だと思う？　というか、大フアナから聞いたよね？」

　そうだ。確かに聞いた。

　自分は、通りの石畳を踏み直し、腕を組んで答えた。何か一つ、これまでの事から解わかる答えを得つつあると、そんな思い込みを信じながら、

「……あれは、東あずまとミリアムの子供というか、可能性だったんだよな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうさ。出会った事で可能性が生まれた。──〝生じた〟んだ」

　ならば、とネシンバラが言葉を続けた。

「〝失わせない〟ならば、どういう事になると思う」
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　清きよ正まさは、全てを知っている訳ではない。

　今、母達が話している事も、情報が足りない事ばかりだ。正直、ここにいて、聞いていて良いのかと思うくらい、話題にはついていけない。

　だが、今の飛躍話からも解わかる事がある。

「〝型〟です」

　ミリアム某なにがしという人の〝型〟が、この通りの横、自然区画の会議場にあるのだという。

〝場〟や〝相〟についているのと同じだ。特定の場所に〝型〟があるのだから。

　精霊のようなものだろう。だが、

「そこで生まれたものは、本来の〝場〟や〝相〟から離れられません」

　ミリアムもそうであったろう。しかしお互いの間に子供が生まれた場合、どうなるか。

「もしも、ミリアム某が、御ご霊りよう平へい庵あんという場所の〝型〟、もしくは武蔵むさしの〝型〟から外れる事があれば、ミリアム某は消えてしまう可能性があります。

　そうではなくても、恐らく、二人の可能性として生まれた子は、真っ先に消えてしまう事になるでしょう」

「そうならないためには──」

　東とう宮ぐうの言葉に、母と父が会釈を寄越した。

　合ってます。行けます。だから己は応じた。

「ミリアム某が、己の新しい〝型〟を獲得する必要があるのです。そして恐らくは──」

　それは為なされたのだ。

「付き合いを持ち、関係を得る事で、東宮様との〝型〟をミリアム某は得たのです。

　その〝型〟は御霊平庵という場所のものを超え、御霊平庵は己の〝型〟を失いました。

　──武蔵副会長に御霊平庵が反応しないのは、最大の〝型〟であったミリアム某を失ってしまったからではないでしょうか」
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　そうだね、とネシンバラは呟つぶやいた。そしてこう思った。

　……そうだったのか！

　御ご霊りよう平へい庵あんの〝型〟が変異した、くらいにしか思ってなかった。流石さすが、精霊系で流体や地脈に詳しいエキスパートは違うというかその娘はまた違う。父はこの場合どうでもいいです。

　ただ、そうだとすると解わかる事がある。そしてそれを問うべきは、

「ナルゼ君、──君に譲ろう」

「そうね。良い判断だわ。──じゃあ東あずま」

　ナルゼが、無い眼鏡めがねを上げる仕草をして、東にこう言った。

「アンタ、いつそんなミリアムと仲良くしてたの」

「えっ？　えっ？　余よは普通に接してただけだよ!?」

「フツーに接して〝型〟がつく訳ないでしょうが！　さあ、ゲロしちまいなさい！」

「ガっちゃんガっちゃん、何か言葉が凄すごい事になってる」

　まあいいわ、とナルゼが言った時だ。

　東の陰から、首を傾かしげながら半透明の少女が出てきた。そして彼女が、

「ぱぱとまま、きすしてたよ？」
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・●　画：『普通か！　普通か！　キスが普通か！　皇族の普通は一段上ね！』

・傷有り：『い、いえ、キスは普通です！　胸を揉もむのが告白です！』

・金マル：『それ、王族の告白は更に一段上って事にならないかな？』

・賢姉様：『フフ、でも普通って言ったら、まるでそこらへんの自販機でジュース買うような口調で〝千五百一回するんですよ〟って言った凄いのもいるものねえ』

・銀　狼：『まあ、智ともったら』

・ゆたか：『え!?　母さん、父さんと私の仕込みを始めてるんですか……!?』

・あさま：『ミ、ミト！　こっちにぶん投げましたね!?　というかまだですよーう？　まだこっちの事じゃないですからね──？　ってか大体その前にホライゾンの記録挑戦が』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．！　期待に応こたえられるよう、頑張ります！』
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　ともあれ、と正まさ純ずみは思った。

　……ミリアムか。

「そっか」

　何となく、解った事がある。ミリアムの消失と関係が消えた事についてだが、

「御霊平庵は運命のいる界への入口だった。そこにあったミリアムは、運命の母になった訳だよな」

　ならば、構図としては解わかり切った事だ。

「母が、自分の知らぬ存在を求めるのに、運命は嫉しつ妬としたんだ」

　運命というものがもし生まれるならば、そこにいる半透明の少女が、それだ。

　あ、とバルフェットが気付き、こう言った。

「運命を〝母の子〟として更に安定化するのは、〝母無き子〟よりも〝母と父の子〟にするべきですけど、ミリアムさんは、それ、気付いていたんでしょうか」

「東あずまは、彼女の付き合いが作為的だったと思うか？」

「いや？　……作為があるなら、あのキッツイのをやって来ないと思うよ？」

　何かキャラが見えてきた気がする。

　ただ、気付いていない筈はずはあるまい。新大陸で見た彼女は、切れ者だ。ならば、

「途中で気付き、……流れに任せた、というところなんだろうな」

「その後がどうなるか、読めていた筈ありませんものね」

　ああ、と頷うなずき、己は一息を吐く。

「東の事を認めたミリアムは、もはや自分一人で運命を支えるのはやめようと思った。

　そうすれば、間に生じた子が、可能性ではなく、確定する。

　だけど、運命は、それを認めなかった、か」

「裏切りと取ったかもしれませんわね」

　その可能性は高い。

　……飛躍だなあ。

　心底そう思う。

　だが新大陸を経てきたならば、〝有り〟だとも感じる。

　ミリアムをどう見つけるか。それはまだ解らないが、

「彼女は、私達に関係していた、という事だな」

「正まさ純ずみがここに来なくても、私か誰だれかが気付いた可能性もありますからね」

　浅あさ間まの言う通りだ。浅間やメアリだったならば、異変に気付いてそこで結論か何か展開があったのだろうか。

　思えば、あの御ご霊りよう平へい庵あんで見た人々の制服や衣装は、少し古いデザインだった。

　あの場所に母がいて、話しかければ答えてくれただろうか。

　否。あれはきっと、過去の再生だったのだ。見ようと思えばいい形にも見られる夢だったと、そう思うのが一番だろう。だとすれば、

「……とりあえず、この問題はここまで、だな。御霊平庵の案件は、ミリアム・ポークウの奪還に繫つながったと、そう思おう」

　これはきっと、母にも繫がる問題だ。

　そう感じて己は言った。

「行こう、教きよう導どう院いんに。──関せきヶ原はらの仕込みをするぞ」

　遠く、通りの向こうから、墓地側の組がやってくる。

　ヴェストファーレンに向けた、自分達の最後の準備が、これから開始されるのだ。







[image: 第十八章『校庭の攻略者』]
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　そして午前七時。

　武蔵むさしへと、数隻せきの外交艦が来訪した。

　多くは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの船であり、先導役の一隻は、その艦首に極東制服を着た人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿を見せていた。

　艦はどれも毛もう利りの紋章を刻印されており、旗艦〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟には、毛利・輝てる元もとが乗っている事が艦外の表示枠シーニヤカドルに示されている。

　他、来ていたのは、P.A.Oda方面からであったが、これは羽は柴しばの紋章をつけており、

「何やまあ、徹夜で貨物を一気に持ってきたら、面倒な事になっとるわなあ」

　艦首に立つ小こ西にし・行ゆき長ながが、腰に手を当て苦笑した。眼下の多た摩ま外交港、六護式仏蘭西の外交艦とは距離を空けた位置に誘導されながら、

「──私、関せきヶ原はらの戦いの後、斬ざん首しゆされんのやけど、どーなるんかな」

　そして午前八時半。

　彼女達を導いた上で、奥おく多た摩ま艦尾、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんにて、一つの歴史再現の始まりが担当教員によって確定された。

　極東史において、松まつ平だいらの覇は権けんを決める一手。

　関ヶ原の戦いが、開始されるのだ。
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　毛利・輝元は、武蔵に一度ならず降りた事がある。

　関東解放の前にも来たし、その交渉のためにも来た。関東には結構な滞在をしている気もするし、太平洋側の魚は結構好きだ。豪快で良い。

　よく働く生徒会長だぜ、と自賛もするが、

　……流石さすがに教導院まで来るのは初めてだな。

　階段が長いのが難点だ。

　だが直接乗り込むには、教導院の上に外交艦を持ち込まねばならず、それは敵対行為や上下を決めるものだと思われる。

　自分、毛利・輝元は、歴史再現において、関ヶ原の戦いで敗北するのだ。

　敵対や上下の意味される行為は、歴史再現開始前からはなるべく避けたい。

　とはいえ、この辺り解わかったもので、案内役の艦長式自動人形が言うには、

「身体強化しなくても大丈夫です。階段表面から重力制御を利かせていますので、どちらかというと下り気味の階段として御利用出来ます。──以上」

「マジかよ。贅ぜい沢たくじゃねえか」

　と見上げた階段の上。中段の踊り場となるスペースで、手て摺すりが破壊されている。何か激突したように見えるが、

「アレ、何だ？」

「──総長が〝じゃあ下り風味をもっとキツくしたら楽じゃね!?〟というので、思い切って九十度にしたら垂直落下状態となりまして。──以上」

　顔を逸そらしながら言う辺り、すまねえ事聞いたな、とは思う。
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「おお、来た来た。来ましたよヨシナオ教頭。挨あい拶さつ、行きます？」

　と、酒さか井いは高い位置で呼びかけた。

　武蔵むさし野のの橋状艦橋上だ。大気干渉を緩め、朝の風を取り入れて全艦の換気を続けている武蔵むさしにとって、ここは最も外気に触れる場所だった。

　そんなロケーションに長椅い子すが二つ用意されている。一つは酒井、もう一つは、

「麻ま呂ろは、あまりこの手の姿勢は馴なれておらぬのだが」

「いや、長時間になる可能性もあるんで、体裁整えて楽に行きましょうって。何なら将しよう棋ぎでも間に置きます？　〝武蔵〟さん、そろそろ日ひ除よけの用意も御願い」

「……関せきヶ原はらというビッグイベントが生じるというのに、随分と余裕なものですね、酒井様。

　──ヨシナオ教頭、色の好みなどありますか？　──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とヨシナオが頷うなずいた。

「白で。──妻が好きな色でね」

　一礼した〝武蔵〟が軽く右手を上げると、艦橋下から空に直線の一本が射出された。

　日傘だ。それも三メートル程ある大振りのものだった。

　失速し、落下してくるそれを〝武蔵〟が横から軽く手に取って一度振り回して制御。振り抜きの動きで展開すると、大気を張るような音がした。

　後は、開いた白の傘を立てて設置し、男達の日除けとして、

「失敬しました。──適時、私の重力制御で位置を変えていきますが、怪異ではないので宜しく御願いいたします。──以上」

「Ｊｕｄ．、──と、しかし酒井君、君の方は挨拶に行かないのかね？」

「現場は真ま喜き子こ君達に任せてますんで。──それよりヨシナオ教頭は？　さっきの質問、答えて貰もらってませんが」

「麻呂は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの派遣であるが、元々麻呂の土地は、極東の暫定支配を行っていない場所でね。──こちら、武蔵についても、聖連からの監視も含めて〝武蔵王〟であるが、武蔵を暫定支配している訳ではない」

　更に、

「麻ま呂ろは聖連を通じ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから派遣された王であるが、三み河かわにて、武蔵むさしの民と共にある王だと自認し、宣言した。──今、挨あい拶さつをしに行けば、六護式仏蘭西の派遣王ではなく、武蔵の王として対応する事になろう。

　関せきヶ原はらの戦いという大だい事じを為なす際、これは些いささか聖連を刺激し過ぎるものであろうな」

「トーリとか、喜ぶと思いますけどねえ」

「それは解わかっておる」

　ヨシナオが小さく笑ってそう言った。

「──その後、ろくな事にならんのも解っておるよ」

「それをちょっと期待してましたけどね、すみません」

「君のような慕われ方が良かったなどとは言わんが、あの連中、人によって態度を変えるのは良いのか悪いのか」

「こっちが欲しい態度と、向こうが的確だと思ってる態度の温度差ってありますよね」

「君にもあるのかね」

「〝武蔵〟さんといる時、何か変に気を遣われるの、あれどうにかなりませんかね。

　ヨシナオ教頭が奥さんといる時は〝おう！　麻呂麻呂！　麻呂嫁も一緒か！〟みたいな感じじゃないですか」

「あー」

　ヨシナオが空を見上げて数秒考えた。そして視線を返し、

「それは〝武蔵〟君の問題ではないかね？」

「この、新型化して出力も万全、年齢も零ゼロ歳さいの〝武蔵〟に、人を遠ざけるような不備があるとは判断出来ませんが？　──以上」

　茶の用意をしながら言う自動人形の背を見て、ヨシナオがまた酒井に視線を戻す。

「ああいうところが」

　言った瞬間。下から高く射出された曲線が、宙で一回転の後に床面装甲板に突き刺さった。

　極東式の刀だ。

　刺さって震動している刃やいばを、〝武蔵〟が引き抜く。重力制御で周囲を回し、スカートの内側に収めると、

「失敬。他国の来訪が御座いましたのに、護身、警護用のものを忘れておりました。他意は御座いませんので御歓談を続行下さい。──以上」

　男二人が、顔を見合わせた。二人は頷うなずいて、

「昨夜ゆうべの野球、見ました？」

「──あの時間帯は妻が〝汝なんじや如何いかがせむ極東へ〟を見ていてね」

「ああ、一回うちの立たち花ばな夫妻が出た事ありますよアレ。宗むね茂しげ君が〝誾ぎんさんを泣かせてしまったので修行のし直しです！〟って答えて、誾君逃げてしまったんですが」

　などと始めていたが、一方の〝武蔵むさし〟が、顔横の表示枠サインフレームに気付いた。

〝奥おく多た摩ま〟と〝多た摩ま〟からの連絡だ。

　遅れていた出場者も多摩に届き、メインとなる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢が教きよう導どう院いんへと到着したという。

「さて、──どうなりますでしょうか」

〝武蔵〟が、艦尾側の空を見ながら呟つぶやいた。

「ろくな事にならなければ、いつも通りなのですが。──以上」
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　簡素だな、と輝てる元もとは思った。

　武蔵アリアダスト教導院の事だ。

　既に外観による検知と、人狼女王レーネ・デ・ガルウからの聞き取りによって、内部構造も大体が解わかっている。人狼女王が言うには、

「保健室が理想的な狭さですの！　洗面所も清潔でいいですわね！」

　との事だがそこらは無視した。ともあれ実際に来てみると、

「……カッチリしてんなあ」

　巴パ里リのEcole・de・Parisが、宮殿というか、屋敷型で庭園もあるのに対し、武蔵の教導院は、

「箱みたいだね輝元」

　共に来るMouri姉妹の内、Mouri-03が、確かにその通りという感想を述べた。

　理屈は解る。武蔵の表層部は横町と縦町のブロック単位で出来ていて、教導院も横町ブロックを並べたスペース上に作られているからだ。

　自分達のような、地上側の大国教導院が、芸術とも言える国威や建築技術の粋だとすれば、こちらは〝規格品〟としての最上級だろう。

「パッケージ建築として、六護式仏蘭西はこれだけのものを構える必要がありませんが、強いていうならば、量産式の航空艦などが、同系列の技術と言えますね」

「航空艦に比べて、日数どんくらいで出来ると思う？」

「遙かにこちらの方が早いでしょう」

　なので、とMouri-01が呟いた。

「武蔵との関係を良好に保ちたい場合、関せきヶ原はらの終了後、交渉時間中に、このような教導院型のパッケージを三つ程発注掛けておくといいかもしれません、姫様。

　六護式仏蘭西では、現在、三十年戦争によって疲弊した旧来からの建築物に対し、代理もしくはそれらの補修拠点となる建物が必要です。そこに航空艦を適用しても良いのですが、居住性、燃費を考えた場合、地上施設として、運搬可能、分解再構築が即座に出来る武蔵の建築システムは良好と判断出来ます」

「安く買うには？」

「IZUMOが同様の技術を持っている筈はずなので、IZUMO側の安売り値段を掲げて交渉してみましょうか。過去の記録を見てみますが、今は共通貨幣の円が高くなっているので、少々細工が必要ですね」

　任せる、と手を振って指示し、校舎前の階段を上がろうとする。

　と、左手側から声がした。慌てて艦長式自動人形が振り向く先、そこにいるのは、

「おい！　テル子！　こっちだぜ！」

「何だテメエ、今日は服着てんのかよ」

「ハア？　オメエんとこの頭おかしい全裸とは違って、俺おれは文明使えんだよ！　服ってもの知ってんの！　だから俺の全裸は活いきるの！　イエー！　俺の方が上──!!」

「姫様、不敬罪で一発イワせますか？」

「いや、あたしもたまに思う事だから、ちょっと」

　と、副会長が馬鹿の後ろからやってきて、その頭を平手で叩たたいた。

　前につんのめった馬鹿の顎あごを、武蔵むさしの姫がラリアットでかち上げ、

「大丈夫ですかトーリ様、フラついていますよ」

「オ、オメエのカウンターが無ければ前に倒れただけだったけどな!?　な!?」

　何してんだ、と思う視線の先、こちらが校庭に入る処ところで、本ほん多だ・正まさ純ずみが手を上げた。

「後ろは気にするな。動いて形のある雑音だ。そのくらいに見ておいてくれ」

「印象派の先取りかよ、武蔵ヤベえな」

　まあまあ、と本多・正純が言った。そして右手を軽く挙げて、校庭の左右を見渡した上で、

「じゃーんけーん」

　場所取りか、と付き合う。チョキを出す。向こうはグー。

　こっちの負けだ。
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　輝てる元もとは、直後に武蔵の姫が叫んだのを聞いた。

「ヤッタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　世紀の大一番ンンンンンンンンンンンンンンンンン！」

　本多・正純が両の拳こぶしを握って空に突き上げる。

　そして校舎の屋上から、武蔵の魔女テクノヘクセン達が空に花火を連続で打ち上げた。

　続く流れの中、校舎どころか武蔵全域から祝賀の砲音と音楽が流れ出し、

「松まつ平だいら勢ぜいと毛もう利り勢の勝負は、松平勢、東軍の勝利──！」

　本多・正純が、や、と手を上げ、笑顔でこう言った。

「──じゃ、今ので関せきヶ原はらの戦い、終わりな？　帰っていいぞ」

「オイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ!!」
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・金マル：『あ、キレたキレた。セージュン、意外とナチュに煽あおるからなあ』

・きめえ：『ナイトママ、花火もう一巡撃っとく？』

・ＡｎＧ：『こういう祝賀用の砲弾って、極東独自で面白いなー』
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　空に〝お・め・で・と・う〟の五文字が煙と音で生まれるのを見ながら、正まさ純ずみは輝てる元もとの言葉を聞いた。

「どういう事だ！　関せきヶ原はらを今ので終了とか、出来ると思ってんのか!?」

「いや、お前のところだって、関ヶ原で弱体化すると面倒だろ。口裏合わせろよ」

　あの、とMouri-01が右手を挙げた。

「お心遣いは有り難いのですが、それをすると面倒な事が生じます」

「たとえば？」

「Ｔｅｓテスタメント．、この解釈は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとって非常に有利な取引となります。しかし他国、聖連は、これまで六護式仏蘭西は関ヶ原の戦いによって毛利側から弱体化すると見込んでおり、それゆえに私どもも手を尽くして参りました」

　これによってどういう事が生じるか。Mouri-02が無言でいつの間にか作っていたフリップを出す横、Mouri-01がそれに指し棒を当て、

「こちら、各国の六護式仏蘭西に対する弱体化への期待値があり、それによって六護式仏蘭西は外交や内政など、遣り繰り出来ていたのです。つまり六護式仏蘭西が国力の増強を行うのは、関ヶ原による弱体化を想定したもので、他国への脅威になろうとしてる訳ではない、と。

　しかし、──あ、こちら二枚目です」

　……いつの間に……。

　ひょっとすると先回りして用意されているんだろうか。だとするとさっき輝元止めなかったのは彼女のリアクションが見たかっただけなのか。それともホントにコレ、今急ぎで作っているのかなあどっちかなあ……、などと、こっちが要らん事を考え出している先、Mouri-01が静かに言った。

「現状、そちらの解釈で行きますと、六護式仏蘭西は他国に対して噓うそを吐ついた上で強力な勢力として捉とらえられてしまいます」
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・現役娘：『強力なせいりょくとしてとらえられてしまいます……!?　どんな、どんな解釈ですのネイト！　ただただ強力ですの!?　それともステータスがありますの!?』

・銀　狼：『そっちの集団の中で真ま面じ目めそうに頷うなずきながら何言ってますのー!?』

・●　画：『術式で出る196mlは強力とみなしていいのかしら。作画が派手でいいけど』

・あさま：『いや厳密に言うと術式じゃなくてトーリ君自身の加護ですね、今はアレ』

・ゆたか：『何かマジ訂正してる母さんが素敵……』
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　うーん、と正まさ純ずみは腕を組んだ。首を傾かしげてもみる。

「有利になると駄目なのか？」

「利点がねえだろ」

「どういう？」

「……創世計画にしろ、テメエら得意の出たとこ勝負にしろ、年末まであと三ヶ月だ。ヴェストファーレンまでは一月切ろうとしてる。

　そこで〝こっちの国力が上がります〟って言っても、実際、上がるのはいつだよ」

「いつだよ」

　問い返す。するとMouri-02が次のフリップを出した。それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの年間スケジュールを出したものだが、

「現在、六護式仏蘭西は農業大国として他国への輸出的アドバンテージを持ち、それを有利に働かせています。しかしこの九月末、既にメインとなる稲作はほぼ終了し、麦も十一月収穫のものを最後とする一方、今から予算など投入しても年末までに成果は上がりません」

「国力を上げられる他の農業系は？　畜産とか」

「牛も豚も間に合いませんし、羊も繁殖期を外してます。水産については船を増やす事で漁獲量を上げる事が出来ると思いますが、瀬せ戸と内ない海かいへのルートは今、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとK.P.A.Italiaによって封鎖されているので、北側のみを頼る事になります。しかしそちらは英国と、三征西班牙トレス・エスパニアが私し掠りやく船など出しているので、危険ですね」

「瀬戸内海封鎖なんて面倒な事、誰だれがしたんだよ」

　Mouri-01がこちらを指差したので、背後に振り向く。

　羽は柴しばが食堂の方にダッシュで逃げていくのが見えた。輝てる元もとが半目でそれを見て、

「追わなくていいのか」

「あ、そっか、よく考えたら石いし田だ・三みつ成なりでもあるのか」

　とりあえず手配しておく事にする。

　そして、輝元達の懸念を自分なりにまとめると、こうだ。

「六護式仏蘭西が有利となっても、その有利を発揮するには時間が掛かるしシーズンも外してる。しかし他国は〝締め付け〟というインスタンスでいいのだから、キツいという事か」

「Ｔｅｓテスタメント．、その場合、六護式仏蘭西は名目だけ有利となって、実際は締め付けからスタートのキツい状態となるだろ。来年があるかも解わからねえ現状だ。他国は容赦なく、思い切りやってくる。それじゃあ危険だろ」

　そっか、と己は頷うなずいた。その上で、ふと、思った事を言っておく。

「何で農業ベースでやってんだよ。季節任せ過ぎるだろ」

「こ、この野郎……！」

　キレられた。
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・武　蔵：『ぶっちゃけ、中間貿易で各国間をある程度選択して移動出来る武蔵むさしにとって、不作などはあまり関係ないところがあります。一方で、この辺り、大規模な農業を行える各国は成功時の資産を貨幣や他物資などに交換して不作時用に備蓄出来ますが、武蔵は資金繰りが上手うまくても備蓄が弱い、という事になりますね。──以上』

・貧従士：『あー、武蔵の備蓄はよくて二週間程とか、ありましたね』

・○べ屋：『だからお金だよ！　お金！　仮想で抱えていてもいいからね！』
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　成程なあ、と正まさ純ずみは思った。

　こちらの理解不足というか、便利な方にいると解らないものだ。

　……これは私の未熟だな……。

　反省した。ゆえに己は、輝てる元もとの肩に手を置き、

「Ｊｕｄジヤツジ．、……すまんな、農業ベースで国を富ませる利点と欠点について、少々、知らぬがゆえの上から目線で語っていたようだ。不作になったら大変事。それに対して確かに武蔵はあまり影響を受けずに悠々自適。本土側の国家とは違い、備蓄の面で不利だが、三み河かわ以降は銀行業も成り立ったからもはや問題ない。これは農業ベースの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの苦労など解らん訳だ。

　いや、すまなかったな、うん。そちらの苦労が解らぬという、遺憾であった」

「こ、この野郎……！」

　またキレられた。
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・不退転：『戦争したいの？』

・巨　正：『ええと、あの、これ結局、そっちに向かわせる流れですよね？』

・傷有り：『大丈夫です。正まさ純ずみ様に任せておけば安心ですよ？』

・●　画：『ええ、そうね、安心して戦争に向かうわよ？』

・ＡｎＧ：『えっ？　えっ？　アンジーちょっとナルゼママの言ってる事が訳不明ー！』

・立花嫁：『何かこういう時の副会長、私に対する本ほん多だ・二ふた代よのような雰囲気を……』

・蜻蛉切：『？　拙せつ者しやが誾ぎん殿に話しかける時は、真ま面じ目めになるよう気をつけて御座るよ？』

・金マル：『誾ちゃんキレちゃ駄目キレちゃ駄目。花火は〝十字砲火アルカブス・クルス〟に詰めずにこっち』

・俺　　：『セージュン！　セージュン！　どうなの!?　世界は平和に向かってんの!?』

・副会長：『私の中では平和に向かっている筈はずだが、輝てる元もとが逆らってな……』

・貧従士：『えーと、あの、すみません、どの口で言ってます？』
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　輝元は、本多・正まさ純ずみの後ろから、武蔵むさしの姫が出てきたのを見た。

　彼女は右手を挙げ、そしてこう言った。

「結論からすると、戦争が起きたら輝元様のせいですね？」

「どういう意味だ馬鹿野郎……!?」

「いや、お前、こっちが戦争したくないからジャンケンで済ませようとしてるのに、お前の方がそれは駄目だとか言うからなあ」

「もうちょっと世間で認められてる方法にしろ馬鹿野郎!!」

　半目になった本多・正純が、後ろを向いた。そこにいる武蔵勢に対し、

「ジャンケンがいいヤツ──」

　皆が手を上げた。屋上からも何人かが手を上げてるアピールをしてきた。

　その数を本多・正純が数え、首を傾かしげながらこちらに振り向く。

「ほぼ百パーセント、ジャンケンでいいって言ってるぞ」

　虚空を搔かき毟むしりたくなって、何とか堪こらえていると、Mouri-03が腕を叩たたいてきた。振り向くとMouri-01が両腕を軽く広げて〝さあ！〟とやっているけど、ちょっとここだと恥ずいからなあ。

　だが何となく落ち着いた。ゆえに振り向くと、武蔵の姫が凄すごく嫌そうな顔をしていた。

　ややあってから、彼女はふと気付いて左手で顔を叩いて直し、

「あ、失敬。何でしょうか」

「テ、テメエらは……！」

　まあまあ、と本多・正純が両の手の平を見せた。

「今ので解わかったと思うが、私達は関せきヶ原はらの戦いを無血で楽に終わらせたい。そして毛もう利り側も、大部分では同意だが、それなりの形はしておかないと駄目だ。──そういう事だな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、無血で関ヶ原か。思い切ったな。少しは解ってきたようじゃねえか」

　大体、と己は嘆息して言った。

「あたし自身は、関ヶ原終わってんだ。あまり気を遣われたって意味がねえ」

「そうだっけ？」

「そうだよ馬鹿！　忘れたのか!?」

　と、右手を挙げて指を鳴らすと、背後の階段から空へと跳躍する姿があった。

　駆け上がってきた者が、こちらの頭上を越え、そして身を翻らせながら着地する。

　足音一つ。片足で校庭の地を踏んだ姿は、ポーズをとってこう叫んだ。

「暗黒Ｇ……！　Ａ！　Ｋ──!!」
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「ククク、私が襲名解除をしたとでも思っておったでおじゃるな!?　しかしこの暗黒Ｇ・ＡＫ！　毛もう利りの安泰のためならば何度でも蘇よみがえるのでおじゃる！」

・●　画：『シャッター前が一個空くかと思ったらそうじゃないって事ね……』

　よく解わからんが、と正まさ純ずみは、しかし何となく記憶を思い出した。

　……ああ、そういえば。

「武蔵むさしが撃沈される時、大おお谷たに・吉よし継つぐと何か武蔵むさし野の艦首でやってたな」

「そう！　あれによって、〝毛利が松まつ平だいらに逆らう〟という構図が完成し、それを関せきヶ原はらにおける輝てる元もと様の代理として扱うと、そう決まったのでおじゃる！」

　そうだったそうだった、と今更思う。

　だとすれば、関ヶ原における毛利の歴史再現は終了しているという事になるが、

　……でも、そうだとしたら、この辺りの情報、大おお久く保ぼが送ってくるよなあ。

　その情報が来てないのは何故なぜだろうか。いろいろ忙殺されているとは思うが、何が大事で優先かは解っている後輩だ。

　ゆえに己は、ＡＫに聞いてみる。

「──お前の歴史再現って、どうなってるんだ？」

「ハア!?　私の歴史再現は、貴様らの武蔵が撃沈された際、そちらの羽は柴しば様に認められ、それで成立しておじゃる！　つまり毛利は安泰！　そうでおじゃる！」

「だけど、うちの代表委員長が、その情報をこっちに送ってなくてな」

「それはそちらの不手際でおじゃろう！」

「いや、その辺り、間違いはしない。ただまあ、反抗期が続いてるのは確かだが」

　あ、と羽柴が手を上げた。

「聖連に、その歴史再現は受理されてますよ？」

「ほーら見ろ！　見ろでおじゃる！　私と大谷殿が命を賭かけた歴史再現は成立！　問題が無いのでおじゃる！」

　ビミョーにイラっと来るが、怒ってもしょうがない。

　……じゃあ、大久保の勘違いかミスかなあ。

　否、食堂でタダメシを奢おごって貰もらった時の遣り取りは、こういう間違いこそを無くすものだ。ならばこれは大久保の仕込みか、

　……無言の合図か。

　大おお久く保ぼが、何かを仕込んだ。

　だが、それについては、代表委員長という立場から、こちらに知らせてはならない事があった、という事だ。

　大久保が、こちらにそれを伝えれば、御破算になるような事。

　一体何が、仕込まれていたのか。
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　正まさ純ずみは思案した。急ぎだ。この場は早急に答えを導きたい。

　だが、そのまま考えるにはヒントがなさ過ぎる。

　ゆえに逆説的に考える。

・俺　　：『ねえセージュン！　勝ってる!?　こっち優勢!?　どうなの？』

　うるさい馬鹿。ちょっと静かにしとけ。

　……ええと、今、私には、ＡＫの歴史再現成立についての情報が来てないんだよな。

　この会議の議題として、それを考慮しないと言う事だ。

　だが、大久保は、この事をこちらに伝えていない。

　そして大久保は、真ま面じ目めにやってる場合、仕事を過たない。

　つまり、大久保が、こちらにその情報を伝えられない理由があるからだ、と仮定する。

　何故なぜ、出来ないか。

　物理的な障害ではない。多忙であっても過たない後輩だ。

　……ならばこれは、大久保の選択だ。

　代表委員長が副会長に、伝えてはならない情報だと、そう判断したのだ。

　作為だ、と思った。

　こちらが気付いていないならば仕方ない。または、気付いているならばそれで良し。

　しかし代表委員長が副会長に〝示し唆さした〟ならば、そこに生じる作為が、この会議にとって悪いものをもたらす。

　だから大久保は、こちらに〝言わない事〟で、気付けと、そう仕込んだのだ。

　それは何かと、思った時だ。輝てる元もとが首を傾かしげた。

「何ださっきから黙って。……こっちで話を進めるぞ？」

　という彼女には、焦りも演技もない。そういうのが出来るタチでもないだろう。

　一方のＡＫも、今までのノリを見る限り、何か仕込みがあるとも思えない。というか、仕込みがあるなら〝襲名解除したと思ったろう〟的な事は言わない筈はずだ。つまりそれは、自分の歴史再現が完遂された、という前提なのだから。

　つまり、輝元達も気付いてない事がある。

　……何だ？

　と、ホライゾンが、横から窺うかがうように言ってきた。

「正まさ純ずみ様、ＡＫ様とは、出会った時にホライゾンルールでカタにハメてやろうかと、そんな事を思った記憶がありますが、ここでそれをやってやりましょうか」

「うーん……、大おお久く保ぼがそれを仕込んだとも思えんなあ……」

　まあ、いざとなったら有りかな、とは思った。正式な遣り取りを重視する大久保の意図とは違うだろうが、うちのノリとしてはホライゾンルールも有りだろう。あのうどん王国での話し合いが続行しているとすれば、充分にいけるだろうし。

　……ん？

　己は気付いた。大久保の仕込みと、示し唆さに、だ。
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　己は言った。ここから先を言葉にすれば、恐らく毛もう利りの関せきヶ原はら対策が瓦が解かいすると、そう思いながら口を開いた。

「暗黒Ｇ・ＡＫが、武蔵むさし撃沈の際、毛利と松まつ平だいら勢の争いとなる歴史再現を行った。……これについて、羽は柴しばも認め、聖連も認めた。この事はもう、事実だろう」

　だが、これに異を唱える事が、己には出来る。

「夏休み直前の事だ」

　うどん王国で流しうどんをやった夜に、ＡＫが訪れてきた。

「あの晩、ＡＫがこちらに要求したのは、その歴史再現を行う事の談合だった。こちらは相あい対たいともいえる会議の上で、それを認めたが──」

　言う。

「関ヶ原の結論として、松平勢は、ＡＫの斬ざん首しゆを行う。そしてこの事について、私達はＡＫの身柄を〝預かり〟としていたのだ」

　つまり、

「〝預かり〟を解除した憶おぼえはない。──よって、毛利と松平勢の諍いさかいをＡＫが歴史再現したとしても、それは関ヶ原の一部分だけで、まだ完了していない。

　私達が〝預かり〟を解除し、ＡＫの斬首もしくは他の結論を出さない限り、毛利及びＡＫの講じた関ヶ原の戦いは終了していないのだ」
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　正純は、後輩の事を思った。

　……お前は……！

　毛利の歴史再現を覆くつがえす。それも、斬首という〝失われる方法〟だ。

　これを、武蔵むさしの代表委員長が副会長に示し唆さしたら、どうなるか。

　武蔵は国家として総ぐるみで毛もう利りを追い落とそうとしている事になるし、〝失われる方法〟を深い政治レベルで認めている事となる。

　だから、だ。

　だからこちらが、気付かねばならなかった。

　あの夏休みに入ったばかりの夜。ＡＫとこちらの遣り取りが、今でも継続していると、そういう事にしなければならなかった。

　……その理屈なら、毛利の追い落としや、斬ざん首しゆの事も、ＡＫ側の持ち出しとして、審議継続中と、そういう事が出来るからな。

　だが本当に、「大おお久く保ぼ……！」と言いたくなる案件だ。

　そしてこれは、毛利にとっては全て覆くつがえる交渉カードだ。

　しかし自分が気付かなかったら、どうするつもりだ。
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「御嬢様、……副会長は、御嬢様の深遠な心遣いに気付いたでしょうか」

「気付かなかったらタダメシ食ってった分、請求してええで」

　大久保は、生徒会居室の窓際で、しかし窓枠に背をついて仕事を続けていた。

　指先と判断を飛ばしているのは、武蔵艦内の備蓄状況の確認と移送の許可出しだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやP.A.Odaからの外交艦が来るという事で、前もって多た摩まや村むら山やまの外交館を開放。他の国の大使の誘致も行ったので、まず食糧などの安全な項目から仕入れが来た。

　今、武蔵と大和やまとは空前のリフトオンラッシュだ。輸送艦が連続して接せつ舷げんしては、貨物を置いて去って行く。

　昨夜ゆうべから進めていたものだが、自分の処理速度が上がってきた。

　行ける。

　……復帰、出来てきとるなあ。

　各国から来る輸送艦の処理が、今のメインだ。

　とはいえ武蔵に接舷出来る輸送艦の数は限られている。順番待ちの処理には大型輸送艦や地上の港をハブに使い分けるが、その辺りは会計の判断下だ。地上側のハブ港は今のところうどん王国に任せていて、これは今まで世話になった四し国こくへの報償でもある。一段落したら他国の会計クラスがハブ港を「自分達のところにも置いてはどうだ」と交渉に来るやろな、と一息。

「────」

　窓に背を向けているが　窓の向こうで何が起きているかは解わかる。

　ろくな事をしていないのだ。

　手元、幾つかの重要なファクターを示す表示枠サインフレームがある。それらを時折確認し、遣り取りなども進めながら、己は呟つぶやいた。

「──さて、こちらは楽をしたい。毛もう利りはある程度の苦労はしたい。その毛利の態度を覆くつがえし、破壊出来たんやから、──どうすんねん？」

　言う。

「ここで毛利に〝言う事を聞け〟とやって、ジャンケン勝負に戻すんやったら、私が示した覆しはあまり意味がないで？」
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　輝てる元もとには、懸念があった。

　ＡＫが、武蔵むさしに未いまだ〝預かり〟の身であるのは、確かだろう。何しろ、

　……私がその話、聞いてねえからな！

「Mouri-01、どうなんだ？」

　振り向いた先、Mouri-01が両の人差し指を交こう叉ささせていた。

　……駄目かー。

　記録には残っている、という事だろう。ならば確定だ。

　こっちの歴史再現は認められているが、まだ関せきヶ原はらは終わっていない。

　毛利・輝元は関ヶ原の戦いにおいて松まつ平だいら勢に逆らった。

　だが、関ヶ原が終了していない以上、そんなものはどうとだって覆る。

　だが、と己は思った。

　懸念だ。

　何しろ武蔵勢は、先程、ジャンケン勝負をこっちに持ちかけて来たのだ。

　武蔵の本意は、関ヶ原を考え得る限り最速の短期間で、かつ被害を出さずに終える事だろう。これは間違いが無い。さっき、無血で関ヶ原を行いたいと、そうも聞いたのだ。

　ならば何故なぜ、関ヶ原を軽減するこちらの前提を、わざわざ覆しに来たのか。

　……さっきのジャンケン勝負、通せってのか？

　だがそれならば、交渉が先だろう。

　ではそうしないならば、何だろうか。

　……何を、この前提覆しの取引材料にする？

「輝元」

　武蔵副会長が言った。

「関ヶ原の戦いは、お前の言う通り、小規模であろうと、解釈の内であろうと、最低限やっておく事はやっておくと、そういう流れで行こう」

　つまり、

「お前の言った方法をベースに関ヶ原を行おう。──それも無血で、だ」
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「はア？」

　おかしい、と輝てる元もとは思った。それでは何の取引にもなっていないではないかと。

　こちらは武蔵むさしにも被害が生じるかもしれない方法を挙げたのだ。そして武蔵は無血を望み、争いを極力控えたいと、そういう態度だった筈はずだ。

　しかし何故なぜか、本ほん多だ・正まさ純ずみは、こちらの望むやり方をベースとしようと言う。

　武蔵の方針が変わった。

　……否。

　武蔵は、切り替えたのだ。恐らく今、こちらの前提を覆くつがえせると解わかった瞬間に、だ。

　何か別の取引を思いついた。ジャンケンによる関せきヶ原はらの戦いの無害化よりも、武蔵にとって有利となる取引だ。

　それは何かといえば、

「──テメエ、あたしがここに来た事を何に感謝してる？」

「それは当然、お前自身にだ。毛もう利り・輝元」

　ああそうかい、と己は苦笑した。そして確信した。この、目の前にいる女は、今さっきの一瞬で全てを判断したのだ、と。

　武蔵が、ジャンケン勝負よりも、この関ヶ原の戦いで望むもの。それは、

「関ヶ原をあたし達の望んだ方法ベースで行う事を、武蔵も了承する」

　しかし、

「──ヴェストファーレンで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが味方につく事を望む！　そういう取引だろう、本多・正純！」
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　……このヤンキー、何で政治的な読みが強いんだよ……。

　正純は、場の主導権はまだこっちに来ないな、と思いつつ、頷うなずいた。

「こちらは、とりあえず関ヶ原の戦い終了まで、覆しのカードは切らない事とする。

　そしてまた、関ヶ原の戦いが終了したら、そのカードを破は棄きしよう。

　代わりにそちらに望むのは──」

　さっき、輝元が言った通りの事だ。

「敢あえて言おう。──ヴェストファーレン会議でこちらの味方になってくれ、六護式仏蘭西」

「────」

　輝元が、口を歪ゆがめて目を細めた。
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・●　画：『あ、コレ、チョロいわね』

・金マル：『押して押して！　セージュン！　早く押す！　押しだよ！』

・黒　狼：『え？　どういう事ですの？』

・ホラ子：『どういう事ですかナイト様！　正まさ純ずみ様とミトツダイラ様に無くて、浅あさ間ま様とカーチャン様にあるものですか!?』

・銀　狼：『正純に無いものでどうしますの──!?』

・副会長：『え？　ちょっと待て、どういう事だ』

・●　画：『とりあえずネーム書くからそれ読みなさい!!』
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　正純は、ナルゼから来た文字を表示枠サインフレームに見た。ツキノワが差し示すそれを、口にする。

「頼むよ輝てる元もと……」

　結構、棒読みだなあ、と思いながら、とりあえず言ってみた。

「……お前にしか頼めないだろう、こんなの」

　言葉を投げかけた先。輝元が額に手を当てた。そして何か言いかけ、

「────」

　一回迷った上で、彼女が言葉を作った。

「──テメエ、どういう事だ、それは？」
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・□□凸：『えエ──!?　どういう事ですか──！』

・●　画：『ふふ、解わからないの？　だったら夏と冬に有あり明あけに行って三万円以上使うのね。それで理解出来るわ』

・十ＺＯ：『何か適当に具体的な数字が出てきたで御座るよ？』

・しとお：『え？　でも、今のでいいので御座りますか？』

・傷有り：『はい。〝どういう事だ〟、と言った時点で、その人は〝どういう事か〟が解っていて、意味を確認しているだけです。──つまり、こちらに納得させて欲しいだけなのです』

・金マル：『頼られると弱い人っているよね──』

・あさま：『あの、喜き美み、ホライゾン？　こっち見ないでいいですからね？』
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　そうだなあ、と正純は言った。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに助力を求めるのは、いろいろと理由がある。

　それはもう、純粋に、大国だから、というのが一義に来る。

　更には戦勝国だ。

　その上で、六護式仏蘭西の関係者が、身内にいるし、知り合いにもいる。

　だが、自分が、列強指導者の中から輝てる元もとを選ぶとしたら、理由は一つだ。これはもう、ナルゼのアドバイスなど無くても、すぐ解わかる事で、

「あのな？　お前の方だってそうだろう」

　お前、とか呼び合ってるのだ。

「欧州列強指導者の中で、お前とはタメ口で話せる」
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　……くっそー。

　痛いところをついて来やがる。

　この毛もう利り・輝元、義理人情と人の付き合いは間違った事がねえ。そして自分は、誰だれも彼もをテメエと呼ばわるものではあるが、目の前の女に対しては、こうも呼ぶのだ。

「本ほん多だ・正まさ純ずみ」

　言っておく。

「──そう簡単にゃいかねえぞ、ヴェストファーレン」

　それに、と己は思った。

　……無血と言う以上、コイツも、関せきヶ原はらを被害無く終えようとしてやがるのか。
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「──姫様。武蔵むさし副会長は、ひょっとして姫様と同じような事を……」

　というMouri-01の小さな指摘に、輝元は一つ頷うなずいた。

　……どうだろうな。

　自分には、一つ、考えている事がある。今後の、外界に開拓する六護式仏蘭西にも関わる事で、もしこれが出来れば、世界が変わるかもしれない、という事だ。

「本多・正純」

　もし、こちらと同じ事を考える事が出来るなら、支援の価値もあろう。

「あたしは、世界が行う今後の歴史再現について、ちと考えている事がある。大国の指導者として、な。そしてテメエは、この関ヶ原をなるべく被害少なく行こうとしてる。

　──じゃあちょっと、試させろ本多・正純。そして武蔵勢」

　言う。この閉じた武蔵の中で、実験場のように使える関ヶ原を前にして、

「もしもテメエらが、あたしのやろうとしている事に気付き、同じ道をいけるというならば、その時はヴェストファーレンで支援してやるよ。そうでなければいつも通り、な？」
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　……輝てる元もとのやろうとしている事に、気付くかどうか？

　何だろうか。

　解わからない。

　しかし正まさ純ずみは頷うなずいた。

「──それに気付き、こちらも態度を示せばいいんだな？　それは──」

「言ったらつまらねえだろ。こっちは表向き、いつもの歴史再現としてやっていくが、そこから気付け。ノーヒントだ」

　だが、と彼女は言った。

「答えを見せれば、〝なあんだ簡単な事だ〟って言う筈はずだ。だがそれを意識して出来るかどうか、って事だ。──何しろそれは、今の歴史再現を全否定するからな」

「今の歴史再現を、全否定……？」

「──テメエだっていいセン行ってんだぜ？　さっきのジャンケンなんかも、な」

　言われている意味が、よく解らん。

　ただ、輝元が明るい。

　……凄すさまじい自信と、リーダーシップだなあ。

　そんな相手が、何を考え、どのようにこちらを試すのか。

・貧従士：『この関せきヶ原はらは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの支援を受けられるかどうかの試験場ですか？』

・副会長：『まあそういう事になった、というべきかな。……歴史再現自体は、被害を出さない無血の方針で行けると思う。いつも通りというから……』

・現役娘：『無血方針なら、あれですわね。小お田だ原わら征せい伐ばつのような★の取り合いで』

　あれか、という声がちらほら上がる。羽は柴しば勢でも加か藤とう・嘉よし明あきが経験者だ。

　……でもこれは、既にやったやり方だよな。

　これが輝元の言う〝試し〟になるとは思えない。

　……ジャンケンはいいセンだが、それでもない、と。

　では彼女の言う〝試し〟とは、何だろうか。解れば単純な事らしいが、

・副会長：『私の方も思案する。皆も、気付いた事があれば言ってくれ。羽柴勢も、な？』

・約全員：『……Ｊｕｄジヤツジ．！』

　いい返答だ。ならば決まりだ。関ヶ原をやる意味が追加されたという事で、

「──では関ヶ原の進行だ。基本、無血で行きたいと考えているが、どうする？」

「話が早えな。だがその前に、ちょっと待て」

　輝元が小さく笑った。そして右手を挙げ、

「ちと、やられっぱなしってのも気に食わねえ。──遊びとして、テメエのやった覆くつがえしを、こっちでも覆してやらあ」
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　ＡＫは輝てる元もとが手を前後に振ってこちらを呼ぶのを見た。

「何でおじゃりますか！　輝元様！」

　自分は毛もう利り付きの極東勢。輝元の指示ならば何でも聞く所存と心構えだ。

　……さあ！　何用でも！

　思っていると、半目で輝元が言った。

「あのな？　お前の身が〝預かり〟って事で、今、武蔵むさしがあたしより優位に立ってる訳だ。

　で、その解除方法を今気付いたんだが、やってみるか？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　何でおじゃりますか」

　ああ、と輝元が言った。

「お前が斬ざん首しゆされると〝預かり〟が無くなって武蔵勢は交渉カードを失う。──どうする？　やる気あっか？」

「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──!?」

　とＡポーズを取りながら叫んだ瞬間だ。武蔵の副会長が手を上げた。

「すまん、こっちの〝預かり〟中だから、それを失わせようとした場合、武蔵としては認められん。武蔵撃沈の時、〝武蔵むさし野の〟が止めたのも同様の理由だと思うが、誠に遺憾である。

　ここで私は武蔵代表として介入したい」

「た、救たすかるのでおじゃるか!?」

　と問いかけた視線の先。輝元が額に手を当てていた。

　彼女はそのまま顔を俯うつむかせ、吐息して、

「面倒くせえぇ──────……」
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・●　画：『いい？　この〝面倒くせえ〟は、幾つかの解釈に分かれるわ。


　１：武蔵の〝失わせない〟方針が、常に関わってくるのが面倒くさい。

　２：ＡＫの扱いが面倒くさい。

　３：こういう時に逆らってくる正まさ純ずみと名前を呼び合う仲なのが面倒くさい。



　この内、一番使えるのは３だけど、ここはもう一回捻ひねって、


　４：正純がＡＫをこちらより優先した事が赦ゆるせない自分が面倒くさい。



　まで行くといいんじゃないかしら！』

・礼賛者：『いいんじゃないかしらと言われましても』

・十ＺＯ：『言っておくけどテストには一切出ないで御座るし、人物関係を誤認する恐れがあるのでフィクションとして考えるのが吉で御座るよ？』
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　ともあれまあ、と輝てる元もとは一息を入れた。

　そろそろ小こ西にしもやってくる。関せきヶ原はらはこっちの望みの形で進むなら、

　……どうだろうな。

　こちらの〝試し〟を仕込むのは、いつにすべきか。

　そしてもし、武蔵勢がそれに気付き、同調するならば、

　……コイツらと、ヴェストファーレンに乗り込む、って事だ。

　自分が今、抱いている気分は、希望だろうか、疑念だろうか。それは恐らく、今日の夕方、関ヶ原が終わる頃ころには解わかっている事だろう。だったら、

「面倒だから進めちまおうぜ本ほん多だ・正まさ純ずみ。

　──関ヶ原の戦い、ルーリングも決めつつ、行くぞ畜生」







[image: 第十九章『関ヶ原の外様』]
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　空に浮かぶ巨大な船が、朝の空にあった。

　二艦。武蔵むさしと大和やまとが、その艦尾側と艦首側を預けるようにしているのは、四し国こくの北東側、うどん王国と呼ばれる讃岐さぬきの空だった。

　讃岐は暫定支配を受けていない土地で、聖連には〝未開地〟登録をされているが、それゆえ、今のような状況下では都合のいい形で有用される。

　うどん王国の陸りく港みなとは、どこも盛況だった。武蔵と大和への輸送、買い付けのための順番待ちは大量で、外に漏れた艦は近くの丘か、場合によっては沿岸の砂浜、もしくは海上そのものを利用するようになっているのだ。

　そんな艦群が、ふと軽く動く地域があった。

　艦とは別の巨大物が行き来するがゆえ、待機状態の輸送艦が道を空けている。

　竜だった。

　赤の装甲に覆われた天竜が、海水を散らしながら丘を上がっていく。

　その姿に、丘上の櫓やぐらから声が掛かった。

「おそーい。朝食、もう冷えてるよ完全に」

「ハア!?　俺おれ達がお前らの飢えを満たすために海行って遊んで休暇気分を味わいながら魚もついでに捕ってきたってのに、何その言い分！」

『魚は私が捕って、兄上は貝中心だ。まあ、それなりに捕ってはきた』

　仕方ないねえ、と、二階建ての櫓の上に飛び乗るのは才さい蔵ぞうだ。彼女は、IZUMOの紋章が入った櫓の壁の奥を手で示し、弟の背の上で海水浴装備の兄に言う。

「あっち、根ね津づと由ゆ利りが氷ひ室むろ作ってるから、そこに運んでおいておくれよ」

『佐さ助すけは？』

「穴あな山やまの様子を見に。帰りに市場でいろいろ買ってくるって言ってたけど、あの人、余計なもの買ってくるのが好きだから、ちょっと邪魔が増える事になりそうだねえ」

「一気に食っちまえばいいじゃねえかよ。俺達ゃ武蔵勢だから豪遊していいんだろ？」

「関せきヶ原はらの時期の真さな田だは、本拠上うえ田だで羽は柴しば側だよ」

　才蔵が半目で言う。

「学長と若様が上田に籠ろう城じようして、関ヶ原に向かおうとする松まつ平だいら勢と、その中にいる兄若様を迎撃するの。──兄若様の歴史再現だけど、解わかってる？」

「ば、馬鹿野郎、知ってるに決まってんだろ!?　今、お前の事を試したんだよ俺は！」

『なお、その戦いで、関東の松平勢と兄上は関ヶ原に遅参となった訳だな』

「遅刻かよ！　いつもの事だぜ。気にすんな！」

「でもそれのおかげで、真田は関ヶ原に参戦しなかったんだけどね」

　だ・か・ら、と才さい蔵ぞうが櫓やぐらの屋根の上に中腰になって言う。

「今、私達がここにいるのは、その歴史再現。筧かけい、海うん野の、望もち月づきが前倒し再現したのと合わせて第二次上うえ田だ合かつ戦せんが成立出来るって、そう武蔵むさしの代表委員長から言われてね」

「何だよ!?　筧達と、俺おれのおかげかよ！　感謝してるか！」

「まあ、この混雑状況の中で、うちの場所が貰もらえたってのはデカいと思うけどね」

　と、才蔵が言う言葉に合わせ、声が来た。

「おーい、皆、健在か！」

　振り向いた信のぶ之ゆきが、丘の下の方を見た。道と言うには草の伸びた土の地面を、初老の極東人が歩いてくる。その姿を確認した信之が叫んだ。

「パパ！」
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　信之としては、ここで父に会うのは意外だった。

「何だよパパ！　俺達の事が心配で来たのかよ!?」

「いや、同人誌が再版されてまた肩身が狭くなったのでこっちに来た」

「くそー武蔵勢め……！」

　あいつら嫌がらせの上手うまさは天下一品だな！　と思っていると、信のぶ繁しげが父に問うた。

『父上、こちらには何を？』

「うむ。肩身が狭いのもあるが、武蔵で関ヶ原の戦いがあると、海野が、ほら、夏休みに世話した加か藤とう・清きよ正まさから聞いてな。こちらにお前らがいても、二人揃そろっているが故に即応が難しかろうと思って来たのだが……」

　父が、海水パンツに救命ジャケット姿のこちらと、海水を乾燥させるために各排気系を開き始めた信繁を見る。

　そして父が苦笑し、こう言った。

「──来なくても大丈夫だったか、別に」

「いや、パパ、来てくれねえと困るよ！」

　己は才蔵を指差しながら言った。

「だってコイツら醬しよう油ゆと味み噌そと塩だけで全部解決しようとすんだぜ!?　俺は洋食を一日一回食わねえと人間性が保もたねえっつーのに！」

「──ああハイハイ、昼要らないのね兄若様」

「そうは言ってねえよ！　俺は、出されたものは完食する派だからな！」

　言う頭上、武蔵と大和やまとから、音が響いた。

　時報だ。

　二時限目を示す音。それが何を意味するか、父が呟つぶやいた。

「関せきヶ原はらの戦いが、始まって、深くなっていくのだろうよ」

「学長、──まず、武蔵むさしと毛もう利りは、何をすると思います？」

　そうだなあ、と父が背負っていた荷物を投じると、何処どこかにいた真さな田だの学生がそれを空中で受け取り、櫓やぐらの陰に沈んだ。

　父は、その行き先を確かめるように目を一度細め、

「我々がそうだろう。──外部勢力による外部の戦闘、まずはその解決と排除だな」
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「姫様、具申します。──関ヶ原の戦いは短期間で決戦が終了したがゆえに、各地で起きた反松まつ平だいらの動きが中途半端になり、沈んでいった経緯があります。

　その再現を解釈でも済ませておかねば、後々の介入や、他国からの干渉になるかと」

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝てる元もとは頷うなずいた。

　とはいえ、真田は解決している。あと他に、メジャーな外の衝突というと、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシか」

　これはやはり、毛利など関係なく、松平側の歴史再現となるものだ。

　己は、本ほん多だ・正まさ純ずみに振り返り、疑問した。

「──だけどそっち、会あい津づ征せい伐ばつはもう終わってんだろ？　どうする？」
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　アデーレは、二ヶ月程前の事を思い出した。

「ええと、会津征伐って言うと……」

　何？　と首を傾かしげるのは、脇わき坂さかや可か児にと言った羽は柴しば勢の面々だ。

　するとこちらの中で、右の人差し指を立てて解説する者が生じた。

　第一特務だ。

「Ｊｕｄジヤツジ．、小お田だ原わら征伐の中で、勝ち星の取り合いと談合によって再現したもので御座るよ」

「テンゾー、長くなんの？」

　総長の問いかけに、己はふと気になって、加か藤とう・清きよ正まさに視線を向けた。

　……あ。

　疑いの無い目を、彼女が自分の父に向けている。

　第一特務の話では、かつての未来の彼が〝やらかした〟ようだ。だが清正の顔は、少なくとも今、判断はこの現在基準で行おうと、そう見える。だから己は総長に対し、

「総長、とりあえず第一特務に話して貰もらうのが間違いないかと」

「そうですトーリ様、トーリ様が話すより遙かに適役でしょう」

　アシストが来た。地面にいる右腕が親指を上げているので、こちらはメアリを確認。すると察したメアリが、娘に見えないように両手を合わせていた。

　……あ、自分、第一特務を介してメアリさんにいい事しましたね……。

　しみじみ思う視界の隅で、第一特務が一つ頷うなずいた。彼は、羽は柴しば勢に向かって、

「会あい津づ征せい伐ばつは、関せきヶ原はらの戦いにおける直接的な前ぜん哨しよう戦。そうなる筈はずのもので御座った」

　それはどういうものか。彼が、横のメアリの頷きと共に、言葉を続ける。

「関ヶ原の戦いというものが生じる前、羽柴勢であった上越露西亜スヴイエート・ルーシは、松まつ平だいらの政治的画策に対し、羽柴への不義理を感じて対抗策を打ち出していったので御座る。

　これを知った松平は、上うえ杉すぎが己への戦争を用意していると判断。挑発を受けたとして、自ら上越露西亜へと攻め込むので御座るな。

　これを会津征伐と呼ぶので御座る」

　しかし、と第一特務が指を一つ横に振った。

「上越露西亜の挙兵を知り、石いし田だ・三みつ成なりは、呼応して大おお坂さかで挙兵。上越露西亜と共に松平を挟撃しようとする。しかし松平がコレに気付き、転身。

　一度両者は態勢を建て直し、東とう海かい辺りでの決着を望んだようで御座るが、侵攻の方向性が違った事から擦れ違い、その修正となった決着場所が関ヶ原なので御座る。

　この際、幾つか小競り合いが生じて御座るが、その一つが真さな田だ親子による真田兄と松平増援の足止めで知られた第二次上うえ田だ合かつ戦せん。また、関ヶ原の前哨戦ともいえるが、流動的に和わ睦ぼくを結んで完結していった伊い勢せ─岐ぎ阜ふ間の戦闘で御座ろうな」

　と、第一特務が表示枠サインフレームを開き、ここまでの流れを書いた。


・上越露西亜の挑発に対して松平勢が会津征伐を起こす。
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・三成らの挙兵に、松平勢は江え戸どに戻る。
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・松平勢がいなくなったので、上越露西亜は最も上がみに侵攻（慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん）
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・西軍と東軍、東海方面での決着を望むが、擦れ違いが生じる（伊勢─岐阜間の争い）
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・大坂に向かう東軍のルートを塞ふさぐため、西軍が関ヶ原に布陣（関ヶ原の戦い）



「荒っぽいが、まあこの辺りが妥当な説明に御座ろう。

　──つまり、松平勢にとっては、関ヶ原の戦いを起こすためには、この会津征伐はクリアしておいた方が良い歴史再現なので御座るが──」

「既に終えているわね」

　言ったのは、伊達だて家副長だ。

　彼女の言葉がどういう事か、己も知っている。

　そう、この会あい津づ征せい伐ばつは既に終わっているのだ。それは先程も話にあったが、

「──小お田だ原わら征伐。あの、小田原の街の中での戦闘において、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最も上がみ、伊達だてや、武蔵むさし勢に羽は柴しば勢が勝敗を取り合い、その遣り取りで、上越露西亜は会津征伐を成立。

　そしてうちの副会長もそれを認めた事で、会津征伐は既に歴史再現を終えたんです」
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　そうよのう、と義よし光あきが笑うのを、上空警備として屋上に控えていた義よし康やすは聞いた。

　八やつ房ふさは、呼べば来る。腰に差している村むら雨さめは八房と己を繫つなぐものだ。ゆえに自分は身一つ、剣一つでこの屋上に来ているもので、先程までは魔女テクノヘクセン達が花火を打ち上げまくっていたが、

　……私、背が伸びた方がいいよなあ。

　右腕に抱えているのは、義光から八房獲得祝いに貰もらった米菓子セットだった。

　彼女とはたびたび顔を合わせていたが、同じ場所に控える、となると久し振りだ。

　しかし、菓子は美味うまいが、八房が己のものになったのに、これが祝いとは子供扱いを感じる。この扱いを逃れるには、もはや物理的な成長しかないのではないか、とも思う。とはいえ、

「ココ……、会津征伐は、あの小田原征伐の中にて成立完了。そして続く慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんも、成立しておる。既にこのような状況、武蔵勢は考えていた訳だえ」

　ええ、とやはり屋上からの警備と監視を行う人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑った。

「あの小田原征伐は楽しかったですわね。美食にスポーツ、温泉、また行きたいですわね」

　自分は、機き鳳ほうぶった切ったり、温泉入って空詠みカラオケやったりした憶おぼえがあるが、

　……まあ、アレも充実か。

　目の前にいる二人の人外卓球に付き合わされたのは、記憶に鮮やかだ。

「あの時の勝敗の受け渡し談合によって、最上は上越露西亜経由で六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、欧州の生産物を手に入れる事も可能となった。──まあ今は伊達を通じて三征西班牙トレス・エスパニアとも繫つながりを持っておるが、あちらにナメられずに済んでいるのも、貴様らのところとの付き合いを、あの小田原征伐で持ったからよの」

「ですわね。個人的には、同じ保護者枠で、敵対勢力になっていない、そしてまた、ならずに済みそうな辺り、有り難いですわ」

　そうだな、と己は思う。

　……段階を、踏んできたのだ。

　あの頃ころ、後に控える関東解放のため、自分は相当に肩に力が入っていた。全部を、指導者としての出来に繫げようとしていたように思う。

　一方の義光や、人狼女王達は、今、こうして話を聞くと、視野が広い。

　自分が未熟だったのだ、と思うが、この差は埋まらない気もする。というか、

「上越露西亜が小田原征伐に介入したのが、関東勢にとっては大きかったのだな」

「気付いたかえ、義よし康やす」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。

　小お田だ原わら征せい伐ばつは、多くの国が参加する談合の歴史再現だった。小田原での戦闘を連戦で遣り取りする中で、各陣営の勝ち星と負け星を交渉で遣り取りし、自勢力が後に行う歴史再現を、そこで代理再現させたのだ。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシは会あい津づ征伐を終了させ、私の方は、貴様らが三国会議の時に話を持ちかけてきた通り、慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんを終了させたのだえ。──ルールの悪用。だが正解よのう」

　確かにそうだ。

　特殊な歴史再現といえたが、利害関係の一致する自分達は、それを利用した。

　結果、会津征伐も、慶長出羽合戦も、終わっている。

「義康、貴様のところはどうなのだえ？」

「関せきヶ原はらの際、里さと見みは空いた関東を守護する役だ。私がこちらに来てしまっているが、その通りに副会長がやっているだろう」
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「御嬢様？　里見の副会長から〝関ヶ原の戦いなのに総長兼生徒会長が戻ってこないんだけど！〟と、感情的な通神文メールが来ております」

「──今、里見生徒会長は、武蔵むさしの守護やってるし、武蔵はそもそも松まつ平だいらの関東支配地を代理出来るんやから、問題はないと思うで？」

「Ｊｕｄ．、理知的に返しておきます」
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「……まあ、時とき茂しげも、離れながらいろいろ仕事を押しつけてすまんとは思うがな」

「義康も段々と武蔵勢に毒されてきたのう」

　どういう意味だ、と思うが、武蔵代表委員長を見ていればすぐに答えの出る事だった。

　……否、私、あれ程酷ひどく時茂使ってないぞ……？

　誤解があるが、それを解こうとすると酷くなるのが武蔵の土地だ。恐らくそういう呪のろいが掛かっていて、恐ろしい事に住人はそれを加護だと思ってるフシがある。

　なので無視。時茂には土産みやげを送っておけば良かろう。

　さて、と義よし光あきが小さく笑った。彼女は鮭しやけ延のべを軽く指で上に叩たたいて跳ね上げながら、

「歴史再現は、時に人を繫つなぎ、国を繫ぐ。北国の最も上がみが、ここに今、いられるようにな」

　つまり、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが目を細めた。

「武蔵側としては、ジャンケンで済ませる用意が、夏休み前にあったという事ですのね」

「あの頃ころ、無茶苦茶忙しかった憶おぼえがあるが、……実を結んだか」

「あらあら、夏休み前の貴女あなたにお疲れ様ですわね。でもどうなんですの？」

「何がだえ？」

　ええ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが頰ほおに指を当てて言った。

「流石さすがにちょっと間が空いてますもの。当時とは世界の状況も変わってますわ。

　聖連や他の国から、会あい津づ征せい伐ばつと慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん、改めてちゃんとやれと、そう言われたらどうしますの？」
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「まあ、うちも小お田だ原わら征伐には副長の人狼女王出していたりするから、大体解わかってはいる。

　──だけど、間が空いてるのも確かだ。テメエらの方で、何かフォローはしてるのか？」

　輝てる元もとに問われ、正まさ純ずみは手指を動かした。

　ツキノワが表示枠サインフレームを出す相手は、コイツしかいない。

「──大おお久く保ぼ、会津征伐と、慶長出羽合戦のフォローは出来てるか？」

・長安定：『会津征伐の始まりになる上越露西亜スヴイエート・ルーシからの挑発文、こんなん来てるで』

　表示枠サインフレームを見ると、そこに映っているのは直なお江え・兼かね続つぐから送られて来た聖協式の術式だ。回復術式らしいのだが、雷撃の絵と「死ねえええええええええええええええええええええええ！」というフレーバーテキストがついている。

・蜻蛉切：『流石さすがは雷帝、回復術式に見せかけ、このような挑発をするので御座るな』

・立花嫁：『恐怖政治と聞いていましたが、まさか回復術式までこのような……』

・銀　狼：『ええ、現場ではスーパー雷撃折せつ檻かんで、ホントに暴ぼう虐ぎやくな魔神王でしたのよ？』

　でまあ、と大久保が言葉を送ってきた。

・長安定：『別に松まつ平だいらは、上越露西亜には攻め込んどらんからな。後は慶長出羽合戦や』

・副会長：『最も上がみ側から上越露西亜への反撃は、やったのか？』

・長安定：『ああ、最上の所有する獣の群が攻撃を仕掛け、直江・兼続の指揮する上うえ杉すぎ勢が瓦が解かいしたと聞いとるよ。しかし上越露西亜は、それを確保し、最上の為なした事を民衆に見せつける準備をしているのだとか、そんな話やな』
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　雪の積もり始めた野原に、咆ほう吼こうが響き渡っていた。

　白の野の中では、悲鳴も上がっていた。

　直江・兼続だ。

　彼は今、最上の獣の攻撃を多段で受け、大地を転がるだけのものになっていた。

「ぐ、ぐあああああああああああ！」

　吹っ飛び、押され、まみれて、止まらない。ただ回り、転がるしかない風情だ。

　そんな獣に蹂じゆう躙りんされる直なお江えの姿を、遠く見つめる者がいた。

　やはり白の装甲にも見える外殻、その角を高く伸ばした姿は、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつだった。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ総長としての彼の隣には、青白い肌をしたマルファの姿もある。

　二人は、直江の現状を見ながら、手に力を込めて呟つぶやいた。

「く……！　流石さすがは最も上がみの野獣どもよ！　ここまでの破壊力とは……！」

　そうだな、とマルファが歯は嚙がみした。彼女は、胸元を押さえ、

「……秋あき田た犬いぬが、このような危険な動物だとは……！」





●






　景勝は脅威を感じていた。

　最上・義よし光あきが武蔵むさし援護のために新大陸に渡ると聞いた時、一番に気に掛かったのは、まず武蔵総長達の今後の事だ。

　だが、心配する事も大事な一方、だからこそ義光が行くのだと任せる事にした。

　しかし、最上・義光に任せたという事は、

　……今度は、最上の土地が主不在になっちゃうじゃないか……!!

　何て事だ。一応、最上と親しん戚せきづきあいの伊達だて家もいるが、伊達は副長や麾き下かが不在であったり、表向きは羽は柴しば勢に与くみしている。

　ならば自分が最上を周辺諸勢から守らねば、と思ったが、そこでマルファがこう提案をして来たのだ。

「慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんの補強をしておこうではないか」

　それは最上の土地を奪取しようという事になるのではないか。こちらはそのつもりが無くても、向こうが敵対したら、小お田だ原わら征伐が無駄になるではないか。そうなったら、

　……本ほん庄じよう君の努力が無駄になっちゃうよ……！

「ククク、マルファ！　我らが麾下が平和を望んだとしても、必要とあらば戦を望むか！」

「フ、戦にも幾つもの形があるのだ。それを貴様に教えてやろう……！」

　という言葉と共にマルファがとった手は、地球一周してきた武蔵の代表委員長に、連絡をとる事だった。彼女を仲介役兼保証人として、最上の警備につく算段をつけたのだ。

　第三者を挟み、お互いの安全と意思を確認した上で、対処する。

　この辺り、独立した浮上都市を治めてきたマルファなりの堅実さだろう。安全と信頼確保の上で、最上に慶長出羽合戦として直江・兼かね続つぐと麾下を派遣。戦いに見せ掛け、主不在の最上の国境守護を行う事となった。

　そして最上側の反撃の歴史再現として、それが送られてきた。

「最上の土地で育った獣の群だぞえ？　──魔神の王を称するなら、御ぎよしてみい」

　百頭を超える秋田犬の群であった。
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　場所は、景かげ勝かつが設けた動物園のフリーハグ広場だった。多くの動物たちと触れ合える場所として用意したものだが、上越露西亜スヴイエート・ルーシはとにかく寒い。殆ほとんどの動物を冬場に外には出せず、かといって熊など出す訳にも行かない。一回ヒグマを入れてみて、直なお江えにハグさせたら雷撃が五発くらい必要になった。動物相手では子供口調になる直江は少し相手を見た方がいい。

　今もそうだ。

　直江が秋あき田た犬いぬの群に転がされ、雪の上を蹂じゆう躙りんされている。

「あア～ん!!　ぼおくもうモフモフで限界でしゅう～！」

「貴様!!　いとも簡単に籠ろう絡らくされおって……！」

　[image: ]しかるが、秋田犬百頭の吠ほえる声は、直江を結構気に入ってるようだ。そしてマルファが、

「ククク！　だがこれらを御ぎよし、我らが民衆に見せつけてやる事で、最も上がみへの恐れを彼らは払ふつ拭しよくするであろう！」

「ああ、そうだマルファ！　この獣共を御するのは魔神族としての誇りに関わる使命！　最上恐れる相手ではなし！　その事を人々に知らせるためにも、御さねばな！」

「あヒィ────！　そこは駄目でしゅう────！」

「貴様ぁ──！」

「フフ、焦るな景勝」

　マルファが、表示枠サインフレームに掲示ポスターのデザインを切り始めた。

「ともあれ民衆には、最上の為なした事を知らせねばな！　そして人々が、この獣共を服従させる事で、自尊心を得られるようにしてやらねばならぬ！」

　言いつつ、彼女が動物園のクレヨン画の上に文字をタイプしていく。

『最上から秋田犬がやってきたよ！　餌えさやりタイムや、ふれあいスペースで仲良くなろう！』

「マルファ！　感情を剝むき出した民衆の顔が足りぬぞ！」

「笑い顔か、景勝！」

「ああ、いい歴史再現の補強だ！　これで厳寒の園であろうと、民衆の心は高らかな笑いと満足に満ちるだろう……！」

　楽しみだなあ！　皆、喜ぶといいなあ!!
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「上越露西亜に、直江・兼かね続つぐも敵かなわねえ獣を送り込んだってか……。最上も、思った以上に酷な事をするじゃねえか」

「ああ、うん。話を聞いてる限り、上越露西亜は恐怖政治でな。対抗するためにはそのくらいはしないとならんらしい」

　言った正まさ純ずみは、輝てる元もとがちらりと教きよう導どう院いんの屋上の方に視線を向けたのを見た。

　そこには人狼女王レーネ・デ・ガルウの派手な髪も見えるが、最も上がみ総長の尻尾しつぽもある。

　……里さと見み生徒会長もいるんだっけか。

　流石さすがに確認は出来ない。だが、

「……マクデブルク以降と、夏休み前に急ぎで仕込んだ結果が、ここで出てきた訳だ」

「よくまあ、やったもんだ。──こっちも利用したから文句言う気はねえが、他国からしてみりゃあ、介入案件を潰つぶされてたと、今になって気付くところだろう」

「それは有り難い事だ」

　己は、足元を指差した。

「多くの国は、私達がここまで来ると、そう思っていなかったという事だからな。

　大国はやはり、そうではなかったようだが──」

「アドバンテージはこっちのもの、ってか。

　まあいい。脇わきはちゃんと締めてきたみてえだな。上越露西亜スヴイエート・ルーシの会あい津づ征せい伐ばつも真さな田だの第二次上うえ田だ合かつ戦せんも押さえてきた。じゃあ後は──」

「西軍と東軍の、伊い勢せと岐ぎ阜ふ方面でも小競り合いとなるな。それについては……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と竹たけ中なかが手を上げた。彼女は左さ舷げん側、そちらの空に浮いている大和やまとを指差し、

「一昨夜の戦闘、伊勢から三み河かわ湾の上空を抜けた辺りの遣り取りを対応させる、というのではどうでしょうかね、武蔵むさし副会長」

「こちらも、それがいけると有り難い」

　輝元も頷うなずいた。ならばここは関係者間で済む歴史再現だ。

　……そうなると、どういう状況まで持ち込めた？

　先程クロスユナイトの示したスケジュールを、確認する。既に済んだ歴史再現については先頭に○をつけて歴史再現終了を示すならば、


○上越露西亜の挑発に対して松まつ平だいら勢が会津征伐を起こす。
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・三みつ成なりらの挙兵に、松平勢は江え戸どに戻る。
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○松平勢がいなくなったので、上越露西亜は最も上がみに侵攻（慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん）
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○西軍と東軍、東とう海かい方面での決着を望むが、擦れ違いが生じる（伊勢─岐阜間の争い）

[image: ]

・大坂に向かう東軍のルートを塞ふさぐため、西軍が関せきヶ原はらに布陣（関ヶ原の戦い）



「……三成の挙兵に対し、うちが江戸に戻るというのは、新型武蔵に私達が乗り込んだ事がそのまま適用出来るのか」

　言うと、竹たけ中なかが苦笑した。

「こちらも、それがいけると有り難いですねー」

　羽は柴しばとの協働歴史再現という事か。だがその箇所が○となり、歴史再現終了となれば、

「──あとは関せきヶ原はらの戦いのみか」

　と、輝てる元もとと竹中と己は、三人同時に辺りを見渡した。

　今ここに毛もう利り勢がいて、羽柴勢がいて、武蔵むさし勢がいる。他の国からの出場者もこちらに駆けつけてきているというならば、

「現場だ。──関ヶ原の戦いの現場を〝ここ〟として、歴史再現を開始するぞ」
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　そして校庭に皆が出たところで、左さ近こんは手を上げた。

　今日は無血で関ヶ原の戦いをするというので、機動殻は装備していない。鬼おに武たけ丸まるはトートバッグに頭部を入れて持ってきているが、年上からのアドバイス用だ。

　言えば何か助言もあるだろう、という事で、左近は皆の注目を浴びた上で、言ってみる。

「あのう。──関ヶ原の戦いって、結局、何をするんですよう」

『貴様も参戦する歴史再現なのに、調べてないのか……!?』

　トートバッグがキレた。
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「いや、調べてますよう。襲名する訳ですから、当然じゃないですかよう」

　この件については、失敬な、という思いをつけて抗議する。

「私の襲名は、関ヶ原の戦いがメインとも言えるんですから、解わかってますよう」

『でも貴様、三みつ成なりの推薦で襲名だろう』

「そう言われてみるとそんな気もしますですよう」

『〝気〟じゃなくてその通りだ……！　試験は大部分が免除だろうが！』

「な、何でそう言えるんですよう」

『起動して、貴様と合流する前に、三成から〝じゃあ、左近様の事、宜しく御願いいたしますね〟と言われて、まあ社交辞令だと思っていたら現実問題だったからな』

「わあ、三成様は気遣い出来る上司ですよう」

『貴様……！』

　またキレられた。だが気付くと、武蔵勢がこちらを見ている。

　そして武蔵の書記が、手を上げた。

「関ヶ原の戦いについて、よく知らない人──」

「はーい！　俺おれ──!!」

　皆が武蔵むさし総長に視線を向けた。すると武蔵の姫が、

「トーリ様に付き合いましょう」

「フフ、じゃあ私も──！」

　そして従士らしい姿が俯うつむきながら右手を挙げる。

「……な、何か、馬鹿の一員になる気がしますが、完全に解わかってる訳じゃないので、厳密という意味で、手を上げておきます」

　あっれー？　と武蔵総長とその姉と、武蔵の姫が、従士の周囲を回り出す。

「アデーレ！　どう？　俺おれ達と同じグループって？　楽しいぞお、毎日が気楽だぞお」

「フフ、ミトツダイラの娘も巨乳にするうちの家系のパワーが欲しいの？　そうなのね？」

「おやおやアデーレ様、どうしたのですかその味わい深い顔は」

「こ、こうなるから手を上げたくなかったんですよ……！」

　じゃあ……、とそろそろと皆が手を挙げ始める。

　己は、我が意を得たりと、それを指さし、

「ほら！　鬼おに武たけ丸まるさん！　皆解ってないですよう！」

『貴様が解ってない事が問題なのだ……！　解れ！』

「このトートバッグ、何か禅問答みたいな事を言い出しましたよう」

　そう思っていると、武蔵の副会長がこちらに手招きをした。

「……まあ、ちょっと流れを確認したいから、そっちの首謀者、呼んで貰もらえるか？」

　言われて三みつ成なりを探すと、いた。

　向こう。食堂の陰からこちらを窺うかがっている。
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　随分と警戒されたなあ、と正まさ純ずみは、島しまに連れられてくる石いし田だを見て思った。

　……羽は柴しばだったり石田だったりと忙しいが……。

　まあ今の時分では石田でいいのだろう。というか、何となく、昨日きのうの会談辺りから、羽柴や信のぶ長ながとは違うものを彼女には感じている。

　多分、後ろめたさだ。

　羽柴にしろ信長にしろ、自分がしている事について後ろめたさがあった。悪い事、間違っている事をしている、という感覚だ。

　石田にもそれはあるが、どことなく他人ひと事ごとというか、自分から発生していない感がある。それをする自分に対しての仕方なさではなく、数字的な犠牲からくるものと言うべきか。

　……主導していた上司と、その指示を守る麾き下かの違いか。

　そういう意味では、羽柴勢は〝受け継ぐ者〟が多いとも言える。

　無論それは、新大陸で見た過去を受け継ぐ自分達も同じなのだが。

「──では関せきヶ原はらだが、とりあえずの流れを頼む、石いし田だ・三みつ成なり」

　促す。

　すると横の輝てる元もとが頷うなずき、

「つまり、ベストエンドはアレだろ？　──そこの石田と、うちのＡＫ、あとP.A.Odaの小こ西にしが斬ざん首しゆされるんだよな」

　再び石田が逃げ出そうとしたのを、島しまがその腕を摑つかんで止めた。

「……やはり外れないのですか」

　ホライゾンがつまらなそうに言ったが、それはまた別だからな？
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「あの」

　と三成は手を上げて言った。

「斬首をマジでする場合、情報体に戻った上というのを希望します！」

「ああ、その辺りは大丈夫だ、安心しろ石田」

　武蔵むさし副会長が手を前後にひらひらと振る。そして彼女が、立たち花ばな・宗むね茂しげを指差し、

「──上手うまく切って貰もらえば大丈夫だから。前例あるし安心しろ」

　三み度たび逃げ出そうとしたら脇わき坂さかと嘉よし明あきに両腕を摑まれた。
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・８４８：『う、裏切りです！　謀む反ほんです脇坂様！　嘉明様！』

・きめえ：『まあたまにはいいじゃない』

・ＡｎＧ：『大丈夫大丈夫！　タツジンぽい人も笑顔だし！』

・８４８：『雑な謀反が来ましたよ──！』
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　ともあれ、話をするしかないようだ。

　三成は、うなだれ気味である事を自覚しながら、表示枠レルネンフイグーアを開いた。

　そこに見せる関ヶ原の戦い。その経緯は単純だ。

「──ええと、羽は柴しばは、死後、その跡継ぎの秀ひで頼よりの後見人として五ご大たい老ろうと呼ばれる者を指名していました。その一人であり、筆頭ともされた松まつ平だいらは、しかし羽柴の死後、関東の諸衆をまとめ上げながら、戦力の増強などを始めたのです。

　これは死後の平和を望んだ羽柴の意向に合わないもので、私……、石田・三成は、逆に羽柴の意向を守るよう、保守的に全てをまとめ上げようとした訳です」

　だがこれが、上手く行かなかった。

「羽は柴しばの勢力をまとめ上げると言う事は、羽柴勢のリーダーになるという事。しかし石いし田だ・三みつ成なりは、必死過ぎて、武断系に嫌われ、羽柴勢の分裂を生じてしまいます。

　そしてこちらも、対松まつ平だいらの用意をしたところで、会あい津づ征せい伐ばつが起きるんですね」

「何よオメエ、嫌われてんの？」

「か、神かみ代よの時代の事ですよ……！」

　そこから、前ぜん哨しよう戦がある。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシにいた松平勢が江え戸どに一度戻るのに合わせ、三成側も態勢を整え、決戦は当初、三み河かわ方面で行われるという予測がありました。

　しかしここで、すれ違いのような構図が生じるんですね」

　何処どこを重要視するか、という考えの違いだ。

「西軍は、東軍について清きよ洲すに入った福ふく島しま様を再び自勢に引き入れようと、南のルートを選びました。ここで西軍は伊い勢せまで侵攻し、支配地とします。

　しかし西軍は、福島様を信用して任せ、共に北側、岐ぎ阜ふを落としました。

　岐阜から大おお坂さかを狙ねらわれては危険。そのルートを塞ふさぐ事を狙って下がる形となった私達は、関せきヶ原はらを決戦地として選んだと、そういう事です」

　後の流れは大体、現場の事だ。

「関ヶ原では、戦闘が長期に渡ると思われていましたが、こちらの主力が松平側と内通していたり、それを知った事で離反も生じ、西軍は瓦が解かい。一日の内に決着がついてしまいました。

　私は、さっきも話があった通り、捕まって、首謀者として斬ざん首しゆされる訳ですね」

「──で、ここにいる輝てる元もとが、西軍大将として担ぎ出されていた訳だな」

　と、武蔵むさし副会長が、毛もう利り・輝元に視線を向けた。彼女は顎あごに手を当て、

「輝元、現場の流れは説明出来るか？」
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　アデーレは、毛利生徒会長が右の手を上げたのを見た。彼女の手の動く先、向こうの自動人形達が表示枠シーニヤカドルを展開する。

　……うわあ。

　毛利生徒会長は、荒っぽいように見える。が、自動人形達の追随する動きを見ていると、そうではないと解わかる。

　動き自体は迷いなく、淀よどみがないのだ。

　表示枠の展開は、優雅と言うには程遠いが、まるで速球をこちらに打ち込まれるような錯覚付きでなされ、

「まず西軍と東軍ってのがいる。西軍が羽柴側。東軍が松平側だ」

　両者は布陣して、次のように動く。


・布陣して開戦
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・小こ早ばや川かわと吉きつ川かわの裏切り
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・西軍敗走



　と、書かれた文字列というか、言葉の数を見て、己は思った。

　……何てシンプルな……。

　というか〝布陣して開戦〟の、気軽さが凄すごい。蓋ふたを開けたらゴハンが出来てる感だ。

　しかし、その事を思ったのは、自分だけではなかった。向こうの自動人形の長女も、

「あの、姫様？　もうちょっと言葉を多めにしても良いかと思うのですが……」

「あ？　いいんだよ。大体、全員ほとんど解わかってんだろ？　喋しやべり過ぎるとブレるぜ？」

　……ああ、こういう人でしたっけ……。

　何となく納得してしまうが、よく考えると、

・金マル：『〝布陣して開戦〟と、〝小早川と吉川の裏切り〟が同レベルってどういう事？』

・未熟者：『おやおや、大体は知っていると思うけど、そこにはドラマがあるんだよ！　それはもう、世界の運命を捻ねじ曲げる程のね……！』

・貧従士：『というか、確かにそこがターニングポイントなんですけどね。毛もう利り生徒会長の割り切り方が何か凄いっていうか』

・傷有り：『でも、その裏切りは、どういったものなのです？』

　確かにこの一文だと解らない。だから己は手を上げ、皆に言う。自分の知ってる範囲として、

「小早川っていうのは、小早川・秀ひで秋あきの事です。吉川っていうのは吉川・広ひろ家いえ。

　毛もう利りの両川と呼ばれた小早川と吉川の両家代表の二代目が、毛利の事を思ってか、西軍を裏切った動きをとってしまうんですね」

　それは、こういう事だ。

「両者とも、松まつ平だいら勢と内応していたんですが、戦いが始まって以後、しばらく動かなかった小早川・秀秋は、西軍の大おお谷たに・吉よし継つぐ達の隊へといきなり突撃を掛けるんです。

　これによって、西軍からは離反者が続出、一気に形勢が変わるんですね」

　そしてもう一人、吉川・広家については、

「一方の吉川・広家は、松平勢の背後に布陣する形となりました。彼が先頭となった毛利勢が突撃を掛ければ、松平勢は危機に陥ったと思いますが、先頭の広家隊は後続の前進要請をのらりくらりとかわして、遂に西軍総崩れまでその前進を止め切ったんです」

　そんな感じで、と終えた己の言葉の先を、継ぐ者がいた。

　第五特務だ。彼女はこちらに会釈してから手を上げ、前に出る。

「小早川は攻撃による裏切り、吉川は守る事による裏切りをしつつ、しかしその働きあって、西軍大将であった毛もう利り・輝てる元もとは斬ざん首しゆを免まぬかれましたの。無論、結果としては、厳しく領土を絞られながら、存続しましたわ。

　これが、毛利が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに与える〝損失〟であり、毛利側が可能な限りフォローした結果、となる訳ですわね」

　そして、

「……私が武蔵むさしに派遣された理由の一つは、この事態にどうにか介入する事を望んだためと、そう考えても宜しいですわね？」
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・元ヤン：『あれ？　厳密にそうだっけ？　悪い、あたしちょっと知らねえ時代かも』

・現役娘：『んー、うちの子の事は私の方で大体押さえてますけど、その辺りは、ちょっとアンヌの思おも惑わくだと思うので、ちょっと私では解わかりませんわね』

・もり３：『だったらアンヌがちょっとやってた事にしちゃえばいいんだよね！』

・もり１：『姫様、ちょっと曖あい昧まいですけど、その方がちょっと威厳が増すのでちょっと御願いいたします！』

・元ヤン：『ちょっとちょっととうるせえし、あたしは虚栄捨ててんだぞ……！』
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　ミトツダイラは、視線の先で輝元が腕を組むのを見た。そして彼女が一つ頷うなずき、

「そうかどうか、あたしは知らねえけど、アンヌだったら多分そこまで考えてた気がすっから、多分そうなんだろ！　じゃあその線で行くぞ！」

　……アバウトな……！

・ゆたか：『何か、神しん道とう向きかもって、そんな風に思いましたね、私……』

・礼賛者：『この人格だったら、毛利が六護式仏蘭西に損失与えても、笑って済ませてオッケーじゃないんですかね』

・賢姉様：『フフ、こういう女程、旦だん那なに迷惑掛けたくないものよ。でもそれを隠さないのはいい事ね。旦那も応援するでしょうから』

　まあ多分、そういう事だろう。自分も王に迷惑を掛けたくないが、自分一人でどうにかしようとして出来ず、失敗したのが中等部の頃ころのアレだ。

　だとすれば、この相手の思いも、何となく解る。堂々と、負債を消して帰りたいのだろう。自分には負債があっても受け入れてくれる王がいたし、彼女の夫もそうなのだろうが、

　……意地を張りますのね。

　騎士と王という自分達と、后きさきと王という立場の違いなのかもしれない。

　ただ己は思った。応援しようと。それは自分が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの出身という事ではなく、派遣騎士という事でもなく、

「一人の存在として応援しますわ、毛もう利り生徒会長」

「Ｔｅｓテスタメント．、だったら人狼ルウガルウ一家は助力してくれるってか。──失敗したら帰りに満月見せてくれ。それと一緒に帰参すりゃ、うちの馬鹿は笑ってくれるだろうからよ」

　それに、と彼女が言った。

「さっきも言ったが、〝試し〟は何処どこかで仕込むぜ？　それに気付き、対応してくれよな」

　……そうでしたわね。

　これは、六護式仏蘭西の支援を得るための、試験でもあるのだ。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自分は頷うなずき、屋上から母が見ている事を確認。右手を振ると、

　……飛び跳ねて両手で振り返さなくていいんですのよ……！

　見た目も表現も派手な母だが、ネイメアが辿たど々たどしく疑問付きで真似まねしてるのが気になる。

「──ただ、流れは見えましたわね」

　次は人員だ。

　関せきヶ原はらに誰が参戦し、動きを作ったのか。この身内総出で導き出さねばならない。







[image: 第二十章『決戦場の教員達』]
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「おーい、そーっち、どうーしてんーの」

　間延びした声が空に響いた。それを聞くのは、輸送艦の甲板上にいる池いけ田だと、

『てるるるるるるあさあさあさののの』

「ああ、刑部おさかべ姫ひめ、解わかってる。けどさあ……」

　池田は周囲を見渡した。

　今、自分達がいるのは関東と東とう海かいの間。富ふ士じ山さんを西に望む空だった。

　池田は、関せきヶ原はらの戦いの歴史再現では東軍に所属する。しかし三み河かわの撤収管理もあるし、この位置からだと間に合わない。なので表示枠レルネンフイグーアによる遠隔参加という事にして、撤収作業を進め、本来の任務地である白しら鷺さぎ城じようの修復現場へと向かっているのだが、

　……あの自動人形まで預かりの身になるとはなあ。

　何か、人外に関する仕事が多い気がする。

「でも、何でこのタイミングで関ヶ原の戦いが今始まるかなー……」

『まだまだまだまだ？』

「いや、羽は柴しば様達と武蔵むさしが合流するのは、親子関係多いし、即日でも納得出来るけど、……関ヶ原までやっちゃうのは、ちょっと想定外ってか。

　もう少し他国を巻き込んで十月中旬とかにやると思ってたなあ」

　それゆえ、また新しい任務が来てしまった。

　元々、この東海と関東の中間は、佐さ久く間まの守っていた空だった。が、佐久間は賤しずヶ岳たけの戦いで艦群を失い、今は元柴しば田た班と合流しているらしい。

　関東諸家は里さと見みと最も上がみ、伊達だてが押さえ、武蔵会計もいろいろと手を打っているらしいが、関ヶ原を始めるとなると、万が一がある。だから、というように、竹たけ中なかから指示が来た。

・黒　竹：『あのですね？　関ヶ原の前ぜん哨しよう戦で、伊い勢せや岐ぎ阜ふ、清きよ洲すなど、三河方面での戦闘を武蔵と大和やまとの戦闘にて代理とするんですが、関東諸家及び、他国が動く恐れがあります』

・イケ照：『そいつらが三河に入ってきて、その前哨戦をやりかねない、と？』

・黒　竹：『可能性の問題ですねー。また、佐久間さんがいなくなった上で、里見生徒会長や最上総長もこちらに来ています。──羽柴、武蔵の一員として、睨にらみを利かせる役が欲しいと、まあそういうところなんですね』

　珍しく武断系の仕事が来た。そんな事実に浮かれる訳でもないが、白鷺城の補修も一日で終わるようなものでもない。

・イケ照：『──関ヶ原の戦いは、いつ終わります？』

・黒　竹：『今日中には終わりますよー。あ、でも池田君、君も関ヶ原には出場しているので、表示枠の応答は出来るようにしておいて下さい。

　出来ればこっちに来て欲しかったんですが、そっちの撤収関係や、関東側を空けておくのも危険ですからね。宜しく御願いします』

　Ｔｅｓテスタメント．、と返答したら「今後はＪｕｄジヤツジ．ですんでー」と言われたが、つまり世界は動いたと、そういう事だ。

　まだまだ一年生、上役が都合をつけられるならばそれに従おうと思い、ここにいる。

『Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．Ｊｕ．ｊｕ．ｊｕ．ｊｕ．』

「あー、発音だと、後の方が聞きやすいかなあ』

『おぼおぼおぼえておくおくくくく』

・浅　野：『何かそーっちーも大ー変か』

・イケ照：『まあどこもかしこもここ一週間くらいはそうなるだろ』

　と言ってる間に、表示枠レルネンフイグーアが追加された。何かと思えば、

「……関せきヶ原はらの、参戦リストか」
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　間に合った！　というのが小こ西にしの感想だった。

　平地のように駆け上がった階段の上。校庭の左側で、武蔵むさし勢と羽は柴しば勢が集まっている。そこには毛もう利り勢も加わっており、武蔵の教員が、

「よーし、じゃあ先生の引いたラインからこっちが西軍。こっちが東軍ね」

　などと、陣地分けまで開始しているのだ。

　この流れに加わらないと、いろいろ勝手に決められかねない。なので、

「おう、ちょっと待ちやあ！　小西・行ゆき長なが！　来たで！　所属はP.A.Odaや！」

「あれ？　小西さん、……うちの麾き下かなんで、羽柴勢ですよね？」

　三みつ成なりに問われ、己は肩を落とす。

「ぶっちゃけ、安あ土づちにもよく乗ってたから羽柴勢として欲しかったけど、竹たけ中なかの指示でP.A.Oda領地からいろいろ貨物を大和やまとに送ってる最中に、目をつけられたんよ。

　P.A.Odaから送ってるって事は、P.A.Odaの学生だよね？　って事で」

「うわ。すみません……」

「P.A.Odaとしては羽柴に繫つながるラインを確保しておきたいのと違ちやう？　こっちもまあ、それで商売に繫がればいいし、無理なら無理で、何か理由つけて武蔵に亡命するわ」

　そのくらい割り切りたいのは、理由があるからだ。

　……私の襲名、この関ヶ原で斬ざん首しゆされるからなあ……。

　覚悟はあった。

　父も小西の襲名だ。だが、父は武蔵所属。その子となる行長を、自分が武蔵で襲名したならば、各国から斬首の再現を迫られる可能性がある。

　ゆえに国力のあるP.A.Odaに亡命の上で、襲名したのだ。だが、

　……P.A.Odaが、瓦が解かい寸前となるとは。

　自分も参加した慶けい長ちようの役えきが、ターニングポイントだったと、己については思う。関東という巨大な経済圏を失ったまま、以後のP.A.Odaは、創世計画に向かって備蓄を消費する事になったからだ。

　夏休みがあったのは、まだよかった。

　ただ、夏休みを終えた後は、創世計画が行われなければ備蓄の消費量がキツくなる。これは創世計画のための交渉にも、多大な金や食糧、資材が必要となったからだ。

　武蔵むさしを撃沈出来たのは幸いだった。交渉材料として武力を出し、世界における唯一戦力としての強みを見せていけたからだ。

　だがその強みも、今は無くなった。ならば、

「自分の分のケリをツケに来とんのや。西軍として、仲間に入れてくれんか」
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　日が高くなった。

　輝てる元もとは遮光術式を空に展開するようMouri-01に指示し、小こ西にしが西軍の中に入ったのを確認。そのタイミングで声を掛けた。

「よーし、大体、開戦前の状態にはなったな？　これから襲名関係調整すっから」

　見る。そこにあるのはメンバー分けの表示枠シーニヤカドルだ。

「既に襲名して、そこにいるのは○マークついてっからな？　あと、出場してるらしいが、部隊を構えてんのか不明なのは挙げてねえ。どっかに入って諸衆扱いって事で頼むわ」





●西軍



　○毛もう利り・輝元　吉きつ川かわ・広ひろ家いえ　小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あき　○小西・行ゆき長なが　○安あん国こく寺じ・恵え瓊けい

　○石いし田だ・三みつ成なり　○島しま・左さ近こん　○大おお谷たに・吉よし継つぐ　○糟かす屋や・武たけ則のり　○脇わき坂さか・安あん治じ

　宇う喜き多た・秀ひで家いえ　島しま津づ・義よし弘ひろ　織お田だ家諸衆　他





●東軍



　○松まつ平だいらとか　○井い伊い・直なお政まさ　本ほん多だ・忠ただ勝かつ　○福ふく島しま・正まさ則のり　○細ほそ川かわ・忠ただ興おき

　黒くろ田だ・長なが政まさ　○浅あさ野の・幸ゆき長なが　○池いけ田だ・照てる政まさ　○加か藤とう・嘉よし明あき

　山やま内うち・一かず豊とよ　寺てら沢ざわ・広ひろ高たか　藤とう堂どう・高たか虎とら　京きよう極ごく勢

　筒つつ井い・定さだ次つぐ　生い駒こま・一かず正まさ　田た中なか・吉よし政まさ　有あり馬ま・豊とよ氏うじ　金かな森もり・長なが近ちか




「結構いますわねー」

　と、校庭の出場枠ラインの外にいる人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘が感想した。

　そして武蔵むさしの馬鹿が、

「おい！　松まつ平だいらとか、って何だよ！」

「テメエんトコの所帯用の枠だよ！　感謝しとけ！」

　という言葉に、気付いたように頷うなずいたのは、浅あさ間ま神社代表だ。彼女は武蔵の姫と、人狼女王の娘の肩を叩たたき、無言で馬鹿の方に誘導する。馬鹿の姉もついて行くが、

　……権ごん現げんの襲名となると、このくらいの扱いにしとかなきゃあ、後々ナメられるからな。

「輝てる元もと、気を遣わせたな」

「気にすんな。ヴェストファーレンまでに〝あの馬鹿、ちょっとナメらんねえぞ〟って思わせるにゃ、テメエらがああだこうだするより、あたしが持ち上げてやった方が早えだろ。後々の保険って感じだ。あと、──あの馬鹿自体も、もうあれが枠組なんだろ？」

「そうなる。──が、いいのか？　まだうちの味方になるか、試しが終わってないと思うが」

「このくらいなら構わねえよ、馬鹿」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷かれ、Ｔｅｓテスタメント．、と返しておく。この応答も、ひょっとしたらヴェストファーレンで変わるのかもしれねえな、と思い、そこに意味はあるのか、見つけようとして、

「────」

　やめた。多分、長い付き合いになるのだ。一つ一つ考えてたらフケるだけだ。だから、

「よーし、これから、襲名割り当てを行う！　枠外の連中もよく聞いておけ！」
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　オリオトライは、補助としてやってきた三さん要ようと一緒に、天幕とテーブルを校庭の隅に建てていた。どちらかというと自分の方が手伝いながら、彼女の疑問を聞いていく。

「襲名割り当ては、どのくらい出来るんですか？」

　襲名割り当ては、歴史再現に対して襲名者が足りない時、現場の有力者や代理権限、条件を満たす者で代理を作る事だ。

　最近のメジャー再現では、賤しずヶ岳たけの戦いで、丹に羽わが滝たき川がわの代理を行っている。

　この関せきヶ原はらの戦いも、かなりの〝穴〟があるが、これを埋めねばならない。だが、

「現場の穴埋めとしての代理襲名だったら、かなり自由に出来る筈はずよ。何しろ武蔵、羽は柴しば、毛もう利りの三勢力合同だから」

　そう言ったものを見越した上での毛利・輝元の参上だろう。

　……行けそうねえ。

　ともすれば口元が緩みかねないが、何とか堪こらえて天幕を起こす。ストッパーを止め、皆の方に振り向けば、校庭で西軍枠と東軍枠、そして外枠にいる皆が、話し合いを始めている。

　かなり自由に出来るとは言え、しかし数も多い。

「まあ、どうにかするでしょ」

　水分補給の用意などはしておく必要があるなと、そう思い、表示枠サインフレームを開いた。
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　三みつ成なりは手を上げた。

　仕切りの輝てる元もとが、こう言ったのだ。

「襲名割り当てで、今ここにいる連中に代理の二重集名とか、させるの、いるか？」

　いる。だから手を上げた。しかし、輝元はこちらを見ずに横を向き、

「おお、本ほん多だ・正まさ純ずみ、やっぱいるか」

「こ、こっちを無視しないで下さいよ！　こっちが先に手を上げました！」

「コイツ、ホントに石いし田だ・三成っぺえな……」

　輝元が理不尽な半目をこっちに向けつつ、首を傾かしげた。

「テメエの方は、基本、西軍だろ。西軍側で代理襲名出せるの、いるか？」

　西軍側で出ていないのは、吉きつ川かわ・広ひろ家いえ、小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あき、宇う喜き多た・秀ひで家いえ、島しま津づ・義よし弘ひろ、織お田だ家諸衆と他の者達だ。

　確かに、このメンバーでこちらが口を出せる者はいない。全員、羽は柴しば麾き下かではないのだから。

　だが、彼らとは別で干渉出来る存在がいる。しかしそれは西軍ではなく、

「東軍！　黒くろ田だ・長なが政まさに、竹たけ中なか様を推します！　竹中様は黒田・長政の父である官かん兵べ衛えの襲名者。その子の襲名においても、通るものでしょう」
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　言うなあ、と小こ西にしは思った。

　……羨うらやましい物言いやな。

　親を襲名していたから、子の襲名も可能。

　強引な理屈だが、黒田の親子に限って言えば、息子むすこの長政も優秀だったが、彼が畏おそれを抱く程の相手がやはり父だった。

　今、竹中が手を上げて外枠から東軍の枠に入るのを、咎とがめるのは誰だれもいない。

　見事だ。羽柴の軍師として、毛もう利り攻めを行い、武蔵むさしとの戦闘を繰り返してきたという意味では、戦闘経験も含み、最高の参謀役だろう。ハイダメージ・ハイリターンの名の通り、勝ちは意地でも拾おうとするし、負ける時でも全力を尽くすか、またはハイリターンでないならば引き際を早く済ませもする。

　それが代理で、官兵衛の息子、長政の襲名もここで行うが、

「──このまま、長政の襲名権も得る気やろ」

　言葉を投げた先、羽柴がこちらに視線を振ってきた。今は、敵ではないが、完全に味方でもない。そんな関係だが、羽は柴しばは小さく笑い、

「……そのつもりです」

　言った台詞せりふに力があった。そして己は思った。羽柴はもう、武蔵むさしと共に行くんやな、と。

　黒くろ田だ・長なが政まさは東軍。武蔵勢だ。そこに自分が信頼出来る参謀を置くのはそういう意味だ。先程の視線と言葉は、P.A.Odaにいる自分に対し、それを〝向こう〟に伝えろという事か。

　……随分と、堂々となったもんや。

　自分のように、親子のそれぞれの襲名を怯おびえる事もなく、仲間にそれを継がせ、先へと行くのだ。

　こちらもしっかりせんとな、と思う視界の中で手が二つ上がった。

　外枠の向こう、毛もう利り勢の方にいるMouri-02と03だ。彼女達は西軍の枠に足を踏み入れ、

「Mouri-02、吉きつ川かわ・元もと春はるの現襲名に追加し、二重集名としてその子、吉川・広ひろ家いえを」

「Mouri-03、小こ早ばや川かわ・隆たか景かげの現襲名に追加し、二重集名としてその子、小早川・秀ひで秋あきを！」

　黒田・長政に続き、毛利が二人の重要人物の代理襲名を宣言した。
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　校舎の屋上から、義よし康やすは、下で行われるメンバー選出を見ていた。

　……地味な作業が始まったなあ。

　小お田だ原わら征伐の時は、出場選手もスパスパ決めて乗り込んでいた気がするが、

・長安定：『意外に、毛利・輝てる元もとが堅実やな』

・義　　：『どういう事だ？』

・長安定：『襲名に無理をしとらん』

　大おお久く保ぼの言葉に、己は、始まったばかりの出場枠を見た。

　……羽柴が、黒田・長政に、その親である黒田・官かん兵べ衛えを当てたな。

　続いて輝元が、二人分の代理襲名を行った。

　吉川・広家に、その親である吉川・元春を。

　小早川・秀秋に、その親である小早川・隆景を当てたのだ。

　これはつまり、

・義　　：『羽柴が選んだ代理襲名は襲名先と襲名者が〝親子関係〟だ。

　そして対する毛利・輝元も、羽柴の例にならって、〝親子関係〟となる吉川と小早川の二人を代理襲名に選んだ、という事か』

・長安定：『そやな。歴史再現の後、代理襲名がいい加減だとツッコまれないようにするには、説得力が要るが、〝襲名者の子なので〟というのは結構効く。無論、その逆だってありだから、ここはうちの方も、カードを切れるわな』

　東軍側、武蔵勢との〝親子関係〟は、確かに、あると言えばある。

「──本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘、本多・二ふた代よか」
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　……これ、ひょっとして、うちが気を遣われたのかなあ、二代の事で……。

　と、正まさ純ずみは内心で首を傾かしげた。

　今、親子の縁による代理襲名が優先されているのは解わかる。ゆえに、

・しとお：『──母上の番に御座りますか？』

・金マル：『あー、そっか、ニダヤン、直接の親子だから、襲名有りだよね』

　確かにそれが出来る。ただ、

　……どうだ？

　これはきっと、チュートリアルのようなものだろう。

　ゆえに己は決断した。

「本多・忠勝の襲名だが、こうしようと思う。

　──武蔵むさし勢から本多・忠勝の代理襲名は出さない、と」
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　何故なぜ、という空気が、逆に沈黙と緊張を呼んだ。

　ただ、その中にいて、二代は無む手てのまま深く息をついた。

　……正純。

　恩に着る、としかいえない。何しろ、

「拙せつ者しや、父である忠勝の襲名にはまだ程遠いもの。父は幾多の戦闘を無傷で抜けたが、拙者、一昨夜の戦闘でもヘッドバットを甘く入れて鼻血ブーした身。代理襲名などとても」

　そうだな、と正純が応じる。

「うちの二代がその方針なのは、彼女と相あい対たいした者ならば知っていようし、見解としても出ている筈はずだ。つまりここで二代を本多・忠勝の代理襲名に当てた方が、後々に他国から干渉される可能性が高いんだ」

「ええと、じゃあ……」

　石いし田だが、迷った。

　羽柴勢の人材にも福ふく島しまなど手て練だれがいるが、こちらが今のような断りをしたために踏み込みにくかろう。この辺り、ちとプレッシャーを掛けてしまったかと思い、

「拙者は拙者の都合。気にせず他が代理襲名をするがよいで御座ろう」

　言った台詞せりふに、皆が二つの影に視線を向けた。

　石田と毛もう利り・輝てる元もとに、だ。

　だが石田は、首を横に振る。

「──無理です」

「やるじゃねえか」

　毛もう利り・輝てる元もとが、正まさ純ずみを見る目を細めた。

「……血縁関係で押すのは、代理襲名では安全な選出方法だ。それに対して油断しなかったんだから、褒めてやるよ」

「有り難うで御座る」

　毛利・輝元が、信じられないものを見る目を向けて来たで御座るよ？

　ただ、と彼女が半目で言った。

「──こっちも出せる人材ねえぞ」
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・不退転：『この場合、どうなるのかしら？』

・○べ屋：『単純に考えたら、歴史再現がストップもしくは傷物になるから、こうなる原因作った馬鹿の責任になるんじゃないかな？』

・賢姉様：『ククク、馬鹿は何処どこ!?　頭の悪い子はいねがああああああああああああ！』

・ゆたか：『うわ、父姉様、声の通りが凄すごい……』

・副会長：『というか悪かったな！　いきなりこう来ると思わなかったんだよ！』
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「じゃあ、私しかおらぬだろうよ」

　と、風と声が東軍枠内に生じたのを、正純は見た。

　最も上がみ総長だ。極東制服姿の彼女が、東軍の枠内に立ち、小さく笑った。

　屋上にいた影が、いきなり手元ともいえる位置にいる。そして、

「幾度とない戦闘でも無傷。──私か人狼女王レーネ・デ・ガルウくらいだろうて」

「ハ、──槍やりは使えるのか？」

「無血であろう？　──卓球のラケットよりどっちが使いやすいかえ？」

　さあな、と両手を上に広げて挙げた輝元が、こちらを見る。

「最上に貸しか？」

「最上も関せきヶ原はらの際に慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんを行っていて、部外者ではない。実力としては充分だろうし、同時期の関係戦線に加わっていたならば、代理襲名の権限はあると思うが」

「代理襲名として、いきなり危険球来やがったなあ……」

　と輝元が口を横に開いたと同時、石いし田だが手を上げた。

「じゃ、じゃあ、うちも危険球行きます！　──藤とう堂どう・高たか虎とらに、〝大和やまと〟を推します！」
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　外枠の中で、清きよ正まさは、父の声を聞いた。それはどことなく呟つぶやかれるようでいて、しかし自分に向けられたもので、

「──藤とう堂どう・高たか虎とらは、清正殿と同じく、築城の達人。ここでは清正殿が選出されると思って御座ったが」

　否、と己は慌てて首を横に振った。

「関せきヶ原はらの前、私は松まつ平だいら側に近しくなりますが、二面政策として松平勢に対する叛はん意いの支援を行っていた事がバレて、九州に謹慎を命じられてしまうのですよ。

　関ヶ原の状況が始まるところで、私はそれを赦ゆるされ、九州方面の西軍派、──そちらの立たち花ばな様の城などを攻略していきますが、関ヶ原の現場で活動された藤堂・高虎を二重襲名するには、代理と言っても少し荷が重いですね」

　言って、Ｊｕｄジヤツジ．、と言われ、そして見た正面。東軍の枠内にいた福ふく島しまがこちらを見ている事に気付いた。彼女は、一つ頷うなずき視線を逸そらすが、そこで己は彼女の素振りを理解した。

　……あっ。私、御父様と初めて長文語りを……。

「ジェイミーは、戦国時代に詳しいのですね」

　母に笑みをつけてまで言われると、小さくならざるを得ない。
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・立花夫：『ちなみに私は、神かみ代よの時代だと、この頃ころは伊い勢せ方面の西軍主力として頑張っていて、関せきヶ原はらの開戦には間に合わなかったのですね。駆けつけた時には西軍が壊滅していて、大おお坂さか城じようで毛もう利り・輝てる元もと様に戦闘継続を進言して断られたりしています』

・ＡｎＧ：『……言葉選んで、何か言うべき？』

・●　画：『……地方で暴れ回って、後で壊滅した主力に挨あい拶さつしに行くとか、流石さすがだわ』

・立花嫁：『れ、礼儀を重んじるのです！　そういう事です！』
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「──で、羽は柴しば？　その〝大和やまと〟の襲名条件ってのは、何だ、言ってみろ。

　後で他国からツッコまれたりしねえだろうな？」

　三みつ成なりは、どっちが立場上なんですかね……、としみじみ思いつつ、輝元に持論を述べた。

「藤とう堂どう・高たか虎とらは、主君をたびたび変えざるを得なかった事や、築城の得手としても有名ですが、松まつ平だいらが羽柴の元に逗とう留りゆうする時の屋敷の建造を担当し、また、江え戸ど城じよう建築にも手を貸しています。

　そして、彼の身体からだは歴戦で傷つき、隙すき間まの無い程に負傷の積み重ねがあったとも。

　この辺り、航空戦艦としての居住性も含み、該当されると判断します」

　更には、

「何よりも、藤堂・高虎は、己を松平の先せん鋒ぽうと捉とらえていましたが、死後に殉じゆん死し者が出る事を危き惧ぐし、松平に上意を出させてそれを止めさせています。その際の理由が〝もし殉死者が出れば、藤堂家を松平の先鋒から外す〟というものでした」

「それが何で大和に関わるんだよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、己は告げた。

「創世計画にしろ、他の方法にしろ、──あの第二の月へ向かう際、大和は武蔵の先鋒となります。それは絶対です。この襲名を他に任せる事が出来ますか」





●






・８４８：『なおコレ、藤堂・高虎が四し国こくの今いま治ばり方面を治めていた事にも由来します。あちらには地上武蔵が展開していた筈はずで、それが抜けた後、大和の地上側補給地として使わせてもらえないかな、って……』

・○べ屋：『いいよいいよー！　来いやあ金かね蔓づる！』

・未熟者：『ついでに注釈すると、同じ東軍になってる加か藤とう・嘉よし明あき君は、四国の領地が隣接していたので藤堂・高虎と不仲だったんだ。しかし後に松平が高虎を良い領地に転てん封ぽうしようとした時、高虎が高齢を理由に嘉明君にそれを譲り、嘉明君も和解したという話があるね』

・きめえ：『私、大和やまとの居住区の良い処ところが貰もらえるっていう事かしら』

・ＡｎＧ：『あー、ついでにもうちょっと注釈すると、アンジーはこの関せきヶ原はらで、そのタカトラから寝返り相談受けてて、寝返るからヨロシク。

　戦後はキメちゃんの御近所、四し国こくの大おお洲ずを貰って治める事になるんだよね』

・貧従士：『あの、一昨夜、山やま形がた城じように一発入れた時、四国上空回ったのは……』

・きめえ：『襲名的に、四国の空を通過しても私達なら文句言われないから、というのもあるわね。……で、〝大和〟の方、大丈夫かしら？』

・超正義：『あの、関ヶ原で私の部隊が思い切り攻撃くらって壊滅するのって、その藤とう堂どう・高たか虎とらによるものなので、少々御考慮御願いします！』

・大　和：『な、何か一気にタスクが増えましたけど、頑張ります！　──以上！』
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「そういう事か」

　輝てる元もとが呟つぶやくように言ったのを、Mouri-01は聞いた。

「──だけどその代理襲名だったら、もう、親子とかそういうの無しで、実力やエピソード合わせで誰だれでも襲名オッケーって事だよな？　つまり、最も上がみ総長の本ほん多だ・忠ただ勝かつ代理襲名も、後から何言われたって構わねえって事だ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そのつもりです」

　言い切った羽は柴しばに対して、さあどうでしょう、と己は思った。

　ここの主導権は、まだ、誰のものになるとも決まっていない。無血の関ヶ原を目指す、といいう意味では協働作業だし、

　……輝元様も、武蔵むさしを支援するかどうかの〝試し〟を仕込むと言いましたからね……。

　毛もう利りとしては、なるべく安全に関ヶ原を終えたい。

　だがその一方で、

「毛利・輝元」

　武蔵副会長が言った。

「私も、羽柴も、ヴェストファーレンでは物言いがついて当然。そのつもりでやっている。

　だがお前は毛利の立場がある。こちらに付き合う必要は無いぞ」

「馬鹿野郎、ナメてんのかテメエ！」

・もり３：『うわあ、輝元ちょっとチョロいよ……！』

　まあ仕方ありませんね、と己は苦笑する。だが、

　……姫様も、そのくらいが〝らしい〟と、そう思いますよ。

　と、向けた視線の先、輝元が一回空に両手を広げて挙げた。あーあ、と声までつけて、

「──Ｔｅｓテスタメント．、いいだろう。それで行ってやる。面倒くせえからな。スマートに行こうや」
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　風が吹いた。その事を、竹たけ中なかは感じた。

　今の、輝てる元もとの判断だ。

　実のところ、藤とう堂どう・高たか虎とらの襲名を〝大和やまと〟に送る指示を出したのは、自分だ。

　三千世界はほぼ全ての可能性を提示する。その中から今回の出場者に合わせたものをリストアップし、自分が長なが政まさの代理襲名を指示された際、三みつ成なりに投げたのだ。

　正直、通るとは思っていなかった。

　ここで安全に行くのが毛もう利り・輝元だと、そう思っていたのだ。何故なぜなら、

　……本国のためにも、必ず、損失無しで帰らねばなりませんからねー……。

　それが、切り替えた。本ほん多だ・正まさ純ずみの言げんに乗るのだとしたら、

・九尾娘：『ココ、……毛利もまた、ヴェストファーレンでつく物言いを恐れぬ、という事かえ。ええぞええぞ、その方がええ。皆で乗り込むにはスリルの共有が一番ぞえ』

　……楽しんでますね──。

　保護者としては、冒険する子供達押し、というところだろうか。

　ただ、輝元については評価を改める必要があるだろう。

　……虚栄がなくなった上でコレをするから凄すごいもんです。
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　……クッソ、何かあたし、虚栄が無くなってから、甘えよなあ……。

　エクシヴはそれを「器量が大きくなったのだよ」と言うが話半分だ。ただ、

　……代理襲名の条件が緩くなったのは、確かに、全体としてはいい事か。

　条件やエピソードとなる傍論が合うならば、代理襲名が出来る。

　緩いが、該当枠が広がる。厳しめにして、不足したり、無理に合わせるよりいいと言えるし、これはこっちにとっても良い話だな、と輝元は思い直した。

　実力としては人狼女王レーネ・デ・ガルウが適しないものなどいないし、毛利・元もと清きよを襲名しているMouri-01もいるのだ。他、控えの自動人形達は、世せ鬼きも初めとして、諸武将ならば充分に合致出来よう。

　介入幅が広がったと言う事だ。ゆえに己は手を上げ、

「西軍は大体決まってんだ。東軍側、ちょっとシメねえか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと決まってないのを、リスト見直そう」

　と、本ほん多だ・正まさ純ずみが手を振った。彼女のアリクイが出すのは、こちらのリストからの抜粋だ。そこに並ぶ東軍の名前は、

　山やま内うち・一かず豊とよ　寺てら沢ざわ・広ひろ高たか　京きよう極ごく勢

　筒つつ井い・定さだ次つぐ　生い駒こま・一かず正まさ　田た中なか・吉よし政まさ　有あり馬ま・豊とよ氏うじ　金かな森もり・長なが近ちか

　この名前を見て、本ほん多だ・正まさ純ずみが軽く手を振った。

「──この、後ろの方から行こうか。条件が合えばフリースタイルでいいんだな？」
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・ホラ子：『何かやたら名前が出てきて、このホライゾン、目が滑っております』

・あさま：『ネシンバラ君──！』

・未熟者：『フ、流石さすがにこの人数だと長くなるよ？　いいんだね？』

・黒　狼：『御母様──！』

・約全員：『御母様──!!』

・銀　狼：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．……！　ちょっと単純にキャラを示しますわ。いいですわね？』





●筒つつ井い・定さだ次つぐ：出来るのに肝心なところで不幸な人。襲名不人気。Tsirhcツアーク保護。

●生い駒こま・一かず正まさ：驚く程何も無い人。権益も生まれないくらい。

●田た中なか・吉よし政まさ：石いし田だ・三みつ成なりを捕とらえた。結構な猛将。

●有あり馬ま・豊とよ氏うじ：名門で松まつ平だいらの養女も娶めとるけど超平均的で平和。

●金かな森もり・長なが近ちか：元羽は柴しばの御お伽とぎ衆しゆう、兄弟が落語の祖。






・きめえ：『……何かしら、この、初めは主人公チームにいたんだけど、モブ化したような、そんな個性というか』

・いんび：『何と！　可哀かわい想そうな人達がいたものだね！』

・□□凸：『僕は大丈夫ですよね!?　ね!?』

・労働者：『キャラを爽さわやかに変えると生き残れるぞ！』

・貧従士：『セ、セーフ!!』

・ＡｎＧ：『……上の人達は何を話してるのかな？』

・●　画：『私達にはカンケーない事よ。ともあれコレ、どう襲名していくの？』
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　そうだなあ、と正純は呟つぶやいた。

　まず確認するのは、

・副会長：『大おお久く保ぼ、この襲名先には、襲名者自体がまだいないんだな？』

・長安定：『いろいろ訳あり物件や。だが最大の理由は、武蔵むさし撃沈やで？　あれのおかげで、武蔵側についてると損になる事が確定したと思って、襲名予定にあったのもやめたとか、そういうの聞くわ』

・不退転：『確かに、田中・吉政辺りは、武蔵が無くなって羽柴の天下のままだったとしたら、襲名者は羽は柴しばから除外されるわね、この内容だと』

・ＣＡＮ：『そういう意味では、他国が気を変えないうちに羽柴勢と合流し、関せきヶ原はらを宣言出来たのは大きいと判断出来ます。

　人材が足りない事は歴史再現の正当性として問題がありますが、他国の介入を恐らく最大限で排除出来ていますので』

　武蔵むさしの撃沈も善し悪しか、と己は思う。

　そして軽く右みぎ肘ひじから先を挙げて、

「じゃあこっちで代理襲名決めていくか。

　──筒つつ井い・定さだ次つぐから。いいかー」

「どういう人ですの？」

　西軍の糟かす屋やに聞かれるのは、ちょっと新鮮。なのでここは自分が説明する。

「この人、何かもう変な風に運がなくて、能力有って戦功はあげるし功績もあるんだけど、左さ遷せんされたり行き先で地元と仲悪くなったりしてな」

『筒井ナンタラと言うと、歴史再現ではこの小姫の元主で、小姫が出て行った原因だな』

「うわー、前向きに考えると私と三みつ成なり様の橋渡しですよう」

　前向きだ……！　という声も出るが、そう考えないと辛つらいところもある。

「会あい津づ征せい伐ばつに出てる間に城取られたり、関ヶ原の戦後もTsirhcツアーク系だった事や、酒色溺おぼれたりいろいろ理由有って改かい易えき食らって、大おお坂さかの役えきの際は羽柴側と通じてたと疑われて自害してる」

「……あー、ちゃんと働いてるのに酷ひどい事になるって、大変ですよねー……」

　バルフェットがしみじみ言うが、何か含んでるかオイ。ただまあ、

「やりたいヤツ、いるかー」

「……オメエ、何かスゲエ軽くね？」

「重くやっても軽くやっても変わらんぞ。疲れない方が楽だ。だからまあ、えーと、ここに書いてある通り、Tsirhc保護で、不幸なヤツいるかー」

　皆がある人物を見た。その人物は半歩下がり、

「な、何ですか!?　何で自分が不幸キャラなんですか!?　薄いのは胸だけで運は結構良い方ですよ!?」

「よーし、じゃあバルフェットな──」

「ひ、人の話を聞かないつもりですね!?」

「いや、さっき、理解を示していたろう。その物言いは遺憾である」

　じゃあ、と苦笑しながら前に出た姿がある。それは、

「あの、不幸かどうかで言うと、英国での歴史再現もありますし、Tsirhcの私が……」

「メ、メアリさんがそんな襲名するなら自分が出ます……！」

　見ると輝てる元もとの後ろでMouri-01が右手を軽く回している。巻け、という事だ。だから、

「よーし、じゃあバルフェットな──。そしたら次は生い駒こま・一かず正まさか──」

「ちょ、ちょっと自分の扱い、軽くないですか!?」

　まあそう言うな。

　とはいえ一応、バルフェットには言っておく。肩に手を置き、

「簡単に言うと、時間がなくてな？」

「それを言われると弱いですね……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あとまあ、代理襲名しておくと、あとで手当出るから、──会計から」

「さ、最後の一言が無ければストレートに嬉うれしかったですよ！」

　そこはもう、会計の信用度にものを言ってくれ。

　そしてバルフェットが東軍枠に行ったのを確認の上で、自分は次の声を掛ける。

「そしたら次は生駒・一正──。誰だれかいるかー？」
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　手が上がらないのを、正まさ純ずみは確認した。

　生駒・一正。

　……驚く程何も無い人物、か。

　そう言われてもな、と思うが、まあこれもそういうものだろう。

　モブ役、という言葉を思ってしまうが、うちにはモブにしか見えないのに英国王女の胸揉もんだのがいるしな……。

「じゃあコレもバルフェット行くか」

「え!?　ちょ、ちょっと待って下さいよ！　何も無いって、物理ですか!?　というか何ですか、その〝襲名頂きましたー〟みたいなノリ！」

「初めての襲名で二重襲名とか、なかなかないよなー」

「いや、ええと、その、──手当は二倍になりますか!?」

　見るとMouri-01が手を回しているので、首を下に振った。

「バルフェット、私は会計を信じている」

「どのくらいです？」

「…………」

「な、何で沈黙するんですか！」

「というか正純！　私とシロ君を馬鹿にしないでよ！　家の前にうどん出して置くわよ!?」

　変な嫌がらせを企画するのやめろ。ただまあ、

「ほら、会計補佐もああ言ってる。信じた方がいいぞバルフェット。でないとお前の部屋の前にうどんが出される事になるからな？」

「い、嫌な説得が来ましたよ！」

　と言いつつも、バルフェットが東軍側の枠に戻る。彼女なりに、ここで時間を食ってはいけないと、そういう思いがあるのだろう。

　ゆえにこちらも急いで、次に行く。

　……とはいえ、田た中なか・吉よし政まさは後に回すか。

　三みつ成なりを捕とらえる、となると、終盤で決定しても良いだろうし、そこで調整出来る部分もあろう。だからハンデとも計上しないよう、三さん要ように言こと伝づてし、次は、

「有あり馬ま・豊とよ氏うじ、誰だれかやりたいのいるかー。いないとバルフェットに任すぞー。

　よーしじゃあバルフェットお前だー」

「な、何ですかその棒読み……！」

　もはや東軍枠からこっち来ないくらいにバルフェットが慣れた。

　なので安心して、こちらも交渉に入る。

「バルフェット、あまり目立たない襲名だとしたら、誰に回すのが良いと思う？」

「どのくらい目立たないんです？」

「松まつ平だいらの参謀の一角なんだが、仕事はいつも警備や後ご詰づめが多くて、しかしそれが仕事なんで、島しま原ばらの時には高齢でも駆けつけたら、これは運悪くちょっと前出て被害出してる」

「ああ、ついてない系の……」

「どうする？」

「うーん、意外と前衛経験の多い御お広ひろ敷しきさん、とか？」

　そうか、と己は、ツキノワに有馬・豊氏のプロフィールを表示枠サインフレームに出させた。

「しかしこの人、恐らく人生のハイライトが松平の養女と結婚って辺りでな？

　相手は十代後半なんだが──」

「二人とも待って下さい！　小生の範はん疇ちゆう外ですよ十代後半なんて！　正気に戻って下さい！」

　どうする？　と視線を向けた先、俯うつむいたバルフェットが手を上げていた。

「無理ですね……。自分が代理襲名します……」

・巨　正：『御母様、こんな環境でよく御自分を保てますね』

・傷有り：『ジェイミー、愛があれば後は慣れです』

・６　　：『後半だけでよくないか』

・金マル：『というか目立たない系の襲名なのに、御父様に言及ないね』

・十ＺＯ：『い、いいので御座るよ！　父は逞たくましいので御座る……！』

　ハイ、とバルフェットが手を上げた。

「参考までに、生駒・一正と有馬・豊氏の補足を貰もらえませんかね」

「ああ、生駒・一正は、信のぶ長なが・羽は柴しば・松平と三人に仕えて、武功もあげたりしてる人物だ。幕府が出来た後には、妻子を自ら人質として江え戸どに住まわせ、褒められてもいる。終わり」

「終わり？」

「いやホント、そんな感じでな……」

・長安定：『勝ち組にいるけど権益が得られないタイプの襲名先や。

　それでも安定生活が欲しい、という襲名希望者もいたけど、武蔵むさしが撃沈されたので大体諦あきらめとるよ』

・義　　：『私もどっちかっていうとそっち方面の襲名だが、コレ、地元の応援とかないと、戦闘に出されるわ出費は嵩かさむわで、基本、利益上がらないんだよな……』

・○べ屋：『上手うまい話があるだろう、と思って襲名するのって、ベンチャー起業の失敗率と同じくらい失敗するからね？　途中で保もたなくなって襲名解除とかマジあるから』

　世の中はなかなか厳しいというところだろう。

「もう一方の有馬・豊氏は、実は名門でな。すぐに叙位を得て仕事して、そして禄ろく高だか加増されて、仕事して、関せきヶ原はらでは松まつ平だいらの後方守った事もあって加増されて、まあ、そういう人だ」

「……何か、無茶苦茶、平均的な勤め人と言いますか……」

「一応、加増で結構利益は上がるんだ。この人、築城も出来たので駿すん府ぷ城じようとか建ててな」

「あ、じゃあ、結構いいじゃないですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも金掛け過ぎて税厳しくしたから民衆から超反感食らったり、武家じゃないのに家大きくしたから、家臣が寄り合い所帯になってマー荒れた荒れた」

「だ、駄目案件じゃないですかソレ……！」

・長安定：『金は入るし領地もあるけど、その運営を自分で処理しなけりゃならないし、公務だから逃げられないわで、これも〝襲名したら酷ひどかった〟案件やなあ。私の襲名も、ちょっとそんなところあるけど、まあ私は自分でどうにか出来るので……』

「じゃあバルフェット、ついでに金かな森もり・長なが近ちか行っておくか！」

「だ、だからその〝ジュースもつけますか〟みたいなのは何ですか!?」

「いや、金森・長近は、良い案件だぞ？　信のぶ長なが・羽は柴しば・松平に仕えて、確かに若い内にはいろいろ戦功などはあげてはいるが、それよりも蹴け鞠まりや茶の湯で知られた文化人だ。

　いいなあ文化人。お前も一度、文化人とか、やってみたいだろう」

　向こうで浅あさ間まとミトツダイラが俯うつむき気味に「文化人……」とか言ってるが、何だろうか。

　ともあれこちらを、バルフェットが半目で見た。

「何か裏はありますか？　ありますよね？」

「いや、それが無くてな。もしあるとしたら、神かみ代よの時代の記録だろう」

「な、何です？」

「ああ、傍論にあるんだが、名前が強そうなのでゲームだといつも強面こわもてキャラだったが能力見ると文化人で、シリーズで馴なれたプレイヤー衆は毎度〝これぞ金森・長近〟と賞賛したという、とあってな？」

「ふ、風評被害の一種ですよソレ！」

・長安定：『というか、単純に経歴やねん。この人、羽は柴しばの参謀の一人だった上で、織お田だから羽柴に入る際、賤しずヶ岳たけの戦いで柴しば田た勢に加わっとるんですわ』

　あー、という声が、元羽柴勢から上がった。

・しとお：『そういった身分の上で、あのスケジュールというか、流れを読んで襲名するのは、確かに無茶で御座りますなあ……』

・巨　正：『私達と柴田勢は、元々が創世計画派と現状続行派で繫つながりも薄かったですから、確かにその流れは難しいですね……』

・黒　竹：『というか、金かな森もり・長なが近ちかは、森もりさんが二重集名したらどうか、って話、ちょっと出てすぐ消えたんですよね』





●






「金森・長近!?　そんな、また皆して僕を金粉ショーとかやって笑いものにするつもりでしょう!?　大体、長くて近いって、何です!?　僕は長くて遠い方ですよプンプン！」

「うわー、触手が被害妄想の上で虚勢張ってるわー」

「ハ、ハイそこ不ふ破わさんは意味解わかってコメントしない！　女の子なんですから！」
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・長安定：『あとまあ、これはちょっと外の話になるんやけど、金森・長近は兄弟が落語の祖と言われる人でな？　その辺りも用意するのが難しいとされとったんや』

・ＣＡＮ：『そしてそれだけ用意して気を遣っても、歴史に大きく名が残るかと言えばそうでもなく、……そのくらいの苦労をするならば、他にメジャーな襲名者がいるのが羽柴勢や柴田勢だったので放置と、そういう事でしょうね』

　二人の言葉に、竹たけ中なかが難しそうな顔で頷うなずいているのをアデーレは見た。

　羽柴勢から見ても、難しい案件というのは、やはりあるのだ。

　……メジャーの多い勢力だと、目指される襲名先にはもっといいのがあるでしょうし……。

　自分と同じく、羽柴勢に視線を向けていた副会長が、こちらの思案を補足する。

「メジャーを目指していて、もしも失敗した場合、次の行き先にしようと思っていると、時期を過ぎてしまったり、……ってのは意外とあるケースだよな」

・鬼武丸：『というか、私の時代でも、とにかく似たような名前と功績が多かったから、多重襲名や、〝面倒だからこいつは臨時の代理襲名で済ます〟とやったのもいたからなあ』

　そういう事だ。

　そして副会長が、こちらに視線を向けてきた。

「どうだ？」

「いやあ、……面倒の押しつけられ役としてはいいんですが、でもまあ、少しでも有利な襲名だったら、それこそ別の人でもいいんじゃないかな、と変な気遣い思考もありますね」

　すると、書記が手を上げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．！　じゃあ文化人枠で、兄弟に落語の祖!?　だったら僕が代理襲名したいね！」

　両手を振りあげて言う書記に、首を傾かしげた副会長が言葉をぶつけた。

「お前のギャグ、面白いか？」
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・俺　　：『お、オメエは……！　オメエが一番言っちゃいけねえ事言ったな!?』

・副会長：『フィー、何言ってんだ。小等部の子供達にはウケがいいんだぞ。お前らみたいに笑いを聞く耳が腐ってるのとは違う』

・□□凸：『ホントにギャグに厳しい戦闘国家なんですね……』

・ベ　ル：『あ、うん。でも馴なれる、よ？』

・銀　狼：『何でも馴れになってる気もしますけど、でも、戦闘出来て文化人で、ギャグも行けるとなると、難しいですわね』

・賢姉様：『浅あさ間まは突発的なトンチキ発言で場を震わせるけど、アレはギャグとはまた別の何かよねえ』

・あさま：『べ、別にそんなトンチキ発言とかしてる憶おぼえないですからね……!?』
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　正まさ純ずみは、ふと、皆が視線を下に向けたのを見た。

　何事かと、彼らの目が向くところを見る。すると両腕が湯飲みとギターを掲げていた。

　……やる気なのかな？

　なので一応、問うてみる。

「弾けるのか？」

「フフ、私が教えてるから結構行けるわよ」

「じゃあ、お前が金かな森もり・長なが近ちかという事で行くか」

　背後から太い音がしたので振り向くと、毛もう利りの自動人形達が低く構えたサンドバッグに、輝てる元もとが回し蹴げりを打ち込んでいた。

　そしてこちらに気付いたMouri-01が慌てて、

「あ！　少々お待ち下さい！　あと三回程で終わりますから！」

　二回で終わった。

　完全半目の輝元が、首を鳴らしてこちらに振り向き、

「……この野郎」

「もう一回蹴けってくるか？」

　うるせえよ、と彼女が言った。

「とりあえず東軍の方、それなりに埋まったな？　だがまだ、重要そうなのがお互い、あるよな？　そこはどうする？」

「それより、諸衆系がいるだろう。こちらでは京きよう極ごくだが──」

　あ、と〝大和やまと〟の表示枠サインフレームが声を作った。

『あ、京極衆は大おお谷たに様を攻撃した部隊で、Tsirhcツアークなので、私が代理襲名致します。──以上』

〝大和〟のように戦闘系の自動人形がいるというのは有り難い。そうなると、あとは西軍の織お田だ家諸衆になるが、これについては、

「うちの方から自動人形部隊を当てて行く。小こ西にし、それでいいか？」

「あー、一応、私が金払ってそっちの自動人形雇うわ。それで表向き、P.A.Odaの麾き下かとなったとさせてくれんか？」

「表向きなら問題ねえよ。Mouri-01、相場を出してやれ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言う自動人形の声と共に、己は現状のリストを確認した。





●西軍



　○毛もう利り・輝てる元もと　○吉きつ川かわ・広ひろ家いえ　○小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あき　○小こ西にし・行ゆき長なが　○安あん国こく寺じ・恵え瓊けい

　○石いし田だ・三みつ成なり　○島しま・左さ近こん　○大おお谷たに・吉よし継つぐ　○糟かす屋や・武たけ則のり　○脇わき坂さか・安あん治じ

　宇う喜き多た・秀ひで家いえ　島しま津づ・義よし弘ひろ　○織田家諸衆　他





●東軍



　○松まつ平だいらとか　○井い伊い・直なお政まさ　○本ほん多だ・忠ただ勝かつ　○福ふく島しま・正まさ則のり　○細ほそ川かわ・忠ただ興おき

　○黒くろ田だ・長なが政まさ　○浅あさ野の・幸ゆき長なが　○池いけ田だ・照てる政まさ　○加か藤とう・嘉よし明あき

　山やま内うち・一かず豊とよ　寺てら沢ざわ・広ひろ高たか　○藤とう堂どう・高たか虎とら　○京極勢

　○筒つつ井い・定さだ次つぐ　○生い駒こま・一かず正まさ　田た中なか・吉よし政まさ　○有あり馬ま・豊とよ氏うじ　○金かな森もり・長なが近ちか




　結構埋まったなあ、と思う一方で、気になる部分もある。特に大きいのは、

「おい輝てる元もと、──島津・義弘はどうするんだ？　九州南部だろ？　本拠は」

「ああ、連れてきてる」

　は？　と首を傾かしげると、下から毛利の自動人形達が一つの布袋を持ってきた。

　自分達の方、何か気付いたようなざわめきがあり、どういう事かと思えば、

『きたの』

　大きめの布袋から、それが出た。

　獣だった。六本足。ただそれは、どう見ても、

「草で出来てるだろ？　島しま津づ・義よし弘ひろ。──九州南部を本拠とする異族、草の獣の代表だ」







[image: 第二十一章『外からの関係者』]
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　浅あさ間まは、正まさ純ずみが真顔で振り向いたのを見た。

　……あれ？

「正純、……知らなかったんですか？　九州南部は、黒くろ藻もの獣とか、白しろ藻もとかの親しん戚せきである、草の獣の一大生息地ですけど」

「いや、聞いた事はあって、知識としても知ってるけど……、そうなんだ……」

「去年はちゃんと回りましたわよ？　貿易航路として、九州」

　あ、とハイディが気付きの声を上げる。

「──時期や時間によっては、日陰の方がいいから出てこなかったりするし、寝てたりするし、そもそも陸りく港みなと周辺だと仲介役の人間や異族が担当してるから、ヒッキー傾向だった正純は確かに見てないかも」

「今、失礼な事を挟み込んできたよな!?　な!?」

　でも見てないのは確かな気が。

　と、無防備にやってくる島しま津づ・義よし弘ひろに、己はとりあえず注釈する。

「草の獣は、黒藻の獣達と同じく汚れを消します。しかし性能的にはマルチ型で、物質的な浄化もすれば、熱量浄化？　みたいな特殊能力で、人の疲労を食べるんです」

　言って振り向くと、正純が草の獣に埋まって寝てる。

『おつかれ』

「ヤバっ、ちょっと、智とも！　正純の天敵ですわよ！』

　よく考えたらうちの連中は結構徹夜続きなのに影響受けてなくて、どういう事なのかと思いましたが、言うのは止やめておきました。ただ、

「疲労回復系として究極の禊祓みそぎ、と言われるのも、何となく解わかりますね……」

「生息環境として九州南部が専用フォームされてるので、外に連れ出すのが難しいというのが、難ですわねえ」

「こっちも〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の中に専用スペース作ってな。──出せるの半日弱だから、それまでに要点終えようぜ」

「しかし正純様、どうしたものですかねコレ」

　迂う闊かつに触れると、巻き込まれかねない。

「触れると即良い眠り、というのは、なかなかの強敵ですわね」

　というミトツダイラの意見に頷うなずいていると、救助が来た。

『まさずみ』

　校庭の側溝から出てくるのは、黒藻の獣だ。三匹。彼らは転がったり跳ねたりしながら、水の跡を残しつつ、草の獣に気付く。

『おひさし』

『おひさしなの』

　挨あい拶さつし合う緑と黒を確認し、皆が顔を見合わせた。
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・金マル：『えっ？　えっ？　そうなの？　そーいうもんなのかな？』

・未熟者：『一応、黒くろ藻もの獣はスラブの出身と言う事だよね？　九州と繫つながるのかい？』

・現役娘：『でも草の獣は、神かみ代よの時代に人類が天に昇ってる時も、一派がこちらにいて、環境神群の手伝いなどしてましたのよね？　共通記憶があるから、再合流も楽だったとの事で、……だとすると各地に点在していて、派生が生まれたと言う事では？』

・黒　竹：『もしくは、天上にいた時代に、分化した、とかですかねー』
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　とはいえどうなるのか、と浅あさ間まは黒藻と草の獣の相あい対たいを見た。黒藻の獣には、たびたび世話になっているし、そもそも禊祓みそぎ系の動物だ。愛着はそれなりにある。すると黒藻の獣が、

『まさずみ　しごと　いっぱい』

『でも　おつかれなの』

　……あ、凄すごい、これ多分、良い話を見てますね……。

　草の獣は、ちょっと遠間で見た経験しかないが、人柄のようなものが解わかる。

「彼らは神代の時代から姿を変えずに存在していて、神代以前の時代に、神しん道とうの神奏を決めたから極東の味方なんですよね。なお、神奏は造ぞう化か三神総体のサっちゃんセっちゃんと、クニトコ系のミコっちゃんなので、ぶっちゃけ皇家より深いっちゃ深いです」

「八や島しまどころか宇宙創造クラスの存在が軽いのは、流石さすがですわねー……」

「フ、そういう意味では貴重な人類超越存在だよ」

　と皆で言ってる間に、黒藻と草の獣が言葉を交わしていく。まずは草の獣から、

『おつかれなの』

『まさずみ　やること　たくさん』

『でもおつかれなの』

　草の獣は、相手の疲労が食事でもある。また、そうする事が〝益〟だと捉とらえていて、基本、譲る事がない。ならばどうするのだろうと、そう思っていると、

『まさずみ　おつかれ』

　黒藻が言った。それは草の獣が言う通り、〝おつかれ〟であり、

『まさずみ　たくさん　おつかれ』

　黒藻が引いた。そう思った時だった。己は、横でホライゾンが頷うなずくのを見た。

　そして自分は理解した。これは黒くろ藻もの仕掛けた話術なのだと。ゆえに、

『まさずみ　たくさん　たくさん　たくさん　たくさん　たくさん　たくさん　おつかれ』

『────』

　黒藻の言葉に、草の獣が正まさ純ずみを見た。そして、

『どうして？』

　問うた。

『──どうして　そんな　おつかれ』

　掛かりましたね、と己もホライゾンと同様に頷うなずいた。

　引かぬお互いを悟って、黒藻が、それぞれの理解を深めるために、興味を引いたのだ。

・ホラ子：『荒っぽいなりに見事な境界線問答からの引き、流石さすがは黒藻様です』
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　黒藻は言った。率直に言った。

『しごと　たくさん　たくさん　たくさん』

　でも、

『まさずみ　やりたいこと　たくさん』

　言った。

『──たのしい』

『たのしいの』

『たのしい　たくさん　たのしい』

　だから、

『おやすみ　それから』
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　正純は、揺り起こされた。

　何か酷ひどく優しいものに抱かれている気がするが、だが母などとは違う。布ふ団とんでもない。

『おきて』

　言われ、俯うつぶせでも苦しくないのは何故なぜかと思いながら、優しいものから身体からだを剝はがす。

　すると、

　……昼か？

　日光が明るい、と感じた。が、不思議だ。寝起き特有のダルさや、身体の軋きしみがない。晴れた空の下だというのに汗も何も無く、澄んでいる。

　何もかも新調されたようだ。

　これは、と思っていると、足元で声がした。

『おはよう　まさずみ』

「ああ、黒くろ藻もか、お早う。お前も見に来たのか……」

　と、眼前にある、自分が埋まっていた壁に手をつき、離れる。そして気付いた。

　目の前にある壁が、眠る直前に見た草の獣、そのものだという事に、だ。

　しかし、島しま津づ・義よし弘ひろが、雄牛程の大きさになっている。
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　すげえなあ、という輝てる元もとの呟つぶやきを、Mouri-01は聞いた。

　それは、今、大型化して西軍枠へと歩いて行く島津・義弘に対してではない。

　黒藻の獣を仲間につけていて、草の獣の説得に成功させた本ほん多だ・正まさ純ずみに対して、だ。

「おい、本多・正純」

　呼びかけに、相手が振り向く。黒藻の獣も一緒に、だ。そして姫が問うた。

「楽しいか」

　その疑問に、本多・正純が眉まゆを上げた。ややあってから口くちの端はを上げ、

「当たり前だ。──昔から、これを望んでいた。これら全てを、な」

　彼女の声に、しかし応じたのは、輝元ではなかった。西軍枠。そこに腰を落とし、触れてきた脇わき坂さかを一瞬で沈めた島津・義弘が、こう言ったのだ。

『──よかったの』

　その言葉を聞いた輝元の表情を、己は見た。確かに、自分達の姫は、歯を嚙かみ、だが、小さく笑いを漏らしたのだ。

　……全く。

　己は思う。うちの姫は、虚栄を無くしたからか、嬉うれしそうに悔しがる。だから、

「──残りの襲名、急ぎ巻きましょう。島津様の制限時間もあります」
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　Mouri-01の言葉を聞き、正純は頷うなずいた。残りの襲名として考えた時、

「田た中なか・吉よし政まさは後に回したい。──だから残りは、山やま内うち・一かず豊とよと、寺てら沢ざわ・広ひろ高たかか」

「どんな人達なんです？　正純」

「ああ、山内・一豊は、羽は柴しば、松まつ平だいらと渡った人で、立身出世を夢見ながら大きな機会に恵まれず、妻の助けもありながら地道に出世階段を昇っていく苦労の人だ。

　苦労話が美談として残っていて、最後、鰹かつおのタタキを発明して没する」

「さ、最後がいい加減ですよ副会長」

　いやホントそうなんだが。

「でもそんな人の襲名が、何故なぜ、なされてないんです？」

「キャリアの終わりが、四し国こくなんだ」

　首を傾かしげられるが、手を上げる者がいた。加か藤とう・嘉よし明あきだ。彼女は一つ頷うなずき、

「四国は、暫定支配がない土地だから、極東勢として関わる場合、各国側に所属していると安心なの。各国の勢力にいると、いろいろな支援が受けられるから。

　逆に、極東単独勢力として四国にいると、各国から締め付けられるのね。

　神かみ代よの時代、私は羽は柴しばに仕えていた頃ころから四国を領土にしていて、アンジーも淡あわ路じ方面を持っていたんだけど……」

「山やま内うち・一かず豊とよが四国にて城主となるのは、松まつ平だいらの麾き下かに入った後なんだ。完全極東勢力」

　この場合、世界各国は、貿易などに制限を掛け、利権を貪むさぼってくる。

・大　和：『しかも、武蔵むさしが撃沈された事で、極東勢力側からの保護も見込めないとなると、やはりこの時期でも襲名の名乗りは難しいですね。──以上』

　と、馬鹿がこちらに振り向いた。

「……武蔵が撃沈されたのって、ひょっとして諸処メーワク掛けてねえ？」
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「加か納のう君、ロケットパンチはここからだと失速してダメージ少ないと思うで？」

「いえ御嬢様！　態度を示す事が必要なのです！　態度が！」

「加納君もツッコミキャラが上手うまくなってきたなあ」

「御嬢様！　お褒めの言葉を……!?」
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　で、だ、と正まさ純ずみは手を上げた。

「もう一人の方、寺てら沢ざわ・広ひろ高たかは、代理襲名する人を呼んである」

「は？」

　輝てる元もとが首を傾かしげるのも、無理はないだろう。呼んである、という事は、

「うちの、島しま津づ・義よし弘ひろみたいに、か？」

「ああ、適役が、やはりいるからな」

　輝元と見る視線の先、島津・義弘に脇わき坂さかと小こ西にしと島しまとＡＫが埋まっている。完全に休息所になっているのか、草の獣が陽かげ炎ろうのような排気を全身からたびたび起こしていた。

『みんな　おつかれなの』

　まあこの時期にこんなとこ来てる連中は大体そうだろうなあ、と思う。

　すると、階段の方に影が立った。

　あ、という声もなく、反応した者がいる。出場者の外枠の方では立たち花ばな・夫妻が。東軍の枠の方ではミトツダイラや浅あさ間まが気付き、

「三征西班牙トレス・エスパニア、異い端たん審問官……！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と一人階段を上り切った重装の三征西班牙女子制服が、軽く頭を下げた。

「元ではありますが、ドン・ロドリゴ、──寺てら沢ざわ・広ひろ高たかの代理襲名として参上しました」

　顔を上げた彼女の微笑に皆が息を詰めたが、そこでまた一つ、声が生まれた。

　ホライゾンだ。彼女は一歩前に出て、こう叫んだのだ。

「──世せ話わ子こ様！」
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・しとお：『何が何で御座ります？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、あれは事件として見た時、拙せつ者しやが豊作だった御禁制のトメイトゥを三み河かわで配っていたらアサシンどもをついハネたので御座った……』

・金マル：『何言ってるか解わかんないと思うけど、去年、ちょっとトラブったというか、セージュンが引っ越してくる時に事件があったんだよね』

・ゆたか：『あれ？　でも世話子様って、ホ母様が呼ぶという事は……』

・ホラ子：『そう、そちらの豊ゆたか様とネイメア様と、うちの真ま喜き子こと、えーと』

・ベ　ル：『生いく緒おちゃん？』

・ホラ子：『イクオチャン様！』

・ベ　ル：『ま、まあ大丈夫』

・ホラ子：『イクオチャンママアダイジョウブ様！』

・ベ　ル：『戻れる？』

・ホラ子：『失敬。ともあれ皆様が生まれるためのホラ毛の回収────』

・俺　　：『おい、ちょっと、オメエ』

・ホラ子：『──失敬、ホラ毛の回収が必要なのはうちの真喜子案件だけでした。世話子様にトリ毛は不用。ホライゾン、ちょっとうっかりでしたね。ではつまりそんな感じで、ここでホライゾンが何かいい事を言ったと思って、皆さん感動して下さい。結論としては、世話子様がいないといろいろアカンと、そういう事です。では会場の正まさ純ずみ様、どうぞ』
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　どうぞされた。そしてロドリゴが軽い足取りでやってくるが、

　……この人、結構、交渉強いんだよなあ。

　昔に世話になったというか、いろいろ教えて貰もらったと、そう言うべきだろう。しかし、

「貴女あなたが世話子だったとは」

「世話子？」

・立花嫁：『あの、その呼び名、明らかに武蔵むさし勢だけのものですから……！　ちなみに現役時代のロドリゴ様は、かなりきっちり審判する術式系の方なので、あまり粗そ相そうの無いように御願いを致します』

　……先輩格かー。

　まあそれだけキャリアがあって、法とか詳しくて、それでいて襲名を終了していると、そういう身でなければホライゾンの担当は出来ないだろうな、とは思う。

　彼女が立たち花ばな夫妻に一礼し、そこから談笑に入るのを見て、こちらは一息吐いた。すると、

「おい、本ほん多だ・正まさ純ずみ」

　振り向くと、輝てる元もとがやはり半目を向けていた。サンドバッグは彼女の背後で構えられたままだが、

「蹴けらなくて良いのか？」

「テメエの思おも惑わくが見えてきた段階で、そうしなくていいかと思ったよ。──つまりテメエ、アレだな？　……欧州列強と、とりあえずのパイプライン作っておこうってか」

「お前が島しま津づ・義よし弘ひろを連れて来たのも同じだろう？　あの存在は、三征西班牙トレス・エスパニアを通じていなければ連れてくるのは無理なものだ」

「違えねえ。だとすると──」

『宇う喜き多た・秀ひで家いえとして、私に何か用があると、そういう事だね？』

　石いし田だが開いていた表示枠レルネンフイグーアに、見知った、とまでは言わないが、知っている顔が映った。

　わずかに皆がどよめいたのは、仕方あるまい。そこに映っているのは、

『神聖ローマ皇帝、マティアスだよ。──武蔵むさし勢、それとこの表示枠を支えさせてしまっている三みつ成なり君？　君も含めて大勢力なようだね、うん。私は、何がどうなるのか、期待するよ』

「……際限無しに呼びつけて来やがったなあ、テメエ。さっき従士に何人も襲名させていたのって、アレか。列強代表者の参加比重を高くするためか」

「フリースタイルを認めてくれて、正直、助かったと思ってる」

　ち、と明らかな舌打ちがされ、輝元がリストを見る。そして、

「……あと残ってるのは、山やま内うち・一かず豊とよだけか」

「ああ、それも手配してる。そろそろ来るぞ？」

　言った瞬間だ。階段の方を見ていたMouri-02が素早くこちらに下がった。

　同時に、下から排気音が響き、

「──！」

　機馬が、階段をジャンプ台のようにして斜めに飛び上がり、そのまま校舎の三階に突き刺さった。
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　クリスティーナは、ぎりぎりで機馬から脱出していた。

　……いやあ、馴なれない事はするもんじゃないであります。

　だが、四し国こくに戻って、武蔵むさしの表層部がいつ安定するかを待つつもりだった。

　ゆえに昨夜ゆうべの焼き肉の盛り上がりを思い出し、撮影した画像を見て良い気分になっていたら、いきなり呼ばれたのだ。それも、

「現四国在住の極東系実力者として、山やま内うち・一かず豊とよ！　代理襲名に呼ばれたであります！」

　校庭の皆に挨あい拶さつし、右手上側を見る。

　黒い機馬が、校舎に刺さり、後輪タイヤが回り続けている。屋上では魔女服の学生達が何事かと検けん分ぶんに入ったが、こちらとしては、

「あれが、山内・一豊の歴史再現、妻から送られた馬であります！」

　前を向くと、皆の集団の中に、忠ただ興おきがいた。何か逃げようとしているのを浅あさ野のに襟えり首くび摑つかまれているが、浅野がぼんやりした微笑を向けているのは昨夜の付き合いが良かったからだろう。ダッシュで忠興の方に己は走り、

「──忠興様！　関せきヶ原はらの戦い、内助の功で頑張るでありますよ!?」
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　日が高くなっていく。

　地面に落ちる影が小さくなっていくのを、その中に佇たたずむ人影は確認していた。

　フアナだ。

　彼女の周囲に並ぶ低木は高さ二メートル超。長身の身よりもやや高い群には、レモンの実が緑色の果実を無数に膨らませている。

　……試験的にシチリアから持ってきましたけど、意外といけますね。

　柑かん橘きつの多くは、夏から冬に掛けての収入となる。レモンは皮から油も採れるし、料理に使用すると味よりも何よりも華やかさが加わる。いろいろ大変な三征西班牙トレス・エスパニアにとって、食事の時間を作業にしないためには、こういう果物が市場に並んでいて欲しいと、そう思う。

　そして、レモンの木にとっては害虫である揚あげ羽は蝶ちようが飛んでいるのを、しかし視線で追うだけに留とどめ、自分は表示枠コルテチエフイルマを開いた。

　先程から、武蔵むさしに派遣したロドリゴからの通神文メールが届いている。最新のタイトルは、

〝世せ話わ子こ様を襲名しました！〟

　とあるが、あの人、〝！〟をつけるようなキャラじゃなかった気が。だけど武蔵乗艦も二度目となる上で、向こうからの憶おぼえもあるというならば、適任だろう。

　……寺てら沢ざわ・広ひろ高たかの代理ですか。

　寺沢・広高は、羽は柴しばから松まつ平だいらへと移った武将で、九州方面の領地を治めていた者だ。三征西班牙が影響下に置いている土地なので、三征西班牙の者が代理襲名を行うには問題が無いといえる。広高自体も、優秀な部下を欲するために己は倹約をし、慕われる政治をした人だ。

　が、この人物には、少々問題がある。

「寺てら沢ざわ・広ひろ高たかは、関せきヶ原はらの後、加増として与えられた土地を検地した際、その収穫量を倍以上に設定して、幕府に届けたのです」

　つまり税を倍にしてしまった。

　これが単に間違いなのか狙ねらいがあったのかどうかは解わからないが、実情に即しておらず、その加増地域の領民は過酷な徴税を受ける事となった。

　その土地を、天あま草くさと言う。

　禁教令によって、晩年に向けてはTsirhcツアークの弾圧も厳しく、拷ごう問もんなどを行った記録もあり、

「島しま原ばらの乱らんの原因とも言えるこの人物を、どう襲名するか、問題ではありましたが……」

　ここで代理襲名として、既に襲名を一つ終えた人材を出す。

　これが、武蔵むさし副会長から持ちかけられた襲名案に対し、己が出した結論だ。そして今、ロドリゴからは現場の状況が知らされてくるが、

「成程……」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会長と、M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝が出てくるのは、襲名の関係上予測が出来た。この二人を外に置いては関ヶ原が成り立たない。

　……六護式仏蘭西が、島しま津づへの仲介を頼んだのは見事と思いましたが。

　六護式仏蘭西と三征西班牙トレス・エスパニアは、因縁がある。三十年戦争での牽けん制せいややり合いがあった上で、両国はその戦後から西せい仏ふつ戦争を始めるのだ。

　ヴェストファーレン後は歴史再現によって敵となる相手に、現状の仲介を頼んでくる。

　その際の理由が、見事だった。

「ここで武蔵側に恩を売っておくのも、悪くねえだろ」

　との事で、これは確かにそうだろう。しかし、これと同時して武蔵副会長からは寺沢・広高の襲名案が来たのだ。

「──ならば乗るしかないでしょう。関ヶ原の流れに」

　息を吸うと、柑かん橘きつの匂においが鈍く鼻に香った。

　思考が澄む。
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　フアナは思った。建て直しを急速に進める三征西班牙と武蔵は、英国以前、三み河かわ争乱での激突を含め、その前からも絡む相手だが、

「味方なのか敵なのか、この段になっても解らないものですね」

　ロドリゴはこれで二度目の乗艦。うちの大型艦よりも大きい艦となると、少し羨うらやましいとは思うが、以前に絶倫で乗り込んだ有あり明あけの方が遙かに大きいのだ。

　ただ、向こうからはノリノリの瑞典スウエーデン総長の通神文メールが来る。

　どうもあの艦は、乗った人をおかしくする作用でもあるのだろうか。そして、

「フアナ様──」

　一区画分で分けた通路の角から、フローレスがこちらを見つけてやってくる。

「いやあ、意外と密度有るんで見失いました。あ、うちの分と、居室で配る分は確保したんで、夜は鍋でもやりますか」

「ああ、それで総長が書記と一緒に棒ぼう鱈だらを出してきて……」

　既に予定は決まっているらしい。が、そういう事は、

「今夜も居室で泊まり込みですね」

「総長がいれる珈琲コーヒーが美お味いしいって、最近気付きました。いつもスポドリだったもんで」

「私は前から知っていましたよ」

　笑って、歩き出す。新しい作物は上手うまく育っている。元は、創世計画までに収穫し、何か有ったとしても充実した期間に出来るだろうと、そんな思いもあったものだが、

　……不思議ですね。

　敵か味方か、未いまだに解わからない武蔵むさしが、復帰して、こちらを気に掛けているという事で、己の気分は高揚している。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会長も同様なのだろう。

「フローレス、関せきヶ原はらの戦いを無血で行う場合、どういう方法があると思いますか？」

「そりゃ簡単ですよ。談合とか会議もありますけど、時間食いますからね。だから、うちがよくやってる方法を取れば良いんです」

「それは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、一応の歴史再現の流れを見つけたら、後はスポーツで勝負です！」

　解り易やすい。というか三征西班牙トレス・エスパニアも、土地柄による再征服運動レコンキスタなどで、歴史再現の血の気が多い土地だ。本土戦士団の多くが運動部所属となっているのも、即決かつ無血を目指し、何もかも〝教導〟で済ませる用意のためだ。

　だとすると、この場合は、

「関ヶ原の戦いは短期決戦で、個々の功績が問われる現場です。そう言った場合、スポーツで決着するなら、どのようなものがあります？」

「房フサ栄エ主将がもう、そのままですよ」

　房栄が？　問うた先、手にしたレモンを囓かじって口を歪ゆがめたフローレスが、目め尻じりに涙を浮かべつつ、しかし嬉うれしそうに言う。

「談合して、百メートル走でケリつければ、十本くらいで終わるんじゃないですか？」
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「よーし、じゃあメンバーは決まりましたね？」

　と、教員の声が高い空の校庭に響く。

　Ｔｅｓテスタメント．、またはＪｕｄジヤツジ．、と応じた声を聞き、その教員、三さん要ようは一つ頷うなずいた。

　自分が、関せきヶ原はらの担当をするのだ。

　本当ならばオリオトライが担当するところだが、他国が入り乱れているのと、彼女は関係者の親族だ。万が一、後々に因縁をつけられては、という事で自分が担当する事になったが、オリオトライ本人が言うには、

「外から見てると、気楽に応援出来るもんねー」

「……あー、じゃあまあ、ちょっと親孝行？　みたいな感じで私が代役受けますね」

　そう言うと、彼女がちょっと済まなそうに笑う。

「御免ね光みつ紀き、浮かれちゃって」

「いや、うちは両親も祖父母も健在ですけど、誰だれか欠けたら哀かなしいですし、それの逆があったら、いつものうち以上に価値を感じますよ。それは解わかります」

「光紀、大人おとなねえ」

「いえ、真ま喜き子こ先輩の方が、大人です」

　いろいろな事をこちらに黙っていたのも、致し方ない。理由を聞けば、ではなく、これは広義のプライベートな話題だ。例えばいつものように、教員室に連絡が来て、

『あー、光紀、今日ちょっと遅れるからうちの連中に言っておいて。──酒」

「酒のせいだって言っちゃっていいんですね!?　大丈夫ですね!?」

　とか、そういうレベルではないのだ。ちなみに大丈夫だった。

　だが自分は歴史とかそっち系が得意な方。体育にも準じるようなスポーツ型の歴史再現となると、少し不慣れだ。だからここは敢あえて、

「えーと、皆の中で、この競技だとやれるとか、そういうのありますか？」

　既にジャージに着替えた皆の中。手を上げたのは毛もう利り・輝てる元もとだ。彼女はジャージの上着を肩に羽織った姿で、

「Ｔｅｓ．、とりあえず関ヶ原の流れは、さっき見せたのがあんぜ。そこから種目数換算だ」

　と、表示枠シーニヤカドルを展開する。そこにあるのは、確かに彼女が先程見せたものだ。


・布陣して開戦

[image: ]

・小こ早ばや川かわと吉きつ川かわの裏切り

[image: ]

・西軍敗走



　この構図だと、三連戦もしくは何かを三競技、という事になるだろうか。

「面倒くせえから、百メートル走を人数分、三回やって終わりにすっか？」

　彼女の声に、返答ではなく、手が上がった。寺てら沢ざわ・広ひろ高たかを襲名した世せ話わ子こだ。

　用意がいい事に、三征西班牙トレス・エスパニアのジャージを着込んでいる彼女は、

「──関せきヶ原はらの戦いとして、後に残る内容が三種で終わるというのは、解釈があっても足りない部分があると思います。大きな差には見えないと思いますが、五種、という形では出来ないものでしょうか」

「五種の理由を言ってみろ」

　輝てる元もとの言葉に、世せ話わ子こがこちらを見た。無論、立場としては輝元より自分の方が上だ。なのでこちらは世話子に会釈を送る。すると彼女は一度息を整え、胸に手を当てた。

「今、既に時刻は昼前となりつつあります。午前中の内に開戦を終え、昼食後から小こ早ばや川かわ、吉きつ川かわの裏切りに入り、午前からの内容の補正として、一種を設けます。

　そして西軍敗走に向かい──」

「？　それでは四種ではありませんか？」

　途中だが、既に何人かが首を傾かしげているので、ツッコんでおく。すると世話子が静かにこう言った。

「──先程の襲名案件、東軍が田た中なか・吉よし政まさの襲名を決めていません。

　田中・吉政は、敗戦して逃走した石いし田だ・三みつ成なりを捕らえる役。これが決定していないという事は、西軍敗走の後に、〝石田・三成の捕縛〟があると、そういう事です」

　なので、と世話子が言った。彼女が出す表示枠コルテチエフイルマには、追加分も含めたプログラムがある。


１・布陣して開戦

２・昼食

３・小早川と吉川の裏切り

４・補正の競技

５・西軍敗走

６・三成の逃走



「──昼食も数えたので六つになっていますが、この流れならば如何いかがでしょうか。

　最初の競技を終えて昼食に入ったところで競技のレギュレーションなど確認。裏切りがあり、全体が大きく入れ替わったところで補正競技。安全かつ、数的にも他国からの物言いは避けやすいと、そう思います」
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　立たち花ばな夫妻が外枠で頷うなずいているのを、ミトツダイラは見た。

　……つまりこういう進行が、スポーツ系の三征西班牙なりのやり方ですのね。

　相あい対たいをどのような形でするかは、相対者達の合意による。

・立花嫁：『再征服運動レコンキスタなど、多人数の大規模戦闘を解決しなければならない事が多かった三征西班牙では、二つの解決法が進化しました。

　一つは、西班牙方陣テルシオなど、大規模戦闘を歴史再現として真剣に勝ちに行く方法です。

　もう一つは、重奏統合争乱以後発展した、国力を温存するため、戦闘以外の手段で勝ちに行く方法です。これは、戦力増強のためと、実際の戦闘に転化しても使えるようにと、体育会系が好まれたのです。現状では国内問題の解決によく用いられますね』

・傷有り：『だとすると今は、戦闘以外の手段で、大規模戦闘を行おう、と？』

・立花夫：『Ｊｕｄジヤツジ．、たとえば百メートル走でも、中隊長以上の者を選抜して八レーン構成で走らせればあっという間ですからね。再征服運動レコンキスタの最中でも、騎士達のトーナメントや闘牛、ボウリングなどを利用して、このような相あい対たいの基礎が組まれていったと聞きます』

　成程、と己は頷うなずいた。今更になって解わかった事があるのだ。

・銀　狼：『だから小お田だ原わら征せい伐ばつで勝ち負けの数を遣り取りしたような、ああいう方法が出来た訳ですのね？　競技型の歴史再現解決法では、被害が出にくい一方、どちらが優勢かはちゃんと見せねばなりませんもの』

　こうしてみると、騎士の歴史を思い出しもする。

　自分が生まれた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、騎士の国だ。

　……だとすれば、この方式に対し、毛もう利り・輝てる元もとは賛同を下せますわね。

　と、視線を向けた先、果たして彼女は頷いた。

「騎士達のトーナメントや模擬戦、カードなんかが相対に使われた記録は確かにあるさ。

　それでもって、小田原ではうちも人狼女王レーネ・デ・ガルウがかなり好き放題したからな。

　何か競技やプログラムを追加するのは文句ねえ。

　──勝敗数ってか、勝ちの★数で、最後に優劣決めるぞ？　──いいな？」

　という念押しに、ふと己は思った。

　……これは、いつも通りですわね。
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・銀　狼：『──正まさ純ずみ、前に毛利・輝元が言っていた、今までの歴史再現を否定する歴史再現という事について、どう思いますの？』

・副会長：『うーん、正直、このルール決定で、出てくると思ったけど、違うか……』

・不退転：『現状、小田原征伐と同じような、★取り？　そのルールね、これは』

・立花嫁：『実際そうなってみると単純な、そんなものか、というような事だそうなので、まだ表出していないか、気付いてないだけかもしれません。ここはまず、種目などを決定しながら、進めてみましょう』
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　……ちょっと疑問だが、まあ、皆も気にしているから、いつか解るか。

　と思いながら、正まさ純ずみは軽く手を上げた。

「じゃあ、──何の競技を追加するか、という事だな。希望あるか？」

「ハ──イ[image: ]」

　長なが岡おか少年の手を握っていた瑞典スウエーデン総長が、いきなり空いてる手を上げた。

「二人三脚がいいであります──!!」
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・浅　野：『二ー人三ー脚かー。うーわー、長岡、見れーてしまーう──』

・カニ玉：『良かったですね、オッキー君!!』

・●　画：『いいわ……、密着、揺れ、体温、目覚める何か……、いいわ……、有りね！』

・岡──：『オ、オッ、オマエら……っ！』
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　じゃあ二人三脚か、と正純は輝てる元もとと二人で表示枠サインフレームに書き込む。

「別に私ら、被害無いしな」

「ああ、あたしらに被害無いし」

　じゃあ次、と言ったところで、バルフェットが手を上げた。

「さっき六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ生徒会長の意見にも有りましたが、短距離走下さい！」

　あー、と輝元が許可を得ずに書き込むが、これはまあ問題が無いだろう。あとは、

「あと、何か有るか？　メジャーなもので」

「玉入れとか玉転がしとか？」

・現役娘：『まあ！　玉入れに玉転がし!?　玉入れはアレですのよね!?　硬い棒を掲げたところで、白いのとか、赤いのとかをたくさん飛ばして入れた方が勝ちですのよね!?

　玉転がしは大きな玉を、ゴールまで両手で何度も押して達するアレですのよね!?』

　確かにアレだが外野うるさい。というか、

「三さん要よう先生、うち、そういう用意ってありましたっけ？」

「あるけど、春の小体育祭で、真ま喜き子こ先輩が割ったような……。あ、でも、有ったとしても、体育祭の前じゃないから清掃とか補修の準備出来てないです済みません……」

　ならばそういう備品を使った競技は避けたい、というところか。

　他、危き惧ぐするものがあるとなれば、

「騎馬戦とかは避けたいなー……。体格差とかあるし」

「人数合わねえだろ」

　だったら、と声を作ったのは、表示枠を開いていたオリオトライだ。

「徒か歩ち戦せんやれば？」

「徒か歩ち戦せん？」

「騎馬戦の亜種で、騎馬を立てないで、皆一人一人、鉢巻きを奪い合うの。中等部辺りだと、最近は模擬戦の軽い訓練としてやってるらしいわよ？」

「綿材をつかったスポーツ剣術みたいな、スポーツ化したもので御座るか」

「騎馬戦だと、ほら、さっき正まさ純ずみが言ったように体格差もあるものね。まあちょっと危ないところでは危ないから、腕に巻いて取り合う、みたいなのが流行よ。〝攻撃は無し〟としてやると、全員参加出来ていいんじゃないかしら」

「ずっと逃げてるの、有りですの？」

　糟かす屋やの問いに、オリオトライが頷うなずく。

「時間制限つけてやって、東軍と西軍で残った人数比べればいいんじゃない？　人数差はハンデとして決められるでしょ？」

　問いかけの先、輝てる元もとが少々考える。だが彼女は、ややあってから、

「ま、いいか。あまり誰だれも知らない競技なら、全員イーブンだしな」

「じゃあ後は──」

　問うと、加か藤とう・嘉よし明あきが手を上げた。

「射撃が良いわ。──私達が有利と言う事で、敢あえて言うけど」
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　射撃を希望、と嘉明が言うのを、安あん治じは聞いた。

　確かに射撃があれば、自分達には明確な活躍の場となる。しかし、

「キメちゃん、アンジーとは東軍と西軍で分かれてるけど？」

「裏切りが発生したら、合流でしょ？　それにもしそうならなくても、私達だけでやるものじゃないと思うし、五種目あれば何処どこかでバランスは取れるわよ」

　との言葉に、確かにそうかも、とは思う。だから、

「アンジーもそれ推し──。どうかな？」

　という疑問に、輝元と武蔵むさし副会長が顔を見合わせた。それぞれはしかし、すぐに自分達の枠に視線を向け、そこからお互いの顔に戻し、

「──いいんじゃないか？」

「ほう、後悔すんなよ？」

　いいのはいいけど、その台詞せりふはどうなんだろうか。ただ、

「これで四種目？」

　ですわね、と応じたのは、糟屋と表示枠サインフレームで競技ルールを確認中のタケママだった。彼女は、こちらとの面識を会釈一つで吹っ飛ばし、

「走るものが二つですけど、徒か歩ち戦せんも走るでしょうから、残り一種目は、ちょっと変化のあるものが欲しいですわね」

「変化かー。アンジー達だと、何やっても変化になるけど」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、そういう意味では、貴女あなた達が射撃を望んだのはいい判断ですわ。あれなら、貴女達の飛ひ翔しよう能力なども関係ない、フラットな勝負が出来ますもの」

　……おおう。

　結構グイグイ来る。何か照れくさい。タケの方も嬉うれしいんだろうなあ、と思っていると、

「じゃあ水泳──」

　向こうの総トーチャンが言って、皆が眉まゆをひそめた。

「トーリ様、もう十月前ですが」

「いや別に九月前半くらいまではフツーにやってるし、うどん王国だと校舎が臨時だったから、そこらへん一切無かったじゃん？」

「ウワー、逆にいいなソレ。こっちは山で高知能化した猿と戦ってたんだから」

　……ナイトママ何やってんだろう……。

　じんわり疑問に思うが、いずれ御当地巡りとかあるだろうか。

　ただ、表示枠レルネンフイグーアが来た。

・武　蔵：『出力が強化されているので、屋外プールも温水化が可能です。試運転も含めて運用されるなら、水を張りますし、大気防護も掛けますが？　──以上』
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　異論は無かった。

　だが、解わからない事が、正まさ純ずみにはあった。

　……輝てる元もとの〝試し〟か。

　何だろうか。改めてそう思い、ここまでの彼女の決定を洗い直す。

　……百メートル走をやろう、と言っていたから、それは有りなのか。

　どういう事だろう。考えるが、答えが出るようにも思えない。なので問う。

・副会長：『百メートル走で全て勝負決めるとしたら、どうなったと思う』

・不退転：『談合ね』

・銀　狼：『ですわね。この閉じた歴史再現の中で考えると、後から干渉される恐れがある一方、単純な競技だけに、勝敗の後の★の数の調整は楽ですわ』

　だろうなあ、とは己も思う。しかし、

「……？」

　何か、引っかかるものがあった。

　多分、これが当たりに繫つながる疑問なのではないか。そう思い、口にする。

「無血の歴史再現で、……勝敗のあとの★数の調整を行う？」

　……でもこれは至って普通の事じゃないか。

　何か考え違いがあるのだろうか。

「それは──」
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　考えてやがるな？　と輝てる元もとは、顎あごに手を当てて動かなくなった本ほん多だ・正まさ純ずみに思う。

　これから東西に分かれて打ち合わせだが、武蔵むさしの副会長はきっと遅れるだろう。こちら、Mouri-01が、

「武蔵副会長は、姫様の〝試し〟に気付くでしょうか」

「どうだろうな。だけど既にヒントはある。しかし、──解わかりにくいよな」

　そうですね、とMouri-01が言った。

「無血の、被害の出ない歴史再現で、勝敗の後の★の調整。──普通はそう考えます」

「違うんだよな」

　Ｔｅｓテスタメント．、とMouri-01が応じた。

「それではいつもの歴史再現です。──こちらが思索している歴史再現は、そのやり方の、一カ所が違うだけなのですが、さて、武蔵副会長は、届いてくるでしょうか」
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　そして三十分後、打ち合わせを終えた全員が、校庭に再集合した。

　競技は決まった。プログラムも決まった。

　あとはルールだが、これは三さん要ようが仕切った。彼女が表示枠サインフレームを開くと、そこには聖連による認証が掲げてあった。

　関せきヶ原はらの戦いの歴史再現。その開始を認可するという内容だ。

　三要は、皆にそれを見せ、確認させた上で言う。

「まず、公平を期すために、全員、使用している加護、術式系統を制限します。体調の保持など生活に必要なものではないならば、武蔵が提供する基本加護だけに合わせて下さい。

　つまり関ヶ原の戦い中、特殊な加護、術式は使用出来ず、皆さん、基本的に、スポーツマンシップに則のつとり、己の身体能力をベースに競って貰もらいます」

　お、と声を上げるものが数名いた。考えが違った、というところだ。

　だがそれを構わず、担当として控えていた〝奥おく多た摩ま〟が、外部からの参加者に臨時用の加護管理表示枠を渡していく。武蔵勢の方も、特殊加護や術式に対し、使用不可のスクリーニングを術式で掛け、競技中は素すの自分達で戦う事を誓った。

　三要は、皆が整列し直し、どことなくいつもとの違いに戸惑っているのを確認。

「──はい、ではここからがルールですが、更に公平を期すため、各プログラムの種目はランダムでその時に決定します。

　ルールもその際、歴史再現に合わせて変更が入る可能性があります。

　また、全員、一度は何かの種目に出場して貰もらいますが、……徒歩戦があれば問題無さそうですね。あ、島しま津づさんは、腕に鉢巻きを巻けないので、尻尾しつぽにでも」

　そのようにした。

　あとはもう、期待と緊張の息吹きだけだ。三さん要ようが、表示枠サインフレームを一度軽く叩たたくと、プログラムの順番の横、そこにランダムで文字列が幾つも走り、

「第一種目は、──これですね」

　画面に書かれている文字を、三要が読んだ。

「二人三脚。……行きましょうか」







[image: 第二十二章『レーン上の二人』]
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・関せきヶ原はらの二人三脚ルール



　：百メートルを走るものとする。

　：同じ陣営から二人ずつ、二組を選出。

　：その二組を、一組ずつ対戦。走り切るものとする。

　：相手の妨害をした時点で失格となる。
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　意外とルールはフツーね、とナルゼは教きよう導どう院いんの橋上から思った。

　校庭を左右に区切るこの橋は、競技を見るならば絶好の位置だ。マルゴットが橋の下に知覚術式を仕掛け、その受像を浅あさ間まの方で受ければ、やや高いなりに水平視点で三百六十度のビューイングが確定出来る。

　走者の追随は広報部の魔女テクノヘクセンに任せよう。第三、第四特務隊に所属する学生魔女達の内、資格のある者達が周囲の警備を兼ねて競技を撮影してくれる。

　こちらとしては、とりあえずジャージ姿にはなっているものの、昇降口前に軽食と飲み物の屋台も出てきて、

「……何だかんだで祭気分になってきたわね、コレ」

　そして左さ舷げん側。既に競技者が並んでいる。一番手は、西軍が、

「よーし、行きますですよーう」

『Ｔｅｓテスタメント．！　最強コンビで行きましょう！』

　島しま・左さ近こんと、大おお谷たに・吉よし継つぐだ。

　そして対する自分達の方、東軍は、

「よーし、やっぱ一番は俺おれだな！　俺！」

　馬鹿が出てきた。目立ちたいんだろうか。だとすると、隣に立つのは、

「一番。ファースト、──ホライゾン・アリアダストです」

　何故なぜかバットを軽く振り子のように揺らしているホライゾンが、馬鹿の横に来た。
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・金マル：『レース前に悪いけど、一つ聞いていいかな』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．！　さっき、新調されたばかりの洗面所で一丁失敬してきたので、高速で走るための軽量化は出来ております！』

・十ＺＯ：『聞いてない事をいきなり漏ろう洩えいしてきたで御座るよ？』

・黒　狼：『というか、左近？　貴女あなた達も既に武蔵むさし勢ですから、わざと負けるという考え方が、あったりしますの？』
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「おい」

　大おお谷たには、輝てる元もとの声を背後から聞いた。

「わざと負けやがったらもう一回走らせるぞ」

　下手へたな嫌がらせより説得力を感じるのは何故なぜだろうか。

　すると、橋上の清きよ正まさに預けているトートバッグから、声が来た。

・鬼武丸：『いいか小姫、関せきヶ原はらの戦いの歴史再現だ。その内部で起きている事を正しく行うならば、私達が武蔵むさし勢だろうと何だろうと関係ない。寧むしろ、故意に片方の結果を導く事で、癒着だ何だと言われる方が面倒だ』

・小　姫：『えーと、どういう事なんですよう』

・鬼武丸：『貴様は全力で走れば良い。それだけだ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と左さ近こんと応じて見ると、既に隣の武蔵総長と姫は、頭に白い鉢巻きを締めている。

　ではこちらも、という事で赤の鉢巻きを締め、左近を見上げた。

『では左近君、宜しく頼みます』

「思い切り行っていいんです？」

『Ｊｕｄジヤツジ．！　私の計算能力で、貴女あなたの脚のテンポを解析し、それに合わせた速度を確保しますから問題ありません。貴女は全力を出して下さい！』

　情報体とはそういうものだ。

　隣は左に姫、右に総長という構えだった。こっちは左に自分で右に左近。これでお互い、パートナーに合わせて行く事になるが、

「位置について──！」

　担当の眼鏡めがね教員が、射撃術式を空に構えた。

　聞こえた声に対し、自分達はスタンディングで軽く構えるだけだ。左近は中等部でクラウチングスタートを習っているだろうが、二人三脚でする意味は無いだろう。

「用意──！」

　来ますよう、と左近が呟つぶやいた瞬間。来た。

　射撃術式の乾いた破裂音だった。





●






　合図の響きは、左近にとって、耳よりも目に届いた感覚があった。

　聞こえたという事実よりも、全ての感覚が前に、加速する事へと集中する一瞬。

　つまり視線の先へと己を吹っ飛ばせば良いのだ。ただただ、そうすべきなのだ。

　ゆえに何ものにも構わず、己は前に自分を飛ばした。全身の筋力をまず一歩目から全力で発射して、速度に乗る。そして、

　……ん？

　何かおかしいと、そう思った。

　自分ではない。己は初速にのっている。おかしいのは横だ。

　隣。先程まで身構えていたお隣が、勢いよく前に一回転したのだ。

　二人三脚失敗。初しよ手てからの大転倒であった。





●






　クリスティーナが、足首の帯をやたらキツく締めるのに任せながら、二番手の忠ただ興おきはそれを見ていた。

　……ああはなりたくねえなあ。

　見事な一回転だ。

　着地も、頭から背を打って大の字だった。いい音までついていた。

　受け身のろくにとれない人間がアクションをするとこうなると、そういう見本だ。

　……しかし──。

　姫の方よりも馬鹿の方が先に回ったように見えた。

　既に島しま・左さ近こんは前に吹っ飛んで行っている。

　これはまず、西軍に★が一つ行くな、と思って、馬鹿と姫にとりあえずの声を掛けようとした。というか邪魔だ、どう考えても。だから、

「おい」

　立てよ、と言おうとして、己は気付いた。

「何で左にいる姫の方が、左足首に帯を結んでるんだよ!!」

　あ、と応じたのはクリスティーナだ。彼女は立ち上がり、こちらを見て、

「さっき、〝蹴ける方の足は右なのですが〟とか言ってたでありますよ？」





●






　瑞典スウエーデン総長の言葉に、東軍枠として後ろから見ていたミトツダイラは、己の観測が正しかった事を悟った。浅あさ間まも同様だったのだろう。半目になりながら、

「……さっき、走り出す瞬間、トーリ君がホライゾンの御お尻しりを捏こねましたよね」

「二人三脚で、外側の足を結べば、密着度は強くなりますものね」

　その密着任せに尻を捏ねたら、フリーになっている右足でケリを食らったと言う事か。

　恐らくホライゾンの計画としては、横並びではなく、

「こう、前後になって、我が王が何か言ったら走りつつケリを入れると、そんな計画があったように思いますの」

　だが結果としては、初しよ手てからツッコミが入り、王が一回転したらホライゾンも巻き込まれたと、そういう事だ。

　……恐るべし二人三脚……！

　思っている眼前で、だが左さ近こんが先行した。

　速い。既に三十メートル以上を突っ走っていて、大おお谷たにも何とかついて行っている。

　左近の速度についていくのは無茶だろうと思っていたが、彼女の足に半ば乗るようなステップで凌しのいでいた。これはやはり、重量が無いような情報体の利点であろう。

「島しま・左近、大谷・吉よし継つぐ、……出来ますわね！」





●






　左近は、武蔵むさし第五特務の声がこちらをリスペクトした事に、反応した。

　……おおう。

　かつては激戦を行った相手だ。初うい陣じんでやられたが、それがリスペクトしてくれているのは正直嬉うれしい。だからちょっと振り向くと、

「あれ？」

　さっき転倒していた隣の二人が、完全に伏していた。

　姫の両腕が外れ、動かない二人を指でつついたり、押している。総長の方に対して思い切りビンタを入れてるが、アレは気付けだろうか。だが、

・鬼武丸：『小姫！　前を見ろ！』

　言われた通り、反射的に前を見た瞬間。己は眼前に壁がある事に気付いた。

「およ？」

　顔から激突した。





●






　橋上にいたナイトが感覚したのは、橋が右う舷げん側に弓なりの弧を描いた事だった。

　その軋きしみと歪ゆがみには、何か水を入れた袋が勢いよく破裂したような響きもあり、

「うわあ」

　横のナルゼがバランスを取るのを諦あきらめ、翼に溜たまった大気を利用して空中に足から横倒しになる。そして自分は橋の欄らん干かんに手をついたまま、ちょっと伸びをするように浮上。

　橋の歪みは、直後に勢いよく復元される。武蔵の建造物は艦の歪みを吸収するために急激なしなりに対して柔軟だ。その一方で剛性の復元力は高く、橋の下からは、着弾した物体がカウンターで逆方向に吹っ飛ばされた。

　左近だ。

　明らかに首が、本来の位置より三つくらい横に行っている。首から下は思い切り仰のけ反ぞり姿勢で橋の下に飛び込んでいるが、

「あら」

　西軍の方でミト娘の声がしたと同時、歪ゆがみを直して震動する橋の陰から、右う舷げんの校庭に吹っ飛び、転がる物があった。

　大おお谷たにだ。

　それは真新しい校庭の上を二、三転して、動かなくなり、縮小した。

　二頭身程になっているのだが、負傷が原因ではなかろう。特殊加護や術式を切っている現状、出力低下状態に己を置いたに違いない。

　そして横倒しから身を戻したナルゼが、静かに総評した。

「──初しよ手てから、凄せい惨さんな運動会になってきたわね」

　向こう、スタートラインの方で両腕が左右に手を伸ばすように振り、三さん要ようが橋の下の方を覗のぞき込む。ややあってから、三要が両手を挙げて左右に振り、呼び子を吹いた。

「判定は、──両者ノックダウン！　不成立とします！」

「ナイちゃんこんなの二人三脚で初めて聞いた……」

　だがこれが現実だ。そして放送から、〝奥おく多た摩ま〟の声が響いた。

『只ただ今いまの決まり手は──、尻しり掛かけからの蹴けり上げと、前方不注意により、両者不成立となりました──。──以上』





●






　両腕に引きずられていく馬鹿と姫と、自動人形達に運ばれていく左さ近こん達を見て忠ただ興おきは思った。走る時は前を見よう、と。将来、機馬など乗ってみたいが、さっき嫁が乗ってきたのは今も校舎の三階に刺さっている。浮かれてて良いからちゃんと前を見ろ。そういう事だ。

　ちゃんと前を見ていればとりあえずああはならない。これは確かな事だろう。だが、

　……体温高えよ……！

　ジャージだからだろうか、昼前の直射日光の下だからだろうか、やたらと嫁の体温が高い。

　だが一緒に走らねばならない。

　コイツの命は俺おれが預かった事になっていて、一生幸せにしてやんよ、と約束したのだ。だからコイツがそれがいいというならそうすべきで、さっきからこっちの肩に手を回そうかどうか、左手がうろうろしているから、

「ほら」

　嫁の手を取って、自分の肩に回す。すると、

「────」

　周囲が一斉に沈黙した。

　……注目してんなよ……！

　自うぬ惚ぼれや自意識過剰ではない。武蔵むさし勢なのだ。やる。必ず何かやっている。始まった時には既に仕掛けられているというのが武蔵勢に対する持論だが、もう事態は進行しているのだ。

　すると、連中の恐ろしさを知らない嫁が、無言で身体からだを押しつけてきた。というか、こちらの肩を外から抱いて引き寄せると共に、ウエストを寄せてくる。

　解わかる。

　自分の方が嫁よりも背が低い。だから己は肩を組む事は出来ず、腰に手を回すしかない。

　だが、さっきから問題がある。

　左の頰ほおに、嫁の胸横のハードポイントパーツが当たっているのだ。

　正直、痛いというか硬い。だがこれが無ければ犯罪だというのは解るし、武蔵勢の中を見てると、これがあっても犯罪なのが何人かいると思う。とりあえず自分にとっては物理的な言い訳になるので有り難いが、

　……コレ、腰を抱き寄せるのにスゲー邪魔なんだけど。

　大体、引き寄せた時、顔がそっちに寄るが、このハードポイントパーツは動くのだろうか。不動だとこっちの首がさっきの島しま・左さ近こんまではいかないが、メキャアと行く。動いたならば明らかに嫁に気付かれるだろう。

　いいのか。どうなのか。こんなところで何を考えている、と思う。

　が、嫁がまた、腰の位置をずらしたので、決めた。そのウエストを外から腕を回し、寄せる。密着する。すると、

「あひ……！」

　嫁が身体からだを震わせ、変な声を上げた。





●






　皆は、沈黙のまま、顔を見合わせた。

　武蔵勢が中心であったが、羽は柴しば勢もそれに続いた。毛もう利り勢や他は、静観していた。

　ナルゼが無言で手を上げ、情報端スレツドを立てる担当となった。そしてもう一度手を上げ、情報端の書き込み開放を合図する。

「おい！　何やってんだよオマエら！」

　顔を真まっ赤かにして俯うつむいてるクリスティーナの横、忠ただ興おきが声を上げる。が、皆そちらを見て、一斉に頷うなずいた上で、こう言った。

「ヒュウウウウウウ──────!!」





●






　クリスティーナは、死にかけていた。まさか、自分からウエストを抱くように誘っておいて、摑つかまれてみるとくすぐったくて下品な声を出すとは、

　……忠ただ興おき様に、変な女だと思われてありませんでしょうか。

　既に詰んでる、という意見は率先して無視するものであります。大事なのは常に今、一瞬、それでこその自爆娘というか、ＨＮそのものでありましたね。

　とりあえず三征西班牙トレス・エスパニア副会長に通神文メールを送っておく。

『今、鼻から吐血しそうになってるでありますよ』

　返答はすぐにきた。

『うちも今夜は鍋を囲むので、夜の定時報告をお待ち下さい』

　やりましたね……！　と何か勢いだけの応援を送ってしまうが、気付くと教員が前に立っていた。

「あの、そろそろ競技始めますけど、いいですか？」

　別の意味で死にかけた。





●






　浅あさ間まは、医療用の天幕から、ホライゾンがトーリの襟えり首くび摑つかんで引きずってくるのを確認した。既に健康状態などは安全だとみているし、擦り傷や打ち身などは二人とも符と術式で治療を終えている。天幕の下では結構強力な治療術式が用いられたようだが、やはり武蔵むさし側もこの歴史再現には注力しているという事なのだろう。

　とはいえこちらの二番手は忠興とクリスティーナだ。

　さっきクリスティーナがハシャギ全開で二人三脚を求めたがゆえ、ここで選出となっているが、どうなのだろう。

・ウキー：『意外といいセンいくかもしれんぞ。さっきのレースを見る限り』

・礼賛者：『さっきの何を見てそう言えるんですか一体』

・貧従士：『というか、事故らなければさっきのレース以上なんじゃないでしょうか』

・労働者：『完走しなければ結果も無いからな！』

　誠にその通りだ。というか彼もホライゾンも、ある意味、一歩も進まず終了となったのは何か凄すごい。そんな二人に対しては、豊ゆたかが外枠でテンション上げているが、未来の私は正しく教育をし過ぎだとも思う。

　だが、さっき皆が言っていたように、こちらの二人が完走目当ての人員配置だとすれば、

「西軍の方は……」

　と呟つぶやき、見た視界に、緑の色が見えた。

　草の獣だ。更には、

『ああ、いいね！　乗っているだけで何処どこかに運ばれていくとか、ぞくぞくするよ！』

　皇帝の表示枠レルネンフイグーアが、その上に帯で縛られていた。





●






　島しま津づ・義よし弘ひろの背に、マティアスの表示枠レルネンフイグーアが結びつけてある。

　三さん要ようはそれを見て、こう思った。

　……これは、二人三脚？

　草の獣の足は六本だ。そもそも二人三脚という言葉が適用出来ない、気がする。が、輝てる元もとがこう言い放った。

「足が六本で、でもそれが二人分だから、二人で三脚だろ!?　間違いねえだろ!?」

　根本的に間違っている気がするが、振り向くとオリオトライが手を回していた。巻け、という事だが、確かにそろそろ正午だ。

　……昼食ですよねー。

　同意出来たので、頷うなずく事にする。

「じゃ、有りと言う事で、進めまーす」

「待って」

　と外枠から声が掛かった。振り向けば、伊達だて家副長がいる。彼女は首を傾かしげ、

「二人で三脚だと、……それは二人六脚じゃないかしら」

「すげえ！　ウキ嫁！　オメエ、算数出来たんだな！」

「フ、成なる実みの賢さを馬鹿にして貰もらっては困るな……」

「そうね。──これでも伊達家副長よ」

　真顔で返してる辺りが凄すご過ぎる。

　……真ま喜き子こ先輩、こんな修しゆ羅らのクラスをまとめてるんですね……。

　視線を送ると首を傾げられたが、そういうものだろうか。だが、この場合はどうするか。確かに見た目通りの六脚だ。

　すると輝元が、手を上げた。彼女は島津・義弘に向かって半目で、

「走る時って、ギャロップか？」

『ギャロップ？』

「足を揃そろえて、こう、跳ねるように走るか、ってーの」

『そうなの』

　この〝そうなの〟は、そうだ、という事だろうか。まあ、だとすれば、

「両脚揃ってるからセーフ。問題ねえな？」

「言った者勝ちだろそれは……！」

「うるせえよ本ほん多だ・正まさ純ずみ。──だったらテメエも島津連れてこいよ」

　無茶苦茶な言いがかりだが、確かにそうだ。というか、

「あの」

　自分は、ちょっと疑問に思ったので、興味本位で問うてみた。

「草の獣って、……走るの速いんですか？」





●






　正まさ純ずみは、目の前の輝てる元もとが、眉まゆをひそめたのを見た。そのまま彼女は、全身を捻ひねるように傾け、んン──？　と変な唸うなりを発し、

「おい、輝元」

　空いてる手が、その手の平をこちらに向けてくる。ちょっと待て、という事らしい。

　こっちが三呼吸程待っていると、三さん要ようが合図用の射撃術式を示して来る。

・○べ屋：『ほらほらセージュン！　急いで！　賭かけが進まないよ！』

・副会長：『勝手に賭けを始めるな……！』

　……というか、私が西軍の管理やってる訳じゃないんだが。

　半目で思いつつも、現状をどうにかするために輝元に声を掛けようとする。と、彼女が身を起こした。そのまま鋭い目が、こちらを両手で指差し、

「──勝ったと思っていると、足元を掬すくわれるからな、本ほん多だ・正純！」

「そんなに草の獣の脚って遅いのか」

　三要が無言で射撃術式を空に発砲した。





●






　……うわ、遅。

　アデーレは、二つのレーンでの走りに対して、素直にそう思った。

　とにかく遅く見えるのは、草の獣だ。身体からだが大きい分だけ動作がデカい。大体、明らかにギャロップ走法が合っていない。

　魔女テクノヘクセン達の上空俯ふ瞰かんからの映像を見ても、

・●　画：『何か、六本脚を持て余してるわね』

・金マル：『フツーは交互に脚を動かして歩いてるっぽいよ？　脚を揃そろえるのは、段差とか岩とかをジャンプで越える時だけみたい』

　第三特務が、武蔵むさし内にある通つう神しん資料庫の啓示動画サイトから、草の獣の動画を出してくる。

　そこでは林道を行く草の獣が映っているが、こちらは六本の脚の内、常に三点から四点を確保する動きで、速い。身体の上下動もほとんど無く、

・義　　：『虫が這はうようなイメージだな。もう少し軸が上だが』

　だとすれば、やはり脚は揃えないのが普通だ。

　西軍側では輝元が腕を組んで半目になっているが、完全に予想外、といったところだろう。

　だが、相手が自滅すれば勝てる、という訳でもない。何故なぜなら、

「おーい、楽しんーでんなー」

　東軍にいる浅あさ野の・幸ゆき長ながからヤジが飛ぶくらい、瑞典スウエーデン総長と長なが岡おか少年が遅いのだ。

「……あれは、急いでる分だけ遅れる、というヤツですねー……」





●






　クリスティーナは、リズムをとっていた。

　結構上手うまくやっている、とは思う。草の獣と並んでいる状態だが、悪い走りではない。

　とにかく完走。それがこちらの目的で、武蔵むさし副会長ともコンセンサスが取れている。

　彼女が言っていた。

「いいか？　まず初しよ手ての、馬鹿とホライゾンだが、これは特殊枠なので、上手くいくか駄目かのどちらかだ。そして次の瑞典総長達には、まず完走して欲しい」

「急がなくていいのでありますか？」

「可能な限り急いで貰もらいたいのは確かだ。それで完走して、全体の意味を決める」

　どういう意味かは解わかる。が、

「意味、でありますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと謎なぞかけがあってな。それを確かめようと思ってる」

　成程、何かが進んでいるのだ。ならば自分も、その協力のために安全第一だ。

　自分達は、どちらかというと、戦闘時でも強化など無しで素すの方だ。特に二人三脚という競技では、忠ただ興おきの能力もこちらに縛られる。一般人が参加したらどうなるか、という見本のようなものだろうが、結果としては当然、遅い。だけど、副会長の要求がそれならば、

　……だったら楽しむのが勝ちでありますねえ。

　思い、忠興をちょっと抱き寄せる。そして脚の動きを合わせるために、

「忠興様、ハイ、１・２と行くでありますよ？」
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　嫁が「１・２、１・２」とリズムをとり始めたが、忠興は歪ゆがんでいた。

　嫁の胸横ハードポイントパーツが、壁となっているのだ。

　抱き寄せられる分、首が外に押し出される。が、そこはまだ我慢出来る。キツいのは、

　……揺れる──！

　重力と嫁の運動によって発生する物理法則が、ハードポイントパーツを板としてこっちを押しのけようとしてくる。だがこの向こうには嫁の胸がある筈はずで、板が無くなれば良いとか、硬派目指してた男の言う事じゃねえと思う。

　大体、衆目も凄すごいのだ。

　今、橋をくぐろうとするが、上からは武蔵勢が手を振って、

「おはチンコ────！」

　……うるせえよ！

　連呼するな。声も揃そろえなくていい。言いつつウエーブもすんな。嫁も手を振り返すな。

　というか手を振る動きで、こっちの首がメキャアとかなるのどうにかなんねえか。

　……だけどこのパーツ、思ったより動くんだなあ。

　男性用は、単純に装備の固定用と、加護の奏塡インストール装置兼アーマーという感覚だ。だけど女性の場合、これは想像するに、胸とかの押さえやバランス保持にかなり役だっていよう。

　何か、浅あさ間ま神社の姐ねえちゃんや人狼女王レーネ・デ・ガルウが、ここらのパーツを定期的に交換してるとか、そういう情報を聞いて「装備を定期交換すんのは戦闘のためかー」とか思ったが、よく考えると第五特務とか芯しんの人からそういう情報聞かないから、つまりこういう事だ。

　……嫁も交換が早いって事か。

　と、草の獣を追う程度にまで離れてしまった。ちょっと急いだ方がいいだろう。なので、首がおかしくなりつつあるが構わないものとして、嫁を引き寄せて、

「……ん？」

　何か軋きしんでる。そう思った瞬間だ。

　顔に当たっていた板が弾はじけた。

　ハードな動作と圧迫で、可動部が壊れたのだ。
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　橋上にいた鍋なべ島しまは、忠ただ興おきもラブラブだわあ、くらいの気分で焼きイカ食いつつ関せきヶ原はらの戦いを見物していた。

　が、確かに己はそれを見た。

　高等部の女子ならば、自分ならずとも他人の側そばで一回は見た事がある光景。胸横ハードポイントパーツの破損だ。それが今、忠興と瑞典スウエーデン総長の間で起きたのだった。

　……そりゃあんだけデカいのを押さえた上で、外にあるものガンガン当たってたら、駆動部が壊れるわー。

　パーツが飛んだ瞬間。一つの物理現象が生じた。

　瑞典総長が忠興の肩を抱く。その中で、彼女の胸が反動で外に振られ、忠興の顔横を打撃したのだ。

　忠興が瑞典総長を抱き寄せようとしていたところへの、カウンターであった。

　明らかに忠興の首が横に歪ゆがんだ。

「お」

　人の頭が、大体重さ五キロだとする。胸が人の頭サイズだとしたらそのくらいの重さだろうか。そこまで行ってなければ割合で計上出来るだろうか。自分は出来ないので何だか先輩格に聞いてみたい気もするが、ともあれある程度の重量が後輩の顔に横から激突したのは事実だ。

　忠ただ興おきがフラつく。あ、と瑞典スウエーデン総長が声を上げる。

　しかし中等部が耐えた。

　外側の足を一回踏み、走りを継続する。

「やるわね」

　四キロ級程の伊達だて家副長が言った。

「──妻に恥を搔かかさない程度の頑張りは、甲か斐い性しようの内ね」
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　マティアスが、追い抜いた二人の接近を知ったのは、声だった。

　背後から、音響で、

「１！　２！」

　と勢いよく叫ぶ瑞典総長と、その若夫の声が届いてきたのだ。

「はは、元気だね」

　振り向く自分は今、K.P.A.Italiaの本拠にいる。ローマ、と言っても現状のローマは呉くれの東側だ。落ちた厳いつく島しまを西に眺める事の出来る塔の上、自分はオリンピア共々ジャージ姿で広報部の構えた表示枠レルネンフイグーアを前にしていた。

　画面は大判だ。そして己の周囲にも半透明型の多重表示で、光がある。目の前の画像や、送られてくる周辺情報から、現場の状態を立体的に再現しているのだ。

　音も風も作られる露天劇場のような小空間の中、後ろから、模造の二人が追いついてくる。

　対する自分はここにいるが、〝表示枠の己〟は、武蔵むさし上で、島しま津づ・義よし弘ひろの上にいる。

　足場となる〝彼〟が動けば、周囲の立体模造も風景として流れて行く。

　武蔵が艦橋内で展開しているという立体模造を、人のスケールで展開しているのだ。

　……面白いものだね。

　今、この臨時のローマにいるのは、K.P.A.Italiaと、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの、どちらかというと文系側の集団だ。力と金はないが、技術と流体はある。なのでこのような術式や加護などが出来上がっていくのだが、

「皇帝が動くと言うだけで、こういうものが出来る下地が勝手に出来るんだから、置物としても私は優秀なのかな？」

「私も、寝てるだけで羽は柴しば勢の鍛錬に役立ったようだから、置物として優秀よ」

　そうだね、と己はオリンピアに笑う。

「傀かい儡らいとして扱われる事。置物として利用される事。──それでどれだけ世界が動くか、興味が湧わいてきたのは確かだよ。大罪武装ロイズモイ・オプロが手元から無くなって、もはや〝外にアプローチするものがない〟となって、スッキリした。あれは傀儡としては雑味だ。役に立ち過ぎる。

　──いるだけで世界を変える。それが無力な傀かい儡らいの力だとするなら、さて今回はどうなんだろうね」

「武蔵むさし勢は、ここで貴方あなたに恩を売るつもりよ」

　解わかる。

「羽は柴しば君が、私達かP.A.Odaか、どっちつかずの行き先を教えてくれない。傀儡が這はいつくばれば教えてくれるかと思ったが、そうもいかないようだね。開き直って運動会も悪くない」

「あっちでは、貴方が何か方針でも言うかと、期待してると思うわよ？」

「だけど私は〝いる〟だけだ。傀儡を呼んだところで、傀儡は何も恩に着ないよ。傀儡は常に恩を売り、そこでの扱いの良さを楽しむものなんだ。もしそこを武蔵勢が勘違いしているなら、彼らはヴェストファーレンで私達より一歩劣る事になる。だから、さあ──」

　背後、こちらが無力だと知っている声が来る。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ生徒会長だ。

　彼女が、こう叫んだのだ。

『おい島しま津づ！　ラストスパートだ！　急げ！』

　こっちの事を一切計算に入れていないのが素晴らしいね……！
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　ゴールのタイミングは、ほぼ同時だった。

　スタートライン側にいる三さん要ようからは、手前から奥に行く動きなので、ちょっと解りづらい。サポートとして横にいるオリオトライも、

「あら？　……同着？」

　と首を傾かしげる程度の位置関係だ。

　だが向こう、ゴールの方でテープを手にしていた〝奥おく多た摩ま〟が、片手を上げた。

　彼女が観測した画像が、表示枠サインフレームとして、その頭上に大判で展開される。それはまた、皆の手元にも届くもので、

「これは──」

　見ると、忠ただ興おきが頑張っていた。

　彼と瑞典スウエーデン総長を立体として考えた時、先にテープを切るのは瑞典総長の胸だ。しかし現在、彼女が胸の右ハードポイントを失っていて、立体が右に流れやすい。

　だから忠興だ。

　彼が顔を横から当て、瑞典総長の胸が前に突き出るようにしている。

　自分には一生縁の無い話だ。これは愚痴です。

　ともあれ彼は頑張った。だが、

「──西軍の勝ちです！」

　上からすくい取るようにして、島津・義よし弘ひろの鼻先がテープを突いていた。ゴールラインを割った、というのが身体からだのどの辺りで判定になるかは解わからないが、前脚の基部は越していると思う。だから、

「まずは西軍に★一つです……！」
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　忠ただ興おきは、息を吐いた。

　たかだか百メートルの距離とはいえ、何の追加加護や術式も無く、更にはもう一人と共に走るとなると、意外と息があがった。ウォーミングアップは出来たな、と、そんな事を思っていると、足を結んだままの横、嫁が大きく息を吐いて身体を前に折った。そして、

「あの、忠興様……」

　こちらに振り向かずに言う事は、どういう事か。解らない自分じゃない。

　歴史再現として、こちらが属する武蔵むさし勢、それに対して不利となる結果を作ってしまったのだ。しかも、自分が提言した二人三脚で、だ。

　だからここは、謝罪が来る。申し訳ありませんでした、と、そういう嫁だ。

　解っている。ならばこっちは先に言う。

「おい」

　折った身体、前に零こぼれた髪が顔を隠している。そんな嫁に対して、

「こっち来てたから、こういうの出来るんだ。──俺おれの言った通りだったろ」

　ネルトリンゲンで己が何と言って彼女を外に連れ出したか。世界の情報通が、憶おぼえていない筈はずもあるまい。

　それが通じる。解る。間違いない。故に嫁が顔を上げ、

「────」

　目め尻じりに涙が浮いていたが、顔は全てが笑っていた。汗で前髪を肌に張り付かせ、

「忠興様」

　いきなり抱きしめられた。顔が胸に埋まる。どういう体温してんだ、と思うが、押さえが無いので左に首がずれる。そして、頭に顎あごを乗せられ、口の動きだけで言葉を告げられた。

「──素敵であります」

　……言葉の選びが上品過ぎるっつーの。

　しみじみ思う。スゲエ、とかイケるじゃねえか、とかしか言えない自分が、彼女の言葉に相応ふさわしいかどうか本当に解らないが、しかし、

「……！」

〝奥おく多た摩ま〟がいきなり、呼び子を吹き直した。

「今の勝負、東軍の勝利と判断します！　──以上!!」

　突然の、逆転勝利であった。
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　何故なぜ、という空気が周囲に流れた。その動きの向く先、〝奥おく多た摩ま〟は、近くにいた忠ただ興おきと瑞典スウエーデン総長の視線を受け、一拍の間を作った上で一枚の表示枠サインフレームを展開した。

　それは上空俯ふ瞰かん図。草の獣と、走る二人をほぼ真上から写したものだった。

　やや遠間からなので拡大すると、流石さすがに画像は荒れるが、

「見て下さい。──以上」

　二人が見る。島しま津づ・義よし弘ひろも覗のぞき込んで来る。だが、瑞典総長が髪を直しながら首を傾かしげ、

「そちら、……島津総長の方が、先でありますよ？」

　確かに、一見では島津・義弘の鼻先がテープカットをしている。その前半身も前に出ている。

　対して東軍の二人はテープに届いてない。忠興の首が曲がってる。

　東軍側の負けだ。だが、島津・義弘が気付いた。

『いないの？』

　その通り。向けた視線の先で、島津・義弘が己の背を見る。

　彼、と言っていいものか解わからないが、彼の雄牛程の背の上には、帯があった。しかし、そこに結ばれていたものがない。

　マティアスの表示枠が、消えているのだ。
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・金マル：『あ、ホントだ。……ラストの五歩前で、消えちゃってるよ？』

　という母からの言葉に、嘉よし明あきは理解を得た。

「多分、ラストスパートという事で、草の獣の出力？　入力かしら？　まあどっちでもいいけど、それが上がって、流体である表示枠が熱量計上されて吸収された、と？」

「……表示枠というか、流体をも吸収するって、ちょっと考えたら解るような気もするけど、誰だれがこの組み合わせ決めたんだっけ」

　皆が一点を見た。そこにいる当人は、

「あたしだよ！　悪いか!?　表示枠載せた時食わなかったじゃねえか！　急げっつったら食うとか、どういう事だ!?」

『たべてないの　あたったの』

　ああ、とホママが手を打った。

「確かに、黒くろ藻もの獣様も、触れてるだけでは何の消化もしませんが、その繊維の内部に入ったものを食事とするのです。ゆえに沈み込んだり、食い込んでしまうと熱量を食われる、という事なのでしょう」

「……初めに帯で結んでる時も、ひょっとしたら設置面から微弱に食われていたかも御座りませんが、走りが激しくなったところで確定したので御座りますな？」

「──そんなん初めから説明書に書いとけ[image: ]」

　西軍大将がキレるのは史実でもあった気がするから問題ないとは思う。だが武蔵むさし副会長が、うんうん、と頷うなずき、

「九州の代表だけあって吸収してしまうとは、なかなかだなあ。──どうだ？」

　どうかしら。







[image: 第二十三章『水場の浸水者達』]
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　昼食を用意しておいて良かったと、浅あさ間まはそう思った。

　昨日きのう、食糧の供給関係があまり上手うまく行っていないのは艦内情報から気付いていた。自分達の居場所である本舗も、調理場はあるが、備蓄はそこそこだ。皆の昼食には足りない。

　一方、浅間神社の一角は早期から組み込まれていたし、神社用の備蓄も充分だ。なので朝、来る途中で寄ってみると、保存食などが結構な量あったので、

「豊ゆたかと二人で急いで作ったのを持ってきました。──どんなもんでしょうか」

　重箱八つと大箱四つになったが、運搬はミトツダイラとネイメアに両腕が居る。

　……あっ、家族がいると凄すごく楽……。

　これは、ここに来る途中で皆が無言で顔を見合わせたから、コンセンサスが取れてる筈はず。今度から同行出来るなら頼みましょうか、と、そんな事を思うくらいには馴な染じんでいるが、

「どうでしょう」

　と、豊が、左さ舷げんの校舎前に広げられた茣ご蓙ざの上で、大箱を広げていく。中に並ぶのは、

「お結びを種類多めに作ってみました」

　保存食の代表は、やはり漬け物だ。塩漬け、醬しよう油ゆ漬け、香辛料の多いもの、と三種に分類して、更に二人で広げて解説するのは、

「こちらにある肉類は、醬油と味み醂りんでざっと煮てから一回冷ましてるので、味が染みてると思います。焼き物はカットしてあるので、どちらかというとアクセントで」

「これらもお結びの中、こっちの列に入ってます。御肉派には是非」

「あのー、野菜はありますか？」

　アデーレの問いに、豊が即座に応じる。重箱を二つ取り出して、こちらと二人で、

「各段の四つ目が、湯ゆ搔がいて冷ましたものです」

「多分、御お味み噌そが合うので、添えて来ましたが、物足りない人は三段目、同様に、こちらはさっきの御肉を煮た汁で茄子なすなどを焼き煮して冷ましたものです」

「更に物足りない人には、肉味噌出しますので言って下さい」

「飲むものは御茶が緑茶と麦茶で」

「ちょっと口の中を変えたい人には、うどん王国から貰もらった蜜み柑かんや果物がありますから、そちらから取って行って下さい」

　と、大体の説明は終わった。さて、と横に器を重ねて配はい膳ぜんの用意を豊としていると、皆がこちらをじっと見ていた。その視線に、呆ぼう然ぜんという色を感じ、

「ど、どうしました」

　いや……、とナイトが一回首を傾かしげてこう言った。

「……アサマチが二倍になった」

　うん、とハイディが頷うなずき、皆がぼそぼそと、

「回転率二倍というか、それ以上の部分が今あったよね」

「食糧供給は今まで以上に充実になるって事？」

「でもこれどちらかが出場出来ない時の格差が凄すごくなるんじゃあ……」

　一体どういう。だが横の豊ゆたかも、頰ほおを赤くしてこちらを見て、

「母さん、こんなに依存されてるんですね……」

「いやまあ、こういう場合は、ええ」

　などと曖あい昧まいな事を言っていると、逆に回ったミトツダイラが苦笑した。彼女はいつものように布ケースから鉄網や足場を出し、

「焼き肉……、とまでは行きませんけど、朝のようにお結びを焼いたり、野菜類を炙あぶったりしましょうか。肉もそれなりにありますから、一息行けますわよ？」

　結局、いつもの昼時が拡張した感があるが、いいだろう。自分は正座の腰を軽く上げ、重ねた器をまず彼とホライゾンに渡し、

「さて、じゃあ昼食、始めましょうか」
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　西軍は、水を飲んでいた。

　取水量が激しいのは島しま津づ・義よし弘ひろで、これは身体からだを保つためだ。基本、草の獣は湿潤の気候に住んでいるが、武蔵むさし上は気温や日照よりも湿度が低い。航空艦である武蔵において、水分は総重量を大きく左右するもので、湿度は低めの設定だ。結果として、島津・義弘はあっという間に表面が乾き、体色が白くなっていく。そのため、自動人形達が艦内圧力を利用した清掃用の射水器で水を与えていた。

　一方、西軍の人間側はどうなっているかと言うと、表示枠レルネンフイグーアを復帰させたマティアスがおり、更には輝てる元もと達も昼食時間なのだが、

「まあ、うん、しょーがねーか……」

　輝元の視線の先。Mouri-02が土下座している。

　それを見る小こ西にしが、竹ボトルの水を飲み、

「……別に、私達までやらんでいいのと違う？　──空から弁べん」
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・傷有り：『空弁？　……浅あさ間ま様と豊様が出しているような、航空艦でのお弁当ですか？』

・十ＺＯ：『いや、関せきヶ原はらの歴史再現で、吉きつ川かわ・広ひろ家いえの裏切りがそう呼ばれるので御座る』

・巨　正：『Ｊｕｄジヤツジ．、東軍と内応していた吉川・広家は、自分の隊が松まつ平だいらに向かう複数隊の先頭であるがゆえ、動かず、後ろの部隊も全て止めました。この時の言い訳として〝弁当をまだ食べ切ってない〟というのを出したのですが、当然そんな事はしていません。だけど後に、この事を〝空から弁べん〟というようになったのです』

・傷有り：『まあ、本当に物知りですね』

・金マル：『……何でテンゾーが勝ち誇ったような頷うなずきしてんのかな？』
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　そこまで通つう神しんを読んで、清きよ正まさは赤面した。

　先程もだが、自分はどうも父に釣られて極東知識をひけらかす傾向がある。

　……でも、御父様が、そんな私の解説に満足をしているとか……。

　一昨日おとといくらいまでは見かけたらぶった切って差し上げましょうくらいのスーパーな勢いだったのだが、転換というかギャップが自分でも酷ひどい。ただ見ていると、福ふく島しまとその母親、そして自分の父が、戦術やら何やら話し合っている時があり、

「────」

　格かつ好こ良い、と、そんな事を思ってしまうのは、誰だれ宛あてだろうか。
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　格好悪いー、と安あん治じは自陣側を思った。

　どいつもこいつも空弁状態で、とりあえず許されているのはスポーツ抹まつ茶ちやを飲む辺りとなっている。竹ボトルを振って泡状態にしても味が変わる訳ではないのが残念。

　ただ、こっちには糟かす屋やもいるのが有り難いと言えば有り難く、

「あのさあ、ネイ子」

「何となく解わかりますけど、ソレ、御母様と区別つきませんのよ？」

「あっちはネイママ」

　とりあえず区分けして向こうを見ると、嘉よし明あきもしっかり食事を摂とっている。糟屋も自分の母が焼肉台を出しているのが気になるようだ。

　なので自分は、肩を落とし、スポーツ抹茶を軽く口にして、

「早く裏切りてぇ────」

「何かすごくよく解りますけど、思い切り心情出てますの」

　ただ、これは後ろの連中も同じなようだ。歴史再現として空弁やっか！　と言い出した輝てる元もとも、東軍の方を見て、

「……おい、Mouri-01、……ちょっと略奪してきたら、やっぱ[image: ]しかられっかな」

「あの、姫様？　略奪ではなく話し合いでは駄目なのですか？」

「話し合いしたら関せきヶ原はらの戦いじゃなくなっちまうだろ？　そこの傀かい儡らいとか、変な知恵つけてヴェストファーレンでツッコんできたらどうすんだよ」

『いや、君は傀かい儡らいをナメているね。真の傀儡はクライアントの闇やみの部分を見てしまったら、解わかっていてもそこには触れないよう気遣いをするものだ。そしてクライアントも、ああ、この傀儡はナメ切って大丈夫と、相互の信頼関係を深くする！　これが真の傀儡だ。ちょっとした情報や都合で自分を賢さかしらに売り出そうとするなどと、馬鹿にして貰もらっては困るね』

　……最低だ──。

　素直にそう思うが、こういう人がトップにいたから羽は柴しばが自分らをM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに組み込んでいろいろ出来た訳で、まあ感慨深い。

・きめえ：『アンジー？　アンジーの分、取って置いたから、裏切ったら補給に来なさい』

・ＡｎＧ：『うわあああああああ！　今本気で泣きそうになった!!　なった!!』

・銀　狼：『ネイメア？　貴女あなたの分もとっておいてありますわよ？　そちら大変だと思いますけど、切りのいいところでこっち来なさいな』

・黒　狼：『御母様！　感謝しますの！　でも──』

　と言った糟かす屋やの視線が、校舎の屋上へと向いた瞬間。空から下の配給列のど真ん中に、金の毛玉がジャージ姿で降下した。

「ネイト！　焼き方が甘いですのよ!?　一人で二十人分くらい捌さばけませんの!?」

「こっちのツッコミフェイズは認めませんの──!?」

　なかなか賑にぎやかだ。だがその中で、総パパがパパ姉ねえやホママと一緒に列の外に来た。

　彼は、こっちの輝てる元もとを見つけると、手を上げ、握った白飯を口にして、

「うめえ──！　テル子！　食いたかったら来いよ！　来ねえの!?　全部食っちまうよ？」

　……スゲー煽あおってきた……！

　三年生は無茶苦茶しよるな、と思うこちらの後ろ、やたら低い声で、

「……あいつブッ殺してやる……、ホント、……歴史再現抜きでブッ殺してやっから……」

　などとぶつぶつ言うのが聞こえてきてるけど、進行は大丈夫だろうか。
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　結局、昼食は午後一時で終了した。その後、昼休み代わりのエキシビションとして、喜き美み、ミトツダイラ、浅あさ間まが学内バンドとして〝きみとあさまで〟の新曲を披露したり、皆で関せきヶ原はらの戦いの流れを改めて確認した。そしてまた、諸処情報交換や、商業関係の遣り取りをそれぞれ乗り込ませた外交官達に行わせながら、

「じゃあ、残り四種目、行くか」

　正まさ純ずみの言葉によって、午後の勝負が開始されたのである。そして一いつ行こうの前で手を上げた三さん要ようがランダムに引いた次種目。それは、

「水泳です！　──昼休み中にプールの水は張ってあるので、東西それぞれ、出場者を二人ずつ選出して下さい！」
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　水泳。

　着替えについては、自動人形達が用意をしてくれていた。

　昼食からの流れ作業のような手順で、プールサイドに出てみれば、意外に暑い。

　午後に入ったばかりの日差しが、天上にあるのだ。

　艦内の大気防護も効いているため、日当たりのいい教きよう導どう院いんの区画は初秋というよりも初夏のような暑さを有していた。

「これで蟬せみが鳴けば完かん璧ぺきですね」

　と言う浅あさ間まは、水着姿にジャージの上を羽織っていた。とはいえ出場する訳ではない。

　……どっちかって言うと、加護設定で水質管理役ですね、今回の私。

　この辺り、正まさ純ずみも枠外なのに進行役のようになっていて、同じくプールサイド組だ。

「お前ら、何で遊ぶ事にはそんな全開なんだ……？」

　やはり水着とジャージ上着の正純が見る先、観戦用としてロープで区切られたのは二コース分。そこに彼やホライゾンを初めとした本舗組や、合流した羽は柴しば勢の内、外枠組と東軍組までもが水着で寛くつろいでいる。他、武蔵勢も結構いるが、

「今回、試験運転も兼ねて、うちの水をこっちに持ってきてるんです。禊祓みそぎ効果ありますし、温水ですから、ちょっとしたジャグジーですよ。正純、足湯はどうです？」

「これは関せきヶ原はらなんだろうか……」

「いや、無血で行うとはこういう事だと思いますからほら、あまり気負わず」

　と笑ったところで、大手が来た。

　島しま津づ・義よし弘ひろだ。草の獣がプールサイドにたたずみ、

『はいっていいの？』

「来いよ！　今は争う相手じゃねえんだろ。こっちで冷やかそうぜ！」

　彼が片腕を振り上げる。だったら、と己も加護設定をハナミに任せ、皆の方に行く。

　プールサイドの縁石から足を温水に突っ込むと、

　……あ、意外に温かいですね。

　足が、泳いだり浸つかったりせずに差し込む感覚がある。切れ味がいいと言うべきか。だが、

『いくの──』

　島津・義弘が飛び込んだ事で、派手な水飛沫しぶきを頭から被かぶった。
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「では、両陣営、出場選手を御願いします。第一競技者──」

　と、スタート側のコースポストの脇わきで、ジャージ姿の三さん要ようは手を上げた。

　するとプールサイドの校舎側と外側に分かれた東西陣営から選手が出てきた。

　その筈はずだった。

　……あれ？

　西軍だ。西軍の側から二人が出てくる。それは、

『Ｊｕｄジヤツジ．！　大おお谷たに・吉よし継つぐです』

「Ｔｅｓテスタメント．！　──小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あきだよー！」

　告げられた名前を聞いて、己は気付いた。ああそうか、と。

「──小早川・秀秋の離反を、ここで行うんですね？」

　Ｔｅｓ．、とMouri-03が胸を張った。

「Ｔｅｓ．！　吉きつ川かわ・広ひろ家いえの離反は、さっきの昼食で行ったもん！　次は私！」
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・副会長：『そう来たか。結構手堅いな』

・黒　竹：『Ｊｕｄ．、西軍である吉川・広家の内応。その歴史再現を、競技外の、しかしこの〝関せきヶ原はらの戦い〟の時間内に行って来ましたね。吉川・広家の〝空から弁べん〟は、他部隊を堰せき止める事もあって、ここで他国の介入が有り得る内容でしたから』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄ．、それを先行して、昼食時間に終えてしまっていた訳で御座るが、そう考えてみると、先程の昼食でトーリ殿がヘイトを稼いだ一件。あれに付き合わなかった西軍側は見事な判断に御座るな』

・金マル：『……バラやん、意味解わかった？』

・未熟者：『は？　食事で〝空弁〟やったから、吉川・広家の分の歴史再現は終わってたって事だろ？　当たり前じゃないか、そんなの』

・不退転：『これ、……起きた事には気付いてるんだけど、特殊性には気付かずに報告しないとか、そういう手合いよね……』

・●　画：『発案は出来るけど、解析が出来ないタイプよね……』

・未熟者：『何だその物言いは！　まるで僕がいつも反省しないで飛躍した事ばかり言ってるようじゃないか！　本の方だってそうだぞ！　前作の反省無しに思いついたネタを書いている訳じゃない！　過去に囚とらわれず思った事を書き連ねているだけだ！』

・約全員：『同じだよ……！』
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　でも、とミトツダイラは言った。とりあえず波を立てぬように静かになった皆の中、プールの温水に胸元まで浸つかりながらだが、

「この勝負、小早川の離反はどう証明されますの？　現状、離反前で西軍ですわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今回は歴史再現の意味が強い。──小こ早ばや川かわの離反と突撃は、大おお谷たに部隊の壊滅の始まりだ。だからまず離反証明のために小早川は大谷より先にゴールしないと駄目だ」

　プールサイドで、足湯状態の筈はずが全身ずぶ濡ぬれになっている正まさ純ずみが言う。彼女は〝奥おく多た摩ま〟の持ってきたタオルで髪を拭ぬぐいながら、

「このとき、小早川は、東軍として結果を出したので東軍に★がつく。逆に、もしも大谷が小早川に勝ったら、東軍に回る小早川に対して西軍の大谷が勝ったことになってしまう」

「その場合、どうなりますの？」

「Ｊｕｄ．、──その場合、歴史再現は失敗だが、西軍が勝負として勝つので、★が西軍に行く。

　だがそれでは駄目なので、こちらは小早川の勝ちにして貰もらうため、西軍に★を一つ与える。

　さっきの長なが岡おかと瑞典スウエーデン総長の★と取引する訳だ。……向こうは★二つを得ることになるな」

「それちょっと西軍有利過ぎない？。毛もう利りは必ずそれ、狙ねらうよね」

　ハイディの言葉に、己も頷うなずく。

「向こうは、離反前の今だと、どちらも西軍ですの。だとしたら、完全に内部で、西軍側への★の移動が出来るように決めてますわよ？　理由はどうあれ、主導権は欲しいでしょうし」

　そうだなあ、と正純が嘆息した。そして彼女は肩をすくめ、

「だから二回戦目もあるんだよ。予備戦のようなものとして、な」

　成程、と自分は理解した。

　……こういう勝負事で、何故なぜ、三戦ありの二勝勝負ではないかと思ったら……。

　単純な勝敗数で決着するのではなく、基本は初戦。二戦目は補正という事だ。

　だがまあ、と正純が言った。

「これは、いつもの歴史再現の範はん疇ちゆうなんだよな」

「毛利・輝てる元もとの〝試し〟について、何か解わかりましたの？」

　問うた先。皆で向けた視線の向こうで、正純が肩をすくめた。

「どうだろうな。ただ、──もしも想像している通りなら、この水泳では、解りにくい」

「この水泳では……？」

　どういう意味だろうか。ただホライゾンが、濡れた髪を搔かき上げ、こう言った。

「──仕込みはある、という事ですね？　正純様」

「Ｊｕｄ．、当たっていれば、というところだが、既に仕込みはある。──当たったら教えよう」

　ならば、と皆が肩の力を抜き、何となくスクラム状態になっていたのを解除した。

　そして一息。己は、西軍側にいるネイメアがどうだろうと視線を向ける。

　と、黒の毛玉がプールサイドで寝ていた。腹が減って、寝る事を選んだのだろうか。

　……が、我慢ですのよ!?

　そう思っていると、皆の視線が動いた。スタート側の飛び込み台にて、大谷とMouri-03が並んだのだ。

　だが、大おお谷たにがいつもと違う。さっき、左さ近こんと一緒に吹っ飛んだ時とも違う。

　普段ならば流体光によって作られた全身を見せている筈はずが、

「何ですの？　その、黒い上着とパンツは」

『ほほう、知らないのですか？　コレは新大陸から得られたゴム原料を、解釈によってガッチリと絶縁、絶流体を目指して作られた新型素材！　これを着ていれば、水に入っても全身が漏出して小さくなるような事などありません！』

「大谷君！　頑張って下さい！」

『Ｊｕｄジヤツジ．！　そうしますよ、三みつ成なり君！』

　情報体出身の三成と大谷は、やはり仲がいいようだ。

・□□凸：『こう言っては何ですけど、大谷・吉よし継つぐさんは、やはり情報体だけあって流水に弱かろうな、という予感があったんです。プールも、結構な量で給水と排水や循環をしてますからね。──流体漏出によって身体からだが保もたなくなって、失格となるのでは、と』

・ゆたか：『一応、安あ芸きで実験したところ、海水だと駄目でしたね』

・超正義：『じ、実験とか言われてますよ！　確かに水は危険ですが、こちらの密度を高く保っていれば、基本、大丈夫です』

・立花嫁：『ですが泳ぐとなると、その高い頭身で、密度は大丈夫でしょうか』

・超正義：『…………』

・８４８：『そ、そこで、完全にではありませんけど、絶縁性に絶流体性を仕込んだ素材を作ってみたんです！』

　それがあのスーツという事だろう。

　しかし、ちょっと皆で和わ気き藹あい々あいとしてしまったが、一応は三成達は敵だ。

　……この辺り、昨日きのうの内に合流とか、細かい部分を決めておいて正解でしたわねー……。

　もしもこのような〝裏で話す〟事が出来なかったり、お互いが合流するというコンセンサスを取れてなかったと、そう考えるとゾっとする。

　そういう意味では、随分と成果のある話し合いだったし、今後を見据えるに、強大な仲間と合流出来たという事になるのだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが乗り込んで来て、他国の者達も呼ばれるならばやってくる。それは、武蔵むさしのこういう現状を調査し、ヴェストファーレンで有利に立ち回りたいという思いがあるのだろう。

　そして今、大谷とMouri-03が、飛び込み台の上で飛び込み姿勢を取った。

　その時だ。同じように水に浸つかっている二ふた代よが、首を傾かしげた。

「大谷殿のあれ、水が入るフツーの構造で御座るが、いいので御座るか？」

「情報体だから、締め付けが出来ないんじゃありませんの？　実体は基本ありませんし。もしも漏出が起きるとしても、あの服の中で絶縁されていれば外に散らないから大丈夫と、そういう事かと思いますの」

「成程、考えて御座るなあ……」

　と二ふた代よの頷うなずきに応じていると、三さん要ようが射撃術式を構えた。

「用──意」

　一拍の間の後、乾いた音と煙が散った。

　二人が、温水に勢いよく飛び込む音が連続した。

　毛もう利りが主導権を狙ねらった仕込みが、始まったのだ。
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　ネイメアは、ちょっといじけていた。

　……御母様──。

　お腹なかが減ったら無理に動かずじっとしていなさい、というのが、母の教えだった。母も昔、母の母の実家に行こうとして森で迷い、動けなくなっていたところを母の母に見つけられ、救われたのだという。

　動かなければ、匂においが溜たまり、そして流れていく事で見つけやすくなるのだ。これが動いてしまうと、匂いが散り、方向も解わかりにくくなる。だから動かない。

　今もそうだ。だが母はプールで父達と遊んでいて、こっちの空腹に気付いているだろうが、

　……西軍と東軍ですものねー……。

　理由は解る。今はこっちが我慢する時間。義務。だけどちょっと哀かなしい。記憶の中の母の言葉は、まだ実際は発されていないものだと解っているが、こちらはそれを知っているのだ。

　だからやはり、ちょっと哀しい。

　先程、大谷とMouri-03が飛び込んだ。

　武蔵むさしのプールは縦二十五メートル。全力で泳げばあっという間だ。だから三十秒程数字を数え、早く終わって欲しいと望む。こっちには脇わき坂さかもいるが、彼女は離反して向こうに行く。となるとこちらに残るのは三みつ成なりと左さ近こん。親しい間柄ではあるが、お腹が減っていてはどうしようもないのでちょっと哀しい。というか左近もさっきからプールサイドで寝てる。

　左近は先程の二人三脚の自爆からの回復で体力を使ったらしく、完全爆睡だ。起きたら空腹かもしれないが、眠れる分だけこちらとは違う。

　いいですわねー、としみじみ思い、己は気付いた。

　向こう。ゴール側の方から、着順を知らせる声が生じないのだ。

　既に、先程の三十秒よりも倍、二倍となる時間が過ぎていように、

　……どういう事ですの？
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・俺　　：『あのさあ、俺おれ、思ったんだけど、……服着て泳ぐのって、あったよな？』

・立花夫：『Ｊｕｄジヤツジ．、古式として、鎧よろいなどを着た状態でも泳ぐ方法はありますが？』

・俺　　：『──だよなあムネオ。でもさあ、ほら、絶縁云うん々ぬん？　つまり防水素材？』

・あさま：『まあ、そんなものだと思いますけど、何かありました？』

・俺　　：『ああ、うん、それで服作るとするだろ？　水吸わねえよな？』

・８４８：『はい！　水を吸いません！　だから泳ぎやすい筈はずです！』

・十ＺＯ：『……ちと口を挟むで御座るが、羽は柴しば殿、水の中で防水の袋を振り回したとか、同様の経験、もしくは想像が出来るで御座るかな？』

・８４８：『え？　ええと……？』

・労働者：『袖そでと裾すそから入った水が、胴体や腕、脚のところに溜たまるな！』

・貧従士：『水の重さで動けなくなるんでは？』

・８４８：『──あ』

・銀　狼：『設計不足と試験不足ですのよ──！』
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　Mouri-03は、死にかけていた。

　水中だ。新規で作られたプールの底。日が当たっているし温水なので結構温かい。だが生体式の部分を持つ自動人形にとっては、呼吸が出来ない死の空間だ。

　それなりに代謝を落とし、人工肺の中の酸素を管理供給しているが、三分以上は各器官に支障が生じる。

　だが、我慢するしかない。

　何しろ、水中に沈んだ大おお谷たにが、大の字というか、土の字のように動けなくなっているのだ。

　見れば着ている服が水を飲んで膨れあがり、張っている。

　あれでは駄目だ。水の重さと抵抗、そして水圧をモロに受けて、動けない。

『────』

　何か唸うなっている声がするが、あれは無理だろう。だが、

　……はよ動け──！

　こっちも必死だ。

　何故なぜなら、大谷がこちらよりも早くゴールする事で、輝てる元もとに★が二つ行くのだ。大谷が動かない事にはこっちも動けない。しかし、

『……！』

　大谷が、強引に動きを取った。もはや無駄として、絶縁素材の服を脱ごうとする。

　伸びた。

　ゴムというものが関与した素材は、既に欧州にもよくある。タイツは特に伸縮の進化を見せ、結構伸びるから遊びもする。

　それより伸びた。

　正月に神肖テレビで見る餅もち漫まん才ざいのようだ。大おお谷たにが手足を使って、のろのろとしかし四方八方に服を伸ばし、それが勢いよく戻って大谷を打撃して、

「──！」

　笑わすなよ馬鹿野郎──!!
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　ゴール側にいる三さん要ようは、スタート側の水面に一つの影が浮いてきたのを見た。

　黒い絶縁素材の服を着た大谷、と思ったが、ちょっと違う。服は脱げており、その上に、二頭身になった大谷が浮いていた。

　一方のMouri-03は浮いてこないが、

「あ、自動人形は重いから、恐らく泳いで推力を得ないと水面に来ないと思うわよ？」

　オリオトライの〝今思い出した〟という口調に、自分は急ぎ呼び子を吹いた。

「──この勝負！　両者ダブルノックアウトで不成立とします!!」
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　ネイメアは、匂においに気付いた。

　肉、御米、ちょっと塩。さっきから丸まって、早く終わらないかと思っている自分にとって、これは何か夢を見ているのではないかと思える匂いだ。だが、鼻に来る脂の、色づいたような香りがリアル過ぎて、

「────」

　顔を上げると、水着にジャージの上着を羽織った母がいた。こちらの顔前に、先程の昼食だろうか、お結び三つに煮た豚肉を三切れ程。竹の割り箸ばしも付いている。それを置き、こっちの事を覗のぞき込んでいたらしい母は、視線が合うと微笑した。

「お腹なか、空かせてしまってましたわね？　持ってきましたわ」

「え？」

　いいのだろうか、と疑問に思う。顔を上げる。すると周囲には似た匂いがあり、既に後ろでは爆睡していた筈はずの左さ近こんが同様の食事を摂とっている。

「あ、起きました？　糟かす屋や先輩。──先頂いてますですよ？」

　ええ、と母が受ける。

　……これは──。

　見れば西軍側が、東軍側、豊ゆたかやその母達の手引きで食事を開始していた。

　これはどういう事かと思えば、

「吉きつ川かわ・広ひろ家いえと小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あきの離反の歴史再現が終わったんだ。〝空から弁べん〟状態はやめてもいいだろうって東軍側から言われたら、こっちとしては逆らう意味もねえな」
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　ネイメアの視界の中、毛もう利り・輝てる元もとが、こちらはMouri-01が持ち込んでいたバゲットにバターを塗り込み、野菜と分厚いハムを挟んでいく。パン食なのに和食を摂とっているように見えるのが彼女のキャラだろう。

　自分は母の持ってきてくれたものの内、まず肉に箸はしをつけ、

　……あ。

　豊ゆたかの手料理は幾度も口にした事があるが、似ていて違う。何となく知っている気がするのは錯覚ではなく、恐らくかつての未来でも頂いた事があるのだ。

　豊の母のものだ。

　だがそれも、またどことなく、自分の記憶とは違うようにも思う。

　ちょっと戸惑いというか、緩やかな驚きを得る。思わず箸を止めていると、母が笑った。

「手の匂においが解わかってしまうかもしれませんわね。智ともや豊さんだけではなく、私や我が王に、ホライゾンも手伝いましたもの」

　解る。他にも、肉の味付けに果物のような甘さが香る。醬しよう油ゆと味み醂りん、トバした清酒が前に出るが、後ろにあるのは、

「──白ワインですのね？　これ」

「我が王のアドバイスですわ。極東側の人達ばかりじゃないから、という事で。ワインだと少量でも匂い付けになりますものね」

　多くの母達の複合を頂いている。昨夜ゆうべの焼肉や今朝けさの会食とはまた違う〝皆の食事〟だ。何か食べる事でばかり家族感を得ているが、

「御母様、よく私が、お腹なか空かせてると、解りましたのね」

「──私も昔、空腹で動けなくなって、困った事がありましたもの」

　あ、いえ、と母が小さく笑った。

「春終わりの頃ころ、御母様を追いかけてる辺りで、そんな状況になりましたわ。あれは意味もなく心細くなって困りますわよね」

　という事は、こっちがちょっと哀かなしかった事も通じているのだ。

　良かったと、不幸のようなものを喜んでいいのだろうか。ただ、ちょっとくらい哀しめるのはいい事かもしれない。今はこうして救いというか、甘えがあるのだ。

「今度、ネイメアの手料理も頂いてみたいですわね」

「大御母様も含めて、御料理会でもしてみますの？」

　そうですわね、と東軍側へ振り向いた母が小さく笑う。

「──御母様、何でまた食べてますの？」

「美お味いしいものは頂く！　当たり前じゃありませんのネイト！　損してますわよ!?」

　私、今、得してますのね、と思うくらいには気分が回復した。

　だが気になるのは、

「御母様、この時間は──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、水泳の二回戦目ですけど、いきなり初しよ手てから種族差が出たので、どういうレギュレーションにしようか、向こうで先生達が話し合ってますの」

　振り向けば、ゴール側で、今回の担当教員とオリオトライが話し込んでいる。オリオトライの方が相談を受けている辺り、やはりこちらでちゃんと教員をしているのだ。

・ゆたか：『何か凄すごい、不思議な感じ、ありますね……』

・ＡｎＧ：『うん……、昔、カッキーが女だと思ってたらチンコついてた的な……』

・黒　狼：『何となく解わかりますけど、どういう〝的〟なですの？』

・□□凸：『解らなくていいですし、何で僕が引き合いに出るんですか！』

　……まあ大体総意ですの。

　と、担当教員がオリオトライに頭を下げた。方針が決まったのだ。







[image: 第二十四章『涅槃の到達者』]
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとと共に三さん要ようの説明を聞く。この水泳についてのレギュレーションだが、

「まず、一回戦目ですが、これは大おお谷たにさんと小こ早ばや川かわさんの位置関係で、大谷さんの方が二十五センチ程前に浮いたため、大谷さんの勝利として適用出来ると判断しました」

「Mouri-03が我慢して沈んだ甲か斐いがあったって事か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。我慢して沈んでいた甲斐がありました」

　……何処どこの国の言葉で会話してんだろうか……。

　意味は解わかるが理解が出来ん。

　だが、解った意味の上で問う事は出来る。

「ただゴールはしなかったので、★の数などは無しですね？　だとすると、二回戦目ですが、どうなるんです？」

「継続で行きましょう。ただ、ちょっとルールを加えます。小早川さん達が頑張ったので」

「それは？」

「Ｊｕｄ．、御二人とも沈みましたが、泳ごうとしていました。だからそれを尊重して、ルールにこうつけ加えます。──這はっては駄目。プールの底を這ったり、匍ほ匐ふく前進は駄目です。ちゃんと泳ぐ事。そして向こうの壁にタッチする事。いいですね？」

「余裕でおじゃるー！」

　とスタートポストの上で声を上げるのは、全身水着のＡＫだ。それ全身タイツって言うんじゃないかな、と思ったが、水着らしい。グラフィカルナンタラとか言うらしく、自分のサークルの小説をコラージュしてプリントしているが、

・○べ屋：『何あの耳無し芳ほう一いち全身タイツ。売れないと思う』

・未熟者：『いや、あの脇わき腹ばらの箇所にある〝貴方あなたの御父上がいけないのだがオマエもマジいけないんだよ〟は暗黒Ｇ・ＡＫの出世作〝かまたりのかたまり〟の名台詞ぜりふだよ！』

・ホラ子：『文系が体育祭で変にハジケるという、アレですかコレは』

　まあそんなところだろう。だが、今のレギュレーションで気になる事があった。

「這っちゃ駄目かー……」

・銀　狼：『だ、大丈夫ですの？　正まさ純ずみ』

　ミトツダイラの懸念もよく解る。西軍側のスタートポストに立っているのは、金かな森もり・長なが近ちか。

　両腕なのだ。
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　両腕は、自分にとって不利なレギュレーションを聞いた。

　這ってはいけないらしい。

　これは難しい。両腕は這はうか跳ねるか、どちらかでスピーディな動作をするものだ。

　だが、創意工夫するのも、両腕という部位の為なすべきであろう。

　ならば可能な限りそれを果たそうと、そう思い、両腕は身構えた。すると、

「────」

　横の全身タイツが、こちらに右手を伸ばしてきた。

　勝負前の握手だ。

　両腕は、右手を返し、左手でそれを包んだ。握り、揺らして返す。

　スポーツマンシップであった。
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・しとお：『やる気で御座りますな……』

・ホラ子：『フ、このホライゾンの両腕、ちょっとした障害や困難で物もの怖おじするような根性はしておりませんとも』

・俺　　：『ハッサンの準備が間に合ったらプールにカレー粉流して妨害してやんだけどなー。ちょっと間に合わねえか』

・83　　：『オウ、プールの禊祓みそぎを強化するのですネー』

・黒　狼：『え？　強化になりますの？』

・金マル：『なるんだなコレが……！』
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　ＡＫは、相手がどう来るか、全く解わからなかった。

　両腕である。両腕がある相手とは幾度も相あい対たいした事があるが、今回は両腕である。文章で表現するならばそのままになるのでおじゃろうか、と思ったが、名前が両腕なのでそうなるしかあるまいな、と思い直す。

　しかし、どのように来るのか。

　泳ぐという行為は、胴体が必要だ。両腕で水を搔かくにしても、基部となる身体からだがなければ水の中で腕は空回りするだけだ。両腕が接合されていればバタフライ運動が出来るかもしれないが、片腕ずつとなるとそれも出来ない。水蛇のように這う泳ぎも、浮力の面で難しい。

　……無理でおじゃろう。

　また、両腕が推進役になる一方で、胴体は水の中における舵かじの役割を持つ。水に俯うつぶせで沈み、腕を搔き、前から下に水を受ければ全身は浮き、前から上に水を受ければ全身は沈んでいくのである。

　その上で、身体は浮力源の最大だ。

　基部と舵と浮力。この三つの効果が無い両腕は、私のグラフィカル水着と、この〝文系が何か意味なく鍛えてしまうアレ〟とか言われる肉体をどう相手にするのか。

　興味深い。

　だが見ている限り、今、両腕は、手首を振って解ほぐし、軽く伸びなどして、ウォーミングアップとリラックスに余念がない。

　やるつもりだ。

「ハイ、では位置について──」

　教員が声を掛ける。勝負の時間が来ている。

　己は身構えた。飛び込みの前傾。両腕も構える。その直後。

「用意──」

　射撃術式が吠ほえた。煙が上がり、己は跳躍から一気に水へと飛び込んだ。

　行く。
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　ＡＫが思い切り腹を打った音をナイトは聞いた。

　……うわあ。

　意外に身体からだがデカいのと、無意味に鍛えてるから音が派手だ。ひょっとするとあの変態水着のせいでいい音がしてる可能性もある。だが、

「意外と言っては失礼かもしれませんが、泳げますね」

　浅あさ間ま神社の用意による水着に、ジャージの上着を羽織ったロドリゴが言う。確かに彼女の言の通り、ＡＫは泳げている。平泳ぎで、ゆったりと、何かビミョーに後ろに戻る時間帯がある気がするが、泳げている。

「ははは！　毛もう利り勢は村むら上かみ水軍の元で水練やってるからな！　泳げねえやつはいねえよ！」

　輝てる元もとの言葉に、

　……じゃあ村上勢を連れてきた方がよくないかな……？

　と思ったが、これは関せきヶ原はらの戦いの歴史再現であって水泳競技ではないのだ。それに、元々の流れでは初戦が本気で二戦目が安全運転。確実に泳げてゴール出来るＡＫをここに置くというのは間違いではない。

　ならばこちらの両腕は──。

「あら？　何処どこへ行くのでしょう？」

　メアリの言葉が飛んだ先。両腕が走っていた。

　水面や水中ではない。プールサイドだ。だがプールサイドを回り込んでゴールしたら、それは水泳ではない。これは反則だ。

　大丈夫か、と思った時だ。左手が一瞬こちらを見て、ＯＫサインを作った。
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「大丈夫そうだな」

　トーリが納得すると、皆が頷うなずいた。対岸では両腕が走り込んできているのを見る輝てる元もとが、

「──え!?　何だテメエらのその信頼感！」

「ククク、その両腕によって既に信のぶ長ながも羽は柴しばも倒されているのよ……！」

　その通りだ。可能な限り全力と最善を尽くす。対岸の羽柴が視線を逸そらしているが、誰だれも気にしてはいない。
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　マティアスは、表示枠レルネンフイグーア越しにそれを見ていた。

　両腕については初しよ見けんだ。報告ではあのネルトリンゲンでも街中を突っ走っていたという話だが、町の逆側に布陣していた自分は見ていない。惜しい。でも今見た。良い感じだ。人生の損をしていない気がする。

　そして自分達の前で、両腕がブレーキングを掛けた。這はう動きで上腕側をターンして回し、位置を補正。続く動作で、両腕があるものを手にした。

　こちらへと駆け込んで来た目的。それは、

『大おお谷たに君の絶縁素材の服かい!?』

　着込むのか。否、違う。両腕は服を広げて打ち付け、内部の水を排除。対岸から総長の姉が教育神肖テレビ番組〝出来るかや〟のＢＧＭを音響術式で流し始める。その音楽に合わせるように、両腕が上着の前を閉じ、裾すそと首元を結び、片方の腕を手首側で結び、

　……これは──。

　一回大きく振って空いた手首側から空気を入れると、すぐにそこも結んだ。そうやって出来上がるのは、

「浮き袋ですのね!?」

　糟かす屋やの言う通り、両腕が掲げ、一回全身をシェイク。対岸からオチのＭＥが来たから完成だ。あとはすぐに実践。自分達のコースに戻った両腕が、浮き袋を摑つかんでプールに飛び込んだ。

　午後始まりの水飛沫しぶきが、ＡＫを追う。
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　……そうきたでおじゃるか……！

　基部、舵かじ、浮力、それら全てを解決する装備を、両腕が現地調達してきた。

　流石さすがは両腕。創意工夫は人類の進化に必要というが、それを体現してきた。

　今、両腕が手で浮き袋を摑つかみ、肘ひじから上を使ったバタ足で加速してくる。浮き袋の形が水泳用ではないために抵抗が強いようだが、パワーがあるのだ。

　対し、こちらは安定した泳法である。このままでは危険だ。だが、

「────」

　己は意を決した。

　両腕がそこまでをしてくるならば、こちらも命を賭かけねばなるまい。そう覚悟したのだ。
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　あれ？　と豊ゆたかは気付いた。

　今、東軍側は歓声に満ちている。自分は外枠側だが、とりあえずこちらにいて、だからだろうか、違和に気付いたのだ。

　……全身タイツの人の、速度が上がってる？

　おかしいですね、と思った。

　だが見たところ、彼は平泳ぎのままだ。

　しかし追い立てていた両腕よりも、今、距離を空けつつある。

　どういう事か。疑問し、背伸びして上から見ようとすると、横にいた従士の人に信じられないものを見るような視線で見上げられた。その後で彼女は床に顔を向け、

「影もデカいとか……」

　などと言ってるが何だろうか。まあ後で。

　だが気付くと、自分と同じように全身タイツ側を気にしている人達がいる。そして福ふく島しまの母が、一つ頷うなずいて、何が起きているかを見切った。

「ＡＫ殿、……息継ぎを捨てたので御座るな！」
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　ＡＫの決断に、ロドリゴは覚悟を見た。

　息継ぎ無しの二十五メートル。否、途中からだから、十五メートル程だろうか。

　自由形ならば初心者でもかなりいけるだろう。だが安定の平泳ぎで、初心者が十五メートルを息継ぎ無しはキツい。

　何しろ、無酸素運動では筋肉がチアノーゼを起こし、動きが重くなる。浮く、という事が大前提となる水泳では、これは枷かせとして大きい。ゆえに速度が必要となるが、ここで問題は〝初心者の平泳ぎ〟というところにまた戻ってくる。

　速度をとるべきか、泳法をとるべきか。ここでＡＫは前者をとったという事だ。

　このままでは負けるという思いと、決断力。

　……確かに同じ状況では、私もそのようにしますね。

　ＡＫについては、文系で全身タイツと思っていたが、なかなかの勝負勘。やはり関せきヶ原はらの趨すう勢せいを担うだけはあります。と、そう思っていると後ろから声が来た。

「流石さすがは暗黒Ｇ・ＡＫ！　やはり日々、勇者や英雄の事を考えていると、勝負勘は養われるよね！　妄想は勇気と決断力の始まりだ！」

　武蔵むさし書記うるさいです。

　だが、感心していた己の視界の中、いきなりの光が上がった。

　水飛沫しぶきだ。跳ね上がる、というよりも爆発するような連打が、水面から空に飛んだ。

　何事か、と思うまでもない。

「両腕が、泳法を変えたのですか!?」
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　創意工夫だ。

　浮き袋を作る。そしてバタ足で行く。これは間違いがない。

　だが両腕は、そこから一つ、先に進む事にした。

　左右離れて浮き袋を摑つかんでいた両手を中央に寄せ、そしてバタ足を止めたのだ。

　肘ひじから上腕を交互に振っていたバタ足では、パワーロスが大きい。日ひ頃ごろ這はっている自分は、その事に気付いていた。

　自分達が最もパワーを放てる動きは何か。

　打撃である。

　肩から肘、手首までを連動させて叩たたき込む一発。

　これを、手首から行い、更にロスを無くす。

　両の腕を、揃そろえて放つのだ。

　行く。

　もはや肘からの打撃ではなく。腕という長尺が二つ揃って一本の力として水を打つ。

　止まらない。





●






「ドルフィンキックですのね!?」

　ネイメアの言葉に、安あん治じは両腕の動きを理解した。

「あー、アンジー達も主翼で飛ぶ時、肘部分と基部部分、どこまで動かすかで出力決めるけど、それと同じね」

　無論、両腕はそんな事を知らないだろう。ただ自分に出来る事から、発想したのだ。

　一気に追い上げる両腕を見ると、流石に感心だ。両腕えらい。

「こりゃ全身タイツ負けるかなあ」

　テルテルこっち睨にらむなよ。
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　……これは……！

　音と水の動きで、敵の追い上げをＡＫは悟った。

　危険だ。ここから先、こちらには追加出来る手がない。やれる事はといえば、

　……焦るなでおじゃる……！

　ベストは尽くしている。だからまず、ここで焦ってはいけない。

　顔は水につけたまま、後ろを振り向くような事もしない。

　落ち着け。ただ何も外を思わず、目を閉じ、ただ耳に聞こえる水の唸うなりに従い、

「──！」

　闇やみに沈むように、ただ無駄を無くせ。

　泳法とは、水に抗あらがうだけのものではない。平泳ぎという動きは、水を搔かき、キックもするが、それは水を搔き分け、除のけた分だけ己を前に出すものだ。

　切り進んだり、打って前に出るような爆発はないが、浸透する。

　行け。

　呼吸や邪念という雑味なく、水と己の位置を変えろ。ゆえに、

　……心頭滅却……！
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　そこに、対比のようなものを、皆は見ていた。

　一つは、浮き袋を押し、爆発的な力で自らを押していく動作。

　一つは、息継ぎ無しの平泳ぎでただただ自らを前に送る動作。

　どちらも、自分に出来る事を突き詰めたものだ。

　初心者であり、荒っぽく、足りないものが多い対比だった。

　だが両者はひたむきにゴールを目指す。そして、

「……！」

　それぞれのプールサイドから、声が生じた。応援の響きだ。これまでじっと勝負を見ていた誰だれも彼もが、対比の両者へと声援を放ち始めたのだ。

　行け。両腕。いそげ。前だ。

　ＡＫ。遅れるな。頑張れ。もうちょっとだ。行け。

　それらの声が生まれ、空に弾はじける下。両者の残り距離が五メートルを切った。





●






　目を閉じているＡＫは、残りが何メートルあるか、解わからなかった。

　心頭滅却。

　僧籍ではあるが、初めてこの言葉を思った気がする。自作の中では幾度か使った事もあったが、あれは、必死の場面でばかりだった。

　今の己も必死だろう。だが動的ではない。落ち着き、心を乱さぬため。動作を無駄なく、萎い縮しゆくしないために、心の中から何もかもを無くすのだ。ゆえにただただ水音に浸り、

「──む」

　駄目だ。何かを思っている。

　僧であろうに、襲名者であろうに、自害を覚悟した身であったろうに。

　己の心を消す事が出来ないとは何事か。だが、

　……そうでおじゃるなあ。

　関せきヶ原はらの戦いの歴史再現で、水泳をやっている。

　羽は柴しば勢と毛もう利り勢と武蔵むさし勢が、列強代表も含めて談合で、一緒に昼食まで食っている。

　自分の相手は金かな森もり・長なが近ちかで、両腕である。

　どこをどう取っても、昔、想像していた関ヶ原とは違う。というかこれを昔に予測出来た人間がいたらおかしいでおじゃろう。

　だがそうなっている。武蔵の代表と輝てる元もとが名前で呼び合い、馬鹿が挑発したのをマジでキレたりもしている。

　……ふ。

　笑いそうになる。

　心頭滅却どころではない。今、息継ぎを止めて泳いでいるのだ。全身は力に満ちている。ここで笑えば脱力して泳法が乱れるだろう。笑ってはならない。

　しかし、可笑おかしい。

　全く、と己は思った。こうなると、〝解わかっていなかった事〟が可笑しいとは。

　まるで、読者の期待を、良い方に裏切った時の感想のようだと、そう思い、

　……そうじゃのう。

　自分もまた、この世界の登場人物の一人なのだろう。ならば、それらが書かれた文章とは歴史か、地脈か、それとも運命か。否、この登場人物は己を自在に出来るのだから、

「────」

　届いたと、何故なぜか、一瞬だけそんな意味のない言葉を思った。
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　ＡＫは思った。己が己において自在であると。

　それは、知ったのではない。

　確認したのだ。

　恐らくはずっと昔、生まれた頃ころからそうであったろう事を、今、何となく気付いたのだ。

　法やしがらみ、金銭的なものや権力的な制限はあろうとも。

　己の未来ですら己の予想通りに行かないのだとしても。

　しかし自分自身や、思いや心や態度は、それらに対して自由でいていいのだと。

　気付いた。その時、

「──っ」

〝届いた〟のだ。

　心頭滅却。

　だがそれは刹せつ那なで消え、ただ驚きが心の中に生まれた。

　……ああ。

　もはやそれは知識と経験になってしまった。きっと次は、これを自分の中でどうするべきか、次のステージに掃いてしまったのだと、そう思った直後。

　己の耳は呼び子の笛を聞いた。

　そして手が何かに触れ、頭から勢いよく硬い壁に当たり、

「……あ！」

　二十五メートルを、泳ぎ切ったのだ。
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　ＡＫは何が何だか解わかっていなかった。

　酸素が足りない。

　やたら身体からだが、顔が熱い気がする。

　そして眩まぶしい。

　息を必死に入れ、手を陽光に翳かざして、まるで生まれ落ちたかのようですじゃ、と、そんな事を思いもし、そして、

　……関せきヶ原はら！

　心の中、途と轍てつもなく大事な事を泳ぎながら気付いたが、それもまた既に過去だ。あれは勘違いだったのか、妄想だったのか、ともすると忘れかけそうになるくらいに水の外は光が跳ね、大気に満ちていて素晴らしい。

　勝ったのか、負けたのか、解らない。

　否。

　負けただろう。水中にて、己は明らかに勝負を見失ったのだ。

　そして横。浮き袋の上から右手が伸びてきた。わずかに何か理解出来なかったが、握手だ。その手を取り、

　……感謝でおじゃる。

　息が出来、周囲の光に目が慣れてくると、今度はまた、水の中で思った事がリフレインされてきた。

　あれは何だったのか。また同じようなものが得られるのか、解わからない。

　ただこの勝負で、この両腕と渡り合わねば、得られぬものだったと思う。

　感謝だ。

　両手を握手に重ねると、向こうも左手を重ねて来た。

　そしてプールサイドに輝てる元もとがやってきた。

　何かを言われる。告げられる内容は、

「──よく勝ったな。僅きん差さだが、勝ちは勝ちだ。★一つ、よくやった安あん国こく寺じ」

　直後。西軍側から歓声が上がった。
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「僅差というか、ルールが勝負を決めましたわね」

　ミトツダイラは、勝敗のプロセスを思い出していた。

　一回戦目が終わった時のレギュレーション変更によって、ルールが加わっていたのだ。

「這はわない事。あと、──手をついてゴールする事」

　先行したのは両腕だった。

　だが、浮き袋があった。ゴールのために手をつくには、膨らんだ浮き袋を乗り越えなければならない。ここで左腕が足場となり、右腕が駆け上がってジャンプタッチをしたのだが、

「水を搔かく動きからのスムーズさと、速度をつけて駆け上がる動きの差で御座ったな」

　向こう。水から上がったＡＫが、尻しり餅もちをついている。呼吸が足りず、身体からだが重くなってしまっているのだ。その正面では、Mouri-01がタオルで両腕を拭ぬぐってやっており、両腕もやはり負けたなりに良い勝負をした自負があるのだろう。メゲてはいない。

　そしてＡＫが、何とか姿勢を正し、

「────」

　両腕に座礼をした。両手の方も膝ひざを揃そろえて正しく頭を下げ、一礼をする。

「これもまたスポーツマンシップですね！」

　可か児にが言うのが、何か全部そこに収められそうな気が。あと、何だかこのところで両腕のカリスマ度が上がっているが、気のせいだろうか。

　ただ両者に拍手を送る流れの中で、同じように手を打ちつつ、三さん要ようが笑顔で言った。

「では次、補正の競技と行きましょう。皆さん、場所を移る準備をして下さーい」

　はい、はーい。Ｊｕｄジヤツジ．、Ｔｅｓテスタメント．、と声の乱れるのに苦笑して、三要が表示枠サインフレームを出す。

　ランダムで決められる次の競技。それは、

「射撃……！　校庭で用意をしましょうか。皆さんも準備を御願いします！」
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　皆がそれぞれ、もはや東西関係なく談笑しながら更衣室に向かう。

　そんな多くの足取りに合わせず、嘉よし明あきは手を上げ、プールサイドに安あん治じを呼んだ。翼を使って、少しプール上に身を置きながら、

「どうするの？　東軍に合流する？　離反の条件は揃そろったけど」

「あー、昼食来たから西軍でいいかな、とか思ってる。あんまし敵対感ないし」

　そうねえ、と言うが、昼食の有無で離反かどうかが決まるのも安治らしい。

「それにネイ子が西軍のままみたいなんだよね。サコーンもいるし、何かちょっと十じつ本ぽん槍やり対決って程じゃないけど、こういうの面白くない？」

「面白いわね」

　じゃあ、と安治が笑った。こっちに握った拳こぶしを出して、

「ろくな事にならん気がするけど、射撃で勝──負。いいよね？」
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　着替えを終えて外に出た正まさ純ずみは、左さ舷げん側の校庭にて準備が始まっているのを見た。

　三さん要ようが自動人形達を指揮していて、それを監督するように眺めているオリオトライがいる。

「先生、──次はどういうルールです？」

「ああ、弓道っぽくしようかなってところで、六十メートルの射撃場。だから、あっちの端から百メートル走のラインを使って六十メートル」

「橋をどかすんさね？」

　直なお政まさに言われてみれば、確かに校舎前の橋を分解に入っている。完全解体という訳ではなく、校舎側の基部は左右に降りる階段まで残し、正門側から残りの部分を表の左右、桜並木に退避させる方法だ。

「これ終わったら、百メートル走も徒か歩ち戦せんもあるし？　橋の上だとよく見れるけど、だったらここで外に出しておこうかな、って」

　確かに橋の下に射線を通すのは面倒だし、徒歩戦は校庭を広く使った方がいい。ならば後、気になっているのは、

「あっちの、的側？　そこに二つ、箱みたいなのが立ってますけど、何です？」

「ああ、あれは身代わり置き場」

　身代わり？　と直政が半目になって疑問する。と、我らの担任はこう言った。

「射撃って言っても、的を撃って〝決まりー〟みたいなのだと、文句言われそうでしょ？

　だから初め、ジャンケンで負けたヤツでも撃って貰もらおうかと考えたんだけど、さっき少し冷静になってね？　じゃあ各員、身代わりになるものを出して貰もらって、それを吹っ飛ばしたら★一つとか、いいんじゃない、って」

「何か全体的にツッコむべきかと思いましたが、更に酷ひどくなりそうなので止やめときます」

　後ろから来た皆が、身代わりとして自分達の荷物を確認し始めるが、

「気が早いなお前ら」

「時間がないと〝ハイ御本人〟とか言われるかもしれないじゃないですか！」

　全裸は水着を出すな。さっきそれ穿はいてなかったろ。







[image: 第二十五章『直線上の防御手』]
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　フアナは、校舎前のベンチで怪文書を見ていた。

　横では野球部の女子部員が、フローレスと共に集めてきた檸檬レモンをそれぞれ別の籠かごに入れたり、選別作業をしている。そこから来る果実の匂においは当初結構強く感じていたが、今は馴なれた。

　日差しもまだ夏の色を乗せていて、恐らくこれが最後の夏日だろうか。しかし、

「どーしたんですフアナ様、難しそうな顔をして」

「いえ、あの、ロドリゴから、関せきヶ原はらの戦いの内容を示す文書が来たのですが……」

『二種目の報告です。

　一戦目では大おお谷たに・吉よし継つぐと小こ早ばや川かわ・秀ひで秋あきが共に沈下して自爆。不成立。

　二戦目では金かな森もり・長なが近ちかと安あん国こく寺じ・恵え瓊けいが勝負し、金森の両腕が創意工夫からドルフィンキックに開眼したものの、安国寺が無呼吸からの心頭滅却で一時なりとも悟りを開き勝利。

　良い勝負でした。これから射撃に移ります』

　何が書いてあるか解わからん。

　これは暗号だろうか。武蔵むさし勢は変な判じ物や数字合わせが好きですし。

　しかしこの文書を見せたフローレスが、ふうん、と頷うなずき、

「向こう、楽しそうにやってますねえ」

「──解るのですか、フローレス!?」

「え!?　解らないんですか!?　金森の両腕が創意工夫からドルフィンキックとか、ここ燃えるところですよ!?」

「そのまんまですソレは！　一体どういう言語なのですか……！」

「いやあ、ロドリゴ先輩、端的にまとめるのが上手うまいですよねえ、流石さすがは元異端審問官」

「これもう現場にいないと駄目なのでは……」

　広報部を同行させるべきだったと嘆息した時、上から窓の開く音がした。

　生徒会、総長連合の居室だ。そして、

「フアナ君？　いい匂いしてるねえ」

「あ、下で分配しています。あとで居室にも持っていきますので」

「Ｔｅｓテスタメント．、頼むよ？　これから居室での仕事が多くなりそうだ。──ロドリゴ君の文書、訳が解らないけど、向こうのノリが通じてきて面白いね」

　はあ、と生返事していると、フローレス達に笑われた。

　こっちの読解力が足りない事を言われているのかと、そう思えば、

「──フアナ様、居室からここはよく見えないのに、何で総長がここにいるのフアナ様だと解ってたのかは、疑問に思わないんですね」

「檸檬の収穫に付き合うと言っておきましたから」

　あらあら、と女子部員達が半目になるが、遊ばれる気はない。ただまあ、おじさんが言う通りであるならば、

「向こうで、ロドリゴも楽しんでいるのでしょうね。──以前、武蔵むさしと関係した時は、敵という関係でしたから」
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　……次は一体、何が起きるんでしょうね。

　世せ話わ子こ、というローカル字名が何か自分的に気に入ってしまったので、今日は世話子だ。そんな気分で第一種目からしっかり付き合っているが、自分の出番は無いように思っている。

　寺てら沢ざわ・広ひろ高たか自体が、関せきヶ原はらではあまり目立っていない。どちらかというと、この代理襲名を行う事で、三征西班牙トレス・エスパニアの島しま原ばら方面における権益を守る意味が大きい。

　ともあれ次は射撃。さっき〝身代わり〟を預けてきたが、さてどうなるか。

「では一番で、東軍、西軍、出場者どうぞ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二つの声が上がった。

　西軍は脇わき坂さか・安あん治じ。

　東軍は加か藤とう・嘉よし明あき。

　この姉妹が、間接的な勝負とは言え、相あい対たいを行うのだ。
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　嘉明は、安治と共に射撃のための手て解ほどきを受けていた。

　黒姫シユヴアルツ・フユルステインと白姫ヴアイス・フユルステインの二型は、この射撃では使えない。自分達の専用装備であるため、出力操作系などがお互い違い、レギュレーションが曖あい昧まいになるからだ。

　代わりに用意されたのは、母二人が〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟から召喚したもので、

「ハイヨー、黒嬢と白嬢の一型。市販品の試作として、ほぼ最終バージョンかなコレ。

　ナイちゃんとガっちゃんが二型を使ってる間、こっちは結構煮詰まったっぽいね」

「Ｊｕｄ．、──嘉明？　私は白嬢の方、誘導弾や追尾系主体で使ってたけど、それは私の描写術式があったからこそね。射撃系はフツーに直線系もガツガツ行けるし、六十メートルなら初速は白の方が上だから、あまり気にせず使ってみなさい」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいている間、己が思っていたのは、武装を扱う事についての両親の変化だ。

　普段というか、昨夜ゆうべなどは結構緩んでいたが、今の締まり方が凄すごい。

　気配に隙すきがない。

　これは自分達もそうであろうが、オンとオフの差が強い分だけ、母達の方が印象的だ。武装の扱い方や語り方に、何を示すかの揺らぎがない。そして、

「ほら、試射して調律。今、触れた部分では問題ないから、使ってみなさい」

「軽いけど、出力強くて暴れるのは面白いよ」

　自分ら世代はそこらの反動キャンセルとかオートな世代だけど、母達が言ってる事は何となく解わかる。そして、手渡されたそれが、術式である程度浮上するが、重かった。否、重いと言うより沈んで、

「──!?」

　手て応ごたえ、というものが、一気に手に来る。抱えて持った方がいい。母達がいつもあのように抱えたり、脇わきに挟んでいるのは、用心の意味もあろうが、この手応えだ。

　鉄を摑つかんでいる。

　……おお……。

　白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインに敵かなう価値は無いと思っている。これは揺らがない。何故なぜならあれは自分達が母達から受け継いだものだからだ。

　そういう意味では、これは別の価値観であると同時に、

「白姫と黒姫にとって、母なのかしら」

「あ、いいねキメちゃん、アンジーも今、何て表現しようか迷ってた」

「どんな感じ？」

　ナイトママの問いに、己は応じる。

「凄すごく沈むわ。重いと言うより手に沈んでくる。でも直線の引き方や、要所の位置と比率やバランスは何故か知ってるし、〝ここはこうじゃないのかしら〟って思ってる」

「……私達が貴女あなた達の機殻箒シヤーレベーゼンを手にしたら、多分、逆を思うのかしら」

　どうだろう。ただ、自分としてちょっと驚いたのは、

「これが市販されるの？」

「一型は市販品となる事が決められてたかんね。──頑張れば航空用武神と戦える、ってのはウリになるだろうけど、デチューンされてる部分も多いから、どうかなあ」

　と、三征西班牙トレス・エスパニアのジャージ女子が、一つ咳せき払ばらいで近づいてきた。彼女は頭を下げ、

「あの戦闘やアルマダでは、いろいろ勉強となりました。──三征西班牙は、異端審問を行いますが、魔女テクノヘクセンとの戦闘は本国では不慣れでしたので」

「次は負けない、って感ね」

「そうではない戦力が何処どこの国にありましょうか」

　母達が、相手と一緒に微笑して、握った拳こぶしを軽く押し当て、ぶつけ合う。

　……そうね。

　世界が、変わったのだ。

　自分達と母達が合流する事とは、単純に武蔵むさし勢と羽は柴しば勢が合同する事ではない。そこに生まれる国力や権益、歴史再現などの政治的カードによって、世界が動いたのだ。

　解った事がある。

　自分達羽は柴しば勢が、武蔵むさしに敗北し、創世計画はどうなるか解わからない。武蔵も、勝者であるが、こちらを抱え込む事や、極東勢としての足あし枷かせが未いまだにあるのだ。

　だが、この関せきヶ原はらの戦いのように、主導権を自分達が握れるならば、他国は武蔵に〝乗ろう〟としてくる。そしてそこでは、

　……無血で、ものごとを解決する事も出来るのね。

　この事に気付いているのは、自分だけだろうか。それとも、

「────」
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　嘉よし明あきの翼が総毛立つのを、安あん治じは見た。

　……何か気付いたかな？

　嘉明は理性派だ。結構頑固で、己の思いをなかなか変えないところがあり、だからこそ抱えるものをシンプルにして、外に問題が生じにくいようにしている。

　だが今、彼女の中で何かが見つかったか、変わったのだ。

　あとで聞けば、教えてくれるだろう。ひょっとしたら、自分達がもう自然に馴な染じんでいる事で、その成文化が出来ただけかもしれないが、聞いてみたい。そして、

「──ではこちら準備出来たので、一回戦目の出場者の二人、御願いします！」





●






　大おお久く保ぼは、窓に肩をつけるようにして座り、作業を続けていた。

　昼が過ぎると、食糧関係の需要と供給問題は、少し落ち着いた。また夕方くらいに波が来るだろうが、今は建築資材と廃棄物の入れ替えが問題だ。

　基本船殻部を固定する際、思った以上に新規ブロックや家屋の組み替えを要求する声が出た。うどん王国の地上武蔵では、基本的に倹約だったため、そこで貯蓄が生まれていたのだ。これから新武蔵の動向を考えると、この入れ替えで住すみ処かを良い環境に引っ越したり、事業のための空間を置き換えるのも有りだろう。

　もはや武蔵にとって、最大の天敵と言える大和やまとは、味方なのだ。

　……これ、武蔵には多量の金が来とるやろなあ。

　金の流れは、会計がなかなか全て明かしてこないので、浅あさ間ま神社か東とう照しよう大だい権ごん現げんから神罰つけて貰もらって張り倒すしかあるまい。武蔵を調査しなくても、本土側の各国、為替かわせ市場を見ていると、〝世界の何処どこかに金が流出している〟のは確実だ。

　つまり天敵のいない武蔵が、最大かつ安全な金庫になっていると、そういう事だ。

「各国の財務関係に睨にらまれなければええけどな」

「その対応は御嬢様の得意分野でしょう」

　加か納のうが笑みで言うのは、副会長関連の無茶が一息ついたからだ。校舎前の橋が外された事で、副会長が橋の上にいる、という事もなくなった。

　窓に背を向けてなくて良い。

　……何や、意識しとるみたいやなあ……。

「そろそろ昼食にしようか、加納君」

「Ｊｕｄジヤツジ．、すみません御嬢様、私、食事をあまり摂とらなくてよいもので、仕事優先のように動いていました」

「ええよ別に、今はその方が正解やと思うし……」

　と言って、休憩気分で立ち上がった己は気付いた。

　校庭。左さ舷げん側の方に、櫓やぐらが建っているのだ。その前側にはカーテンが掛けられており、

「……何やアレ」

「Ｊｕｄ．、とりあえずあの中に、〝身代わり〟を仕込み、射撃手がそれを倒したら、★が入ると、そういうルールのようです。〝身代わり〟はランダムで決定するのですが、対策を事前に取られないように、射撃時まで明かされないとか」

「ああ、撃つべき景品が指定された射的のようなもんか……」

　言って納得しかけ、気付いた。

「関せきヶ原はらでそんな事すんなや……！」
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　先行は安あん治じだった。

　決めたのはジャンケンでもコイントスでも何でもない。ただの自己申告だ。

　理由はある。

　……やる事、決まってるもんねー。

　黒魔女シユヴアルツヘクセンだ。反発術式を使用して、それを可能な限り加圧した上で狙そ撃げきする。

　距離六十メートル。弾丸は五百円玉を使用する。重めの硬貨は風があっても突き抜けるし、この距離ならばその重量で軌道を下げる事もあるまい。

　あとは場所だが、これも校庭にシートを敷いて伏せ、狙撃姿勢をとるだけだ。

　そして位置を取り、測って、タメて、撃つ。

　こうなると、プレッシャーのない一番手が気楽だ。嘉よし明あきは確実に成果を上げてくるから、後だとこっちがツラいし。

　だから伏せる。防熱シートが下から淡く暖かく、武蔵の地殻ブロックは大和やまとのものより地質部分が厚いとよく解わかる。

　構えるのは黒嬢シユヴアルツフローレン一型。先程調整して術式なども仕込んだ。とはいえ、仕込める術式は制限があり、あとは自分達の能力次第だ。

　廃気アウスプツフは全て使うつもりで行く。今日、恐らく戦後に祭でもあると思うけど、今までのキャリアの中で精霊石は充分持ってる。それを使って豪遊もいいんじゃないか。ならば、

「さて」

　廃気を使う。照準関係の術式を展開。照準はシンプルだ。そういう環境。ここで下手へたに燃料や術式を使用せず、全てを反発加速に用いるのが自分のやりかた。だから、

「ん……？」

　正面。照準を合わせようとした櫓やぐらの下で、〝身代わり〟を隠していたカーテンが開いた。

　そこにあるのは、白い長方形の板だ。

　……あれは──。

　知っている。背後でちらほらと、あれが何かの疑問が生じるが、自分は知っている。

「白姫ヴアイス・フユルステインのパーツ！　加速板の内、主加速系の一枚だよね？」
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　嘉よし明あきは、己の〝身代わり〟を見て、一つ頷うなずいた。

「面白くなったわね、──さあ、どうするのかしら？」

　横、伏せた安あん治じが、微動した。

　照準術式に対し、目を細めたのだ。
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　……どうするかなー？

　安治は考えた。

　撃てば良い、という状態にまでは持って行っている。が、撃って良いかが解わからない。

　あれが嘉明の〝身代わり〟だからではない。あれが白姫のパーツだからだ。

　白姫と黒姫シユヴアルツ・フユルステインは重力制御で飛ぶが、主加速系の加速板はその力が特に強い。

　もしもあの加速板が、重力制御をオンにしていた場合、どうなるか。白姫の場合は白魔術ヴアイステクノなので、プラスの加速だ。つまりその時どうなるかといえば、

「ええい面倒だから撃つよ！」

　全力で砲撃した。
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　金属音が響いたのをナイトは聞いた。

　櫓の後ろは抜けていて、高い音と共に白の一枚が跳ね飛んだのだ。

　それは、黒嬢シユヴアルツフローレンからの一発が、加速板の下を穿うがったという事だった。

　……おお、結構良い当たりするなあ。

　一撃が鋭い。

　五百円玉を使用しているという事は、その打撃は重い一方で貫通力が悪く、物体に当たった時、対象を砕きやすいのだ。

　だがそうではなかった。当たった五百円玉はそのまま空に消えたが、白姫ヴアイス・フユルステインの加速板は強く弾はじかれて跳ね上がった。軌道がまっすぐで、加速も良い。黒魔術シユヴアルツテクノと言う事は、自分がきっと未来で教えたのだろうか。それとも独学だろうか。

　……うわあ。

　何かコレ、アレだ。

「授業参観やってる親の気分って、コレだよねガっちゃん」

「そうね。何かさっきからソワソワしてるマルゴットが可愛かわいかったけど、ソレよね」

　でも、とナルゼが言った。

「嘉よし明あきが結構やるわ」

　言った瞬間だ。安治が身体からだを起こし、しかし声をあげた。

「あー！　キメちゃんにやられた！」
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　それは、弧だった。

　勝敗が決まったと、手を上げようとした三さん要ようの視界の中、空に跳ね上がった白の加速板が、天上を滑るような弧を描いたのだ。

「危なかったわ」

　嘉明が言う。

「アンジーが、ちゃんと伏せて撃ってくれて正解。これは、黒姫とかと違って、黒嬢が重かった事も起因するわね。重さ故、下手へたに砲口を上げず、水平気味に撃ってくれたから」

　それによって何が起きたか、自分にも解わかる。

　……板の下を撃った事で、板が空に跳ね上がって……。

　だが、板が弧を描いた。大きく、悠然と飛ぶように大弧を描いた。

　不自然だ。

　もはやこれは、風や板の空気抵抗によるものではなかろう。ならば、

「白魔術ヴアイステクノのプラスの加速で、誘導の軌道を仕込んでいたのね」

　ナルゼの言葉は一瞬で証明された。

　空を鳥のように翻った一枚の白板が、櫓やぐらの中央下。元の位置へと帰還し、

「有り難う、アンジー。──あるべき処ところに戻ってきた。それを表現したかったのだけど、貴女あなたが撃ってくれたから完かん璧ぺきだと、私はそう思うの」

「先に言ってくれたら、もっと良い感じで空高くトバしたけどなー……」

「言わなくても解わかるから貴女あなたと飛ぶのよ、アンジー」

　言う嘉よし明あきの視線を追えば、櫓やぐらの床に白の板が突き刺さっている。

　衝撃で震動している一枚を見て、己は叫んだ。

「西軍側、無得点です……！」
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　さて、と位置につく嘉明の脇わき、安あん治じは「やられたなー」と半ば満足の入った嘆息をつきつつ、相方に言った。

「アンジーの〝身代わり〟も、黒姫シユヴアルツ・フユルステインの加速板だけど、コレはマジで加速仕込んでるから、よく考えて撃ってね」

「誘導弾で空に飛ばしてあげるわ。元の位置に戻すかどうかは気分で決めるけど」

　かなりやる気だ。

　ただまあ、先で良かった。嘉明は確実に★をとってくる。今の会話で誘導弾を使用する事が解ったが、彼女の精度だと、恐らく多段ヒットを狙ねらうつもりだろう。

　初めの一発で打ち上げ、続く数発で確実に櫓の外に出す。

　相手の重量があっても、二、三発で大体は浮く。レギュレーションで黒姫が使えないと知った時は焦ったが、この〝嬢〟はかなり使える。

　……買ったとしたら、一部改造で出力アップは面白そうだなあ。

　その場合、安定性が引き替えになるから、補強を物理で行うかバランス調整や術式で行うか、いろいろ判断が必要になる。そしてそういうのも、機殻箒シヤーレベーゼンの面白さだが、ホビー用として一本欲しくなるのは危険な趣味の入口だろうか。ともあれ、

「では、カーテン開けますね」

　という眼鏡めがね教員の言葉で、櫓の外にいる自動人形が紐ひもを引き、カーテンが開いた。

〝身代わり〟がそこにある。

　青と白のゴツい機動殻だった。
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　浅あさ間まは、嘉明がゆっくりと身体からだを起こすのを見た。

　空。日はまだ傾いておらず、ともすると陽かげ炎ろうも生じている校庭上、ジャージ姿の嘉明がこちらに向かって片手を上げた。

「先輩達に向かって、物理の話をしていいかしら」

「あー、俺おれ、言われても解んねえぞ？　いいのか？　いいのか？　それで？　んン？」

「……犯罪を起こしたくないからやめとくわ」

　……凄すごくナルゼとナイトの子ですね……。

　しみじみ思う。が、彼女は、櫓やぐらの中一杯に詰まった奔ほん獣じゆうを手で示し、

「私、東軍で味方なんだけど、あれはどういう事？」

　皆がアデーレを見た。するとアデーレが慌てて両手を握りながら、

「い、いや、自分って言ったら、やっぱ奔獣でしょう！」

「──そうですね。ホライゾンが見る限り、アレはアデーレ様と一心同体。アレがなければアデーレハンマーは成立しないと考えると、もはやあちらが本体説もあります」

「……でも私、今、味方に攻撃されてるわよね」

　えーと、と己は考えた。上手うまい言い方を探し、結果として、

「──常に全力、そういう事でどうでしょうか」

　無言で視線を逸そらされた。

　……あっ、結構キツい……！

　一方、こちら側のナイトとナルゼは、それぞれ吐息して、完全に嘆息モードだ。

「全く、人のメーワク考えない連中ね……」

「保身のためにナイちゃん言うけど、ナイちゃんもガっちゃんも魔女服出したから」

「ママ！　それはそれで撃てないわ……！」

　思わぬ家族愛に皆が拍手した。

　嘉よし明あきは戸惑い、しかし辿たど々たどしく三方向くらいに手を振る。だが彼女はすぐに真顔になって、

「──どういう事」

「キメちゃん！　無駄！　無駄だから！　最近、何となくそこらへん解わかった！」

　と言ってるのは真実だろうが、そんな言わんでも、とも思う。だが、己は気付いた。

「あ、でも、いけるかもしれませんよ？　今、アデーレが入ってませんから」

　そして自分は、芯しんの事を言おうとして、ふと気付いた。

・あさま：『よく考えたら、これ、初心者には解らない部分ですね』

・銀　狼：『私達も最近気付きましたものね』

・貧従士：『い、言っておきますけど、自分が本体で向こうがガワなんですよ！』

　芯の視点からの意見が来たので、ミトツダイラがとりあえず手を上げた。

「いいですの？　奔獣はアデーレが芯として入っている時、一番安定しますの」

「何故なぜ？」

・ホラ子：『斬ざん新しんな問いですね……。何故……。考えた事もありませんでした』

・金マル：『そういうものか、って思ってたよね』

・●　画：『うちの子、何事も疑問に思うその姿勢が尊いわ……』

・貧従士：『あの、自分の存在がよく解らなくなっていく気がするんですが……』

　ともあれホライゾンが手を上げた。

「──後でトーリ様が御菓子を作って献上と言うので手を打ちませんか」

　嘉よし明あきが半目になったが、無言で位置に戻った。

　安あん治じがこちらに対し、両の手の平を胸辺りから下にゆっくり下げ、〝煽あおるな〟というジェスチャーを見せている。

　直後。弾はじけたような砲撃音が声と共に放たれた。

「二人分──!!」
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　嘉明が放った誘導弾は五発。全てが機動殻の正面下部、脚の付け根に近い位置に着弾した。

　浮かせる。だが、重量的に、浮いたとしても失速してすぐに落ちてしまうだろう。

　櫓やぐらの外に出すには、一回浮かせただけでは駄目だ。継続的なプッシュをするために、

　……可能な限り、着弾タイミングをズラす！

　正面方向に砲撃をしたのに、弾丸の軌跡が外に飛ぶ。一発目は下からホップするだけの軌道だが、他の四発は振幅の加算される弧の多重だ。

　制御可能な限り外に飛ばし、戻す。それで着弾タイミングをズラす。

　果たして飛んだ五発は当たり、

「行きなさい！」

　火花と音が来た。お、と横から母達の声がするが、自分に手て応ごたえはまだ無い。

　一発。続いて二発。だがまだ機動殻は震動しているだけだ。この震動が、しかし愛いとしい。震えの押しと引きに合わせて、

　……通って！

　こちらに引いた時に着弾すると、機動殻の戻る力とこちらの押す力が相殺される。

　だから震動がどの程度の振幅で生じるか、物体の見た目からある程度予測する必要がある。これは術式の補助もあるが、経験がものを言う部分で、

「ヒントは得たわ」

　芯しんという事だ。

　芯が無いものは大きくブレる。だとすれば、この物体は強く震動する。だから、

　……行ける！

　三発、四発目が、鐘のように響いた。内部で音が反響したのだ。つまり、震動が設置部から地面に逃れなくなったという事で、

　……通った！

　五発目が着弾した。
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「あ」

　という従士先輩の声を、安あん治じは聞いた。

「真っ正面過ぎるとアレです」

　何が生じたか、己にも解わかった。

　機動殻の背後。バランサーとなっているテールが、勢いよく地面に叩たたきつけられたのだ。

　浮きが強かったため、バランスを取るのではなく、設置と安定のアンカーとして、その尻尾しつぽが地面に打ち込まれた。

「────」

　そっかー、と安治は思った。嘉よし明あきらしく、真ま面じ目め過ぎたのだ。まっすぐ真っ正面から崩しにいくのは、正当だが、ここでは違った。

「ベストは櫓やぐらごと倒しちゃう事なんです。それが無理なら、中央でバランス取ってる自分がいないので、片足中心で跳ね上げ、後ろに片足着きさせるのが当たりです。この場合、テールが大きく外回りに動いて、中に残ってる足も外に出す動きでバランスをとりますから」

　成程、と思うが、これは間違いなくこちらの経験不足。M.H.R.R.神聖ローマ帝国は機動殻を主とした戦士団と騎士の国だが、旧式についてはあまり知識が無いのだ。

「キメちゃん」

「いいわ」

　立ち上がり、白嬢ヴアイスフローレンを抱える嘉明は、力を抜いた表情だ。

「──先輩達の洗礼ね。とりあえずこれから先は、私も、人のメーワク考えずにやるわ」

　それと、

「帰りに御お土産みやげ出来たわ。二人分。──その分は私の勝ちね、アンジー」
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　さて、と三さん要ようは、本日何度目かの言葉を作った。

　一回戦目は両者とも★を作れず、というところだが、今回のものは接戦だった気がする。

「真ま喜き子こ先輩、こういう、味が解る勝負だといいですね。──これまでのは味がキツいか、味自体が解らないのもありましたから」

「さっきの水泳二回戦目とか、あれも良い感じだったわよね。ともあれよく正気を保ってるわ光みつ紀き。他国の教員だと生徒のペースに引きずられてると思うから」

「いえ、慣れですよ、馴なれ」

　他国組が信じられないものを見る目を向けてくるが、何でしょうかアレ。

　ともあれ、二回戦目だ。順番は、

「さっき、西軍からスタートしたので、次は東軍から、御願いします」

　というこちらの呼びかけに、手を上げた影がある。

「はい。──私で、問題ないですよね」

　浅あさ間ま神社代表。浅間・智ともだ。
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・●　画：『勝ったわね』

・不退転：『ええ、勝ちね』

・世話子：『味方側になると安心感が凄すごいですね……』

・あさま：『ナ、ナイトとナルゼが出るべきじゃないんですか!?　そうですよね!?』

・金マル：『いや、ナイちゃん達は娘の参観日だし外枠だから、うん』
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　仕方ない、と思って、浅間は片かた梅うめを構えた。

　巫女みこの射撃用装備がないので、流石さすがに梅うめ椿つばきは使えない。というか梅椿だと展開する術式の量も多過ぎるので、レギュレーションに引っかかるのだ。

　だから照準術式と、加速術式に絞る。誘導や追尾は要らないものとするが、ここは自分の腕次第だ。

「あ、じゃあ、カーテン開けて下さい」

　指示の上で、保険として皆に通つう神しんで告げる。

・あさま：『言っておきますけど、命中率と精度なら確約出来ます。でも破壊力や衝撃のパワーなど求められても、今回は無理ですからね？　奔ほん獣じゆうみたいなのが来たらアウトですから』

・○べ屋：『え？　じゃあ十円玉を積んで作った私の銅像、倒せない？』

・あさま：『そのくらいなら砕けると思います』

・○べ屋：「え!?　ちょっと止やめてよ！　まだ撮影してアップしてないんだけど！』

・金マル：『それは映えるのかな？　ウケ狙ねらいなのかな？』

・煙草女：『あー、あたし、レンチ出したけど大丈夫さね？』

・不退転：『私も、不ふ転てん百足むかでは無理だから顎あご剣けんだけど、大丈夫かしら』

・ホラ子：『あ、自分も〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟をチョイと預けております』

　その辺りは充分行けると思う。ともあれ直なお政まさと成なる実み辺りの重装備持ちが、朱雀すざくなどの一番キツいのを出してないなら、何とかなるのではないだろうか。というか大罪武装ロイズモイ・オプロの扱いが軽い気がするけど大丈夫だろうか。ともあれ、

　……何が来ますか……。

　楽で、倒したり壊したりしても罪悪感のないものがいいなあ、と思った。

　そしてカーテンが開く。櫓やぐらの下が開放され、そこにあるのは、

「ハ────イ！　皆の救い手、世界の賢けん姉ねえＹＯ──!!」

　狂人がＹ字バランスで立っていた。
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　浅あさ間まは、術式を強化して撃ち込むべきかと一瞬考えた。だが落ち着いて、

「喜き美み。……あまり聞きたくないけど、何でそこにいるんですか？」

「あらやだ！　そんな興味があるの!?　もーう、浅間ったら興味津しん々しんたっぷりエロスの子なんだから！　でもいいわ、特別に教えてあ・げ・る！　それはね？　私の〝身代わり〟って考えたら、もうそりゃ愚弟くらいしかいないじゃない？　でも愚弟をここに入れたら浅間が撃てなくなって東軍が負けちゃうじゃない！　だからここは、ワ・タ・シ。──どう!?」

　……どう、と言われましても。

　ただ、明確な事がある。

「射っていいんですね？」

「え!?　何言ってるの!?　私、穢けがれの無い美しい人間よ!?　巫女みこのアンタは私を尊んで食事に一品つけるくらいしなけりゃいけないのに、それを射つなんてアンタどうかしてるわよ!?　いつそんなの決まったの!?」

「多分、……さっきじゃないかな、って」

「──そう言われてみるとそうね」

「飽きました？」

[image: ]

　問うと、飽きっぽい友人が、んー、と首を横に傾けた。そして、

「いや、アンタも〝話し合いに持ち込む〟くらいは言いなさいって。ああ、あと、コレ」

　と、喜き美みが、櫓やぐらの陰からハンガーを二つ出してきた。それは、

「浅あさ間まとミトツダイラ、アンタ達、自分達の〝身代わり〟って言って、何で巫女みこ服と騎士服出してきてんの？　というかコレ、誰だれのための〝身代わり〟？　やっぱり〝ああン、トーリ君、これ、私だと思って下さいね？〟とか言っちゃって言っちゃって！　ハー、クンクンクン！　まあ、浅間とミトツダイラの匂においがするわ！　うちの洗剤と柔軟剤と同じ香り！」

　迷わず全力で撃ち込んだらＩ字バランスで回避された。
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　三さん要ようの笛が鳴って、ミトツダイラは額に手を当てた。

　……智ともは安全確実だと思ったんですけどもー……。

〝身代わり〟が悪過ぎた。というか、ある意味、相性が良過ぎたと言うべきか。

「レギュレーションで、東西お互いの〝身代わり〟が出るようにすべきでしたわねー」

「でもそれだと、人数差によるバリエーション差が出て、西軍が厳しくならね？」

　確かに王の言う通りではある。でも、そうだとすると、

「……人員的に見ると、関せきヶ原はらの戦いでは、東軍が結構有利という事になりますのね」

　意外と上手うまく再現出来ている、という事だろうか。だとすると、このような勝負では、

「〝身代わり〟は技術も力も要らないので、平等に〝勝負〟出来ますね」

　アデーレの台詞せりふに、己は思った。関ヶ原では、無名だったり、いる意味の解わかりにくい武将達も多く存在したが、彼らにもきっと、同じような〝勝負〟の流れがあったのだろう、と。

　そして、〝そんな人達〟の方が、世の中では遙かに多いのだ。

　だとすると、この関ヶ原を無血で、能力の制限などを入れて多くの人が参加出来るようにしている事は、意味があるだろうか。どうだろうか。

　こういった思案や、戦いの中で気付いた事は、今後、意味を持ってくる事だろう。

　今、答えが出るものでもありませんわね、と己は思い、

「そっち、二回戦目の射手は誰だれですの？　射撃系が得意なのは、いないようですけど」

『私が出るよ』

　と、前に出たのは、表示枠レルネンフイグーアだった。

　皇帝マティアス。彼が楽しそうな笑みで言う。

『傀かい儡らいを飾り立て、持ち上げるために作られた数々の術式！　それを見せよう！』
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　三要がまず見たのは、展開して行く〝ガワ〟だった。

　……うわー、豪ごう奢しや！

　マティアスの表示枠レルネンフイグーアが射撃位置についたと同時、転送されてきた術式が〝武蔵むさし〟の許可下で砲門を組み立てていくのだ。

　だがそれは、砲門としての作りより、先に装飾を作るというものだった。

　砲門が入る空間を囲むように蔦つた模様の装飾が走り、装甲や爆風避けの防盾が花のような形で配置され、その外には流体光の花はな弁びらが常に舞い散り始める。

　追加というように、ようやく内部に砲が作られた。

　それは装弾システムと加速システム、発弾システムを組み、砲塔も用意されたもので、オーソドックスではあるが、立たち花ばな・誾ぎんに言わせると、

「……堅実な作りですね。狙ねらいは外さない。狙そ撃げき用ともいえる作りです」

『西さい国ごく無む双そうに褒めて貰もらえるなんて、よく解わかってないけどいいものなんだね、これは！』

　だが、出来上がってみると飾りが凄すごい。いつの間にかM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの旗が立ち、三連喇らつ叭ぱが音を奏で始めている。下手へたをすると、勝手に射撃しかねない勢いだ。

　そして、

『今、こっちの技術者が照準とか出力を合わせているから、待って欲しいね。

　出来次第、砲撃をするけど、いいかな？』

　彼の問いかけはこちら向けのものだろう。ゆえに己は頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、ではカーテンを上げますね？」

　言って手を上げると、櫓やぐらの横に立っていた自動人形が紐ひもを引いた。

　カーテンが開く。するとそこにあったのは、

「……表示枠サインフレーム？」

　防護障壁としての、極東式術式表示枠が一枚、そこに浮いていたのだ。
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　輝てる元もとは、西軍側の面々を見た。

　……極東式の表示枠か。

　一応、隠れ設定が使えるため、誰だれでも扱える一品だ。とはいえ、無論、このタイミングで敵であるこちら相手に、誰のものか正体を示す筈はずもない。ゆえに己は、

「Mouri-01」

「Ｔｅｓテスタメント．、あの表示枠サインフレーム自体は防護障壁として基本的なものです。初心者が使うもので、流体消費量は軽め、ただ、これは気になる部分ですが、──傾斜も何も入っておりません」

「……砲弾を当てて逃すって知識がねえのか？」

　じゃあ大丈夫か、と言いかけて、首を横に振った。

　……仕込みじゃねえか？

　安全なように見えるのがフェイントだとすれば、砲撃の意味もよく解わかってないマティアスだけの判断は危険だ。ゆえに問う。

「あれから多重に重ねたら、どうなる？」

「レギュレーションで決められている流体量の分、あの防護障壁を重ねた時、マティアス皇帝の砲撃に大部分を破壊されます」

「残るのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ですが、場合によります。──あの一枚からこちらに重ねた場合、砲弾の初速が生きるので、全てを砕く事が出来ます。逆に、あの一枚から後ろに重ねた場合、砲弾の初速が僅わずかながらに落ちるため、防護障壁が数枚残ります。が、その数枚は櫓やぐらの外に位置しているので、こちらの勝利となります」

「あの一枚を中心に、前後に重ねたらどうなる？」

「Ｔｅｓ．、その場合──」

　Mouri-01が、少し考えた。ややあってから、

「──やはり櫓の後ろにはみ出した三枚程が残るものと思います、姫様」

　Ｔｅｓ．、と己は応じた。結果としては、つまり撃って良いという事だ。だが追加するようにここで思うのは、

　……他、何か可能性があるか？

　用心だ。今得た都合の良い答えとは別の方法が、あるかどうか。一番気になるのは、誰だれがこれを置いたかという事で、

　……西軍の神しん道とうで、防護系に優れるのは──。

　誰か、と、そう思った時だ。櫓の方から声がした。自動人形が手を振り、

「すみません、防護障壁がそろそろ消えます！」

「あー、どうです？　西軍の不戦敗という事になりますが」

　仕方ねえ、と己は吐息をする。

「おい、皇帝、最大出力で撃て！」

『──Ｔｅｓ．、何でも言う事を聞こうじゃないか！』

　言葉と共に砲音が大気を弾はじいた。

　皇帝の砲撃が放たれたのだ。





●






　アデーレは、既視感を得た。皇帝の砲撃の音と、砲門が作る諸動作のタイミングについて、だ。これは、

　……あれ？　三征西班牙トレス・エスパニアのに似てます？

　自分が撃たれた経験もあるから、記憶に残っている。三み河かわでは弾たま除よけとしてペルソナ君に抱えられ、正面から何発も食らったのだ。

　その音、爆圧の生じるタイミング、反動の抜け方と機構の動き方。どれも似ているが、

「K.P.A.Italiaと三征西班牙トレス・エスパニアは、同盟組んで、特に三征西班牙が戦力を貸しているんですよね。だとすれば砲門関係はＯＥＭし合ってる部分もある筈はずで──」

　言っている間に、一つの感情が見えた。

　すぐ横に立っていた世せ話わ子こが目を伏せ、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　言って、口くちの端はを上げた瞬間だった。

　櫓やぐらの中にある表示枠サインフレームが展開した。まだ宙に砲音が響き、余よ韻いんの震動を残す先で、極東式の防護障壁が一斉に多重化する。

　だがそれは、予想と違った。数が重なるのは、前後ではなく、

「……十字架型!?」
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　十字だった。まずは左右、そして上下に大きな十字が防護障壁の列で組まれ、更には各枚の裏に、隙すき間まを埋めるように、これまた上下や左右で小さな十字が構築された。

　それは展開数の限界まで重なり、しかし全ては単純な列ではなく、交こう叉さするような十字を作り上げ、

「──！」

　その中央に、飛来の砲弾が激突した。
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　誾ぎんは、技を見た。

　砲弾は確かに防護障壁を破壊した。

　だがその一撃は、まず表面を砕いた時点で、止められた。

　多重と交叉だ。

　十字を重ね、しかし単に厚くするのではなく、交叉して並べた事によって、防護障壁がダメージを逃し、分散させた。更には、

「櫓が……！」

　十字のガードは櫓にその左右と上下を届かせていた。

　砕かれ、千切られて散りながら、しかし防護障壁は、己が受けた力を十字状に走らせた。その先にあるのは、ホールドしていた櫓の全て。左右の壁と、上下の天板と床だ。

　櫓が衝撃に浮いた。

　一瞬の事だった。だが充分だった。十字の中央へと食い込み、残る力で櫓中央の一枚を破砕しようとしていた砲弾が、揺れによって方向を乱され、空に飛んだのだ。

　櫓やぐらの天井が砲弾の激突で割れ、木々を散らす音が響いた。

　同時に、十字の多重交こう叉さが完全に千切れ、一斉に流体光の欠片かけらと化した。

　そして櫓が校庭に着地する。地響きと言うより、擦過の音をつけて地面に立ち直す。

　その内部。カーテンが揺れる向こうには、光があった。

　最初からの一枚が、残っていたのだ。

　残存の光は、緩く流体光に散っていくが、ダメージによるものではない。時間切れだ。

　結果は見えた。だが誰だれも動かず、何も言わない。

　ただ、東軍の中で、一つの動きと声が生まれた。

　世せ話わ子こだ。彼女は軽く頭を下げ、

「三征西班牙トレス・エスパニア、異端審問官、護送者保護の術式〝十字腕〟。──極東式で組んでみましたが、効果がありましたようで何よりです」

　そして世話子が、笑みで皆に言う。

「困った時は西班牙スペイン異端審問！　神かみ代よの時代からの理ことわりです。──宜しく御願いいたします」
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・ウキー：『本場の術式を見れるとは、関せきヶ原はら、なかなかだな……』

・不退転：『正直、青あお葉ば城じようで貴方あなたがやらかした時の空気に似てたから、何となくこうなるなって解わかってたわ』

・金マル：『おおっと？　ナルミン、旧派カトリツクの女よりも自分よアピールだねえ』
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　正まさ純ずみは、わ、という安あん堵どと歓声のような声の混じる動きの中で、自分も一息をついた。

　……勝ってないんだけど、充分、意味があったなあ。

　世話子は今、東西無関係に、魔女テクノヘクセン組や、戦闘系からの賞賛や質問を受けている。

　襲名を終えていた者とはいえ、現役時代の実力はだからこそ高く終わっているのだ。それがまた現場に乗り込んでくれば〝伸び盛り〟や〝堅実な実力〟では届くまい。

　だが、彼女を見ていて何となく思うのは、

　……これは、極東だと得にくい事だよなあ。

　極東では学生の十八歳制限があるため、学生期間中に襲名を終える事自体が希まれだ。この辺り、世話子が来てくれて良かったと言うべきかどうか。

　ただ、この結果は一つの意味を生む。

「三征西班牙に星一つ、というイメージだな、私としては」
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　フアナは、フローレス達が檸檬レモンを洗いに行くに任せて、ベンチでの報告を読んでいた。

『あの撃沈巫女みこの浅あさ間ま神社代表が、総長姉の水着挑発とＩ字バランスに敗れたため、皇帝の砲撃を異端審問の技で受け切りました。武蔵むさしとの繫つながりをとれたと思います』

　相変わらず何言ってるか解わからないが、皇帝に異端審問カマしてなければいいと思う。

　ただこれで、とりあえずロドリゴを派遣した意味は確定出来た。ヴェストファーレンで武蔵と絡むフックがここで出来たのは、

「見事です。ロドリゴ。──戻ってきたら檸檬の砂糖漬けを用意しましょうか」

　おじさんの言う通り、今夜は忙しそうだ。だが、

　……方向性は、決まりましたね。

　関せきヶ原はらと言う言葉の意味を理解しながら、己は校舎内へと向かう。

　まずは報告をまとめ、そこから口頭だ。しかし、何だろうか、ロドリゴの通神文メールで、

「末尾の〝これから恐怖の徒歩戦です〟とは、何でしょうか……」
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「こりゃあ恐怖ですね……」

　アデーレは、左腕に白い帯を強く結びながら、正面を見た。

　自分達は校庭にいる。橋も撤去され、広い空間だ。

　射撃が終了してから、そのまま徒歩戦に移る流れとなっていた。

　自動人形達の配る鉢巻きを腕に巻き、東軍と西軍の皆が、校庭に集合していく。

　外枠組は校庭の周囲をぐるりと回る歩道に退避だ。

　正面、西側に、西軍の襲名者達が並んでいく。こちらとの人数合わせのため、向こうの何人かが腕に帯を複数巻いている。

「ネイメアと左さ近こんが、やはり複数持ちですわね」

　第五特務の言う通り、この二人が主力のようだ。後ろには脇わき坂さかと大おお谷たにも控えており、更にその後ろに毛もう利り生徒会長と自動人形のグループが陣を構えていた。

　こちらは総長と副王がいて、本舗組が控えているが、第五特務が守りにつく役らしい。

　一体どういう風になりますかねー、と思った時だ。自動人形がこちらに一人、やってきた。

　何事かと思えば、

「アデーレ様、副会長からこれを。──以上」

　見れば、白の帯が二本ある。

「何です？　二本って」

「Ｊｕｄジヤツジ．、アデーレ様は複数の代理襲名を重ねてらっしゃるので、その分です。副会長からの指示は、〝お前、前に出て攪かく乱らんとガードしとけ〟との事で。──以上」

　……そう来ましたか──。

「奔ほん獣じゆう使ったら駄目なんですよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、脇わき坂さか様と嘉よし明あき様の白嬢ヴアイスフローレン、黒嬢シユヴアルツフローレン一型も、模擬弾と衝撃軽減処理の弾丸使用となっています。浅あさ間ま様の矢なども同様の処理がされており、奔獣の場合は装甲軽減などを行う必要があると判断しますが──」

「あー、その時間、今、無いですね……」

　巻け、という事なのだろう。ただまあ、こちらとして、前に出られるのもあまりいない。自分が中盤となって、攻め込んできた相手をなるべくシャットする事になるが、

　……出来れば糟かす屋やさんと左さ近こんさんの同時は避けたいですねー……。

　第五特務匹敵の二人を素すで押さえるというのはキツい。ただ、防護障壁は使っていいなら、シールドバッシュや受け流しも出来ると言う事で、

「まあ、何とか無茶をこなすのも従士です！　やりましょう」

　要は覚悟だ。無名の自分が、代理とは言え襲名者として歴史に関わっている。この機会を楽しまなければ損だと、そう思った時。三さん要ようの呼び子が鳴った。

「ではそろそろ、四戦目の徒か歩ち戦せん行きます！　皆さん、位置について下さい！」







[image: 第二十六章『島津の行進者』]











●






　空から降る陽光が、傾きを得始めていた。

　今から水泳とかやっていたら、少々冷えたで御座ろうな、と点てん蔵ぞうは思う。そして校庭の上に陣取っている東西それぞれの布陣を見ていると、横のメアリが問うて来た。

「──点蔵様、この布陣、どのような意味を持つと思いますか？」

「メアリ殿にはどう見えているので御座る？」

「どちらも守りを重視しているように見えます」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。

　……メアリ殿、やはり英国でここら習って御座るなー。

　ガチで説明しても結構行けるだろうと思うが、時間もないと思うので手早く行く。

「どちらも本陣となる輝てる元もと殿とトーリ殿を後ろにおいて御座るな？　しかし本陣攻略は勝利条件として掛けられていないので、本陣が後ろにいる意味は〝攻略を遅らせる〟以外に意味は無いで御座るな」

「つまり、……まず、非戦闘系を後ろに置きます。そして戦闘系の前衛が、どれだけ相手の陣に深く突入し、相手の非戦闘系から帯を奪えるか、と……、そういう事なのですか？」

「Ｊｕｄ．、この場合、重要となるのは、戦闘系の連携に御座る。お互い、複数人いるため、片方が陽動。片方が本命となるで御座ろう。その上で射撃系が相手の陣を乱すので御座るが──」

　と言ったところで、己はメアリの向こうに視線を向けた。

　そこにいる清きよ正まさに、言葉を振る。

「どちらが有利で御座るかな？　清正殿」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．！　東軍だと思います」

「Ｊｕｄ．、その理由は？　人数的なもので御座るかな？」

「いえ、東軍は人数が多くても、非戦闘系の数も多いのです。一方、西軍は人数合わせの帯を戦闘系の糟かす屋や様と左さ近こん様に預けました。奪われにくい、という意味では、西軍も有利です」

　しかし、

「東軍は、同じように帯を多く預けた従士様を中盤に置きました。この中盤配置は人員の少ない西軍では出来ない事ですが、前衛同士がフェイントで負けたとしても、この中盤で止める事が出来ますし、中盤が相手の前衛を誘導し、引っかける事も出来ます」

「Ｊｕｄ．、良い見立てですねジェイミー。……憶おぼえておくといいのは、アデーレ様は芯しんとして有名ですが、個人としての吶とつ喊かん能力と防護障壁の扱いに優れ、更には上役に騎士としてのミトツダイラ様がいる事です。そして今回は、ミトツダイラ様が、本陣の防御役に徹していますが、これによって中盤が司令塔をもった事となります。浅あさ間ま様が装備充実で本気を出せば大体無意味になりますし、ホライゾン様の両腕が動き出せば相手はひとたまりもありませんが、今回はそうでもないので、中盤がきっと、戦闘を左右する要因となるでしょう」

・あさま：『な、何か酷ひどい見解が聞こえましたよ!?』

・●　画：『いや、こっちきた初心者には知らせておく知識だと思うわよ？』

・ホラ子：『うーん、高評価。時期を見て両腕を放流した方が面白そうですね』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と清きよ正まさがいろいろ見て頷うなずいた。一言で言うと、

「奥が深いですね、武蔵むさしは……」

　カオスな事を深いといっていいのだろうか。だが、それぞれの位置は固まった。後は中央。校舎の一階中央入口前に立つ三さん要ようだ。彼女が射撃術式を構えた時、横のメアリが、

「あら？」

　何か、周囲に気になるものを見つけたようだが、時間が無い。

　確認の視線を飛ばすより先に、音が響いた。

「開始──です!!」

　三要の声と共に、東西の両方から動きが生じた。

　関せきヶ原はらの戦い。その戦闘のメイン扱いととれる徒歩戦が、開始されたのだ。
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　ネイメアは、左さ近こんと共に西軍の前衛を担当していた。こちらには人員が足りないが、左近も己も、どちらも加速力に優れ、相手の陣には深く切り込む事が出来る。

　ならば左右どちらから行くか。二人だけでは、当然、相手から読まれやすい。が、それを崩すのが後ろにいる脇わき坂さかの仕事だ。付き合いよく西軍に残っている彼女は、砲撃で東軍側の布陣にアクションを与え、こちらの動きの起点をくれる。

　行く。

　左近とはアイコンタクトで連絡がとれる。安あ芸きで培った連携だ。自分が先を行き、左近がその後を広げていく。

　今回も同じだ。敵の前衛は福ふく島しま、最も上がみ総長、井い伊い・直なお政まさの三人。一番狙ねらいやすいのは井伊・直政で、一番危険なのは最上総長だろう。最上総長が中央をとっているため、

　……こちらの攻めが左右に分断されますの。

　だが自分が井伊・直政担当で、左近が福島担当。これは、福島が少なからず自分の出方を知っている事に由来する。また、これまで強敵相手に戦ってきた福島も、身長三メートルの存在と相あい対たいした事はあるまい。

　ゆえにこの布陣で押す。

　正直、一人分でも奪えば良い。人数調整で帯の数は揃そろっているのだ。

　最初の一人分をどうするか。これが東西それぞれが考えている事だろう。

　行った。

　前に出る。

　井い伊い・直なお政まさがこちらに軽い足取りでやってくる。やる気が無いように見えるが、この相手は触れただけで対象を投げ飛ばす。これは森もり・長なが可よしが武神絡みで食らっているのを、資料映像でよく見た。

　かつての母も、この井伊・直政から体術の手て解ほどきを受けた事があると言っていたので、警戒は重要だ。故に大回りになるかもしれないが、外方面に加速して、跳ねて敵陣に飛び込む。

　すると、

「──！」

　従士が跳び込んで来ていた。

　タイミングが上手うまいですの、というのが最初の感想だった。何しろ、井伊・直政の外を回って、丁ちよう度ど、次の瞬発加速で自分の進行方向を中央向きに変えるつもりだったのだ。

　進路変更の始まりを潰つぶされたら、まっすぐ前に行くしかない。しかし、

　……正面！

　校庭の端まで、誰だれもいない。東軍後衛の非戦闘系も全員が中央側に寄っている。更に、

「……っ」

　浅あさ間ま神社代表からの射撃を悟ったのは、相手の視線故だ。極東式の弓術は射線の方向に顔を向ける。その知識と視界に見えた色違いの両りよう眼めがこちらの動きを救った。

　下がる。

　母を驚かせた事もある真逆の方向転換。前進とは逆、後方への瞬しゆん発ぱつ加速で一気に跳ねる。

　振った顔のあった位置を、模擬戦用の軟質矢や尻じりをつけた矢が貫通した。

　だが自分は、己を後ろに弾はじいていた。

　呼吸一つ。中盤まで一瞬で戻りながら、左側にいる左さ近こんへと視線を向けた。

　従士はこちらに引きつけ、浅間神社代表も処理した。敵陣には隙すきが生まれているのだから、

　……左近！

　内心で彼女の動きを望んだ瞬間。己は見た。

　福ふく島しまを外からの加速と全身の挙動でパスした左近が、いきなり下がったのだ。

　嘉よし明あきの砲撃か何かがあったのかと思った。

　違った。

　母だった。

　銀の狼おおかみが瞬発加速で左近のいた空間に跳躍し、

「────」

　笑い一つで、着地から一回身を捻ひねって後ろへと瞬発加速。本陣に戻る母とは別で、左近がこちら同様大きく下がり、己は気付いた。

　最も上がみ総長が、先程より前に出ている。

　彼女は不可侵の基準。ならば今の遣り取りで、西軍が押されたのだ。

　マズい、と己は思った。息を整える意味と、次のアタックにはもっと加速が必要だと、そう思った。何故なぜかと言えば、

　……御母様が、随分と動きますのね……？

　本陣の守護役かと思えば、中盤から前衛の位置まで普通に上がって来た。否、こちらを従士に任せたからこその突出だ。ならば、

　……あの従士を、充分に信頼しているからこそ……！

　守りの面では母が二人いるのと同じだ。中盤から前衛までは、母も従士と連携して動くと、そういう事なのだろう。

　こちら、輝てる元もとが指示を出す。表示枠シーニヤカドルで、西軍側にだけの限定で、

『おい、いいか、ちょっと聞け』
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　輝元は、Mouri-02の測距による全体図を表示枠に見ながら、指示を飛ばした。

『後ろの連中、ちょっと前に上がれ。囮おとりとして、前衛が相手を引っかけやすくしてやれ』

　こちらに中盤がいない分、後衛を上げるのだ。彼らは防御も攻撃も出来ないが、相手の前衛を誘う事が出来る。そして、

『向こうの前衛で動くとしたら、福ふく島しまか井い伊い、だが井伊は遅いから専もつぱら福島だ。

　向こうは防御主体だな。だから最も上がみ総長が動いた場合は、乱戦狙ねらいで島しまと糟かす屋やは突撃で運任せ。後はまあ、こっちで島が福島を誘う。不用意に動いていい』

『不用意って、どうですよう？』

『あんま考えず、敵陣に突っ込んでは戻って来い。帯取られそうになったら戻る位のイメージでいりゃいい』

　この場合、こっちの本命は、

『糟屋、テメエだ。だが、テメエが敵陣に突っ込んで従士の裏に入った時、恐らく最上総長がこっちに突っ込んで来る。だからテメエは、従士に守らせながら、中央を割らないようにしろ。そうすれば、水み戸と領主はテメエを気にせざるを得なくなる。

　その間に、島が突っ込んで誰だれか仕留めろ』

　とりあえずいい戦術に見える。が、指示された側には疑問があろう。

『あの、私と左近が飛び込んだら、やはり最上総長が前に出るんじゃありませんの？』

『その押さえは用意してある。安心しろ』

　自分は、通つう神しんではなく、手で指示を飛ばした。

「ま、終え方は大体決めてるが、そこまでの流れが大事だな。ここは一つ先行して、最強の防御役に、出て貰もらうか」





●






　糟かす屋やは、母との相あい対たいを前提とした。

　だが目的は、従士を引きつけての攪かく乱らんだ。その前には井い伊い・直なお政まさもいる。そして母も飛び込んで来たらどうするか。浅あさ間ま神社代表や嘉よし明あき、長なが岡おか・忠ただ興おきも射撃が出来るのだ。

　……ならばやはり、加速をつけて一気に飛び込みたいですの。

　最初の井伊・直政を速度任せにパスして、先程潰つぶされた方向転換のポジションを早めに確保する。そうするにはやはり速度だろう。ゆえに己は、

「──っ」

　助走を稼ぐのも瞬発加速に乗せた。急ぎ、高速で、長く刻んだ速度で、相手が気付いても遅いと、そう言える準備と突撃を敢行する。

　そのつもりだった。

「あ、糟屋先輩！」

　左さ近こんの言葉に、何事かと、そう思った時だ。下がった視界の端に、壁が見えた。

　……え？

　何故なぜここに壁が、と疑問したのは遅過ぎた。

　上がって来ていた島しま津づ・義よし弘ひろに、己は勢いよく激突した。

　直撃であった。
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　あっ、という声が、いろいろなところから上がった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、接触の光景を教きよう導どう院いんの屋上から見ていたが、

　……あれはちょっと、しょうがないですわねえ……。

　子の子が、敵陣に突入するため、助走距離を長く取ろうとしたのは当然だろう。とはいえ校庭の広さには限界があるので、助走ルートとして弧を描く事を考えた。それは軌道として、自陣の中央側へと曲がるものだ。

　結果、子の子は、フィールドの右から中央後ろ側に下がる事となる。

　そこに、本陣の裏から島津・義弘がやってきた。草の獣は、最も上がみ総長に対して、恐らく唯一安定したアドバンテージを取れる選手だ。何しろ捕まると眠らされる。無害であるが、だからこそ強い。それが島津・義弘だ。

　だが島津・義弘は本陣の左にいた。

　本陣より前に出て、中央にいる最上総長に向けて進むなら、進路は右斜め前だ。

　弧を描いて下がってきた子の子とは、真っ正面から激突する事となる。

　運が悪かったのは、草の獣の視界だろう。竜状の長い鼻先の元、左右に目が付いているので、正面側には死角が存在する。最も上がみ総長を確認するため、そちらに面した左目を気にしているならば、尚なお更さらだ。

　かくして子の子は激突し、しかし、

「消えた？」

　里さと見み生徒会長が疑問した瞬間だった。

　島しま津づ・義よし弘ひろが分体した。左足から小型の草の獣が生じ、

「あら、可愛かわいいですのね」

　その背にしがみつくようにして、子の子が熟睡していた。

　島津・義弘の足は既に元に戻っているから、出力というか、生産力には問題が無いのだろう。

　結構、強敵ですわねー、とは思うが、自分や最上総長がガチで当たったらこちらの流体量と向こうの処理許容量の激突だ。同クラス存在でなければ、究極的なところで負ける事は無いだろうが、時間が掛かる気もする。それもあって、島津・義弘を最上総長の前に置こうとしたのだろうが。

「……うちの子の子、当分起きないと思いますけど。輝てる元もとは、どうしますの？」
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　輝元は思案した。既に徒歩戦は始まっているが、今、自軍で接触事故が起きたのだ。

　代わりの選手を投入する事も考えたが、ここで一人代理で追加となると、武蔵むさし側に借りを作る事となる。つまりは★を一つ献上だ。更には、

「西軍──！　糟かす屋やさんが熟睡のため、オウン討ち死にとします……！」

　どういう言葉だ。

　だが、審判が、この接触を討ち死に扱いとした。糟屋はリタイアだ。

「一応、糟屋さんは歴史再現だと撤退して生き延びているので、糟屋さんに預けられた帯は一本を回収し、残りは輝元さんに預けます！　もしも糟屋さんの代理を入れたい場合は、お互い協議の上で行って下さい！」

　言葉の通り、フィールド外に草の獣をベッド代わりに運ばれた糟屋から、帯が回収される。それは自動人形によってこちらに届けられ、二本が手元に来るが、

　……ヤベえな。

　事態が一気に進んでる。

　一つ解わかるのは、これまで考えていた戦術が、糟屋抜きでは使えない事だ。

　現状、★は武蔵勢が一つでこちらも一つ。イーブンだ。

　そしてこちらは糟屋が使えず、代理を呼べば貸しを作る。更には人数も少ない。

　……どうする？

　時間が無いと言う、その事自体に焦りを得そうになった。

　同時。いきなりの声がした。

・現役娘：『──輝てる元もと、使えるものは使うべきと思いますし、更に一つ言うならば、貴女あなた、忘れてる事がありませんの？』

　言われた。

・現役娘：『我らが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、欧州覇は王おうの国ですのよ？』
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　……空気が変わったさね。

　直なお政まさは、前衛として、軽く前に一歩を踏んで、そう思った。

　前衛と言っても、自分はアデーレとの連携を重視し、相手を内側に入れない役目だ。

　ミトツダイラの娘が持つ瞬発加速は厄介だが、二人で対処すればどうにかなる。

　しかし、当の糟かす屋やがリタイアしたならば、どうなるか。最も恐ろしい想像は、ここで代理として人狼女王レーネ・デ・ガルウが乗り込んでくる事だろう。

　この場合、自分とアデーレ、更にミトツダイラを当てるしかないかもしれない。上手うまくいけば最も上がみ総長が動くかもしれないが、これは頼るなら最後の手段だ。

　だが、空気が変わった。

　手元のひっくり返しのような、代理に誰だれを選ぶかとか、そういう空気ではない。西軍側の面々が、輝元を警戒しているようにも見える。そんな空気が漂っている。

　そして輝元が軽く告げた。

「この徒か歩ち戦せんは、実際において、あたし達の敗戦と敗走の流れだったな」

　それはもう、午前の話し合いで決まった事だ。だが、輝元が更に告げた。

「関せきヶ原はらの戦いの終わり、一つの事件が起きる。──知ってるだろ？　松まつ平だいら勢」

「──島しま津づの退のき口ぐちさね？」

　問う。だが答えはわかっている。

　是だ。

　これは歴史再現。ならばそれは確実に起きる事。そして〝島津の退き口〟とは、

「関ヶ原の撤退が遅れた島津は、撤退戦として敵陣の中央を抜け、松平本陣を掠かすめるルートを選択。激しい銃撃を行い、松平の追撃を凌しのぎ、何とか島津・義弘の撤退を完遂したが、千五百人いた島津勢は、数十人にまで減っていたと、そんな話さね」

「その激戦で、しかし松平本陣も被害を受け、お前、井伊・直政も銃創を負う。──後年の井伊・直政の死因は、その負傷が原因だとされているな」

「あたしゃ襲名者じゃなくて、あやかりさ」

「ここでは代理襲名だろう」

　だから、と輝元が言った。

「島しま津づ・義よし弘ひろ。──撤退しろ」

　但し、

「あたし達も敗戦だ。──可能な限り、何も残すな」
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　清きよ正まさは見た。島津・義弘が、一瞬で三桁けたの分体を行ったのを、だ。

　一匹が二匹、二匹が四匹、四匹が八匹と、段を踏むように増え、加速し、更には、

「出ますよね？」

　という母の呼びかけに、緑が動いた。

　周囲。校庭を囲む低木や茂みの中から、草の獣が転がり出たのだ。

　……変成!?

　それは元々、単なる草木だった筈はずだ。だが、

「──草の獣は、大精霊とまではいきませんが、どうやら草自体ではなく、草に宿った流体存在が本体のようですね。宿れる草の好みはあるようですが、こういう分化から、きっと、黒くろ藻もや白しろ藻も達が生じたのでしょう」

　外枠。西軍のいる校庭の右う舷げん側と、全体を囲む形で、大小の草の獣が出現した。

　そして島津・義弘が言った。

『てったいするの──』
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　蹂じゆう躙りんだった。

　撤退と称した一方的な〝攻撃と服従〟は、いとも容易たやすく行われた。

　草の獣達が走り、それから逃げる者達がいて、しかし最終的に囲まれ、寄せられ、

「ぬああああ！　徹夜に強いＡＫのこのパワーを見るでおじゃる！」

　一瞬で疲労を吸われたＡＫが白目を剝むいて倒れ、草の獣に回収された。

　西軍では、とりあえずのメンツがあった。ゆえにMouri-01は、何とかいい位置をとって、輝てる元もとを最後に回収されるよう本陣を組み変えた。だが、共にいたMouri-03が気付くと、すぐ横で五メートル大の草の獣が首を傾かしげていた。

　Mouri-03は、慌ててMouri-02に逃走を促し、姉妹は順に、

「逃げて姉ねえちゃん！」

「逃げて下さい姉さん！」

「逃げて頂けますか姫様！」

「コレＭＵＲＩじゃねえかなあ」

　ＭＵＲＩであった。

　一方の東軍側でも、本陣の前でミトツダイラと浅あさ間まが身構えていた。が、彼女達の周囲に来た草の獣達が、包囲するように、しかし近づかないのを見て、狼おおかみが首を傾かしげた。

「……これは、結局、松まつ平だいら本陣を潰つぶせなかった事の再現ですの？」

　と首を傾げて後ろを見た視界の中。既に馬鹿とホライゾンが全力で草の獣に飲まれていた。恐らくは島しま津づ・義よし弘ひろ本体。馬鹿と共に両腕を振り上げた万歳姿勢で飲まれていくホライゾンが、完全熟睡状態に入っているのを見て、浅間が呆あきれつつ、小さく笑った。そして彼女が、

「…………」

　どうしたものか、と狼と顔を見合わせた時だ。島津・義弘が問うた。

『くる？』

　その言葉とともに、緩やかに島津・義弘が腰を落とし、受け入れ態勢を整えた事で、二人が意味もなく赤面する。

「え、ええと……、どうします？　ミト」

「いえ、あの、智ともこそ、どうしますの？」

「ハイ一丁飛び込み──!!」

　迷った二人の脇わきを抱え、姉が緑の強制休養所にダイブした。

　埋まった。

　これで東西の指揮能力は失われ、後は島津による完全蹂じゆう躙りんの流れとなったのだ。
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　全てを眺めていた最も上がみ・義よし光あきは一息をついた。やれやれとジャージの懐から袱ふく紗さを出し、校庭に敷いた。そしてこちらに近づきながらも、最終的には寄ってこない草の獣達に笑い、

「ココ、貴様らと争っていると、不要に削れる。……そちらも、格の違いは解わかっておるようよのう。私らとまともに相手をするなら、二つ程上の竜でなければならんと」

　ただ、と義光は袱紗の上に座り、手招きする。

「その分ぶんが解っておれば、休ませて貰もらおうぞ。──これは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛もう利りの寄越した大事な示し唆さ。私が自らの力で崩してはならぬからの」

　と言って向けた視線の先。校舎の屋上には人狼女王レーネ・デ・ガルウがいる。

　彼女は、こちらに手を振っていた。ならば、

　……私もここで沈んでおくのが、武蔵にとっても良い結果になるという事かえ。

　大体の意図は解っている。それはここではなく、次の勝負で、武蔵側の判断によって明らかになるだろうと、そう思いながら、己は覚悟を作った。手招きによって周囲に恐る恐るやってきた草の獣を、ソファのように侍はべらせ、小さい一匹を抱えた。腕の中の一匹は、最初驚いていたが、腹をこちら向きに抱き直すとおとなしくなり、逆に向こうから目を伏せる。

「ココ……、そちらが休らいでは逆よのう」

　笑う。撫なでる。すると他の獣達も寄ってくる。警戒心はなくなったらしい。

「……まあ良い子じゃ、長らく、良い神を信じて仕えて来たのであろう。

　私の方も、流石さすがにこのところ、徹夜で騒いだり、喜び過ぎてテンション上げ過ぎであったな。

　──まだまだ私は遊びたいのだえ。少し、リフレッシュを頼むぞえ？」
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「うわー……」

　と、安あん治じはただただそれだけを喉のどから漏らした。

　正面、手を取り合って宙にいる嘉よし明あきも、眼下を見て頷うなずき、

「……凄すさまじいわね」

　うん、と頷く視線の先。視界に広がる校庭では、全面的な追っ掛けっこが、そろそろ終了を迎えようとしていた。

　誰だれも彼もが逃げようとして、追われ、包囲され、そして埋まったら熟睡だ。

　一番長く逃れていたのは福ふく島しまで、これは速度と跳躍で凌しのいでいたものの、島しま津づ・義よし弘ひろの分体がもう一段進んだ時点でＭＵＲＩだった。校庭がほぼ緑の小山で埋まったのだ。逃げ場どころか足場がないと、流石さすがの速度屋もどうしようもない。

　そして長く粘っていたのは左さ近こんで、これは彼女が収まり切るサイズの島津・義弘の手配が遅れたからだった。今は足だけ出して寝ていて、保護者が外枠でキレている。

『おい！　小姫！　戦闘中に寝るとは何事だ！　……聞こえてるのか!?』

　豊ゆたかが笑顔でトートバッグを近くの草の獣に載せたら静かになったが、アレは出力オチと考えていいんだろうか。

　ともあれ安全なのは空だけで、草の獣達はこちらをちらちら見上げてくるが、

・ＡｎＧ：『あれ、合体してこっちまで届くようなのになったりするかなあ』

・□□凸：『一応計測してみましたが、その高さ、十六メートルまで達するには、自重の関係から幅が結構要りますから、駄目だと思います』

　……カッキーの説明、何か解わかりにくいよね……。

　文系らしい、というところだろうか。

　見れば草の獣が、ネイメアと福島を豊と清きよ正まさの方に届けている。熟睡姿を見れるのはレアなのだろうか、豊が笑って撮影しているが、記念になるのかなアレ。

　ただ、島津・義弘達が、大体の動きを止めていた。もう移動する隙すきというか道がないのもだが、ほぼ全て仕留めたというところだろう。

　皆が見るのは、校舎の一階中央、昇降口の前だ。そこにいる眼鏡めがね教員が呼び子を吹き、

「──状況停止とみて、関せきヶ原はらの戦い第四戦、決まり手は〝島津の退のき口ぐち〟による強制休暇！　敗戦の箇所をこれで決着とします……！」

　だが、

「勝敗については、帯の数を計上するので、少々お待ち下さい……！」

　その言葉に、自分達は頷うなずいて降下を選んだ。

　帯は、自分と嘉よし明あきで赤白一本ずつ。島しま津づ・義よし弘ひろは数が多いが分体しているだけなので赤一本だけだ。だが、

「これで西軍が★一つリード、かな？」
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　さて、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは、下で作られるであろう三さん要ようの勝敗を待った。

　それまでの時間、暇ひま潰つぶしのつもりで、ちょっと聞いてみる。この屋上、自分と同じように、里さと見み生徒会長もいるのだ。

　……最も上がみ総長が養子にするという子ですけど。

「貴女あなたはどう見ますの？　下の勝敗を」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズというか、毛もう利りは、自国をよく理解しているのだろうな、と、恐らくだが、そんな風に思っている」

「あら、何故なぜですの？」

「この勝負、引き分けだからだ」

　彼女の言葉に、己は口元に指を当て、全身を傾かしげて問うてみた。

「──あら？　下の状況、島津の分だけ、こちらが帯一つ上ですのよ？」

「人狼女王、もし貴様の見解がそのものならば、貴様は武蔵むさし勢を侮っている」

　あらあら、と微笑した時だ。眼下。校庭から声が響いた。それは三要の、

「勝敗、決まりました！」

　聞こえる結果は、己が思った通りのものだ。

「──西軍、帯二本！　東軍は──」

　決まった。

「帯二本！　同数ゆえ、引き分けです！」
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　豊ゆたかは、それを見ていた。

　一番大きな島津・義弘。父や母達を飲んで熟睡状態にしている草の獣だが、

「ホ母様……」

　黒の両腕が、バンザイ状態で、その草山から突き出しているのだ。そして、

「────」

　両腕が草の山から外れるようにして軽くジャンプした。

　着地。

　両腕は寝ていない。手首を振って、屈伸して、起きているアピールに余念が無い。

　飲まれる時、ホ母様はバンザイ姿勢に見せ掛け、両腕を外へと出していたのだ。

　担当教員が駆けつけてきて、チェックする。が、両腕がやれやれポーズを取り、島しま津づ・義よし弘ひろも首を下に頷うなずいた。

　巻き込まれていない事が、証明されたのだ。

　両腕は代理襲名だった。金かな森もり・長なが近ちか。その名前を借りた両腕が、ガッツポーズを取った。

　外枠の皆には東西の意味が無い。ゆえに全員が、勝負の流れに歓声を上げ、

「──両者引き分け！　これより皆さん起床の後、最後の競技へと入ります！」
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「ノリノリねえ、光みつ紀き」

　オリオトライに言われ、三要は自分が今の宣言中に飛び跳ねていた事に気付いた。

　子供のようだ。だが、そうなってしまった事を否定する意味も無い。頰ほおに熱がある事も了承の上で、自分は先輩格に振り向き、

「無茶苦茶ですけど、全力なのはいいですね」

「光紀。貴女あなた、憶おぼえてる？」

「何をですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、貴女が、三み河かわで、うちの子達を[image: ]しかったの。──〝吊つるす〟ような事を認めるなって、そういう事。今、どうかしら」

　言われ、己は気付いた。自分がこうやってテンション上げていられるのは何故なぜかと言えば、

　……そうですね。

　正しく、あの時からこの時は、繫つながっているのだ。

　自分は教員。ならば、教えた生徒に対してする事は一つだ。

「ちゃんと終わったら、皆を評価してあげないといけませんね」
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　そして三十分後、熟睡状態だった面々も、それぞれ解放されて目覚めていった。手伝ったのは豊ゆたかだ。方法としては術式によって安定した目覚めを与えていくもので、ナルゼがその術式を欲しがったものだが、圧縮睡眠との兼用は危険と但し書きにあり、

「……どっち使うか悩むわね」

「どっちも使わない手はないのかな？」

　と、そんな遣り取りもある一方、馬鹿の目覚めがやや遅れた。これは早期から飲まれた影響だったが、ホライゾンには寝ていなかった両腕が合体した事ですぐの目覚めがあり、

・副会長：『何か、この忙しいのに長く寝られてると、意味もなく腹立つな……』

・賢姉様：『ククク、千八百回超の反動が出たかしらコレ』

・あさま：『よ、黄泉よみ帰りの反動って言いましょうよ！』

　などと言いつつ、これも結局は金かな森もり・長なが近ちかの往復ビンタで覚かく醒せいしたのだった。

　そして全員が起きてみれば、校庭は一度整備され、両舷げんの端にラインが一本引いてある状態となっていた。

「あれは──」

　外枠組も、東西組も、左右端にライン一本というこの作りに首を傾かしげた。何故なぜなら、

「正まさ純ずみ様？　次は百メートル走ではないのですか？」

　ホライゾンの問いに、正純は頷うなずいた。そして右の手を上げ、こう言った。

「──では、これから、最終競技のルールを提案したい」

　言う。

「いいだろうか」
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　輝てる元もとは、気になっている事があった。

　東軍側、未いまだに決まっていない襲名者が一人いるのだ。

「田た中なか・吉よし政まさか」

　石いし田だ・三みつ成なりを捕とらえる人物だ。彼についてはまだ代理襲名を決めていない。

　更にはその代理襲名に関しては、この最終戦で決めると、そうも言ったのだ。

　……何故なぜだ？

　損をして、ここまで引っ張った意味は、何だ。そして、

　……もしも──。

　先程の撤退戦で、自分は一つの示し唆さを見せた。人狼女王レーネ・デ・ガルウの促しで、ある決意を得たのだ。

〝試し〟だった。それを己は、先程の徒歩戦で見せたのだった。

「どうだ？」

　もしもそれを、本ほん多だ・正純が理解するならばよし。

　解わからなかったり、予想と外していたならば、それもまたよし。だが、

　……理解し、共に超えようとしてきたら、どうする？

　そこまでを考えていないのは、自分の虚栄の残ざん滓しだろうか。それとも傲ごう慢まんだろうか。ただ、本多・正純が、静かにこう言った。

「ルールは百メートル走。だが、ある人物を除いて、全員はあちら、東側となる右う舷げんのスタートラインから一斉にスタートして貰もらう」

　一息。

「そのスタートラインから除かれるある人物とは、──石いし田だ・三みつ成なりだ。

　石田・三成には、校庭の中央から、逆側の端まで全力で走って貰もらう」

　……この野郎！

　何をするか、己は悟った。

　……コイツ、〝試し〟に気付いたのか……!!

　そうだ、とでも言うように、本ほん多だ・正まさ純ずみが言った。

「先行する石田・三成を追い、捕まえた者に田た中なか・吉よし政まさの代理襲名を与えよう。ただその時、西軍と東軍、どちらだろうと構わない。石田・三成を捕とらえた者、その者が西軍か東軍かで、点数がどちらかに行くものとしよう」

「おいおい、そいつが田中・吉政の代理襲名だから、そっちに点数が行くとか、そういう事になるんじゃねえだろうなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では田中・吉政の代理襲名をする者については、その者が先に襲名していた名前に点数が行くようにしよう」

　つまり、

「現状イーブンならば、ここで勝負がつく。──それでいいだろう」







[image: 第二十七章『100m上のファイナリスト達』]
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　アデーレは、己の役目を感じていた。

　百メートル走だ。

　スタートラインから五十メートルの位置に石いし田だ・三みつ成なりが背を向けて立っている。

　彼女を追い、百メートルのラインを割るまでに捕まえればいい。そうすれば、自分がいる東軍の側の★となるのだ。

　この百メートル走、しかし簡単ではない。何が難しいかと言えば、

　……他の人の邪魔が、許されているという事ですよねー。

　早い者勝ちではない。遅い者とて、邪魔が出来れば、活躍の場があるのだ。

　ただ、速さをウリにしている者達がいる。

　西軍では左さ近こんと糟かす屋や。

　東軍では福ふく島しまと第五特務だ。

　最も上がみ総長もいるが、彼女はこれまでの態度から見て、率先して武蔵むさし勢の〝代理〟はしない。保護者的に見守り、穴は塞ふさぐが、手柄は取らない。そういう関わり方だったのだ。

　ならば各軍、二人ずつの速度屋が激突する。が、しかし、自分はこう思うのだ。

　……ここで自分の出番ですよね。

　強烈な加速術式や、膂りよ力りよくを持っている訳ではない。だが基本的に速く、身体強化が掛かると軽量級の身は結構な速さとなる。

　ゆえにここは、自分にもチャンスがある。

　役に立とうと、そう思う一方で、だが引っかかる部分があるのだ。

　先程から、外枠にいる副会長と、こちらの東軍本陣近くにいる竹たけ中なかが、自分の周囲に表示枠サインフレームを展開している。

　何か遣り取りをしているようにも見えるが、時折、幾人かの手元に表示枠が来る辺り、何か作戦を明示しているようなのだ。

　何となく気になったので、疑問に思う事も含め、聞いてみる事にした。

・貧従士：『あのう、副会長？　ちょっと聞いて良いですか？　さっきからいろいろ伝達してるのもですけど、──自分、さっきの徒歩戦に疑問があるんですよね』

・副会長：『ああ。どういう事だ？』

　己は、率直に言った。これはひょっとして、〝試し〟に繫つながるだろうかと思いつつ、

・貧従士：『何で、毛もう利り生徒会長は、全滅するような決着を望んだんですかね』
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　アデーレにとっては、解わからない部分だった。

・貧従士：『あの時点では、不利かもしれませんが、代理を呼べばまだ巻き返せました。

　対し、島しま津づ総長は一発逆転の禁じ手的存在です。島津総長が敵を全部食うには、逃げられないようにフィールドを埋める必要があるので、味方も全滅するからです。しかし、全てを御破算にするならば、もっと自陣が削られてからでもいい筈はずです。

　毛もう利り生徒会長の判断ミスなんでしょうか』

・副会長：『草の獣は常に水分を必要とするので、島津・義よし弘ひろを使うのは早期でなければいけないと、そういう事かもしれんな』

　……あ、そっか。

　初めに水を撒まいていたのを忘れていた。更には、

・副会長：『前衛や高速系の能力が東西どちらも突出しているが、うちはミトツダイラが本陣の守り役なので、人数が多くても守りに徹する流れになりやすい。西軍からは、多人数での守りを固められるので攻めにくい。……だが関せきヶ原はらは短期決戦で、四戦目は敗走の流れではないといけないんだ。そういう意味では、長期勝負になりそうだと判断した時点で島津・義弘を用いるのは悪い判断ではないと思う』

・ホラ子：『というか無茶苦茶スッキリしました。両腕も後で浸つからせていいでしょうか』

・十ＺＯ：『この手の疲労減衰系、確かメアリ殿も使えた筈で御座るが……』

・傷有り：『どういうものなのか、興味はありますね。完全特化型だと思うのと、理論化も言語化もされてないと思うので、修得は難しいと思いますが』

　意外と草の獣のインパクトは強かったらしい。だが、

・副会長：『そういう理屈はつけられるが、──私も不可解だとは思う。何故なぜ、毛利が、ここで勝負を半ば投げるような事をしたのか、と。だからつまり、これが〝試し〟なんだろう』
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・金マル：『セージュン、何で最初からアデーレに同意しないかな……？』

・●　画：『段々と勿もつ体たいぶりがネシンバラに似てきたわよね』

・副会長：『いや、他の見解も聞いてみたかったのと、ナルゼのソレは遺憾である……！』
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　まあいい、と正まさ純ずみは少し反省。

　……だがバルフェットの疑問は、正しいスジだと思う。

　これは自己肯定な気もするが、

・副会長：『私はあれを、毛利・輝てる元もとの〝試し〟だと解釈した。だからこの百メートル走で、私はこのルールを提示し、彼女に答えた。そのつもりだ』

・俺　　：『おいおいセージュン、妄想じゃねえだろうな？　大丈夫か？』

・副会長：『大丈夫だ。──そして最大限の利益を得るための作戦を、今、竹たけ中なかと立てた。

　とりあえず全員には回しているが、バルフェット、決め手はお前だ』

　手元にあった表示枠サインフレームの束。最後の一枚を、己はバルフェットに送った。

・副会長：『大体、予想はしていたが、本当にそうなった訳だ。──頼むぞバルフェット、上手うまくやってくれ』

　と言った時だった。自分は、百メートル走のスタートラインに、派手なものを見た。

　これまではいなかった筈はずだが、その存在は確かに加わっていた。

「ちょっと待て。──何故なぜ、人狼女王レーネ・デ・ガルウがいる？」
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　正まさ純ずみの視線の中、周囲に諦あきらめ感多めの項うな垂だれを作らせていた人狼女王が振り向いた。

　彼女は頰ほおに手を当て、空いた手をこちらへと前後に振りながら、

「あ、私、暗黒Ｇ・ＡＫの代理ですの。──彼もほら、斬ざん首しゆの歴史再現がありますけど、ここで本人が参加して他国から干渉されたら危険ですものね。

　だから代理として私が加わりますの」

　これは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの意思表示だ、と己は思った。先程バルフェットに言った事だが、輝てる元もとはこの現場で、こちらに意思を示してきているのだ、と。

　……ＡＫを下げて人狼女王を入れるのは、単純な強化に見える。

　だが、人狼女王はこう言った。

「──私、ＡＫ程実情を知りませんわ。実力主義で代理襲名ですの。

　この意味、お解わかりですわね？」

・ウキー：『どう思う？』

・未熟者：『率先してレースに加わらないという事だろう。つまり、代理として出ても★を譲らない、というところじゃないかな。でも、それだと人狼女王が加わる意味がないよね』

・不退転：『三みつ成なりの確保はしないけど、妨害はする、という事ね』

・きめえ：『今、中央の人の意見、必要だった……？』

・黒　竹：『嘉よし明あきさん、私、それと何度も相あい対たいしたんですけど、解りますかねー……？』

　飛び火が凄すごい。

　ただ、これはメッセージだ。

　ＡＫを下げ、人狼女王を加えて、しかし積極的なレースには加わらせない。

　無論これは、こちらの勝手な解釈とも言える。しかし、

・貧従士：『……同じですね、さっきと』

・副会長：『そうだな。島しま津づ・義よし弘ひろの投入タイミングと同じだ。──最善、最適の用い方があった筈なのに、それをしなかった』

　今回も同じだ。ゆえに己は問う。

・副会長：『最善をしない。何処どこかで聞いたような話だな』

　だが、そこに何の意味を見るのか。

・副会長：『〝試し〟だ。──無血の、被害の出ない歴史再現で、勝敗の後の★の調整。

　これが旧来からの歴史再現として、では私達は、ここから先、輝てる元もとに対して、これとは違うものを提示する。そういう事だな』
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　射撃術式の枚数が、最後の一枚となっていた。

　三さん要ようは、そろそろこの関せきヶ原はらの歴史再現が終わる事を実感していた。

　……結構、大きな事件ですけど、自分の担当下で終わるんですね……。

　教員が歴史再現を監督していない場合でも、生徒達はその歴史再現を担任の庇ひ護ご下で行っている事となる。これは逆説的ではあるが、スムーズに歴史再現を進めるためのもので、校則法でも幾度か改正された部分だと三要は聞いている。

　だが、今回のように正式に教員が担当する歴史再現の場合、教員側で使用した術式の数など、全て記録に残るのだ。

　凄すごい事に関わっている、と思う横で、アシスタントとして記録物をまとめているオリオトライが、こう言った。

「このところで世界の動きが大きく変わるけど、ここで一回、教員がちゃんと武蔵むさしの歴史再現を管理していると、そうアピールしておくのはいい事だと思うのよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、生徒達が暴走していないと、そういう証明にもなりますからね」

　充分暴走している気がするが、まあそういうものだ。彼らは自分が諭したように、吊つるす事を望まなかった。

　……だったらいいじゃないですか。

　誰だれにともなく抗議口調で思ってしまうが、こっちもテンション上がっているのだろう。

　ゆえに射撃術式を大事に掲げ、前を見る。

　東軍、西軍、三みつ成なりも出ている。東西の面々は、恐らく戦術があるのだろう。お互いが完全に位置を分けず、入り乱れている。

　いろいろ思うところがあり、学生達はそれぞれの立場で動いているという事だ。

　だが、どうだろう。

　午前中から、この午後半ばまで、短い時間だったが、五回戦。

　昼食も挟み、それなりに交流が出来ただろう。無血で、平和裏な解決を望むならば、その中で、お互い、言葉にしなかったり、出来なくても、通じるものがあったろうと思う。

　今後の世界を展望するにおいて、ここにいる者達だけであっても、何か新しいものを紡いで見せてくれるかどうか。

　……酔ってますかねー……。

　だが、単なる歴史再現ではなく、争いではなく、しかしその歴史再現と争いの中から、見た事もないものを見せられたら、

「世界は、可能性に満ちますね」

　思いを言葉にして、自分は射撃術式を構えた。

「ではこれより五戦目、百メートル走、行きます！」
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　輝てる元もとは身構えた。

　自分は別に率先して走る気はない。Mouri-01達も同様だ。

　他の連中に指示は出しているが、一人だけ、出していない者がいる。

　そいつが、鍵かぎだ。

　先程、四回戦目で、己は一つの示し唆さを武蔵むさし勢に送った。

　そしてこの五回戦目、ルールを見るからに、本ほん多だ・正まさ純ずみは、こちらの示唆に気付いたように思える。しかし、

　……偶然かもしれねえ。

　どうだろうか。もしも気付いているならば、

　……来るか。

　こちらが想像していた未来。ヴェストファーレン会議における立ち回り方において、予想より一つ上。そこに至るというならば、

「──用意！」

　凜りんとした教員の声が響く。皆が身構えを深くする。その直後に、

「……！」

　射撃音が響いた。
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　左さ近こんは、輝元から指示を受けていた。

「とりあえず三みつ成なりに向けて突っ走れ」

　確保しろと言われていないが、まあそこは自由にしろと言う処ところだろう。

　三成には斬ざん首しゆの歴史再現があるが、つまりこれがその代理だ。捕まったら駄目。そういう事。緩いですよう、と思うが、己の主人がリアル斬首されたら、

　……あれ？

　自動人形のボディは、どうなのだろうか。情報体だと死なない気がする。というか大おお谷たにが何度か潰つぶれたり砕かれたりしているの見てるからそう思うのかもしれないが、大おお谷たにが雑な作りなだけだったらどうしたもんですよう。

・小　姫：『大谷さん、……ひょっとして雑ですよう？』

・超正義：『あ、貴女あなたに言われたくないですよ!!』

・鬼武丸：『大谷！　小姫は雑ではない！　全体的にいい加減なだけだ！　解わかったか！』

・小　姫：『わあ、これからいろいろいい加減でいいって事ですよう』

・鬼武丸：『そういうのがいい加減なのだ……！』

　などと走りながらやっていると、横から人影が来た。おお速い、と思うまでもなく、こちらに突っかけてきたのは妨害役だ。それも、

「福ふく島しま先輩ですかよう！」
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　福島は、加速した。

　逆落としは使えない。だが、母との立ち回りで憶おぼえた技がある。

　……足あし捌さばきに御座ります！

　高速のスライドと身の回し方。そしてそれを転用した歩幅の追加は、低重心で突っ走るのに向いている。母のような〝軸〟の扱いはまだまだだが、今後の課題だ。

　今はただ、重心を低くし、

「左さ近こん殿……！」

　左近は長身。重量級だ。彼女の妨害を出来るとすれば、己か武蔵むさしの第五特務しかいない。が、第五特務には糟かす屋やや人狼女王レーネ・デ・ガルウが向かう筈はず。

　ならばここは自分だ。そして前に回り、後ろ向きにスラロームを入れ、己は気付いた。

　……一いちノ谷たにが無い……！

　はて。武器を無しでどうやって相手を止めるべきで御座りましょうか。
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「福島様！　考えては駄目です！　動いて！　動いた方がいいです！」

　という娘のアドバイスを聞きつつ、点てん蔵ぞうは思った。あちらの御息女、意外と親に似ている気が、と。だが、娘の視線を追ったメアリが、微笑で頷うなずいた。

「あらあら、聞こえたんでしょうか。──思い切りよく、良い動きを再開しましたね」

　福島が、無手のまま高速で一度フェイントを掛け、左近の後ろへと回ったのだ。
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　左近は身構えず、走る事に専念した。福島も速いが、自分も相当だという自覚はある。更に己の場合、膂りよ力りよくと骨格で無理が行けるし、負傷しても気にしない。

　大体、三みつ成なり直属の部下なのだ。ここで己が三成を安全に確保しないでどうするのか。

　……行きますよう！

　鬼おに武たけ丸まるが外枠でトートバッグなのが懸念だ。こちらに外装的な防御力が無い。が、向こうも攻撃するための武器がない。

　もしも足にしがみつかれても、こっちの方が重量がある。勢い任せに引きずって行けるだろうと、そんな事を思い、全力を尽くすと決めた。

　行く。そして踏んだ脚、左に福ふく島しまが加速する。

　……ついてきますかよう。

　何か有っても強引に持っていく。そのつもりで足を踏んだ瞬間。己は食らった。

「────」

　福島が、高速で膝ひざカックンをぶち込んできたのだ。
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　……もう少し綺き麗れいな技を……。

　心底思って半目になりながら、誾ぎんは見た。倒れる左さ近こんに福島が巻き込まれ、二人とも派手に校庭を転がっていくのを、だ。

　上がる砂煙に対し、無茶苦茶ですね、とは思う。

　だが、横の宗むね茂しげが笑っている。

「元気ですねえ」

「──あれは単なる不手際です」

　言う横、本ほん多だ・二ふた代よが両の拳こぶしを握っていた。彼女は一つ頷うなずき、

「あれは見事な意外性……！」

　半目の顔をそのまま向けたが、気にされなかったのでちょっとイラっと来ました。





●






　福島が左近と派手にクラッシュしたのを、ミトツダイラは校庭中央に向かいながら見ていた。

　……何してますの一体……！

　左近を止めるのは手が掛かると思っていたが、相打ちというのは流石さすがに困る。何故なぜなら相手にはネイメアもいるし、邪魔する気満々で入ってきた母もいるのだ。

　ともあれここは正まさ純ずみの指示通り、自分は中央のラインに一番乗りを望む。

　そこからならば三成へは一直線だ。

　勿もち論ろん、このラインは、多くの者達が望むものだろう。激戦区とも言えるのだが、

「御母様！　──そこは私が頂きますの！」

　走るこちらに、左からネイメアが突っかけてきた。

　速い。一回外を回って、長尺の瞬発加速を充分に乗せてきた。だが、

「ネイトー。そこ譲るなよ──」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　我が王！　譲るつもりはありませんわ!!」

　言ってネイメアの加速を受け、迎撃するために左の手を走りながら構えた。

　人狼ルウガルウの手指は、それだけで武器だ。膂りよ力りよくと硬質な爪つめによって、刃物と同等の威力を持つ。

　無論この関せきヶ原はらは無血の場所、打つならば爪ではなく掌底や手て刀がたなと決めているが、

「来なさいな！」

　と、加速による跳躍を前へと入れた時だ。不意に右から声がした。

「あら!?　ちょっとネイト！　邪魔ですのよ!?」

　え？　と思うまでもない。肩越しの視界に見えたのは、右から金色の塊が、こちらも獣の瞬発加速で飛び込んで来ている光景だ。

　当たる。

　だがそこで、タイミングがズレた。こちらの受けを期待していたネイメアが、長尺のスパンと、母に驚いたこちらの位置が嚙かみ合わず、

「ちょっと！　御母様──！」

　挟まれて激突した。
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　トーリとホライゾンがほぼ歩いているため、全体の中では最後尾に位置していた浅あさ間まは、三つの毛玉の激突を見た。

　瞬発加速で浮いていたため、高度約三十センチ。

　こちらから見ている限りだと、左から黒・銀・金だ。ついでにいうと、銀が左右から思い切り挟まれたまま、滞空した。

　意外と飛ぶ。狼おおかみの加速力って凄すごいですね……、と他人ひと事ごと状態になっているが、あれは明らかに挟まれてる。左右から顔面に食らってる。

「ネイメア様とカーチャン様のオパイによって、ミトツダイラ様、潰つぶれていませんかアレ」

　ホライゾンが言っている間に、三人が跳ねた。何やら弾力のある動きで、ミトツダイラが中央に潰された直立で。左にネイメアが、右にミトの母が弾はずんで離れ。

　そのままお手玉を失敗したように、三人とも校庭に落ちた。

　三人とも動かない。ただ表示枠サインフレームが開き、

・副会長：『よしミトツダイラ！　お前一人でその二人止めたら上出来だ！』

　その時に、何か悲劇が起きたような気もしますが、まあ結果オーライだと思う事にする。

　だがこれで、高速機動が出来る者は大半いなくなった。ならば後は、

「アデーレ！　急いで下さい！」
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　アデーレは、背後を気にしつつ走った。

　校庭に落ちて動かない糟かす屋やと第五特務の間を抜ける時にちょっとヒヤっとしたが、何も起きなくてセーフ。ただ第五特務が何か哀かなしげなメロディでルールー口ずさんでいたのが気に掛かったが、本舗組が何か食べさせれば復活するだろう。ええ、今すごく思考が雑だと自覚がある。そのくらいに、

　……上手うまく急がないと……！

　ミッションがキツい。これは従士という役割そのものだが、もの凄すごい気を遣う。

　更には、走るこちらに対して、

　……妨害が来ますか!!

　来た。

　左に大おお谷たに。右に皇帝の表示枠レルネンフイグーアだ。

　うわあ皇帝、と思っていると、皇帝陛下が笑顔を見せた。

『やあ！　皇帝だよ！　すまないけど、足を止めてくれるかい？　国は違えど、私は皇帝で君は従士。いつもなら傀かい儡らいの私だが、ここだけは身分が適用出来てしまう。

　でももしも君が武蔵むさし勢という事を強く主張するなら、私はその指示に従う事も厭いとわないよ！　どうかね!?』

　皇帝の表示枠が、背後からの模擬弾にブチ抜かれて砕け散った。
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・岡──：『ネルトリンゲンに厄介持ち込んだテメエは絶対許さねえ……！』

・金マル：『コレ、二、三年後に酷ひどく後悔するパターンじゃないかな？』

・ＡｎＧ：『あ、じゃあツギーの事も撃っちゃえ撃っちゃえ！』

・岡──：『あ？　そこの痴漢病原ウイルスは当時派手に吹っ飛ばしたから今は見逃してやんよ』

・自爆娘：『た、忠ただ興おき様、ちょっと、さっきから本気で格かつ好こいいでありますゆえ、私、鼻から吐血する勢いであります……！』

・貧従士：『誰だれかいろいろ呼んで下さい──!!』
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　忠興に見逃された事を、大谷は僥ぎよう倖こうと捉とらえた。

　今、ここで三みつ成なりをガード出来るのは自分しかいない。左近は沈んだのだ。だが、

　……よく、福島様を巻き込んで下さいました！　私では福島様に勝てませんからね……!!

　その脅威を人身巻き込みで払った左さ近こんには感謝しかない。ならば後は自分が三みつ成なりを守り、

『え？』

　気付くと目の前に壁があった。それも勢いよく接近してくる。

　……これは──。

　地面だ。

　後ろ。追ってくる人など誰だれもいなかった筈はずなのに、気付けば両の足首を地面から力強く握り込まれていた。一体何が、と思った視界は、妨害者の正体を見た。

「金かな森もり・長なが近ちか……！」

　直後、自分はこれまでの加速の勢いで、校庭の地面に激突した。
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　アデーレは走った。

　全力だった。

　いくら身体強化の術式が許されているとはいえ、五十メートルのハンデに、妨害のプレッシャーはキツい。更には正まさ純ずみからの指示もあるのだ。

　だが他のフォローが利いた。

　今も、脇わき坂さかから来る射撃を浅あさ間まが模擬矢でインターセプトし続けている。

　追撃弾の弾はじける音に追われるようにして、己は後ろを確認。

　すぐそこに、池いけ田だの表示枠レルネンフイグーアや後続がいるのを見て、加速した。そして、

　……前！

　行きながら、自分は正純の指示を思い出す。それは幾つかあったが、大前提の一つは、

　……石いし田だ・三みつ成なりに追いつけという事!!

　見えている。そしてゴールラインも見えている。残りは十メートルを切っているのが解わかる。武蔵むさしで生活していれば、目測で距離を測る事も、どのくらいの速度でそれを埋め得るかも、訓練で出来るようになるのだ。特に己は従士で、

「────」

　測った。

　ここだ。このタイミングしかない。もはや三成の肩に手が届く距離で、

　……行きます！

　正純の指示通り、己は三成へと跳んだ。

　ヘッドスライディングの要領で、彼女へと跳躍したのだ。
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　輝てる元もとは、この先の決着を理解した。

「そう来たか……！」

　もはや錯覚でも偶然でもない。

　武蔵むさし副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみは、こちらに対して明確な回答を寄越したのだ。それは、

「従士か！」

　従士の動作に、全てを懸かけたのだ。

　そして己の目は見た。

　ヘッドスライディング姿勢で跳び込んだ従士が、しかし三みつ成なりを捕とらえられなかったのを、だ。

　転ぶと言うより、滑る。

　砂煙が上がり、校庭を従士の身体からだが滑走した。

　だが、彼女の手は三成に届かない。しかし、

「────」

　従士の背後から、一歩を前に出た者がいた。

　一人。息を切らし、ゴールライン直前で三成に届き、その腰を後ろから抱き、転がり、

「──P.A.Oda、小こ西にし・行ゆき長なが!!　石田・三成を確保したで!!」







[image: 第二十八章『議場の登壇主達』]











●






　……何や、一体！

　これはきっと、意味不明な出来レースなのだろうと、小こ西にしは思った。何しろこっちには何の指示も来ていないのだ。

　だが目の前のラインに、邪魔するように従士が来た。

　しかし彼女は、邪魔ではなかった。走ってすぐ解わかったが、向こうの方が脚が速いのだ。

　ただ、自分が望むラインには妨害が来た。校舎前側から中央に抜けるところで左さ近こんと福ふく島しまがクラッシュし、中央ラインに乗る前には人狼ルウガルウ一家が弾力で跳ねた。

　つまり従士自身がこちらの頭を塞ふさぐ一方で、彼女狙ねらいの西軍が襲いかかってきたのだ。

　だが従士は守られた。そして、

　……こちらを引いてくれたわな！

　先を行く事で、道を空けながら、空気抵抗を無くしてこちらの速度を上げてくれた。

　引っ張られたのだと、そう思う。

　しかも最後、彼女はヘッドスライディングを敢行したが、これも脇わきに逸それた。

　道を空けられたのだ。

　お膳ぜん立だてだと思う。しかし自分の処ところには何も来なかった。それに、

「私が全力で走らなければ、ここまで来れんかったわ！」

　己については仕込みではなく、全ての力を出し切った成果だ。ゆえに物もの怖おじする事なく、跳び掛かって捕とらえた三みつ成なりと共にゴールラインを割って、

「──!!」

　転がり、午後の青空に両腕を突き上げた。

　★だ。勝利をとった。そしてこれがあるならば、弱体化するP.A.Odaだろうと、

　……私の斬ざん首しゆの歴史再現を、止めて貰もらう交渉が出来るで!!

　自分の力で、己の運命を摑つかんだのだ。
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「どうした？　コニタン。移動中だというのに、何やら面白い配神を見つけたか？」

「いえ、うちの娘が関せきヶ原はらの戦いを終え、──最大の親孝行をしてくれたのですよ」

「そうか。……良かったな。解ったよコニタン、だから今日は許そう。貴様が娘宛あての通神文メールに〝う～ん！　頑張りましたねえ！　パパは撫なでてあげます！　なでなで！　なでなで！〟とか書くのを許そう。

　こうか!?　こうかコニタン!?　なでなで！　なでなで！　ここか!?　おい！」

「許すと言っておいてやってくる辺り、なかなかですなノブタン！」
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「姫様、この結果は──」

　Mouri-01の言葉に、己は頷うなずいた。

　小こ西にし・行ゆき長ながは西軍だ。だから★は西軍に付く。それが本ほん多だ・正まさ純ずみのルールだった。だが、

「小西・行長は、斬ざん首しゆの歴史再現を逃れるため、その襲名を捨て、ここで田た中なか・吉よし政まさになると、そういう事だ。それも、代理襲名ではない、本当の田中・吉政に、だ!!」

　その言葉に、小西が振り向いた。

　汗が噴き、髪も乱れている。眼鏡めがねも亀裂がグラスに入っている程だ。だが、

「──頼むで武蔵むさし。私は、失われたくないんや」

　そして、

「──どうや、毛もう利りは。私の扱い、今は西でも東でもないぞ？」

　確かに、正式な襲名では話が変わる。ならば今、問われているのは己の器量としての判断で、

「いいだろう。認めてやる。──但し、お前を西軍であり、東軍でもあるものとして、だ」

　あるものとして認めてやろう。それが器量だ。だが、更にその上で、自分は告げる。

「──これで両軍に★一つ。しかし、その★は、小西の斬首を消すためにお互い使われる。つまり東軍は関せきヶ原はらを勝利したが、両軍は差をつける事なく、お互い無血でクリアした。

　結果として★は全て同数となり、両軍はイーブン。そういう事だな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ。私達の間には、最終的な上下は何も無い」

　本多・正純が言う。

「私はこれでいいと、そう思っている。──お前はどうだ？　輝てる元もと。

　そしてこれがお前の〝試し〟だな？

　無血の、被害の出ない歴史再現で、勝敗の★の政治的調整。これを旧来の歴史再現とし──」

　言われた。一つの★を二つに分けた方法。その意図は、

「無血の、被害の出ない歴史再現で、勝敗の★を、勝ち負けの無いように調整する！　──〝歴史再現を国家間の政治的なカードに使わず、ただ歴史そのものとして扱う〟事。

　旧来の歴史再現を否定した、しかしもっと古くにある歴史再現。それは──」

　それは何かを、己は告げた。

「そうだ。──黎れい明めいの時代、人々が決めた歴史再現だ。ただただ、天上に戻るためのもの。

　歴史を再現して人々の文化や文明を向上し、滅亡を防ぐもの。完全な平和の手段。

　それをあたしは〝試し〟、──テメエらは合わせてきやがった！」
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　……ホントは、あたしの方でやる演説だよなぁ、これは。

　輝てる元もとは、苦笑するしかない自分に気付いた。何ともなく手を左右に広げ、

「──権益とか、襲名とか、聖譜とか、そういうものじゃねえ。

　争いごとにどうにかして勝とうとか、負けないようにしようとか、そういうものでもねえ。

　申し合わせしなくても、お互いを信じ、上手うまく立ち回り、そして何も失われないようにした。お互いの上下も生まれないようにした。これがこの関せきヶ原はらだ」

　無血だ。

　命の遣り取りがない事を温ぬるいと言われるかもしれないが、相あい対たいのルールで用件は満たした。

　歴史再現の解釈として、お互いが、血を流す事なく、また、勝ち負けをつけようとせず、ただ何も失われないようにした。

「解わかるか？」

　これは、自分達が、どういう事を示した事になるのか。

「──黎れい明めいの時代。滅びないがために始まった歴史再現を、あたしは望み、そして武蔵むさし勢、テメエらはそれに気付き、今、叶かなえたんだ」
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　そうですね、とメアリは思った。

　妹はかつて英国で言った。自分達は、歴史すら交渉カードに変えたのだと。

　だがそれを、自分達は、本来の形に戻す事が出来るのではないか。

　……そういう示し唆さを、今、得たのですね？

　まあな、と、輝元が、肩の力を抜いて言った。

「あたし達は外界の開拓に向かうつもりだ。そん時、こっちや、開拓先で馬鹿な争いやってたら、人類保もたねえだろ。だからまあ、何か良い方法ねえかと思ってたが……」

「そこで、黎明の時代の歴史再現を考えたのか」

「ああ、そうだ。テメエらの見てきたものを、あたしなりに追ってみてな」

　彼女が、正まさ純ずみの方を見た。そして本陣の方にも視線を向けた。

「ヴェストファーレン、結構厳しいぜ？　今回の無血は、関ヶ原っていうテメエ達のホームとなる歴史再現だから出来たところも大きい。だがヴェストファーレンは違う。

　あたし達にここで思い切り勝って、貸しにしといた方がいいんじゃねえか？」

「そうしたいところだが、お前に誘われたからな。──大勝ちを狙ねらわない。この関ヶ原は、そういうやり方じゃないって、お前が示したんだ」

「先に手を打ってたのはテメエだろうが」

　それは、

「最後に、三みつ成なりを餌えさに、田た中なか・吉よし政まさの争奪戦をやらせるつもりだったろ。このルールで生きるのは、関ヶ原によって斬ざん首しゆされる者の内、既にそれを終えた解釈が出来るＡＫや、武蔵の庇ひ護ご下にいる三みつ成なりではなく、弱体化されるP.A.Odaにいる小こ西にしだ。

　そいつを生かすために、どのような競技であれ、従士をアシストにつけようとした。三人分の襲名をしておけば、名ばかりの不要な襲名者が減って全体の制御もしやすくなり、アシストとして指名出来る幅や率も上がるからな」

「うちの馬鹿が水泳とか言い出して、少し助かった。……水泳は冷えない内にやらねばいけないから、終わりとなる三成の争奪戦に走る競技が持って行けた。

　逆に、──二人三脚が最初に来た時は焦ったが」

　だとすれば、と己は思った。

「射撃が水泳の後に来た段階で、大体は決まったのですね？　残りの徒か歩ち戦せんもまた、三成様の争奪戦として用いてもいい競技ですから。戦後の談合無しで★の調整が出来た、と」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こちらとしては、元々、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに大勝ちするつもりはなかったからな」

「何故なぜだ。武蔵むさしが有利になるのを、捨てるのか？」

　輝てる元もとの言葉には、己が答えを作れよう。ゆえに場の流れとして会釈を挟んで自分は言った。

「同じような事を考え、同じような行動を選択出来るなら、有利や不利をつけ合う意味がないからですよ。私達は、上下を決め合う仲ではなく、共に行く者達です」

　己は、横にいる清きよ正まさの手を握った。

　……羽は柴しば勢が、そうですからね。

「──同じ方向を見ているのならば、国が違えど、合流したも同然です」
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　正まさ純ずみは、輝元が肩を落とすのを見た。だがそれは残念によるものではない。ただ力を抜き、

「つーか、まさかコイツらにやられるとはなあ……。私も、こうだったらいいな、くらいのイメージだし、これは片方だけだと出来ねえ事だけど、まさかコイツらがなあ……」

「酷ひどい言われようだなあ……」

「うるせえな。悔しがらせろよ。簡単にこっちの意図を読み切りやがって」

　そして輝元が、一息を吐いた。

「ま、毛利としてみれば、同じ極東勢だ。損はするが、関せきヶ原はらの以後は松まつ平だいらの麾き下かとして扱われる事となる。こっちには六護式仏蘭西の分ぶんがあって、そこはまあ仕方ねえが──」

　輝元がこちらを見た。眉まゆを立て、小さく笑った。

「それが当然とは言え、あたし達が遣やり取とりした最後の★一つ。ああいうのが、うちの望みで、うちからしてみりゃ、太陽と月のところに生まれるであろう一番星だ。──今はもう見えない小さい★だが、ヴェストファーレンで同じ方を見てるなら、導いてやる」

「では──」

　ああ、と輝元が手を上げた。

「西軍の敗北。歴史再現。納得だ。極東勢として、毛もう利りは松まつ平だいらの庇ひ護ご下に入ったという前提を、テメエらは使っていい。関せきヶ原はらが終わったって事は、そういう事だ」

　つまり、

「羽は柴しばのM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクが使えなかったとしても、あたし達の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを使って、──ヴェストファーレンに乗り込む権利としろ、武蔵むさし勢!!」
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　正まさ純ずみは、馬鹿とホライゾンを見た。

　言うべき事は一つだ。三み河かわの時に約束したのだ。

「──道を、つけてやったぞ」

「おお、やるじゃねえか、セージュン。──よく憶おぼえてたな！」

　馬鹿、お前もだよ、と言いかけて、ふと目め尻じりから涙が浮いたのに気付いた。

　……うわ。

　何を嬉うれしがって、しかし泣くんだ。よく解わからない自分に慌てて拭ぬぐう。すると、

「正純様」

　ホライゾンが言った。

「道はつきました。──ならば皆さんと、共に行きましょう。

　その道の向こう。今の正純様ならば、多くの夢を見られるでしょう」

　ああ、と己は頷うなずいた。三河からこちら、やりたい事ばかりが増えたな、と。
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・副会長：『あ、よく考えたら、この歴史再現の方法だと、私、戦争しなくて済むぞ！

　どうだお前ら！　もう〝戦争大好き〟とか言わせないぞ！』

・不退転：『戦争しないという証明のために戦争の歴史再現を無血で行う、というのは、何か凄すごく矛む盾じゆんじゃないかしら……』

・金マル：『それ結局、被害出てないだけで戦争好きだよね』

・ＡｎＧ：『……馬鹿なのに戦争だけは無血な武蔵？』
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「素晴らしい」

　という屋根上からの声を、アンリは聞いた。

　侍女の自動人形達が全て武蔵に出ているため、屋敷残りの者達から〝どうやって下に落としたらいいでしょうか〟と相談を受けていたのだ。

　だが全裸は、珍しく屋根に座って、西日になりかけの陽光を浴びていた。

　視線はただ、掲げた表示枠シーニヤカドルを通し、南東の空に向いている。

　そちら、山があって見通す事は出来ないが、武蔵むさしと大和やまとが存在するのだ。

「アンリ、──輝てる元もとが、いずれ生まれる子供の名を導いてくれたよ」

「は？　それは──」

「星の名だ」

　素晴らしい、と言って、太陽王ロワ・ソレイユが立ち上がった。屋根上で、何か盛り上がっているのだろう。一度両腕を広げ、フレアを強くしてから、その場で屈伸運動を始めたので木刀を投げつけたら仰のけ反ぞって回避された。

　ややあって、屋敷の裏から何か割れる音がした。そしてアルマンの声が、

「おい！　アンリ！　何か木刀が飛んできて太陽王の鉢植えが割れたぞ！」

「太陽王！　当たって下さるよう御願いします！」

「言っておくが、朕ちんは輝元以外の木刀には許可無く当たらないよ？」

　アルマンが向こうから投げた木刀が太陽王の股こ間かんに後ろから回転ヒットした。

　鈍い音がして、屋根に全裸が膝ひざをつく。向こうからアルマンの声が、

「どうだ!?」

「障害物に当たった！」

「届いたか！　じゃあいい！」

　侍女達が〝いいんですか？〟と首を傾かしげてくるが、気にするなと言っておく。いつもの事だ。そしてまた、

「姫様が、戻ってきますか、太陽王ロワ・ソレイユ」

「すまん。三十秒待ってくれ。汗が引かん」

　きっかり三十秒待った。すると太陽全裸が「よし！」と意味不明な掛け声を入れて立ち上がり、屋根上でステップを踏む。そして、

「輝元が、関せきヶ原はらを終えたそうだ」

「何故なぜ、それを一番に言えないのですか？」

「一番に知るのは朕だけにしておきたいからだ」

　何か納得出来るのがちょっと悔しいというか、凄すごい思考のノイズを生む。ただ全裸は、輝元からの通神文メールを空に掲げて言った。

「輝元、君の器量は、既に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを超えていると、恐らく君だけが気付いていない。

　この欧州、エウロパという名は、空の女神だ。だが君は、それを超える高い位置にいる月で、世界を照らす」

　更には、と太陽王が言った。

「星まで生むならば、──空に一人の太陽は、君を誇りに思うだろう」

　さあ、と太陽王が告げた。下を、そこにいる自分達を見て言葉を作った。

「敗戦の、損失の、障害として六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに祟たたるとされた毛もう利りを、輝てる元もとが、無血で、被害無く、上下も無く、共通項を相手と持って終えてくるぞ。

　──ああ、月が戻るたびに凱がい旋せんだ。他の国にしらしめる準備をしろ！　六護式仏蘭西は和平を望むと！　三十年戦争に対し、そしてこの世界に対し、覇は王おうの和平を望むと伝えろ！」

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　自分達は応じた。月が決断し、太陽が覚悟を決めたのだ。ならば、

「──ヴェストファーレンへ！　全ての方位を東へ！　会議の地へ!!」





●






「まーた、あの連中、ノリノリでいやがる」

　戦後、というよりも、かなり弛し緩かんした集合となった校庭上の面々の中、輝元が嬉うれしそうな苦笑で言うのを、ミトツダイラは見ていた。

　全体が〝お疲れ〟モードだ。さっきから、外枠の歩道に座っているアデーレも、疲労が祟たたったのか船を漕こぎ出し、鈴すずに肩を抱かれている。

　今回、こっちは、襲名の関係もあってあまり目立った活躍無しだ。だが、

　……本来、そういうものなのでしょうね。

　人類がまた天上へと上がるための歴史再現だ。正直、関せきヶ原はらの戦いの中で、〝その再現〟に気付いたのは徒歩戦の流れからだったが、

「でもまあ、百メートル走の指示が無茶苦茶でしたわ。〝子供と母親を頼む〟って」

　先程、ネイメアに来ていた輝元からの指示を見たが、それは〝母親を止めろ〟だった。

　どちらも指導者はアバウトな気がする。が、うちの母の方は後から飛び込みでアドリブだが、こちらは、最初からどことなくこの流れを読んでいたようにも思う。

　……きっと、調整役として来ましたのねー……。

　なかなか上を超す事が出来ない存在がいるのは、いい事なのか、悪い事なのか。

　そして今、正まさ純ずみが、

・あさま：『皇帝や、世せ話わ子こさんと打ち合わせしていますね……』

・未熟者：『皇帝は、宇う喜き多た・秀ひで家いえの襲名による損失がここで済ませられるし、ロドリゴの方は島しま原ばらの乱らんの原因となる寺てら沢ざわ・広ひろ高たかを済ませられる。──武蔵むさしは現状友好的だけど、ヴェストファーレンに行ったら両者そうでいられるか解わからない。談合で処理出来るところはここでしてしまおうと思うだろうし、両国に対し、武蔵はヴェストファーレンでの繫つながりを持つ事が出来る訳だ』

　フ、とホライゾンが両腕を組んだ。

「金かな森もり・長なが近ちかのナイスアシスト、──そのおかげですね」

　これは心底、浅あさ間まと一緒に同意する。大おお谷たにはこっちを斜めに見ていなくていいですのよ？

　ただ、と己は空を見上げた。

「──いろいろ好条件が重なりましたけど、無血で、大規模戦闘を歴史再現出来ますのね」

「テル子が初めにジャンケン否定したのは、きっちり手順踏んで無血と上下無しの結果がやりたかった、って事なんだろうな。──なら今度からは、なあなあでやってくんねえかな」

　王の言う通りだと、今なら思える。そして、瑞典スウエーデン総長が笑みで言った。

「人と人の関わり合いによって、動くものがあり、そして言葉だけでは無いものによって、人々は成長してきたのでありますよ。──だから、それが失わせる争いや上下を決めるものでなければいいと、そういう事なのだと思うのであります」

・金マル：『年長者スゲ──……』

・●　画：『言葉で説得されて、おはチンコ堕おちね、解わかったわ……』

・岡──：『変な字名アーバンネームつけようとしてんじゃねえ──！』

　と、笛が鳴った。振り向けば自分達の担任が手を上げる横、三さん要ようが頭を下げている。

「はーい、三要先生は、これから書類とか提出に入るから、ここまで！」

　その声に、皆が頭を下げた。そして、

「次はヴェストファーレン。大おお坂さかの役えきも重ねるなら、準備としてやる事多いわよ？」

「──でも皆さん、その調子で御願いします。他国の代表者の方々も、今回の事を忘れずにいて頂ければ、極東勢として、安心しておつきあいが出来ると思います」

　Ｔｅｓテスタメント．、という声が返り、Ｊｕｄジヤツジ．、という声を返した。

　これからは、ちょっと早いが打ち上げだ。それぞれ、自国に戻る者達もいるだろうが、余裕があるならば、

「軽く食事か観光でも、どうですの？　──今日からは、羽は柴しば勢への戦勝と合流の戦勝祭が各地で始まりますわ。ちょっと眺めて歩くだけでも、息抜きになりますわよ？」

　と、言った時だった。不意に声が響いた。

「──確かに、多た摩まの方では既に祭が準備されていたな。いい空気だったよ、うん」

　低い声、男の声だ。更には別の声で、

「まあ、騒ぐのは得意だからなあ、貴様らは。そうだろう？　なあ、おい」

　こちらは、ひどく聞き覚えのある声だった。

　そして二つの長身の影が、階段を上がってきた。

　二人の男。自分達は彼らを知っている。

　特に、誰だれよりも知る正まさ純ずみが、軽く前に出て、二人を正面から見据えた。

　階段の下側、眼下にいる相手へと、まっすぐに視線を向け、その名を確定する。

「本ほん願がん寺じ・顕けん如によであり、──スレイマン」

　ムラサイの長とも言える存在だ。更に、彼の隣に立つのは、

「──教皇総長、インノケンティウス十世！」







あとがき

　そんな訳で『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅪ上』をお届けいたします。とうとうナンバー11、ここまで来られたのも皆様のおかげです。どうも有り難う御座います。

　東西合流によって、親子（？）達もまた合流と言うことで、これまでのうちのタイトルでは見なかった流れが生じています。書いていて気付くことも多く、ここまで来られてよかったなあ、と思ったりですね。

　なお、実際の東西の合流というのは秀ひで吉よしの亡くなる前後から生じており、このあたり、連絡も移動も時間が掛かった時代に、ホントよく人が動いたものだと思います。各勢力、間かん者じやや協力者を得ており、誰だれが来たか、去ったか、どういう付き合いをしたか、などの情報は手に入れていたようですが、そこから確認を取るべきか、自分も動くべきか、といった判断はもの凄すごいストレスであったろうな、と。

　このあたり、十じつ本ぽん槍やりで言うと清きよ正まさや福ふく島しまなどは〝武断派〟でまとまって三みつ成なり体制への離反をしますが、あの時代だと、そういう〝派〟を持つことや入っておくことは、情報の共有や身の振り方の示し唆さのためにも大事だったのだろうな、とか。そういう意味では、地元繫つながりとか、血縁繫がりとか、または先祖（源げん平ぺい）繫がりとかも、情報や身の振り方の示唆を得るためのフックになる訳で、東軍側に公く家げ出身だったり、地方豪族あがりが入って行っているのも何となく解わかる気がします。

「さてチャットですが、学生時代の嫌な話をするといいよ」

『高校の時、自転車で遠距離通学してたんだけど、途中の交差点で不良に絡まれてさ。交差点のところの神社に来いって、五人くらいが言うのよ』

「あー、そういうのいた時代だったねー……。それでどうしたのアンタ」

『しょーがねえから自転車押してビクビクしてる振りで付き合ってやってさ。隙すきを見て自転車振り上げて殴なぐりかかったらそいつらビビって〝ワアアア！〟って逃げ出しちゃって』

「そりゃフツー、ガタイいいからって自転車振り上げるとか思わんよ……。ママチャリ？」

『ママチャリ。柔道やってたからなあ……。で、追いかけてたら交差点出ちゃって。そしたら不良共が通行人に〝助けて！　助けて！〟って、俺おれ、〝いかん！　サツが来る！〟って』

「どっちが悪だよ」

『いやあ、チャリンコで逃走したねー……。二度とそのルート使わなかったね』

　自転車は武器になる。憶おぼえました。さて今回は書いてる際のBGMとしてSFCのSIMCITYでMEGAROPOLIS、このチャキチャキ忙しい音楽は、議論の曲としていい感じです。ともあれ、

「誰が一番、安あん堵どを得たのか」

　ということで。次はヴェストファーレン、少々お待ち下さいませ。


平成三十年　四月　花粉の消えた朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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